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一百

天
下

の
文
章
布
衣

に
落
ち

て
、自
然
も
亦
民
衆

の
手

に
落
ち
た
。
「
叩
け
よ
然
ら

ば
開
か
れ
ん
」

の
合
言
葉
を
以
て
、登
山
者
が
山
頂
に
、潜
水
夫
が
海
底
に
、鳥
人
が

虚
空

へ
と
駈
け
る
。

そ
し
て
先

づ
、山

の
探
検
者
が
、齊

ら
し
婦

つ
た
も

の
は
、岩
石

と
氷
雲

の
言
葉
で
あ

つ
た
。

そ
れ
は
今
ま
て
人
類

に
秘
め
ら
れ
た
封
書

の
中

の

不
可
解

の
言
葉
で
あ

つ
た
が
、新

ら
し
い
自
然

の
姿

が
、次
ぎ
次
ぎ
に
、そ

こ
か
ら
展

開

さ
れ
る
。

そ

の
姿
を
美

と
見
や
う
と
も
、員

と
見
や
う
と
も
、持
た
又
、岩
石
氷
雲

と

相

博

つ

と

こ

ろ

の
、筋

肉

感

の

味

ひ

と

見

や

う

と

も
、そ

れ

は

相

互

無

縁

又

孤

立

す

る
も

の
で
な
く
て
、根
紙

に
於

て
相
開
統

一
さ
れ

る
表
象
で
あ

る
と
信
ず

る
。

誰
が
、何
を
、の
問
題
は
、其
人

々
の
好

み
、素
質
、天
分

に
も
依

ら
う
が
ズ

だ
是
等
表
象



の
結
合
騰
な
る
山
と
、そ
れ
に
向

つ
て
驀
進
す

る
人
間

の
交
感
が
、純
浄
な
る
悦
び

で
あ

つ
て
欲
し
い
の
で
あ
る
、少
な
く
と
も
私
は
斯
く
所
願
す

る
。

日

本

山

岳

會

二

十

五

週

年

の

記

念

続

嚢

刊

に

営

つ

て
ど

の

小

さ

な

所

願

を

記

録

す

る
。

昭

和
五
年

十

一
月

小

島

鳥

水
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地
固
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登
山
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史

行
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摘
要
記
録

旅
　
行
　
記

附
　
頂
上
附
近
に
於
け
る
二
三
の
観
察
に
就
て

Ａ
　
地
形
的
親
察
の
二
三

Ｂ
　
植
物
分
布
状
態
の
期
荼
二
こ

摘

　

　

要
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具
解
説

続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

は
し
力:

き

岡
　
田
　
　
童
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Ｇ
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一　
準
備
共
他
二
三
に
就
て

一　
探
集
品
目
鉄
と
ノ
ー
ト

Ａ
　
頂
上
附
近
の
植
物
目
録
　
　
Ｂ
　
頂
上
附
近
苔
類
目
録
　
　
Ｃ
　
頂
上
附
近
地
衣
類
目
録

Ｄ
　
鳥
類
目
畿
　̈
　
一Ｅ
　
雨
棲
類
目
録
　
　
一Ｆ
　
頂
上
附
近
の
昆
虫
目
録
（聯
列
朝
ｒ
硼
期
）
　

Ｇ
　
腹
足
類
目
録

は

し

が

き

素
敵
な
山
た
が
千
島
の
孤
島
に
い
く
つ
と
な
く
貼
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
ら
登
高
の
憧
れ
に
湧
き
ｂ
未
だ
見
ぬ
山
を
想
ひ
な
が
ら
島

か
ら
島
へ
と
夢
を
追
っ
て
夢
中
に
地
国
に
見
入
っ
て
暮
し
た
こ
と
も
、
幾
年
末
か
の
業
し
み
で
あ
り
、
叉
焦
慮
で
あ
っ
た
。

ア
ザ
ラ
シ
の
遊
泳
や
Ｅ
黒
の
群
や
淋
し
く
唆
き
飢
れ
た
野
草
の
花
か
ら
果
て
は
減
び
行
く
ア
イ
ヌ
の
民
と
ゝ
憧
れ
の
波
紋
は
限
り
な

く
撲
が
っ
て
、
遊
心
し
き
り
に
動
く
ま
ゝ
に
ゾ
ク
ノ
ヽ
と
す
る
想
ひ
に
と
ら
は
れ
る
こ
と
も

一
再
な
ら
す
あ
っ
た
。

然
し
事
た
に
妨
げ
ら
れ
て
来
る
年
も
ノ
ヽ
機
會
を
狙
っ
た
ま
ゝ
に
あ
は
た
ゞ
し
く
過
ぎ
て
行
っ
た
。
幸
ひ
昨
夏
の
こ
と
。
一
ヶ
月
に

近
い
暇
と
二
人
の
親
友
と
そ
し
て
充
分
の
準
備
を
得
て
、
先
づ
皮
切
り
に
千
島
の
入
口
の
関
後
島
に
赴
く
事
が
出
来
た
。
そ
し
て
目
ざ

し
た
の
は
先
づ
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
。
そ
れ
は
張
ち
絶
頂
が
前
人
未
踏
と
辮
せ
ら
れ
て
残
さ
れ
た
高
嶺
に
封
す
る
好
奇
心
ば
か
り
か
ら
で

は
な
い
。
山
容
も
高
度
、
生
物
分
布
な
ど
線
て
の
難
か
ら
見
て
先
づ
第

一
に
訪
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
た
か
ら
。
そ
し
て
此
山

は
流
石
に
裏
切
ら
な
か
っ
た
。
限
り
な
い
喜
び
と
願
ひ
の
総
て
を
叶
へ
て
呉
れ
た
。

此
さ
ゝ
や
か
な
記
文
、
も
と
よ
り
不
充
分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
後
若
し
又
此
虎
を
訪
ね
ら
れ
ん
と
望
ま
れ
る
方
に
で
も
多
少
な

り
と
何
か
の
御
参
考
に
も
な
ら
ば
此
上
な
い
幸
で
あ
る
。

行 残  月 十 年 五 和 昭
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

國
後
島
の
概
略
及
び
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
概
郭

國
後
島
に
就
て
は
此
虎
に
今
更
な
が
ら
記
す
要
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
大
鎧
概
念
的
の
事
を
摘
出
し
て
置
く
の
も
此
稿
を
讀
ま
れ
て

行
か
れ
る
上
に
多
少
御
参
考
と
も
な
ら
う
と
思
う
て
左
に
記
す
こ
と
ヽ
し
た
。

此
島
は
千
島
列
島
の
最
南
西
に
在
っ
て
、
面
積
の
廣
さ
は
列
島
中
第
三
位
に
位
す
る
も
の
で
、
國
後
郡
を
な
し
て
根
室
支
鷹
に
所
属

す
る
。
根
室
牛
島
と
知
床
牛
島
と
の
間
に
根
室
海
峡
を
扶
み
、
北
東
は
國
後
水
道
を
隔
て
ヽ
澤
捉
島
と
封
す
る
。
島
形
は
北
東
か
ら
南

西
に
長
く
延
び
、
長
さ
約
三
〇
里
ゝ
幅
約
三
里
．
周
園
約
百
六
〇
里
．
面
積
九
二
方
里
を
有
す
る
。
共
北
端
を
ア
ト
イ
ヤ
岬
、
南
端
を

ケ
ラ
モ
イ
崎
と
云
ふ
。
全
島
を
千
島
人
山
脈
貫
き
、
主
と
し
て
輝
石
安
山
岩
よ
り
成
る
。
高
山
は
中
部
以
北
に
多
く
、
一
千
米
以
上
の

も
の
に
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
（
一
八
四
五
米
）
ル
ル
イ
岳
（
一
五
〇
六
米
）等
の
弊
ゆ
る
を
見
る
。
滑
岸
は
崎
岸
を
な
す
所
多
く
、
又
温
泉
湧

出
し
て
ゐ
る
所
も
少
く
な
い
。
船
舶
の
泊
地
に
乏
し
く
、
南
端
の
「泊
」
を
最
と
す
る
。
鰊
、
鮭
。
鱒
、
鱈
、
昆
布
等
の
水
産
物
殊
に
豊

で
あ
る
。
泊
、
東
沸
、
留
夜
別
等
の
敷
村
が
あ
り
、
人
口
二
三
一
五
を
数
へ
る
。
（明
治
四
十
一年
調
。
以
上
主
と
し
て
百
科
大
辞
典
に
援
る
）

チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
は
此
島
の
東
北
方
ゝ
島
幅
最
も
廣
い
所
に
ル
ル
イ
岳
（
一
五
〇
六
米
）
と
並
ん
で
堂
た
た
る
雄
姿
を
哺
立
す
る
。
高

距

一
八
四
五
米

（水
路
部
海
国
Ｚ
ｏ
卜
Ｎ
に
よ
る
）

東
西
約
十
四
粁
、
南
北
約
十
八
粁
の
裾
を
張
り
、
典
型
的
な
美
し
い
二
重
人
山
を
な

し
て
ゐ
る
。
帥
ち
丁
度
大
小
の
富
士
山
を
重
ね
た
様
な
形
で
。
そ
の
重
ね
合
せ
る
所
が
最
初
の
噴
人
口
と
な
つ
て
ゐ
て
、
共
第

一
の
噴

人
口
は
従
来
口
碑
に
よ
れ
ば
一
大
環
状
湖
沼
を
な
す
と
稗
せ
ら
れ
て
ゐ
た
所
の
も
の
で
あ
る
。
但
此
虎
は
今
千
坦
な
る

（西
北
側
は
熔

岩
累
々
と
重
な
っ
た
熔
岩
地
帯
を
な
す
）
蔓
地
と
な
っ
て
ゐ
る
。

然
し
て
共
墓
地
の
中
央
部
か
ら
更
に
後
に
噴
人
し
た
時
に
出
し
た
熔
岩
の
小
形
の
回
錐
形
の
堆
積
印
ち
尖
塔

（Ｑ
８
オ
出

ｏ８
①）
が

出
来
Ｄ
共
絶
頂
に
更
に
新
ら
し
い
第
二
の
噴
人
口
を
有
す
る
様
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
．
（詳
細
は
後
に
記
す
）

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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琥 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

山

名

に

就

て

チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
山
名
の
由
来
に
就
い
て
私
の
讀
ん
だ
と
こ
ろ
と
聞
い
た
の
に
二
つ
あ
る
。
印
ち
自
山

（
メ
プ
リ
は
山
の
ア
イ
ヌ
名
〕

の
意
と
爺
山
の
義
と
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
語
に
暗
い
私
は
い
づ
れ
が
正
し
い
か
知
ら
な
い
が
、
此
二
つ
の
偉
へ
を
聞
く
に
ｂ
前
者
は
全
山

一
年
の
中
、
長
い
期
間
白
雪

に
覆
は
れ
て
ゐ
る
故
と
す
る
の
に
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
之
は
営
ら
な
い
様
に
思
ふ
。
此
山
は
夏
黙
々
と
残
雲
に
彩
ら
れ
る
位

の
雪
量
で
、
も
う
少
し
北
へ
行
け
ば
も
っ
と
も
っ
と
白
い
山
は
あ
ら
う
。
何
も
張
ひ
て
此
山
に
求
む
る
課
は
な
い
様
に
考
へ
る
。
然
し

て
後
者
の
爺
と
云
ふ
意
に
由
末
す
る
と
云
ふ
の
に
は
次
の
様
な
語
り
惇
へ
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。

昔
た
の
こ
と
此
島
に
年
老
い
た
自
髪
の
ア
イ
ヌ
が
一
人
ゐ
た
と
云
ふ
。
そ
し
て
毎
ロ
ノ
ヽ
熊
を
猫
し
て
は
幾
多
の
年
月
を
業
し
く
途

つ
て
ゐ
た
。
或
日
の
こ
と
で
あ
る
。
此
老
ア
イ
ヌ
は

一
頭
の
す
ば
ら
し
い
亘
黒
に
含
っ
た
。
す
る
と
熊
は
何
と
思
っ
た
か
Ｅ
鰐
を
ゆ
る

が
す
と
見
る
間
に
屹
然
と
し
て
釜
ゆ
る
此
山
を
め
ざ
し
て
の
そ
リ
ノ
ヽ
奥
ヘ
ノ
ヽ
と
入
っ
て
行
っ
た
。
老
ア
イ
ヌ
も
亦
此
熊
の
跡
を
追

っ
て
次
第
々
々
に
山
奥
へ
分
け
入
っ
た
。
だ
が
そ
れ
っ
き
り
此
老
ア
イ
ヌ
の
姿
は
再
ぴ
部
落
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

部
落
の
者
は
皆
ひ
と
し
く
惜
み
且
悲
し
ん
だ
。
そ
し
て
此
老
人
を
記
念
す
べ
く
爾
末
此
山
に
チ
ヤ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
と
命
名
し
た
と
云
ふ

の
で
あ
る
、
も
と
よ
り
員
疑
は
間
ふ
べ
き
で
は
な
い
が
、
い
か
に
も
千
島
の
山
に
ふ
さ
は
し
い
博
諭
で
あ
る
と
思
ふ
パ
つ
い
で
に
Ｄ
チ

ャ
チ
ャ
と
云
ふ
語
に
老
人
と
云
ふ
意
味
の
あ
る
こ
と
は
北
千
島
の
ア
ラ
イ
ト
山
も

一
名
を
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
と
云
ふ
さ
う
で
あ
る
。）

（日
本
水
路
誌
第
八
巻
（大
正
七
年
十
一
月
刊
行
）
二
一
五
買
）

今
窃
に
案
す
る
の
に
此
場
合
の
チ
ャ
チ
ャ
に
老
人
と
云
ふ
名
を
興
へ
た
の
は
長
老
、王
者
と
云
ふ
意
味
で
、北
千
島
に
屹
然
と
し
て
四

隣
の
峻
峯
を
威
躍
す
る
ア
ラ
イ
ト
は
北
の
工
者
で
あ
り
も
南
千
島
に
諸
々
の
群
峯
を
徒
へ
て
堂
た
た
る
雄
姿
を
雲
表
に
聟
立
す
る
チ
ャ

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

て 爾西丁



○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旅
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

チ
ャ
岳
は
南
方
の
盟
主
で
あ
っ
て
、
共
に
南
北
の
山
々
の
長
老
ｂ
曾
長
で
あ
る
と
云
ふ
の
だ
。

兎
に
も
角
に
も
此
山
が
斯
様
な
似
つ
か
は
し
い
、
紳
秘
的
な
偉
読
に
側
面
を
飾
ら
れ
る
こ
と
は
た
ま
ら
な
く
親
し
く
な
つ
か
い
氣
が

し
て
な
ら
な
い
。

文

献

に

就

て（
附
、
地
固
及
登
山
史
）

千
島
（醐
篠
こ
鉾
鷺
卸
凛
雌
彙
れ
凛
承
薪
¨
剛
墜
助
州
議
激
吋
歓
）
に
関
す
る
文
献
は
少
く
な
い
。
旅
行
記
、
探
集
記
ｂ
論
文
「
報
告
書
等
可

成
り
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
意
外
に
思
は
れ
る
の
は
南
千
島
に
就
て
は
存
外
抄
い
。
北
海
道
本
道
に
は
最
も
近
い
か
ら
一
番
詳
し

さ
う
で
あ
る
が
ｂ
之
が
却
っ
て
少
い
理
由
で
、
多
く
は
千
島
と
し
て
は
中
北
部
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
。
中
に
は
千
島
の
旅
行
記
と
し
て
Ｄ

関
後
島
以
南
は
本
島
に
近
い
か
ら
省
略
す
と
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

生
物
學
の
見
地
か
ら
見
ら
れ
た
千
島
に
は
植
物
に
（
一
）宮
部
博
士
バ
ニ
）松
干
氏
バ
三
）遠
藤
博
士
バ
四
）武
田
博
士
、
（五
）
工
藤
博
士
ゝ

（六
）舘
脇
學
士
共
他

（七
―
九
）
多
く
の
名
著
を
見
る
が
、
特
に
南
千
島
に
就
て
は
色
丹
島
に
於
け
る
武
田
博
士
の
論
文
及
び
宮
部
博
士

の
論
文

（
一
八
八
四
年
、
色
丹
ぅ
得
撫
、
澤
捉
等
に
採
集
）
を
見
る
位
で
あ
つ
て
誠
に
基
々
た
る
も
の
で
、
こ
と
に
関
後
島
を
主
般
と

し
て
は
未
だ
取
扱
は
れ
て
ゐ
な
い
様
に
思
ふ
。
海
藻
、
地
衣
類
等
の
下
等
植
物
に
至
っ
て
は
筒
更
で
あ
る
様
に
思
ふ
。
（但
し
昆
布
に
就
て

は
宮
部
博
士
の
名
著
を
見
る
Ｊ

鳥
類
に
於
て
は
邦
人
と
し
て
は
黒
田
博
士
、
山
階
侯
欝
、
内
田
博
士
、
農
林
省
等
の
研
究
調
査
報
告
等
を

見
る
が
南
千
島
に
就
い
て
は
殆
ん
ど
報
告
な
く
、
國
後
島
の
如
き
は
（十
）
内
田
博
士
の
鳥
類
目
録

（動
、
雑
、
二
四
巷
。
二
八
三
競
）

に
乳
番
路
に
て
採
集
せ
ら
れ
た
も
の
三
十
黙
を
拳
ぐ
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
、
り
凛
Ч
”
び
ｐ

＝
‘―
亀
Ｆ
Ｏ
電
】Ｏ
Ｈ

，
Ｏ
ｈ
”ｒ
Ｏ
パ
‘
Ｈ
口
Ｏ
Ｈ
“Ｆ
口
勲
■

ド
∞
り

，
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二
、

〓
ユ
曖
ｃ
Ｐ
″〓
Ｐ

国
。―
・Ｆ
げ
”

ｏ
ｈ

「
Ｆ
Ｆ
絆
崚

（
２
】Φ
Ｃ
絆
Φ
勲

摯
″
因
‘
Ｌ
】Φ

Ч
”
・
げ
Ч

嗜
・
因
津
ｐ
ｒ
”
Ｈ
Ｐ

障
〓

Ｆ

Ｕ
・
〓

・
Ｈ
Ｘ

い
い
∞
ｏ
ｕ
・

三
、
矢
部
・遠
藤
―

千
島
占
守
島
ノ
植
物

（植
、雑
、図
く
ロ
ザ
Ｎ
【Ｎい
こ
賦
・）

四
、
炉
Ｌ【Φ魚
”
■
目
―́
ぬ
Ｆ
ｏ
呵
】ｏ】，
ｏｈ
”げ
Φ
Ｈ“Ｆ
口

，
ｏｈ
ひ
Ｅ
願ＡＲ
ｐＦ

ド
ｏＮＮ・

五

、

【
興
“
ｏ
い
】
・―
句
】ｏ
Ｈ
ｐ

ｏ
ｈ
絆
ｒ
ｏ

Ｆ
Ｆ
目
ｐ

ｏ
喘
ｔ
”
〓
霞
冨
∽
げ
ぼ
い
い
ｏ
Ｎ
Ｎ
・

六

、

喝
認
Φ
颯
摯
覆

）
〓
・
―
・〇
口

”
げ
①

『
Ｆ
●
絆
曖

ｏ
％
Ｈ舒

”
ｏ
“

】”

絆
Ｆ
ｏ

Ｈ
崚
Ｆ
”
魚

ｏ
い

＞
Ｆ
〓

”
Ｈ
ｏ
Ｎ
Ｎ
・

邦
人
の
著
書
は
以
上
の
外
、
七
、
千
島
探
槍
賞
記
、
八
、
北
千
島
調
査
報
文
、
九
、博
物
學
難
誌
（川
上
瀧
爾
氏
）等
二
三
散
見
す
る
も
の
あ
リ

十
、
内
田
清
之
助
―
―
千
島
産
鳥
類
目
録

（動
、
雑
、
二
四
巻
二
八
三
脱
八
頁
）

共
他
動
植
物
の
全
般
に
亘
っ
て
本
島
は
調
査
の
行
層
い
て
を
ら
ぬ
所
と
云
っ
て
よ
い
と
思
ふ
。
印
ち
所
謂
暗
黒
地
帯
の
所
が
抄
く
な

い
。一

方
叉
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
に
開
す
る
旅
行
記
報
告
の
類
は
寡
間
の
私
の
知
る
所
で
は

一
つ
も
な
い
。
此
山
そ
の
も
の
に
就
い
て
一
般

的
の
極
く
概
略
な
も
の
を
記
し
た
も
の
は
私
の
目
に
ふ
れ
た
も
の
に
数
黙
あ
る
。
今
左
に
摘
出
し
て
見
た
い
と
思
ふ
。

○
千
島
聞
見
録

（岡
本
監
輔
著
、
明
治
二
十
五
年
五
月
嚢
行
）
第

一
頁
に
、

関
後
島
。
在
根
室
之
東
北
。
周
回
一
百
六
十
里
。
山
川
清
秀
。
物
類
殷
繁
。
東
北
茶
々
岳
。
屹
立
参
天
。
樹
木
葱
鬱
。
絶
頂
積
雲

鎧
然
。
（下
略
）

○
千
島
探
険
（笹
森
儀
助
著
、
明
治
二
十
六
年
二
月
）第
百
五
十
七
頁
に
も

（前
略
）最
高
山
ハ
．
チ
ャ
チ
ャ
ノ
ホ
リ
几
五
〇
五
八
尺
。（下
略
）

○
千
島
紀
行

（川
上
瀧
爾
、
博
物
學
雑
誌
第
二
巻
第
二
十
競
、
一
九
〇
０
年
）
第
十
六
頁
に

内
澤
（
エ
ト
ロ
フ
島
内
保
彎
）
々
邊
に
立
て
ば
國
後
海
峡
を
隔
て
ヽ
国
後
島
の
チ
ャ
チ
ャ
岳
に
段
を
な
せ
る
日
錐
形
の
奇
峰
を
臨
む

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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チ

ヤ

チ
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ヌ
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岡
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一
〇

と
記
し
．
十
五
頁
に

「國
後
島
チ
ャ
チ
ャ
岳
エ
ト
ロ
フ
鳴
内
保
ヨ
リ
海
峡
ヲ
隔
テ
ヽ
望
ム
」
と
あ
る
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
げ
て
あ
る
。

○
日
本
山
嶽
志
（高
頭
式
著
。
明
治
三
十
九
年
）第
二
頁
に
も

爺
嶽

（別
櫓
茶
々
登
、
祀
父
登
Ｙ
‥
‥
‥
Ъ

（名
勝
）
頂
上
二
湖
水
ア
リ
。
周
回
数
里
。
西
流
シ
テ
瀑
布
ト

ナ
リ
ゝ
之
フ
ウ
ケ
シ
ル
ベ
ト
云
フ
パ
摘
課
）
園
錐
形
中
又
回
錐

形
ア
ル
一
種
不
思
議
ノ
形
ヲ
ナ
シ
、
甚
ダ
美
観
ナ
リ
。
中
ナ
ル

園
錐
形
高
シ
。
土
人
ハ
中
ナ
ル
回
錐
形
ハ
湖
水
二
園
続
セ
ラ
ル

ト
云
ヘ
リ

（参
考
書
。
地
學
雑
誌
第
九
十
琥
）

と
記
さ
れ
次
頁
掲
出
の
山
容
を
掲
げ
て
あ
る
。

Ｏ
日
本
水
路
誌
（第
八
巷
、
大
正
七
年
十
一
月
）第
四
十
九
頁
に

茶
々
嶽
　
國
後
島
中
ノ
最
高
峯
ニ
シ
テ
高
六
Ｄ
〇
五
一
駅
ア

リ
。
ル
ル
イ
山
ノ
南
東
方
七
浬
十
分
ノ
八
二
位
シ
北
岸
ハ
ソ

コ
ポ
イ
ｂ
南
東
岸
ハ
謹
文
磯
附
近
マ
デ
約
九
浬
間
二
跨
り
栽

頭
回
錐
形
上
二
更
二
第
二
錐
形
フ
載
セ
タ
ル
カ
如
ク
頂
厳
極

メ
テ
尖
銑
ナ
リ
。
四
周
何
レ
ヨ
リ
見
ル
モ
遠
撃
頴
著
ニ
シ
テ

航
海
者
ノ
好
目
標
ト
ス
。
云
々
。

國
後
島
チ
ャ
チ
ャ
岳
エ
ト
ロ
フ
島
内
保
ヨ
リ
海

映
ヲ
隔
テ
ヽ
望
ム

（博
物
學
雑
誌
所
載
）

行  残  月 十 年 五 和 昭

V

ヽ_ヽ

ビジ

、 ′

と
あ
り
、
第
六
十
二
頁

と
六
十
三
頁

の
間

に
十
二
頁
に
掲
出

し
た
固

と
入
れ

て
あ
る
。

此
等

の
外

チ
ャ
チ

ャ
ヌ
プ
リ
に
就

て
の
記
事

の
散
見
す
る
も

の
は
各
種

の
辞
典

（
例

へ
ば
百
科
大
辞
典
Ⅲ

五

一
八
頁
）

の
外

に
根
室

く建
"0

C.377 )
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要
覧

一
五
頁
、
根
室
支
鷹
管
内
概
況
七
七
頁
、
チ
ノ
ミ
ノ
チ
村
勢

一
覧
と
云
ふ
様
な
も
の
も
あ
る
が
、
此
等
の
案
内
書
に
は
単
に
該
山

一一一一

岳
の
前
人
未
踏
で
あ
る
事
、
高
さ
の
概
略
等
と
云
ふ
事
が
僅
か
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

地
　
　
　
固

國
後
島
の
地
固
に
就
て
目
下
我
々
の
入
手
し
得
る
最
詳
の
は

（私
の
知
る
所
で
は
）

水
路
部
の
三
十
萬
分
の
一
国
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
元
末
此
島
の
陸
軍
陸
地
測
量
部
の
五

萬
分
の
一
及
び
二
十
高
分
ノ
一
の
雨
日
と
も
既
に
出
来
上
っ
て
は
あ
る
様
で
あ
る
が
、

軍
機
の
秘
密
上
か
ら
か
一
度
も
嚢
賣
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
様
で
あ
る
。

チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
に
就
て
は
今
か
ら
十
二
年
程
前
に
陸
軍
側
で
測
量
し
、
又
海
軍
は

既
に
共

一
年
前
に
行
っ
た
様
で
あ
る
が
ゝ
海
軍
側
も
右
の
三
十
萬
分
以
上
の
固
幅
は
出

さ
れ
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
。

で
ゝ
我
々
の
一
行
も
さ
し
営
り
此
三
十
萬
分
の
一
の
海
国
に
よ
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
が
ｂ
も
と
よ
り
海
国
で
あ
る
か
ら
陸
地
、
特
に
登
山
を
目
的
と
す
る
も
の
に

は
殆
ん
ど
頼
り
得
ぎ
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
事
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。

（今
回
菱
々
の
登
路

と
し
て
選
ん
だ
大
澤
と
程
せ
ら
れ
て
ゐ
る
頂
上
か
ら
精
々
風
直
に
南
微
東
に
入
る
澤
な
ど
や
山
頂
の

噴
火
口
等
の
様
な
も
の
は
記
入
す
る
こ
と
を
省
い
て
あ
る
様
で
あ
る
。）

こ

Ｔ

・

嶽

此
適
営
な
地
国
を
得
ら
れ
な
い
の
も
確
か
に
従
来
此
山
に
封
し
て
登
山
を
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
重
要
な
原
因
の
一
と
な
る
こ

と
ヽ
考

へ
る
。
で
今
後
も
し
此
山

へ
登
ら
れ
る
篤
の
地
国
と
し
て
は
や
は
り
目
下
の
と
こ
ろ
此
三
十
萬
分
の
一
の
海
国
と
北
大
山
岳
部

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田

嶽  々 茶

行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

4,528
(載所誌路水本日)

(6,051)

〓

一
九
二
九
年
度
年
報
百
九
十
八
頁
の
ス
ケ
ッ
チ
と
本
稿
に
附
し
た
臆
測
固
が
参
考
せ
ら
れ
得

る
位
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

登

山

略

史

チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
登
山
を
試
み
ら
れ
た
最
初
は
今
之
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
前
述
し
た
様
に
此
山
に
登
山
し
た
記
事
は
昨
年
度
ま
で
に
は
な
い
様
で
あ
っ
て
し
た
ゞ

話
に
よ
っ
て
集
め
て
み
る
と
、
ア
イ
ヌ
人
が
登
っ
た
ら
し
い
外
に
今
か
ら
約
十

一
年
前
の
秋

に
海
軍
の
測
量
隊
が
南
方
大
澤
か
ら
乳
不
路
に
て
人
夫
を
求
め
て
登
り
第

一
人
口
原
に
約

一

週
間
幕
螢
を
な
ｔ
て
各
種
の
測
量
を
了
し
た
様
で
バ
第

一
人
口
壁
の
三
角
標
石
も
此
時
建
て

ら
れ
た
様
で
あ
る
。）績
い
て
翌
年
陸
軍
の
測
量
隊
の
登
山
を
見
、
や
は
り
一
週
間
位
第

一
人

口
原
に
滞
在
し
て
ゐ
た
模
様
で
あ
る
。
共
後

一
二
年
で
海
軍
側
か
ら
又
確
か
め
に
登
っ
た
ら

し
い
。
然
し
何
れ
も
員
の
絶
頂
に
は
達
し
て
を
ら
な
い
様
で
あ
る
。

共
後
は
絶
え
て
登
山
を
試
み
た
も
の
は
な
い
様
で
あ
っ
て
、　
一
九
二
八
年
に
至
っ
て
趙
文

磯
の
林
某
氏
が
四
月
中
旬
薩
文
磯
側
か
ら
登
山
を
試
み
た
と
辮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
パ
籍
谷
に
硫

黄
の
溜
っ
て
ゐ
る
の
を
探
す
た
め
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。）

叉
ゝ
此
年
に
古
釜
布
小
學
校
教
論
（
現
、
古
丹
清
小
學
校
々
長
）植
木
壽
久
氏
が
青
年
国
員

を
卒
い
て
登
山
を
試
み
ら
れ
た
が
不
幸
果
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
然
し
て
此
時
ま
で
登
ら
れ
た

所
は
前
記
の
様
に
第

一
噴
人
口
ま
で
ヽ
あ
る
様
で
、
こ
れ
か
ら
上
、
印
ち
員
の
頂
上
に
は
至

( 379 )

‐1 1■■■ ‐.―

山繭繭曲曲%繹巡眩巡繭%車|    
イ |  ■|・  轟・ ~   ‐詢彎鶴|

繭繭轟醸



つ
て
を
る
記
録
も
目
に
鯛
れ
す
惇
へ
も
聞
か
な
か
っ
た
。

昨
年
度
に
至
っ
て
は
果
然
登
山
者
の
注
目
を
引
い
て
、
初
夏
の
頃
に
は
五
指
に
餘
る
計
蓋
を
聞
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
で
ｂ
此
年

最
初
に
赴
か
れ
た
の
は
東
京
の
早
川
植
物
研
究
所
か
ら
植
物
探
集
の
目
的
に
派
遣
せ
ら
れ
た
伊
藤
某
氏
で
、
乳
番
地
に
七
月
二
十
日
か

に
到
着
せ
ら
れ
同
地
の
伊
藤
某
を
案
内
と
し
て
大
澤
か
ら
登
ら
れ
た
が
連
日
の
疲
勢
の
た
め
約
二
合
目
の
附
近
よ
り
引
返
へ
さ
れ
た
ｏ

績
い
て
北
海
道
の
永
井
農
學
士
と
島
村
氏
が
大
澤
か
ら
向
は
れ
た
が
生
愴
天
候
不
良
の
た
め
山
中
数
日
幕
螢
の
後
中
央
尖
塔
に
登
り
か

け
て
下
山
せ
ら
れ
た
。

つ
ゞ
い
て
氏
等
の
乳
呑
路
に
節
ら
れ
た
翌
日
小
生
等
の
一
行
は
同
地
に
着
き
笙
た
日
登
山
に
向
ひ
四
日
目
に
山
頂
に
到
達
し
た
。
此

年
八
月
に
入
っ
て
か
ら
は
小
泉
秀
雄
氏
も
樺
太
旅
行
の
婦
路
此
山
を
目
ざ
さ
れ
た
様
で
あ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

行

程

摘

要

記

録

‥
Ｆ
一
長
谷
川
偉
次
郎
氏

（
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
、
テ
ィ
ー
ベ
ツ
ト
印
度
等
の
山
を
数
年
歩
か
れ
た
方
）
瀬
川
孝
吉
氏
（東
京
農
業
大
學
在
學
）
岡
田
喜

一
衛

一″
一
（外
短
期
間
案
内
人
夫
等
五
名
加
は
る
。
）

一
九
二
九
年
七
月
十
五
日
上
野
嚢
（午
後
九
時
牛
）―
―
十
七
日
朝
桑
園
着
―
―
二
十
日
ま
で
滞
在
。

二
十
日
札
幌
嚢
（午
後
十
二
時
二
十
三
分
Ｙ
Ｉ
Ｉ
二
十
日
旭
川
着
（午
後
五
時

一
分
）関
後
島
に
在
住
せ
ら
れ
し
植
木
氏
訪
間
の
た
め
。

二
十

一
日
旭
川
嚢
（午
前
五
時
四
十
五
分
）―
―
根
室
着
（午
後
十
時
九
分
）
二
十
五
日
迄
滞
在
。
便
船
を
待
つ
た
め
。
此
間
に
根
室
牛

島
浩
岸

一
周
、
カ
ツ
ラ
ム
イ
、
温
根
沼
、
タ
ン
ネ
ト
ウ
、
コ
タ
ン
ネ
ト
ウ
、
市
部
沼
等
へ
探
集
撮
影
旅
行
Ｑ

二
十
五
日
濃
霧
。
根
室
嚢
（午
後
十
二
時
）嚢
動
機
船
に
て
―
―
二
十
六
日
経
日
霧
。
古
釜
布
着
（午
前
七
時
）―
―
荷
を
馬
に
託
す
。

チ
カ
ッ
プ
ナ
イ
ー
ー
キ
ナ
カ
イ
ー
ー
ウ
エ
ン
ナ
イ
泊
。
此
旅
行
見
學
採
集
撮
影
を
主
と
す
る
も
の
ヽ
た
め
以
下
記
す
所
の
所
要
時
間
も

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
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競 三 第 年 二 十 二 第 岳 山

( 380 )



○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ロ

普
通
の
旅
行
に
比
し
て
著
し
く
多
い
こ
と
豫
め
御
承
知
置
き
願
ひ
た
い
。
（古
釜
布
チ
ノ
ミ
ノ
チ
間
馬
上
一
日
行
程
の
由
。）

二
十
七
日
霧
。
ウ
エ
ン
ナ
イ
嚢

（午
前
七
時
頃
）―
―
セ
ヽ
キ
ー
ー
新
道
（
ル
ヤ
ペ
ツ
川
に
滑
つ
て
湖
リ
ボ
ン
ト
マ
リ
山
の
裾
を
通
す

る
路
。
海
岸
寄
り
の
留
夜
別
岬
を
越
ゆ
る
奮
道
は
婦
途
通
過
）
―
―
ク
ラ
オ
イ
ー
ー
セ
オ
イ
川
を
渡
舟
に
て
渡
リ
オ
ダ
イ
バ
ケ
ー
ー
チ

ノ
ミ
ノ
チ
（午
後
八
時
頃
）泊
。
二
十
八
日
雨
天
滞
在
。
午
後
晴
。
オ
ン
ネ
ベ
ツ
滑
岸
採
集
の
外
、
準
備
に
暮
す
。

二
十
九
日
晴
、
時
た
霧
（
オ
カ
ッ
プ
に
て
瞬
雨
）乳
番
地

（午
前
九
時
頃
）―
―
謹
文
磯
―
―
オ
カ
ッ
プ
ー
ー
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
（午
後
四

時
）泊
。

三
十
日
晴
天
。
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
（午
前
七
時
）―
―
大
澤
―
―
第

一
噴
人
口
内
人
口
原
東
側
幕
螢

（午
後
八
時
牛
。
途
中
道
を
選
ぶ
た

め
藪
を
く
ぐ
り
歩
き
た
る
の
と
人
夫
に
打
撲
傷
を
負
ひ
た
る
も
の
出
で
た
る
た
め
時
間
の
塞
費
多
し
）

三
十

一
日
天
氣
崩
れ
氣
味
。
時
た
雨
を
誘
ふ
。
休
養
。

八
月

一
日
晴
天
、
微
風
。
午
前
七
時
牛
テ
ン
ト
嚢
ゝ
人
口
壁
に
滑
ひ
西
側
へ
廻

・り絶
頂
へ
の
登
路
を
探
す
。
西
側
よ
り
登
攀
、
十

一

時
絶
頂
。
珍
ら
し
く
殆
ん
ど
無
風
。
約

一
時
間
止
る
。
南
側
よ
り
略
員
直
に
テ
ン
ト
ヘ
下
降

（十
数
分
間
に
て
一
同
テ
ン
ト
ヘ
節
る
）

二
日
雨
天
。
時
々
雨
止
む
。
休
養
。
折
々
採
集
パ
氣
温
、
一
日
―
―
二
日
、
最
高
Юい。Ｑ
最
低
一。い
Ｑ
午
前
九
時
。）

三
日
晴
。
風
張
し
。
第

一
噴
人
口
原
内
東
側
よ
り
一
周
パ
氣
温
、
二
日
―
―
三
日
、
最
高
いい。Ｑ
最
低
８
。ｏ
午
前
九
時
）

四
日
晴
。
午
後
霧
。
主
と
し
て
西
側
人
口
壁
の
内
外
、
人
口
原
内
に
撮
影
及
び
探
集
。

五
日
晴
。
雲
の
流
れ
忙
し
く
天
候
悪
憂
の
徴
あ
り
。
午
前
八
時
幕
螢
地
嚢
、
ほ
ゞ
往
路
を
辿
つ
て
下
山
。
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
猟
夫
の
家

に
到
着
午
後
五
時
。
宿
泊
。

六
日
晴
．
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
ロー
ー
薩
文
磯
―
―
チ
ノ
ミ
ノ
チ
泊
。

七
日
朝
小
雨
。
後
曇
。
乳
番
地
（午
前
十
時
牛
）―
―
オ
ダ
イ
バ
ケ
ー
ー
セ
ヽ
キ
ー
ー
・夜
牛
、
嚢
動
機
に
便
乗
ゝ
笙
八
日
朝
根
室
着
。
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九
日
晴
。
根
室
嚢
（午
後

一
時
二
十
分
）
笙
十
日
朝
上
川
着
（午
後
二
時
三
十
五
分
）。乗
合
自
動
車
に
て
居
雲
漢
へ
。
泊
。

十
一
日
。
曇
。居
雲
漢
―
―
ヌ
タ
ク
カ
ム
シ
ュ
ペ
ー
ー
黒
岳
―
―
石
室
泊
。

十
一
日
晴
。
石
室
―
―
五
色
岳
―
―
白
雲
岳
―
―
赤
岳
―
＝
黒
岳
石
室
泊
。

十
二
日
曇
。
石
室
―
―
居
雲
漢
（
正
午
）―

上
川
。

十
三
日
朝
。
札
幌
―
―
桑
園
泊
。
十
四
日
札
幌
嚢
（午
前
十
一
時
八
分
）―
―
小
樽
下
車
（訪
間
午
後
九
時
八
分
嚢
）―
―
十
六
日
東
京

着
ハ午
前
七
時
五
分
）旅

　

行

　

記

瀧
性
　

　

壼
工

（
二

十

一
日
―
―
上

一
十

五

日

）

根
室
の
街
は
づ
れ
―
―
。
共
虎
に
は
嬉
し
い
淋
し
さ
が
あ
っ
た
。
期
待
し
た
族
愁
が
待
っ
て
ゐ
た
。

牧
棚
の
上
に
ノ
ゴ
マ
が
一
笏
ゐ
る
。
陽
に
向
っ
て
員
紅
の
胸
を
張
り
な
が
ら
高
ら
か
に
健
康
さ
う
に
元
氣
な
歌
を
歌
っ
ゐ
た
。
大
海

原
を
吹
き
渡
っ
て
来
た
演
風
が
一
吹
き
、
濱
邊
の
雑
草
を
撫
で
な
が
ら
吹
き
上
っ
て
来
た
。
ノ
ゴ
マ
の
胸
毛
は
し
き
り
に
戦
ぐ
。
風
に

負
け
ま
い
と
一
段
聾
を
張
り
な
が
ら
懸
命
に
歌
ふ
。
人
の
来
た
の
も
知
ら
な
い
で
―
―
。

馬
が
放
し
て
あ
る
。
牛
も
一
緒
に
。
仔
馬
が
不
釣
合
に
長
い
脚
を
動
し
て
躍
っ
て
ゐ
る
。

タ
ベ
が
せ
ま
る
。
草
の
上
に
孤
立
す
る
無
電
の
鐵
柱
。
張
り
渡
し
た
針
金
が
濱
風
に
淋
し
く
塞
高
く
高
鳴
っ
て
ゐ
る
。

ボ
ー
と
云
ふ
長
く
低
い
出
船
の
知
ら
せ
が
夕
露
に
静
ま
る
街
の
塞
に
ひ
ゞ
き
渡
る
。
や
が
て
街
の
灯
が
き
ら
ノ
ヽ
と
見
え
る
。

根
室
は
静
か
だ
。
こ
ん
な
嬉
し
い
淋
し
さ
が
あ
る
。

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一六

然
し
幾
日
々
た
も
こ
れ
で
は
や
り
き
れ
な
く
な
っ
た
。
人
は
な
ん
て
我
儘
な
も
の
だ
ら
う
と
も
し
み
ん
ヽ
思
っ
た
。

島
へ
渡
る
船
を
待
っ
て
ゐ
る
の
だ
。
チ
ノ
ミ
ノ
チ
ヘ
直
航
す
る
―
―
。
明
日
は
入
っ
て
来
る
と
云
ふ
。
心
だ
の
み
の
中
に
革
調
さ
を

我
慢
す
る
。
朝
が
く
る
。
又
、
夕
方
に
な
る
ら
し
い
。　
一
日
又
暮
れ
る
。
翌
朝
が
く
る
。
こ
ん
な
こ
と
に
五
日
の
日
は
過
ぎ
た
。
六
日

目
の
夕
方
絡
に
待
ち
切
れ
す
古
釜
布
行
の
嚢
動
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
も
つ
と
も
此
五
日
の
間
と
て
も
毎
日
沖
の
鴎
を
見
て
ば
か
り
暮
し

て
居
た
の
で
は
な
い
。
根
室
牛
島
を
一
周
し
て
北
海
道
本
島
の
東
端
ノ
サ
ッ
プ
岬
へ
も
行
っ
た
。
カ
ツ
ラ
ム
イ
の
岬
へ
も
出
掛
た
。
港

の
滑
岸
も
船
で
廻
っ
て
遜
か
に
國
後
の
山
々
を
眺
め
て
ひ
そ
か
に
胸
を
と
ゞ
ろ
か
せ
も
し
た
。
敷
た
の
篤
員
も
撮
し
、
探
集
も
盛
ん
に

し
た

（
チ
リ
モ
の
研
究
材
料
と
海
藻
と
が
主
で
あ
っ
た
）。
そ
し
て
多
く
の
新
ら
し
い
知
識
と
有
望
な
材
料
を
し
こ
た
ま
仕
入
れ
た
が
．

山
岳
と
は
縁
が
ち
と
遠
い
の
で
本
誌
に
は
全
部
省
略
す
る
こ
と
ヽ
す
る
。

根

室
―

ン

／
カ

マ
ッ
プ
ー
シ

エ
ン
ナ

イ

（
二
十
六
日
―
上

平

七
３

夜
の
十
二
時
。
満
天
の
星
の
ま
た
ヽ
き
は
せ
は
し
い
ｏ

暗
い
波
止
場
に
七
八
人
、
カ
ン
テ
ラ
の
灯
を
た
よ
り
に
孵
に
乗
込
む
。
港
外
に
そ
れ
ん
ヽ
の
目
的
地
へ
と
出
港
を
待
っ
て
ゐ
る
嚢
動

機
船
に
く
ば
ら
れ
て
行
く
。
古
釜
布
行
の
船
に
運
び
込
ま
れ
た
の
は
我
々
三
人
と
行
商
人

一
人
。
船
と
云
ふ
と
都
育
ち
の
者
は
―
―
ま

し
て
荒
波
を
越
え
て
千
島
へ
渡
る
騰
―
―
と
聞
く
と
甲
板
と
船
窒
、そ
こ
に
は
ト
ラ
ン
プ
で
も
や
る
の
に
都
合
よ
く
テ
ー
プ
ル
と
椅
子
ｂ

な
ど
と
思
ふ
か
も
知
れ
な
い
が
そ
ん
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
い
、
こ
ム
の
は
。
船
室
は
約
幅
四
尺
ゝ
長
さ
六
尺
、
高
さ
三
尺
の
箱

で
あ
る
。
大
鰐
船
の
大
き
さ
は
と
云
ふ
と
や
っ
と
二
十
噸
。
鴎
が
番
氣
に
遊
ん
で
ゐ
る
隅
田
川
の
船
で
も
も
う
ち
っ
と
大
き
く
、
第

一

清
潔
で
あ
る
。
今
さ
ら
は
る
ば
る
出
掛
け
て
来
た
の
が
う
ら
め
し
い
が
仕
方
な
い
。
と
に
か
く
之
に
積
み
込
ま
れ
て
さ
へ
居
れ
ば
こ
ゝ

か
ら
多
年
の
目
的
の
島
ｔ
國
後
へ
行
け
る
と
云
ふ
の
で
我
慢
を
す
る
。
も
つ
と
も
船
賃
も
安
い
の
だ
か
ら
あ
ま
り
文
句
も
云
へ
な
い
の

行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭
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だ
が
島

へ
は
こ
ん
な
船
で
行
く
の
だ
と
云
ふ
こ
と
を

（
一
月

一
度
と
か
定
期
船
が
行
く
さ
う
で
あ
る
が
こ
れ
は
い
つ
ど
こ
へ
つ
く
の
だ

か
営
て
に
な
ら
な
い
と
の
こ
と
）
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

此
船
は
勿
論

一
、
二
、
三
等
の
Ｅ
別
な
ど
な
く
、
鮭
鱒
と
も
あ
ま
り
Ｅ
別
さ
れ
な
い
。
朧
の
縁
の
下
の
塞
き
間
―
―
前
に
記
し
た
座

っ
て
頭
が
天
丼
部
甲
板
と
す
れ
ノ
ヽ
、
寝
て
は
頭
と
足
が
や
っ
と
一
ぱ
い
に
の
ぼ
せ
る
箱
―

の
天
丼
の
周
園
は
一
ぱ
い
の
鱒
の
箱
を

積
む
こ
と
ヽ
て
ゝ
室
は
魚
臭
ゝ
油
臭
共
他
の
異
臭
に
満
ち
又
夜
通
し
の
ガ
タ
′
ヽ
す
る
嚢
動
機
の
震
動
、
と
て
も
度
る
こ
と
も
起
き
る

事
も
ま
づ
む
づ
か
し
い
。

で
も
幸
ひ
隻
朝
早
く
船
は
古
釜
布
の
港
外
に
錨
を
投
す
る
。海
面
は
幸
に
和
ぎ
渡
り
．波
も
静
ま
り
か
へ
っ
て
ゐ
る
。
見
渡
せ
ば
一
面

の
濃
霧
―
―
。
嚢
動
機
の
響
が
ぴ
た
り
と
止
る
。
と
．
同
時
に
反
動
的
に
シ
ー
ン
と
云
ふ
底
氣
味
悪
い
程
の
静
け
さ
が
お
し
よ
せ
て
く

る
。
船
に
作
り
出
さ
れ
た
波
紋
は
ゆ
る
く
遠
く
小
波
を
越
え
て
接
が
り
浩
え
て
行
く
。
暫
く
し
て
濃
霧
を
通
し
て
ザ
プ
リ
ノ
ヽ
と
規
則

的
の
波
音
。
次
第
″
＼
に
近
づ
く
と
知
る
う
ち
に
低
い
掛
聾
、
す
る
と
目
先
き
に
ぼ
っ
く
り
と
霧
に
黒
く
、
迎
へ
の
孵
。
見
れ
ば
舟
先

き
に
若
者
数
人
座
し
て
櫂
を
捻
り
漕
ぎ
な
が
ら
近
よ
つ
て
来
た
。
孵
は
や
が
て
一
行
を
乗
せ
て
岸
へ
と
急
ぐ
。
陸
の
影
は
未
だ
見
え
な

い
。
た
ゞ
濃
霧
の
中
へ
と
本
船
を
離
れ
て
行
く
。

洩
く
な
っ
た
。
海
底
が
見
え
る
。
と
、
ぼ
ん
や
り
限
前
に
展
開
さ
れ
た
淡
墨
色
の
陸
影
。
四
邊
は
明
け
も
ゃ
ら
ぬ
朝
に
静
か
に
ね
む

っ
て
ゐ
る
。
脊
黒
鴎
が
三
三
％
絆
を
か
す
め
る
。
風
切
る
翼
音
が
手
に
と
る
様
。

見
れ
ば
そ
こ
こ
こ
に
は
、
小
波
に
ゆ
れ
て
鴎
の
群
が
波
の
上
に
浮
ぴ
体
ん
で
ゐ
る
。
船
は
や
が
て
古
釜
布
川
を
湖
っ
て
行
く
。
午
前

七
時
頃
、
右
手
に
自
い
丘
が
見
え
る
。
近
づ
き
見
れ
ば
貝
殻
の
山
―
。

こ
ゝ
ら
邊
り
で
探
れ
る
す
ば
ら
し
く
大
き
な
帆
立
貝
の
殻
の
堆

積
で
あ
る
。

木
橋
の
下
を
く
ぐ
る
。
す
ぐ
左
手
の
岸
に
孵
は
着
け
ら
れ
た
。
鳥
が
一
群
け
た
ヽ
ま
し
く
叫
び
な
が
ら
遠
の
い
て
行
く
。

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一人

再
び
静
寂
―
―
。
四
邊
は
す
べ
て
静
の
一
字
の
支
配
下
へ
と
返
へ
る
。
道
に
人

一
人
通
る
で
は
な
く
、
流
石
に
千
島
に
来
た
な
と
先

づ
思
は
せ
た
。

道
に
馬
力
を
引
い
た
子
供
が
来
た
。
よ
き
折
か
ら
と
掛
合
ひ
込
ん
で
荷
を
積
み
、
慶
墟
の
様
に
ひ
そ
ま
り
返
っ
た
村
を
通
っ
て
村
は

づ
れ
の
畔
返
鈴
木
屋
山
田
喜
作
方
に
荷
を
下
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

旭
川
で
植
木
壽
久
氏
か
ら
戴
い
て
来
た
紹
介
状
を
出
し
て
ゆ
っ
く
り
休
息
。
朝
食
後
今
日
中
に
セ
ヽ
キ
か
出
来
得
れ
ば
チ
ノ
ミ
ノ
チ

迄
行
き
た
い
も
の
と
、
馬
の
用
意
を
依
頼
す
る
。
と
こ
ろ
が
待
っ
て
も
待
っ
て
も
用
意
が
出
来
な
い
。
絡
に
三
時
間
程
の
大
体
憩
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
ち
ら
は
初
め
て
で
土
地
不
案
内
の
事
故
、
馬
を
と
依
頼
す
れ
ば
五
分
か
十
分
の
中
に
は
や
っ
て
来
る
と
思
っ
て
ゐ
た
所
が
千
島
ヘ

末
て
は
と
て
も
通
用
は
せ
ず
、
早
速
に
馬
の
仕
度
に
取
掛
っ
て
も
ま
づ
大
丈
夫
二
時
間
は
か
ゝ
る
の
だ
。
そ
れ
は
あ
の
果
し
も
見
え
な

い
霧
の
牧
場
に
野
放
し
に
な
っ
て
何
虎
に
何
し
て
ゐ
る
か
分
ら
な
い
馬
を
探
し
て
集
め
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。
之
を
馬
を
取
っ
て
来
る

と
云
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
小
生
は
こ
の
氣
長
の
馬
取
り
を
し
て
ゐ
る
間
に
か
ね
て
植
木
氏
か
ら
紹
介
せ
ら
れ
た
此
附
近
に
あ
る
古
釜
布

小
學
校
に
松
井
校
長
を
お
訪
ね
し
た
。
校
長
は
此
土
地
の
ア
イ
ヌ
の
遺
跡
の
研
究
で
驚
く
程
澤
山
の
骨
器
、
石
器
．
土
器
を
蒐
集
せ
ら

れ
て
を
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
幸
ひ
校
長
在
宅
で
色
々
此
土
地
及
び
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
に
就
て
の
お
話
を
伺
ひ
得
た
。
ア
イ
ヌ
の

遺
物
も
是
非
見
て
行
く
様
に
親
切
な
お
す
ム
め
を
戴
い
た
が
、
今
日
の
豫
定
地
へ
の
馬
の
用
意
も
あ
る
し
拝
見
す
る
と
な
れ
ば
好
き
な

事
と
て
長
く
も
な
る
の
で
残
念
な
が
ら
御
辞
退
を
し
た
。
そ
れ
に
齢
途
再
び
此
虎
に
島
登
山
等
へ
も
登
山
の
た
め
に
戻
っ
て
来
て
雨
三

日
滞
在
の
豫
定
で
あ
っ
た
か
ら
。
―
―
所
が
飾
り
は
生
愴
意
外
に
豫
定
の
日
数
が
食
ひ
込
ん
だ
の
で
節
っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
。
共
上

今
年

一
月
の
新
聞
紙
の
報
す
る
所
に
よ
れ
ば
小
學
校
は
惜
し
く
も
全
燒
の
厄
に
遭
は
れ
た
と
の
事
、
一
日
で
も
葬
見
し
て
を
き
た
か
っ

た
も
の
を
返
へ
す
返
へ
す
も
残
念
で
あ
る
。
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膵
遁
へ
の
露
り
途
、
警
察
へ
寄
っ
て
、
特
別
狩
猟
許
可
書
を
示
し
て
，
狩
猟
の
承
諾
を
得
ゝ
更
に
附
近
で
嚢
掘
せ
ら
れ
た
千
島
ア
イ

ヌ
の
使
用
し
た
高
さ
二
尺
程
あ
る

（之
も
此
旅
行
の
齢
途
再
び
此
虎
に
末
て
。
窮
員
と
測
定
を
す
る
豫
定
で
あ
っ
た
）
見
事
な
土
壺
を

所
有
せ
ら
れ
て
を
る
方
が
あ
る
事
を
乗
々
聞
い
て
居
た
の
で
お
訪
ね
し
て
し　
一
見
さ
せ
て
戴
く
。
黒
く
重
く
硬
い
、
日
の
狭
ま
っ
た
い

い
形
の
も
の
で
あ
っ
た
。

早
々
に
畔
逓
に
戻
っ
て
末
れ
ば
馬
は
丁
度
来
た
と
こ
ろ
。
荷
を
馬
の
背
に
振
り
分
け
て
Ｄ　
一
行
三
人
か
は
る
が
は
る
馬
の
日
と
り
を

し
て

（四
頭
の
馬
は
手
綱
を
前
の
馬
の
尻
尾
に
結
び
付
け
て
一
列
に
し
、
最
前
方
の
一
頭
の
手
綱
を
と
る
）
ウ
エ
ン
ナ
イ
を
さ
し
て
狭

霧
の
中
に
道
を
た
ど
る
。
行
く
事
敷
町
突
然

一
頭
の
馬
の
荷
物
が
、
鞍
と
共
に
一
側
に
く
る
り
と
片
寄
る
。
三
人
戻
さ
う
と
は
す
る
も

の
ゝ
や
は
り
初
め
か
ら
荷
を
つ
け
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
う
な
る
と
馴
れ
な
い
も
の
に
は
勝
手
が
分
ら
な
い
し
又
こ
の
先
ど
ん

な
所
で
ど
う
な
る
事
と
も
知
れ
ぬ
の
で
三
人
の
中
一
人
引
返
し
、
膵
逓
か
ら
特
に
一
人
口
取
り
を
頼
ん
で
来
る
。
こ
ん
な
こ
と
に
釜
々

時
間
を
取
っ
て
正
午
に
近
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
日
の
豫
定
は
い
よ
／
ヽ
ウ
エ
ン
ナ
イ
迄
と
縮
少
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
我
々
一
行

の
様
に
篤
員
を
撮
り
四
邊
を
眺
め
動
植
物
の
探
集
と
し
な
が
ら
行
く
事
と
な
る
と
こ
れ
さ
へ
覺
つ
か
な
い
と
云
ふ
の
だ
か
ら
心
細
い
わ

け
で
あ
る
。

と
に
か
く
古
釜
布
川
の
右
岸
に
滑
っ
て
あ
の
廣
々
と
し
た
草
原
の
一
本
道
を
行
く
。
村
を
離
れ
て
五
百
米
程
の
所
で
古
釜
布
川
を
丸

太
を
な
ら
べ
た
小
橋
で
渡
り
右
方

へ
川
と
次
第
に
離
れ
て
海
岸

へ
と
出
る
。

此
途
中
の
草
原
チ
シ
マ
オ
ホ
ヒ
バ
リ
が
多
い
。
行
く
手
の
路
上
に
黙
々
と
遊
ん
で
ゐ
る
の
が
目
を
引
く
。
途
は
演
滑
ひ
に
行
き
間
も

な
く
右
に
砂
坂
を
波
打
際
に
下
り
る
。
轟
々
の
波
音
、潮
風
と
霧
、人
影
も
渚
の
果
し
も
見
え
す
ゝ
濱
邊
の
風
物
は
線
て
う
ら
淋
し
い
。

チ
ィ
ノ
ヽ
と
低
く
鳴
い
て
せ
は
じ
げ
に
尻
を
ふ
り
跳
び
歩
く

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
。
飾
り
な
い
砂
濱
に
ゆ
か
し
い
香
を
た
ｒ
よ
は
す
ハ
マ
ナ

ス

（或
は
ハ
マ
ナ
シ
）
の
花
、
こ
れ
が
こ
の
果
し
遠
い
北
海
の
濱
邊
の
又
な
い
唯

一
つ
の
色
ど
り
で
あ
る
。
渚
に
は
打
上
げ
ら
れ
た
ヒ

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一九
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
二ｏ

バ
マ
タ
と

Ｑ
Ч
“一Ｏτ
ご
凸
ご
り
と
ェ
ゾ
イ
シ
ゲ
、
何
れ
を
見
て
も
色
は
澁
く
更
に
映
え
な
い
。
　
　
ヽ

´
チ
カ
ッ
プ
ナ
イ
を
越
し
て
間
も
な
く
岩
礁
が
あ
る
。
イ
ボ
ノ
リ
が
一
面
岩
を
覆
ふ
所
が
あ
っ
た
。
波
打
際
の
磯
に
近
い
一海
底
の
凹
み

に
は
カ
タ
ハ
ベ
ニ
ヒ
バ
、
オ
キ
ツ
バ
ラ
、
ク
ナ
シ
リ
フ
カ
メ
等
色
と
り
ど
り
に
沈
ん
で
ゐ
る
の
が
目
立
つ
。

や
が
て
前
方
に
職
蝸
の
様
な
天
然
の
大
石
柱
が
屹
立
し
て
、
ヒ
メ
ウ
が
澤
山
群
れ
集
つ
て
ゐ
る
。
又
、
左
方
の
岸
の
大
岩
壁
の
割
れ

間
に
は
ヶ
イ
マ
フ
リ
が
丁
度
今
誉
巣
中
と
見
え
て
雌
雄
し
き
り
に
忙
し
く
出
入
し
て
ゐ
る
。
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
が
波
状
飛
行
を
し
て
は
じ

き
り
に
飛
び
交
ふ
。
友
色
な
、
革
調
な
濱
に
い
く
分
の
彩
り
と
に
ぎ
や
か
さ
を
添
へ
て
ゐ
る
。

途
は
依
然
渚
偉
ひ
。
砂
濱
に
出
た
と
思
ふ
と
岩
礁
に
出
合
ひ
、
之
を
越
す
と
僅
か
の
砂
濱
。
左
手
は
濱
邊
近
く
ま
で
針
葉
樹
が
せ
ま

っ
て
。
音
な
ふ
も
の
は
轟
々
の
波
、
飛
ん
で
末
る
も
の
は
鳥
、
い
つ
ま
で
も
晴
れ
な
い
の
は
霧
、
は
か
ど
ら
な
い
の
は
道
の
り
、
草
臥

れ
て
く
る
の
は
足
と
、
此
邊

一
般
は
き
ま
っ
て
し
ま
っ
て
ま
こ
と
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
ぁ
る
。
そ
の
上
、
狭
い
岩
間
を
ぬ
け

る
所
で
一
行
の
馬
が
辻
っ
て
怪
我
を
す
る
、
荷
物
は
岩
角
に
営
っ
て
破
損
す
る
、
時
間
は
遠
慮
な
く
た
つ
と
云
ふ
、
蒻
り
目
に
た
ハ
リ

目
の
目
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
ゝ
か
ら
す
ぐ
眼
前
に
横
は
る
海
に
突
入
す
る
小
牛
島
を
急
坂
に
よ
っ
て
上
下
し
て
員
直
に
越
し
、
更
に
濱
偉
ひ
に
草
の
小
道
を
た
・

ど
り
な
が
ら
草
を
つ
ん
だ
り
捕
虫
網
を
ふ
り
ま
は
し
た
り
し
て

（
此
邊
に
て
ヒ
メ
ウ
．ス
バ
シ
ロ
テ
フ
を
得
）
革
調
さ
を
ま
ざ
ら
し
な
が

ら
行
く
と
や
が
て
静
か
な
入
江
の
様
な
所
へ
と
出
る
。
道
は
い
つ
し
か
高
く
な
っ
て
憂
地
の
上
に
な
り
、
濱
へ
と
更
に
下
つ
て
ゐ
る
。

ふ
と
見
や
れ
ば
渚
に
鴎
の
大
群
が
下
り
て
ゐ
て
。
そ
れ
が
一
度
に
パ
ッ
ト
飛
び
立
っ
た
。
共
批
観
！

此
入
江
に
は
人
家
が
敗
軒
じ
突
き
出
た
牛
島
の
懐
に
淋
し
く
取
り
の
こ
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
虎
か
ら
道
は
牛
島
を
ま
わ
ら
す
急
に
左
折

し
て
路
の
悪
い
曲
り
坂
を
下
っ
て
干
ら
な
峠
の
上
へ
出
る
。
前
方
に
山
を
眺
め
て
此
峠
の
上
は

一
面
の
草
地
、
之
を
園
ん
で
は
サ
ル
ヲ

ガ
セ
の
房
々
と
下
っ
た
エ
ゾ
松
．
卜
ヾ
松
の
大
密
林
。
中
に
ク
ワ
ク
コ
ウ
が
鳴
き
。
ヘ
ン
ソ
ン
コ
ガ
ラ
が
囀
る
す
こ
ぶ
る
の
ん
び
り
と
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し
た
所
で
あ
っ
た
。

小
憩
の
後
、
更
に
前
進
、
路
は
右
へ
曲
っ
て
や
が
て
林
中
に
通
す
る
淋
し
い
所
と
な
る
。
此
邊
遠
く
ウ
グ
ヒ
ス
、
ク
フ
ク
コ
ウ
を
展

々
聞
く
。
演
邊
へ
下
ち
坂
を
下
っ
て
行
く
う
ち
、
漁
夫
の
家
が
黙
々
と
見
え
て
く
る
。
此
邊
の
砂
演
ハ
マ
ベ
ン
ケ
イ
サ
ウ
の
大
株
が
あ

ち
こ
ち
と
あ
の
グ
ロ
ー
カ
ス
の
美
し
い
葉
に
淡
碧
の
小
花
を
下
げ
て
ゐ
る
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
又
Ｄ
ハ
マ
ハ
コ
ペ
の
大
き
な
株

も
自
を
引
く
。
演
の
所
々
に
は
帆
立
貝
の
殻
が
う
づ
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
早
速
此
殻
山
に
馳
け
上
っ
て
下
向
き
に
〓
行
の
進

行
振
り
を
活
動
鳥
員
に
撮
す
。

共
中
い
つ
し
か
陽
は
山
の
端
に
近
ぐ
、
の
ん
せ
に
遊
び
歩
い
た
む
く
ひ
は
早
速
に
や
っ
て
き‐
て
、飽
き
／
ヽ
す
る
単
調
な
砂
濱
歩
き
の

う
ち
に
夕
需
は
次
第
に
下
り
て
ウ
エ
ン
ナ
イ
の
騨
遁
（菅
野
喜
三
郎
氏
）に
着
く

‐と問
も
な
く
ラ
ン
プ
に
灯
が
黙
ぜ
ら
れ
た
位
で
あ
っ
た
ｏ

夕
食
後
、
ラ
ン
プ
の
下
で
探
集
品
の
整
理
‐。
中
々
澤
山
の
事
と
て
意
外
の
時
間
を
と
る
。
家
へ
の
便
り
一
つ
書
く
の
が
や
っ
と
の
こ

と
。
度
に
つ
い
た
と
き
家
中
し
―
ん
と
寝
静
ま
っ
て
濤
の
音
が
轟
々
と
四
邊
を
駆
す
る
。
外
は
一
面
の
濃
霧
。

（此
騨
遁
の
主
人
公
は
村
倉
議
員

ヽ
を
や
っ
た
り
ｂ
東
京
へ
も
数
回
末
た
り
し
て
ゐ
て
高
事
話
の
分
り
が
よ
く
ゝ
客
扱
ひ
食
器
痕
具
等
と

て
も
千
島
邊
と
は
思
へ
ぬ
程
心
持
ち
よ
か
っ
た
。）

ウ

エ
ン
ナ

イ
ー
ー
ー
チ

ノ
ミ
ノ
チ

濃
霧

の
朝
。
渚

は
器

た
と
絶

え
崚
な
い
濤
青

に
聾
す
る
ば
か
り
。
波

頭

が
ほ

の
か
に
自
ぐ
霧

の
中
に
躍

る
。
水
際

に
食
を
あ
さ
り
歩

く
鴎

の
群

の
往
末

し
げ
く
、
〕呉
砂

に
入
乱
れ

る
足
跡
は
後

つ
ぎ
寄
す

る
波

足
に
ま
た

ゝ
く
う
ち

に
沿

え
行
く

の
も
面
白

い
。

八
時

に
近

い
頃
霧

の
中
を

サ
ノ

ミ
ノ
チ
を
目
ぎ
し
て
出
嚢
。
荷
物
を
三
頭

の
馬

の
脊

に
託
し
て
．
〓
一人
身
軽

と
な

っ
て
、
銃

を
持

つ

も
の
、
胴
飢
を
掛
け
る
も
の
ぅ
窮
員
機
を
手

‐―こ
す
る
も
の
、
お
の
が
じ
し
得
物
を
を
っ
て
濱
偉
ひ
に
先
褒
す
る
。

０

チ

ヤ

チ

ヤ

ヌ
プ

リ

ヘ
の
旋

　

岡

田
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０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三

植
内
鼻
を
後
に
し
て
間
も
な
く
大
脊
黒
鴎
の
大
群
の
章
々
と
呼
ぶ
け
た
ゝ
ま
し
い
鳴
き
聾
を
聞
く
。
折
か
ら
の
引
潮
に
濱
に
は
平
ら

の
磯
が
現
れ
て
ゐ
る
。　
一
行
の
一
人
此
磯
の
上
を
霧
の
深
い
の
を
た
よ
り
に
大
脊
黒
鴎
に
し
の
び
寄
っ
て
一
嚢
。
轟
然
た
る
銃
聾
は
波

音
を
駆
し
て
暫
時
霧
に
籠
る
。
見
事
な
老
若
の
ニ
ク
を
得
た
。

磯
の
上
に
一
面
あ
じ
も
を
見
る
。
又
水
溜
に
は
フ
ジ
マ
ツ
モ
が
澤
山
生
え
て
ゐ
た
。
濱
邊
に
近
い
海
底
に
は
互
大
な
ス
ジ
メ
、
ク
ナ

シ
リ
フ
カ
メ
、
ヒ
バ
マ
タ
．
ベ
ニ
フ
ク
ロ
ノ
リ
、
カ
タ
ハ
ベ
ニ
ヒ
バ
等
と
リ
ス
ヽ
の
色
美
し
く
沈
ん
で
ゐ
た
。

霧
に
単
調
化
さ
れ
て
飽
き
ノ
ヽ
し
た
物
瀬
さ
を
海
藻
に
鳥
に
探
集
を
は
げ
ん
で
気
を
晴
す
。
セ
ヽ
キ
の
温
泉
―
―
と
い
っ
て
も
海
岸

に
建
て
ら
れ
た
小
屋

一
二
軒
に
す
ぎ
な
い
も
の
Ｌ
Ｉ
に
我
々
が
つ
く
頃
、
ゆ
っ
く
り
後
か
ら
我
々
の
荷
を
積
ん
で
末
た
馬
の
一
隊
は
ウ

エ
ン
ナ
イ
の
騨
遁
の
主
人
を
先
頭
に
追
付
い
て
来
た
。

霧
が
稽
た
う
す
ら
い
で
来
る
。
之
れ
か
ら
大
き
な
岩
の
出
鼻
を
三
つ
ば
か
り
濱
饉
ひ
に
廻
る
と
漁
夫
の
人
家
が
貼
々
と
濱
邊
に
見
え

て
来
る
。
此
岩
の
出
鼻
の
一
に
人
の
横
顔
そ
つ
く
り
の
が
あ
っ
た
。
之
を
ぬ
け
て
行
く
と
限
前
に
大
き
な
牛
島
が
行
く
手
を
遮
る
か
と

思
は
れ
る
ば
か
り
大
き
く
見
え
る
。
留
夜
別
岬
で
あ
る
。
問
も
な
く
ル
ヤ
ベ
ツ
川
の
川
日
が
見
え
る
。
川
は
此
邊
と
し
て
は
精
々
大
き

い
方
で
、
水
は
冷
く
。
透
明
で
河
底
の
小
石
に
つ
く
あ
を
の
り
が
美
し
く
見
え
る
。
此
虎
で
路
は
三
分
す
る
。
も
っ
と
も
す
つ
と
先
き

へ
行
け
ば
ク
ラ
オ
イ
川
の
川
口
で
一
緒
に
な
る
同
じ
道
だ
が
―
―
。
右
へ
濱
添
ひ
に
岬
を
い
く
つ
と
な
い
凸
凹
を
越
え
て
行
く
奮
道
と

辮
す
る
の
と
左
折
し
て
川
の
右
岸
に
添
っ
て
ボ
ン
ト
マ
リ
山
の
南
側
の
裾
を
ぐ
る
っ
と
大
き
く
廻
る
新
道
と
で
あ
る
。

一
行
は
新
道
を
行
く
こ
と
ヽ
な
っ
た
。
そ
れ
は
此
方
が
道
が
よ
く
業
だ
と
案
内
が
云
っ
た
か
ら
。
と
こ
ろ
が
鋪
り
に
奮
道
を
通
っ
て

分
っ
た
の
だ
が
こ
ゝ
で
も
又
土
地
っ
子
と
我
々
と
の
道
の
良
否
の
標
準
が
ち
が
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
先
方
の
は
馬
、
此
方
の
は

人
が
標
準
。
ち
っ
と
位
の
急
坂
や
岩
骨
あ
ら
は
な
狭
路
な
ど
あ
っ
て
も
眺
望
の
よ
い
近
い
方
が
こ
っ
ち
は
良
い
と
す
る
の
に
先
方
は
ど

う
せ
馬
の
脊
で
行
く
こ
と
で
あ
る
か
ら
遠
く
て
も
。
途
中
見
所
は
な
く
て
も
、
竹
や
ぶ
や
小
川
位
あ
っ
て
も
十
ら
な
所
な
ら
良
い
路
で

行 獲  月 ‐
「

 `年1 .三二 不口 昭
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あ
る
か
ら
ま
る
で
わ
け
が
異
ふ
。
今
度
行
か
れ
る
方
は
土
地
子
が
悪
い
と
云
っ
て
も
こ
の
奮
道
を
行
か
れ
る
事
を
お
す
ゝ
め
す
る
。
我

々
に
は
岩
の
ゴ
ツ
，で
、
し
た
道
．
急
坂
な
ど
は
な
ん
で
も
な
い
の
だ
。
第

一
眺
望
の
よ
さ
、
月
に
泥
竜
よ
り
ま
だ
異
ふ
。
此
奮
道
の
眺

め
は
断
然
す
ば
ら
し
い
。
恐
ら
く
自
糠
以
南
の
本
島
東
海
岸
で
は
第

一
で
あ
ら
う
。

ル
ヤ
ベ
ツ
川
に
滑
っ
て
行
く
道
の
左
右
は
丈
餘
の
オ
ホ
イ
タ
ド
リ
に
は
、
ア
ヲ
ジ
が
止
っ
て
し
き
り
に
鳴
く
。
此
邊
兎
が
多
い
さ
う

だ
。
山
鳩
が
五
六
笏
行
く
手
を
横
切
る
。

蝶
の
多
い
草
原
、
鶯
の
の
ど
か
に
鳴
く
草
叢
等
を
通
っ
て
川
幅
三
間
程
の
此
の
川
の
上
流
を
渡
っ
て
（洩
瀬
で
あ
る
）左
岸
に
移
り
、

之
か
ら
エ
ゾ
松
．
卜
ヾ
松
の
寂
然
と
し
た
密
林
中
や
雑
に
刈
っ
た
ネ
マ
ガ
リ
笹
の
坂
道
等
面
白
く
も
な
い
―
―
左
右
草
木
が
深
く
て
ゲ

ー
ム
を
ミ
ス
す
る
の
で
鐵
砲

一
つ
鳴
ら
す
こ
と
も
出
来
す
、
様
な
花

一
つ
な
い
所
―
―
そ
れ
を
飽
き
ノ
ヽ
す
る
程
さ
ん
ざ
ん
曲
り
く
ね

り
し
て
歩
く
の
だ
。
地
国
を
見
て
も
勿
論
記
入
さ
れ
て
は
ゐ
す

目ゝ
標
に
見
た
く
も
山
は
見
え
す
お
ま
け
に
暑
さ
は
き
び
し
く
て
す
っ
か

り
退
屈
し
て
し
ま
ひ
、笹
原
へ
出
た
時
な
ど
い
つ
そ
熊
の
一
匹
も
飛
び
出
し
て
く
れ
ば
い
ゝ
等
と
弧
が
り
を
云
っ
た
と
と
も
あ
つ
た
位
。

午
後

一
時
過
ぎ
、や
う
や
く
文
字
通
り
の
山
中
の
一
軒
家
に
着
く
。
建
て
ら
れ
て
間
も
な
い
も
の
で
建
具
な
ど
ま
だ
入
っ
て
ゐ
な
い
。

こ
ん
な
山
中
に
あ
っ
て
も
瞬
逓
だ
さ
う
で
あ
る
か
ら
今
後
行
か
れ
る
方
は
便
利
で
あ
る
。
書
食
を
す
ま
さ
う
之
座
敷
へ
上
っ
て
み
る
之

大
き
な
熊
の
皮
が
一
枚
敷
い
て
あ
っ
た
。
此
虎
の
主
人
が
三
年
ば
か
り
前
に
此
附
近
で
撃
ち
と
っ
た
二
頭
の
中
の
一
つ
だ
さ
う
で
、
一

通
り
例
に
よ
っ
て
武
勇
偉
を
葬
蘊
に
及
ぱ
せ
ら
れ
た
。
主
人
林
某
氏
は
年
齢
四
十
三
四
、
此
附
近
で
の
有
力
者
だ
さ
う
で
．
夏
は
隠
居

仕
事
に
此
虎
へ
き
て
ゐ
る
の
だ
と
云
ふ
。
牧
畜
も
や
れ
ば
材
木
も
や
る
砂
金
と
り
も
や
れ
ば
機
大
も
と
、
人
の
や
る
こ
と
な
ら
な
ん
で

も
と
云
ふ
様
な
風
で
話
は
す
べ
て
規
模
が
大
き
く
、
内
地
あ
た
り
か
ら
行
く
と
流
石
は
千
島
育
ち
と
び
っ
く
り
す
る
。
然
し
此
人
は
一

面
叉
氣
の
大
き
な
良
い
所
も
あ
つ
て
折
角
千
島
く
ん
だ
り
ま
で
末
た
の
だ
か
ら
少
―́
曲
り
道
に
は
な
る
が
鱒
が
産
卵
の
た
め
に
川
も
う

ま
る
位
湖
上
し
て
く
る
所
を
―
―
賃
際
は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
が
―
―
案
内
し
て
あ
げ
様
と
忙
が
し
い
所
を
わ
ざ
ノ
、
萬
事
投
出
し
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岡
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一西

て
行
っ
て
く
れ
や
う
と
云
ふ
好
意
を
寄
せ
て
呉
れ
た
。
そ
こ
で
折
角
の
好
意
で
も
あ
り
叉
と
な
い
好
機
で
も
あ
つ
た
の
で
我
々
三
人
だ

け
行
く

こ
と

ヽ
し
て
案
内
者
は
荷
を

つ
け
た
馬

と

一
緒

に
本
道

を
行

っ
て
チ
ノ

ミ
ノ
チ
の
宿

で
待

つ
て
ゐ
る
事

と
し
た
。

鱒

の
非
常

に
多
い
と

い
ふ
川
に
行
く
間

の
路
は
相
営
遠

い
も

の
で
あ

っ
た
が
ぅ
道

々
例

に
よ

っ
て
大
規
模

の
漫
談
を
し
て
呉
れ
た

の

で
少
く

も
厭
き
も
せ
す

に
す
ん
だ
。
よ
く
話
に
き
く
例

の
熊

が
鮭

を
竹

に
さ
し

て
か

つ
い
で
行
く
話
も
あ

っ
て
ゝ
北
海
道

本
島

で
賃
際

か

つ
い
で
行
く
所
も
魚
を
さ
し
て
ゐ
る
所
も
見
た
と
云

っ
て
は
ゐ
た
。

途
中
小
さ
な
清
流

が
あ
り
通
り
が

よ
り
に
ふ
と
見

た
と
こ
ろ
淡
褐
色

の
細

長
い
も

の
が
澤
山
流
れ
に
ゆ
れ

て
ゐ
た
。
桂
藻

で

ゞ
も
あ

る
か
と
手

に
取

っ
て
見
た
ら
珍
ら

し
く
も

（
千
島

で
は
初
め

て
と
思

ふ
）

・ヒ
ド

ル
ー
ル
ス

（補
ミ
ヽ
ミ
ミ
あ
ヽ
ｓ
ヽ
ミ
ユ

（く
，
，

Ｏ
Ｆ
》
で
あ

つ

た
０
早
速
標
本
管

に
探
集

さ
れ

る
。

鱒

の
湖

っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
川
は
川
幅

二
間
位
、
極
く
浅

い

（所

た
、
殊

に
川

の
曲
り
角
等

に
は
馬

の
丈

が
や

っ
と
立

つ
位

の
深

い
所

も

あ
る
が
）
河
底
は
敷

い
た
様

に
砂
利
が
千
ら

に
な

っ
て
を
り
、
水

は
透
明

で
あ

っ
た
。
川

に
下
り
る
と
問
も
な
く
川
を
利
用
し

て
材

木
を
搬
出
し

て
ゐ
る
ア
イ

ヌ
人

に
含

つ
た
。
異
様

な
目
な
ぜ
し
で
見
途
り
な
が
ら
獣

々
と
し
て
働

い
て
ゐ
た
。

鱒

は

一
尺

五
寸
か
ら

二
尺
位

の
長
さ

の
が

ス
ー
ッ
、

ス
ー

ッ
と
勢

よ
く
泳

い
で
ゐ
る
。
少

し
河
底

の
深
く
瀞

の
様

に
な

っ
た
所

に
は

概

し

て
多
く
集

っ
て
ゐ
た
。
棒
初
れ

で
こ
の
集

っ
て
ゐ
る
所
を
か
き
ま
は
す

と
何

百
と
な

い
大

き
な

の
が
逃
げ
ま
ど

ふ
の
は
叉
批
槻

で

あ
る
。
周
章
た
の
に
な
る
と
我
々
の
足
へ
ぶ
つ
か
っ
て
行
く
の
が
あ
る
。
（脊
鰭
が
出
る
位
水
面
近
く
泳
い
で
ゐ
る
の
に
一
行
の
一
人
が
試
み
に

十

五

番

銃

で

五

琥

の
散

弾

を

打

つ

て

み

た

が

〓
匹
も

死

ん

だ

も

の
は

な

か

つ
た

）
。

滑
岸
の
水
中
に
く
目
ｏＦ
ｏＬ
ｐ
が
澤
山
繁
殖
し
て
ゐ
る
所
が
あ
っ
た
。
（婦
京
後
調
べ
た
ら
生
惜
静
Ｌ
①
で
種
名
は
不
明
で
あ
つ
た
ぜ

一
行
は
徒
渉
を
つ
ゞ
け
な
が
ら
此
川
に
つ
い
て
な
ほ
も
下
っ
て
行
っ
た
。
岸
の
雨
側
に
は
四
五
尺
の
エ
ゾ
ブ
キ
が
多
く
あ
っ
た
が
、

案
内
の
林
君
は
此
虎
の
は
食
用
と
は
な
ら
ぬ
と
云
っ
て
ゐ
た
パ
同
じ
エ
ブ
ブ
キ
で

‐
も
食
用
に
な
る
の
と
否
と
あ
っ
て
葉
柄
の
色
で
見
分

行 獲 月 十 年 五 和 昭
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

け
ら
れ
る
由
。）

川
の
洩
瀬
に
は
風
々
鱒
の
死
冊
や
氣
息
喘
々
と
し
て
ゐ
る
も
の
を
見
た
。
祀
れ
ば
鰐
に
乳
褐
色
を
し
々
綿
の
様
な
も
の
が
べ
た
り

ノ
ヽ
と
所
々
つ
い
て
ゐ
る
。
Ｆ
「
ｏＨｏ∞
日
．，
が
繁
殖
し
た
た
め
で
も
あ
ら
う
。
所
々
の
岸
邊
の
小
砂
利
の
上
に
は
大
き
な
黒
の
足
跡
が

ま
ざ
ノ
ヽ
と
い
く
つ
と
な
く
印
せ
ら
れ
て
わ
た
。
今
更
な
が
ら
此
邊
り
を
我
物
顔
に
の
そ
リ
ノ
、
と
徘
徊
し
て
ゐ
る
彼
の
姿
を
想
像
し

て
逢
々
千
島
に
渡
っ
て
来
た
感
を
深
う
し
た
。

此
支
流
が
本
流
に
合
す
る
邊
出
か
ら
水
深
は
著
し
く
崎
し
て
来
て
徒
渉
す
る
こ
■
も
出
来
な
く
な
つ
右
岸
セ
草
分
け
倒
し
な
が
ら
進

む
′。
間
も
な
ぐ
前
方
に
木
橋
を
見
る
が
、
そ
の
橋
の
検
で
海
岸
浩
ひ
の
奮
道
と
合
す
る
。
川
口

‐に
近
く
海
に
臨
ん
で
漁
夫
の
家
が
黙
々

と
あ
る
。
ク
ラ
オ
イ
の
部
落
で
あ
る
。

之
か
ら
先
き
は
濱
偉
ひ
一
此
濱
は
資
に
′
ヽ
長
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
又
、
こ
の
上
な
く
軍
調
で
、
淋
し
く
，
憂
鬱
の
限
り
の

所
で
あ
っ
た
。
た
ゞ
濃
霧

′と
耳
も
聾
す
る
ば
か
り
の
怒
，濤
の
音
。
「
―
大
海
原
か
ら
は
絶
え
す
波
の
し
ぶ
き
を
運
ぶ
濱
風
が
岸
を
め
が

け
て
絶
え
ま
な
ぐ
吹
き
寄
せ
る
。
友
の
脊
に
負
ふ
銃
の
銃
■
は
折
々
低
く
浦
風
に
ポ
１
／
．へ
と
ひ
と
り
で
に
た
よ
つ
な
く
鳴
る
。

行
け
ど
も
ノ
ヽ
砂
濱
績
き
ぅ
時
折
鴎
が
低
く
風
に
乗
っ
て
は
霧
の
中
か
ら
忽
然
と
し
て
現
れ
、
振
り
返
ち
間
も
な
く
又
淡
れ
清
え
て

行
く
”
海
藻
の
打
上
げ
ら
れ
た
も
の
も
少
く
、
ヒ
バ
マ
タ
、
ケ
ウ
ル
グ
サ
．
ウ
ブ
ノ
モ
ク
と
た
ゞ
初
色
の
単
一
な
色
を
見
る
ば
か
り
０

つ

ヒ
タ
ノ
ヽ
と
渚
を
億
ひ
行
く
銑
足
袋
の
足
跡
は
、
印
く
と
見
れ
ば
波
に
ひ
た
つ
て
す
ぐ
あ
と
か
ら
と
崩
れ
て
行
く
。
思
ふ
で
も
な
く

見
る
で
も
な
く
た
ゞ
四
邊
を
圧
す
る
濤
音
の
中
に
、
兄
袋
の
水
浸
る
音
の
リ
ズ
ム
に
僅
か
な
憂
化
を
求
め
て
ｂ
人
気
な
い
千
島
の
濱
を

た
よ
り
な
く
ひ
た
す
ら
に
機
械
的
の
足
を
運
ぶ
。

午
後
三
時
牛
、
セ
オ
イ
川
に
行
き
営
る
。
川
口
に
漁
夫
の
家
が
な
ら
ん
で
、
濱
に
網
を
繕
ふ
筋
骨
た
く
ま
し
い
北
海
の
漁
夫
の
一
国

を
見
る
。
渡
舟
を
頼
ん
で
渡
る
彼
岸
は
又
砂
濱
績
き
。
行
く
先
き
は
ま
だ
二
里
餘
り
と
か
。
霧
を
通
し
て
見
る
陽
は
も
う
夕
ぐ
れ
を
告

０
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岡
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げ
て
ゐ
る
様
。
又
績
け
る
獣
々
の
濱
歩
き
―
―
。

霧
の
行
く
手
に
ぼ
ん
や
り
と
淡
墨
に
長
く
横
た
は
る
牛
島
、
さ
て
は
流
石
の
濱
も
い
よ
／
ヽ
絡
り
を
つ
げ
た
か
と
勇
む
心
に
思
は
す

足
ど
り
は
捗
っ
て
進
む
程
に
黙
々
と
人
家
！
　
さ
て
は
い
よ
ノ
ヽ
チ
ノ
ミ
ノ
チ
と
喜
び
問
ぬ
れ
ば
非
す
。
オ
ダ
イ
バ
ケ
と
云
ふ
。
チ
ノ

ミ
ノ
チ
は
此
先
き
ま
だ

一
里
餘
と
。
あ
た
り
の
家
た
に
は
す
で
に
灯
が
見
え
初
め
る
。
此
虎
に
も
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
家
も
あ
り
泊
る
に

は
差
支
へ
な
い
が
我
々
の
荷
物
は
先
刻
す
で
に
馬
で
乳
番
地
ま
で
運
ば
れ
て
ゐ
る
た
と
ゝ
て
更
に
単

一
に
飽
き
た
氣
解
さ
を
引
き
じ
め

て
前
進
を
績
け
る
。
先
刻
霧
中
に
大
牛
島
と
見
た
の
は
今
末
て
み
れ
ば
一
寸
し
た
岩
の
出
鼻
．
之
も
毎
度
鵬

・され
る
霧
の
悪
戯
。

道
は
此
オ
ダ
イ
パ
ケ
鼻
を
越
す
と
海
岸
を
離
れ
て
海
滑
ひ
の
草
地
へ
と
通
す
る
。
所
々
思
ひ
出
し
た
様
に
無
人
ら
し
い
家
が
ぼ
つ
り

ノ
ヽ
と
牛
ば
腐
ち
た
ま
ム
に
道
邊
に
立
っ
て
氣
味
悪
い
。
四
邊
は
も
う
す
つ
か
り
夜
の
中
に
体
ん
で
ゐ
る
。
背
丈
よ
り
も
高
い
オ
ホ
イ

タ
ド
リ
が
左
右
か
ら
さ
し
か
け
た
小
道
、
ザ
ワ
ノ
ヽ
す
る
葉
づ
れ
の
音
ｂ
知
ら
ｎ
土
地
と
て
う
す
氣
味
悪
い
。
す
る
と
此
オ
ホ
イ
タ
ド

リ
の
道
の
先
き
に
遠
く
カ
ン
テ
ラ
の
光
が
一
つ
、
フ
ラ
／
ヽ
ゆ
れ
な
が
ら
や
っ
て
く
る
。
さ
て
は
宿
や
の
も
の
の
出
迎
へ
か
と
思
っ
て

近
づ
き
見
れ
ば
出
合
ひ
が
し
ら
に
無
言
の
中
に
カ
ン
テ
ラ
を
か
ゝ
げ
て
我
た
の
顔
を
穴
の
あ
く
ほ
ど
打
ち
な
が
め
る
。
一愛
な
男
も
あ
る

も
の
だ
と
、
宿
や
の
も
の
か
と
聞
く
と
さ
う
で
は
な
い
と
云
ふ
。
な
ん
だ
と
聞
く
と
だ
ま
っ
て
ゐ
る
。
チ
ノ
ミ
ノ
チ
は
と
聞
く
と
そ
こ

ら
ま
で
案
内
し
て
あ
げ
様
と
折
角
木
た
道
を
先
に
立
っ
て
テ
ク
ノ
ヽ
歩
い
て
行
く
。
道
が
川
に
出
る
少
し
手
前
で
此
男
の
云
ふ
に
チ
ノ

ミ
ノ
チ
は
こ
の
道
を
員
直
行
け
ば
よ
い
と
教
へ
て
自
分
は
す
た
ノ
ヽ
と
横
道
へ
そ
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
に
し
て
も
奇
怪
な
こ
と

も
あ
る
も
の
だ
と
考
へ
な
が
ら
行
く
う
ち
木
橋
に
き
た
。
オ
ン
ネ
ベ
ツ
の
川
で
あ
る
。

乳
不
地
の
人
家
の
は
づ
れ
は
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
。
古
釜
布
の
植
木
氏
に
紹
介
せ
ら
れ
た
宿
屋
を
た
づ
ね
ノ
ヽ
海
に
面
す
る
砂
濱
の

部
落
の
前
を

（家
は
一
側
並
べ
、
宿
屋
の
と
こ
ろ
が
僅
か
に
町
並
と
な
し
て
も
大
げ
さ
だ
が
―
‥―
と
に
か
く
家
が
向
ひ
あ
っ
て
る
と
云

ふ
寒
村
）
通
っ
て
た
づ
ね
歩
く
。

行  嚢  月 十 年 五 和 昭
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宿
屋
の
親
父
が
提
灯
を
つ
け
て
迎
へ
に
来
た
の
に
含
っ
た
の
は
宿
屋
の
一
寸
手
前
。
此
親
父
は
我
々
の
目
ざ
す
宿
屋
の
者
で
な
か
っ

た
の
だ
が
、
我
々
の
荷
物
が
此
家
に
下
し
て
し
ま
っ
て
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
い
や
應
な
し
に
一
ま
づ
こ
の
伊
藤
族
館
に
落
付
く
こ
と
ヽ

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

さ
て
落
付
い
て
か
ら
親
父
に
聞
い
て
見
る
と
チ
ャ
チ
ャ
メ
プ
リ
ヘ
は
我
々
一
行
よ
り
も
早
く
、
二
十
日
の
日
に
此
虎
に
二
組
の
登
山

家
が
来
て
あ
る
と
の
事
。

一
組
の
方
は
東
京
の
人
で
自
分
が
案
内
し
て
行
っ
て
来
た
が
登
り
か
け
た
所
で
疲
れ
て
引
返
し
て
末
て
未
だ

此
家
に
泊
っ
て
を
り

（早
川
植
物
研
究
所
の
伊
藤
某
氏
）
も
う
一
組
は
我
々
が
行
く
つ
も
り
で
を
つ
た
宿
屋
に
泊
っ
て
を
る
北
大
の
人
で
ゝ

今
日
下
山
さ
れ
た
筈
だ
と
の
事
。
夕
食
後
荷
作
り
等
、
か
た
づ
い
た
後
ゝ
早
速
北
大
の
永
井
農
學
士
の
一
行
を
お
訪
ね
し
て
ぅ
札
幌
で

永
井
氏
宛
に
戴
い
て
来
た
宮
部
博
士
か
ら
の
御
紹
介
の
御
名
刺
を
出
し
て
御
面
倉
を
得
た
。
色
々
と
親
し
く
御
面
談
し
た
所
、
氏
等
は

丁
度
小
生
の
資
弟
の
友
人
の
方
々
で
あ
っ
て
む
打
と
け
て
夜
遅
く
ま
で
主
と
し
て
チ
ャ
チ
ャ
岳
に
就
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
此
の
一
行

は
生
情
雨
天
の
た
め
頂
上
ま
で
行
か
れ
す
中
央
尖
塔
を
登
り
か
け
た
所
か
ら
引
返
へ
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、共
虎
ま
で
の
道
や
幕
螢
地
、

残
雲
水
流
等
に
就
い
て
詳
し
く
話
し
て
下
さ
れ
た
。

節
宿
後
、
明
日
か
ら
の
我
族
先
き
に
幸
あ
れ
か
し
と
思
ひ
な
が
ら
い
つ
に
な
く
早
慶
と
す
る
。

チ

ノ

ミ
ノ

チ
　
（
二
十
八
日
）

朝
、
雨
．
滞
在
体
養
と

一
決
。
準
備
に
手
落
ち
な
か
れ
と
、
退
屈
し
の
ど
も
手
偉
っ
て
充
分
に
用
意
す
る
。

午
後
、
雨
あ
が
る
。
散
歩
か
た
が
た
オ
ン
ネ
ペ
ツ
の
川
岸
を
湖
っ
て
探
集
、
撮
影
に
と
出
掛
け
る
。

此
河
の
雨
岸
は
探
集
地
と
し
て
案
外
よ
い
所
で
、
色
々
面
白
い
所
も
あ
り
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
が
此
稿
に
は
直
接
チ
ャ
チ
ャ
ヌ

プ
リ
登
山
に
関
係
の
な
い
云
は
ゞ
横
道
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
．
線
て
省
略
す
る
こ
と
ヽ
す
る
。
（探
集
品
の
中
、鳥
類
だ
け
は
別
稿
目
録
中
に

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一七
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行 壼 月 ‐卜  年  ,五  不口  H召

○

チ
ヤ
チ
ヤ

ヌ
プ
リ

ヘ
の
族

岡
田
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
八

名
稗
あ
り
）
。

序

に
、
一
寸
此
虎

に
此
地

の
チ
ノ
ミ
ノ
チ
と
云
ふ
名
一稿

に
就

て
記

し
た

い
。

こ
れ

は

い
づ

ル
ア
イ

ヌ
語

で
ヽ
も
あ
ら
う
が
、
意

味
は
明
ら
か
で
な

い
。
呼

稿

は
土
地

ツ
子

は
チ
ノ

ミ
ノ
チ
と
総

し
て
ゐ
る
。
本
稿

に
も
小
生

は
之

に
従

つ
て
か
く
云

つ
て
ゐ
る
が

（
此
地

に
永
住
せ
ら
れ
る
植

木
壽
久
氏

の
書
輸

に
よ
る
）

此
外
、
人

に
よ
り
（
此
地

以
外

の
）
書

籍

に
よ

つ
て
こ

の
外

に
、

チ
ノ
ミ
デ
、
チ
ノ

ミ
チ
と
呼
ば
れ
、　
一
般

に
は
乳
呑
路

（
海
国

に
は
乳

呑
路

目
８

日
Ｆ
Ｈ．）
の
字

を
常

て

ヽ
ゐ

る
．
又
、
序

に
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
も
稿

頭

に
記

し
た
文
献
等

に
よ
れ
ば

チ
ャ
チ
ャ
山
、

チ
ャ
チ
ャ
岳
、

チ
ャ
チ
ャ
ノ
ボ
リ
と
せ

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
茶

々
嶽

、
爺
嶽

、
茶

々
登
、
祗
父
登

の
字

を
あ
て
ら
れ
て
を
る

の
も
見

る
。

チ
ノ
ミ
ノ
チ
ー
１
１
ン
プ
ン
イ
ン
ト
ー
ー
サ
イ
ノ

，
ハ
一フ
　
（
二
十
九
日
）

早
朝
日
ぎ
む
。
霧
―
―
。
朝
食
を
済
す
頃
ほ
ひ
霧
次
第
に
う
す
ら
ぐ
。
部
落
の
後
の
蔓
地
に
登
っ
て
み
た
が
依
然
チ
ャ
チ
ャ
岳
の
雄

姿
は
全
く
見
え
な
い
。
然
し
兎
に
角
出
嚢
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
案
内
人
夫
は
此
虎
に
到
着
以
来
極
力
探
し
て
み
た
が
ま
だ

一
人
も

な
い
。
学
て
陸
海
軍
の
測
量
隊
に
加
っ
て
山
頂
の
墓
地
へ
登
っ
た
者
は
ま
だ
二
三
人
残
っ
て
は
を
る
が
（第
一
人
口
壁
の
三
角
貼
の
標
石
を

脊
負
ひ
上
げ
た
と
云
ふ
前
田
某
な
ど
と
云
ふ
の
も
居
る
）
年
は
と
り
登
山
す
る
こ
と
を
欲
せ
ず
又
、元
氣
更
に
な
く
第

一
、登
路
の‘記
憶
す
ら
も

う
す
ら
い
で
ゐ
て
全
く
駄
日
で
あ
る
。
よ
っ
て
止
む
を
得
す
今
日
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
ま
で
行
く
道
々
で
荷
か
つ
ぎ
を
拾
つ
て
行
く
―
―
も

愛
だ
が
と
に
か
く
集
め
な
が
ら
行
く
こ
と
ヽ
し
た
。
何
枚
に
此
地
に
荷
か
つ
ぎ
に
し
ろ
山
へ
の
行
き
手
が
ま
る
で
な
‐い
か
と
云
ふ
に
生

愉
日
下
は
昆
布
．
鱒
の
探
取
時
期
に
営
っ
て
ゐ
る
た
め
重
い
荷
を
か
つ
い
で
行
っ
て
骨
折
り
を
し
て
も
割
に
合
は
な
い
と
云
ふ
の
で
∴

今
後
行
か
れ
る
方
も
や
は
り
我
々
の
つ
れ
て
行
つ
た
様
な
大
し
て
役
に
は
た
ム
な
い
人
だ
が
桶
屋
だ
と
か
床
屋
の
主
人
公
だ
と
か

（
か

う
い
ふ
人
で
も
や
は
り
此
時
期
に
は
昆
布
取
り
の
乗
業
を
や
っ
て
ゐ
る
か
ら
決
し
て
喜
ん
で
は
行
か
な
い
）
云
ふ
者
を
狩
り
集
め
る
よ

り
外
致
し
方
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

と
こ
ろ
で
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
ま
で
傭
っ
た
荷
物
用
の
三
頭
の
馬
の
末
や
う
が
遅
い
の
で
出
嚢
も
遅
く
九
時
頃
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
今
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日
は
行
程
も
短
か
い
こ
と
と
て
ゝ
荷
の
振
り
分
け
を
す
ま
せ
て
か
ら
道
草
食
ひ
な
が
ら
行
ぐ
こ
と
に
し
て
、
ゆ
っ‐
く
り
出
嚢
。

人
夫
を
道
々
募
集
し
な
が
ら
行
く
こ
と
ヽ
し
て
宿
の
主
人
を
途
中
ま
で
つ
れ
て
行
く
こ
と
ヽ
す
る
。

部
落
を
離
れ
て
間
も
な
く
道
は
海
岸
浩
ひ
の
墓
地
の
上
に
出
る
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
一
行
が
そ
こ
へ
来
た
時
に
突
然
ゝ
右
十

に
ｂ
エ
ゾ
松
、
ド
ヽ
松
の
林
と
情
然
と
自
ぐ
枯
れ
て
立
つ
亘
木
の
難
在
す
る
草
原
を
前
景
と
し
て
大
容
に
堂
々
と
肩
を
そ
び
や
か
し
長

ぐ
裾
を
引
い
た
Ｅ
岳
が
展
開
せ
ら
れ
た
。
云
ふ
ま
で
も
な
ぐ
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
雄
姿
！
　
頂
に
近
く
一
段
と
段
階
を
作
り
更
に
そ
れ

か
ら
尖
頭
の
絶
頂
が
高
く
中
天
を
つ
い
て
ゐ
る
。
何
た
る
壮
槻
１
　
驚
異
と
た
Ｎ
／
ヽ
喜
び
に
わ
↑
ノ
ヽ
す
る
。
見
渡
す
限
り
あ
た

，

に
山
な
く
獨
り
獣
然
と
し
て
座
す
る
、
誠
に
聖
者
の
座
輝
の
姿
の
趣
が
あ
る
。
露
の
ヴ
ェ
イ
ル
を
通
し
て
山
膚
の
色
は
た
ゞ
、　
一
様
に

淡
墨
色
に
ば
か
さ
れ
て
影
の
様
に
見
え
る
。
そ
れ
だ
け
に
か
へ
っ
て
脚
た
し
く
も
恐
ろ
し
く
も
思
は
れ
た
。

自
分
達
は
こ
れ
か
ら
幾
日
か
の
後
に
は
あ
の
尖
頂
に
立
た
う
と
し
て
ゐ
る
の
か
と
思
ひ
な
が
”
ｔ
改
め
て
打
ち
眺
め
る
‐姿
は
又
、　
一

し
ほ
に
厳
粛
と
緊
張
の
念
を
深
く
印
せ
し
め
る
。
暫
く
は
た
だ
茫
然
と
眺
め
な
が
ら
立
ち
つ
く
し
た
。

製
板
所
を
越
し
て
間
も
な
く
再
び
海
岸
へ
出
る
。
渚
に
は
珍
ら
し
く
多
く
の
海
藻
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
．
し
か
も
色
と
り
ん
ヽ
の
美

し
さ
で
あ
る
。
こ
ゝ
か
ら
薩
文
磯
ま
で
の
間
は
此
島
に
着
い
て
以
来
種
類
．
量
共
に
多
く
あ
っ
た
。
拾
ひ
集
め
て
み
る
と
左
の
様
な
破

類
で
あ
る
。

ア

ナ

ア

ヲ

サ
（
少

）
、

「
ｏ
ｔ
ミ

↓，ｏ

電

。
（
岩

に

一
面

に

つ
く

）
、
ギ

ン

ナ

ン

サ

ウ

（
多

）
、

ェ
ゾ

ト

サ

カ

（
少

）
、

エ
ゾ

ナ

メ

ン
、

カ

レ

キ

グ

サ

（
多

）
、

ベ

ニ
フ

ク

ロ
ノ

リ

（
多

）
バ

大

な

る

は

五

寸

餘

）
、

カ

シ

ハ
バ

コ
ノ

ハ

ノ

リ

（
非

常

に
多

く

寄

つ

て

ゐ

た
所

が

あ

つ
た

）
、
コ
ノ

ハ
ノ

リ

（
和

少

）
、

フ

ヂ

マ
ツ

モ
（
多

）

ハ
ケ

ザ

キ

ノ

コ
ギ

リ

ヒ

バ
（
少

）

０
ヽ
ｏ
ミ
ド

一
一象

ミ
」ミ
■
ｏ

（〓
ｏ
■
）
〕
・
び
矢
・
”
、
　
ク

シ

ベ

ニ
ヒ

バ

、

カ

タ

ハ
ベ

ニ
ヒ

バ
、

オ

キ

ツ

パ

ラ
、

ク

ナ
ジ

リ

フ

カ

メ
（
多

）
、

ア

ナ

メ
、

マ

コ

ン
ブ

、

ト

ロ

ヽ

コ

ン
ブ

、

ス
ジ

メ
（
非

常

に

よ

く

の
び

て

ゐ

る

）
、

ネ

コ

ア

ン

コ

ン
プ

（
此

島

へ
末

て

は

此

庭

へ
末

て

初

め

て

見

た
）

ヒ

バ

マ
タ

、

エ
ゾ

イ

ン
ゲ

、

ネ

ブ

ト

モ
ク

』
ξ

．一〇
Ｓ
き

〓
ｏ
「諄

り
Ｌ

・
〇
”
び
①
〓
Ｆ

Ｏ

チ

ヤ

チ

ヤ

ヌ
プ

リ

ヘ
の
族

　

‐岡

田
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０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

畦
文
磯
ま
で
の
内
、
人
家
は
思
ひ
出
し
た
様
に
ぼ
つ
り
ぼ
つ
り
黙
在
し
て
を
り
、
演
も
砂
濱
あ
り
磯
あ
り
で
此
邊
と
し
て
は
さ
ほ
ど

飽
き
る
と
云
ふ
程
の
単
調
さ
で
な
い
。

濱
で
は
盛
ん
に
昆
布
を
乾
し
て
ゐ
た
。

（主
に
ナ
ガ
コ
ン
プ
と
グ
チ
コ
ン
プ
と
稀
し
て
ゐ
る
マ
コ
ン
プ
に
似
て
短
く
中
帯
部
の
あ
ま
り
は
っ
き
リ

し
な
い
も
の
）。
又
、川
の
海
に
注
ぐ
所
で
は
小
供
達
が
猫
に
似
た
も
の
で
湖
上
し
て
く
る
鱒
を
突
い
て
ゐ
た
。
一
般
に
此
旅
行
を
し
た
時

は
丁
度
鱒
の
湖
河
期
で
海
邊
か
ら
川
へ
と
鱒
が
盛
ん
に
や
っ
て
来
る
時
だ
っ
た
の
で
も
色
々
の
珍
ら
し
い
情
景

（我
々
に
と
っ
て
は
）

を
見
聞
す
る
こ
と
を
得
た
。
（
二
十
六
日
に
ウ
エ
ン
ナ
イ
の
部
落
に
入
る
一
寸
手
前
の
川
に
も
丁
度
池
で
鯉
を
飼
つ
て
ゐ
る
様
に
天
然
に
群
っ
て
ゐ
て
、

附
近
の
子
供
等
は
た
ゞ
棒
で
た
ヽ
い
て
と
っ
て
ゐ
た
様
な
事
に
も
遭
過
し
た
）。

又
、
腱
文
磯
附
近
の
沖
に
は
―

時
に
は
岸
に
可
成
り
近
く
―
―
此
鱒
を
め
が
け
て
く
る
ア
ザ
ラ
シ
（方
言
、
ト
ッ
カ
リ
）
が
多
く
ゝ

ボ
ッ
ク
リ
ノ
ヽ
あ
の
ト
ボ
け
た
顔
を
水
面
に
出
し
て
は
遊
泳
し
て
盛
ん
に
魚
群
を
荒
し
ダ
鱒
網
の
中
に
入
っ
て
ゐ
る
も
の
ま
で
も
食
べ

歩
く
―
―
で
は
な
い
食
べ
泳
い
で
ゐ
る
の
も
少
く
な
い
。
で
あ
る
か
ら
漁
夫
は
此
ア
ザ
ラ
シ
を
惜
ん
で
ゐ
る
事
は
非
常
な
も
の
で
あ
る

が
撃
ち
取
る
事
が
出
来
な
い
。
そ
れ
で
演
を
歩
い
て
ゐ
る
と
よ
く
退
治
に
来
て
く
れ
た
と
頭
の
鉢
巻
を
外
し
て
は
わ
ざ
ノ
ヽ
ア
ザ
ラ
シ

退
治
を
我
々
に
頼
み
に
や
っ
て
は
来
た
。

濃
文
磯
は
所
謂
店
屋
の
最
終
の
所
で
、
此
虎
は

一
軒
の
家
に
鍋
釜
の
類
か
ら
共
服
、
反
物
、
野
榮
類
ま
で
日
用
品

一
切
を
扱
っ
て
ゐ

る
。
我
々
の
一
行
も
此
虎
で
童二食
芽
々
一
体
み
し
て
不
足
の
も
の
ゝ
買
ひ
足
し
を
し
た
ｏ

人
夫
は
チ
ノ
ミ
ノ
チ
か
ら
此
虎
ま
で
く
る
間
に
床
屋
の
主
人
公
だ
の
桶
屋
職
人
だ
の
と
云
ふ
の
を
や
う
や
く
三
人
集
め
る
こ
と
が
出

来
た
―
―
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
ま
で
に
更
に
一
人
を
案
内
と
云
ふ
格
で
農
夫

一
人
を
得
た
。
何
の
こ
と
は
な
い
我
々
は
い
つ
と
は
な
し
に
百

姓

一
揆
の
旗
頭
の
様
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
一
行
は
こ
の
外
に
此
床
屋
の
主
人
の
親
類
の
者
だ
と
云
ふ
子
供
が
是
非
同
行
さ
せ
て

く
れ
と
主
人
と
共
に
張
ひ
て
頼
ん
だ
の
で
之
は
炊
事
洗
燿
係
と
云
ふ
格
で
つ
れ
て
行
く
こ
と
ゝ
夕
る
。
そ
の
上
に
又
、
ウ
エ
ン
ナ
イ
の

行 獲 月 ―:4  年  五  オll  昭
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主
人
の
息
子
（中
學
生
）も
先
日
未
懇
願
し
て
来
た
の
で
．
此
人
も
一
行
に
加
は
る
こ
と
ヽ
な
っ
た
の
で
一行
線
勢
十
人
と
云
ふ
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
（但
し
此
人
等
の
は
安
々
の
方
で
食
料
其
他
一切
面
倒
を
見
な
い
約
束
で
、
自
分
で
テ
ン
ト
食
料
其
他
一
切
を
持
参
し
て
行
つ
た
Ｊ

此
虎
か
ら
宿
屋
の
亭
主
を
婦
し
、　
一
行
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
ヘ
と
前
進
を
績
け
る
パ
午
後

一
時
頃
）。

オ
カ
ッ
プ
岬
の
邊
は
鴨
（
シ
ノ
リ
ガ
モ
多
し
）
が
群
を
な
し
て
海
泳
し
て
ゐ
た
の
で
、
盛
夏
の
頃
に
鴨
独
と
し
や
れ
て
興
味

一
し
ほ
深

い
も
の
が
あ
っ
た
。

や
が
て
オ
カ
ッ
プ
ヘ
末
た
と
き
に
突
然
夕
立
。
幸
ひ
此
附
近
の
物
持
ち
の
方
で
至
っ
て
親
切
な
漁
夫
の
家
で
し
暫
く
雨
や
ど
り
を
さ

せ
て
貰
ふ
こ
と
が
出
来
た
。
此
虎
で
し
ば
ら
く
し
て
雨
も
止
ん
だ
の
で
い
ぎ
出
嚢
と
な
っ
た
が
そ
の
と
き
、
山
へ
持
っ
て
行
く
様
に
と

昆
布
、願
鱈
な
ど
の
土
産
物
ま
で
も
頂
戴
し
て
一
行
共
御
好
意
に
感
謝
し
つ
ヽ
午
後
三
時
頃
家
を
辞
し
て
更
に
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
ヘ
向
ふ
。

此
虎
か
ら
少
し
行
っ
た
所
で
一
行
の
う
ち
中
學
生
の
菅
名
君
は
親
類
の
漁
夫
の
佐
々
木
安
七
方
へ
例
の
炊
事
係
の
子
供
と
泊
る
事
と
な

っ
た
―
―
此
邊
は
宿
屋
は
勿
論
な
く
、
と
云
っ
て
一
軒
の
漁
夫
の
家
へ
大
勢
泊
め
て
貰
ふ
わ
け
に
も
行
か
な
い
の
で
、
少
人
数
宛
頼
ん

で
分
泊
す
る
事
と
な
っ
た
。
我
々
は
更
に
ハ
チ
マ
キ
と
云
ふ
大
き
な
牛
島
を
其
精
々
急
な
傾
斜
面
の
中
腹
に
つ
け
ら
れ
た
道
を
た
ど
っ

て
廻
る
パ
此
牛
島
の
岩
壁
に
は
シ
ヨ
タ
ン
サ
ウ
の
自
花
美
し
く
貼
綴
し
、
道
邊
は
濱
風
に
絶
え
ま
な
く
靡
き
ゆ
ら
ぐ
ネ
ム
ロ
ガ
ヤ
や
ク

サ
ヨ
シ
等
が
多
く
見
ら
れ
る
。）牛
島
を
め
ぐ
り
き
る
と
海
岸
へ
下
り
坂
と
な
る
。
そ
し
て
丁
度
下
り
き
っ
た
所
で
キ
ア
シ
シ
ギ
の
十
笏

前
後
の
群
が
二
つ
ば
か
り
日
に
入
っ
た
。数
嚢
の
銃
聾
は
北
海
の
静
寂
さ
を
破
っ
て
ひ
ゞ
き
渡
り
．数
％
の
よ
い
ゲ
ー
ム
が
あ
っ
た
。

一

行
の
す
ぐ
日
の
前
に
は
我
々
三
人
今
日
泊
る
豫
定
の
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
の
一
軒
家

（佐
々
木
留
蔵
）
が
見
え
る
。
爺
ゝ
婆
等
心
よ
く
泊
め

て
呉
れ
る
事
と
な
っ
た
。
（人
夫
達
は
少
し
手
前
の
家
へ
分
宿
）。
此
家
は
海
に
臨
ん
だ
木
造
の
千
家
で
四
邊
の
様
子
に
調
和
し
て
誠
に
よ
い

所
で
あ
る
。
家
の
墓
所
乗
湯
殿
朱
通
路
と
な
っ
て
ゐ
る
土
間
に
は
流
れ
を
く
の
字
に
水
路
を
憂
じ
て
引
入
れ
て
あ
る
た
め
ら
洗
ひ
場
は

芥
．
慶
物
の
捨
場
と
も
な
り
、
且
つ
此
流
に
ゐ
る
イ
ハ
ナ
は
鍋
釜
の
洗
ひ
物
を
ね
ら
っ
て
は
家
の
中
ま
で
集
っ
て
来
て
ゐ
る
。
従
て
家

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ス
プ
リ
ヘ
の
旅
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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一三

の
中
で
釣
を
ｔ
て
業
じ
め
る
と
云
ふ
趣
向
。

此
家
の
爺
は
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
ヘ
は
測
量
隊
ど
一
緒
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
云
ふ
元
気
な
面
白
い
老
人
で
、
猟
夫
を
本
業
と
し
、

漁
業
も
や
っ
て
ゐ
る
。

夜
は
久
々
で
燎
を
回
み
な
が
ら
北
の
海
の
面
白
い
話
を
夜
更
け
る
ま
で
聞
い
た
。
此
夜
は
夜
も
す
が
ら
降
る
様
な
滞
天
の
星
。
磯
に

碑
け
る
波
音
が
ひ
と
り
荒
く
そ
し
て
高
い
。

サ
イ
ノ
ヵ
（
ラ
書―
―
大
澤
―
―
チ
ャ
チ
ャ
ス
プ
リ
第

一
人
口
原
　
（三
十
日
）

晴
天
。
元
氣
渡
測
。
早
朝

一
行
の
人
数
集
ｈ
■
人
夫
の
荷
物
の
割
振
ヶ

（
一
人
間
貫
目
翡
宛
）
族
装
の
仕
度
等
手
早
く‐
運
ん
で
、
七

時
、
記
念
撮
影
を
済
せ
て
い
よ
ノ
ヽ
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
ロ
ざ
し
て
出
嚢
と
な
る
。

此
邊
の
地
形
は
海
岸
滑
ひ
に
一
般
に
急
な
段
丘
を
な
し
て
居
り
、
路
は
此
段
丘
の
下
、
印
ち
海
岸
１
１
ご
ヶ
ノ
ヽ
し
た
丸
石
か
ら
な

つ
た
狭
い
も
の
―
―
に
干
行
し
て
つ
け
ら
れ
、
地
名
の
出
所
の
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
と
櫓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
所
は
此
丸
石
を
積
み
重
ね
た
の
が

い
く
つ
と
な
く
並
び
（小
樹
の
下
に
最
，近
林
某
氏
の
建
一
た
地
蔵
箪
が
あ
ヶ
。
植
木
氏
の
談
に
、
椰
丸
石
の
堆
積
は
明
治
四
年
と
か
に
雌
島
に
来
た
古
老

の
話
に
、
既
に
此
時
か
ら
あ
つ
た
と
云
つ
て
居
た
と
云
ふ
。）
立
っ
て
ゐ
る
。
之
を
過
ぎ
る
と
曲
折
す
る
坂
と
な
り
段
丘
の
上
へ
出
る
様
に
な

る
。
す
ぐ
右
手
に
三
角
黙
の
櫓
が
立
っ
て
ゐ
る
。

此
段
丘
を
丁
度
の
ぼ
り
き
っ
た
其
時
、
ま
づ
眼
前
に
大
き
く
展
開
せ
ら
れ
た
の
は
堂
た
た
る
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
雄
姿
ｌ
ｏ

一
日
み

た
瞬
間
賢
に
何
と
も
云
は
れ
ぬ
神
秘
的
な
崇
高
な
感
に
ま
づ
う
た
れ
て
終
っ
た
。
葬
す
る
心
持
ち
で
あ
る
。
そ
の
姿
と
云
ひ
色
と
云
ひ

誠
に
一
種
不
可
思
議
の
魅
力
と
幽
玄
な
趣
を
も
っ
た
山
で
あ
る
。

絶
頂
を
な
す
三
角
形
の
堆
積
は
神
秘
的
な
暗
赤
色
を
塁
し
て
高
く
申
天
を
突
き
、
之
を
載
せ
る
山
姿
は

一
段
割
然
と
段
階
を
つ
く
っ

て雨y戸
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て
肩
を
つ
く
り
も
共
雨
肩
か
ら
は
外
に
少
し
ふ
く
ら
ん
だ
弧
を
書
い
て
碧
塞
に
雄
大
な
山
腹
を
つ
く
り
、
異
様
な
暗
紫
友
色
に
彩
ら
れ

て
ゐ
る
。
上
下
三
段
の
二
色
の
色
調
、
共
山
形
！
　
繰
り
返
し
云
ふ
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
は
本
邦
稀
に
見
る
奇
異
な
、
脚
秘
な
姿
の
山
で

あ
る
。

加
ぶ
る
に
四
邊
の
景
が
又
よ
い
。
此
山
の
外
に
は
目
を
さ
へ
ぎ
る
小
山

一
つ
な
く
、
前
に
は
濃
級
の
針
葉
樹
を
配
し
更
に
そ
の
前
に

は
廣
大
な
草
原
―
―
そ
こ
に
は
赤
黄
紫
自
Ｄ
色
と
リ
ハ
ヽ
の
花
が
喰
き
乱
れ
て
高
貴
な
絨
難
を
敷
き
つ
め
た
様
。

一
行
は
山
を
幾
度
と
な
く
左
手
に
仰
ぎ
な
が
ら
此
草
原
を
横
切
っ
て
行
く
。

も
う

一
同
今
か
ら
す
っ
か
り
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ｂ
逸
々
此
虎
ま
で
出
か
け
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
互
に
喜
ぴ
合
っ
た
。

此
墓
地
上
の
草
原
を
右
へ
斜
に
横
切
り
つ
く
す
と
森
林
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
笹
原
へ
（道
は
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
）。

之
を
ぬ
け
る
と
左
へ
少
し
曲
て
水
の
な
い
澤
を
越
し
て
行
く

（大
澤
と
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
の
間
に
こ
ん
な
笙
澤
が
三
つ
あ
る
）。間
も
な

く
Ｖ
字
状
の
川
底

（水
は
な
い
）
へ
向
っ
て
下
る
坂
に
出
る
。
之
が
今
日
行
か
ふ
と
す
る
大
澤
な
の
だ
。
坂
の
上
で
先
づ

一
体
み
。
見

下
せ
ば
澤
は
左
右
に
三
分
し
て
を
り
、
左
の
支
流

（本
澤
と
同
じ
位
の
大
き
さ
に
見
え
る
）
の
正
面
精
々
右
に
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
が
共

右
側
山
腹
を
樺
の
本
に
か
く
し
て
見
え
る
。
双
眼
鏡
で
見
る
と
右
肩
の
一
寸
下
に
相
営
大
き
な
腎
臓
形
の
残
雲
が
あ
り
．
そ
の
左
に
淡

く
岩
尾
根
が
下
っ
て
ゐ
る
。

一
行
は
共
岩
尾
根
の
更
に
左

（
之
が
大
澤
の
源
頭
に
営
る
）
を
登
ら
う
と
云
ふ
の
で
あ
る

（山
の
形
は
澤

へ
入
っ
て
し
ま
つ
て
か
ら
は
よ
ほ
ど
登
っ
て
か
ら
で
な
い
と
森
林
ゝ
笹
簸
に
妨
げ
ら
れ
て
し
ま
ふ
か
ら
見
ら
れ
な
い
）。

こ
ゝ
で
一
寸
申
し
添
へ
た
い
の
は
大
澤
の
位
置
に
就
て
で
あ
る
が
、
擦
る
べ
き
地
固
は
全
然
資
賣
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
如
何
と
も
い

た
し
方
な
い
が
、此
大
澤
の
名
は
勿
論
ぅ
澤
そ
．の
も
の
も
水
路
部
の
地
岡
等
に
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
様
に
考
へ
る
パ
北
大
の
永
井
、島
村

雨
氏
も
さ
う
云
つ
て
を
ら
れ
た
）ｏ
山
頂
か
ら
下
殿
す
る
と
此
大
澤
け
イ
カ
パ
ノ
ツ
ノ
サ
キ
と
ハ
チ
マ
キ
と
の
出
鼻
と
の
中
央
よ
り
は
る
か
に
左
（イ

カ
パ
ノ
ツ
ノ
サ
キ
）
へ
寄
っ
た
所
に
入
つ
て
ゐ
る
。　
小
生
の
調
べ
得
た
地
固
に
は
ど
れ
も
入
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
之
は
今
後
行
か
れ
た
方
に
是
非
と
も
詳

０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ

ヘ
の
故
　
岡
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し
く
調
べ
て
戴
き
た
い
事
と
思
ふ
。

大
澤
口
へ
向
っ
て
急
坂
を
下
る
。
自
糠
へ
の
道
は
更
に
前
方
へ
登
っ
て
行
く
様
に
な
っ
て
を
る
が
、
我
た
は
此
虎
か
ら
左
へ
澤
へ
入

る
の
で
あ
る
。
澤
の
入
口

（印
ち
、
道
路
と
澤
と
の
交
又
黙
）
は
此
大
き
な
澤
の
も
の
と
も
思
へ
ぬ
程
貧
蒻
な
も
の
で
と
も
す
る
と
行

き
す
ぎ
勝
ち
の
も
の
で
あ
る
。

澤
は

一
面
に
ネ
マ
ガ
リ
ザ
サ
と
雑
草
に
覆
ひ
か
ぶ
さ
れ
て
。
た
だ
中
央
に
幅
二
尺
ば
か
り
に
丸
い
小
石
が
す
っ
と
通
っ
て
ゐ
て
、
之

を
た
よ
り
に
進
む
の
で
あ
る
。
左
右
よ
り
は
人
の
丈
よ
り
高
い
ネ
マ
ガ
リ
ザ
サ
が
さ
し
か
け
、
之
を
駆
し
わ
け
ノ
ヽ
進
む
の
で
。
顔
、

頸
ゝ
所
か
ま
は
す
ピ
シ
／
Ｙ
た
ム
か
れ
る
。
手
は
手
袋
で
厳
重
に
保
護
を
す
る
。
で
も
手
頸
に
は
幾
條
か
の
血
の
に
じ
ん
だ
跡
が
印
さ

れ
汗
が
し
み
て
ヒ
リ
ノ
ヘ
と
い
た
む
。

之
よ
り
此
澤
を
ジ
ィ
グ
ザ
ッ
グ
に
し
ば
ら
く
進
む
。
水
は
少
し
も
な
い
。
や
が
て
右
手
の
オ
ホ
イ
タ
ド
リ
等
を
折
り
敷
い
た
露
螢
跡

を
見
る
（永
井
氏

一
行
の
で
あ
ら
う
か
）。間
も
な
く
ネ
マ
ガ
リ
ザ
サ
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
な
っ
て
き
た
の
が
。今
度
は
革
調
極

ま
る
所
と
な
る
。
山
頂
が
見
え
る
で
も
四
邊
の
眺
め
が
あ
る
で
も
な
し
、
た
ゞ
水
の
な
い
狭
い
樹
林
に
目
ま
れ
た
澤
を
機
械
的
に
足
を

運
ぶ
だ
け
な
の
だ
。
此
物
う
し
さ
も
や
が
て
行
く
手
に
瀧
を
見
つ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
時

一
散
し
た
。
暫
く
瀧
を
眺
め
て
心
持
よ
い

休
憩
を
ほ
し
い
ま
上
に
し
て
更
に
前
進
（十
一
時
頃
）。
こ
れ
か
ら
上
は
澤
に
水
も
断
績
的
な
が
ら
出
て
く
る
。
然
し
水
溜
り
に
は
白
い

細
長
い
も
の
が
沈
ん
で
ゐ
る
の
で
飲
む
氣
も
し
な
い
。
此
白
い
細
長
い
も
の
は
鯖
京
後
ぅ
検
べ
た
ら
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
（Ｏ
ｏａ
〓
“
“や
）

の
一
種
で
あ
っ
た
。

や
が
て
澤
は
左
右
に
ほ
ゞ
等
し
く
分
れ
る
。
何
れ
が
本
流
，―
―
と
云
ふ
と
大
げ
さ
だ
が
賢
は
狭
い
草
の
多
い
小
道
に
過
ぎ
な
い
―
―

だ
か
ま
よ
つ
た
の
で
、
と
に
か
く
荷
を
下
し
て
右
の
方
の
を
試
み
に
行
っ
て
み
た
が
ど
う
や
ら
行
き
つ
ま
り
さ
う
な
の
で
左
と
す
る
。

（後
で
聞
い
た
の
で
あ
る
が
、
佐
々
木
留
蔵
老
の
云
ふ
に
之
を
右
へ
行
っ
て
も
行
け
る
さ
う
で
あ
る
。
又
、
此
二
股
で
右
股
へ
入
っ
た
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ら
澤
股
で
左
ヘ
ノ
ヽ
と
選
ん
で
行
き

左ゝ
股
へ
入
っ
た
ら
右
ヘ
ノ
ヽ
と
行
け
ば
間
違
ひ
な
く
頂
上
の
蔓
地
に
達
せ
ら
れ
る
と
の
こ
と
。）

途
中
心
持
の
よ
い
書
食
を
さ
ム
や
か
な
清
流
を
前
に
し
た
草
地
で
す
ま
せ
、
元
氣

一
新
し
て
更
に
前
進
を
績
け
る
。
可
成
り
登
っ
て

ロー
ー
ど
う
も
曖
昧
な
言
葉
で
裁
な
が
ら
感
心
し
な
い
が
、
日
下
の
此
澤
で
は
こ
れ
よ
り
ど
う
に
も
仕
方
が
な
い
。
地
固
は
な
し
道
は
な

し
、
塞
費
す
る
時
間
は
多
く
。
日
標
は
な
く
眺
望
も
な
い
。
た
聾
藪
く
ゞ
り
と
単
調
な
小
澤
の
連
績
で
あ
っ
て
Ｄ距
離
は
営
に
な
ら
ず
、

時
間
も
標
準
と
は
な
ら
す
で
あ
る
。
又
、
張
ひ
て
記
す
ほ
ど
其
必
要
も
認
め
な
い
―
‐ｌ
か
ら
ゝ
水
の
あ
る
小
澤
が
左
方
よ
り
合
す
る
。

一
行
は
筒
、
右
の
塞
澤
へ
と
道
を
と
る
（婦
路
は
此
左
澤
を
下
っ
て
来
て
此
虎
か
ら
往
路
を
掃
っ
た
）。

登
る
に
つ
れ
て
此
塞
澤
に
も
そ
ろ
ノ
ヽ
砂
に
汚
れ
て
は
ゐ
る
が
残
雲
が
所
た
に
見
え
初
め
て
末
て
何
か
し
ら
喜
び
の
胸
中
を
往
米
す

る
の
を
感
す
る
。
所
に
よ
っ
て
は
意
外
に
大
き
な
残
雪
が
あ
る
。山
の
七
合
目
邊
へ
き
た
と
思
ふ
頃
や
っ
と
開
放
さ
れ
た
様
に
一
方
に
展

望
を
精
々
ほ
し
い
ま
ム
に
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
今
ま
で
獣
々
と
し
て
機
械
的
に
歩
み
登
っ
て
来
た
欝
蒼
と
し
た
樹
海
を
間
近
く
斜
腋

し
，そ
の
暗
級
の
廣
が
り
が
突
然

一
割
を
引
い
て
、碧
い
鏡
の
様
な
千
坦
な
海
と
境
す
る
と
こ
ろ
は
イ
タ
シ
ベ
ナ
イ
邊
の
海
邊
と
な
る
。

そ
ろ
ノ
ヽ
「
山
」
ら
し
く
な
る
。
ノ
ビ
ネ
チ
ド
リ
、
エ
ゾ
ス
ヾ
ラ
ン
等
の
花
も
ち
ら
ほ
ら
見
え
る
。
晴
天
の
此
暑
い
山
登
り
に
残
雲
を

撫
で
ヽ
来
た
様
な
ひ
や
や
か
な
風
が
吹
き
渡
っ
て
来
る
。
そ
し
て
そ
の
心
持
よ
さ
に
ほ
っ
と
一
息
入
れ
な
が
ら
に
運
ぶ
足
ど
り
は
奮
に

倍
し
て
ま
こ
と
に
現
金
な
程
自
か
ら
に
は
か
ど
る
。

や
が
て
日
前
に
行
く
手
を
閉
す
ネ
マ
ガ
リ
ザ
サ
の
密
生
地
帯
‥
　
荷
を
〆
め
直
し
、
持
へ
を
厳
重
に
し
て
之
に
突
入
す
る
。
人
の
丈

よ
り
高
い
此
中
へ
入
っ
て
は
眺
望
は
お
ろ
か
足
も
と
さ
へ
見
ら
れ
な
い
。
た
聾
も
う
山
頂
の
方
向
へ
と
ピ
シ
ノ
ヽ
ザ
フ
ノ
ヽ
、と
般
で
無

理
や
り
に
笹
を
駆
し
分
け
て
進
む
ば
か
り
で
あ
る
。
倒
さ
れ
た
り
、は
ね
返
る
笹
に
顔
を
ビ
シ
ノ
ヽ
叩
か
れ
る
等
は
毎
度
の
こ
と
。可
成

り
漕
い
で
み
た
が
さ
っ
ぱ
り
と
ぎ
れ
さ
う
も
な
い
。
よ
っ
て
、
人
夫
の
一
人
を
此
笹
の
海
に
黙
在
す
る
エ
ゾ
タ
ケ
カ
ン
パ
の
Ｅ
木
に
登

ら
せ
て
見
営
を
つ
け
さ
せ
る
。
す
る
と
行
く
手
は
ま
だ
ノ
ヽ
、
営
分
こ
の
状
態
で
。
右
へ
尾
根
へ
で
も
出
た
ら
い
く
分
丈
も
低
く
な
り

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヽ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一三
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０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
一旗
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三六

歩
き
易
か
ら
う
と
云
ふ
の
で
右
折
し
て
苦
心
し
て
低
い
尾
根
へ
登
り
つ
い
て
み
れ
ば
、
や
は
り
人
丈
位
の
一
面
の
笹
の
密
生
地
。
さ
っ

ぱ
り
業
に
も
な
ら
す
更
に
面
白
く
な
い
。

木
に
攀
ぢ
て
逢
か
に
山
頂
を
望
め
ば
、
ど
う
や
ら
最
初
計
書
の
登
路
を
誤
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
嚢
見
し
て
更
に
右
へ
笹
を
駆
し
わ
け

て
は
都
合
澤
を
三
つ
越
し
て
か
ら
一
気
に
山
頂
の
方
向
へ
と
遮
二
無
二
笹
に
突
入
し
て
は
ｂ
た
ゞ
も
が
き
駆
し
分
け
て
は
進
む
。

途
中
ｒ
エ
ゾ
ハ
ン
シ
ヤ
ウ
ヅ
ル
、
ウ
チ
ハ
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
を
見
出
し
て
探
集
や
ら
ノ
ー
ト
や
ら
、
忙
が
し
い
所
が
ま
す
ノ
ヽ
忙
が
ｔ

く
な
る
。
暫
く
之
を
績
け
て
か
ら
や
つ
と
之
が
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
疎
林
と
憂
る
所
へ
来
た
。
此
邊
で
誰
か
ら
云
ふ
と
も
な
く
ひ
と
り

で
に
一
体
み
と
な
る
。
ふ
と
足
も
と
に
氣
が
っ
け
ば
黙
々
と
し
て
一
面
す
ば
ら
し
く
オ
ニ
ク
が
族
生
し
て
ゐ
る
の
に
驚
い
た
パ
大
き
な

の
は
一
箇
の
塊
菫
か
ら
八
本
の
菫
を
出
し
て
ゐ
た
。）

ホ
シ
ガ
ラ
ス
が
一
翡
エ
ゾ
ノ
タ
ケ
カ
ン
バ
の
枝
に
居
る
。
そ
し
て
や
が
て
ど
こ
へ
と
も
な
く
飛
び
去
っ
て
行
っ
た
。

此
虎
ま
で
末
る
途
中
で
人
夫
の
一
人
が
順
い
て
胸
を
張
打
し
て
苦
み
ゝ
恢
復
し
て
来
る
の
を
待
っ
て
ゐ
て
約

一
時
間
停
滞
し
て
ゐ
た

り
、
登
路
を
求
む
る
の
に
無
駄
な
時
間
を
費
し
た
り
し
た
鶯
に
、
豫
定
の
時
間
な
ど
は
て
ん
で
役
に
立
た
す
、
今
は
も
う
午
後
三
時
を

早
く
も
廻
つ
て
ゐ
る
。

之
か
ら
先
は
大
し
た
こ
と
も
な
く
た
ゞ
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
林
を
く
ゞ
り
ぬ
け
て
右
へ
斜
に
行
く
う
ち
、
突
然
廣
い
礫
地
へ
出
た
。

（此
途
中
ヒ
メ
コ
マ
ツ
？
　
の
備
在
す
る
を
見
る
。）

此
虎
は
頂
上
墓
地
か
ら
東
へ
下
っ
て
ゐ
る
熔
岩
砂
礫
地
帯
の
末
端
に
営
つ
て
ゐ
て
、
眼

前
に
は
遠
く
高
く
頂
上
墓
地
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
律
へ
る
。
（日
錐
状
の
絶
頂
の
尖
塔
は
見
え
な
い
）

四
邊
を
遠
く
見
渡
せ
ば
此
虎
ら
は
早
く
も

一
帯
、
高
山
地
帯
を
現
出
し
て
ゝ
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
、
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
ゝ
ヤ
マ
ハ
ヽ
コ
、

コ
マ
ク
サ
等
黙
在
し
て
ハ
ヒ
マ
ツ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
矮
樹
．
僅
か
な
が
ら
に
緑
の
彩
り
を
添
へ
て
ゐ
る
。
花
か
ら
花
へ
と
飛
末
す

る
コ
ヒ
オ
ド
シ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
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顧
れ
ば
遠
く
眼
下
に
深
く
轡
入
す
る
自
糠
湾
や
東
ビ
ロ
ク
ノ
湖
か
ら
ア
ト
イ
ヤ
の
岬
を
指
呼
の
中
に
眺
め，
更
に
又
、．
海
峡
を
隔
て
ヽ

は
エ
ト
ロ
フ
の
山
々
が
眺
め
得
ら
れ
る
。

探
集
に
撮
影
に
思
は
ぬ
時
は
移
り
過
ぎ
て
、　
一
行
が
山
頂
め
ざ
し
て
此
虎
を
出
嚢
し
た
の
は
午
後
四
時
牛
。
行
く
手
は
左
手
に
頂
上

へ
と
績
く
一
連
の
熔
岩
尾
根
パ
右
手
に
も
此
砂
礫
か
ら
成
る
廣
い
傾
斜
地
を
挟
ん
で
熔
岩
尾
根
が
あ
る
。
右
手
の
尾
根
の
次
の
澤
の
上

部
に
は
山
麓
か
ら
明
ら
か
に
見
ら
れ
た
大
残
雲
を
存
す
る
。）

登
り
行
く
岩
脈
は
登
る
に
つ
け
て
い
よ
ノ
ヽ
傾
斜
を
増
し
、
絶
え
間
な
く
吹
き
渡
る
風
は
そ
ゞ
ろ
に
タ
ベ
近
き
を
想
は
せ
て
淋
し
さ

も
亦
一
入
で
あ
る
。
仰
ぎ
見
る
頂
上
は
暗
く
、
か
す
め
飛
ぶ
霧
は
後
を
つ
い
て
せ
は
し
く
．
緊
張
と
一
抹
の
不
安
を
抱
か
せ
る
。
足
下

に
み
る
岩
鉾
に
は
イ
ハ
ブ
ク
ロ
、
イ
ハ
ヒ
ゲ
の
花
が
彩
り
飾
り
、
右
手
の
砂
礫
地
帯
は
た
ゞ
見
る
一
邊
驚
く
べ
き
コ
マ
ク
サ
の
群
落
。

然
も
そ
れ
に
は
珍
ら
し
く
も
純
自
の
花
さ
へ
貼
た
と
し
て
混
生
し
て
ゐ
て
一
路
の
喜
び
と
安
け
さ
と
を
い
だ
か
せ
る
。

吠
き
争
ふ
百
花
は
今
、
暮
れ
行
く
タ
ベ
を
迎
へ
て
夕
風
に
戦
き
、
登
り
行
く
人
た
は
緊
張
に
ひ
と
し
く
聾
な
く
ひ
た
す
ら
に
登
高
を

績
け
行
く
。

眼
前
に
近
く
頂
上
と
仰
い
だ
岩
塊
は
や
う
や
う
登
り
つ
め
て
見
れ
ば
更
に
ま
だ
上
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
更
に
こ
の
先
き
に
目
標
を
移

し
て
進
み
行
く
。
す
ぐ
近
く
と
見
て
登
っ
た
頂
上
蔓
地
も
亦
案
外
に
遠
く
、
後
れ
た

一
隊
が
や
う
や
く
頂
上
蔓
地
に
登
り
着
い
た
時
は

は
や
四
邊
は
暗
く
、
先
嚢
隊
は
何
虎
へ
行
っ
た
や
ら
、
何
虎
へ
幕
螢
と
定
ま
る
の
や
ら
不
安
の
想
ひ
は
無
言
の
中
に
も
ひ
と
し
く
抱
か

れ
る
。
間
に
凝
醜
す
れ
ば
、
遠
く
見
て
み
た
あ
の
例
の
絶
頂
を
な
す
尖
塔
が
今
は
ど
う
や
ら
高
く
大
き
く
す
ぐ
日
前
に
響
立
し
て
ゐ
る

様
。
い
よ
／
ヽ
頂
上
蔓
地
へ
末
た
な
と
云
ふ
喜
び
と
張
レ
切
っ
た
元
氣
は
流
石
に
墜
へ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
共
喜
び
の
塞
想
に

ふ
け
っ
て
ゐ
る
の
も
束
の
間
、
今
脊
の
宿
泊
地
の
心
配
に
惜
げ
な
く
拭
ひ
沿
さ
れ
て
経
ふ

（午
後
七
時
牛
頃
）。　
　
　
　
　
・

足
も
と
は
ど
う
や
ら
雑
草
の
黙
綴
す
る
硬
い
干
岨
な
礫
地
ら
し
い
。
こ
ム
か
ら
尖
塔
の
方
向
へ
と
た
ゞ
疲
労
と
寒
氣
に
迷
入
り
勝
ち

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ一亀
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０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
放
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニハ

な
心
に
鞭
っ
て
蔓
地
を
一
歩
′
ヽ
踏
み
じ
め
な
が
ら
歩
む
。

塞
は
暗
く
夕
風
は
粛
た
と
墓
地
を
吹
き
渡
る
。
呼
ぶ
聾
は
風
に
さ
ら
は
れ
ゝ
耳
を
す
ま
せ
ば
た
ゞ
轟
た
と
耳
柔
を
覆
ふ
風
の
啓
。
暫

ぐ
は
不
安
と
熟
考
の
沈
駅
に
た
ヽ
づ
む
。

す
る
と
突
然
じ　
一
嚢
の
銃
聾
！
　
績
い
て
三
嚢
、
又
．
三
嚢
。
先
着
の
Ｓ
氏
が
合
国
の
銑
を
撃
ぢ
な
が
ら
迎
へ
に
来
ら
れ
た
の
だ
ｏ

此
虎
で
先
嚢
隊
の
幕
螢
地
の
方
向
を
知
っ
た
の
で
音
の
方
向
を
た
づ
ね
な
が
ら
一
途
に
間
に
道
を
急
ぐ
。

Ｓ
氏
は
更
に
大
澤
日
の
方
へ
と
、
鑽
い
て
胸
を
打
っ
た
人
夫
を
助
け
に
行
く
。
候
泊
地
に
集
っ
た
一
同
流
石
に
疲
労
と
塞
腹
と
を
痛

切
に
感
す
る
。
寒
氣
は
意
外
に
甚
し
い
。
風
は
釜
々
強
く
な
り
行
く
し
、
水
は
全
く
な
く
焚
木
に
も
乏
し
い
。

・夕
飯
を
炊
く
こ
と
は
出

来
す
ゝ
た
ゞ
雲
を
溶
か
し
て
紅
茶
を
わ
か
し
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
バ
タ
ー
を
夕
食
に
代
へ
る
。

寒
さ
と
烈
風
に
は
起
さ
れ
勝
ち
の
一
行
も
い
つ
と
は
な
し
に
疲
勢
と
満
腹
に
は
引
づ
ら
れ
て
、
う
つ
ゝ
の
境
に
し
ば
ら
ぐ
は
さ
ま
よ

つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
こ
の
夢
も
夜
の
更
け
行
く
に
つ
れ
て
い
つ
し
か
に
滑
え
て
静
ま
ク
．
テ
ン
ト
に
映
る
ラ
ン
タ
ン
の
人
影
と
深
霧
に

瀑
り
重
っ
た
テ
ン
ト
の
は
た
め
き
と
が
夜
を
こ
め
て
た
ゞ
安
ら
か
に
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

第

一
噴
火
日
内
俄
泊
地
―
―
根
擦
地

（七
月
二
十
日
）

寒
さ
に
眼
が
さ
め
る
。
ゾ
ク
ノ
ヽ
と
寒
い
。
考
へ
て
見
れ
ば
馬
鹿
々
々
し
い
。
真
夏
の
候
だ
と
云
ふ
の
に
。
午
前
三
時
。
テ
ン
ト
の

外
は
ま
だ
う
す
暗
い
。
案
内
者
と
人
夫
一
人
。　
一
行
の
根
檬
地
を
さ
が
し
に
出
て
行
く
。
昨
夜
折
々
雨
を
も
た
ら
し
た
塞
模
様
は
今
日

も
ど
う
や
ら
思
は
し
く
な
い
。

間
も
な
く
婦
つ
て
末
て
こ
の
少
し
先
き
。
三
角
黙
の
峯
の
下
の
附
近
に
良
い
所
が
あ
っ
た
と
報
告
す
る
ｂ
そ
し
て
天
候
が
悪
憂
し
だ

し
た
か
ら
急
い
で
引
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
つ
け
加
へ
た
。

行  強  月 I‐   4「  ョ■  不n  日召
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

そ
こ
で
急
速
引
移
り
と

一
決
し
て
大
急
ぎ
で
荷
物
を
ま
と
め
て
は
運
ぶ
。

テ
ン
ト
を
張
り
絡

へ
て
、
荷
物
を
か
ゝ
へ
て
中

へ
入
る
と
問
も
な
く
、
氣
味
悪
い
風
が

一
吹
き
―
―
。
つ
露
い
て
暗
い
早
い
雲
の
行

き
来
、
早
く
も
ボ
ツ
リ
ノ
ヽ
と
う
ら
め
し
い
雨
。
人
夫
達
は
朝
飯
の
仕
度
に
い
そ
が
し
い
。

不
出
来
の
飯
に
朝
食
を
済
せ
て
、
人
夫
を

一
人
残
ら
す
下
山
さ
せ
る
。
六
日
の
後
、
迎

へ
に
来
る
事
を
約
し
て
―
―
。
先
づ
こ
れ
で

一
安
心
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
は
水
入
ら
す
の
三
人
で
、
営
分
の
間
の
ん
び
り
と
山
の
生
活
を
味

へ
る
の
だ
。
食
料
は
た
っ
ぶ
り
．
場
所
は

よ
し
ｂ
氣
分
を
害
さ
れ
る
人
夫
達
は
婦
し
た
し
と
―
―
。
考

へ
る
と
う
れ
し
く
ら
二
人
茶
菓
を
前
に
喜
び
に
話
は
は
づ
む
。

雨
は
ど
う
や
ら
案
外
大
し
た
こ
と
も
な
く
て
済
み
さ
う
だ
が
、
風
は
依
然
す
さ
ま
し
い
。
今
日
は
テ
ン
ト
内
の
整
理
ゝ
登
山
準
備
に

体
養
と
、
こ
れ
は
全
く
異
議
な
く
解
決
。
先
づ
テ
ン
ト
を
入
念
に
張
り
直
し
ｂ入
口
の
左
側
に
防
水
布
で
食
器
、食
料
品
の
置
場
を
作
る
。

外
で
は
土
を
掘
り
、
石
を
積
ん
で
完
全
な
竃
を
造
る
。
っ
ゞ
い
て
焚
木
を
山
か
ら
切
っ
て
来
た
り
．
水
汲
み
場
を
作
っ
た
り
、
あ
は
た

ゞ
し
い
中
に
日
は
暮
れ
て
ゝ
目
の
前
に
は
夕
陽
に
諄
た
し
く
映
へ
て
ゐ
る
山
鑽
の
尖
塔
を
仰
ぎ
な
が
ら
．
焚
人
を
目
む
物
語
り
は
業
み

に
あ
ふ
れ
て
ｔ
夜
更
け
る
ま
で
く
つ
ろ
い
だ
喜
び
の
時
は
打
ち
つ
露
い
た
。

一
寸
此
幕
誉
地
を
簡
単
に
記
し
た
い
。
そ
れ
は
此
肇
地
に
は
此
虎
よ
り
外
に
は
適
営
の
地
は
ま
づ
な
い
所
だ
か
ら
。
場
所
は
絶
頂
の
南
方
、
溶
岩
流

の
南
の
末
端
。
後
は
人
口
壁
で
風
は
営
ら
ず
、
焚
木
は
共
虚
の
ハ
ヒ
マ
ツ
を
切
り
下
せ
ば
よ
い
。
正
面
に
は
問
題
の
絶
頂
の
尖
塔
の
全
形
を
眺
め
、
左

手
に
は
大
残
雲
。
そ
の
融
水
は
Ｔ
魔
日
の
前
に
流
れ
て
木
て
自
か
ら
池
を
形
作
つ
て
ゐ
る
。
右
手
は
坦
々
と
し
て
遠
く
つ
ゞ
く
火
口
原
を
見
渡
さ
れ
る

と
云
ふ
理
想
的
な
所
で
あ
る
。幕

螢

地
―

絶

頂

（八
月
百

晴
。
朝
駿
に
明
け
行
く
絶
頂
を
目
の
前
に
し
て
ゝ
焚
人
を
固
ん
で
業
し
い
朝
食
。
身
軽
に
仕
度
し
て
先
づ
人
口
原
内
を
西
側

へ
廻
り

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一元
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行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四ｏ

維
頂

へ
の
登
路
を
嚢
見
し
や
う
と
緊
張
と
喜
び
に
張
り
切
つ
て
テ
ン
■
を
後
に
す
る
一
例
の
中
學
生
菅
名
君
と
炊
事
係
の
少
年

（
二
人
は

我
々
の
す
ぐ
脇
に
別
に
小
さ
な
テ
ン
ト
を
張
つ
て
ゐ
る
。）
も

一
緒
に
行
き
た
い
と
離
い
て
く
る
。

熔
岩
流
と
人
口
壁
内
側
の．
ど
狭
ｈ
接
町
線
に
浩
ヶ
て
進
む
。
大
蔵
雪
が
あ
り
、
或
は
．左
右
か
ら
狭
ば
ま
つ
た
熔
岩
の
間
が
あ
る
。
熊

の
通
路
は
随
所
に
見
ら
れ
最
近
掘
り
起
し
た
穴
も
黙
た
と
認
め
ら
れ
る
。
銃
を
最
先
き
に
擬
し
て
、岩
を
め
ぐ
り
残
雲
を
渡
っ
て
進
む
。

イ
ハ
ヒ
ゲ
．
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ィ
ハ
ウ
メ
等
の
花
、
互
に
色
映
え
て
岩
鋳
壁
面
を
飾
っ
て
美
し
い
。
四
邊
は
静
に
雲
の
面
は
赫
た
と

朝
陽
に
ま
ば
ゆ
く
輝
い
て
あ
る
。・見
上
ぐ
る
山
競
は
命
あ
る
も
の
ゝ
様
に
日
の
前
に
大
き
く
獣
然
と
し
て
そ
び
え
て
ゐ
る
。

西
側
に
廻
っ
た
と
き
逢
か
に
山
頂
を
祀
る
と
．
丁
度
絶
頂
か
ら
精
々
左
手
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
に
小
隆
起
が
あ
り
、
そ
の
鞍
都
か
ら
熔

岩
流
ら
し
い
も
の
が
所
た
に
現
れ
て
ゐ
る
所
が
あ
っ
た
。
依
っ
て
先
づ
此
岩
流
に
沼
う
て
鞍
部
へ
出
て
み
る
こ
と
に
相
談

一
決
。
筒
双

眼
鏡
に
醜
れ
ば
そ
こ
に
は
鮎
々
之
し
て
白
い
集
国
が
見
え
る
。
注
観
す
れ
ば
シ
ラ
ガ
コ
ゲ
の
繁
殖
し
て
ゐ
る
た
め
で
。
こ
れ
な
ら
先
づ

地
盤
も
相
営
し
っ
か
り
安
定
し
て
ゐ
る
も
の
と
思
っ
た
。

ま
づ
そ
の
尖
塔
の
右
へ
と
目
ざ
し
て
山
あ
り
谷
あ
り
の
熔
岩
地
帯
を
員
直
に
登
っ
た
り
下
っ
た
り
し
て
進
む
。
途
中
イ
ハ
ブ
ク
ロ
の

花
が
美
し
く
唆
き
誇
っ
て
あ
る
。
岩
上
に
は
黒
す
ん
だ
色
の
斑
猫
が
澤
山
歩
い
て
居
た
。

熔
岩
流
の
裾
に
来
て
。
身
仕
度
を
し
、
岩
を
攀
ぢ
上
る
。
中
腹
頃
か
ら
手
に
鯛
れ
る
熔
岩
は
ど
れ
も
不
安
定
で
さ
は
る
と
す
ぐ
韓
々

と
落
下
す
る
危
険
が
あ
っ
た
の
で
右
へ
細
礫
の
急
坂
へ
と
路
を
韓
じ
た
。
然
し
此
細
礫
も
踏
め
ば
す
ぐ
人
と
共
に
す
り
落
ち
て
行
く
の

で
始
末
が
わ
る
い
。
よ
っ
て
四
這
ひ
と
な
り
、
手
足
に
干
均
に
鎧
量
を
分
っ
て
．
ジ
ィ
グ
ザ
ッ
グ
に
登
る
こ
と
ヽ
し
た
。
午
前
十
時
四

十
分
．
豫
想
通
り
に
鞍
部
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
豫
想
外
に
業
た
登
り
で
あ
っ
た
。

登
り
っ
い
て
見
れ
ば
頂
上
に
は
意
外
に
も
大
き
な
噴
人
口
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

一
同
そ
の
思
ひ
が
け
ぬ
光
景
に
驚
い
た
。

こ
ゝ
か
ら
絶
頂
へ
は
た
ゞ
日
の
前
の
絶
壁
の
上
を
右
へ
滑
っ
て
行
け
さ
う
に
思
は
れ
た
の
で
一
ま
づ
安
心
し
て
小
休
憩
を
試
み
る
。
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続 三 第 年・五 十 二 第 岳 山

噴
人
口
を
下
厳
し
た
り
、
足
下
の
イ
ハ
ヒ
ゲ
の
大
群
落
を
撮
し
た
り
し
て
暫
く
楽
し
む
。
い
よ
ノ
ヽ
絶
頂
へ
と
め
ざ
す
こ
と
ヽ
な
っ

た
。
左
手
は
噴
人
口
の
絶
壁
ｂ
右
は
山
裾

へ
の
急
坂
、
熔
岩
は
頗
る
脆
く
。
と
も
す
れ
ば
噴
人
ロ
ヘ
足
も
と
に
ふ
ま
へ
る
熔
岩
と
共
に

韓
落
し
て
行
き
さ
う
。
賢
際
こ
ん
な
脆
い
不
安
の
状
態
に
あ
る
熔
岩
壁
は
僅
か
の
重
量
で
ザ
ラ
ノ
ヽ
と
一
氣
に
崩
れ
は
じ
め
な
い
と
は

限
ら
な
い
。
右
手
の
急
坂
は
叉
一
足
毎
に
崩
れ
て
行
っ
て
一
歩
ご
と
に
す
ぐ
足
場
を
さ
ら
ひ
、
足
も
と
に
注
意
を
集
中
し
な
が
ら
緊
張

の
歩
を
一
歩
ノ
ヽ
と
静
か
に
運
ぶ
。
此
時
に
何
た
る
幸
ひ
、
今
ま
で
た
え
す
吹
い
て
ゐ
た
風
は
ひ
た
と
止
ん
で
し
ま
ひ
、
珍
ら
し
く
も

全
く
の
無
風
状
態
と
な
っ
て
こ
れ
が
約
三
十
分
間
も
績
い
て
呉
れ
た
。

維
に
幾
年
か
、
ひ
そ
か
に
待
っ
て
ゐ
た
絶
頂
に
到
達
し
た
。
西
北
方
を
見
れ
ば
遠
く
ル
ル
イ
の
尖
峯
、
群
峯
を
徒
へ
て
座
を
占
め
、

自
雲
は
切
れ
飛
ん
で
景
趣
を
添
へ
る
。
東
北
に
営
っ
て
は
二
子
岩
の
岩
頭
現
れ
ゝ
眼
下
に
は
第

一
噴
人
口
内
の
礫
原
が
坦
々
と
砥
の
如

く
、
塞
浮
び
行
く
雲
は
静
た
と
黒
影
を
，引
い
て
は
過
ぎ
て
行
く
。
右
方
の
礫
原
に
は
熔
岩
流
の
末
端
、波
状
を
書
い
て
黒
く
人
口
原
内

を
覆
ひ
、
そ
の
先
端
に
一
塊
の
自
斑
と
見
え
る
大
残
雲
と
更
に
そ
の
一
隅
に
は
員
に
ほ
ん
の
一
黙
と
見
え
る
白
い
我
々
の
テ
ン
ト
が
―

―
―
‐パ
第
三
国
）

更
に
遠
く
眼
を
走
せ
れ
ば
、
東
か
ら
南
ヘ
ア
ト
イ
ヤ
の
岬
か
ら
チ
ノ
ミ
ノ
チ
邊
り
ま
で
（そ
れ
か
ら
先
は
霞
ん
で
は
つ
き
り
し
な
い
。）
の

海
岸
線
は
手
に
と
る
様
に
見
渡
し
得
ら
れ
、
山
麓
の
樹
海
も
す
ぐ
目
の
下
に
敷
き
つ
め
た
や
う
。
島
を
目
む
大
海
原
も
逢
か
に
遠
く
績

い
て
は
膜
糊
の
中
に
杢
と
合
す
る
。

附
近
の
撮
影
に
記
念
撮
影
に
一
同
時
の
移
る
も
知
ら
ぬ
内
に
一
時
間
餘
も
絶
頂
に
止
っ
て
経
っ
た
。

此
絶
頂
と
云
ふ
の
は
前
に
も
述
べ
た
様
に
賞
に
第
二
噴
人
口
の
市
微
東
側
の
噴
人
壁
の
一
部
が
残
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
今
我
々
の
立

っ
て
ゐ
る
脚
下
は
絶
壁
を
以
て
噴
人
口
に
臨
ん
で
ゐ
る
。
（第
二
固
）
此
邊

一
醍
は
暗
赤
色
の
人
山
滓

（屋
々
政
璃
質
の
塞
泡
の
附
着
し

て
ゐ
る
も
の
が
あ
っ
た
）
に
覆
れ
て
ゐ
る
。

０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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Ｏ
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四一一

絶
頂
に
つ
い
た
と
き
は
無
風
に
な
っ
た
た
め
か
、
昆
轟
が
多
く
（殊
に
緑
色
の
ク
サ
カ
メ
が
多
い
）大
山
滓
上
に
集
つ
て
ゐ
た
の
は
珍

ら
し
か
つ
た
Ｏ

筒
此
尖
塔
は
右
の
路
以
外
の
所
か
ら
登
る
に
は
困
難
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
た
が
下
降
す
る
の
は
何
で
も
な
い
。
た
ゞ
人
山
礫
の
傾
斜

地
を
ザ
ク
ノ
ヽ
降
り
る
だ
け
で
、
丁
度
富
士
山
の
砂
走
り
と
云
っ
た
様
な
所
で
あ
る
か
ら
婦
路
は
た
ゞ
脚
下
に
見
え
る
テ
ン
ト
を
め
ざ

し
て
南
側
を
員
直
ぐ
に
下
り
降
つ
て
行
く
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

途
中
は
案
に
違
は
す
誠
に
容
易
な
も
の
で
あ
つ
て
ぅ　
一
行
の
中
、
早
い
も
の
は
十
分
間
で
下
っ
た
さ
う
で
あ
っ
た
．
小
生
は
途
中
人

山
弾
を
拾
つ
た
り
（大
小
種
々
の
火
山
弾
が
あ
る
。
完
全
な
紡
錘
形
を
保
つ
て
あ
る
も
の
も
少
く
な
い
）
雄
大
な
展
望
に
見
と
れ
た
り
し
て
ゆ
っ
く

り
下
っ
た
た
め
十
五
分
間
を
費
し
た
。

尖
塔
を
下
っ
て
か
ら
テ
ン
ト
に
向
ふ
道
す
が
ら
、
此
墓
地
の
西
側
か
ら
南
側
へ
か
け
て
押
出
し
た
熔
岩
の
南
側
の
波
状
に
出
入
す
る

末
端
に
浩
う
て
師
っ
て
行
っ
た
。
途
中
別
段
之
ぞ
と
云
ふ
面
白
い
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
イ
ハ
ウ
メ
が
少
し
あ
り

（此
山
で
は
多
く
見
な

い
）、
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ア
フ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
等
美
し
く
喰
き
飢
れ
て
ゐ
た
。
此
邊
り
に
は
残
雲
が
多
く
、
此
花
と
雲

と
黒
い
熔
岩
と
の
妙
な
る
色
彩
の
取
り
合
せ
は
、
折
か
ら
の
風
の
無
い
暖
か
い
山
頂
を
街
後
ふ
者
に
心
行
く
ば
か
り
の
喜
悦
を
味
は
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

テ
ン
ト
に
着
い
て
は
流
石
に
重
荷
を
下
し
た
様
な
喜
び
に
一
行
の
顔
は
心
よ
い
ほ
ゝ
笑
み
に
浸
っ
て
、
焚
人
に
あ
た
り
、
茶
を
味
ひ

な
が
ら
日
前
に
粛
然
と
律
え
る
山
鼓
を
仰
ぎ
見
て
何
か
し
ら
う
れ
し
い
境
を
心
行
く
ば
か
り
に
味
ひ
暮
し
た
。

火

日

原

一
周

（入
月
二
巳

（火
口
原
内
の
植
物
分
布
生
育
状
態
に
就
て
は
後
項
参
照
）

行  残  月 十 年 五 和 昭
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テ
ン
ト
の
は
た
め
き
が
せ
は
し
い
。
仰
ぎ
見
る
絶
頂
の
尖
塔
．
屹
然
と
し
て
獣
立
し
、
氣
味
悪
い
暗
雲
が
頂
を
か
す
め
て
絶
え
間
な

く
後
を
つ
い
で
流
れ
行
く
。
暴
風
の
前
兆
歴
然
と
感
ぜ
ら
れ
る
。

十
時
頃
ま
で
天
候
を
案
じ
な
が
ら
。
テ
ン
ト
内
に
引
込
ん
で
ゐ
た
が
、
風
も
精
々
静
ま
っ
て
ど
う
や
ら
恢
復
に
向
ひ
さ
う
な
氣
配
が

見
え
初
め
た
の
で
と
に
か
く
出
嚢
と
決
定
。

先
づ
東
側
か
ら
人
口
原
内
を
廻
っ
て
見
る
こ
と
ヽ
す
る
。
幕
螢
地
と
大
澤
の
源
頭
と
の
間
は
三
十
日
の
日
に
来
た
所
も　
一
般
干
坦
な

熔
岩
砂
礫
地

（所
々
極
く
ゆ
る
く
低
い
小
隆
起
が
一
二
あ
る
Ｙ
Ｉ
Ｉ
そ
れ
も
固
く
た
ヽ
か
れ
だ
様
な
。
丁
度
道
に
砂
利
を
敷
い
て
共
上

を
ロ
ー
ラ
ー
で
地
な
ら
し
を
し
た
様
な
所
で
あ
る
。

ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
の
紅
花
と
丈
低
い
イ
ハ
キ
ス
ゲ
が
黙
た
と
見
ら
れ
る
位
、
た
Ｎ
見
渡
す
限
り
廣
々
と
し
た
千
地
で
あ
る
。

進
み
行
く
左
手
は
此
干
地
の
は
る
か
向
ふ
に
大
き
く
例
の
絶
頂
の
尖
塔
、
右
手
は
干
地
を
前
に
し
て
一
連
の
人
口
壁
。
こ
の
人
口
壁

も
大
澤
の
つ
め
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
次
第
に
陵
夷
し
て
二
子
岩
の
封
岸
で
は
全
く
無
く
な
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。

一
行
が
此
二
子
岩
の
封
岸
近
く
に
来
た
時
は
此
人
口
壁
と
の
関
係
も
あ
っ
た
ら
う
が
ｂ
見
る
ノ
ヽ
う
ち
に
烈
風
が
次
第
に
吹
き
募
っ

て
木
て
、
直
立
し
て
居
る
こ
と
も
出
来
な
い
位
ｂ
風
上
に
向
っ
て
腰
を
か
ゞ
め
ｂ
よ
ろ
め
き
な
が
ら
一
途
に
二
子
岩
の
封
岸

へ
行
く
。

一
行
は
二
子
岩
に
登
る
豫
定
で
此
虎
ま
で
来
た
が
張
風
は
い
よ
ノ
ヽ
は
げ
し
く
な
り
、
岩
へ
と
績
く
鞍
部
へ
若
し
下
っ
て
行
っ
た
ら
恐

ら
く
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
ひ
さ
う
に
想
は
れ
た
の
で
ｂ
此
寄
り
道
は
残
念
な
が
ら
断
念
し
て
遠
く
か
ら
心
行
く
ま
で
に
眺
め
、
風
を

さ
け
な
が
ら
苦
心
し
て
二
三
枚
の
撮
影
を
し
た
。
腰
を
下
し
て
憩
ふ
一
行
の
足
下
に
ふ
と
醜
れ
ば
此
附
近

一
帯
は
鮎
々
と
し
て
色
美
し

い
コ
マ
ク
サ
の
花
！
　
吹
き
渡
る
烈
風
に
戦
き
靡
く
其
愛
ら
し
さ
―
―
。
此
人
口
原
の
周
縁
に
滑
う
て
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
に
シ
ラ
タ

マ
ノ
キ
が
矮
生
の
柳

（
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
と
思
つ
た
が
花
が
な
か
つ
た
。）
と
混
生
し
て
を
る
。
折
か
ら
澄
ん
だ
調
べ
高
い
妙
な
る
鳥
の
鳴
き
言

を
聞
い
た
。　
一
行
の
一
人
ｂ
早
速
に
装
弾
、
風
に
吹
き
滑
さ
れ
勝
ち
の
聾
を
た
よ
り
に
近
づ
く
。
轟
然
た
る
銃
聾
の
烈
風
に
持
ち
去
ら

Ｏ
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
放
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロニ
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旋

岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四四

れ
た
後
に
は
一
％
の
澁
く
美
し
い
小
島
が
一
つ
。
ビ
ン
ズ
イ
の
雄
で
あ
っ
た
。

此
虎
か
ら
又
、
左
へ
人
口
原
内
に
戻
る
一
千
坦
な
人
口
原
も
此
邊
は
雨
に
洗
ひ
去
ら
れ
て
洩
い
細
い
溝
地
が
数
條
出
来
て
ゐ
る
所
が

あ
る
。
中
央
尖
塔
は
此
虎
（北
側
）
か
ら
仰
ぐ
と
山
頂
は
失
っ
て
ゐ
る
。　

ヽ

更
に
西
へ
廻
れ
ば
草
木
は
一
居
貧
蒻
に
な
り

（第

一
人
口
原
内
で
は
北
微
西
方
が
最
も
植
物
に
乏
し
い
。）
ゝ
見
渡
す
行
く
手
は
坦
々

と
し
た
廣
い
礫
原
で
、
山
の
上
に
居
る
と
は
思
へ
な
い
所
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

・

人
口
壁
も
こ
の
邊
か
ら
先
き
は
再
び
現
れ
て
来
る
。
や
が
て
丁
度
西
側
へ
木
た
と
思
は
れ
る
頃
、
此
人
口
壁
近
く
の
人
口
礫
原
地
に

四
邊

一
面
に
黄
金
の
花
の
花
盛
り
。
そ
の
美
し
さ
と
突
然
の
こ
と
に
一
様
に
皆
か
ら
先
づ
感
歎
の
さ
け
び
。
祀
れ
ば
意
外
に
も

六
千
島

か
ら
は
未
知
と
思
ふ
．）
メ
ア
カ
ン
キ
ン
バ
イ
の
大
群
落
で
あ
っ
た
。
折
か
ら
弧
風
も
止
ん
で
ヽ
こ
と
に
此
虎
は
風
営
り
の
少
い
と
こ
ろ
と

て
、
す
っ
か
り
再
び
の
ん
び
り
し
た
心
持
に
返
っ
て
遠
近
色
々
の
撮
影
や
ら
探
集
や
ら
に
時
を
過
す
。
例
の
ビ
ン
ズ
イ
も
数
％
の
ど
か

に
囀
っ
て
ゐ
た
。

中
央
尖
塔
は
此
虎
か
ら
は
頂
上
が
尖
ら
す
先
端
が
裁
つ
た
様
に
干
ら
に
見
え
る
。

更
に
人
口
原
内
を
進
む
と
今
度
は
淡
紫
色
の
お
花
晶
。
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
の
美
し
い
群
落
で
あ
る
。

之
か
ら
先
き
は
流
石
の
干
坦
な
人
口
原
も
憂
化
を
現
し
、
小
さ
な
段
階
を
な
し
て
ゐ
る
所
も

一
二
あ
り
、
更
に
先
き
は
全
然
凸
凹
は

げ
し
い
熔
岩
流
の
押
出
し
た
あ
と
で
，
今
ま
で
末
た
礫
原
地
帯
と
割
然
と
分
た
れ
る
一
そ
し
て
此
境
の
所
に
は
大
き
な
熔
岩
の
溝
と
い

ふ
よ
り
谷
と
云
っ
た
方
が
よ
い
噴
人
口
を
横
切
る
一
連
の
細
長
い
凹
地
で
仕
切
ら
れ
て
ゐ
る
。

四
邊
の
風
物
も
従
っ
て
が
ら
り
と
一
憂
し
て
た
ｒ
見
る
稜
々
と
し
た
熔
岩
の
堆
積
ば
か
り
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
淡
紫
色
の
イ
ハ
ブ
ク

ロ
（タ
ル
マ
イ
サ
ウ
）
と
白
い
シ
モ
フ
リ
ゴ
ゲ
に
美
し
く
黙
た
と
飾
ら
れ
、
所
た
の
凹
地
に
は
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ア
フ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク

ラ
等
が
見
ら
れ
る
。

行  獲  月 十 年 五 和 昭
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一
行
は
途
中
一
ケ
所
此
邊
と
し
て
相
営
廣
い
凹
地
に
遭
っ
た
。
此
虎
は
僅
少
の
ハ
ヒ
マ
ツ
を
配
置
し
そ
の
側
、
淡
紅
色
の
ツ
ガ
ザ
ク

ラ
の
一
種
（
ア
プ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
と
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
の
難
種
と
思
は
れ
る
鮎
が
多
い
）
、
濃
紅
色
の
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ア
フ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、

エ
ゾ
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
、
純
白
色
の
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
等

一
面
に
喰
き
胤
れ
て
静
か
な
業
園
を
造
っ
て
ゐ
た
。　
一
行
は
心
か
ら
喜
び
、
撮

影
に
探
集
に
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
位
。
一
行
の
或
若
は
あ
ま
り
夢
中
に
な
っ
て
大
切
の
篤
員
の
三
脚
ま
で
置
い
て
来
て
し
ま
っ
た
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
氣
の
む
く
ま
ゝ
足
の
進
む
ま
ゝ
に
歩
き
廻
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
陽
は
い
つ
し
か
タ
ベ
に
近
い
頼
り
な
い
淋
し
い
色
を

帯
び
て
、
淡
霧
の
行
き
末
も
何
と
な
く
忙
し
げ
に
な
っ
て
来
た
。

ふ
と
右
手
を
見
や
れ
ば
一
国
の
暗
雲
！
　
此
方
を
目
ぎ
し
て
や
っ
て
く
る
。
天
候
険
悪
！
　
と
今
ま
で
の
不
氣
に
引
き
か
へ
て
急
速

荷
物
を
ま
と
め
．
雨
具
を
用
意
す
る
。
凸
凹
は
げ
し
い
溶
岩
地
帯
の
歩
行
は
は
か
ど
ら
ぬ
こ
と
お
び
た
ゞ
し
い
。
熔
岩
と
云
っ
て
も
此

邊
の
は
大
き
な
も
の
で
、
凸
所
と
て
も
見
上
ぐ
る
岩
塊
の
連
り
あ
り
ゝ
凹
所
と
て
も
残
雲
を
置
い
て
、
見
下
す
様
な
大
き
な
谷
を
な
し

て
ゐ
る
所
も
あ
る
。
此
凹
凸
の
地
帯
ク
・絶
頂
の
尖
塔
を
左
手
に
見
て
越
え
て
行
く
う
ち
に
先
刻
の
雨
雲
、
果
し
て
や
う
や
く
頭
上
に
現

れ
て
来
て
、
ぼ
つ
リ
ノ
ヽ
と
降
り
は
じ
め
る
。

す
る
と
今
ま
で
去
末
し
て
ゐ
た
霧
も
次
第
に
濃
く
な
り
目
標
の
尖
塔
は
お
ろ
か
、
い
つ
し
か
四
邊

一
帯
に
濃
霧
に
包
ま
れ
て
し
ま
ひ

三
四
間
位
の
所
ま
で
し
か
ば
ん
や
り
見
え
ぬ
位
と
な
っ
て
し
ま
つ
た
。
雨
も
い
よ
ノ
ヽ
腰
を
据
え
て
降
り
募
り
行
く
―
―
。

さ
て
こ
う
な
る
と
大
い
に
緊
張
し
慎
重
に
か
ま
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
晴
れ
て
ゐ
て
さ
へ
歩
き
難
い
凸
凹
は
げ
し
い

熔
岩
地
帯
を
雨
に
ぬ
れ
、
低
下
し
た
寒
さ
の
申
に
一
切
の
目
標
を
奪
は
れ
た
濃
霧
の
中
に
初
め
て
の
土
地
に
進
路
を
求
め
て
行
く
こ
と

は
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
困
難
で
あ
る
。
ま
し
て
地
国
と
云
ふ
も
の
ゝ
一
切
な
い
此
山
で
は
現
在
の
位
置
も
方
向
も
絶
て
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
た
ゞ
今
居
る
人
口
原
内
か
ら
西
南
へ
進
め
ば
い
つ
か
は
人
口
壁
に
出
で
之
に
つ
い
て
南
へ
た
ど
れ
ば
婦
れ
る
と
云
ふ
営
て
の

も
と
に
西
南
の
方
向
へ
と
一
途
に
歩
い
て
行
い
た
が
暫
く
し
て
氣
が
つ
い
て
見
る
と
ど
う
や
ら
見
覺
え
の
あ
る
異
様
な
大
岩
壁
に
や
っ

Ｏ
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四エ
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行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旅
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口六

て
来
た
。
近
づ
い
て
見
れ
ば
先
刻
す
で
に
行
き
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
筈
の
所
で
あ
る
。
印
ち
員
直
ぐ
歩
い
て
ゐ
る
積
り
で
ゐ
た
の
が
い
つ

し
か
大
き
く

一
周
り
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
い
よ
ノ
ヽ
こ
う
な
っ
て
み
れ
ば
方
向
の
見
営
な
ど
は
全
然
狂
っ
て
し
ま
っ
た
。
た

ゞ
濃
霧
の
中
に
、
未
知
の
大
熔
岩
地
帯
の
中
に
ボ
ツ
ン
と
置
か
れ
た
だ
け
な
の
だ
。
霧
は
釜
々
濃
く
な
る
ば
か
り
雨
は
い
よ
ノ
ヽ
腰
を

据
え
て
降
り
つ
ゞ
い
て
来
る
。
日
浚
は
せ
ま
る
。
氣
が
も
め
て
な
ら
な
い
。
行
く
手
に
は
何
だ
か
大
き
な
困
難
が
待
っ
て
ゐ
る
様
な
氣

も
す
る
。

一
同
流
石
に
獣
然
と
し
て
し
ま
ふ
。
然
し
一
行
は
誰
も
す
つ
か
り
落
ち
着
い
て
、
さ
て
少
し
事
が
面
倒
に
な
っ
て
来
た
わ
い

と
云
ふ
わ
け
で
先
づ
ゆ
っ
く
り
雨
中
に
相
談
を
す
る
。
で
ゝ
結
局
磁
石
を
先
頭
に
兎
に
角
西
南
へ
と
員
直
に
進
ん
で
人
口
壁
へ
出
や
う

と
云
ふ
こ
と
ヽ
な
り
Ｈ
氏
を
先
頭
に
一
列
縦
隊
を
作
っ
て
ひ
た
す
ら
に
進
む
。

雨
に
ぬ
れ
濃
霧
に
醜
界
を
奪
は
れ
た
頼
り
な
く
味
氣
な
い
途
―
―
。
で
も
岩
鉾
、
岩
上
に
し
ょ
ん
ぼ
り
と
置
き
忘
れ
た
か
の
様
に
雨

に
う
な
だ
れ
て
険
く
イ
ハ
ブ
ク
ロ
と
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
に
一
路
の
喜
び
と
な
ぐ
さ
み
を
覺
え
て
暫
く
の
間
は
た
ゞ
ノ
ヽ
獣
々
と
熔
岩
を

ふ
み
越
え
進
ん
で
行
く
。
そ
し
て
一
行
は
果
し
て
人
口
壁
の
下
に
出
る
事
を
得
た
。

之
か
ら
人
口
壁
と
熔
岩
流
と
の
接
鯛
黙
の
Ｖ
字
凹
地
を
辿
っ
て
一
路
根
擦
地
へ
急
ぐ
。
此
頃
か
ら
雨
も
や
う
や
く
に
止
み
、
霧
も
次

第
に
晴
れ
て
、
テ
ン
ト
に
近
く
な
っ
た
頃
は
す
っ
か
り
晴
れ
あ
が
っ
て
雨
後
の
入
陽
の
塞
の
色
ゝ
一
き
は
に
明
る
く
、
鮮
え
立
つ
尖
塔

は
何
と
も
云
へ
ぬ
幻
想
的
な
印
象
的
な
色
に
輝
き
渡
つ
た
。
そ
し
て
寂
客
と
永
劫
の
扉
に
脆
づ
い
て
ゐ
る
氣
に
打
た
れ
た
。

又
、
道
す
が
ら
に
見
た
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
の
雨
に
さ
や
か
な
淡
黄
の
花
、
し
と
ゞ
の
露
に
重
た
げ
な
エ
ゾ
ツ
ヽ
ジ
の
紅
花
等
今
に
忘
れ

得
ぬ
優
れ
た
風
情
で
あ
っ
た
。

節
り
と
い
そ
ぐ
此
道
の
所
た
に
は
残
雲
が
大
き
く
残
っ
て
ゐ
て
、
こ
れ
に
滑
う
て
細
々
と
し
た
小
道
が
―
―
‐。
は
て
１
　
何
人
の
？

此
疑
は
し
ば
ら
く
し
て
所
た
に
大
き
く
、
生
た
し
く
土
を
掘
り
起
さ
れ
た
穴
に
よ
っ
て
、
此
山
を
我
物
顔
に
横
行
す
る
通
の
所
篤
と
知

ら
れ
た
。
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

テ
ン
ト
に
戻
っ
た
時
は
晴
れ
渡
っ
た
雨
後
の
静
け
さ
は
一
き
は
に
著
る
く
、
四
邊
は
す
っ
か
リ
タ
ベ
の
化
粧
し
て
、
仰
ぐ
山
頂
は
入

陽
に
ほ
の
か
に
輝
き
ゝ
淡
雲
ゆ
る
や
か
に
頂
に
ま
つ
は
つ
て
も
風
一
つ
な
い
此
静
か
な
タ
ベ
は
我
々
に
は
又
な
く
醜
諷
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
夕
前
の
焚
人
が
勢
よ
く
夕
間
に
バ
チ
ノ
ヽ
と
燃
え
さ
か
る
頃
、
明
暮
に
舌
鼓
を
打
つ
荒
磯
汁
と
我
々
が
名
づ
け
た
昆
布
と
海

苔
と
鱈
と
榮
を
煮
合
せ
た
お
汁
は
鍋

一
ぱ
い
に
湧
き
渡
つ
て
心
よ
い
音
を
た
て
ゝ
ゐ
た
。
夕
前
の
後
は
例
に
よ
っ
て
焚
人
を
固
ん
で
心

置
き
な
い
話
が
は
づ
む
。
静
か
な
此
日
の
星
の
夜
、
北
海
の
孤
島
の
山
の
頂
に
し
み
ノ
ヽ
と
味
ひ
轟
い
た
Ｈ
氏
の
あ
の
寂
び
た
聾
の
歌

澤
の
幾
語
り
ゝ
ひ
そ
み
静
ま
つ
た
山
鼓
に
木
雲
し
て
、久
し
振
り
で
し
ん
み
り
し
た
心
持
に
婦
っ
て
Ｄ
獣
し
つ
ヽ
思
ひ
つ
ゝ
夜
を
更
し
た
。

根

擦

地

附

近

ス
八
月
詈

）

昨
夜
の
こ
と
、
夜
更
け
て
っ
め
っ
た
に
目
ざ
め
た
こ
と
の
な
い
の
に
突
然
目
が
さ
め
た
。
何
と
な
く
異
様
の
塞
氣
が
た
ｒ
よ
っ
て
ゐ

る
の
を
感
す
る
。
と
、
見
れ
ば
同
じ
く
Ｈ
氏
も
目
ざ
め
て
ゐ
る
。
互
に
顔
を
見
合
せ
て
静
か
に
耳
を
す
ま
せ
ば
テ
ン
ト
の
外
に
何
や
ら

近
づ
い
て
ゐ
る
模
様
‥
　
さ
て
は
と
ば
か
り
に
兎
に
角
ゝ
用
意
だ
け
は
と
二
挺
の
銃
に
費
弾
を
装
損
し
て
待
っ
て
ゐ
た
。
然
し
不
可
解

な
息
吹
き
も
そ
れ
き
り
で
し
ば
ら
く
待
っ
た
が
後
を
絶
つ
た
。
定
め
し
黒
が
テ
ン
ト
外
の
味
噛
で
も
砥
め
に

（黒
は
味
噌
を
非
常
に
好
む

さ
う
で
あ
る
。）
木
た
の
で
あ
ら
う
。

明
方
近
く
に
な
っ
て
雨
に
な
っ
た
。
朝
に
な
っ
て
も
依
然
止
ま
な
い
。
ま
ゝ
よ
雨
な
ら
今
日
一
日
標
品
の
整
理
に
閉
ぢ
籠
っ
て
ゐ
て

ヽ
よ
い
と
腰
を
据
ゑ
て
ゐ
る
と
十
一
時
頃
に
な
っ
て
次
第
に
晴
れ
て
行
き
。
絡
に
は
陽
の
日
も
折
々
見
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
よ
っ
て

書
食
後
附
近
を
出
来
得
る
限
り
観
察
を
し
て
お
か
う
と
て
テ
ン
ト
を
後
に
先
づ
後
の
人
口
壁
上
に
登
り
撮
影
（折
込
国
版
参
照
）
や
ら
採

集
と
し
て
更
に
越
え
て
外
壁
の
砂
礫
地
を
少
し
下
る
パ
此
虎
は
無
名
の
澤
の
源
頭
に
営
っ
て
居
り
左
右
雨
縁
は
密
生
せ
る
ハ
ヒ
マ
ツ
に

覆
は
る
。）
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
．
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
、
ハ
タ
サ
ン
ニ
ン
ジ
ン
（
チ
シ
マ
ニ
ン
ジ
ン
）
イゝ
ハ
オ
ト
ギ
リ
、
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
等
黙

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四七
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四
〈

在

ｔ
て
を

る
が
特

に
記
す

べ
き
も

の
も
な
い
。
た

ゞ
タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ヅ
ラ
が
僅

か
に
あ
る
の
と
見

て
攪

ん
だ
位
パ
之
は
人

口
内
壁

西
南
方

の

一
局
榔

に
も
僅
少
な

，が
ら

あ
る
「
（「
録
参
照
）
）
。

此
虎

か
ら
南

へ
人

口
壁

上
を
共
内
外
を
注
意

ｔ
な
が
ら
三
角
黙

へ
之
た

‐ど

る
。
然

し
途
中
大

し
た
も

の
ヽ
な
く
、
た
だ
内
壁
の

一
部

に

コ
マ
ク
サ
の
楽
落
を
見
出

ｔ
得
た

の
は
喜
び

で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
引
返

し

て
西

へ
人

口
壁

上
を
行

く
。

此
邊

は
植
物

も
概

し

て
貧
蒻

で
イ
いハ

ヽ
ギ
キ

ャ
リ
「
イ

ハ
ブ

ク

ロ
等
が
礫

地
に
散
在

し
て
ゐ
る
位
。
然

じ
此
尾
根
偉

ひ
が

ハ
ヒ

マ
ツ
の
密

生
地
域
に
妨

げ
ら
れ

て
右

へ
噴
人

口
原
内

へ
下
ら
ぎ
る
を
得
な

い
様

に
な

っ
た
少

し
手
前

の
尾
根
上

で
僅
少
な
が
ら

ヘ
ビ
ノ

シ
タ
．

ミ

ヤ

マ
ク

ハ
ガ

タ

（
、

降
Ｑ
”『も
」ヽ
。
弓
豊

）
等
此
山

に
来

て
今

崚
で
現
な
か
ら

た
も

の
を
見
出
し
得
た

の
は
喜
ば
し
い
事

で
あ

っ
た
。
此
尾

根

の
上
を
可
成
り
西

へ
廻

っ
た
地
黙

で
突
然
日
前

の
岩

上
を
鼠

の
様

に
早
く
越

え

て
行
く
動
物
が
飛

び
出
し
た
。
銃
を
肩

に
し
て
歩

い

て
ゐ

た
Ｈ
氏

が
間
髪
を
入
れ
す
猫
銃

を
取
り
直

し
た
と
見

る
と
同
時

に
鳴

っ
た
銃
聾
―
―
‥
。
手

に
と

っ
て
見
れ
ば

シ
マ
リ

ス
で
あ

っ
た
「

こ
の
も

の
は
別
段
珍
ら
し
一
と
云
ふ
程

の
も

の
で
は
な
い
が
こ
ん
な
殆

ん
ど
食
物

の
な
い
高
虎

に
棲

ん

で
ゐ
る
の
は
面
白

い
事
と
思

っ

た
（
之
は
根
櫨
地
後

ろ
の
人

国
内
壁

に
も
ゐ
た
）
。

此

日
は
之
か
ら
人

口
内
壁
を
下

っ
て
熔
岩
流
と
の
隅
接
黙
卸
ち
ほ

ゞ
前
日
通
過
し
た
地
を
通

っ
て
西

へ
進
み
。
前
日
節
路
を
い
そ
い

で
観
察

し
得
な

か

っ
た
各
方
面
を
調

べ
た
り
撮
影

し
た
り
し
な
が
ら
歩
ぐ
。
然
し
生
惜
天
候

や
う
や
く
険
悪
を
想

せ
る
様
な
風
行
き
と

な

る
。
濃

い
ガ

ス
（
霧
）
が
ど
ん
／
＼

や

っ
て
き
た
の
で
修

に
西
側

の
人

口
壁

が
全
く
陵
夷

し
て
ゐ
る
地
鮎
ま

で
探

っ
て
根
攘
地

へ
引
返

し
た
。
此

Ｅ
間
は
既
に
前
日
通
過

し
た
地
黙

で
あ

っ
た

の
で
加
は
り
行
く
濃
霧

に
心
せ
き
な
が
ら
も
流
石

に

一
路

の
安

心
を
懐

く
事
を

得

て
相
営
丁
事

に
調

べ
な
が
ら
根
擦
地
ま
で
戻

る
こ
と
を
得
た
。
途
中
種

々
興
味

あ
る
事
賞

に
し
ば
／
ヽ
逢
着

し
て

一
方
な
ら
す
喜

ん

だ

の
で
あ

っ
た
が
此
虎

に

一
々
記
す

の
も
本
意

で
な
い
の
で
省
略
す
る
こ
と

ヽ
す
る
。
（
植
物
に
就
て
の
概
略
は
別
稿

一
一
〇
頁
参
照
。
）

エ
ゾ

コ
ザ

ク
ラ

（
僅

か

‘に

一
本
）
、

マ
ル
バ
ノ
ミ
ヤ

マ
ダ
イ

コ
ン
サ
ウ
（
十
数
本
づ

ム
よ
り
な

る
株

，
四
つ
見

た

の
み
）
等
を
此
山

・に
産
す

る
こ
と

行 残 月 一 十 年 五 和 昭

(415 )
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脱 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

を
見
出
し
得
た
喜
び
も
共

一
部
で
あ
る
。

今
夜
は
い
よ
ノ
ヽ
山
を
下
る
最
後
の
夜
。
山
に
着
い
て
か
ら
の
歎
喜
と
感
激
の
六
日
間
の
明
け
暮
れ
は
過
ぎ
て
、
顧
れ
ば
洵
に
夢
の

業
国
で
あ
っ
た
。
焚
人
を
目
ん
で
は
語
り
．
歌
っ
て
喜
ん
で
知
ら
す
ノ
ヽ
に
夜
は
更
け
た
。

幕
螢
地
―

大
澤
―
―
サ
イ
ノ
カ
ぜ
フ

（八
月
五
日
）

暗
雲
の
流
れ
せ
は
し
い
曇
り
日
、
風
淋
し
い
今
朝
は
さ
な
が
ら
初
秋
を
想
は
せ
る
。
天
候
悪
憂
の
徴
が
見
え
る
。
朝
食
猛
心
よ
く
済

せ
て
節
り
の
荷
造
り
に
取
か
ゝ
ら
う
と
し
た
時
、
約
を
履
ん
で
人
夫
が
三
人
迎
へ
に
登
っ
て
来
た
。
先
頭
は
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
の
鐵
砲
打

ち
の
爺
さ
ん
で
あ
る
。
五
人
末
る
筈
で
あ
っ
た
の
に
と
聞
け
ば
昆
布
取
り
に
忙
が
し
い
の
と
山
に
来
る
辛
さ
で
皆
逃
げ
て
し
ま
ひ
、
止

む
な
く
此
爺
さ
ん
が
代
っ
て
先
頭
に
立
っ
て
や
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
さ
て
か
う
な
る
と
一
人
営
り
の
荷
は
相
営
に
な
る
。
ど
つ
し
り

と
肩
に
こ
た
へ
る
荷
は
重
い
な
が
ら
も
又
心
持
よ
い
。

出
嚢
は
午
前
八
時
。
幕
螢
の
跡
を
掃
い
て
片
づ
け
て
名
残
を
し
い
心
持
を
残
し
て
一
路
大
澤
へ
と
人
口
原
を
横
切
る
。
澤
へ
下
る
入

口
で
絶
頂
を
背
景
と
し
て
記
念
撮
影
を
し
て
一
息
入
れ
、
結
束
し
て
一
氣
に
砂
礫
の
澤
を
灌
木
林
ま
で
下
り
降
り
る
。

丁
度
富
士
の
砂
走
り
路
の
様
、
ザ
ク
ノ
ヽ
と
一
歩
毎
に
ザ
レ
下
る
の
は
歩
き
よ
い
様
で
歩
き
難
い
。
砂
礫
地
を
下
り
切
っ
た
所
で
、

撮
影
や
ら
採
集
や
ら
に
小
一
時
間
停
滞
し
て
し
ま
ふ
。
此
虎
は
此
上
な
く
の
ん
び
り
し
た
虎
で
コ
ヒ
オ
ド
シ
や
ウ
ラ
ギ
ン
ヘ
ウ
モ
ン
等

の
蝶
が
の
ど
か
に
遊
飛
し
て
を
り
花
は
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
ｂ
コ
マ
ク
サ
、
ア
イ
ヌ
タ
チ
ツ
ポ
ス
ミ
ン
ｂ
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ハ
ヽ
コ

と
色
と
リ
ス
ヽ
に
婦
美
を
競
う
て
此
世
の
も
の
と
も
想
は
れ
な
い
業
園
を
現
出
し
て
ゐ
る
。

之
か
ら
先
き
は
往
き
に
此
虎
へ
出
た
所
よ
り
も
右
の
方
帥
ち
も
つ
と
南
寄
り
、
大
澤
の
右
岸
に
近
い
所
を
下
っ
た
。
之
は
案
内
の
佐

た
木
老
の
意
見
で
此
方
が
下
り
易
い
と
云
っ
た
た
め
で
あ
る
。
全
く
費
際
此
の
方
が
よ
か
つ
た
。
ネ
マ
ガ
リ
笹
を
駆
し
わ
け
て
行
く
努

０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四カ
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Ｏ
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旅
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓０

カ
だ
け
も
逢
に
僅
少
で
あ
っ
た
。

下
る
途
中
は
往
路
と
さ
し
て
異
る
所
は
な
い
。
ハ
ヒ
マ
ツ
林
を
こ
ぎ
ぬ
け
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
林
を
く
ゞ
る
。
マ
ヒ
ヅ
ル
サ
ウ
．

オ
ホ
ア
マ
下
コ
ロ
、
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
等
が
下
草
に
生
す
る
。

之
か
ら
般
を
没
す
る
ば
か
り
に
の
び
た
ネ
マ
ガ
リ
笹
の
密
生
地
帯
に
突
入
す
る
。
歴
し
倒
さ
れ
腕
き
鎗
眼
き
Ｄ
心
は
急
せ
な
が
ら
路

は
阻
ま
れ
て
、
は
か
ど
ら
ぬ
こ
と
又
彩
し
い
。

此
開
間
を
コ
ギ
ぬ
け
て
し
ま
ふ
と
あ
と
は
往
路
よ
り
も
は
る
か
に
業
な
所
。
残
雲
を
渡
り
、
オ
ホ
イ
タ
ド
リ
の
急
坂
を
横
ぎ
リ
ゴ
瀧

の
岩
壁
を
攀
ぢ
下
り
変
化
と
眺
望
は
相
営
に
求
め
ら
れ
、
大
し
て
骨
の
折
れ
る
箇
所
も
な
い
。

正
午
ぅ
往
路
に
合
し
た
所
に
て
書
食
。
此
虚
は
水
の
あ
る
小
漢
の
二
叉
し
た
虎
、
往
き
に
は
右
へ
行
っ
た
の
で
あ
る
。
之
か
ら
先
き

は
全
く
往
路
を
戻
っ
た
の
で
あ
っ
て
。
さ
し
て
記
す
程
の
こ
と
も
な
い
。
カ
ラ
フ
ト
マ
イ
マ
イ
が
澤
山
澤
に
落
ち
て
ゐ
た
り
、
ダ
ニ
が

彩
し
く
般
に
た
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
位
。
比
較
的
単
調
だ
つ
た
た
め
か
大
澤
の
入
口
帥
ち
路
に
出
る
ま
で
飽
き
ノ
ヽ
す
る
程
長
い

も
の
で
あ
っ
た
。
時
に
午
後
三
時
。
右
手
に
坂
を
上
っ
て
蔓
地
上
に
出
で
、
海
邊
を
遠
く
眺
め
。
濃
霧
に
山
頂
を
と
ざ
す
山
を
仰
い
で

人
気
な
い
小
路
を
た
ど
っ
て
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
の
爺
さ
ん
の
家
に
っ
い
た
の
は
五
時
頃
。
背
負
っ
た
荷
物
は
五
貫
四
百
匁
丁
度
と
秤
ら
れ

た
。顧

れ
ば
山
の
方
は
全
く
暗
く
頂
は
濃
霧
に
潜
え
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
雨
に
荒
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

夜
は
燒
邊
に
卜
ヾ
の
肉
や
マ
ス
等
の
馳
走
を
う
け
、
ス
ト
ウ
プ
を
園
ん
で
島
の
偉
へ
、
熊
の
物
話
、
独
の
奇
談
に
珍
ら
し
く
面
白
く

夜
を
更
し
て
聞
き
入
っ
た
。サ

イ

ノ

カ

メ
ラ
ー
ー
ー
チ

ノ

ミ

ノ

チ

　

（
八
月
六
日
）

417 )
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朝
は
心
持
よ
く
慶
す
ご
し
て
八
時
に
目
覺
め
る
。
家
の
傍
の
小
川
に
洗
面
に
行
く
。
洗
ふ
手
先
き
は
切
ら
れ
る
様
に
冷
く
感
覺
を
失

ふ
。
時
は
八
月
の
初
め
員
夏
だ
と
云
ふ
の
に
―
―
‐。

こ
ん
な
小
川
に
も
イ
ハ
ナ
が
澤
山
泳
い
で
ゐ
る
。
穴
で
一
す
く
ひ
す
る
と
四
五
尾
は
入
つ
て
く
る
。
海
を
見
れ
ば
ア
ザ
ラ
シ
が
二
つ

三
つ
、
あ
の
と
ぼ
け
た
顔
を
出
し
て
眺
め
て
ゐ
る
。
淡
霧
に
淡
る
墓
地
の
樹
林
も
未
だ
深
い
静
か
な
眠
り
か
ら
醒
め
な
い
。
思
へ
ば
流

石
に
千
島
で
あ
る
。
見
る
も
の
耳
に
入
る
も
の
す
べ
て
新
ら
し
く
珍
ら
し
く
異
郷
の
趣
は
ま
こ
と
に
ひ
た
ノ
ヽ
と
身
に
せ
ま
る
。

今
日
の
行
程
は
僅
か
に
チ
ノ
ミ
ノ
チ
ま
で
行
け
ば
ょ
い
こ
と
ゝ
て
ゅ
っ
く
り
身
仕
度
し
て
出
掛
け
た
の
が
十
時
頃
。
爺
さ
ん
婆
さ
ん

に
名
残
を
し
げ
に
見
途
ら
れ
て
、
サ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
の
磯
を
偉
ひ
．
ハ
チ
マ
キ
の
出
鼻
を
ま
は
る
。

オ
カ
ッ
プ
に
来
た
時
、
丁
度
盛
ん
に
鱒
の
網
を
上
げ
て
ゐ
る
の
に
出
合
ふ
。
渡
測
た
る
二
尺
前
後
の
も
の
が
磯
に
投
げ
上
げ
ら
れ
磯

の
面
を
覆
ふ
ク
ナ
シ
リ
フ
カ
メ
の
上
を
通ヽ
っ
て
は
磯
の
凹
み
に
手
際
よ
く
集
る
。
我
々
三
人
物
珍
ら
し
氣
に
見
て
ゐ
た
篤
か
此
漁
夫
か

ら
沖
に
出
て
網
を
上
げ
る
の
を
見
な
い
か
と
親
切
に
す
ゝ
め
ら
れ
る
。
叉
と
な
い
好
機
と
乗
せ
て
貰
っ
て
網
を
引
き
上
げ
る
の
を
見
學

す
る
。
次
第
に
手
繰
よ
せ
ら
れ
た
網
を
引
き
絞
っ
て
掛
聾
勇
ま
し
く
船
に
あ
け
ら
れ
た
累
た
た
る
鱒
の
山
―
・

ヒ
タ
μ
ヽ
と
勢
よ
く
飛

び
撥
ね
て
ゐ
る
音
、
四
邊
に
飛
び
散
り
行
く
鱗
の
光
．
員
に
壮
観
な
も
の
で
あ
る
。

オ
カ
ッ
プ
を
過
ぎ
て
間
も
な
く
、
朝
末
の
霧
多
い
天
候
は
折
々
村
雨
を
と
も
な
ひ
、
氣
を
も
ま
せ
る
事
一
通
り
で
な
い
。

篤
員
機
を
し
ま
ひ
雨
具
に
身
を
か
た
め
て
一
行
は
ひ
た
す
ら
に
道
を
急
ぐ
。
で
も
晴
れ
間
を
見
て
は
海
邊
に
群
れ
る
シ
ノ
”
ガ
モ
を

猫
し
た
り
、
黙
た
と
屯
す
る
キ
ア
シ
シ
ギ
を
撃
っ
た
り
、
軍
調
の
此
渚
偉
ひ
も
面
白
く
歩
む
こ
と
を
得
た
。
海
岸
に
打
上
げ
ら
れ
た
海

藻
は
此
邊

一
帯
単
調
で
．
カ
タ
ハ
ベ
ニ
ヒ
バ
、
ク
ナ
シ
リ
フ
カ
メ
、
オ
キ
ツ
パ
ラ
．
ペ
ニ
フ
ク
ロ
ノ
リ
、
カ
シ
ハ
バ
コ
ノ
ハ
ノ
リ
等
が

人
目
を
引
く
。

チ
ノ
ミ
ノ
チ
の
族
館
に
戻
り
着
い
た
の
は
午
後
三
時
頃
。
早
速
便
ぃ
を
書
い
た
り
Ｄ
訪
間
を
し
た
り
相
営
忙
が
し
い
中
に
荷
造
り
を

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田

五
一
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田

し
て
船
を
待
つ
。
然
し
夜
に
入
っ
て
も
く
る
筈
の
船
は
絡
に
着
か
す
明
日
を
待
つ
こ
と
ゝ
な
つ
て
経
つ
た
。

チ

ノ

ミ

ノ

チ
ー
ー
ー
オ

ダ

イ

バ

ヶ
ｌ
ｌ
ｌ

セ

、
キ

　

（
八
月
七
日
〕

夜
は
明
け
て
小
雨
。
シ
ト
ノ
ヽ
と
頼
り
な
く
降
る
。

営
て
に
し
て
ゐ
る
船
は
経
に
此
虎
に
は
寄
ら
な
い
と
の
入
電
。
そ
し
て
こ
ゝ
か
ら
一
里
餘
り
先
き
の
オ
ダ
イ
バ
ケ
に
入
っ
て
ゐ
る
と

の
事
。
依
っ
て
オ
ダ
イ
バ
ケ
ま
で
行
っ
て
乗
船
と
急
速

一
決
し
て
出
褒
と
な
る
。
荷
は
三
頭
の
馬
に
振
り
分
け
て
往
路
を
オ
ダ
イ
バ
ヶ

へ
と
急
ぐ
。

雨
は
幸
ひ
上
つ
て
ゐ
た
が
、
依
然
ど
ん
よ
り
し
た
曇
り
で
あ
る
。

オ
ン
ネ
ベ
ツ
の
橋
を
渡
リ
シ
ロ
ク
タ
ベ
ツ
や
オ
ダ
イ
バ
ケ
鼻
を
過
ぎ
て
オ
ダ
イ
バ
ケ
の
部
落
に
入
る
。

来
て
見
れ
ば
意
外
、
船
は
早
朝
に
出
帆
し
て
セ
ヽ
キ
に
停
っ
て
ゐ
る
と
の
事
。
之
か
ら
又
、
セ
ヽ
キ
ま
で
船
を
追
っ
て
行
つ
て
も
乗

れ
る
か
ど
う
か
疑
間
で
あ
っ
た
が
、
さ
り
と
て
又
、
チ
ノ
ミ
ノ
チ
ま
で
引
き
返
す
の
も
氣
が
進
ま
す
と
一
同
相
談
の
結
果
ぅ
と
に
か
く

前
進
と
一
決
し
又
々
往
路
に
飽
き
ノ
ヽ
し
た
長
く
革
調
な
砂
濱
を
辿
る
こ
と
ヽ
な
っ
た
。

案
の
條
、
や
っ
ぱ
り
濱
は
此
上
な
く
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

セ
オ
イ
川
を
越
え
る
あ
た
り
で
す
で
に
す
っ
か
り
飽
き
て
し
ま
ふ
。
だ
が
濱
に
打
上
げ
ら
れ
た
海
藻
類
は
往
き
と
異
っ
て
比
較
的
面

白
い
も
の
が
見
ら
れ
て
せ
め
て
も
の
退
屈
し
の
ぎ
で
あ
っ
た
。
エ
ゾ
ナ
メ
シ
、
オ
キ
ツ
バ
ラ
．
ト
サ
カ
モ
ド
キ
属
の
一
種

（９

■ご
言
‐

０ざ
もや嗜

，
”
Ｌ
「

）ヽ、
カ
シ
ハ
バ
コ
ノ
ハ
ノ
リ
等
多
く
散
見
し
た
。
又
、
ク
ラ
オ
イ
近
く
な
っ
て
此
旅
行
で
は
初
め
て
だ
っ
た
ケ
ウ
ル

シ
グ

サ

と

か

。

ウ

ル

シ
グ

サ
馬

の

一
種
・
（じ

・

卜
も
ヽ
い
Ｒ
も

，

■

Ｅ

Ｆ
）

Ｆ
，

Ｆ

）

ナ

ガ

マ
ツ

モ
、

ゴ

ビ

ア

（
Ｑ
＆
き

∽き
哺
『ミ

（ｒ

〓

■

）

∽
Φざ
Ｆ

留
ュ

Ω
，ａ
・
等
と
云
ふ
珍
ら
し
い
も
の
を
得
た
。

行 破 月 ― 十 年 五 和 昭
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琥 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

ク
ラ
オ
イ
か
ら
セ
ヽ
キ
ヘ
の
道
は
こ
ム
で
三
分．
す
る
。
〕具
直
に
海
岸
浩
ひ
に
山
越
え
を
す
る
奮
道
と
櫓
す
る
の
と
右
ヘ
ク
ラ
オ
イ
川

に
滑
つ
て
湖
リ
デ
ン
ト
マ
リ
山
の
右
を
め
ぐ
る
新
道
と
で
あ
る
。
前
者
は
距
離
近
い
が
土
地
の
者
の
云
ふ
の
に
は
歩
き
難
い

（我
々
に

は
む
し
ろ
此
方
が
歩
き
易
い
。
土
地
の
も
の
は
馬
を
標
準
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。）
然
し
眺
望
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
、
優
れ
て
ゐ
る
。

後
者
は
之
に
反
し
て
革
調
な
徒
ら
に
長
く
つ
ま
ら
な
い
所
で
あ
る
。

一
行
は
往
き
に
新
道
を
行
く
こ
と
を
薦
め
ら
れ
た
の
で
今
度
は
奮

道
を
通
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

道
邊
に
美
し
く
喰
き
つ
ゞ
く
ア
ャ
メ
の
野
生
を
眺
め
な
が
ら
登
り
行
く
左
右
の
笹
山
は
サ
ル
オ
ガ
セ
の
長
く
下
っ
た
針
葉
樹
の
老
木

を
鮎
在
し
て
美
し
く
、
顧
れ
ば
人
氣
な
い
渚
に
は
波
白
く
碑
け
て
遠
く
逢
か
に
打
績
き
、
果
は
霧
に
沿
え
淡
れ
て
北
海
の
演
の
淋
し
さ

を
ひ
し
ノ
ヽ
と
懐
か
せ
る
。

此
峠
を
越
え
て
叉
峠
。
こ
れ
を
越
え
て
又

一
つ
と
幾
度
か
峠
を
越
え
て
道
は
め
ぐ
る
。
或
は
海
邊
を
離
れ
て
蓋
な
ほ
ほ
の
暗
い
針
葉

樹
林
中
の
小
道
を
た
ど
り
Ｄ
又
は
赤
土
の
ぬ
か
る
み
道
や
礫
石
の
坂
道
や
草
原
等
を
過
ぎ
、
又
折
々
に
は
忽
然
と
し
て
海
岸
に
Ｅ
岩
律

立
す
る
奇
崎
が
現
れ
て
、
憂
化
の
面
白
さ
眺
望
の
雄
大
さ
美
し
さ
は
員
に
得
難
い
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
生
情
霧
は
折
々
雨
を
呼
び

撮
影
は
出
来
す
時
間
に
は
せ
ま
ら
れ
て
心
惜
し
く
も
急
ぎ
過
ぎ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
此
上
な
く
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
今

後
も
し
此
の
近
く
ま
で
末
る
事
も
あ
っ
た
ら
再
び
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
見
た
い
と
思
は
れ
る
所
で
あ
っ
た
。

又
、
此
牛
島
の
一
寸
沖
に
荒
島
と
呼
ば
れ
る
小
島
が
あ
っ
て
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
や
エ
ト
ビ
リ
カ
等
の
繁
殖
地
で
あ
る
さ
う
で
あ
っ
た
が
天

候
の
不
良
と
時
間
の
都
合
上
之
も
亦
割
愛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
こ
れ
叉
心
残
り
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

此
山
道
が
つ
き
た
所
は
濱
に
下
っ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
河
に
行
き
営
る
。
ル
ヤ
ペ
ツ
河
で
あ
る
。

往
路
は
こ
の
河
の
右
岸
を
行
っ
た
の
で
之
か
ら
先
の
濱
は
見
覺
え
の
あ
る
所
。
人
の
顔
や
獣
の
顔
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
大
き
な
岩

が
濱
に
出
張
っ
て
ゐ
る
間
に
漁
夫
の
家
が
貼
た
と
績
い
て
見
え
る
。

０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
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行 獲 月 ‐卜  年  五  和  日召

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族

岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓一

渚
に
海
藻
を
拾
ひ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
に
道
を
い
そ
ぐ
。
突
然
汀
に
一
％
の
ウ
ミ
ガ
ラ
ス
が
う
づ
く
ま
っ
て
ゐ
た
。
打
上
げ
ら
れ
た
死

骸
か
と
思
っ
て
醜
れ
ば
ど
う
ゃ
ら
さ
う
で
も
な
い
ら
し
く
、
す
ば
や
く
手
を
の
ば
し
て
捕
へ
れ
ば
案
の
條
元
氣
で
喰
ひ
付
を
か
ね
な
い

勢
ひ
で
あ
る
。
人
気
な
い
千
鳥
の
濱
で
は
鳥
も
至
極
杏
氣
で
夕
方
に
は
濱
邊
に
農
に
や
っ
て
く
る
の
で
も
あ
ら
う
か
。
都
育
ち
に
せ
ム

こ
ま
し
く
な
っ
た
者
に
は
又
意
外
な
感
じ
の
し
た
拾
ひ
物
で
あ
っ
た
。

い
よ
／
ヽ
セ
ヽ
キ
の
部
落
の
中
心
―
―
と
云
ふ
と
都
會
の
者
は
人
家
櫛
比
す
る
所
と
す
ぐ
思
ふ
が
ま
だ
ノ
ヽ
と
て
も
そ
ん
な
に
は
開

け
て
ゐ
な
い
。
人
家
が
五
六
軒
。
日
ざ
す
は
そ
の
中
で
も
大
き
な
此
附
近
で
は
珍
ら
し
い
ラ
デ
オ
を
持
っ
て
ゐ
る
唯

一
の
家
。
そ
こ
に

荷
を
と
い
た
の
は
す
で
に
夕
ぐ
れ
。
こ
の
す
ぐ
向
ふ
が
セ
ヽ
キ
の
温
泉
―
‐―
と
い
つ
て
も
極
く
ノ
ヽ
簡
約
な
も
の
だ
が
―
―
が
あ
る
と

い
ふ
。

早
速
に
聞
け
ば
此
虎
ま
で
後
を
追
っ
て
探
し
た
嚢
動
機
船
は
幸
ひ
ま
だ
此
虎
に
停
っ
て
ゐ
る
と
の
事
で
先
づ
ノ
ヽ
と
ゝ
心
持
よ
く
燃

え
る
濾
邊
に
夕
食
を
と
っ
て
寝
に
つ
く
。

セ
　
ヽ
　
キ
ー
ー
ー
親
篠

一主
　
（
八
月
八
日
）

早
朝
小
雨
そ
ぼ
降
る
中
を
絆
に
乗
り
更
に
本
船
と
云
ふ
と
大
き
さ
う
だ
が
僅
か
二
十
噸
ば
か
り
の
嚢
動
機
船
に
移
っ
て
、
魚
と
油
の

臭
氣
満
充
し
た
塞
き
間
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
る
。

一
路
根
室
へ
と
舶
を
む
け
る
。

夜
中
は
少
し
時
化
て
心
持
悪
く
、
船
の
動
格
に
加
へ
て
嚢
動
機
の
震
動
と
、
魚
と
油
の
異
臭
に
苦
し
み
通
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

再
び
訪
ね
て
見
た
い
此
淋
し
く
干
和
な
島
も
此
船
の
苦
し
み
を
思
ひ
出
す
と
、
は
や
る
心
も
流
石
に
ひ
る
ん
で
く
る
。

然
し
兎
に
角
、
此
島
は
良
い
。
そ
し
て
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
山
は
限
り
な
く
奪
く
す
ば
ら
し
い
印
象
を
残
し
た
。
島
も
山
も
人
も
草

も
木
も
線
て
は
我
々
の
期
待
を
満
し
て
、
喜
び
と
慰
め
の
深
い
思
ひ
出
を
刻
ん
で
く
れ
た
。

一Ｄ一一２１一４
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

不
愉
快
な
騰
も
明
近
く
に
干
構
。と
な
っ
て
、
朝
ゝ
根
室
の
港
に
入
る
頃
は
雨
も
す
つ
か
り
止
ん
で
し
ま
つ
た
。
七
時
頃
に
上
陸
。
早

速
以
前
の
宿
に
戻
り
、
訪
間
や
ら
、
た
よ
り
や
ら
に
あ
は
た
ゞ
し
く
一
日
は
す
ぎ
る
。
久
々
で
心
持
よ
い
風
呂
に
入
り
く
つ
ろ
い
だ
氣

持
で
向
っ
た
夕
食
は
又
流
石
に
す
て
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

根
　
室
―
―
上
　
川

（八
月
九
日
）

一
行
の
中
、
Ｈ
氏
は
此
虎
か
ら
釧
路
に
向
は
れ
、
Ｓ
君
と
小
生
は
更
に
大
雲
山
に
登
る
べ
く
上
川
馨
へ
と
向
っ
た
。
そ
し
て
叉
た
の

ん
び
り
し
た
山
の
族
を
此
山
に
数
日
途
る
こ
と
を
得
て
札
幌
に
戻

，
、
一
息
入
れ
て
一
ヶ
月
振
り
で
節
京
し
た
の
で
あ
る
が
之
は
こ
ヽ

に
は
省
略
す
る
こ
と
ヽ
す
る
。頂

上
附
近
に
於
け
る
三
二
の
観
察
に
就
て

頂
上
附
近
の
模
様
に
就
て
こ
ゝ
に
ニ
ニ
、
門
外
漢
の
貧
蒻
な
襲
祭
で
は
あ
る
が
旅
行
記
の
一
部
と
し
て
少
し
書
き
記
し
て
を
く
の
も
今
後
研
究
家
に

と
つ
て
あ
な
が
ち
徒
事
で
は
な
い
事
と
思
ふ
。
然
し
何
分
擦
る
べ
き
地
回
の
全
然
な
い
地
域

（頂
上
附
近
三
角
鮎
一
個
の
高
度
す
ら
極
秘
に
属
す
る

こ
と
と
云
は
れ
て
ゐ
で
知
る
こ
を
得
な
い
位
）
で
は
あ
り
短
時
日
の
間
の
讐
見
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
今
後
の
訂
正
は
免
が
れ
な
い
が
、
従
来
、
小
生

の
知
る
限
り
で
は
此
虎
を
取
扱
つ
た
範
国
の
も
の
は
無
記
録
に
近
か
つ
た
と
思
は
れ
る
の
で
、
多
少
の
御
参
考
と
も
な
り
、
何
か
し
ら
闘
明
し
得
る

こ
と
も
あ
ら
ば
ど
思
つ
て
政
て
記
す
こ
と
ヽ
し
た
の
で
あ
る
。

Ａ
　
地
形
的
親
案
の
二
三

本
岳
の
頂
上
の
第
一
噴
人
口
は
（勿
諭
賞
地
測
量
し
た
の
で
は
な
い
が
）
東
西
約
二
・五
粁
ゝ
南
北
約
二
上
ハ
粁
、
最
大
直
後
二
・七
粁
（東
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ヤ
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プ
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岡
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北
―
―
西
南
間
）
と
云
ふ
ほ
ゞ
回
形
を
な
し
て
を
り
、
こ
の
中
央
部
に
東
西
約

丁
四
粁
、
南
北
約

丁
六
粁
、
高
さ
約
二
〇
〇
米
の
第

二
次
噴
人
に
依
つ
て
生
じ
た
る
回
錐
形
の
尖
塔

（Ｑ
８
オ
出
ｏ８
ｏ）
を
置
く
。

然
し
て
此
尖
塔
の
頂
上
、
印
ち
本
岳
の
絶
頂
は
海
抜

一
八
四
五
米
（水
路
部
の
地
国
に
擦
る
）
と
測
ら
れ
、
今
回
の
登
山
の
以
前
に
は

手
を
つ
く
し
て
小
生
の
調
べ
得
た
所
で
は
之
は
単
な
る
熔
岩
の
堆
積
で
あ
る
様
に
想
は
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
っ
た
が
事
責
は
立
派
な
噴
人

口
印
ち
第
二
回
目
の
噴
人
ロ
ー
ー
大
き
さ
は
東
西
Ｏ

ｏ
四
粁
ゝ
南
北
〇

・
五
五
粁
位
と
思
ふ
―
―
を
有
し
て
を
り
、
最
高
貼
は
賓
に
此

噴
人
壁
の
南
微
東
の
一
部
な
の
で
あ
る
。
此
最
高
地
貼
の
直
下
の
噴
人
国
内
壁
は
断
崖
を
な
し
て
、
噴
人
口
に
の
ぞ
み
西
方
は
精
々
傾

斜
綾
で
あ
る
。

此
第
二
回
目
の
噴
人
に
よ
る
堆
積
に
就
て
意
外
で
あ
り
興
味
あ
る
事
は
此
生
成
時
代
で
あ
る
。
此
絶
頂
附
近
は
一
般
に
赤
褐
色
の
脆

い
人
山
滓

（“８
Ｌす
）
で
覆
れ
、
屋
々
之
に
濃
い
オ
リ
ー
プ
色
の
政
璃
質
の
球
形
の
泡
を
件
っ
て
を
る
。
此
ス
コ
リ
ア
の
数
個
を
標
品

と
し
て
探
集
し
て
来
て
婦
京
後
、
東
大
地
質
教
室
の
辻
村
太
郎
先
生
の
御
鑑
定
に
興
っ
た
と
こ
ろ
左
の
様
な
御
教
へ
に
興
り
非
常
に
興

味
あ
る
事
と
思
つ
た
の
で
あ
る
。

（前
略
）

あ
の
噴
出
物
は
明
ら
か
に
玄
武
岩
質
岩
石
の
人
山
岩
津

↑
８
Ｌ
と
に
て
、
あ
の
形
状
よ
り
見
れ
ば
噴
出
時
期
も
非
常
に
新

し
き
も
の
な
ら
ん
と
考
へ
候

百
年
以
内
に
て
は
な
き
か
と
も
愚
考
仕
候

此
の
噴
出
物
に
全
く
類
似
せ
る
も
の
は
伊
豆
三
宅
島
の
明
治
七
年
七
月
三
日
噴
人
口
の
中

（中
腹
に
あ
り
、
熔
岩
を
流
す
）
に

て
多
数
探
集
せ
る
こ
と
あ
り
、
ス
コ
リ
ア
は
同
じ
く
酸
化
し
赤
色
と
な
り

（此
れ
は
長
く
高
温
状
態
に
あ
り
し
篤
）
且
つ
同
様
に

瓦
斯
の
ふ
き
出
た
る
泡

（砧
子
の
球
は
熔
岩
が
急
に
冷
却
せ
る
鴛
に
黒
色
を
塁
す
）
を
件
ひ
居
り
候
パ
下
略
）。

（
昭
和
四
年
十
月
五
日
附
、
書
信
）
。

一一＞一２３
一
４

一
く
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此
尖
塔
堆
積
の
西
南
側
の
中
腹
に
は

（他
の
側
も
同
様
か
も
知
れ
な
い
が
、
此
虎
は
調
べ
得
ら
れ
な
か
っ
た
）
大
小
の
人
山
弾
が
地

表
に
多
く
現
れ
て
ゐ
る
所
が
あ
っ
た
。

此
国
錐
状
の
堆
積
を
覆
ふ
熔
岩
津
は
西
側
の
一
部
を
除
く
外
は
細
か
く
、
覆
度
厚
く
、
従
っ
て
従
来
ど
の
側
か
ら
も
登
り
得
な
か
っ

た
も
の
と
思
は
れ
る
。
た
ゞ
此
西
側

一
部
に
熔
岩
の
一
部
が
僅
か
な
が
ら
露
出
し
熔
岩
滓
の
覆
度
薄
く
、
地
盤
も
比
較
的
し
っ
か
り
し

て
ゐ
る
。

第

一
噴
人
口
の
内
部
―
―
環
状
湖
と
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
所
―
―
は
賢
地
に
回
周
踏
査
し
て
見
る
に
目
下
の
現
状
は
之
を
二
つ
に
大
別

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
。
帥
ち
熔
岩
地
帯
と
礫
原
地
帯
と
で
あ
る
。
前
者
は
西
か
ら
南
へ
と
共
環
状
の
四
分
の
一
の
面
積
を
占
め

他
は
後
者
の
占
む
る
所
で
あ
る
。
前
若
は
凸
凹
甚
だ
し
い
状
態
を
示
し
て

（残
雲
の
あ
る
大
き
な
谷
合
ひ
の
様
に
な
っ
た
所
も
あ
り
、

此
谷
は
絶
項
に
向
っ
て
大
識
放
射
状
を
な
し
て
ゐ
る
）
、第

一
噴
人
口
を
埋
め
西
部
以
南
は
人
口
壁
内
面
と
接
し
Ｖ
字
状
の
溝
を
つ
く
っ

て
之
と
頴
著
な
境
を
劃
す
る
。
共
南
方
の
限
界
印
ち
、
末
流
は
波
状
を
塁
し

（流
出
し
て
来
た
末
端
）
西
方
の
限
界
は
略
々
直
線
的
の

熔
岩
籍
谷
と
な
し
て
礫
原
地
帯
と
割
せ
ら
れ
る
。

礫
原
地
帯
は
略
々
平
坦
で
あ
っ
て
、
た
聾
僅
か
の
緩
い
起
伏
を
有
す
る
所
が
あ
る

（例
へ
ば
南
方
人
口
壁
三
角
黙
の
東
北
に
数
個
、

山
頂
の
東
北
、
二
子
岩
に
封
す
る
所
と
大
澤
源
頭
と
の
間
、
西
北
部
の
一
部
等
）。此
干
坦
部
は
細
か
い
熔
岩
の
礫
原
で
堅
く
叩
き
固
め

た
様
に
―
―

ロ
ー
ラ
ー
で
で
も
地
均
し
を
し
た
様
に
―
―
な
っ
て
ゐ
る
パ
東
北
部
と
西
北
の
一
部
に
雨
水
に
洗
ひ
去
ら
れ
て
人
口
原
を

横
切
る
方
向
に
僅
か
に
溝
状
凸
凹
を
な
し
て
ゐ
る
所
が
あ
る
）。

第

一
噴
人
口
の
人
口
壁
は
概
し
て
残
っ
て
ゐ
る
所

（他
の
低
い
所
は
人
口
を
埋
め
た
熔
岩
及
び
上
居
の
熔
岩
礫
の
浴
れ
に
依
っ
て
被

覆
せ
ら
れ
た
様
に
思
ふ
）
が
多
い
。
概
括
的
に
云
へ
ば
南
方
か
ら
西
南
に
高
く
、
東
北
部
及
び
西
方
の
一
部
は
歓
除
し
て
ゐ
る
。

依
て
右
を
以
て
見
れ
ば
此
の
第
二
噴
人
口
よ
り
の
噴
人
は
西
南
方
に
向
っ
て
熔
岩
流
を
噴
出
し
、
第

一
噴
人
口
内
は
此
時
の
礫
岩
に
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よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、
峨
た
と
し
て
立
っ
た
人
口
壁
も
此
時
の
細
礫
の
友
の
衣
を
着
て
、
な
だ
ら
か
な
起
伏
と
な
つ
た
こ
と
が
よ
く
分
る

の
で
あ
る
。

又
、
以
上
の
地
形
的
の
模
様
を
考
察
し
て
み
る
と
此
第

一
噴
人
口
内
が
環
状
湖
と
し
て
存
在
し
て
ゐ
た
と
云
は
れ
末
っ
た
こ
と
は
明

ら
か
に
肯
定
し
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
略
々
間
違
な
い
と
し
て
認
め
得
ら
れ
様
か
と
思
ふ
パ
筒
、
積
雲
の
融
解
期
に
一

時
的
の
小
溜
水
地
黙
が
鮎
在
す
る
こ
と
は
あ
ら
う
が
。
）従
っ
て
此
環
状
湖
の
水
が
西
に
流
れ
て
ウ
ケ
シ
ル
ペ
と
な
る
と
云
ふ
記
述
は
俄

に
肯
定
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
も
の
と
思
ふ
。

Ｂ
　

植

物

分
布

状

態

に
就

て

の
二
三

（稿
末
植
物
‐目

録
参
照
）

此
頂
上
附
近
の
植
物
分
布
状
態
に
就
て
、
観
察
の
結
果
の
主
な
る
黙
二
三
の
中
か
ら
一
つ
共
最
初
に
其
特
性
に
就
て
摘
要
を
述
べ
る

と
、
本
岳
の
山
頂
附
近
に
あ
っ
て
は
所
生
の
植
物
は
種
類
は
少
く
量
に
多
く
、
西
側
第
一
噴
人
口
壁
の
内
外
最
も
種
類
に
富
み

（別
稿

の
探
集
品
目
録
の
大
部
分
は
此
虎
に
見
ら
れ
る
）
、之
に
反
し
て
他
の
礫
原
地
は
著
し
く
貧
蒻
で
あ
る
。
各
々

，８
８
Ｆ
〓
ｏ
り
を
作
っ
て
、

概
し
て
未
だ
混
交
の
状
態
に
達
し
て
ゐ
す
ｆ
乾
性
中
性
の
植
物
群
落

（黙
在
的
の
）
を
な
し
て
ゐ
る
所
が
多
い
。

之
等
の
原
因
に
就
て
は
種
た
論
じ
得
ら
れ
様
と
思
ふ
が
、
こ
ゝ
に
は
以
下
三
三
愚
考
を
記
し
て
御
参
考
に
供
し
た
い
と
思
ふ
。

日
下
の
此
地
域
の
植
物
分
布
状
態
が
此
様
な
る
状
態
の
許
に
あ
る
の
は
一
は
此
山
の
生
成
年
代
が
新
し
い
事
に
節
因
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
じ
従
っ
て
生
育
地
は
未
だ
充
分
安
定
な
ら
す
、
沃
土
の
成
生
充
分
な
ら
す
、
又
山
容
単

一
に
て
憂
化
に
乏
し
き
た
め
、
種
々
の

種
類
に
適
す
る
生
育
地
的
憂
化
を
得
す
、
更
に
又
、
本
岳
の
成
因
上
、
湧
出
、
流
水
、
燥
地
等
の
地
域
な
く

（降
雨
、
積
雲
の
溶
融ヽ
等ヽ

の
一
時
的
供
給
は
あ
る
が
）
、加
ふ
る
に
本
岳
の
附
近
に
品
種
の
供
給
を
受
く
べ
き
山
岳
に
乏
し
い
事
等
に
あ
る
様
に
思
ふ
。

然
し
て
此
西
側
が
品
種
に
富
ん
で
を
る
の
は
、
之
に
封
時
し
て
釜
立
す
る
生
成
年
代
の
は
る
か
に
奮
い
と
考
へ
ら
れ
る
ル
ル
イ
を
北

行  嚢  月 十 年 五 和 昭

て
い
画面戸
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の
盟
主
と
す
る

一
連
の
連
峯
が
並
び
、
品
種
の
移
入
を
見
る
と
す
れ
ば
先
づ
此
側
が
最
初
で
あ
り

（他
の
三
方
は
直
接
海
面
よ
り
の
張

風
に
妨
げ
ら
れ
る
事
も
多
い
。
）
又
、此
側
の
地
形
は
此
山
と
し
て
は
可
成
り
憂
化
に
富
み
、
窪
地
、
小
谷
等
も
あ
り
残
雲
を
貯
へ
、
風

を
防
ぎ
生
育
上
の
利
便
少
な
か
ら
ぎ
る
に
婦
因
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。

此
山
の
山
頂
附
近
の
植
物
に
就
い
て
奇
異
な
感
を
覺
え
る
の
は
本
邦
の
高
山
で
普
通
に
散
見
す
る
も
の
で
或
は
此
虎
に
有
り
さ
う
な

品
種
、
例

へ
ば
コ
ケ
モ
ヽ
、
ガ
ン
カ
ウ
ラ
ン
、
シ
ヤ
ク
ナ
ギ
の
類
、
シ
ヨ
タ
ン
サ
ウ
ｂ
シ
ヨ
タ
ン
ハ
コ
ペ
、
イ
ハ
ツ
メ
ク
サ
．
オ
ヤ
マ

ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ホ
ソ
バ
オ
ン
タ
デ
、
ウ
ラ
シ
マ
ツ
ヽ
ジ
、
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
、
イ
ソ
ツ
ヽ
ジ
や
ゝ
龍
謄
科
の
も
の
な
ど
が
全
然
見
営
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
之
等
も
今
後
を
待
つ
興
味
あ
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
思
ふ
。

次
に
別
出
の
略
国
に
従
っ
て
少
し
く
人
口
原
内
の
も
の
に
つ
い
て
順
次
述
べ
て
み
た
い
と
考

へ
る
。

先
づ
南
側
か
ら
行
く
。
北
側
の
人
口
壁
の
内
側
に
は
ハ
ヒ
マ
ツ
が
あ
る

（人
口
壁
の
他
の
内
側
は
勿
論
、
こ
の
人
口
壁
に
取
園
ま
れ

て
ゐ
る
中
に
は
西
側
の
極
く

一
部
の
特
殊
地
帯
を
の
ぞ
い
て
は
他
に
何
虎
に
も
な
い
。）
が
未
だ
浸
入
し
て
間
も
な
い
―
―
と
云
っ
て
も

十
年
や
十
五
年
で
は
な
い
が
―
―
も
の
で
、
最
も
興
味
あ
る
事
は
人
口
壁
を
外
側
か
ら
乗
り
越
ｔ
て
き
て
か
ら
、
内
壁
に
滑
っ
て
次
第

々
々
に
三
角
黙
（人
口
壁
の
）
直
下
の
内
側
を
め
ざ
し
て
（日
下
の
状
態
で
は
）侵
入
し
て
き
て
ゐ
る
状
態
が
歴
然
と
分
る
こ
と
で
あ
る
。

（
比
ハ
ヒ
マ
ツ
の
侵
入
繁
殖
状
態
の
観
察
は
面
白
い
も
の
と
思
ふ
の
で
以
下
少
し
書
き
加
へ
て
を
き
た
い
。
Ｅ
細
に
此
侵
入
状
態
を
説
る
に
、
ハ
ヒ
マ

ツ
は
個
々
勝
手
に
、
軍
獨
的
に
侵
入
し
て
行
く
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
が
わ
か
る
。
と
云
ふ
意
味
は
平
易
に
云
へ
ば
種
子
が
矢
鱈
に
ば
ら
ま
か
れ

て
繁
殖
し
て
行
く
の
で
は
な
く
毬
果
（３
８
匡
Ｆ
）
の
ま
ゝ
に
落
ち
て
繁
殖
し
て
行
く
様
に
思
は
れ
る
。
（タ
ロ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
等
の
種
子
の
様
に
翅
を

も
つ
て
ゐ
な
い
本
種
と
し
て
は
飛
び
た
く
も
と
べ
な
い
の
だ
が
。）
で
、此
侵
入
の
前
術
を
な
し
て
あ
る
も
の
ゝ
附
近
を
探
す
と
礫
地
の
中
か
ら
澤
山
の

所
調
費
生
が
集
つ
て
績
々
と
生
へ
て
ゐ
る
。
或
も
の
は
子
葉
の
先
端
に
種
子
殻
を
つ
け
或
も
の
は
既
に
展
開
し
て
あ
る
も
の
等
か
ら
、
既
に
一
ケ
年
を

経
過
し
た
豪
落
、
ニ
ケ
年
を
経
た
も
の
等
、
種
々
の
ス
テ
イ
ジ
の
集
園
を
附
近
に
見
る
事
が
出
来
る
。
既
に
一
幹
の
大
叢
を
な
す
と
見
え
た
も
の
も
根

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二九
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○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
族
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
〇

も
と
を
見
る
と
き
は
径
二
三
寸
の
樹
幹
の
集
国
で
あ
つ
た
り
し
て
、
皆
幾
年
か
の
一
毬
果
分
宛
の
集
国
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
‐

此
虎
の
内
壁
に
は
此
外
、
エ
ブ
ツ
ガ
サ
ク
ラ
、
少
量
の
ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
、
イ
ハ
ヒ
ゲ
等
を
見
る
。

此
南
側
の
礫
原
を
東
へ
大
澤
源
頭
の
少
し
手
前
ま
で
行
く
と
小
隆
起
が
二
つ
あ
り
こ
ゝ
ま
で
の
日
間
は
大
部
分
ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
の
鮎
在

的
の
純

一
な
豪
落
で
あ
る
が
パ
此
虎
に
は
此
外
に
東
南
人
口
壁
附
近
に
メ
ア
カ
ン
キ
ン
バ
イ
と
尖
塔
の
裾
に
ア
フ
ノ
ツ
ガ
ザ
タ
ラ
、
イ

ハ
プ
ク
ロ
等
の
小
群
落
が
あ
る
。
）
此
小
隆
起
を
越
す
と
不
思
議
に
も
ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
は
イ
ハ
キ
ス
ゲ
を
以
て
置
き
換
へ
ら
れ
、そ
の
ま
ヽ

東
北
部
二
子
岩
に
封
す
る
所
邊
り
ま
で
績
き
、
時
折
僅
か
に
コ
マ
ク
サ
の
一
二
年
生
の
も
の
を
稀
に
混
す
る
位
の
程
度
で
鶏
々
と
し
た

純
正
な
豪
落
を
な
し
て
ゐ
る
。

人
口
壁
は
壁
上
三
角
鮎

（正
確
の
高
距
を
知
る
事
を
禁
ぜ
ら
れ
て
あ
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
小
生
の
種
々
の
貼
か
ら
計
算
し
て
み
た
所
に
よ
る
と
千

四
百
餘
米
と
見
て
大
差
な
い
と
思
ふ
Ｊ

附
近
に
コ
マ
ク
サ
の
群
落
が
あ
り
、
此
附
近
一
般
の
人
口
壁
上
に
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ

（花
）、
イ
ハ
ブ

ク
ロ
（花
）、
エ
ゾ
コ
ザ
ク
ラ
（花
）等
を
見
、
外
壁
は
一
般
に
ハ
ヒ
マ
ツ
の
覆
ふ
所
で
あ
る
が
、
所
々
に
あ
る
砂
礫
地
に
は
局
部
的
に
タ
カ

ネ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ツ
ラ
、
シ
ラ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
（花
）．
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
（花
）．
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
（花
）、
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
（花
）。
イ
ハ
オ
ト

ギ
リ
（花
盛
り
紺
々
過
ぐ
）
等
を
見
る
。

大
澤
源
頭
の
右
岸
岩
尾
根
上
に
は
ｂ
ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
（葉
の
極
め
て
小
形
と
な
れ
る
も
の
あ
り
）、
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
イ
ハ
ヒ
ゲ
（少
）
、

コ
マ
ク
サ
、
イ
ハ
ブ
ク
ロ
、
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
等
あ
り
、精
下
つ
た
左
方
（大
澤
源
頭
砂
礫
地
帯
の
中
央
部
）
に
は
シ
ロ
バ
ナ
ノ
コ
マ
ク
サ
、

コ
マ
ク
サ
の
群
落
を
見
、
更
に
下
っ
て
は
イ
ハ
ギ
キ
ヤ
ウ
、
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
、
ヤ
マ
ハ
ヽ
コ
、
イ
ハ
ノ
ク
ロ
（花
絡
る
も
の
多
し
）、
キ
ク

パ
ク
ハ
ガ
タ
、
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
（花
拳
３
、
コ
バ
ノ
イ
チ
ヤ
ク
サ
ウ
、
ア
イ
ス
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
（花
）、
ヤ
マ
ハ
タ
ザ
ホ
、イ
タ
ド
リ
、

ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
、
エ
ゾ
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
等
が
記
憶
に
存
す
る
。

二
子
岩
に
封
す
る
人
口
壁
外
面
に
は
コ
マ
ク
サ
、
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
等
を
見
る
。

行 残 月 十 年 五 和 昭
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琥 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

西
北
方
に
廻
れ
ば

一
望
線
て
メ
ア
カ
ン
キ
ン
バ
イ
の
大
群
落
と
云
ふ
所
が
あ
る

（前
に
も
記
し
た
様
に
此
火
日
壁
円
に
は
純
正
大
群
落
を
形

成
し
て
ゐ
る
所
の
多
い
の
は
注
目
す
べ
き
事
と
思
ふ
）。

花
は
生
愴
稀
た
盛
り
を
過
ぎ
て
ゐ
た
が
、
街
共
黄
金
色
の
花
の
集
九
は
泄
槻
讐

へ
る
に
も
の
な
い
位
で
あ
っ
た
。

之
に
績
い
て
間
も
な
く
美
し
い
イ
ハ
ギ
キ
ャ
ウ
の
純
群
落
を
見
る
。

之
か
ら
少
し
行
く
と
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
と
し
て
は
最
初
に
人
口
原
内
に
飛
び
込
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
幼
樹
が

一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
熔
岩
押
出
し
に
入
る
と
急
に
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ア
フ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
及
び
雨
者
の
雑
種
と
思
は
れ
る
も
の
一
種
や
シ
ロ
バ
ナ
ノ
エ

ソ
コ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
等
が
出
て
く
る
熔
岩
の
谷
が
あ
る
。
此
附
近
に
此
山
の
人
口
原
内
と
し
て
は
珍
ら
し
く
ハ
ヒ
マ
ツ
が
生

育
し
て
ゐ
る
所
が
あ
る
。

此
熔
岩
の
押
出
し
も
こ
れ
か
ら
先
き
は
単
調
と
な
り
南
側
の
経
末
ま
で
鮎
々
と
し
て
イ
ハ
ギ
キ
ヤ
ウ
と
僅
か
に
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
等

を
混
す
る
位
の
も
の
と
な
る
。

之
に
反
し
て
西
南
側
の
人
口
壁

（所
に
よ
っ
て
は
之
が
無
く
な
つ
て
ゐ
る
所
も
あ
る
が
）
に
は
種
類
が
中
た
多
い
。
此
人
口
壁
の
外

側
は
大
部
分

ハ
ヒ
マ
ツ
の
跛
屋
す
る
所
で
あ
る
が
、
内
側
及
び
壁
上
に
は
草
木
の
種
類
も
多
く

一
々
之
を
撃
げ
る
こ
と
は
差
控

へ
る
が

少
し
列
記
す
れ
ば
ヒ
メ
ハ
ナ
フ
ラ
ビ
（
ヘ
ビ
ノ
シ
タ
）
、
キ
タ
ア
ザ
ミ
（花
）
、
ミ
ヤ
マ
ク
ハ
ガ
タ
（ヽ

黎
ミ
Ｑ一こ
弓
≧
こ
（花
）
、
ア
キ
ノ
キ

リ
ン
サ
ウ
、
ミ
ミ
カ
ウ
モ
リ
、
ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
（花
）、
イ
ハ
ウ
メ
、
エ
ゾ
ツ
ヽ
ジ
、
ア
カ
バ
ナ
馬
の
一
種
、
マ
ル
バ
シ
モ
ツ
ケ
、
ク
ロ

ク
モ
サ
ウ
、
ヒ
メ
イ
チ
ゲ
、
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ツ
ラ
、
ハ
ナ
ウ
ド
、
ャ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ
（花

、ヽ
ホ
ソ
バ
ノ
イ
ハ
ベ
ン
ケ
イ

（花
経
る
も
の
多

し
）
等
と
云
ふ
此
山
で
今
ま
で
に
見
な
か
っ
た
も
の
が
績
々
と
嚢
見
せ
ら
れ
る
。
筒
、
特
に
注
目
さ
せ
ら
れ
た
の
は
極
く
僅
か
で
は
あ

っ
た
が
マ
ル
バ
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
サ
ウ
（三
林
、花
一
輪
、他
は
雷
）と
エ
ゾ
コ
ザ
ク
ラ
（僅
か
に
一
本
開
花
）が
生
育
し
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
る
。

此
等
の
外
に
は
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
イ
ハ
ヒ
ゲ
（花
）、　
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
ア
プ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
イ
ハ
ギ
キ
ヤ
ウ
等
多
く
、
イ

０
チ
ヤ
ラ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旗
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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行 褒 月 一 十 年 五 和 昭

０
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
静
一　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六一一

ハ
オ
ト
ギ
リ
Ｐ
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
ノ
カ
ツ
ラ
等
も
あ
る
。

大
般
以
上
で
第

一
人
口
壁
及
び
人
口
原
内
を
略
記
し
た
の
で
次
に
中
央
の
絶
頂
を
な
す
所
の
尖
塔
に
移
る
。

此
虎
の
植
物
生
育
地
域
を
見
る
に
其
周
裾
と
西
南
面
の
一
部
と
で
あ
つ
て
、
他
は
熔
岩
滓
の
崩
潰
甚
し
い
た
め
生
育
し
て
ゐ
る
所
が

な
い
。
前
者
の
地
域
の
は
大
部
分
イ
ハ
プ
ク
ロ
で
、
後
者
に
は
イ
ハ
ブ
ク
ロ
、
イ
ハ
ヒ
ゲ
位
の
や
は
り
少
数
の
ご
く
単
純
な
も
の
で
あ

る
。
た
ゞ
絶
頂
の
少
し
下
、
南
側
の
人
口
壁
上
の
イ
ハ
ヒ
ゲ
が
見
事
な
群
落
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
が
二
株
ば
か
り
あ
っ
た
の
は
意
外
で

あ
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

以
上
で
此

一
章
を
維
る
こ
と
ム
す
る
が
、
今
後
目
下
の
此
状
態
が
如
何
に
憂
化
資
展
す
る
か
は
頗
る
興
味
あ
る
事
で
あ
る
一

次
に
、
本
岳
所
産
の
植
物
生
育
分
布
状
態
を
見
る
に
西
北
よ
り
西
南
に
か
け
て
種
類
に
最
も
富
ん
で
を
る
事
を
認
め
得
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
之
を
導
く
原
因
又
少
く
な
い
事
で
は
あ
る
が
、
少
く
と
も
主
因
の
一
部
を
な
す
も
の
と
認
定
せ
ら
れ
る
も
の
一
二
を
摯
げ
得

ら
れ
や
う
と
信
す
る
。

筒
、
本
岳
頂
上
所
産
の
植
物
に
て
隣
島
色
丹
に
見
な
い
も
の

（例
へ
ば
、
ハ
ヒ
マ
ツ
、
イ
ハ
ヒ
ゲ
、
コ
マ
ク
サ
、
コ
メ
メ
パ
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
、
ミ
ネ
ズ
ハ
ウ
等
）
三
十
三
種
あ
夕
、
意
外
に
多
い

（
全
般
の
割
合
と
し
て
）
結
果
を
示
し
て
は
ゐ
る
が

・ヽ
、
之
は
主
と
し
て
高
度

の
相
違
に
婦
因
す
る
も
の
と
豫
察
す
る
の
で
あ
る
。

摘

　

　

要

今
回
の
旅
行
に
依
っ
て
分
明
し
た
る
チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
に
開
す
る
分
を
摘
出
し
要
旨
を
列
記
す
る
と
。

一
、
環
状
湖
を
な
す
と
偉
へ
記
さ
れ
て
ゐ
た
第

一
噴
人
口
は
日
下
斯
様
な
状
態
に
な
っ
て
を
ら
ぬ
事
。
又
善
て
‐―
―
少
く
と
も
第
二

回
目
の
噴
人
に
よ
っ
て
第

一
噴
人
口
内
に
現
在
見
る
所
の
小
回
錐
堆
積
を
形
成
せ
ら
れ
し
以
後
に
於
て
は
３１
１
環
状
湖
を
形
成
し
た
る

て
~=π

ア
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形
跡
を
認
め
得
ぎ
る
事
。

二
、
第

一
噴
人
口
内
は
噴
人
口
壁
と
略
た
同
じ
高
さ
に
至
る
ま
で
第
二
回
目
の
噴
人
の
噴
出
物
に
よ
っ
て
埋
ま
り
、
西
側
の
一
部
は

押
し
出
さ
れ
た
熔
岩
流
に
よ
っ
て
覆
は
れ
、
他
は
干
坦
な
る
廣
大
の
人
口
原
を
成
す
。

三
、
第
二
回
噴
出
に
依
っ
て
生
じ
た
る
園
錐
形
尖
塔
は
頂
上
に
一
大
噴
人
口
を
有
し
を
る
事
。
日
下
活
動
全
く
体
止
し
を
る
事
。

四
、
絶
頂
尖
塔
は
此
噴
人
日
の
東
側
の
人
口
壁
の
一
部
に
依
っ
て
形
成
せ
ら
れ
を
る
事
。

五
、
此
絶
頂
を
な
す
園
錐
形
尖
塔
は
暗
赤
色
を
塁
す
る
ス
コ
リ
ヤ
よ
り
成
り
屋
た
政
増
質
の
杢
泡
を
件
ひ
、
堆
積
の
中
腹
部
に
は
大

小
の
人
山
弾
が
多
い
。

此
中
央
尖
塔
の
成
生
年
代
は
意
外
に
新
ら
し
い

・も
の
で
あ
る
事
パ
探
集
し
末
れ
る
標
品
に
就
い
て
理
學
士
辻
村
助
教
授
の
御
鑑
定
に

よ
れ
ば
恐
ら
く
百
年
以
内
の
も
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
。）

六
、
本
山
岳
頂
上
附
近
に
於
け
る
植
物
相
は
未
だ
分
布
の
初
期
の
状
態
に
あ
”
、
種
類
比
較
的
貧
蒻
な
る
も
の
で
あ
る
事
。

簡
、
右
は
大
部
分
乾
性
の
植
物
豪
落
を
な
し
、
未
だ
混
交
の
状
態
に
達
し
て
ゐ
な
い
。

七
、
第

一
人
口
壁
内
の
植
物
分
布
状
態
は
、
東
南
側
は
種
類
、
量
共
に
極
め
て
少
く
、
西
北
側
は
之
に
反
し
て
著
し
く
異
つ
て
豊
富

で
あ
る
。
又
、
西
北
側
ょ
り
東
南
側
に
第

一
人
口
原
に
滑
っ
て
左
右
何
れ
か
ら
も
次
第
に
乏
し
く
な
り
行
く
を
見
る
。

八
、
本
岳
頂
上
附
近
に
於
け
る
動
植
物
は
別
稿
目
録
の
如
き
も
の
を
産
す
る
事
を
知
り
得
た
事
。

察

真

解

諭

第

】
日
　
絶
頂
よ
り
第
二
噴
人
口
を
下
腋
す

噴
人
口
の
大
き
さ
は
定
か
で
は
な
い
が
、
概
測
で
東
西
〇
・四
粁
Ｄ
南
北
〇
・六
粁
も
あ
ら
う
か
。
案
外
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

人
口
壁
の
東
南
方
印
ち
頂
上
直
下
は
絶
壁
を
な
し
て
ゐ
る
。
噴
人
口
は
全
く
運
動
体
止
の
状
態
に
あ
る
。

○
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
静
一　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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行 装 月 十 年 五 和 昭

Ｏ
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旗
　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六四

第
二
日
　
絶
頂
よ
り
南
方
を
下
跛
す

中
央
部
に
横
に
長
く
績
く

一
連
の
起
伏
は
第

一
噴
人
日
の
人
口
壁
で
、
左
手
の
高
い
所
に
三
角
黙
が
あ
る
。
中
央
精
々
右
寄
り
の

白
い
の
は
大
残
雲
と
の
左
端
に
近
く
我
々
の
テ
ン
ト
が

一
鮎
と
な
っ
て
見
え
る
の
で
あ
る
っ

残
雲
の
手
前
に
波
状
の
周
縁
を
持
っ
て
ゐ
る
黒
い
所
は
人
口
原
に
突
入
し
た
熔
岩
の
末
端
。
近
景
は
第
二
噴
人
口
壁
で
ゝ
共
上
縁

を
た
ど
っ
て
絶
頂
に
来
た
。
遠
景
は
チ
ノ
ミ
ノ
チ
附
近

一
帯
の
海
岸
で
あ
る
。

第
二
曰
　
西
側
よ
り
熔
岩
地
帯
を
へ
だ
て
ム
の
頂
上

頂
上
の
干
ら
な
虎
は
第
二
噴
人
口
。
右
端
に
高
い
の
が
絶
頂
の
一
部
。
熔
岩
地
帯
に
貼
々
白
く
見
ゆ
る
の
は
シ
ラ
ガ
ゴ
ケ
の
豪
落

で
あ
る
。

折
込
日
　
頂
上
第

一
人
口
壁
上
（南
側
）
よ
り
中
央
尖
塔
及
び
人
口
原
の
一
部

準
備
其
他
二
三
に
就
て

準
備
と
は
云
ふ
も
の
、
大
し
た
所
へ
行
つ
た
の
で
も
な
い
の
で
き
し
て
大
が
ヽ
り
の
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
内
地
か
ら
此
山
に
行
か
れ
る
方
の
鶯

に
二
三
小
生
等
の
携
帯
品
に
就
て
心
づ
い
た
事
を
記
し
て
み
た
い
と
思
ふ
．

輔
と
エ
ー
ヤ
ボ
ー
ト
　
　
環
状
湖
が
あ
る
と
博

へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
携
帯
し
て
行
つ
て
使
は
ず
に
す
ん
だ
が
、
高
山
湖
沼
、
殊
に
千
島
邊
り
の
様
な
不

便
多
い
地
域
で
用
ひ
る
の
に
携
帯
ボ
ー
ト
を
ゴ
ム
布
製
で
エ
ー
ヤ
ボ
ー
ト
と
し
て
行
く
こ
と
は
少
な
か
ら
ぬ
便
利
で
あ
る
様
に
思
ふ
。
二
人
乗
で
二
貫
位

で
す
み
製
作
費
も
非
常
に
安
い
。

此
ボ
ー
ト
に
空
気
を
入
れ
る
鶯
に
持
つ
て
行
つ
た
続
が
山
頂
で
朝
夕
の
煮
焚
に
生
木
を
燃
す
と
き
に
非
常
に
有
数
で
あ
っ
た
。
テ
ン
ト
旅
行
に
は
是
非

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
た
“
長
谷
川
氏
は
チ
ベ
ツ
ト
の
土
人
が
ヤ
ク
の
糞
を
燃
料
と
し
て
火
を
起
す
と
き
に
用
ふ
る
マ
う
な
皮
製
の
軽
い
簡
革
な
も
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の
を
作

つ
た
ら
よ
か
ら
う

と
云
は
れ

て
ゐ
た
．

銃
器
　
　
鳥
類
探
集
用
彙

護
身
用

と
し
て
プ

ラ
ウ

ニ
ン
グ

五
連
銃
（
十

二
番
）
と

ン
ミ
ン
ト
ン
連
残
銃

を
携
帯

し
て
行

つ
た
。
装

弾
は
前
者

は

エ
レ
ー

の

九
競
、

五
鍍
、
Ｕ
Ｕ
、

こ
Ｏ
、
賞
弾
等
で

三
百
残
、
後
者

用
と
し

て
賞

弾
、
散

弾
約

二
百
餘

り
を
用
意

し
た
。
前
者

の
貧
弾

は
ラ
イ
オ

ン
レ
ザ

ル
を
用
ひ

た

い
と
思

つ
て
ゐ
た
が
生
信
札
幌

に
無

か

つ
た
た

め
装

弾

の
後
方

に

ス
ク
リ

ユ
ー

の
つ

い
た

も

の
を
携
帯

し
て
み
た
が
良

い
様

で
あ

つ
た
。

千
島

も
南
千
島
殊

に
國
後
、
澤
捉

は
熊
が
多
く
出
没

し
て
其

一
撃

に
倒

れ

る
者

の
話

も
聞
き
又
其
皮

も
よ
く
見

せ
ら
れ

る
こ
と
で
あ

る
が
、
賓

際

に
は

左
程
恐
れ
る
事

は
無

い
様

に
思

ふ
。
居

る
事

は
可
成

り
居

る
が
襲
撃

し
て
来

る
こ
と
は
先
づ
無

い
と
云

っ
て
ょ

い
と
思

ふ
。

で
、
今
後
図
後
邊

へ
登
山

せ

ら
れ

る
方

は
銃

の
心
配
（
護
身

用

と
し

て
）
は
先
づ
要
る
ま

い
と
考

へ
る
。
勿
論

あ
る

に
は
越

し
た

こ
と
は
な

い
が
―
―

な
ま
じ
攻
撃

し
て
、
手
負

ひ
を
す

る
こ
と
は
侍
更
危
険
だ

と
思

ふ
。
小
生
等

の

一
行

は

一
盤
少

し
準
備

が
大
げ
さ
過
ぎ
た
や
う

で
あ
る
。
土
地

の
様

子
が
分
ら
な
か

つ
た

の
で
止
む
を
得
ず

色

々
用
意

し
て
み
た
が

こ
ん

な
馬
鹿

馬
鹿

し

い
事

は
や
ら
な

い
で
よ

い
。

窮

員
機
其
他

　

　

一
行

二
人

の
携
帯

し
た

の
は
手
札

サ
ン
ダ
ー

ス
ン

（
オ
ー

ル
デ

イ

ス
レ
ン
ズ
。

ト
ラ
イ
オ

ン
ン
ズ
並

用
。

フ
イ
ル
タ
ー
は
ラ
ツ
ト

ン

Ｋ
２
其
外
）
、
ア
ル
ビ

ン
カ

メ
ラ
（
ヘ
リ
ア
手
札
）
。

コ
ン
テ
ツ

サ
ー
ネ
ツ
テ

ル
（
ツ
ア
イ

ス
０
テ
ツ
サ
ー
。
手
札
）
の
三
個

と

ン
ネ

コ
ダ

ツ
ク

一
つ
ｃ
種

板
は

主

と
し
て
イ
ー

ス
ト

マ
ン
フ
イ

ル
ム
パ

ツ
タ

二
十
五
打

と

シ
ネ

コ
ダ

ツ
ク
用

フ
イ
ル

ム
五
参
、

ア
グ

フ
ァ
、

ォ
‥
ト
ク

ロ
ー

ム
乾

板
二

打

、
イ

ー

ス
ト

マ

ン
、

コ
ン
マ
ー

シ
ヤ

ル
オ
ー

ン

の
カ
ツ
ト

フ
イ

ル

ム
手
札

二
打

、
外
乾

板
四
ダ

ー

ス
．

千
島

は
毎

日
霧

の
放

と
な
る
こ
と
が
多
く
、
此
霧

の
た

め
に
乾

板

が
瀑
け
易
く

て
困
難
す

る
こ
と

一
通

り
で
な

い
。

シ
ネ

コ
ダ
ツ
タ
等

は
此
鶯

か
ど
う

か

は

つ
き
り
分

ら
な

い
が
用

ひ
る
早

々
フ
イ
ル
ム
の
回
韓

が
悪
く
絡

に
使

用
不
可
能

に
な

つ
て
し
ま

つ
た
。

山
頂
附

近
は
内

地
よ
り
風

が
非
常

に
張

く
、

テ

ン
ト

の
外

に
出
る
と
立

つ
て
も
歩

い
て
ｔ
居
ら
れ
ぬ
日
も
あ

つ
た
。

テ

ン
ト
及
び
篤
員

の
三
脚

は
特

に

も

つ
か
り
し
た
も

の
を
用
意
す

る
必
要
が
あ

る
と
思

ふ
。

虫
害
豫
防
　
　
千
島

の
ネ

マ
ガ
リ
笹

の
密
生
し

て
ゐ

る
所

は
ダ

ニ
が
非
常
た

澤
山
居

る
。
之
は
防
ぎ
様

が
な
ぐ
服
装

に
注
意

し
て
時

々
巌
重

な
身
盤
検

査
を
す

る
外

に
方

法

も
な

い
様

で
あ

る
。

Ｏ
チ
ヤ
チ
ヤ

ヌ
プ

リ

ヘ
の
族

　
岡

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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〇
チ
ヤ
チ
ヤ
ヌ
プ
リ
ヘ
の
旅
一　
岡
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

然
し
性
質
に
よ
る
も
の
か

一
行
二
人
の
中
、
二
人
は
畿
に
は
た
か
つ
て
も

一
度
も
食
ひ
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
．
困
る
の
は
北
海
道
本
島
の
山
で

も
普
通
の
こ
と
だ
が
、
糠
蚊
と
か
云
ふ
細
か
い
蠅
の
様
な
の
が
多
く
こ
れ
が
特
に
夕
方
、
澤
な
ど
で
た
か
ら
れ
て
蒻
る
こ
と
が
多
い
。
通
常
白
い
寒
冷
紗

で
覆
面
し
て
歩
い
て
行
く
が
、
小
生
は
今
度
之
を
暗
友
色
に
染
め
て
行
つ
て
見
た
所
、
日
先
き
が
よ
く
見
え
て
大
憂
工
合
が
よ
か
つ
た
。

通
常
の
各
の
仕
魔
、
毛
布
製
の
ス
リ
ー

ビ
ン
グ
パ
ツ
グ
を
携
帯
し
た
位
で
よ
い
と
思
ふ
。
幕
誉
地
附
近
は
置
夏
の
候
と
云
ふ
の
に
夜
牛
、
池

（残
雪
の

流
水
の
）
の
結
氷
を
見
る
位
で
あ
る
か
ら
相
常
寒
い
所
で
あ
る
。
然
し
晴
天
無
風
の
日
中
は
非
常
に
曖
か
い
。

防
寒
具
　
　
一
行
の
中
で
幸
ひ
嘗
つ
て
作
つ
て
を
い
た
冷
羊
の
上
皮
を
携
帯
し
て
行
つ
て
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
が
其
数
果
頗
る
良
好
で
あ
つ
た
。

食
料
品
　
　
自
米
、
味
吟
の
類
は
島

へ
渡
っ
て
か
ら
で
充
分
間
に
合
ふ
。
チ
ヤ
チ
ヤ
岳

へ
行
か
れ
る
の
な
ら
之
は
乳
呑
地
で
用
意
さ
れ
れ
ば
よ
い
、
小

量
な
ら
祀
文
磯
で
も
オ
カ
ツ
プ
で
も
得
ら
れ
る
。
鍋
、
釜
の
類
も
島
で
充
分
間
に
合
ふ
。

案
内
ハ
人
夫
　
　
島
へ
来
て
一
番
困
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
殊
に
夏
期
は
昆
布
探
り
、
鱒
取
り
等
で
一
番
困
る
。
あ
つ
て
も

一
日
十
日
の
二
十
日
の
と

請
求
す
る
。
よ
く
′
ヽ
い
い
の
で
だ
ま
っ
て
五
日
、
先
づ
案
内
で
四
園
見
営
、
人
夫
は
少
し
安
く
て
行
く
。

荷
は
勿
論
内
地
の
人
大
に
比
し
て
ま
る
で
脊
負

へ
な
い
。
我
々
で
さ
へ
四
貫
乃
至
五
貫
脊
負
つ
て
行
く
の
に
四
貫
目
も
脊
負
ふ
と
非
常
に
苦
し
む
。
然

し
之
は
無
理
も
な
い
こ
と
で
通
常
こ
ゝ
で
は
こ
ん
な
仕
事
は
し
つ
け
な
い
か
ら
。

維
り
に
関
後
島
で
い
ム
と
思
は
れ
る
の
は
ル
ル
イ
岳
。
チ
ャ
ノ
ヽ
ヌ
プ
リ
と
は
異
つ
た
味
が
あ
る
様
で
あ
る
。
山
も
は
る
か
に
古
さ

う
だ
し
高
さ
も
千
島
と
し
て
は
相
営
で
あ
る
し
、
殆
ん
ど
登
る
人
は
な
い
の
で
山
は
少
し
も
荒
さ
れ
て
ゐ
な
い
様
で
あ
る
。
生
物
も
定

め
し
面
白
か
ら
う
と
思
は
れ
る
。
此
山
へ
の
記
行
文
の
も
の
さ
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
筆
を
摘
く
。

行 嚢 月 十 年 五 和 昭
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図
ヾ
Ｗ
Ｏ
対
濡
詢
回
窯
百
灘
ハ

―
ヽ
い
日
ヽ
いや
澪
０
ヰ
を
¶
費
ゝ
ヽ
）
曝
Ｅ
鮮
・滞
●
バ
〇
嚇
濡
淋

嘲ヽ
百
澪
バ
′
フヽ
ト
Э
ヽ
濡
「調
館
ｒ
バ
０
肝
Ш
３
再
ψ
〕
ホ
０
華
冷
苺̈
，

一〓
０
灘̈
一濡
ド
い
Ｏ
Ｎ
Ｏ
〔
Ｎ
再
０
５
バ
再
Ｉ
滉
聯
゛
雇
）
○

」ヽ
や
一澤
∈
Ｎ
沈
″
」
Ｆ蒲
濡
０
霧
〓胃
鮮
ヽ
」
ヨ
∈
バ
蔚
難
一′
一隠
番
′
・研
一箇
ｒ
副
一

駒
″
油
潜
′
副
瀬
溢
″
餌
鋸
翡
０
呂
濡
Ｎ
一
群
シ
Ｎ
ｏ
月
″
¶
■
ヽ
キ
ゝ
ヽ
）
百
澪
バ
再
＃
丙
一コ
」
い軍
障
育
評
斗
卜
欝
書
０
嚇
濡
百
酪

ゆ
０
瀬
ヨ
Ｎ
華
も
バ
井
計
ｏ
Ｎ
再
詳
熱
Ｎ
奪
醜
Ｎ
卜
諄
０
嚇
淋
・コ
再
薄
滉
汗Ｆ
対
３
）
〈
薄
も
ハ
幡
〓
辮
０
い
澪
０
望
凝
摩
革
館
ｃ
バ
φ

Ｎ
事
再
言
サ
０
さ
撻
鍛
館
”
館
ｓ
澤
′ゆ
ヾ

嘲ヽ
サ
言
卜
導
⑥
さ
撻
鍛
０
１
繁
卜
”
針
９
９
サ
館
強
も
Ｎ
Ｏ
（
蒲
濡
ｒ
ハ
灘
Ｎ
Ｏ
（
い
が
ｏ

学
卜
再
”
館
浄
ｓ
」
Ｆ事
育
灘
５
ハ
再
「」
準
済
Ｏ
α
館
′
べ
い
Ｆ麟
幡
一ｏ
一
時
）
お
口
言
針
５
０
（
澤
バ
Ｎ
Ｎ
中
樹
〓
０
け
ヽ
再
騨
言
バ
ト

ロ
黙
鮮
寄

）
″
計
０
学
卜
０
軒
鮮
淋
再
併
ｒ
バ
掛

〈
斜
″
ｒ
ｃ
Ｎ
０
４
０
ざ
ｏ
第
ｃ
♯
識
百
再
淋
騨
０
諄
鳩
卜
′
い
ヽ
Ｎ
窒
館
”
Ｅ
申

再
圏
痢
け
が
晨
０
百
灘
バ
Ｏ
Ш
撚
０
シ
Ⅳ
議
可
ハ
′
弊
螢
′
軒
癌
（Ｄ
曇
）
′
油
溢
（汁
螢
ゆ
）
′
細
部
（
―
彗
）
″
鰈
労
癬
螢
（ゆ
彗
）
‘
事

再
督

ｓ
Ｏ
へ
〈
側
ｒ
Ｎ
ｏ
Ｎ
翡
詰
バ
再
計
⑥
Ш
３
〔
導
馴
ｓ
Ｎ
蛍
卦
”蓼
（
聯
）
′
こ
″卜
館
バ
″
い
館
片
）
榛
Ｎ
゛
凝
濡
潮
球
卜
ｒ
バ
い

ぶ
）
卜
琳

）
〔
”
Ｎ
５
サ
ｗ
″
併
ｃ
Ｎ
ド
澤
５
バ
軍
冷
０
撻
鍛
館
４
９
ド
Ｎ
５
導
再
再
刺
卜
〔
Ｎ
Ｎ
騨

”ヽ
が
ｒ
′
鹸
ゆ
丙
片
も
ハ
再
薄

版
）
か
α
館
晨
撃
）
卜
”
０
（
Ｎ
５
ｏ
館
ド
リ
〈
蒲
濡
和
鮮
卦
諮
百
通
９
Ｎ
５
ｏ
丼
再
巧
―
澪
や
鮮
馨
ざ
Ｎ
”
Ｏ
Ｎ
畔
昇
再
胸
”
が

導
′

期
Ｑ
ト
リ
ｃ
バ
郡
塁
併
Ｃ
バ
々
〕
討
５
０
〔
け
ヽ
ｏ

辞
嚇
濡
和
⑮
さ
謙
満
百
再
活
訓
０
導
ヽ
⑮
蒲
汁
Ｎ
聡
ミ
・叫
再
潜
も
バ
Ｎ
餅
言
Ｎ
ｏ
年
Ｆ諦
百
臀
０
バ
諜
ざ
〔
洵
〈
お
耐
鮮
警
卜
今
か
ヽ

い淵
「〔
け
か
ｏ

箭
一刷
・麟
―
―
コ
〓
ゆ
汁
雲
一４
キ
詳
Ｑ
育
Ｈ
醜
汁
績
蝉
湖
。
諄
丹
溢
―

盤
いＦ
淋
渤
Ｍ
導
時
ｏ
・研
盗
―
―
喜
薫
群
画
蒋
ｏ
副
瀬
潜
―
―

○
関
後
島
の
探
集
品
目
録
に
就
て
　
岡
田
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０
関
後
島
の
探
集
品
目
録
に
就
て
　
岡
田
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行 褒 月 一 十 年 五 和 昭

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野

中

央

尖

山

の

登

攀

紀

　

行

博
物
學
的
観
察

植
物
に
就
て

動
物
に
就
て

地
質
に
就
て

山
名
及
び
附
近
蕃
人
と
の
関
係

附
記

（遠
望
及
び
登
攀
に
就
て
〕

出

嚢

ま

で

比
較
的
山
頂
の
風
貌
に
憂
化
の
少
い
墓
湾
山
岳
の
中
に
在
つ
て
、そ
の
一
瞥
に
も
秀
魁
と
凄
絶
の
感
銘
を
刻
み
つ
け
る
山
と
云
へ
ば
Ｄ

大
覇
尖
山
と
中
央
尖
山
と
を
撃
げ
る
こ
と
が
出
来
や
う
。
何
れ
も
尖
山
の
名
を
興
へ
ら
れ
た
こ
の
二
つ
の
山
は
一量
湾
の
北
部
に
響
立
し

グ
ロ
テ
ス
タ
な
容
姿
を
群
山
の
中
に
際
立
た
せ
て
居
る
。
愚
か
し
き
比
較
を
敢
て
す
る
な
ら
ば
後
者
は
槍
ケ
岳
に
模
す
る
事
が
出
来
る

八
〇

鹿

野

忠

雄
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

も
知
れ
な
い
。

中
央
尖
山
は
筆
者
が
数
多
く
望
見
し
た
一量
彎
山
岳
の
中
で
も
大
覇
嗅
山
と
共
に
最
も
心
を
惹
か
れ
た
山
で
あ
る
。
急
な
荒
く
れ
た
断

崖
を
廻
ら
し
た
三
角
錐
。
南
湖
大
山
に
起
つ
て
南
定
す
る
中
央
山
脈
の
連
々
た
る
山
波
の
中
に
、
こ
の
尖
山
は
そ
の
尖
頭
を
北
の
杢
に

直
立
さ
せ
る
。
そ
の
槍
の
尖
端
の
附
近
に
は
自
い
断
雲
が
宛
も
魅
せ
ら
れ
た
様
に
絡
み
つ
い
て
―
―
こ
の
様
な
現
象
は
マ
ツ
タ
ー
ホ
ー

ン
等
の
尖
つ
た
山
岳
に
よ
く
見
ら
れ
る
―
‐―
動
か
う
と
も
な
い
。
愚
か
し
き
事
か
も
知
れ
な
い
が
。
こ
の
山
が
未
登
攀
の
山
だ
と
云
ふ

事
は
一
居
筆
者
の
決
行
慾
を
そ
ゝ
る
の
で
あ
つ
た
。
未
だ
人
間
の
足
跡
に
汚
さ
れ
な
い
虎
女
峯
。
そ
れ
に
は
今
ま
で
感
じ
得
な
か
つ
た
、

原
始
と
批
麗
の
香
が
嗅
げ
る
様
な
氣
が
し
た
。

次
高
山
に
登
つ
て
眼
前
に
呼
べ
ば
應
と
答
へ
さ
う
な
こ
の
尖
山
の
冠
が
、
旭
光
を
浴
び
て
薔
薇
色
に
輝
く
の
を
見
．
叉
新
高
山
の
山

頂
か
ら
北
の
方
遜
か
雲
畑
の
定
か
な
ら
ぬ
所
ゝ
山
波
の
激
す
る
中
に
こ
の
尖
頭
を
認
め
得
た
後
は
、
是
非
共
来
年
は
こ
れ
を
試
み
て
見

や
う
と
心
に
誓
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

蜜
る
一
九
二
八
年
早
た
、
一筆
者
は
そ
の
用
意
に
取
掛
つ
た
。
そ
し
て
■
頂
の
雲
も
滑
え
る
夏
も
近
づ
い
た
の
で
あ
る
が
っ
蔓
北

一
中

の
新
沼
佐
助
大
尉
が
同
中
學
校
山
岳
部
の
部
員
を
卒
ゐ
て
こ
の
山
の
最
初
の
登
攀
を
行
ふ
べ
く
新
聞
紙
上
に
嚢
表
し
た
の
で
．
筆
者
は

こ
の
行
に
加
は
る
の
が
便
宜
と
思
ひ
、
同
氏
に
會
見
の
上
同
行
を
御
願
ひ
し
た
所
、
筆
者
が
こ
の
行
に
加
は
る
は
力
張
く
又
博
物
學
的

の
牧
穫
も
期
待
さ
れ
て
大
い
に
数
迎
す
る
と
の
事
に
、
余
は
大
い
に
喜
び
叉
氏
の
好
意
に
深
く
感
謝
し
た
の
で
あ
つ
た
。

墓
湾
山
岳
の
登
攀
は
今
や
黎
明
期
に
あ
り
、　
一
般
の
登
山
は
二
、
三
の
限
ら
れ
た
山
に
の
み
行
は
れ
る
状
態
で
あ
る
が
、
こ
の
中
學

校
山
岳
部
は
獨
り
他
と
そ
の
趣
を
異
に
し
、
未
だ
道
不
案
内
の
山
に
一
般
国
膿
登
山
と
し
て
の
先
鞭
を
つ
け
、
後
進
を
指
導
し
て
居
る

様
な
有
様
で
、
そ
の
活
躍
は
目
覺
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
未
だ
殻
服
も
固
ら
す
山
に
も
餘
り
な
れ
な
い
年
少
者
を
具
し
て
未
開
拓
の
深

山
行
を
決
行
す
る
と
云
ふ
事
に
就
て
は

一
般
の
議
論
も
あ
る
事
で
あ
ら
う
が
ゝ
兎
に
角
徒
末
幾
多
の
山
岳
を
開
拓
し
た
功
績
は
認
め
る

Ｏ
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
一
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境 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

べ
き
■
み
る
。
叉
そ
の‘
間
よ
く
之
を
指
導
し
て
一
の
間
違
も
起
さ
せ
な
か
つ
た
の
は
、
教
導
者

・
新
沼
佐
助
氏
及
び
瀬
古
氏
の
努
力
の
賜

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
中
登
山
隊
の
蔓
北
出
嚢
は
八
月
の
一
日
で
ゝ
蘇
澳
よ
り
船
に
て
花
蓮
港
に
上
陸
。
そ
れ
よ
り
花
蓮
港
研
海
支
鷹
の
タ
ロ
コ
峡
谷
を

湖
つ
て
シ
ラ
ツ
ク
駐
在
所
に
至
り
、
此
虎
を
本
擦
と
し
て
中
央
尖
山
行
を
試
み
る
と
云
ふ
。
筆
者
は
七
月
の
初
め
よ
り
山
歩
き
と
す
る

事
に
し
て
居
た
の
で
ゝ
八
月
五
日
頃
こ
の
根
擦
地
な
る
シ
ラ
ツ
ク
に
て
落
ち
合
ひ
ｂ
共
虎
で
蕃
人
人
夫
の
狩
出
し
や
食
糧
等
萬
端
の
用

意
を
整
へ
る
事
に
な
つ
た
。

筆
者
は
七
月
初
旬
蔓
北
を
出
嚢
阿
里
山
に
一
週
間
を
費
し
、
そ
れ
よ
り
靖
里
祗
に
出
で
卓
祗
大
山
（
一
〇
八
一
六
尺
）
に
蕃
人
を
連
れ

て
登
高
ゝ
そ
れ
よ
り
霧
祗
に
出
で
、
能
高
越
道
路
を
採
つ
て
寄
衆
主
山
南
峯
ゝ
能
高
山
を
極
め
花
蓮
港
に
出
で
た
。
そ
れ
よ
り
研
海
支

鷹
の
所
在
地
新
城
に
至
り
二
日
を
費
し
て
タ
ロ
コ
の
峡
谷
を
湖
り
、
中
央
尖
山
登
攀
の
根
擦
地
な
る
シ
ラ
ツ
ク
に
着
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
タ
ロ
コ
峡
谷
に
就
て
は
、
近
時
次
第
に
探
勝
す
る
人
士
の
者
多
き
を
加
へ
て
居
る
の
で
．
筆
者
は
数
に
敢
て
拙
劣
な
る
文
字
を

連
ね
て
そ
の
景
を
叙
し
た
く
な
い
。
併
し
営
然
の
順
序
と
し
て
一
通
り
の
訟
明
を
試
み
よ
う
。

タ
ロ
コ
峡
谷
は
花
蓮
港
研
海
支
鷹
の
タ
ツ
キ
リ
漢
が
、
中
央
山
脈
の
山
懐
に
食
ひ
入
つ
た
所
に
現
出
せ
し
め
た
漢
流
で
あ
る
。
漢
谷

の
比
較
的
老
年
期
に
あ
る
た
め
か
、
粘
板
岩
質
の
軟
蒻
な
る
構
成
に
よ
る
篤
か
は
明
で
な
い
が
、
一曇
潤
に
は
峡
谷
と
名
づ
く
べ
き
漢
谷

は
見
営
ら
な
い
。
こ
の
様
な
事
情
の
下
に
於
て
．
タ
ロ
コ
の
峡
谷
丈
は
こ
の
名
に
値
す
る
丈
の
批
大
と
偉
容
を
具
へ
て
居
る
。
水
の
流

る
上
川
床
は
石
友
岩
が
多
く
叉
そ
の
雨
岸
の
崖
は
石
友
岩
ゝ
片
岩
、粘
板
岩
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
て
居
る
。
今
谷
筋
を
辿
つ
て
見
る
と
．

川
日
か
ら
次
第
に
奥
に
入
る
に
つ
れ
て
谷
は
制
ル
、
雨
岸
の
岩
壁
は
次
第
に
そ
の
世
大
さ
を
増
す
。
七
、
八
里
に
し
て
タ
ビ
ト
に
至
る

が
、是
よ
ヶ
奥
は
中
央
山
脈
の
山
懐
に
多
数
の
支
流
を
流
出
し
て
、
そ
の
状
は
恰
か
も
屍
を
横
げ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
雨
岸
の
崖
壁
は
賢

に
批
大
の
一
語
に
蓋
き
る
。
直
下
何
千
尺
の
露
は
な
断
崖
は
惜
し
氣
も
な
く
そ
の
地
肌
を
見
せ
て
こ
の
漢
谷
の
雨
壁
を
飾
つ
て
居
る
。

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八三
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行 褒 月 十 年 五 和 昭

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
日

そ
の
絶
壁
の
大
規
模
叉
そ
の
瞼
唆
は
一曇
湾
の
諸
漢
谷
の
中
で
も
そ
の
比
を
見
出
す
事
が
出
来
な
い
。
こ
の
山
岳
地
方
に
な
夕
本
ヤ
ル
族

セ
ー
ダ
ツ
カ
亜
族
タ
ロ
コ
蕃
な
る
蕃
人
が
占
擦
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
も
彼
等
は
一曇
湾
蕃
族
の
中
で
も
最
も
慄
帰
な
種
族
で
あ
つ
そ
曾

て
は
こ
の
一
種
族
の
篤
に
営
局
は
多
大
の
犠
牲
を
排
つ
て
大
討
伐
を
行
つ
た
事
が
あ
る
。
彼
等
は
勇
敢
で
あ
り
、
豪
謄
で
あ
り
、
頑
張

で
あ
り
、
又
敏
捷
で
あ
る
。
山
を
飛
び
廻
る
事
野
猿
の
如
き
彼
等
は
こ
の
偉
大
な
天
険
に
頼
つ
て
あ
く
ま
で
反
抗
を
績
け
た
。
之
に
は

営
局
も
可
な
り
蒻
つ
た
も
の
で
み
つ
た
。，
現
今
で
は
彼
等
は
婦
服
し
て
よ
く
営
局
の
意
に
従
つ
て
居
る
が
、
然
し
何
時
峰
起
す
る
や
も

知
れ
な
い
懸
念
か
ら
軍
除
を
駐
在
せ
し
め
、
非
常
時
に
封
し
こ
の
道
路
を
修
理
し
駐
在
所
を
配
置
し
又
電
話
を
通
じ
て
緊
急
な
場
合
に

具
へ
て
あ
る
。
岩
を
開
婆
し
て
切
り
立
つ
た
断
崖
の
横
を
絡
ん
で
作
ら
れ
た
、
か
細
い
路
は
危
く

，
通
じ
て
居
る
。
こ
の
道
に
あ
つ
て

下
を
見
下
せ
ば
、
深
淵
に
暗
い
水
は
渦
巻
き
碧
満
に
自
い
玉
は
躍
る
。
封
岸
の
急
な
斜
面
に
は
蕃
屋
が
二
、
三
こ
び
り
つ
い
た
様
に
貼

在
し
加
ふ
る
に
氣
紛
れ
な
断
雲
は
峯
頭
よ
り
韓
じ
て
漢
間
を
放
浪
す
る
。

員
に
タ
ロ
コ
峡
谷
は
般
大
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
そ
の
突
死
と
し
て
釜
立
し
た
断
崖
の
雄
大
さ
は
他
に
そ
の
比
を
見
な
い
も
の
で
あ

る
。
然
し
筆
者
と
し
て
云
は
じ
む
れ
ば
筒
之
に
加
へ
た
い
も
の
が
二
あ
る
。
そ
の
一
は
森
林
で
あ
り
他
は
川
床
で
あ
る
。

今
に
も
崩
れ
落
ち
る
様
に
直
立
し
た
大
断
崖
は
批
観
無
比
で
あ
る
。
然
し
惜
い
哉
之
に
は
潤
ひ
が
足
り
な
い
。
僅
か
に
か
ヽ
る
雑
木

の
類
は
乾
燥
し
た
感
を
興
へ
る
に
過
ぎ
な
い
。
若
し
も
こ
れ
に
美
し
い
樹
木
の
密
生
が
こ
の
雨
岸
に
飾
ら
れ
て
あ
つ
た
な
ら
ば
如
何
ば

か
り
美
し
か
ら
う
か
と
は
、
あ
な
が
ち
筆
者
の
み
の
感
想
で
は
あ
る
ま
い
。
次
に
川
床
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
緊
張
味
が
足
り
な
い
ゝ
弛

緩
し
て
居
る
。
徹
頭
徹
尾
息
も
つ
ま
る
様
な
奔
満
の
連
績
で
も
な
け
れ
ば
叉
梓
川
式

。の緩
か
な
流
れ
で
も
な
い
。
さ
り
と
て
又
激
流
岩

を
噛
み
奔
満
淵
に
躍
る
と
云
つ
た
様
な
急
流
と
干
和
な
瀑
緩
た
る
流
れ
と
の
交
響
業
も
な
い
。
又
そ
の
水
は
普
通
の
場
合
精
々
濁
つ
て

居
る
。
こ
れ
は
水
品
の
如
く
透
明
な
方
が
望
ま
し
い
ｃ

以
上
は
極
め
て
干
凡
な
正
統
的
美
學
の
見
地
か
ら
叙
し
た
も
の
で
あ
つ
て
．
決
し
て
こ
の
意
見
が
絶
封
的
に
正
し
い
と

，
も
筆
若
は
思
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琥 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

は
な
い
。
内
地
の
自
然
に
坪
は
れ
た
筆
者
は
結
局
内
地
式
の
美
を
求
め
て
居
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
れ
ど
亦
タ
ロ
コ
の
漢
谷
の
美
を
以
上
の
様
な
型
に
は
崚
つ
た
観
賞
法
を
以
て
す
る
の
を
間
違
つ
た
様
に
も
筆
者
に
は
思
へ，
）の
で

あ
る
。
何
の
虚
飾
も
な
く
無
造
作
に
立
ち
は
だ
か
つ
た
岩
の
屏
風
、
ノ
ス
タ
ル
デ
ア
を
誘
ふ
緒
色
の
岩
肌
ｂ
透
明
に
澄
み
も
し
な
い
漢

水
、
叉
張
烈
な
南
の
太
陽
、
そ
れ
等
は
前
述
し
た
様
な
人
懐
し
い
自
然
、
優
美
な
る
自
然
ゝ
整
ひ
過
ぎ
た
自
然
と
は
全
く
封
瞭
の
位
置

に
立
つ
叉
別
な
美
學
の
創
造
に
依
つ
て
始
め
て
解
し
得
る
自
然
の
一
表
現
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一曇
湾
の
自
然
美
は
ノ
ス
タ
ル
デ
ア
か
ら

離
腕
し
な
け
れ
ば
観
賞
し
得
な
い
と
は
、
或
る
時
筆
者
が
痛
感
し
た
事
で
あ
つ
た
。

八
月
四
日
、
余
は
こ
の
タ
ロ
コ
の
漢
谷
を
湖
つ
て
シ
ラ
ツ
ク
駐
在
所
に
着
い
た
。
こ
の
シ
ラ
ツ
ク
祗
は
タ
ロ
コ
の
中
心
地
と
も
云
ふ

可
き
タ
ビ
ト
か
ら
四
里
許
り
山
奥
に
あ
り
．
タ
ビ
ト
よ
り
略
北
に
入
り
込
ん
だ
谷
を
二
里
許
り
湖
る
と
谷
は
三
分
し
て
右
す
れ
ば
タ
ウ

サ
イ
漢
、
左
す
れ
ば
コ
フ
ヘ
ル
漢
に
な
る
。
こ
の
コ
ワ
人

ル
漢
の
右
岸
を
一
里
餘
湖
る
と
こ
の
シ
ラ
ツ
ク
に
着
す
る
の
で
あ
る
。
途
中

花
蓮
港
か
ら
五
十
八
の
餘
り
若
か
ら
ぎ
る
催
躯
を
携
へ
た
阿

‐部
善
助
（笏
之
道
連
れ
に
な
る
。
同
氏
は
今
回
の
一
中
の
登
山
計
書
を
聞
き

行
を
共
に
し
や
う
と
馳
せ
参
じ
た
の
だ
さ
う
で
、
宮
城
縣
の
産
ｂ
若
ぐ
し
て
豪
湾
に
渡
り
、
討
伐
営
時
警
部
補
と
し
て
蕃
人
繰
縦
の
任

に
営
り
、
又
退
職
後
は
墓
湾
東
海
岸
山
地
の
鍍
物
探
検
に
老
服
と
い
と
は
す
従
事
さ
れ
て
居
る
一
種
の
氣
骨
を
有
す
る
人
で
、
御
互
ひ

に
老
批
の
差
こ
そ
あ
れ
山
に
封
し
て
鬼
印
的
の
性
格
は
二
人
を
隔
意
な
い
談
笑
に
導
い
た
の
で
あ
つ
た
。
道
す
が
ら
危
険
で
は
あ
る
が

愉
快
な
探
検
の
模
様
や
山
の
話
に
花
を
険
か
せ
な
が
ら
行
く
。
氏
が
純
朴
な
山
の
人
で
あ
る
蕃
人
を
よ
く
理
解
し
同
情
を
持
つ
て
居
る

の
に
は
非
常
に
同
感
を
催
し
Ｄ
又
好
意
が
持
て
る
の
で
あ
つ
た
。
天
氣
は
精
曇
り
勝
ち
で
、
初
め
て
見
る
タ
ロ
コ
の
漢
谷
は
薄
い
陽
光

の
下
に
展
開
し
ぅ
峰
頭
を
渉
る
断
雲
の
動
き
は
緩
か
で
。
次
第
に
雨
雲
は
瀑
氣
を
帯
ぴ
た
山
氣
の
中
に
低
迷
し
て
来
る
。
時
刻
を
超
越

し
た
二
人
は
岩
あ
る
毎
に
立
止
り
流
れ
あ
る
毎
に
憩
ひ
、
又
草
あ
る
毎
に
見
入
つ
て
ｂ　
一
向
に
捗
た
し
く
行
か
す
途
中
蕃
人
と
無
駄
話

０
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

て西フア



行  残  月 ―卜 年  五_ 不|: 昭

〇
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ六

を
し
て
深
水
温
泉
に
浸
り
、
神
聖
な
る
虎
女
峯
に
至
る
準
備
と
し
て
俗
界
の
汚
れ
を
あ
く
ま
で
流
し
去
つ
た
。
淵
泉
は
川
床
に
近
い
見

事
な
石
友
岩
の
岩
床
か
ら
湧
き
出
で
、
透
明
で
快
い
。
こ
の
温
泉
は
タ
ロ
コ
蕃
討
伐
営
時
深
水
大
尉
の
嚢
見
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
云

ふ
。
湯
に
浸
り
乍
ら
も
思
ひ
は
常
に
中
央
尖
山
に
飛
ぶ
。
眼
の
前
を
慢
し
く
流
れ
て
行
く
漢
水
に
見
入
つ
て
ゝ
再
び
こ
の
水
の
働
つ
て

来
る
水
源
、
中
央
尖
山
の
山
懐
に
思
ひ
は
暫
し
放
浪
す
る
。

こ
の
訪
れ
を
婦
り
の
日
に
約
し
て
、
筒
も
漢
間
を
博
ひ
っ
い
よ
ノ
ヽ
雨
雲
の
氣
色
ば
む
の
に
足
を
急
が
せ
て
シ
ラ
ツ
ク
駐
在
所
に
着

い
た
の
は
五
時
過
ぎ
で
あ
つ
た
。
淋
し
い
駐
在
所
だ
。
雨
雲
は
一
面
に
接
つ
て
、
白
い
色
は
こ
の
山
境
を
塗
り
つ
ぶ
し
、
漢
谷
の
岩
壁

の
頭
丈
が
黒
く
そ
の
面
を
ば
か
す
。
念
々
夕
方
の
訪
れ
と
雨
雲
の
進
軍
で
あ
る
。
天
氣
を
氣
づ
か
ひ
、
ほ
の
暗
い
ラ
ン
プ
の
下
に
地
国

を
幾
度
も
見
直
し
て
見
る
。
こ
の
五
千
尺
の
高
所
で
は
蚊
軍
の
要
来
も
な
い
。
明
日
末
り
含
す
可
き

一
行
の
姿
を
思
つ
て
厚
い
夜
具
に

く
る
ま
つ
て
夢
路
を
辿
る
。

明
く
れ
ば
八
月
の
五
日
で
あ
る
。

一
行
と
落
合
ふ
日
で
あ
る
。
そ
し
て
．
明
日
い
よ
ノ
ヽ
奥
山
行
の
準
備
を
す
る
日
で
あ
る
。
天
氣

は
良
く
な
い
。
大
氣
は
瀑
氣
を
含
ん
で
、
薄
れ
叉
濃
く
な
る
白
い
雨
雲
の
裾
か
ら
は
細
か
い
霧
雨
が
は
ら
ノ
ヽ
と
落
ち
る
。
然
し
何
と

な
く
明
る
い
感
じ
に
、
や
が
て
晴
れ
る
の
を
営
て
に
し
て
い
そ
ノ
ヽ
と
準
備
を
整
へ
る
。
時
折
眺
め
や
る
窓
の
外
に
は
南
書
風
の
山
が

細
雨
に
煙
つ
て
、
徐
々
と
動
く
と
も
な
く
動
く
雲
の
動
描
に
、
山
の
黒
い
頭
が
現
れ
て
は
薄
れ
、
又
浩
え
る
。
雨
雲
の
晴
れ
間
に
外
に

出
て
四
邊
を
見
渡
す
と
。
こ
の
シ
ラ
ツ
ク
は
山
に
と
り
回
ま
れ
た
境
中
に
あ
つ
て
．
東
北
に
は
コ
フ
ヘ
ル
漢
の
複
雑
な
谷
を
隔
て
ヽ
．

三
角
形
を
三
つ
並
べ
た
三
角
錐
山

（
八
八
八
二
尺
）
が
雲
上
に
頭
を
抜
き
。
右
手
に
海
鼠
山

（五
一
一
〇
尺
）
を
指
呼
す
る
事
が
出
来

る
。雲

の
上
昇
に
働
つ
て
突
然
現
れ
出
た
シ
ラ
ツ
ク
の
背
後
は
急
な
山
稜
で
．
ロ
サ
ヲ
蕃
祗
に
通
す
る
蕃
路
は
虹
期
の
跡
の
様
に
認
め
ら

れ
る
。
振
返
つ
て
、
中
央
尖
山
の
方
向
に
眼
を
移
し
て
も
ゝ
目
的
の
山
は
前
山
に
遮
ら
れ
て
見
え
な
い
。

一一ヽ
ノ

一３一４５７
、

一



続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

や
う
や
く
一
行
を
迎
へ
る
事
が
出
来
た
の
は
三
時
頃
で
あ
つ
た
。
早
速
新
沼
氏
に
含
つ
て
一
行
と
の
顔
合
せ
も
済
み
ｂ
直
に
準
備
に

と
り
か
ゝ
る
。

一
行
は
全
部
で
二
十
人
で
ゝ
タ
ビ
ト
か
ら
四
里
の
道
を
歩
ん
で
末
た
と
の
事
で
あ
る
。

二
十
人
と
な
る
と
そ
の
荷
物
も
大
憂
で
あ
る
。
こ
れ
に
五
ゝ
六
日
分
の
食
糧
と
露
螢
用
具
が
あ
る
、
又
蕃
人
の
食
糧
が
あ
る
。
こ
れ

等
を
等
分
に
分
け
て
、
蕃
人
に
背
負
は
せ
る
に
過
不
足
な
い
様
に
す
る
の
は
容
易
な
事
ぢ
や
な
い
。
山
行
に
連
れ
て
行
く
蕃
人
の
頭
敷

も
揃
ひ
、
略
萬
端
の
用
意
も
出
来
て
一
風
呂
浴
び
ゝ
新
沼
、
瀬
古
氏
等
と

い
室
に
お
さ
ま
つ
た
の
は
、
薄
間
の
迫
る
頃
で
あ
つ
た
。
山

行
に
つ
け
て
氣
に
な
る
の
は
天
候
の
問
題
で
あ
る
。
殊
に
蕃
人
を
除
い
て
、
何
人
も
今
迄
入
つ
た
事
の
な
い
未
知
の
領
域
へ
の
問
出
に

は
。
天
候
の
如
何
は
生
死
を
決
す
る
問
題
で
あ
る
。
同
じ
思
ひ
で
皆
が
見
上
げ
る
所
は
ｂ
何
れ
も
笙
の
色
で
あ
る
。
塞
模
様
は
ど
う
も

芳
し
く
な
い
。
薄
暗
い
塞
の
地
に
往
徳
す
る
自
雲
の
動
き
に
．
つ
い
眼
の
前
の
山
の
頭
が
現
れ
て
は
滑
え
る
。

こ
の
時
堂
々
た
る
催
躯
に
、
自
い
山
羊
髭
あ
る
温
乎
回
満
な
相
の
人
物
が
窓
か
ら
現
れ
て
、
我
々
に
刺
を
通
す
る
。
そ
れ
に
は
花
蓮

港
鷹
研
海
支
鷹
第
五
監
醜
Ｅ
駐
在
警
部
補
今
村
榮
次
郎
と
あ
る
。
我
々
の
登
高
し
や
う
と
す
る
中
央
尖
山
は
ゝ
蕃
人
の
居
佳
す
る
地
帯

所
謂
蕃
地
に
あ
る
。
印
ち
行
政
Ｅ
域
以
外
の
地
に
あ
る
．
こ
の
蕃
人
の
操
縦
に
は
墓
澤
線
督
府
で
警
察
の
理
蕃
課
が
営
つ
て
居
る
の
で

あ
る
が
、
こ
の
様
な
関
係
上
未
知
の
領
域
中
央
尖
山
に
登
高
せ
ん
と
す
る
時
に
は
我
々
丈
の
革
獨
行
動
を
許
さ
れ
な
い
し
．
又
運
搬
人

夫
た
る
蕃
人
の
狩
集
め
や
ｂ
道
案
内
と
し
て
の
蕃
人
の
斡
旋
に
、
是
非
と
も
、
そ
の
地
方
の
支
鷹
乃
至
郡
の
助
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
助
力
の
現
れ
と
し
て
通
常
理
蕃
課
の
定
め
に
よ
る
捜
索
隊
を
編
成
し
、
我
々
の
守
護
に
営
る
好
意
を
提
供
し
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
人
数
の
多
少
や
、
引
卒
蕃
人
の
敷
、
地
域
の
如
何
に
よ
り
て
増
減
が
あ
る
が
、
こ
の
行
に
は
警
部
補

一
名
巡
杏
部
長
一
名

巡
査
二
名
警
丁
一
名
が
同
行
し
て
下
さ
る
事
に
な
つ
た
。
こ
の
捜
索
隊
の
指
揮
官
と
し
て
、
今
村
榮
次
郎
氏
は
五
里
許
り
の
タ
ウ
サ
イ

山
里
駐
在
所
か
ら
末
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
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行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬

氏
は
こ
の
タ
ロ
コ
の
地
で
も
古
手
で
タ
ロ
コ
の
三
％
鳥
と
し
て
知
ら
れ
．
タ
ロ
コ
討
伐
営
時
か
ら
こ
の
地
方
の
蕃
人
の
討
伐
や
操
縦

に
功
績
の
あ
つ
た
人
で
。
こ
の
方
面
の
地
理
や
蕃
語
の
造
詣
に
「
叉
蕃
人
間
の
信
望
に
於
て
第

一
人
者
と
辮
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
有
力

な
る
氏
を
我
々
一
行
に
迎
へ
る
事
が
出
来
た
の
は
、
如
何
ば
か
り
力
張
ぐ
又
我
え
成
功
の
因
が
如
何
ば
か
り
氏
に
負
ふ
所
大
で
あ
る
か

知
れ
な
い
。

外
に
は
全
く
夜
の
帳
が
下
さ
れ
た
。
劇
し
い
雲
の
動
き
は
細
雨
に
憂
ク
ｂ
駐
在
所
前
の
魔
場
に
は
う
ら
め
し
い
雨
滴
の
音
が
聞
え
る

の
で
あ
つ
た
。
明
日
の
出
嚢
は
五
時
で
あ
る
。
愴
性
と
し
て
度
に
就
く
。
興
奮
し
た
頭
に
は
水
量
を
増
し
た
コ
ヮ
ヘ
ル
漢
の
漢
聾
が
耳

に
つ
い
て
寝
ら
れ
な
い
。

八
月
六
日
ｂ
床
を
蹴
つ
て
窓
外
を
眺
め
た
の
は
四
時
頃
で
あ
つ
た
。
未
だ
明
け
や
ら
ぬ
薄
闇
の
中
に
太
い
雨
條
は
シ
ト
ノ
ヽ
と
線
を

引
く
。
コ
ワ
ヘ
ル
漢
の
漢
聾
は
大
き
い
、
昨
夜
上
流
は
雨
が
降
つ
た
と
見
え
る
。
敢
行
か
？
　
体
養
か
？

晴
雨
何
れ
か
に
迷
ふ
雲
と
同
様
に
、
こ
ち
ら
の
決
心
も
叉
迷
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
し
ば
し
茫
然
と
し
て
居
る
中
に
蕃
人
が
昨
日
托
し

た
荷
物
を
背
負
つ
て
、
三
々
五
々
廣
場
に
と
集
つ
て
来
る
。
そ
し
て
ど
う
す
る
の
だ
と
聞
く
。
引
き
し
ま
つ
た
惜
躯
よ
、
畑
々
た
る
眼

光
よ
、
鐵
の
如
き
腕
よ
、
敏
捷
そ
の
も
の
ゝ
如
き
脚
よ
ゝ
腰
に
か
ゝ
る
彎
曲
し
た
尺
餘
の
蕃
刀
よ
。
我
々
は
御
身
達
に
頼
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
山
の
人
で
あ
る
御
身
等
蕃
人
の
、
経
験
と
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
数
日
間
努
力
と
危
険
と
を
分
つ
べ
き
蕃

人
は
決
し
て
他
人
の
様
に
は
思
へ
な
い
の
で
あ
る
。
雨
は
今
日
一
日
降
る
と
云
ふ
。
蕃
人
の
一百
は
信
じ
て
よ
い
。
結
局
よ
り
以
上
の
活

力
を
更
に
養
ふ
可
く
。
今
日

一
日
を
自
由
な
体
養
に
過
す
事
に
な
つ
た
。
い
ざ
出
嚢
と
ね
ぼ
け
限
に
起
さ
れ
た
連
中
は
、
喜
ぴ
勇
ん
で

叉
も
暖
い
痕
床
に
も
ぐ
る
。

胸
も
高
ま
る
憧
憬
の
山
の
問
出
に
は
さ
う
安
閑
と
痕
て
居
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
ぐ
つ
た
痕
床
か
ら
ｂ
又
も
制
ひ
出
し
て
ｂ
荷

( 455 )
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物
を
い
ぢ
く
つ
た
り
地
固
を
見
た
り
す
る
。

天
氣
は
左
程
悪
く
な
い
、
降
る
み
降
ら
す
み
の
天
候
で
あ
る
。
附
近
に
散
在
す
る
蕃
屋
を
急
な
山
坂
を
上
つ
た
り
下
り
た
り
し
て
訪

れ
る
。
出
嚢
延
期
と
な
つ
た
今
日
ｔ
蕃
人
達
は
園
燒
を
目
ん
で
苦
い
煙
草
を
燻
ら
し
て
居
る
。
彼
等
は
余
に
、
一
緒
に
山
に
行
く
の
だ

と
云
つ
て
は
な
つ
か
し
さ
う
な
眼
を
す
る
。
片
言
ま
じ
り
の
蕃
語
で
山
の
様
子
を
尋
ね
る
。
余
は
今
ま
で
に
蕃
人
達
と
は
、
貴
に
愉
快

な
山
族
の
日
を
数
多
く
過
し
た
。
歩
く
所
は
原
始
の
氣
涯
る
豪
湾
の
山
岳
、
そ
れ
に
又
、
余
の
相
手
と
な
る
の
は
浮
世
の
風
を
超
越
し

た
純
朴
の
野
人
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
又
こ
の
自
然
人
と
相
交
は
る
機
會
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
少
く
と
も
こ
の
数
日
は
余
の
熱
愛
す
る

蕃
人
達
と
山
に
日
を
過
す
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
危
険
も
如
何
な
る
冒
険
も
末
る
な
ら
末
い
。
人
間
の
奥
底
に
潜
ん
た
原

始
と
野
賛
を
狩
り
出
し
て
、
出
来
る
丈
闘
つ
て
見
た
い
。
何
時
も
乍
ら
奥
山
行
の
前
に
は
必
す
起
る
興
奮
を
、
無
理
強
い
に
し
た
沈
着

さ
で
歴
へ
つ
け
る
。
勘
め
ら
れ
た
自
家
用
の
粟
酒
に
早
く
も
淘
然
と
な
つ
て
、
小
雨
降
る
中
を
駐
在
所
へ
と
婦
る
。

今
村
、
新
沼
、
瀬
古
の
諸
氏
は
地
固
を
投
げ
て
評
定
の
最
中
で
あ
る
。
元
末
今
度
の
山
行
は
全
く
未
知
の
領
域
で
ゝ
皆
目
見
営
が
つ

か
な
い
所
を
行
く
の
は
不
安
で
も
あ
り
、
又
面
白
く
も
あ
る
。
初
め
地
国
上
の
み
で
中
央
尖
山
の
登
攀
の
計
書
を
し
た
時
は
、
タ
ウ
サ

イ
方
面
か
ら
タ
ウ
サ
イ
漢
を
湖
行
し
尖
山
の
東
肩
か
ら
登
る
可
く
豫
定
し
た
の
で
あ
る
が
ぅ
こ
の
計
書
を
所
轄
の
花
蓮
港
鷹
に
紹
介
し

て
見
る
と
、
鷹
は
こ
れ
を
そ
の
地
元
の
タ
ウ
サ
イ
の
主
た
る
今
村
氏
に
紹
介
し
た
。
所
が
今
村
氏
は
曾
て
各
蕃
祗
の
狩
薇
Ｅ
域
の
調
査

上
ゝ
又
附
近
地
勢
の
観
望
上
こ
の
東
肩
か
ら
尖
山
行
を
企
て
た
の
で
あ
る
が
、
時
恰
も
各
期
で
積
雲
の
た
め
と
険
し
い
断
崖
に
遮
ぎ
ら

れ
て
登
頂
を
果
さ
な
か
つ
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
尖
山
附
近
に
狩
猫
Ｅ
域
を
有
す
る
関
係
上
ゝ
地
理
に
詳
か
な
シ
ラ
ツ
ク
耐
方

面
の
蕃
人
に
聞
い
た
所
、
彼
等
は
こ
の
方
面
に
度
々
狩
独
に
行
く
の
で
路
を
知
つ
て
居
る
と
云
ふ
。
そ
れ
で
こ
の
シ
ラ
ツ
ク
祗
を
根
檬

地
と
し
こ
の
方
面
の
蕃
人
を
教
導
と
し
て
こ
の
奥
山
行
を
決
行
す
る
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
こ
の
山
行
は
全
く
蕃
人
を
頼
り
の
心
細
い
山
族
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
途
中
も
露
螢
地
ヽ
何
れ
に
選
ぶ
可
き
か
は
分
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中
央
尖
山
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登
攀
　
鹿
野
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ら
な
い
が
、
兎
に
角
中
腹
に
蕃
稽
ブ
レ
ン
ノ
フ
と
云
ふ
水
の
あ
る
所
が
あ
り
、
共
虎
で
蕃
人
は
よ
く
野
宿
を
す
る
と
い
ふ
の
で
Ｄ
そ
の

先
は
そ
れ
か
ら
の
事
と
し
て
一
先
づ
其
虎
ま
で
行
く
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
共
虎
に
は
朝
早
く
立
つ
と
書
ま
で
に
着
く
と
云
ふ
が
ｂ

獣
の
如
き
蕃
人
の
足
と
我
々
の
足
と
は
同
じ
尺
度
で
律
す
べ
き
で
な
い
。
又
、
そ
れ
か
ら
先
が
問
題
で
あ
る
。
ど
ん
な
悪
場
を
通
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
か
。
又
あ
の
三
角
錐
を
抜
く
最
後
の
尖
山
の
頂
は
如
何
で
あ
る
か
。
こ
れ
等
は
。
た
ど
ノ
ヽ
し
い
蕃
人
の
話
を
此
虎
で
聞
い

て
居
る
よ
り
は
、
一
歩
で
も
尖
山
の
頂
近
く
近
づ
い
て
研
究
す
る
よ
り
外
な
い
の
で
あ
る
。
繊
た
は
決
心
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
用
意

を
綿
密
に
し
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
山
行
に
は
叉
Ｄ
商
賣
柄
博
物
學
的
の
牧
獲
が
期
待
せ
ら
れ
た
。
現
今
一量
理
が
相
営
調
べ
ら
れ
て
居
る
と
云
つ
て
も
そ
れ
は
低
い

所
で
あ
つ
て
、
未
探
険
の
地
方
そ
し
て
高
山
領
域
は
未
だ
暗
黒
に
近
い
と
云
つ
て
も
過
言
で
な
い
。
中
央
尖
山
地
方
に
於
て
も
又
同
様

で
あ
つ
て
ｔ
地
質
地
形
的
の
問
題
は
別
と
し
て
も
ぅ
如
何
な
る
珍
奇
な
動
植
物
が
こ
の
探
究
に
よ
り
資
ら
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
行
に
於
て
も
最
大
の
努
力
を
此
等
の
牧
獲
に
注
ぎ
た
い
と
思
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
余
は
後
に
営
局
の
許
可
に
よ
り
蕃
地
に

於
て
も
銃
を
使
用
す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
つ
た
が
「
こ
の
時
に
は
未
だ
持
つ
て
居
な
か
つ
た
の
で
，
こ
の
不
便
を
補
ふ
に
は
，
ど
う

し
て
も
蕃
人
の
助
力
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
余
は
、
蕃
人
の
弓
自
慢
の
も
の
に
弓
矢
を
も
た
せ
島
や
獣
を
射
ら
せ
て
。
こ
れ
を

賃
金
制
度
で
買
ひ
上
げ
る
事
に
し
た
。
こ
の
方
法
は
感
心
し
た
方
法
で
は
な
い
が
こ
の
場
合
是
非
も
な
い
。
弓
で
射
ら
れ
た
小
形
の
獣

や
鳥
等
は
甚
だ
し
く
破
損
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
未
探
険
の
山
の
博
物
學
的
の
智
識
を
少
し
で
も
得
た
い
と
云
ふ
欲
求
の
前
に
は
問
題
で

な
い
。
鼠
が
い
く
ら
、
栗
鼠
が
い
く
ら
、
ム
サ
ヽ
ビ
．
イ
タ
チ
が
い
く
ら
ｔ
小
島
が
い
く
ら
と
ｂ
法
外
な
値
で
以
て
彼
等
を
驚
か
し
，

彼
等
蕃
人
の
助
力
を
藉
り
る
事
に
な
つ
た
。

我
々
の
居
る
室
の
窓
に
群
つ
て
好
奇
の
眼
を
注
い
で
居
た
蕃
人
も
、　
一
人
二
人
と
婦
つ
て
行
つ
た
。
そ
し
て
静
か
な
深
い
夜
に
、
轟

の
音
が
響
い
て
来
た
。
明
日
は
い
や
が
應
で
も
出
嚢
し
や
５
。
未
知
の
領
域
よ
初
遊
の
地
よ
ぅ
床
に
入
つ
て
か
ら
も
興
奮
は
俄
か
に
は

行 残 月 十 年 五 和 昭
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去
ら
な
い
の
で
あ
つ
た
。

中央尖山附近略固
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一
行
二
十
人
に
蕃
人
の
人
夫
四
十
人
を
加

へ
て
都
合
六
十
人
Ｄ
内
地
の
山
行
と
は
異
つ
た
牛
ば
探
険
的
の
こ
の
大
部
隊
は
ゝ
長
い
縦
列

を
・作
つ
て
い
よ
ノ
ヽ
憧
憬
の
山
へ
と
歩
を
進
め
る
。
余
は
今
村
氏
等
と
共
に

一
足
先

へ
と
出
嚢
す
る
。

駐
在
所
の
裏
よ
り
坂
道
を
下
り
ぅ
清
冷
な
谷
川
を
岩
を
飛
び
つ
つ
渡
り
、
相
営
急
な
坂
路
を

一
氣
に
あ
え
ぎ
乍
ら
上
る
。
瀑
つ
た
霧

氣
が
踏
み
分
け
て
行
く
草
や
灌
木
に
宿
つ
て
Ｄ
霧
と
草
と
の
香
が
鼻
を
つ
く
。
漸
く
明
く
な
つ
た
四
邊
も
晴
れ
や
ら
ぬ
霧
が
棚
引
い
て
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中
央
尖
山
の
登
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鹿
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九
一

√つ⊆

二
、
シ
ラ
ツ
ク
出
嚢

八
月
七
日
、
床
を
蹴
つ
て
外
を
眺
め

る
と
天
氣
は
相
憂
ら
す
餘
り
芳
し
く
な

い
。
五
時
で
あ
る
。
早
朝
の
薄
明
に
自

い
霧
が
山
を
ば
か
し
て
居
る
。
急
い
で

朝
食
を
食
べ
て
居
る
中
に
．
蕃
人
は
三

々
五
た
、
山
の
様
な
荷
物
を
背
負
つ
て

集
つ
て
来
る
。
霧
を
つ
い
て
蕃
人
の
友

呼
ぶ
聾
が
病
高
く
響
い
て
ｂ
緊
張
の
山

へ
の
問
出
は
粛
然
た
る
氣
持
に
な
る
。

午
前
六
時
い
よ
ノ
ヽ
出
嚢
で
あ
る
。
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居
る
の
で
、
山
の
様
子
も
よ
く
分
ら
な
い
。
そ
の
濃
淡
の
隙
間
か
ら
は
森
の
密
生
し
た
山
腹
や
、
紫
色
し
た
ガ
ン
が
時
折
の
ぞ
く
丈
で

あ
る
。
間
も
な
く
茅
戸
の
尾
根
上
に
出
る
。
露
し
げ
く
丈
高
い
茅
を
分
け
な
が
ら
三
十
分
も
進
む
と
。
途
中
奮
コ
ワ
ヘ
ル
蕃
祗
か
ら
米

た
路
を
過
ぎ
て
一
寸
し
た
山
の
山
腹
に
出
る
。
共
虎
に
は
栗
が
作
ら
れ
て
っ
白
い
顔
面
に
刺
墨
の
跡
生
た
し
い
女
が
一
行
を
見
途
る
。

此
虎
が
蕃
祗
か
ら
一
里
足
ら
す
の
所
で
も
あ
ら
う
か
。
此
虎
が
人
間
の
香
を
嗅
げ
る
最
後
の
場
所
で
。
こ
れ
か
ら
は
全
く
の
原
生
林
の

森
林
中
を
惇
つ
て
中
央
尖
山
の
山
懐
深
く
分
け
入
る
の
で
あ
る
Ｄ
此
虎
で
暫
時
休
息
す
る
、
丁
度
黄
色
く
な
つ
た
栗
の
穂
が
賓
つ
て
地

を
制
ひ
ゝ
雨
の
た
め
に
和
げ
ら
れ
た
穂
の
色
は
。
こ
れ
か
ら
奥
山
に
行
く
者
に
と
つ
て
は
人
懐
し
い
感
じ
を
興
へ
る
。

天
氣
は
相
憂
ら
す
で
あ
る
。　
一
足
先
へ
出
た
我
々
も
足
の
早
い
蕃
人
に
は
直
ぐ
追
ひ
つ
か
れ
て
、
彼
等
は
我
た
の
傍
に
、
ド
ツ
カ
リ

荷
物
を
下
す
。
見
れ
ば
彼
等
多
く
の
手
に
は
六
尺
の
桃
の
本
の
長
弓
が
握
ら
れ
、
又
そ
れ
に
は
二
、
三
本
の
鳥
用
の
矢ヽ
さヽ
へ
添
へ
ら
れ

て
居
る
。
余
は
此
等
蕃
人
の
成
功
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。
武
勇
優
れ
た
彼
等
は
必
す
や
余
を
満
足
さ
せ
る
事
で
あ
ら
う
。
彼
等
の
勇
ま

し
い
様
子
に
思
は
す
も
微
笑
ん
で
Ｄ
マ
ー
ガ
ル
、
パ
ハ
ン
ネ
ツ
ク
等
と
、
危
い
蕃
語
を
放
つ
て
見
る
。
パ
ラ
ノ
、
と
起
き
上
る
彼
等
に

せ
き
立
て
ら
れ
て
、
我
々
は
い
よ
ノ
ヽ
こ
の
森
林
中
へ
と
歩
を
運
ぶ
。

森
林
の
樹
種
は
多
く
落
葉
潤
葉
樹
で
、
タ
イ
ワ
ン
ハ
ン
ノ
キ
、
ム
シ
ヤ
ダ
モ
．
タ
イ
ワ
ン
ク
ル
ミ
、
ハ
ス
ノ
ハ
カ
ヘ
デ
、
ア
リ
サ
ン

ハ
ヒ
ノ
キ
、
コ
パ
ノ
シ
ロ
グ
モ
．
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ヤ
ツ
デ
等
が
限
に
つ
く
。
陰
派
な
森
林
で
あ
る
。
折
か
ら
の
燻
つ
ぱ
い

天
氣
に
森
林
中
は
殊
更
陰
鬱
で
過
ぎ
て
行
く
我
々
の
頭
上
よ
り
は
ハ
ラ
ノ
ヽ
と
時
折
雨
滴
が
こ
ば
れ
る
。
道
は
稜
線
の
右
側
精
下
を
上

下
し
な
が
ら
偉
ひ
、
そ
の
下
に
は
、　
一
、
二
十
尺
の
所
か
ら
コ
ワ
ヘ
ル
漢
の
本
流
が
渫
た
の
音
を
途
つ
て
来
る
。
路
は
蕃
路
と
は
云
ヘ

思
つ
た
よ
り
よ
く
り
急
な
断
崖
等
を
絡
む
時
は
丸
太
が
用
意
せ
ら
れ
て
居
て
左
程
の
困
難
を
感
じ
な
い
。
こ
の
地
方
の
蕃
人
が
こ
の
万

面
に
屋
々
狩
猫
に
来
る
事
が
推
定
せ
ら
れ
る
。

路
は
筒
も
こ
れ
等
の
木
の
下
道
を
過
ぎ
る
。
下
草
は
余
り
高
か
ら
す
．林
中
に
は
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
の
黄
色
い
花
梗
が
丈
餘
も
地
を
抜
き
．
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上
下
す
る
度
毎
に
つ
か
ま
る
岩
角
に
は
イ
ラ
ク
サ
の
棘
が
待
ち
構
へ
て
居
る
。
時
折
左
手
か
ら
は
清
ら
か
な
小
流
が
湧
き
出
で
て
谷
間

へ
と
落
ち
て
行
く
が
、
水
は
石
友
分
を
含
ん
で
居
る
の
で
う
ま
く
な
い
。
岸
邊
に
青
い
苔
を
着
て
居
る
石
も
多
く
は
石
友
沈
澱
を
被
つ

て
淡
褐
友
色
を
塁
し
て
居
る
。　
一
行
は
獣
々
と
し
て
歩
む
。
時
々
足
れ
踏
み
外
し
て
、
谷
間
に
落
ち
込
み
さ
う
に
な
る
事
も
あ
る
が
も

大
し
た
事
も
な
い
。
友
色
の
塞
か
ら
は
途
に
細
雨
が
シ
ト
シ
ト
と
降
つ
て
来
て
こ
の
暗
緑
の
淋
し
い
森
林
の
塞
氣
を
一
居
淋
し
い
も
の

に
す
る
。
森
林
の
幽
寂
は
釜
々
加
は
り
、
枝
の
込
み
合
ひ
緑
の
茂
つ
た
邊
に
は
怪
し
い
霧
の
妖
精
が
宿
り
出
す
。
さ
つ
き
か
ら
谷
間
の

茂
み
か
ら
は
ミ
ヽ
ジ
ロ
チ
メ
ド
リ
の
ゝ
ホ
イ
ビ
ー
、
ビ
ー
、
ビ
ー
、
ビ
ー
と
呼
ぶ
聾
が
，
他
の
小
鳥
の
聾
を
屋
し
て
響
い
て
来
る
。
そ

し
て
か
す
か
な
翡
ば
た
き
と
共
に
．
叉
別
な
鳴
き
聾
を
途
つ
て
来
る
。
こ
の
森
林
中
に
は
椎
茸
や
セ
ン
ポ
ン
シ
メ
デ
が
、
敷
日
の
陰
雨

に
勢
よ
く
倒
木
の
上
に
生
え
揃
つ
て
居
る
。
夕
食
の
足
し
に
も
と
見
つ
け
る
毎
に
蕃
人
に
採
ら
せ
て
行
く
。
も
う
可
な
り
来
た
時
分
だ

も
う
牛
分
は
末
た
ら
う
と
蕃
人
に
聞
く
と
↓
笑
ひ
乍
ら
う
な
づ
く
顔
に
精
ホ
ツ
ト
す
る
。　
一
行
の
減
入
つ
た
心
持
に
飯
で
も
食
へ
ば
少

し
は
元
気
が
出
る
だ
ら
う
と
．
少
し
書
に
は
早
い
乍
ら
書
食
を
す
ま
す
。

こ
れ
は
干
凡
な
経
験
乍
ら
、
山
頂
の
英
姿
を
眼
前
に
仰
ぎ
乍
ら
登
る
の
は
元
氣
が
出
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
様
に
出
嚢
以
来

一

度
も
目
的
の
山
を
望
ま
な
い
の
は
そ
れ
丈
暗
示
的
で
良
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
た
も
つ
て
そ
れ
所
で
は
な
く
待
ち
遠
し
い
も
の
で
あ

る
。
我
々
一
行
の
体
ん
で
居
る
眼
前
の
僅
か
に
開
い
た
木
立
の
隙
か
ら
は
、天
氣
な
ら
ば
中
央
尖
山
の
頂
が
見
え
る
さ
う
で
あ
る
が
、自

い
霧
は
そ
の
奥
に
展
開
す
べ
き
雄
景
を
全
く
覆
ひ
隠
し
て
居
る
。
未
だ
目
的
地
へ
の
牛
分
し
か
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
果
て
し
な
い

森
林
の
接
夕
ｂ
行
つ
て
も
ノ
ヽ
同
じ
様
な
緑
の
帳
、
時
々
木
立
が
塞
い
て
醜
野
が
開
け
る
毎
に
基
に
眼
を
遣
つ
て
、
白
い
霧
の
彼
方
に

何
物
か
見
や
う
と
し
て
見
る
。
然
じ
休
息
地
を
出
褒
し
て
同
じ
様
な
滅
入
つ
た
氣
分
で
歩
い
て
居
る
中
に
も
ゝ
我
々
は
次
第
に
露
誉
地

に
近
づ
い
て
居
る
事
は
事
賞
で
あ
つ
た
。
前
に
見
慣
れ
た
木
の
種
類
が
知
ら
ぬ
間
に
影
を
潜
め
、
そ
の
代
り
に
見
慣
れ
な
い
木
が
姿
を

現
し
出
し
た
。
そ
し
て
紅
の
肌
と
女
性
的
な
直
線
を
抜
く
紅
檜
が
．
あ
の
夢
み
る
様
な
枝
を
撲
げ
出
し
て
来
た
。
紅
檜
が
出
て
来
れ
ば
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中
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相
営
の
高
さ
に
上
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
露
螢
地
が
賞
際
の
所
如
何
程
の
高
距
に
あ
る
か
は
分
ら
な
い
の
で
あ
る
。
余
は
蕃
人
に
そ
の

高
距
を
植
物
の
分
布
の
上
か
ら
、
大
約
推
測
し
や
う
と
し
て
、
共
虎
に
は
、
ハ
ロ
ン
は
あ
る
か
と
聞
い
て
見
る
と
。
あ
る
と
云
ふ
。
何

れ
に
し
て
も
、
高
距
の
上
で
は
、
此
虚
か
ら
左
程
遠
く
は
な
い
の
で
あ
る
．

雨
は
前
よ
り
激
し
く
な
つ
て
来
た
、
午
後
の
天
候
で
あ
る
。
思
ひ
な
し
か
暗
く
な
つ
て
来
た
様
で
あ
る
。
前
か
ら
鳴
い
て
居
た
山
鳩

（
タ
イ
ワ
ン
ジ
ユ
ズ
カ
ケ
バ
ト
）
の
聾
が
、　
一
居
胸
に
し
み
る
。
仰
ぎ
見
る
大
き
な
木
立
の
一
本
の
枝
に
は
、
霧
の
ヴ
エ
イ
ル
に
番
氣
に

構
へ
た
山
鳩
が
三
％
許
り
餘
り
高
く
な
い
所
に
止
つ
て
居
る
。
今
村
氏
が
Ｙ
巡
査
の
騎
銃
を
と
り
上
げ
る
と
鳩
は
人
聾
に
驚
い
て
林
の

奥
深
く
へ
と
逃
れ
、
淋
し
い
聾
は
遠
く
か
ら
叉
博
つ
て
来
る
。
塞
は
確
か
に
暗
く
な
つ
て
来
た
、
雨
も
劇
し
く
な
つ
た
。
我
々
の
衣
服

も
又
相
営
濡
れ
た
。
い
よ
ノ
ヽ
急
ぎ
足
に
行
く
。
無
心
に
進
む
余
の
肩
を
一
人
の
蕃
人
が
叩
い
て
ブ
レ
ン
ノ
フ
は
彼
虎
だ
と
指
さ
す
。

見
れ
ば
、
眼
前
の
開
け
た
木
立
の
彼
方
に
は
も
森
林
に
被
は
れ
た
山
が
急
な
斜
面
を
前
に
し
て
た
ち
は
だ
か
る
。
そ
の
山
の
中
腹
は
確

か
に
干
坦
な
の
が
明
か
に
認
め
ら
れ
、
其
虎
か
ら
は
紫
の
煙
が
一
條
細
く
上
つ
て
居
る
。
先
へ
行
つ
た
蕃
人
が
人
を
燃
や
し
て
居
る
の

だ
と
分
る
。

一
行
は
辛
う
じ
て
元
気
を
族
復
し
急
ぎ
足
に
行
く
。
直
ぐ
に
音
高
い
漢
聾
が
響
い
て
来
る
。

一
寸
急
な
悪
場
を
下
り
る
と

下
は
河
原
で
コ
フ
ヘ
ル
漢
の
水
源
で
あ
る
。
下
流
の
様
に
石
友
に
自
濁
せ
ず
、
此
虎
こ
そ
は
清
冷
玉
を
溶
か
す
様
な
清
浄
さ
で
あ
る
。

露
螢
地
が
近
い
と
云
ふ
安
心
に
、　
一
行
は
喉
を
潤
し
汗
を
流
す
。
タ
ロ
コ
の
下
流
は
断
崖
こ
そ
大
規
模
で
は
あ
れ
、
何
と
な
く
物
足
り

な
い
谷
川
の
趣
な
の
に
、
此
虎
こ
そ
は
中
央
山
脈
の
胸
元
近
く
抱
か
れ
た
清
浄
無
垢
な
仙
境
で
あ
る
。
水
は
飽
く
ま
で
清
徹
で
、
そ
の

雨
岸
を
飾
る
岩
壁
の
美
し
い
事
よ
、
珪
岩
や
片
岩
に
日
ま
れ
た
硬
い
美
し
い
雨
壁
、
そ
し
て
川
床
、
清
い
水
に
割
ら
れ
た
岩
の
た
だ
す

ま
ひ
。
上
手
は
淡
赤
い
急
な
岩
壁
に
な
り
．
そ
れ
を
偉
つ
て
二
條
懸
る
美
し
い
銀
線
の
下
に
は
．
白
玉
の
躍
る
タ
ル
が
こ
れ
を
受
け
て

居
る
。
流
れ
が
速
く
又
相
営
深
い
が
、
こ
れ
に
は
蕃
人
獨
特
の
木
の
枝
で
作
つ
た
簡
単
な
慨
橋
が
残
つ
て
居
た
の
で
ぅ
割
合
に
容
易
に

封
岸
に
着
く
事
が
出
来
た
。
渡
る
と
直
ぐ
に
急
坂
で
あ
る
。
最
後
の
一
フ
ン
バ
リ
を
フ
ン
バ
ツ
て
。
今
日
の
露
螢
地
ブ
レ
ン
ノ
フ
に
や
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う
や
く
着
く
事
が
出
来
た‐
の，
は
三
時‐
牛
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

蕃
櫓
ブ
レ
ン
ノ
フ
は
平
ら
な
所
の
意
で
あ
る
。
成
程
こ
の
邊
は
山
稜
の
中
腹
に
可
な
り
魔
い
干
地
を
存
し
て
居
る
。
四
邊
は
「
ヒ
ヽ

ラ
ギ
カ
シ
、
コ
バ
ノ
シ
ロ
グ
モ
ゝ
ホ
ソ
バ
シ
ラ
カ
シ
、
ニ
ヒ
タ
カ
ガ
マ
ヅ
ミ
等
が
茂
り
ぅ
こ
れ
に
タ
カ
ネ
ゴ
エ
ウ
、
タ
イ
ワ
ン
イ
メ
ガ

ヤ
等
の
針
葉
樹
が
混
清
し
て
居
る
。
植
物
の
分
布
か
ら
見
て
．
こ
の
地
は
明
か
に
八
千
尺
の
高
距
を
有
し
て
居
る
事
が
分
る
。
こ
の
森

林
の
下
地
は
陰
漁
性
の
草
本
が
茂
り
、
水
は
所
々
に
湧
い
て
流
れ
を
作
り
飲
料
に
は
事
欠
か
な
い
。

総
勢
六
十
人
の
今
夜
の
用
意
は
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
木
暗
い
森
林
の
氣
の
中
に
、
蕃
刀
の
本
伐
る
言
は
丁
力
と
響
い
て
、
本
は
刈
り

排
は
れ
天
幕
は
張
ら
れ
た
。
薪
は
集
め
ら
れ
て
懐
し
い
焚
人
は
作
ら
れ
ゝ
景
気
の
よ
い
青
い
煙
は
林
中
に
た
な
引
く
。
大
部
除
の
炊
事

用
の
釜
か
ら
は
夕
飯
の
湯
氣
が
の
ど
か
に
立
昇
る
。
雨
も
し
げ
く
な
つ
て
来
る
さ
叉
夕
闇
も
次
第
に
迫
つ
て
来
る
。
皆
は
大
童
に
な
つ

て
働
き
出
す
。

こ
の
ブ
レ
ノ
フ
は
如
何
な
る
所
に
あ
る
の
か
？
　
附
近
の
地
勢
を
見
て
置
き
た
い
た
め
に
余
と
新
沼
除
長
と
は
更
に
こ
の
奥
な
る
高

所
に
偵
察
に
行
く
事
に
す
る
。
針
葉
樹
の
下
草
は
直
ぐ
に
オ
ヒ
フ
ケ
メ
ダ
ヶ
の
叢
生
に
な
り
ぅ
露
に
ビ
ツ
シ
ヨ
リ
に
な
つ
て
一
寸
し
た

急
坂
を
攀
ぢ
て
行
く
途
中
に
も
蕃
人
の
狩
猟
小
屋
が
数
屋
ｂ
檜
の
皮
を
葺
い
て
立
派
に
設
け
ら
れ
て
居
る
。
坂
に
背
を
向
け
風
を
防
い

だ
こ
の
山
小
屋
は
構
造
こ
そ
簡
単
で
あ
る
が
、
地
利
を
排
へ
た
蕃
人
の
経
験
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
な
の
で
。
此
虎
に
宿
れ
ば
如
何
な
る

暴
風
雨
に
も
絶
封
に
安
全
で
あ
る
。
自
由
な
る
狩
猿
の
日
よ
ゝ
彼
等
蕃
人
は
時
折
こ
の
様
な
狩
小
屋
を
根
擦
に
し
て
は
、
鹿
や
猪
を
狩

り
に
経
日
何
の
こ
だ
は
る
所
も
な
く
山
を
走
り
廻
る
の
で
あ
る
。
天
丼
に
吊
さ
れ
た
水
汲
の
瓢
筆
ゝ
隅
に
置
か
れ
た
使
ひ
古
し
た
鍋
ｂ

黒
く
な
つ
た
鹿
の
頭
骨
や
玲
羊
の
角
、
そ
れ
に
蕃
刀
。
懐
し
く
遺
る
白
い
焚
人
の
友
、
そ
れ
等
は
彼
等
の
愉
快
な
日
を
想
像
す
る
に
充

分
で
あ
る
。
萬
端
整
つ
て
居
る
小
屋
の
中
に
は
。
薪
や
付
け
木
ま
で
用
意
せ
ら
れ
て
居
る
。

こ
れ
は
い
ゝ
も
の
を
見
っ
け
た
と
喜
ぴ
勇
ん
で
筒
も
坂
路
を
登
る
と
尾
根
上
に
出
る
。
樹
木
は
な
く
な
り
、
眺
望
は
潤
然
と
開
け
Ｄ

Ｏ
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九二
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行 残 月 ― 十 年 五 和 昭

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力六

薄
緑
の
草
が
廣
く
猿
つ
て
居
る
。
然
し
一
面
の
霧
に
眺
望
は
遮
ら
れ
．
所
々
に
立
つ
栂
の
立
木
が
如
何
に
も
淋
し
さ
う
だ
。
天
氣
な
ら

ば
恐
ら
く
は
此
虎
か
ら
は
、
中
央
尖
山
の
英
姿
が
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
又
恐
ら
く
は
、
こ
の
尾
根
は
尖
山
の
胸
元
に
績
い
て

居
る
の
で
あ
ら
う
。
爺
た
と
吹
き
渡
る
高
山
の
寒
い
風
に
叉
元
来
た
道
を
辿
る
。
附
近
の
地
勢
を
幾
分
な
り
と
も
知
る
を
得
ｂ
又
狩
小

屋
を
見
つ
け
る
事
が
出
来
た
の
は
望
外
の
幸
ひ
で
あ
つ
た
。

露
螢
地
に
婦
り
着
く
と
一
行
は
我
た
を
待
つ
て
居
て
、
直
ぐ
に
夕
飯
を
し
た
ゝ
め
る
。
欲
張
つ
て
探
つ
て
来
た
茸
が
味
嗜
汁
に
山
の

香
を
添
へ
。
疲
勢
と
察
腹
は
元
氣
と
満
腹
に
憂
る
。
困
つ
た
事
に
は
雨
が
甚
く
な
つ
て
来
た
。
木
の
葉
を
叩
く
雨
滴
の
音
は
い
や
が
上

に
増
す
。
上
か
ら
来
る
雨
は
干
氣
で
あ
る
が
、
下
地
の
燥
つ
て
居
る
の
は，
ど
う
し
や
う
も
な
い
。
先
刻
嚢
見
し
た
小
屋
は
少
し
狭
い

が
ｂ
位
置
も
よ
し
下
が
乾
い
て
居
る
の
が
何
よ
り
な
の
で
一
疲
勢
の
た
め
い
や
な
顔
を
す
る
一
行
を
無
理
に
移
す
事
に
す
る
。
こ
の
様

な
奥
山
行
に
露
螢
地
の
撰
定
は
絶
封
的
に
必
要
で
あ
る
。
天
候
の
具
合

一
つ
で
、
幾
日
滞
在
す
る
様
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。面

倒
な
引
き
越
し
も
や
う
や
く
済
ん
で
、皆
が
蕃
人
と
一
緒
に
小
屋
の
中
に
納
ま
る
事
が
出
来
た
時
に
は
、も
う
夜
が
全
く
暗
い
帳
と

降
し
て
居
た
。
前
面
に
自
由
な
繁
茂
を
見
せ
て
居
る
森
林
の
頭
も
か
す
か
に
そ
れ
と
判
ぜ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
焚
人
の
赤
い
色
を
見

て
居
る
と
山
を
思
ふ
、
そ
し
て
山
の
天
候
を
思
ふ
。
明
日
は
ど
う
な
る
の
だ
。
こ
れ
か
ら
先
き
は
全
ぐ
如
何
な
る
難
所
が
待
ち
構
へ
て

居
る
の
か
、
又
山
頂
ま
で
に
如
何
程
の
距
離
が
あ
る
の
か
、
又
飲
料
を
得
る
場
所
が
あ
る
の
か
、
皆
目
分
ら
な
い
の
は
ゝ
何
と
云
つ
て

も

一
行
の
統
卒
者
の
一
人
と
し
て
不
安
で
な
ら
な
い
。
結
局
明
日
は
出
来
る
丈
早
朝
出
嚢
し
、
防
水
、
防
寒
用
具
其
他
非
常
時
の
食
料

以
外
無
駄
な
も
の
は
全
部
省
い
て
身
軽
に
な
つ
て
行
く
事
に
し
ゝ
若
し
も
距
離
が
遠
く
て
時
間
が
足
夕
な
い
場
合
に
は
、
岩
蔭
に
で
も

野
宿
し
て
こ
の
尖
山
行
を
決
行
し
や
う
と
云
ふ
事
に
な
つ
た
。

計
書
が
決
つ
て
皆
は
寝
に
就
く
。
い
よ
ノ
ヽ
最
後
の
突
撃
で
あ
る
。
痕
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
や
で
も
就
眠
時
間
を
充
分
に
探
つ

~て
面 下
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て
疲
勢
を
抜
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゴ
ロ
リ
と
横
に
な
つ
た
傍
に
は
細
い
人
が
燃
え
て
居
る
、
そ
し
て
蕃
人
が
度
て
居
る
。
森
々

と
更
け
る
夜
、
こ
の
静
寂
は
ど
う
だ
。
深
夜
の
寂
蓼
と
襲
ひ
来
る
寒
氣
、
皆
は
こ
の
山
中
の
一
角
に
痕
て
居
る
。
自
分
丈
が
起
き
て
居

る
。
深
山
深
夜
の
不
可
思
議
な
魅
力
に
次
第
に
引
入
れ
ら
れ
て
行
く
中
に
、
こ
の
様
な
所
に
自
分
の
生
命
と
魂
が
唯
明
日
の
劇
し
い
登

攀
を
一
日
に
思
ひ
つ
め
て
、
呼
吸
し
て
居
る
の
が
全
く
不
思
議
の
様
に
感
じ
て
来
た
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
緊
張
し
た
瞬
間
を
自
分
は

唯
業
し
ん
で
居
た
。
明
日
の
登
攀
が
若
し
も
簡
単
に
済
ん
だ
ら
、
早
速
下
界
へ
と
引
き
返
す
の
だ
。
さ
す
れ
ば
こ
の
山
の
試
錬
も
少
く

愉
快
な
蕃
人
と
の
交
遊
も
日
少
く
し
て
絡
る
の
だ
。
自
分
は
一
方
に
於
て
明
日
の
登
攀
の
成
功
を
所
り
な
が
ら
、
又
他
方
に
於
て
こ
の

山
行
が
波
瀾
重
昼
に
富
ん
だ
多
難
な
も
の
で
あ
る
事
を
切
に
望
ん
で
居
る
の
で
あ
つ
た
。

三
、
露

　

螢

　

地

八
月
八
日
、
グ
ツ
ス
リ
慶
込
ん
だ
身
般
と
魂
を
ゆ
り
起
さ
れ
て
飛
び
起
き
た
の
は
四
時
頃
で
あ
つ
た
。
新
沼
氏
が
今
日
は
ど
う
し
や

う
か
と
．
未
だ
明
け
や
ら
ぬ
暗
い
杢
を
指
し
て
相
談
せ
ら
れ
る
。
大
氣
は
非
常
に
雨
氣
を
帯
び
て
居
る
。
そ
し
て
氣
懸
り
な
の
は
か
な

，
急
な
速
さ
で
走
つ
て
行
く
黒
い
断
雲
の
一
国
で
あ
る
。
腫
を
こ
ら
し
て
見
る
と
、
こ
の
雲
は
何
か
し
ら
力
強
い
底
力
を
蔵
し
て
居
る

様
な
氣
が
し
て
来
る
。
我
々
は
こ
の
場
合
迷
は
ざ
る
を
得
な
い
。
殊
に
こ
の
二
、
三
日
中
に
暴
風
雨
が
あ
る
事
を
測
候
所
か
ら
聞
い
て

居
た
我
々
で
あ
る
。
毎
年
も
の
深
山
の
登
攀
の
成
功
に
今
年
こ
そ
は
や
ら
れ
さ
う
だ
と
思
つ
て
居
ら
れ
る
新
沼
氏
で
あ
る
。
こ
の
山
行

は
大
い
に
自
重
し
て
や
り
た
い
．
叉
一
日
延
び
れ
ば
そ
れ
丈
愉
快
な
日
が
多
く
な
る
と
思
つ
て
居
る
僕
で
あ
る
。
こ
の
黒
雲
の
現
出
は

次
第
に
出
嚢
延
期
諭
に
導
く
の
で
あ
つ
た
。
ボ
ツ
リ
ノ
ヽ
起
き
出
す
皆
と
筒
も
話
し
て
居
る
中
に
、
雨
さ
へ
降
つ
て
来
る
。
か
う
な
れ

ば
文
句
は
な
い
。
又
も
度
床
へ
と
も
ぐ
る
。

か
な
り
痕
込
ん
で
眼
を
さ
ま
し
た
の
は
、
六
時
過
ぎ
で
あ
つ
た
。
朝
飯
を
済
ま
し
て
煙
草
を
ふ
か
し
て
居
る
と
、
二
、
二
人
の
蕃
人

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
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〇
中
央
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山
の
登
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鹿
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九ハ

が
鼠
を
持
つ
て
来
る
。
昨
日
頼
ん
で
民
を
か
け
さ
せ
て
置
い
た
の
が
か
ゝ
つ
た
の
で
あ
る
。
，見
れ
ば
大
、小
二
種
居
る
。
蕃
名
【
澤
二
針

と

因
ｐ〓
詳

∪
ｃ
¨
Φギ
浄
Ｆ

，

で
あ
る
。
こ
の
高
山
に
於
て
哺
乳
動
物
は
稀
少
に
な
る
が
、
鼠
類
は
相
営
に
磯
見
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て

こ
れ
等
は
平
地
の
も
の
と
は
全
く
異
る
山
地
種
乃
至
高
山
種
で
あ
つ
て
、
高
山
帯
動
物
分
布
の
研
究
に
は
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
．

こ
の
牧
獲
を
喜
ん
で
居
る
中
に
、
雨
は
止
み
、
精
明
く
な
つ
て
来
る
。
デ
ツ
ト
し
て
は
居
ら
れ
す
、
少
し
で
も
山
の
様
子
を
見
て
来
や

う
と
、
新
沼
氏
と
原
徹
郎
君
、
そ
れ
に
案
内
知
つ
た
蕃
人
二
人
に
弓
を
持
た
せ
て
、
偵
察
に
と
出
嚢
す
る
。
他
の
蕃
人
に
は
精
々
鳥
を

取
れ
と
云
ひ
残
し
て
行
く
。

昨
日
来
た
尾
根
ま
で
来
て
見
る
と
、
茅
戸
の
緑
は
ず
が
′
ヽ
し
く
ぃ
露
に
し
と
つ
た
ニ
ヒ
タ
カ
シ
ラ
タ
マ
の
資
が
責
玉
の
様
に
つ
や

ノ
ヽ
し
て
ゝ
ニ
タ
ネ
ス
ヽ
キ
の
間
か
ら
顔
を
出
す
。
心
も
ち
明
く
さ
へ
な
つ
て
、
コ
ヮ
ヘ
ル
漢
の
水
源
地
方
の
山
々
が
精
晴
れ
さ
う
に

な
り
、
雲
の
薄
れ
日
か
ら
は
懐
し
い
青
い
山
の
色
さ
へ
覗
い
て
来
る
。
こ
の
一
寸
し
た
明
る
さ
に
も
イ
ワ
ヤ
マ
ヒ
カ
ゲ
、
ヲ
ジ
ロ
ヒ
カ

ゲ
、
ニ
ヒ
タ
カ
ゴ
マ
グ
ラ
シ
ロ
テ
フ
ゝ
ホ
ツ
ポ
ア
ゲ
ハ
等
高
山
性
の
蝶
が
心
浮
き
立
つ
て
尾
根
の
此
虎
彼
虎
を
飛
び
廻
る
。
塞
こ
そ
晴

れ
な
い
が
天
氣
は
思
つ
た
よ
り
有
望
で
あ
る
。
ス
ガ
ノ
ヽ
し
い
朝
の
塞
氣
に
の
ん
び
り
し
て
居
る
と
．
突
然
大
き
な
崖
崩
れ
の
音
が
コ

フ
ヘ
ル
漢
の
水
源
地
方
に
響
き
亘
る
。
崩
れ
る
光
景
こ
そ
窺
へ
な
い
が
そ
の
規
模
は
か
な
り
大
き
い
ら
し
く
、
そ
の
岩
を
呼
び
谷
間
を

韓
落
す
る
音
は
讚
々
と
し
て
こ
の
山
境
を
震
骸
し
、
奥
山
行
を
控
亥
て
居
る
我
々
に
一
種
言
ふ
に
言
は
れ
ぬ
感
を
興
へ
る
。

中
央
尖
山
の
方
は
一
面
に
雲
が
蔓
つ
て
居
る
。
そ
し
て
我
々
の
立
つ
て
居
る
尾
根
は
果
て
も
な
く
北
東
の
方
向
に
績
き
、
共
奥
は
雲

に
浅
し
て
居
る
。
尾
根
は
相
営
廣
く
園
味
を
帯
び
、
傾
斜
は
割
合
に
緩
か
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
尾
根
を
出
来
る
丈
辿
つ
て
四
邊
の
地

勢
を
観
望
し
よ
う
と
露
し
げ
き
下
草
を
踏
ん
で
進
み
出
す
。
道
々
ニ
ヒ
タ
カ
シ
ラ
タ
マ
の
資
を
口
に
ほ
ゝ
ば
り
な
が
ら
行
く
と
、
傾
斜

は
次
第
に
加
は
り
、
闊
葉
樹
の
森
林
を
通
り
抜
け
る
と
、
簡

一
層
激
し
く
な
る
。
行
手
に
は
園
い
隆
起
が
雲
の
中
か
ら
現
れ
出
る
。
こ

れ
に
上
れ
ば
四
邊
の
眺
望
は
よ
く
窺
へ
る
と
思
つ
て
漸
く
辿
り
着
け
ば
、
更
に
上
に
は
叉
も
同
様
の
隆
起
が
あ
る
。
こ
れ
に
釣
ら
れ
て

一
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次
第
に
登
る
申
に
下
草
は
オ
ヒ
フ
ヶ
メ
ダ
ケ
の
短
生
に
憂
り
、
ニ
ヒ
タ
ル
ト
ド
マ
ツ
の
太
い
立
枯
れ
の
幹
が
自
骨
の
様
な
姿
譜
を
友
色

の
塞
に
情
然
と
何
本
も
曝
し
て
居
る
。
路
も
無
く
な
つ
て
来
た
。
傾
斜
は
加
は
リ
メ
ダ
ヶ
に
茨
の
数
も
増
し
て
来
た
。
そ
し
て
ト
ド
マ

ツ
の
Ｅ
大
な
倒
木
が
無
残
に
も
縦
横
に
そ
の
残
骸
と
横
た
へ
て
、我
々
の
行
手
を
塞
ぐ
。
そ
の
惨
た
る
光
景
は
山
津
浪
の
跡
の
様
で
、
こ

の
尖
山
を
領
す
る
山
脚
の
兇
暴
性
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
様
な
氣
が
す
る
。
藪
を
分
け
倒
木
を
踏
み
越
え
又
は
偉
つ
て
更
に
登
る
。
四
邊

は
相
憂
ら
す
落
漢
た
る
景
色
の
連
り
で
あ
る
。
皆
は
無
言
だ
。
タ
イ
ワ
ン
ジ
ユ
ズ
カ
ケ
バ
ト
が
、何
虎
か
ら
か
飛
ん
で
末
て
、淋
し
い
高

い
ト
ド
マ
ツ
の
枝
に
止
る
。
蕃
人
が
弓
矢
を
持
つ
て
こ
れ
に
近
寄
る
と
ゝ
鳥
は
こ
の
枝
を
去
つ
て
、
雲
の
中
へ
と
消
え
て
行
く
。
倒
れ

た
ト
ド
マ
ツ
に
は
時
折
ウ
チ
ハ
タ
ケ
が
生
え
て
居
る
。
こ
れ
を
取
つ
て
は
体
む
暇
に
焼
い
て
食
べ
る
。
香
は
た
ま
ら
な
く
良
い
。
途
中

危
い
倒
木
の
上
を
偉
は
る
様
な
個
所
は
蕃
刀
を
持
つ
て
刻
目
を
作
つ
て
行
く
、
我
々
は
こ
の
様
な
同
じ
尾
根
の
連
り
を
唯
ひ
た
す
ら
登

つ
た
。
そ
し
て
三
時
間
以
上
を
こ
れ
に
費
し
た
。
併
し
尾
根
の
様
子
は
少
し
も
憂
ら
う
と
し
な
い
。
地
国
に
依
れ
ば
そ
の
時
間
と
云
ひ

距
離
と
云
ひ
「
相
営
尖
山
近
く
末
て
居
る
書
で
あ
る
が
。
こ
の
邊
り
の
様
子
は
目
的
地
に
か
な
り
の
隔
り
の
あ
る
事
を
示
し
て
居
る
。

筒
も
少
し
く
地
勢
を
明
か
に
し
た
い
も
の
と
小
牛
時
も
登
つ
て
見
て
も
矢
張
り
同
様
な
状
態
で
あ
る
。
友
色
の
霧
　
・
‥
淋
し
い
立
枯
れ

の
本
、
荒
涼
た
る
尾
根
の
連
り
．
そ
し
て
肌
寒
い
高
山
の
塞
氣
と
滅
入
る
様
な
森
閑
さ
で
あ
る
。
約

一
寓
尺
ま
で
も
末
た
ら
う
か
、
憂

る
べ
き
周
園
が
少
し
も
憂
ら
な
い
。
こ
の
尾
根
の
長
大
な
の
に
今
更
の
様
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。
筒
少
し
行
き
た
い
の
を
止
め
て
前
進

を
打
切
る
事
に
す
る
。
斯
く
し
て
疲
れ
た
足
を
引
き
づ
つ
て
、
露
螢
地
ま
で
露
り
着
い
た
の
は
一
時
牛
で
あ
つ
た
。

尾
根
は
斯
く
の
如
く
長
大
で
あ
る
。
こ
の
偵
察
に
依
つ
て
こ
の
事
費
を
確
か
め
得
た
の
は
幸
で
あ
つ
た
。
こ
の
様
子
で
は
ゝ
朝
普
通

に
出
嚢
し
た
の
で
は
こ
の
尾
根
の
登
攀
に
丈
で
も
時
間
を
と
ら
れ
て
、
尖
山
近
く
行
く
頃
に
は
午
後
に
な
り
。
叉
唯
さ
へ
悪
い
天
氣
は

午
後
に
は
必
す
尖
山
を
雲
で
覆
つ
て
経
ふ
。
而
し
て
途
中
に
水
が
あ
れ
ば
共
虎
で
露
螢
し
て
も
よ
い
が
、
あ
の
尾
根
の
様
子
で
は
あ
り

さ
う
も
な
い
。
そ
れ
で
甚
だ
英
断
で
は
あ
る
が
３
朝
食
と
書
飯
を
共
に
今
夜
中
に
作
つ
て
置
き
、
出
来
る
丈
軽
装
し
て
夜
中
の
十
二
時

〇
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
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申
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山
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鹿
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一８

松
明
を
持
つ
て
夜
間
行
動
を
開
始
し
、
ひ
た
す
ら
登
つ
て
行
け
ば
夜
の
明
け
る
頃
に
は
こ
の
尾
根
の
移
り
に
着
く
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で

登
れ
さ
う
な
ら
直
に
登
攀
を
始
め
、
又
そ
の
間
に
露
螢
地
を
蕃
人
に
捜
さ
せ
る
。
又
駄
目
な
ら
筒

一
晩
露
螢
地
に
宿
泊
し
て
最
後
の
フ

ン
バ
リ
を
や
る
。
事
此
虎
に
及
ん
で
は
こ
れ
よ
り
他
に
方
法
が
な
い
。
夜
間
の
行
動
は
感
心
し
な
い
が
ゝ
今
日
偵
察
し
た
様
な
尾
根
な

ら
天
氣
さ
へ
良
く
ュ
ツ
ク
リ
行
け
ば
行
け
な
い
事
は
な
い
と
云
ふ
事
に
な
る
。
斯
う
決
れ
ば
い
よ
ノ
ヽ
準
備
で
あ
る
。
蕃
人
を
皆
集
め

て
ｔ
松
明
と
な
す
べ
き
ハ
ロ
ン
（油
松
）を
取
ら
せ
る
事
に
す
る
。
蕃
人
達
は
大
き
な
蕃
刀
を
携
へ
て
思
ひ
ノ
ヽ
に
森
林
の
中
に
潜
つ
て

行
つ
た
。
間
も
な
く
ゴ
ソ
ノ
ヽ
と
枝
を
か
き
分
け
て
出
て
来
た
蕃
人
の
背
に
■
澤
山
の
ハ
ロ
ン
が
集
め
ら
れ
て
居
た
。
こ
れ
で
準
備
ヽ

整
つ
た
。
こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
證
力
を
抜
復
す
べ
く
睡
眠
を
採
る
よ
り
他
に
な
い
。
今
舅
十
二
時
に
起
述
れ
る
の
だ
。

皆
は
度
て
居
る
。
僕
も
眠
む
た
い
。
然
し
オ
ツ
ト
仕
事
が
残
つ
て
居
る
。
そ
れ
は
こ
の
附
近
の
鳥
や
獣
や
昆
轟
等
を
調
べ
て
置
く
事

だ
。今
日
調
べ
て
置
か
な
け
れ
ば
こ
の
附
近
の
動
物
を
知
る
事
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
蕃
人
四
、
五
人
に
弓
矢
を
持
た
せ
僕
は
捕
轟
網

を
持
つ
て
、
こ
の
森
林
中
を
此
虎
彼
虎
と
歩
き
ま
は
る
。
茂
つ
た
本
の
上
か
ら
は
色
た
の
鳥
の
囀
り
が
響
い
て
来
る
。
そ
し
て
緑
の
幕

に
は
大
き
い
の
や
小
さ
い
の
や
島
の
影
が
動
い
て
居
る
。
踏
ん
で
行
く
瀑
つ
ぱ
い
下
地
に
は
獣
の
足
跡
が
績
き
又
は
飢
れ
て
居
る
。
鹿

の
が
一
番
多
い
、
そ
れ
か
ら
玲
羊
、猪
等
の
が
認
め
ら
れ
る
。
蕃
人
は
注
意
深
く
そ
の
足
跡
を
眺
め
て
は
こ
れ
は
雄
だ
と
か
、雌
だ
と
か

又
何
時
間
前
に
急
い
で
通
つ
た
と
か
云
ふ
。
彼
等
は
如
何
に
も
残
念
さ
う
だ
。
何
故
な
ら
鐵
砲
を
持
つ
て
来
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

叉
携

へ
て
居
る
弓
の
矢
は
鳥
を
取
る
矢
で
、
こ
の
大
き
な
獣
に
は
用
と
な
さ
な
い
。
鳥
の
矢
は
鋸
歯
を
持
つ
た
竹
の
枝
が
、
矢
の
尖
に

つ
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
鐵
砲
が
あ
れ
ば
鹿
の
一
頭
や
二
頭
は
こ
の
場
に
於
て
獲
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
印
ち

中
央
山
脈
の
東
西
に
は
タ
イ
ヤ
ル
族
と
セ
ー
ダ
ツ
カ
亜
族
と
の
異
な
つ
た
部
族
が
住
ん
で
居
る
。
彼
等
同
志
は
昔
か
ら
仇
敵
開
係
で
互

ひ
に
首
狩
に
餘
念
が
な
い
。
そ
し
て
こ
の
中
央
山
脈
の
脊
梁
は
丁
度
雨
種
族
の
狩
猟
Ｅ
域
の
接
鯛
黙
に
営
つ
て
居
る
た
め
、
時
に
ど
う

か
す
る
と
狩
に
出
た
雨
者
が
遇
々
こ
の
山
上
に
於
て
相
見
ゆ
る
事
に
な
る
。
さ
う
す
る
と
共
虎
に

，
は
必
す
戦
罰
が
開
始
さ
れ
て
、
何
れ
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か
死
傷
を
出
さ
な
い
中
は
納
ら
な
い
。
こ
の
中
央
尖
山
に
於
て
も
こ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
印
ち
西
側
か
ら
は
漢
頭
蕃
ピ
ヤ
ナ
ン
祗
、
シ

功
ヤ
ウ
蕃
の
蕃
人
が
末
る
し
、
又
東
側
か
ら
は
タ
ロ
コ
の
蕃
人
が
行
ぐ
。
こ
の
様
な
懸
念
か
ら
飛
道
具
さ
へ
携
帯
を
禁
じ
た
ら
大
丈
夫

だ
ら
う
と
云
ふ
事
に
な
つ
て
、
持
つ
て
末
さ
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
事
情
で
は
是
非
も
な
い
が
考

へ
て
見
れ
ば
残
念
な
事

で
あ
つ
た
。

こ
の
森
の
美
し
い
原
生
林
の
中
を
っ
蕃
人
と
共
に
，
数
多
い
蕃
人
の
中
で
も
最
も
武
勇
を
以
つ
て
鳴
る
タ
ロ
コ
の
蕃
人
と
思
出
多
く

も
歩
い
て
居
る
中
に
鳥
の
敷
々
は
次
第
に
集
め
ら
れ
る
。
余
は
彼
等
が
弓
を
ひ
く
様
を
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。
張
弓
の
満
を
離
れ
た

矢
が
勢
よ
く
鳥
や
栗
鼠
に
飛
ん
で
行
く
。
次
の
瞬
間
に
は
獲
物
が
地
上
に
落
ち
て
来
る
。
矢
の
尖
が
分
れ
て
居
る
た
め
か
時
に
矢
は
、

樹
上
高
く
引
つ
か
ム
つ
て
落
ち
て
来
な
い
事
が
あ
る
。
然
し
彼
等
は
こ
れ
を
捨
て
は
し
な
い
。
如
何
な
る
困
難
な
立
木
に
も
躊
躇
な
く

危
険
を
冒
し
て
登
り
出
す
。
そ
し
て
枝
が
細
く
て
層
か
な
い
所
は
、
腰
の
蕃
刀
を
揮
つ
て
枝
と
共
に
伐
り
落
す
。
、
そ
れ
は
決
し
て
こ
の

矢
が
惜
し
い
の
で
は
な
い
。
獲
物
を
得
る
事
な
く
し
て
無
駄
な
矢
を
失
ふ
の
を
叉
な
き
恥
辱
と
心
得
て
居
る
の
で
あ
る
。
余
は
こ
の
武

士
的
の
氣
分
を
嬉
し
く
思
つ
た
。

斯
く
し
て
夕
方
に
ｂ
種
た
の
牧
獲
物
に
心
躍
ら
せ
乍
ら
掃
つ
て
来
る
と
、
手
に
た
々
獲
物
を
携
へ
た
他
の
蕃
人
は
小
屋
に
集
つ
て
余

を
待
つ
て
居
た
。
そ
れ
に
は
新
種
と
見
な
さ
れ
る
モ
ヽ
ン
ガ
が
あ
る
。
翼
を
紫
色
に
輝
か
し
腹
の
茶
色
つ
ぽ
い
綺
麗
な
森
の
鳥
、
チ
ヤ

バ
ラ
オ
ホ
ル
リ
が
居
る
。
ヤ
プ
ド
リ
、
シ
マ
ド
リ
．
カ
ム
ム
リ
チ
メ
ド
リ
、
ヒ
メ
フ
ク
ロ
ウ
等
徒
末
新
高
山
よ
り
他
、
産
地
を
得
な
か

つ
た
珍
鳥
の
多
く
を
集
め
る
事
が
出
来
た
。
こ
れ
で
、中
央
尖
山
の
八
、九
千
尺
附
近
の
動
物
は
大
鰐
こ
れ
を
う
か
が
ふ
事
が
出
来
る
。

こ
の
上
部
に
績
く
べ
き
又
よ
り
貴
重
な
高
山
帯
の
動
物
の
牧
獲
は

一
に
か
ゝ
つ
て
明
日
―
―
短
時
間
で
は
あ
る
が
、
明
日
の
奮
同
如
何

に
あ
る
。
山
に
於
て
も
最
も
そ
の
神
秘
と
世
麗
と
を
多
く
蔵
す
る
山
頂
の
観
察
に
、
僅
か
明
日
の
一
部
を
充
て
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は

非
常
に
物
足
り
な
く
思
は
れ
る
が
。
こ
の
様
な
場
合
是
非
も
な
い
。
余
は
最
善
の
努
力
を
明
日
の
行
に
か
け
る
べ
く
心
に
固
く
誓
つ
た

Ｏ
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
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の
で
あ
つ
た
。

外
に
は
、
早
ｂ
夕
間
が
下
り
て
白
い
霧
は
釜
々
濃
く
横
っ
て
来
る
。
今
晩
は
眠
い
中
に
起
さ
れ
る
の
だ
。
皆
は
度
て
居
る
。
僕
も
横

に
な
つ
て
居
る
一
枕
元
に
は
、
二
食
分
の
排
営
と
大
き
な
胴
藍
が
明
日
の
出
嚢
を
待
ち
わ
び
て
居
る
。
起
き
た
ら
直
ぐ
こ
の
荷
物
を
持

つ
て
出
掛
け
る
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。
乗
る
か
そ
る
か
や
つ
て
見
る
の
だ
、
今
日
一
日
の
労
働
に
疲
れ
切
つ
た
僕
は
焚
人
の
ほ
そ
る
の

も
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
深
い
眠
り
に
落
ち
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。

四
、
尖

山

に

向

ふ

八
月
九
日
、
夢
の
中
に
蕃
人
の
叫
喚
の
聾
が
聞
え
た
。
驚
い
て
起
き
て
見
る
と
、
松
明
の
人
が
ね
ば
け
眼
を
張
く
射
た
。
時
計
を
見

る
と
十
二
時
二
十
分
だ
。
深
夜
の
静
寂
に
蕃
人
の
馨
高
く
呼
び
交
す
異
様
な
響
が
出
嚢
の
前
の
戦
慄
を
強
ひ
る
。
深
山
の
深
夜
に
時
な

ら
ぬ
物
書
は
起
つ
て
、
皆
は
ド
ャ
ノ
ヽ
と
起
き
出
し
ガ
タ
コ
ト
と
出
嚢
の
用
意
は
始
め
ら
れ
る
。
十
二
時
三
十
五
分
、
こ
の
行
に
幸
あ

れ
、
い
よ
ノ
ヽ
出
嚢
で
あ
る
。
各
自
に
持
つ
松
明
に
人
は
貼
ぜ
ら
れ
て
草
木
も
眠
る
と
云
ふ
こ
の
員
夜
申
に
行
動
は
開
始
さ
れ
た
。
縦

列
を
作
つ
て
皆
は
こ
の
黒
い
山
を
行
く
。
長
蛇
の
様
な
こ
の
列
に
松
明
の
人
は
勢
よ
く
燃
え
て
、
綺
麗
と
云
ふ
よ
り
も
物
凄
い
。
森
林

帯
を
抜
け
て
間
も
な
く
茅
戸
の
尾
根
上
に
出
る
。
霧
は
晴
れ
上
つ
た
。
そ
し
て
黒
い
寒
い
間
が
披
つ
て
居
る
。
ふ
と
行
手
を
見
て
驚
い

た
事
に
は
ゝ
こ
の
紺
黒
の
間
を
通
し
て
中
央
尖
山
の
一
塊
が
黒
々
と
こ
の
間
よ
り
も
黒
く
、翼
を
振
げ
て
居
る
で
は
な
い
か
？
　
初
め
て

こ
の
行
に
於
て
仰
ぎ
見
る
尖
山
の
雄
姿
、
そ
れ
は
今
迄
の
何
よ
り
も
大
き
な
構
へ
を
張
つ
て
居
る
の
で
あ
つ
た
。
今
迄
容
易
に
そ
の
面

を
見
せ
な
か
つ
た
こ
の
山
、
そ
れ
も
途
に
そ
の
顔
を
現
は
し
た
。
今
日
は
有
望
か

，
・

然
し
こ
れ
も
書
の
訪
れ
と
共
に
又
そ
の
面
を
雲

の
中
に
隠
し
て
経
ふ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
？
　
そ
の
側
山
を
従
へ
て
堂
々
と
雨
箕
を
張
つ
て
居
る
姿
は
賢
に
雄
大
で
あ
つ
て
、
中
央
山

脈
の
一
峯
と
し
て
優
に
他
に
愧
ぢ
な
い
も
の
で
あ
る
。
間
に
横
げ
ら
れ
た
翼
、
そ
れ
は
暗
黒

・に棲
ふ
蝙
蝠
の
何
か
知
ら
怪
奇
的
な
あ
る

一Ｄ一Ｄ一豪一く



競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

性
格
を
現
は
し
て
居
る
様
に
も
思
は
れ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
此
虎
か
ら
尖
山
ま
で
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
事
が
明
に
な
つ
た
。
果
し

て
今
日
登
頂
を
経
へ
て
、
無
事
節
還
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か

，
・

斯
く
考
へ
る
と
心
は
せ
き
足
は
急
が
ぎ
る
を
得
な
い
。
併
し

夜
間
と
国
醍
の
行
動
で
あ
る
。
足
は
思
ふ
様
に
進
ま
な
い
。

先
頭
は
己
に
数
町
先
に
行
つ
て
居
る
。
そ
し
て
後
尾
は
筒
二
、
三
町
の
所
に
あ
る
。
赤
い
松
明
の
列
が
ゆ
ら
め
き
、
見
え
隠
れ
し
て

山
に
登
る
様
は
ゝ
確
か
に
憂
つ
た
美
し
い
光
景
だ
。
路
は
火
第
に
悪
く
又
急
に
な
る
。

一
行
は
約
十
分
乃
至
十
五
分
毎
に
二
ゝ
三
分
の

休
憩
を
と
つ
て
は
進
み
出
す
。
足
許
こ
そ
精
々
悪
い
が
、
こ
の
本
の
な
い
急
な
尾
根
條
を
善
間
陽
に
照
ら
さ
れ
乍
ら
登
る
事
に
比
べ
れ

ば
反
つ
て
よ
い
と
も
云
へ
る
。
道
は
更
に
急
に
な
る
。
無
造
作
に
韓
つ
た
倒
木
の
上
等
を
渡
る
と
き
に
昨
日
刻
ん
で
置
い
た
足
が
ヽ
り

が
、
非
常
に
役
に
立
つ
。
路
は
釜
々
深
く
な
る
藪
の
中
に
浅
し
そ
れ
を
辿
る
事
は
容
易
ぢ
や
な
い
。
時
々
路
を
探
す
Ｃ
手
間
取
る
先
頭

の
人
が
右
往
左
往
す
る
の
が
分
る
。
忘
れ
ら
れ
な
い
夢
の
様
な
悪
夢
の
様
な
こ
の
難
行
の
瞬
間
が
四
時
間
も
績
い
た
頃
、
暫
時
の
休
息

を
と
る
べ
く
尾
根
上
に
休
息
す
る
。
そ
し
て
元
氣
と
恢
復
す
べ
く
朝
食
の
牛
ば
を
干
げ
る
。

斯
う
し
て
動
か
な
い
で
座
つ
て
居
る
と
、
そ
し
て
一
面
に
振
つ
た
間
に
流
れ
る
松
明
を
見
つ
め
て
居
る
と
、
又
こ
の
寂
漠
た
る
塞
氣

に
ふ
る
へ
る
国
機
の
聾
を
聞
く
と
も
な
く
聞
い
て
居
る
と
ｂ
走
馬
燈
の
様
に
色
々
の
事
が
頭
を
往
末
す
る
。
不
安
、
好
奇
心
、
希
望
、

勇
猛
心
‥
‥
‥

そ
し
て
、
そ
の
奥
に
、
糸
を
引
い
て
居
る
も
の
は
あ
や
し
い
山
へ
の
誘
惑
で
あ
る
。
何
し
に
此
虎
ま
で
来
た
の
か
？
　
そ
れ
は
理
屈

で
は
行
か
ぬ
、
言
葉
に
表
は
せ
な
い
不
思
議
な
あ
る
力
で
あ
る
。
十
五
分
も
休
ん
だ
で
あ
ら
う
か
、　
一
行
は
叉
も
同
じ
様
な
道
へ
と
歩

み
を
績
け
る
。
松
明
の
光
に
時
計
を
透
し
て
見
る
と
四
時
三
十
分
を
指
し
て
居
る
。

一
行
は
街
も
進
む
。
も
う
夜
が
明
け
る
の
も
遠
く
は
あ
る
ま
い
。
我
々
は
可
な
り
尖
山
近
く
来
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
證
檬
に
は
尖

山
の
姿
は
見
え
な
く
な
つ
て
居
る
。
筒
も
無
心
に
歩
い
て
居
る
中
に
朝
に
近
く
な
つ
た
た
め
か
ら
白
い
霧
が
大
氣
に
滲
み
出
し
て
来
て

○
中
央
尖
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攀
　
鹿
野
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居
た
。
あ
れ
程
眼
を
射
て
居
た
松
明
の
人
が
次
第
に
薄
れ
て
ｂ
足
元
を
見
る
の
が
業
に
な
り
ゝ
霧
の
幕
は
高
山
の
朝
ら
し
い
趣
を
加
ヘ

て
来
た
。
オ
ヒ
フ
ケ
ヶ
メ
ダ
ヶ
の
藪
が
い
よ
ノ
ヽ
深
く
な
る
頃
ｂ
急
な
か
な
り
の
峻
坂
を
木
の
根
岩
角
に
掴
つ
て
攀
ぢ
登
る
と
ニ
ヒ
タ

カ
ト
ド
マ
ツ
の
森
林
中
へ
と
入
る
。
も
う
松
明
を
浩
し
て
も
歩
け
る
。
参
差
た
る
ト
ド
マ
ツ
の
枝
に
は
蒼
然
た
る
サ
ル
フ
ガ
セ
が
懸
り

そ
の
下
に
は
青
く
苔
蒸
し
た
岩
が
韓
つ
て
居
る
。．森
林
中
に
低
迷
す
る
間
と
霧
は
次
第
に
沿
え
て
ぅ
時
は
己
に
書
の
領
域
で
あ
る
。
朝

の
訪
れ
に
痕
不
足
の
頭
も
精
た
判
然
と
し
て
、
思
ひ
切
り
こ
の
高
山
の
大
氣
を
胸
深
く
吸
つ
て
見
る
。
こ
の
ニ
ヒ
タ
カ
ト
ド
マ
ツ
の
純

林
は
巳
に
一
萬

一
千
尺
近
い
事
を
示
し
て
居
る
。
夢
湾
の
こ
の
高
距
に
は
必
す
現
出
す
る
高
山
景
で
あ
る
。
ホ
ノ
ポ
ノ
と
明
け
か
ヽ
る

森
林
中
を
夢
の
様
に
歩
を
運
ん
で
居
る
と
、
簡
単
な
狩
小
屋
が
二
、
三
あ
る
。
曾
て
タ
ロ
コ
の
蕃
人
が
此
虎
で
ビ
ヤ
ナ
ン
祗
の
蕃
人
に

首
を
と
ら
れ
た
と
話
す
蕃
人
の
顔
は
、
如
何
に
も
残
念
さ
う
だ
。
こ
の
松
林
も
や
が
て
女
第
に
丈
低
く
な
つ
て
、
ニ
ヒ
タ
カ
ビ
ヤ
ク
シ

ン
の
酒
落
た
る
姿
が
現
れ
出
し
、
我
々
一
行
は
途
に
申
央
山
脈
の
脊
梁
が
間
近
か
に
見
え
る
所
ま
で
辿
り
着
く
事
が
出
来
た
。
時
正
に

七
時
で
あ
つ
た
。

五
、
尖

山

を

見

る

一
行
は
此
虎
に
暫
し
体
む
。
寒
い
筈
で
あ
る
、腰
を
下
す
べ
き
岩
角
に
は
白
い
霜
が
下
り
、ビ
ヤ
ク
シ
ン
の
葉
に
は
薄
い
樹
氷
が
宿
つ

て
居
る
。　
一
行
は
森
林
帯
に
入
つ
て
、
早
朝
の
冷
氣
に
慄
へ
た
の
を
覺
え
て
居
る
。　
一
面
に
立
籠
め
た
白
い
霧
は
頻
り
に
動
い
て
次
第

に
明
る
く
な
つ
た
か
と
思
ふ
と
ぅ途
に
懐
し
い
美
し
い
高
山
の
澄
み
切
つ
た
日
光
さ
へ
洩
れ
て
来
る
。
喜
ん
だ
の
は
我
々
丈
で
は
な
い
、

足
元
に
寒
さ
に
惜
ん
だ
シ
ホ
ガ
マ
や
リ
ン
ド
ウ
が
俄
に
嬉
し
い
面
を
輝
か
し
、
本
々
に
宿
つ
た
露
の
玉
は
黄
金
の
光
に
微
笑
み
出
す
。

寒
冷
に
凍
へ
た
モ
リ
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
の
葉
が
生
た
し
い
光
澤
を
快
復
し
、
サ
ル
ヲ
ガ
セ
の
綿
の
様
な
着
物
は
蒼
白
い
銀
色
に
染
つ
て
、
春

光

一
過
．
我
々
一
行
を
資
に
騎
蕩
た
る
氣
分
に
逍
遜
さ
せ
る
。
雲
の
動
き
と
共
に
陽
浴
び
る
領
域
は
接
大
さ
れ
て
、
中
央
山
脈
の
低
下
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

し
た
脊
梁
の
岩
壁
が
緒
く
映
え
ゝ
其
虎
に
生
え
て
居
る
ビ
ヤ
ク
シ
ン
の
一
枝

一
葉
ま
で
も
判
然
と
映
し
出
す
。
果
し
て
今
日
は
天
候
に

恵
ま
れ
る
だ
ら
う
か
？
　
少
く
と
も
こ
の
二
、
三
日
よ
り
は
い
い
事
丈
は
確
賢
で
あ
る
。
神
の
興
へ
た
こ
の
一
日
を
以
て
こ
の
山
を
訪

れ
る
事
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
ら
う
か
？
　
夢
に
も
見
た
中
央
尖
山
は
も
う
こ
の
邊
り
に
そ
の
尖
頭
を
抜
い
て
居
る
筈
で
あ
る
。
雲
の

動
格
は
筒
も
盛
ん
で
軽
や
か
に
上
昇
し
て
行
く
雲
の
裾
か
ら
は
途
に
尖
山
の
大
観
雄
景
が
現
れ
出
し
た
。
一
片
の
樹
木
を
も
纏
は
な
い

稜
た
た
る
岩
の
尖
塔
、
そ
の
頂
上
に
纏
は
り
付
い
た
雲
は
拭
ひ
去
ら
れ
て
、
尖
銃
魁
偉
の
全
山
容
は
今
や
我
々
の
眼
前
に
あ
る
。
あ
ゝ

我
々
は
途
に
こ
の
神
秘
な
恐
る
べ
き
山
の
胸
元
近
く
忍
び
寄
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
果
し
て
こ
の
山
鍵
は
一
行
の
登
頂
を
許
す
で

あ
ら
う
か
。
雲
の
去
つ
た
尖
頭
の
右
肩
に
は
今
や
原
始
的
な
赤
い
太
陽
が
昇
つ
て
、
尖
山
の
荒
く
れ
た
岩
壁
は
逆
光
線
に
紫
に
霞
む
。

一
行
は
皆
、
今
更
の
様
に
こ
の
尖
山
の
偉
に
う
た
れ
て
居
る
。
我
々
の
前
面
に
展
開
さ
れ
た
斜
面
は
優
に
七
十
度
の
急
斜
で
あ
る
。

そ
し
て
む
き
出
し
の
赤
裸
々
な
岩
石
は
太
古
の
劇
烈
な
地
形
憂
動
を
語
り
ゝ
水
干
な
る
べ
き
地
居
は
此
虎
に
於
て
六
十
度
近
く
の
傾
斜

を
制
然
と
見
せ
て
居
る
。
加
ふ
る
に
そ
れ
は
剰
腕
韓
落
常
な
ら
ぬ
粘
板
岩
の
構
成
で
あ
る
。
こ
の
母
鎧
を
離
れ
た
岩
片
が
、
カ
ラ
ノ
ヽ
と

雨
後
の
日
の
塞
氣
を
轟
か
せ
て
谷
底
へ
と
落
ち
て
行
く
。
尖
山
は
日
々
に
崩
壊
の
途
を
辿
つ
て
居
る
の
だ
。
余
が
こ
の
尖
山
行
を
計
書

し
た
時
に
は
ｂ
各
虎
か
ら
の
遠
望
に
よ
つ
て
急
な
岩
壁
の
岩
登
り
を
敢
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
知
つ
て
居
た
。
然
し
他
の
蔓
潟

山
岳
の
多
く
が
比
較
的
尖
頭
を
有
せ
す
回
い
頭
を
有
し
て
居
る
の
は
ｂ　
一
に
風
化
し
て
崩
壊
し
易
い
粘
坂
岩
の
構
成
に
“
る
た
め
で
あ

る
と
信
じ
て
居
た
余
は
，
こ
の
尖
山
が
他
と
異
り
尖
頭
を
有
す
る
は
必
す
他
の
岩
石
よ
り
硬
い
岩
石
で
構
成
さ
れ
て
居
る
事
を
信
し
て

疑
は
な
か
つ
た
。
硬
い
岩
壁
な
ら
ば
相
営
急
で
あ
ら
う
と
も
、
努
力
に
依
つ
て
は
或
ひ
は
成
功
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
余
は
こ
の
た

め
に
ロ
ー
プ
や
ピ
ト
ン
等
岩
登
り
に
必
要
な

一
通
り
の
道
具
を
整
へ
て
行
つ
た
。
然
し
事
賢
は
今
や
眼
前
に
直
面
し
て
居
る
。
そ
れ
は

粘
板
岩
の
ポ
ロ
ノ
、
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
眼
前
に
一
行
を
威
歴
す
る
尖
山
の
姿
は
貰
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
遠
方
か

ら
打
ち
眺
め
た
よ
り
も

一
居
の
迫
力
を
有
し
て
居
る
。
我
々
は
或
ひ
は
こ
の
天
然
の
障
壁
に
遮
ぎ
ら
れ
て
登
頂
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
こ
の
胸
元
近
く
末
た
丈
で
も
満
足
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
尖
山
の
断
崖
の

下
に
は
崩
壊
し
た
ガ
ラ
ノ
ヽ
の
岩
石
が
長
い
ス
ロ
ー
プ
を
な
し
て
、
コ
ワ
ヘ
ル
漢
の
一
水
源
に
績
い
て
居
る
。
そ
し
て
そ
の
下
方
に
は

粘
板
岩
の
礫
を
通
し
て
降
つ
て
来
た
水
が
銀
線
を
閃
か
し
乍
ら
更
に
下
方
へ
と
流
れ
て
行
く
。
山
腹
は
未
だ
膜
一糊
た
る
雲
が
穀
難
し
て

去
ら
な
い
が
ゝ
そ
の
合
間
か
ら
は
夜
中
辿
つ
て
来
た
尾
根
が
長
々
と
績
き
、
又
更
に
下
方
に
は
コ
ワ
ヘ
ル
漢
の
深
谷
が
森
林
の
密
生
に

被
は
れ
て
居
る
。
そ
し
て
叉
逢
か
彼
方
に
は
シ
ラ
ツ
ク
で
眺
め
た
〓
一角
錐
山
が
小
さ
く
見
え
て
居
る
。
若
し
こ
の
附
近
に
露
螢
す
る
と

す
れ
ば
こ
の
水
源
の
森
林
中
に
地
を
選
定
し
て
、
水
は
こ
の
漢
か
ら
蕃
人
に
措
ぎ
上
げ
さ
せ
る
よ
り
他
に
方
法
が
な
い
で
あ
ら
う
。

雲
は
維
始
動
い
て
止
ま
な
い
、
そ
し
て
中
央
尖
山
の
山
頂
は
或
ひ
は
隠
れ
或
ひ
は
現
れ
る
。
今
日
の
天
氣
も
営
に
出
来
な
い
。
こ
の

山
頂
が
雲
か
ら
解
放
さ
れ
て
居
る
間
に
是
非
と
も
登
頂
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
の
前
面
の
斜
面
は
前
に
も
云
つ
た
様
に
ゝ

と
て
も
取
付
け
な
い
荒
く
れ
た
断
崖
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
旦
中
央
山
脈
の
脊
梁
、
尖
山
の
肩
の
鞍
部
ま
で
辿
り
着
き
、
そ
れ
か
ら
此
虎

か
ら
見
え
な
い
裏
手
を
廻
つ
て
行
か
う
と
云
ふ
事
に
な
る
。
直
に
左
方
に
見
え
る
鞍
部
ま
で
ガ
レ
の
斜
面

（
こ
の
斜
面
は
ｂ
尖
山
の
断

崖
程
甚
く
な
い
）
を
横
ぎ
つ
て
登
り
出
す
。
と
も
す
れ
ば
足
元
の
岩
石
は
描
ぎ
、
ガ
ラ
ノ
ヽ
と
下
の
谷
へ
と
韓
つ
て
行
く
の
で
注
意
し

な
が
ら
進
ん
で
行
く
。
二
、
三
個
所
危
険
な
所
も
無
事
に
通
過
す
る
事
が
出
来
て
鞍
部
は
間
近
い
。
此
虎
は
比
較
的
傾
斜
が
緩
か
に
な

り
、
粘
板
礫
の
崩
れ
さ
う
な
も
の
も
な
く
大
き
な
霧
々
た
る
岩
石
が
固
つ
て
居
て
、ビ
ヤ
ク
シ
ン
等
も
生
え
休
息
に
は
い
い
所
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
先
は
急
斜
許
り
と
想
像
さ
れ
叉
飯
時
で
も
あ
る
の
で
、
誹
営
を
し
た
た
め
元
気
を
養
ふ
事
に
す
る
。
岩
の
間
に
は
愛
ら
し
い

高
山
植
物
が
覗
い
て
居
る
。
ニ
ヒ
タ
カ
ハ
タ
ザ
フ
の
白
い
小
さ
な
花
、
ニ
ヒ
タ
カ
マ
ツ
ム
シ
サ
ウ
の
藤
色
の
菊
花
、
そ
れ
か
ら
青
い
ミ

ヤ
マ
シ
ヤ
ジ
ン
等
が
限
に
つ
く
。
和
か
な
日
光
は
透
明
な
大
氣
に
澁
り
．
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
や
ア
プ
等
が
花
の
間
を
忙
し
さ
う
に
翼
を
響

か
せ
て
飛
び
廻
り
、
高
山
の
は
か
な
い
短
時
間
の
陽
光
を
業
ん
で
居
る
。
白
雲
の
間
か
ら
覗
き
見
る
青
塞
は
透
ん
だ
枯
梗
色
、
い
や
セ

ル
リ
ア
ン
、
プ
リ
ュ
ー
で
「
そ
れ
と
岩
壁
の
輝
い
た
ブ
リ
ヽ
ア
ン
ト
、
イ
ヱ
ロ
ー
と
の
封
照
は
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
時
東
南
の
自
雲
の
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切
れ
日
か
ら
突
然
尖
っ
た
高
い
頭
が
二
つ
顔
を
出
す
。
こ
れ
が
問
題
に
な
つ
た
が
、
新
沼
氏
と
議
論
の
末
。
太
魯
閣
大
山

（
一
〇
八
六

三
尺
）
及
び
そ
の
附
近
の
無
名
峯
だ
と
云
ふ
事
に
な
る
。

六
、
尖

山

の

登

攀

さ
あ
腹
も
出
来
た
。
雲
の
出
な
い
中
に
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ガ
ラ
／
ヽ
の
岩
石
か
ら
成
つ
た
傾
斜
地
を

一
氣
に
登
っ
て
鞍
部

に
着
く
事
が
出
来
た
。
時
正
に
八
時
で
あ
る
。
尾
根
は
こ
の
鞍
部
に
於
て
極
く
幅
狭
く
全
く
の
痔
尾
根
に
な
つ
て
居
る
。
東
側
は
今
一

行
の
通
つ
て
来
た
傾
斜
地
で
あ
り
、
西
側
は
絶
壁
を
な
す
崩
壊
地
で
赤
つ
ぽ
い
岩
が
峨
々
と
し
て
急
な
断
崖
を
作
り
そ
の
下
は
覗
き
込

む
事
も
難
し
い
。
中
央
尖
山
は
此
虎
か
ら
見
る
と
そ
の
三
角
錐
の
略
三
分
の
二
の
所
に
一
寸
し
た
階
段
が
認
め
ら
れ
る
。
望
遠
鏡
の
力

を
借
り
て
偵
察
し
た
後
、
共
虎
ま
で
は
ど
う
に
か
辿
り
着
く
事
が
出
来
る
と
云
ふ
見
込
み
が
付
く
。
天
氣
は
晴
れ
さ
う
に
な
り
、
叉
雲

の
役
徳
が
し
げ
く
な
る
。
そ
の
度
毎
に
或
ひ
は
陽
氣
に
な
り
叉
陰
氣
に
な
る
。
山
の
面
は
刻
々
に
そ
の
色
彩
を
明
暗
濃
淡
に
憂
へ
て
行

綿
を
千
切
つ
た
様
な
自
雲
の
動
く
下
か
ら
は
次
高
山
彙
の
雄
大
な
山
波
が
間
近
か
に
迫
つ
て
居
る
の
が
窺
は
れ
る
。
然
し
そ
の
全
容

は
未
だ
雲
の
た
め
に
遮
ら
れ
て
見
え
す
、
時
折
怪
奇
的
な
大
覇
尖
山
（
一
一
七
九
二
尺
）
の
岩
壁
や
久
高
山
の
断
崖
が
ほ
の
見
え
る
に
過

ぎ
な
い
。
南
湖
大
山
も
逢
か
彼
方
に
そ
の
大
ら
か
な
山
容
を
見
せ
始
め
る
。
南
湖
大
山
か
ら
こ
の
尖
山
へ
の
縦
走
は
可
能
で
あ
る
か
？

此
虎
か
ら
見
た
所
で
は
西
斜
面
は
物
凄
い
断
崖
が
連
り
、
餘
程
下
を
絡
ま
な
い
限
り
縦
走
は
覺
つ
か
な
い
事
が
認
め
ら
れ
る
。
蕃
人
の

導
く
ま
ゝ
に
こ
の
鞍
部
か
ら
中
央
山
脈
の
長
軸
の
方
向
に
延
び
た
急
な
山
稜
を
登
り
出
す
。

道
は
精
。
一暴
手
に
逸
れ
て
ニ
ヒ
タ
カ
ト
ド
マ
ツ
や
ニ
ヒ
タ
カ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
が
叢
生
し
た
ゝ
書
筒
暗
い
密
林
中
へ
と
導
か
れ
る
。
資
に

見
事
な
森
林
で
あ
る
。
六
十
度
は
確
か
に
あ
る
急
斜
に
こ
の
針
葉
樹
が
、
そ
の
］呉
直
な
幹
を
何
本
も
直
立
さ
せ
て
員
黒
く
茂
り
に
茂
つ
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た
景
観
は
質
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
景
観
は
内
地
の
山
岳
に
見
ら
れ
な
い
所
の
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
下
地
は
緑
の
草

が
柔
く
然
も
勢
よ
く
生
え
出
で
て
ｂ
ニ
ヒ
タ
カ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
や
フ
ク
ト
メ
キ
ン
バ
イ
等
の
黄
金
色
し
た
花
が
喚
き
こ
ぼ
れ
て
居
る
。
こ

の
急
斜
面
を
幹
に
縫
り
乍
ら
横
に
絡
ん
で
行
く
中
に
、
燥
つ
た
苔
に
被
は
れ
た
上
の
中
か
ら
頭
を
基
げ
た
ユ
ウ
ン
イ
ソ
ウ
を
得
る
事
が

出
来
た
。
こ
の
植
物
が
一
萬

一
千
五
百
尺
を
抜
ん
す
る
こ
の
様
な
高
所
に
嚢
見
さ
れ
る
の
に
一
驚
し
た
。
こ
の
森
林
中
を
暫
時
潜
つ
て

行
く
と
森
林
は
途
絶
え
て
、
尖
山
の
頭
か
ら
下
り
て
来
た
無
樹
の
地
帯
に
出
會
ふ
。
こ
れ
か
ら
上
は
恐
ら
く
は
岩
の
多
い
の
と
風
営
り

の
強
い
鶯
と
で
あ
ら
う
、
こ
の
様
な
喬
木
林
は
影
を
没
し
、
全
く
の
岩
場
、
ガ
ン
、
高
山
植
物
の
草
園
ｂ
そ
れ
か
ら
内
地
の
ハ
ヒ
マ
ツ

に
比
す
べ
き
ハ
ヒ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
の
波
で
あ
る
。
見
上
ぐ
れ
ば
頂
上
は
こ
の
階
段
地
に
遮
ら
れ
て
見
え
す
、
こ
の
段
に
な
つ
た
岩
の
廣
場

は
そ
の
行
手
に
微
細
な
粘
板
岩
の
風
化
し
た
小
砂
礫
の
急
坂
を
前
に
し
て
饗
え
て
居
る
。
こ
の
砂
礫
の
急
斜
に
至
る
前
に
は
一
寸
し
た

岩
場
の
悪
場
が
あ
る
が
そ
れ
も
ど
う
や
ら
攀
ぢ
登
る
事
が
出
来
て
ゝ
い
よ
ノ
ヽ
こ
の
砂
の
五
十
度
も
あ
る
斜
面
に
か
ゝ
る
。
こ
の
砂
地

に
は
種
々
の
高
山
植
物
が
現
れ
て
来
る
。
ニ
ヒ
タ
カ
セ
キ
チ
ク
、
タ
カ
サ
ゴ
カ
ラ
マ
ツ
ゝ
ニ
ヒ
タ
カ
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
、
ア
リ
サ
ン
イ
チ

ヤ
ク
ｂ
ニ
ヒ
タ
カ
ア
ザ
ミ
、
ニ
ヒ
タ
カ
ア
ヅ
マ
ギ
ク
等
は
最
も
多
い
。
こ
の
様
な
急
斜
で
あ
り
砂
礫
は
崩
れ
て
末
る
の
で
一
寸
骨
が
折

れ
る
が
危
険
は
全
く
な
い
。
こ
の
急
斜
面
を
喘
ぎ
つ
つ
四
百
尺
も
登
る
と
傾
斜
は
精
々
緩
く
な
り
．
ハ
ヒ
ピ
ヤ
ク
シ
ン
が
地
に
低
く
枝

を
く
ね
ら
せ
て
茂
つ
て
居
る
所
に
出
る
。
こ
の
地
帯
も
左
程
長
く
な
い
、
何
分
か
後
に
は
こ
の
波
も
泳
ぎ
切
り
、
簡
暫
ら
く
登
つ
て
一

行
は
途
に
こ
の
尖
頭
下
の
段
の
所
ま
で
取
り
つ
く
事
が
出
来
た
。

こ
の
階
段
は
思
つ
た
よ
り
廣
く
優
に
百
人
位
の
人
数
を
座
ら
せ
る
丈
の
餘
地
が
あ
る
。
割
合
に
細
か
い
砂
礫
で
所
々
に
は
大
き
な
岩

が
頭
を
樫
げ
、
或
ひ
は
ハ
ヒ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
の
群
叢
が
あ
る
。
北
東
は
尖
山
の
頂
に
績
く
岩
壁
で
あ
る
が
山
頂
は
前
の
壁
に
遮
ら
れ
て
見

え
す
、
尖
山
の
東
南
の
岩
壁
が
物
凄
く
見
下
さ
れ
る
。
風
は
時
々
か
な
り
の
勢
で
自
雲
の
断
片
を
こ
の
制
壁
へ
叩
き
つ
け
る
。
こ
の
崩

壊
し
易
い
風
化
し
た
岩
壁
か
ら
は
岩
片
が
深
谷
の
底
へ
と
物
凄
い
音
を
轟
か
し
て
落
ち
て
行
く
。
こ
の
無
氣
味
な
音
に
聞
き
入
り
こ
の

てで了ア



ボ
ロ
′
ヽ
の
岩
壁
を
見
て
居
る
と
。
自
分
達
が
此
虎
に
居
る
間
に
も
こ
の
尖
塔
が
崩
壊
す
る
様
な
氣
が
し
て
末
る
。

太
陽
は
、暖
か
な
光
線
を
こ
の
干
地

一
面
に
澁
ら
せ
、
ス
レ
ー
ト
の
細
片
は
自
く
光
つ
て
眼
に
眩
い
。
此
虎
に
は
下
方
に
は
見
ら
れ
な

か
つ
た
高
山
植
物
が
又
現
出
し
た
。
マ
ー
ガ
レ
ツ
ト
に
似
た
ニ
ヒ
タ
ガ
シ
ラ
ヤ
マ
ギ
ク
が
岩
角
に
美
し
い
花
を
付
け
、
コ
ダ
マ
ギ
ク
は

白
い
介
殻
の
様
な
小
花
を
絨
難
の
様
に
群

生
さ
せ
る
。
又
、
絹
の
綿
で
作
つ
た
様
な

カ
ハ
カ
ミ
ウ
ス
ュ
キ
サ
ウ
の
花
も
見
付
け

る
事
が
出
来
た
。
此
虎
で
第

一
の
嚢
見
は

タ
イ
リ
ン
ア
カ
バ
ナ
で
あ
る
。
艶
々
し
た

葉
に
サ
ツ
キ
ツ
ヾ
ジ
の
様
な
桃
色
の
合
誹

花
を
丈
低
く
砂
地
の
間
か
ら
抜
き
出
し
て

居
る
。
よ
く
見
る
と
こ
れ
は
南
湖
大
山
特

産
の
珍
花
と
し
て
、
他
に
分
布
を
知
ら
れ

な
か
つ
た
種
で
あ
る
。
又
所
々
に
見
ら
れ

る
ナ
ン
コ
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
も
、
矢
張
、
新
産

地
と
し
て
報
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
か
な
り
遅
れ
た

一
行
も
全
部
此
虎
に
揃
ふ
事
が
出
来
た
。
筒
も
暫
く
の
休
息
を
採

る
。
ビ
ヤ
ク
シ
ン
の
茂
み
に
は
箕
の
早
い
鳥
が
鳴
い
て
居
る
。
蕃
人
が
矢
を
放
つ
て
も
思
ふ
様
に
命
中
し
な
い
。

白
雲
の
往
徳
は
釜
々
急
で
風
も
加
つ
て
来
た
。
時
は
己
に
早
朝
の
干
和
な

一
瞬
か
ら
険
悪
に
遷
る
べ
き
時
刻
な
の
で
あ
る
。
風
と
共

に
な
ぐ
り
付
け
ら
れ
る
濃
い
自
雲
に
太
陽
が
暗
く
見
え
隠
れ
す
る
。
山
は
荒
れ
出
し
た
。
失
敗
す
る
と
し
て
も
早
く
や
つ
て
見
な
け
れ

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
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○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
ｏ

ば
な
ら
な
い
。
此
虎
ま
で
は
末
ら
れ
て
も
〕呉
の
難
所
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
プ
も
使
へ
な
い
こ
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
岩
の
堆
積
を
如
何

に
切
り
抜
け
て
行
く
べ
き
か
？
　
何
虎
か
ら
攀
ぢ
始
め
た
ら
い
い
か
？
　
余
は
天
氣
が
悪
く
な
ら
な
い
中
に
、
一
瞬
も
早
く
出
嚢
す
べ

き
を
今
村
氏
と
共
に
高
唱
し
た
。
新
沼
氏
は
こ
れ
か
ら
先
は
危
険
だ
か
ら
と
二

行
の
中
精
蒻
い
者
を
此
虎
に
残
し
て
行
く
事
に
す
る
。

一
行
が
筒
も
休
息
を
持
つ
て
居
る
間
に
今
村
氏
と
余
は
数
人
の
力
強
い
蕃
人
を
件
ひ
、
一
足
先
き
に
こ
の
岩
場
を
登
り
に
掛
る
。
少
し

で
も
早
く
こ
の
岩
壁
を
見
て
置
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
廣
場
の
直
ぐ
上
部
は
ボ
ロ
ノ
ヽ
の
一
枚
岩
が
一
行
の
登
攀
を
阻
ん
で
居
る
の
で
、
こ
の
登
路
を
断
念
し
て
尖
塔
の
西
側
を
絡
む
。

蕃
人
三
人
が
先
頭
に
立
つ
、
そ
れ
か
ら
余
、
今
村
氏
ｂ
蕃
人
二
人
と
い
ふ
順
で
あ
る
。
踏
ん
で
行
く
足
元
は
風
化
し
養
し
た
赤
褐
色
の

岩
片
で
、
左
手
は
底
の
見
え
な
い
急
な
崩
壊
地
が
我
々
の
墜
落
を
待
ち
構
へ
て
居
る
。
手
を
つ
け
る
べ
き
岩
角
は
ボ
ロ
ノ
ヽ
で
頼
り
に

な
ら
な
い
。
僅
か
に
足
の
懸
る
べ
き
岩
角
を
丹
念
に
探
し
、身
般
の
干
衡
を
慎
重
に
保
つ
て
，
一
歩
々
々
こ
の
西
側
の
制
壁
を
絡
ん
で
行

く
。
足
元
か
ら
崩
れ
落
ち
る
岩
は
大
袈
裟
な
響
を
放
ち
岩
壁
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
細
片
と
碑
け
る
。
余
等
も
足
を
踏
み
外
せ
ば
か
く
な

る
の
で
あ
る
。
暫
時
進
む
と
切
り
立
つ
た
断
崖
が
行
手
を
塞
い
で
居
る
の
で
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
ゝ
こ
れ
は
引
返
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
と
胸
を
痛
め
て
居
る
と
、
先
登
の
蕃
人
が
右
手
の
岩
壁
を
尖
山
の
方
向
へ
と
登
り
出
す
。
十
間
近
く
を
隔
て
て
蕃
人
が
盛
ん

に
道
を
探
し
て
居
る
の
が
分
る
。
岩
角
に
危
く
も
掴
ま
つ
て
キ
ヨ
ト
ノ
ヽ
と
道
を
求
め
て
居
る
蕃
人
の
姿
を
見
て
居
る
の
は
氣
が
氣
で

な
い
。
然
し
鹿
を
求
め
鈴
羊
を
追
つ
て
山
野
を
狩
り
、
直
先
以
来
何
千
年
を
山
の
生
活
に
過
し
て
居
る
彼
等
は
今
の
場
合
頼
る
べ
き
唯

一
の
紳
で
あ
る
。
余
は
只
管
に
、
こ
の
蕃
人
を
信
じ
た
。
そ
し
て
如
何
な
る
危
険
が
あ
ら
う
と
も
蕃
人
の
断
念
し
な
い
間
は
．
飽
く
ま

で
も
登
高
を
績
け
や
う
と
心
に
誓
つ
て
居
た
。

蕃
人
の
努
力
は
報
い
ら
れ
た
。
彼
は
途
に
こ
の
岩
壁
を
攀
ぢ
、
一
段
高
い
所
に
至
り
余
等
を
手
招
き
し
て
此
虎
か
ら
登
れ
る
と
云
ふ
。

精
々
安
心
し
て
そ
の
場
に
行
く
と
、
岩
壁
は
流
石
に
急
で
あ
る
。
蕃
人
の
助
け
に
依
つ
て
危
く
も
此
虎
を
乗
り
切
る
と
、
更
に
上
に
は

行 褒 月 十 年 五 和 昭
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急
な
角
張
つ
た
岩
石
が
長
い
ガ
ン
を
作
つ
て
居
る
。
そ
し
て
そ
の
上
に
は
今
に
も
崩
れ
て
来
さ
う
な
大
岩
が
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
て

居
る
。
こ
の
ガ
ン
を
間
隔
を
置
き
つ
つ
ゝ
蟻
地
嶽
に
陥
つ
た
蟻
の
様
に
喘
ぎ
ノ
ヽ
登
る
と
、
す
り
出
し
た
岩
石
は
非
常
な
勢
で
弾
み
出

し
、
深
谷
の
底
へ
と
飛
び
込
ん
で
行
く
。
こ
の
悪
場
も
無
事
に
通
る
事
が
出
来
て
ぅ
垂
れ
た
大
岩
を
巧
み
に
避
け
つ
ヽ
簡
も
登
る
と
っ

傾
斜
は
梢
々
業
に
な
つ
て
頂
上
は
間
近
い
。
尾
根
筋
に
出
た
故
か
白
雲
を
作
つ
た
突
風
が
兇
暴
に
吠
え
乍
ら
余
等
を
吹
き
飛
ば
さ
ん
と

荒
れ
廻
る
。

絶
頂
は
間
近
い
。
筒
も
粘
板
岩
の
岩
面
を
踏
ん
で
行
く
と
、
驚
い
た
事
に
は
粘
板
岩
は
姿
を
浩
し
、
そ
の
代
り
に
蒼
白
い
石
友
岩
が

頂
上
附
近
を
占
め
っ岩
の
た
だ
す
ま
ひ
は
俄
に
憂
つ
て
絡
ふ
。
硬
い
崩
れ
な
い
岩
石
〓
こ
の
山
頂
附
近
は
彩
し
い
範
裂
が
入
つ
て
ゐ
る
。

そ
の
範
裂
ｉｔ
賢
に
深
く
、
又
そ
の
幅
は
廣
い
。
今
や
余
等
は
尖
山
の
殆
ど
頂
上
に
辿
り
着
く
事
が
出
来
た
。
最
高
黙
は
北
部
に
あ
‐つ
て

先
頭
の
蕃
人
は
共
虎
に
休
ん
で
居
る
。
あ
ゝ
．
余
は
こ
の
尖
山
の
頂
に
立
つ
事
が
出
来
た
の
だ
。
今
迄
の
努
力
も
無
駄
で
な
か
つ
た
。

止
め
度
な
い
歎
喜
と
感
激
が
身
醍
中
に
湧
き
上
つ
た
。
そ
し
て
我
知
ら
す
こ
の
山
頂
の
岩
場
を
野
獣
の
様
に
馳
せ
て
、
蕃
人
の
居
る
所

に
立
つ
た
。
九
時
四
十
五
分
で
あ
る
。

息
は
す
ま
せ
て
、
喜
び
に
夢
中
に
な
つ
て
居
る
様
を
見
て
蕃
人
も
亦
微
笑
す
る
。
そ
し
て

「
ア
ナ
タ
キ
ン
タ
マ
ア
リ
マ
ス
」
と
覺
東

な
い
日
本
語
で
云
つ
て
呉
れ
る
。
余
は
修
生
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ま
い
、
墓
湾
蕃
人
の
中
で
も
最
も
勇
猛
果
敢
な
タ
ロ
コ
の
蕃
人
に
云
は

れ
た
こ
の
言
葉
を
、　
一
生
涯
余
の
若
か
り
し
日
の
元
氣
の
思
ひ
出
と
し
て
永
久
に
忘
れ
ま
い
。
登
頂
の
成
功
に
有
頂
天
に
な
つ
て
居
る

余
に
は
こ
の
言
葉
が
特
に
嬉
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

今
村
氏
も
長
い
軍
刀
を
杖
に
突
い
て
徐
ろ
に
静
か
な
調
子
で
登
つ
て
来
ら
れ
る
。
雲
は
だ
ん
ノ
ヽ
勢
を
増
し
て
来
た
。
そ
し
て
タ
ウ

サ
イ
方
面
の
荒
く
れ
た
山
稜
が
チ
ラ
リ
と
見
え
た
と
思
ふ
と
、
そ
れ
つ
き
り
尖
山
の
頂
は
濃
い
雲
の
渦
中
に
陥
つ
て
絡
ふ
。
風
は
釜
々

張
く
な
る
。
岩
陰
に
身
を
寄
せ
て
居
る
と
威
嚇
す
る
様
な
風
の
遠
吠
が
聞
え
て
来
る
。
襲
ひ
来
る
高
山
の
氣
に
鰐
温
は
次
第
に
冷
え
て

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
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山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三

来
る
。
こ
の
自
雲
の
租
篠
、
風
の
音
、そ
し
て
寒
い
本
氣
ｂ
冷
一
岩
、
こ
れ
等
が
醸
し
出
す
悲
批
な
光
景
を
見
詰
め
て
居
る
と
ゝ
余
の
頭

は
次
第
に
感
激
か
ら
不
静
へ
・、
興
奮
か
ら
冷
静

へ
と
婦
つ
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。
初
登
攀
と
は
何
で
あ
る
か
。
虎
女
峯
の
初
登
頂
と
は

果
し
て
何
で
み
る
か
卜
　
そ
れ
は
神
の
み
の
逍
逢
す
る
神
聖
な
自
然
の
薙
園
を
下
界
の
香
を
以
ｔ
汚
す
事
で
は
な
い
か
。
今
ま
で
風
や

雲
―
日‥光
や
雲
の
み
が
愛
撫
し
た
岩
の
面
を
．
文
化
人
と
自
ら
叫
ぶ
慎
み
な
い
動
物
の
足
下
に
踏
み
に
ぢ
る
事
で
は
な
か
ら
う
か
。
斯

↑
考
へ
て
来
る
と
「
今
夏
の
様
に
我
だ
の
行
動
が
自
然
の
何
等
か
の
方
法
に
依
つ
て
罰
せ
ら
れ
る
の
が
営
然
で
あ
る
様
に
も
思
は
れ
て

来
た
。
そ
れ
に
し
て
も
余
は
こ
の
尖
山
に
今
迄
心
か
ら
慕
ひ
引
き
付
け
ら
れ
て
来
た
の
だ
。
こ
の
山
に
封
し
て
ｂ
胃
漬
的
な
行
ひ
は
考

へ
た
事
も
な
い
ゝ
我
々
は
咎
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
次
第
に
哲
學
的
な
反
省
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
行
く
間
に
も
、
兎
に
角
こ
の
尖

山
の
登
頂
を
果
し
た
と
云
ふ
事
は
嬉
し
い
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
高
山
の
氣
に
醇
ふ
沈
獣
は
か
な
り
遅
れ
た

一
行
が
や
つ
て
来
る

ま
で
績
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
（十
時
五
分
）。

一
行
は
蕃
人
の
忠
賞
な
助
力
に
依
つ
て
こ
の
絶
頂
に
立
つ
事
が
出
来
た
。
見
る
と
五
人
足
り
な
い
。
階
段
の
所
に
待
た
せ
て
来
た
の

で
あ
る
。
風
は
釜
た
劇
し
い
ゝ
雲
も
濃
く
な
つ
て
来
た
。
そ
し
て
こ
の
尖
塔
の
上
か
ら
間
近
か
に
展
開
す
べ
き
北
の
方
南
湖
大
山
や
Ｄ

西
に
雄
大
な
根
を
張
る
次
高
山
彙
．
又
、
南
に
群
奪
す
る
素
晴
ら
し
い
山
波
を
大
観
す
る
望
み
は
全
く
絶
た
れ
て
絡
つ
た
。
少
く
と
も

此
虎
か
ら
南
湖
大
山
に
績
く
尾
根
と
タ
ウ
サ
イ
方
面
に
延
び
た
尾
根
と
は
こ
の
山
頂
か
ら
よ
く
偵
察
し
て
置
き
た
い
の
で
あ
つ
た
が
ｂ

そ
れ
は
途
に
失
敗
に
移
つ
た
。
時
折
眼
前
の
雲
が
吹
き
梯
は
れ
て
僅
か
に
展
望
の
層
く
所
に
は
、
突
几
た
る
大
岩
が
慄
然
と
す
る
様
な

大
口
を
開
い
て
居
る
。

山
頂
は
寒
い
。
わ
ざ
ノ
ヽ
携
へ
て
来
た
葡
萄
酒
の
栓
を
抜
い
て
、
尖
山
の
山
雲
に
登
頂
を
許
さ
れ
た
る
を
感
謝
し
ゝ
一
行
の
成
功
を

就
雨
し
た
の
で
あ
つ
た
。
・氣
慶
計
を
見
る
と
二
五
四
耗
を
示
し
、
高
度
計
を
讀
む
と
三
八
四
〇
米
を
示
し
て
居
る
。
こ
の
高
度
計
を
俄

に
信
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
今
迄
の
こ
の
中
央
尖
山
の
高
さ
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
の
は
三
一
七
一
五
米
で
あ
る
か
ら
、
若
し
こ
れ
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を
正
し
い
と
す
れ
ば
中
央
尖
山
の
費
際
の
高
度
は
更
に
高
く
ｂ
富
士
山
よ
り
も
六
四
米
高
い
事
に
な
る
。
賢
地
踏
査
の
快
け
た
こ
の
高

山
領
域
ｂ
そ
し
て
正
確
な
水
準
貼
に
因
る
三
角
測
量
の
行
は
れ
な
い
こ
の
地
方
の
山
岳
高
度
は
牌
末
の
測
量
に
依
つ
て
ど
う
な
る
か
測

り
知
れ
な
い
。
凍
り
つ
い
た
様
な
岩
は
吹
き
荒
ぶ
風
に
獣
蒔
し
、
友
色
の
塞
氣
は
い
よ
ノ
、
こ
の
尖
頭
を
荒
凍
た
る
も
の
に
す
る
。
寒

氣
も
叉
徐
々
に
加
は
つ
て
来
る
。
一
行
は
己
に
節
路
を
思
ふ
。
然
し
努
力
し
て
辿
り
着
く
事
が
出
来
た
こ
の
尖
頭
の
魅
力
に
寒
さ
を
耐

へ
乍
ら
座
つ
て
居
る
。
早
く
婦
路
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
一
時
、
一
行
は
こ
の
尖
頭
に
惜
し
く
も
別
れ
を
告
げ
る
。

七
、
婦

　

　

路

登
る
事
は
登
つ
た
が
露
路
が
心
配
で
あ
る
ｃ
崩
れ
出
す
岩
ｂ
張
い
風
ｂ
そ
れ
に
多
人
数
の
行
動
で
あ
る
。
如
何
な
る
椿
事
が
こ
の
成

功
に
醇
つ
た
登
攀
者
を
悲
し
ま
せ
る
様
に
な
る
か
も
分
ら
な
い
。
蕃
人
を
間
に
入
れ
、
長
い
間
隔
を
置
い
て
恐
る
ノ
ヽ

一
歩
ノ
ヽ
こ
の

悪
場
を
下
り
て
行
く
。
時
折
崩
れ
出
す
岩
が
恐
し
い
響
を
放
つ
て
落
ち
て
行
く
毎
に
ゝ
一
行
は
生
き
た
心
地
が
し
な
か
つ
た
が
幸
に
も

事
な
く

一
部
を
待
た
せ
て
置
い
た
階
段
の
所
ま
で
下
り
る
事
が
出
来
た
。
此
虎
ま
で
木
れ
ば
左
程
危
険
で
は
な
い
。
多
少
氣
安
い
氣
分

に
な
つ
て
鞍
部
を
指
し
て
歩
を
早
め
る
。
砂
の
急
斜
を
滑
り
、
下
の
悪
場
も
通
る
事
が
出
来
て
ｂ
ニ
ヒ
タ
カ
ト
ド
マ
ツ
の
生
え
た
密
林

の
急
斜
面
を
抜
け
て
鞍
部
に
着
い
た
の
は
十
二
時
牛
で
あ
つ
た
。

今
ま
で
の
緊
張
が
精
々
緩
ん
で
急
に
塞
腹
を
覺
え
て
来
た
。
直
ぐ
に
書
食
を
探
る
事
に
す
る
。
喜
び
に
醇
ふ
一
行
に
は
雲
間
を
洩
れ

て
末
る
太
陽
に
輝
い
た
、
あ
ら
ゆ
る
山
の
情
景
が
、
又
な
く
業
し
く
美
し
い
。
ガ
ン
の
岩
は
緒
つ
ぼ
く
光
つ
て
居
る
。
紅
紫
責
白
色
と

リ
ハ
ヽ
の
高
山
植
物
が
斜
面
を
毛
難
の
様
に
埋
め
、
サ
ツ
と
吹
く
風
に
眩
ゆ
く
も
格
ぐ
。
見
上
れ
ば
尖
山
の
頂
が
雲
に
吠
え
粛
然
と
し

て
律
え
立
つ
。
登
頂
を
全
う
し
た
今
、
こ
の
尖
塔
を
二
、
三
時
間
前
に
辿
つ
た
経
路
を
思
ひ
浮
べ
乍
ら
見
て
居
る
の
は
愉
快
な
事
で
あ

る
。
日
光
浴
を
し
乍
ら
思
は
す
も
時
を
費
し
早
々
此
虎
を
出
嚢
す
る
。
こ
れ
か
ら
昨
夜
辿
つ
て
来
た
長
い
長
い
尾
根
を
過
ぎ
て
露
螢
地
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に
露
る
の
に
は
餘
程
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ガ
ン
の
斜
面
を
横
ぎ
つ
て
行
く
と
陽
は
次
第
に
陰
り
出
す
。
今
迄
飛
ん
で
居
た
ナ
ガ
サ
ハ
ジ
ャ
ノ
メ
が
岩
蔭
に
影
を
潜
め
ｔ
霧
を
迎

へ
た
ヒ
メ
イ
ワ
ツ
バ
メ
の
飛
ぶ
の
が
多
く
な
つ
た
。
道
々
振
り
返
り
乍
ら
行
く
尖
山
の
頂
は
今
に
も
雲
に
際
れ
さ
う
だ
。

愈
々
森
林
帯
だ
。
コ
メ
ツ
ガ
の
精
に
小
さ
な
チ
メ
ド
リ
が
チ
ュ
ツ
ノ
、
と
淋
し
く
も
鳴
く
、
今
朝
初
め
て
尖
山
を
眺
め
た
地
貼
に
来

る
、
こ
れ
か
ら
は
一
気
に
露
螢
地
ま
で
馳
け
下
り
る
の
で
も
尖
山
の
眺
望
も
最
後
と
暫
し
立
止
つ
て
後
を
顧
る
と
り
い
よ
ノ
ヽ
勢
を
増

し
た
雲
の
跳
梁
に
尖
山
は
殆
ん
ど
姿
を
滑
し
て
居
る
。
雨
氣
さ
へ
帯
び
て
来
た
塞
は
次
第
に
暗
く
な
つ
て
ｂ
森
林
の
樹
下
に
は
早
く
も

幽
暗
の
氣
が
漂
ひ
始
め
る
。
少
し
待
つ
た
が
晴
れ
さ
う
に
も
な
い
、
是
非
な
く
露
螢
地
指
し
て
最
後
の
急
行
を
開
始
す
る
。

針
葉
樹
の
茂
み
や
ヤ
ダ
ケ
の
藪
に
鳴
く
小
鳥
を
得
た
い
も
の
と
蕃
人
を
督
し
て
進
む
中
、
何
時
し
か
森
林
帯
を
抜
け
る
。
そ
し
て
立

枯
れ
の
本
の
散
在
す
る
尾
根
に
出
る
。
昨
夜
否
早
朝
、我
た
は
こ
の
尾
根
を
億
つ
て
登
つ
た
の
だ
、
今
や
我
々
は
こ
れ
を
降
り
て
居
る
、

そ
れ
は
極
く
遠
い
日
の
出
来
事
の
様
に
思
へ
る
。
革
調
な
同
じ
や
う
な
尾
根
に
も
夜
間
の
思
ひ
出
は
あ
る
。
彼
虎
で
休
ん
だ
と
か
此
虎

で
滑
つ
た
と
か
そ
れ
等
は
今
で
は
業
し
い
追
憶
と
な
る
。
昨
夜
は
見
え
な
か
つ
た
見
晴
し
、
そ
れ
は
別
に
特
記
す
べ
き
も
の
で
な
い
。

唯

一
望
荒
凍
な
る
茅
戸
の
起
伏
で
あ
る
。
遠
く
の
山
が
或
ひ
は
黒
く
或
ひ
は
自
雲
に
包
ま
れ
て
眠
た
げ
に
連
つ
て
居
る
。
登
り
と
異
つ

て
こ
の
様
な
長
い
尾
根
を
倒
木
を
飛
び
越
し
、
草
藪
に
潜
む
思
ひ
掛
け
な
い
岩
角
に
膝
を
痛
め
乍
ら
下
降
を
績
け
る
の
は
相
営
辛
い
事

で
あ
る
。
愈
々
露
螢
地
近
く
な
る
頃
夕
間
は
早
く
も
迫
り
ゝ
披
つ
た
雨
雲
の
裾
か
ら
は
細
い
雨
さ
へ
落
ち
て
来
た
。
今
頃
尖
山
は
ど
う

し
て
居
る
で
あ
ら
う
か
。
恐
ら
く
は
強
い
風
が
荒
れ
、
劇
し
い
雨
が
尖
山
の
面
を
叩
い
て
居
る
事
で
あ
ら
う
。
今
日
一
日
の
奮
同
に
依

つ
て
無
事
登
頂
に
成
功
し
た
の
は
何
と
云
つ
て
も
幸
な
事
で
あ
つ
た
。
雨
は
筒
も
勢
を
増
し
て
雨
滴
の
音
も
弧
く
な
つ
た
。
濡
れ
る
に

任
せ
て
絆
路
を
辿
る
一
行
に
は
如
何
な
る
風
雨
も
．
山
暴
れ
も
完
全
に
こ
れ
を
防
ぎ
得
る
懐
し
い
狩
小
屋
が
待
つ
て
居
る
。
こ
の
小
屋

に
膝
の
開
節
を
痛
め
て
や
う
や
く
の
思
ひ
で
着
く
事
が
出
来
た
の
は
、
五
時
少
し
前
で
あ
つ
た
。

行 獲 月 十 年 五 和 昭
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懐
し
い
曖
い
焚
人
が
作
ら
れ
た
。
濡
れ
た
衣
服
は
乾
か
さ
れ
卜
幾
日
振
り
と
で
も
思
へ
る
暖
か
い
飯
に
皆
は
浦
腹
し
た
。
尖
山
の
成

功
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
栓
は
勢
よ
く
抜
か
れ
て
、
山
の
酒
は
快
く
も
腹
の
底
に
滲
み
て
行
く
。
外
は
も
う
夜
だ
。
登
攀
の
苦
勢
が
多
け
れ

ば
多
い
程
、
成
功
し
た
今
で
は
そ
れ
等
は
懐
し
い
思
ひ
出
で
あ
る
。
共
に
嘗
め
合
つ
た
登
攀
の
思
ひ
出
話
に
皆
の
心
は
融
合
つ
て
、
愉

快
な
心
置
き
な
い
談
笑
は
自
ら
湧
く
。
蕃
人
も
嬉
し
い
に
違
ひ
な
いヽ
。
向
ふ
の
小
屋
か
ら
は
陽
氣
な
異
図
的
の
メ
ロ
デ
イ
ー
が
響
い
て

来
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
は
我
々
の
心
に
直
ち
に
反
映
し
て
ゝ
安
易
な
氣
分
に
誘
ふ
の
で
あ
つ
た
。
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
な
晩
で
あ
る
。
僕

は
こ
の
氣
分
に
何
時
ま
で
も
浸
つ
て
居
た
い
と
思
つ
た
。
昨
年
か
ら
、
い
や
そ
れ
よ
り
前
か
ら
思
ひ
焦
れ
て
居
た
尖
山
は
遂
に
今
日
一

日
十
七
時
間
の
た
ゆ
ま
な
い
勢
苦
に
依
っ
て
登
頂
を
完
ふ
す
る
事
が
出
来
た
の
だ
。
い
ゝ
氣
に
な
つ
て
傾
け
る
盃
の
数
に
ブ
ラ
ン
デ
ー

の
大
瓶
は
殆
ん
ど
塞
に
な
つ
て
、
前
後
を
知
ら
ぬ
ゝ
昨
日
と
は
異
つ
た
熟
睡
に
と
落
ち
て
行
く
の
で
あ
つ
た
。
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行 甕  月 十 年 五 和 昭

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
ｏ

潜
０
さ
′
吉
コ
証
摯

（鰤
日
Φ目
缶
毬
）
百
酬
〕
タ
シ
豪
０
沐
瞥
薗
Ｈ
・
＝
職
再
お
Ｎ
ｏ

（
ゝ
）雇

野

麟

ン
■
Ｈ
叫
洸
Э
諄
瞬
百
バ
‘

′ヽ
ヽ
δ
ｌ
浦

■
■
８
８
ｏ“８
〓
″
”電
３

鮮
聯
計
ｏ
Ｘ
‐ｒ
＋
い
毒
障
石
バ

Ｕ
ヨ
襲
露
‘
“
馴
δ
爵
鮮
載
計
ｏ
Ｎ
♯
再
滑
石
沐

書
ｏ
当
薗
ハ
き
も
討
ｏ
群
０
相
眸
０

′ヽ
、
再
潜
藩
甜
壺
汁
一ヨ
ン
ホ
い
０
諄
響
百
バ
“
喜
藩
）
夕
鮮
お
計
ｏ
潜
書
α
δ
資
０
一
０
石
バ
冷
一〓
難
裳
毒
情
０
当

て
高
バ
選
ヽ
，
Ｌ
ｏ
ｌ
闘
鮮
コ
催
ｃ
聯
討
境
蒲
濃
ｃ
爺
゛
サ
も
計
ｏ

（Ｈ
）
締
　
　
　
資

コ
・難
麟
百
諄
バ
再
Ｘ
連
δ
灘
諄
石
撃
瀞
０
薦
⇒
境
゛
゛
９
館
”

，
０
バ
‘
濤
樹
石
再
轟
‘
鼎
資
δ
ツ
鮮
爵
悩
石
瀞
λ
■
９
ｏ
署
゛
酎
Ｅ
辮
館
ｒ
バ
製
３

゛
ざ
討
■
Ｓ
再

ド
　

Ч

や

洸

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
′

（Ｆ
籠
饉

Ｏ

ｒ
Ｏ
Ｌ
の
ゴ

冒

“

ヒ
Ｆ
″

）
　

　

　

　

　

　

　

０
　

へ

ヽ

■

４

Ｆ

し

ヽ

（Ｆ

諄

①

ュ

す

す

ョ

〓

ｐ
ｒ

）

期
萌
諄
毒
肖
石
〓
慨
中
゛
ざ
汗
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
芦
卜
澤
嘔
‘
―ｌ
ｒ
ヽ
ヽ
■
ヽ
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０
障
石
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０
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Ｆ
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併
）澪
書
０
聾
Ｓ

淋
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書
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灘
■
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資
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ヽ
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麟
‘
諄
塁
資
鮮
牟
討
導
ｒ

澪
♯
碑
躊
巌
“
■
バ
瀬
計

，
ｏ
Ｘ
Ｉ
＝
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＋
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轄
職
０
計
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卜
鮮
載
凹
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

バ
瀬
ド
ヽ
ゝ
ヽ
浅
（滉
う
涯
）
け
澤
コ
ｒ
討
０
再
ｏ
瓶
昇
ψ
゛
一世
ハ
゛
も
討
ｏ

り

諄

鴻

萬

灘

ハ

詩
供
モ
浄
一ｒ
漂
Ｓ
諄
欝
覇
澪
碑
ｏ
鎌
ヽ
準
ハ
ツ
か
ｏ
麟
議
諄
疎
爾
激
諄
コ
じ
Ｅ
薄
ハ
案
゛
鵬
議
湾
熙
諄
嵐
諄
ミ
回

（汁
Ｈ
＋
Ｈ
や
澤
コ
）
π
″
“
０
由

薄
再
ぶ
薄
準
当
鮮
灘
〕
路
謝
い
０
い
蒻
ハ
ー
辮
石
麟
゛
■
バ
瀬
い
ｏ
霧
じ【ゆ
回
０
際
憔
石
粛
０
バ
ｏ
モ
浄
冷
Ｅ
Ｓ
蜘
崩
課
再
Ｈ
可
＞
畔
毬
灘
獄
準
ハ
予
゛

＝
導
内選
Ｓ
ｒ
討
。
さ
洪
減
諄
Ｓ
撃
麟
鮮
諄
“
慣
百
醜
睡
一“
粛
も
パ
蟷
藩
ｒ
討
一冷
一麟
０
剛
再
餌
獄
雄
ハ
０
も
討
ｏ
辞
灘
ハ
淳
バ
諄
闘
団
再
麟
“
耐
”
甘
ヽ
再

″
゛
″
５
ｏ
ゆ
再
臼
０
熙
コ
鮮
０
日
δ
麟
憔
δ
卍
ゆ
館
∈
バ
ン
ハ
Ⅷ口
・要
ｒ
討
５
ｏ
α
Ｓ
澤
コ
ハ
番
も
パ
壼
藩
碑
゛
′
モ
浄
冷
一
一毒
苗
０
諄
ミ
悔
苺
連
ス
郡

解
嗜
夕
藩
ゆ
法
き
゛
９
館
醐
再
ざ
ｏ
ｏ

山
名
及
附
近
蕃
人
と
の
開
係

中
央
尖
山
な
る
山
名
は
何
時
頃
何
人
に
依
つ
て
命
名
せ
ら
れ
た
か
、
こ
れ
は
南
湖
大
山
や
畢
藤
山
等
の
如
く
漢
人
の
命
名
に
か
ゝ
る

古
い
名
辮
で
は
な
く
比
較
的
に
新
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
印
ち
大
正
三
年
、
今
よ
り
十
八
年
前
、
一曇
湾
山
岳
探
険
時
代
に
於
て
令
名
あ

る
野
呂
宰
氏
が
タ
ロ
コ
討
伐
の
た
め
地
勢
観
望
の
目
的
を
以
て
、
南
湖
大
山
に
登
山
せ
ら
れ
、
そ
の
折
直
ぐ
南
に
直
立
す
る
無
名
峰
を

認
め
て
こ
れ
に
中
央
尖
山
な
る
新
機
を
興
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
印
ち
そ
の
名
は
中
央
山
脈
中
に
饗
立
す
る
尖
山
の
意
義
に
由
末
す
る

と
い
ふ
。

中
央
尖
山
の
東
西
に
占
擦
す
る
蕃
族
の
グ
ル
ー
プ
は
．
タ
イ
ヤ
ル
族
シ
カ
ヤ
ウ
蕃
と
、
セ
ー
ダ
ツ
カ
族
タ
ロ
コ
蕃
で
あ
る
。
此
等
は

中
央
尖
山
に
封
し
て
古
末
蕃
構
を
興
へ
て
居
る
が
次
の
如
く
で
あ
る
．

タ
ロ
コ
蕃
―
―
ボ
ク
ス
ヰ
・サ
ラ
ガ

シ
カ
ヤ
ウ
蕃
―
‐ｌ
ブ
シ
ガ
ヽ

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
〓

一
Ｄ一田

一４
一
∈



行 資 月 ―卜  年  五  オIl  口召

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
薦
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三

ボ
ク
ス
イ
サ
ラ
ガ
の
意
味
に
就
て
は
こ
れ
を
詳
に
す
る
を
得
な
か
つ
た
が
っ
プ
シ
ガ
ヽ
は
プ
シ
ハ
ガ
イ
の
韓
訛
で
ゝ
ノ
シ
は
タ
イ
ヤ

ル
語
の
帽
子
ゝ
ハ
ガ
イ
は
崖
を
意
味
す
る
。
印
ち
西
側
な
る
シ
カ
ヤ
ウ
祗
よ
り
尖
山
を
望
見
す
る
時
は
．
尖
頭
に
見
え
す
し
て
冠
状
に

△

後

他
種
族
と
の
争
闘
の
結
果
や
叉
合
意
の
分
譲
に
働
つ
て
、
所
有
者
を
換
へ
る
様
な
場
合
も
あ
つ
た
．
中
央
尖
山
附
近
の
山
地
に
於
て
も

同
様
の
事
が
云
へ
る
。
尖
山
を
中
心
と
し
た
現
在
の
蕃
族
分
布
は
挿
入
の
地
固
に
て
も
明
瞭
で
あ
る
が
。
中
央
山
脈
の
脊
梁
を
境
と
し

て
し
西
側
は
タ
イ
ヤ
ル
族
シ
カ
ヤ
ウ
蕃
．
漢
頭
蕃
が
居
佳
し
ゝ
東
側
は
セ
ー
ダ
ツ
カ
族
タ
ロ
コ
蕃
及
び
タ
イ
ヤ
ル
族
タ
ウ
サ
イ
蕃
が
占

檬
し
て
居
る
。
シ
カ
ヤ
ウ
．
漢
頭
雨
蕃
は
共
に
親
威
関
係
を
有
し
ｂ
略
々
南
湖
大
山
よ
り
桃
山
に
至
る
山
稜
を
境
と
し
て
居
る
。

一
方

東
斜
面
に
於
て
タ
ロ
コ
蕃
と
タ
ウ
サ
イ
蕃
は
前
者
の
場
合
程
密
接
な
関
係
は
な
い
が
、
中
央
尖
山
の
タ
ウ
サ
イ
尾
根
を
境
と
し
共
に
争

rr t, 爺

ゝ
～
ニ

ノ
　

＼

ぶ

絆
　
一／

ヽ

ふ
早
鶴

ヘ
ム

γ

く

ウ

タ碁

■

●
・

ム業
た

?
イ

“

く

′
ザ

だ

イ
布.

・
・．
∵

見
え
、
崖
が
こ
れ
を
形
造
つ
て
居
る
故
に

命
名
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
中
央
尖
山
と
彼
等
蕃
人
と
の
開
係

を
述
べ
や
う
。
一曇
湾
島
に
於
け
る
何
虎
如

何
な
る
山
地
も
、
古
末
原
住
民
な
る
蕃
族

に
占
擦
せ
ら
れ
、
狩
猟
と
事
と
し
た
原
始

時
代
に
於
て
ゝ
一
片
の
土
地
も
皆
ゝ
狩
独

Ｅ
域
と
し
て
何
れ
か
の
蕃
族
に
よ
り
所
有

せ
ら
れ
て
居
た
。
こ
の
所
有
権
は
勿
論
そ

の
地
方
の
先
住
の
蕃
族
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
ゝ
共
後
の
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

闘
す
る
事
な
く
平
和
で
あ
る
。
所
が
こ
の
中
央
山
脈
を
差
扶
さ
ん
だ
雨
グ
ル

‐―
プ
は
古
来
仇
敵
開
係
で
あ
る
。
就
中
タ
ロ
コ
蕃
に
封
す

る
シ
カ
ヤ
ウ
、
一漢
頭
爾
蕃
の
関
係
は
最
悪
の
状
態
に
あ
る
。
印
ち
雨
者
、
各
々
の
狩
猟
に
於
て
山
に
相
見
え
ん
か
、
何
れ
か
を
殺
傷
せ

ぬ
間
は
納
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
等
は
相
互
ひ
に
敵
蕃
の
狩
猫
Ｅ
域
を
侵
し
之
を
侵
略
せ
ん
と
す
る
。
営
局
の
厳
重
な
る
監
督
も
急
な

場
合
に
は
用
を
な
さ
な
い
。
現
在
の
狩
猫
Ｅ
域
は
別
国
の
如
く
で
あ
る
が
、
シ
カ
ヤ
ウ
蕃
は
タ
ロ
コ
蕃
の
優
勢
に
依
つ
て
絶
え
す
己
が

領
域
を
侵
さ
れ
つ
ヽ
あ
る
。
中
央
山
脈
の
脊
梁
を
逢
か
に
越
え
て
、
シ
カ
ャ
ウ
祗
の
蕃
祗
間
際
に
ｂ
夜
間
人
を
焚
い
て
戦
を
挑
む
事
が

あ
る
と
云
ふ
。
彼
等
蕃
族
の
現
在
の
占
援
状
態
は
前
述
し
た
が
、
昔
時
に
於
て
中
央
尖
山
は
永
く
シ
カ
ヤ
ウ
蕃
の
有
で
あ
つ
た
も
の
ら

し
い
。
何
千
年
を
単
位
と
す
る
裏
湾
蕃
族
の
古
代
史
に
於
て
は
、
タ
ロ
コ
蕃
が
タ
ロ
コ
の
峡
谷
に
侵
入
し
た
の
は
比
較
的
近
年
の
事
で

あ
る
。
タ
ロ
コ
蕃
の
祀
先
は
霧
祗
附
近
な
る
セ
ー
ダ
ツ
カ
族
ト
ロ
ツ
ク
蕃
で
あ
る
。
彼
等
は
合
歎
山
を
越
え
て
東
に
移
佳
し
．
タ
ロ
コ

蕃
地
に
散
布
し
た
。
そ
し
て
タ
ロ
コ
一
回
に
接
つ
た
彼
等
は
更
に
逆
コ
ー
ス
に
申
央
山
脈
を
西
側
へ
掟
ら
う
と
し
て
居
る
。

シ
カ
ヤ
ウ
蕃
が
、
古
く
よ
り
中
央
尖
山
を
自
分
の
山
と
し
て
崇
め
て
居
た
事
は
前
述
し
た
が
、
彼
等
は
こ
の
中
央
尖
山
を
附
近
に
於

て
最
も
高
い
山
で
あ
る
と
思
つ
て
居
る
。
賞
際
尖
山
よ
り
高
い
次
高
山
や
南
湖
大
山
よ
り
も
高
い
と
思
つ
て
居
る
。
雨
し
て
自
分
達
を

守
護
し
作
物
の
豊
穣
を
資
す
祀
先
の
雲
（オ
ツ
ト
フ
）
は
ゝ
こ
の
尖
山
に
住
ん
で
居
る
と
信
し
て
居
る
。
彼
等
の
間
に
は
叉
一
の
偉
識
が

諭
へ
ら
れ
て
居
る
。
帥
ち
、
プ
シ
ガ
ヾ
（中
央
尖
山
）
ｒ
バ
ボ
ー
ハ
ガ
イ
（次
高
山
）「
バ
ポ
ー
ビ
ヨ
ン
（南
湖
大
山
）
は
、
三
人
兄
弟
だ
と

云
ふ
。
そ
し
て
上
記
の
順
に
年
長
た
と
櫓
す
る
の
で
あ
る
。

附

Ｅ
一
〓
ロ

最
後
に
中
央
尖
山
の
諸
所
よ
り
の
遠
望
に
就
て
述
べ
、
筒
登
攀
に
就
て
一
言
し
て
置
か
う
。

中
央
尖
山
は
豪
湾
北
部
何
れ
の
高
山
よ
り
も
こ
れ
を
望
む
事
が
出
来
る
。
而
し
て
北
方
及
び
南
方
よ
り
は
山
形
三
角
錐
に
見
え
。
西

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一量
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行 褒 月 ― 十 年 五 和 昭

○
中
央
尖
山
の
登
攀
　
鹿
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
西

方
よ
り
は
冠
状
に
認
め
ら
れ
る
。
印
ち
北
部
な
る
南
湖
大
山
頂
上
よ
り
は
雨
者
中
間
の
痩
尾
根
を
隔
て
ヽ
こ
の
尖
山
の
頭
を
間
近
く
見

る
事
が
出
来
る
し
、
南
部
な
る
合
欺
山
や
畢
藤
山
に
て
も
無
名
峯

（
一
一
〇
四
六
尺
）
を
隔
て
ム
三
角
錐
に
望
ま
れ
る
。
次
高
山
よ
り

は
登
路
の
途
中
維
始
尖
山
を
眺
め
得
る
が
ｂ
常
に
帽
子
状
、
冠
状
に
認
め
ら
れ
る
。
中
央
尖
山
は
又
新
高
山
の
絶
頂
よ
り
も
、
こ
れ
を

望
む
事
が
出
来
る
。
主
山
の
北
方
に
幡
る
新
高
北
山
、
そ
の
左
肩
に
遠
く
北
中
央
山
脈
の
波
濤
を
望
む
事
が
出
来
る
が
「
中
央
尖
山
は

南
湖
大
山
の
右
手
に
明
か
な
る
三
角
錐
を
示
し
て
衛
立
す
る
。
墓
北
。
新
竹
等
の
西
海
岸
干
地
よ
り
は
こ
れ
を
認
め
得
な
い
が
、
曾
て

蔓
潤
縦
貫
線
の
豊
原
附
近
に
て
革
中
南
湖
大
山
と
覺
し
き
も
の
を
認
め
得
た
。
墓
湾
山
岳
は
高
山
標
式
と
な
る
べ
き
雲
を
持
た
な
い
の

で
、
鑑
別
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
時
恰
も

一
月
、
低
く
見
え
た
南
湖
大
山
は
彩
し
い
積
雲
に
依
り
て
識
別
せ
ら
れ
た
。
そ
の
南
に
饗

立
し
て
居
た
尖
頭
は
ｂ
こ
の
中
央
尖
山
で
は
な
か
つ
た
か
。
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。

今
回
の
登
攀
が
夕

・
ロ
コ
の
春
人
を
使
用
し
、
タ
ロ
コ
蕃
地
コ
フ
ヘ
ル
漢
右
岸
を
湖
行
し
て
Ｄ
尖
山
の
南
肩
に
達
し
、
登
頂
に
成
功
し

た
事
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
若
し
も
今
後
の
登
路
に
別
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
コ
ー
ス
が
可
能
で
あ
る
か
？

そ
れ
等
に
就
て
一
言
し
て
置
か
う
。
今
回
の
捜
索
隊
長
今
村
榮
次
郎
氏
が
曾
て
タ
ウ
サ
イ
の
蕃
人
を
連
れ
タ
ウ
サ
イ
漢
を
偉
っ
て
．
登

攀
を
試
み
ら
れ
。
天
候
の
悪
憂
に
よ
つ
て
中
途
引
き
返
さ
れ
た
事
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
コ
ー
ス
は
不
可
能
で
な
い
と
想
像
す
る
。
今

回
の
行
に
於
て
．
尖
山
間
近
く
迫
り
。
之
を
惟
ふ
の
で
あ
る
が
３
こ
の
コ
ー
ス
は
或
ひ
は
今
回
の
コ
ー
ス
よ
り
業
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
は
西
斜
面
シ
カ
ヤ
ウ
祗
よ
り
の
登
路
で
あ
る
。
余
が
シ
カ
ャ
ウ
祗
蕃
人
に
聞
き
得
た
る
所
で
は
、
こ
の
行
は
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
。

帥
ち
大
甲
漢
上
流
な
る
シ
ラ
ガ
ン
一漢
を
偉
つ
て
登
る
と
云
ふ
。
然
し
乍
ら
結
局
余
等
の
取
つ
つ
き
得
た
る
尖
山
南
肩
に
達
し
然
る
後
。

同
様
の
登
路
を
取
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
述
の
他
南
湖
大
山
方
面
よ
り
の
登
攀
が
思
ひ
出
さ
れ
る
が
、
尖
山
と
こ
の
山
と
の
間

は
非
常
な
痩
尾
根
叉
崩
壊
し
易
い
断
崖
が
Ｅ
口
を
開
い
て
居
る
。
故
に
餘
程
下
を
絡
ま
な
い
限
り
は
登
攀
不
可
能
で
あ
ら
う
。
可
能
と

す
る
も
北
面
よ
り
直
下
に
尖
山
の
頭
に
と
り
つ
く
事
は
今
の
所
甚
だ
困
難
と
見
ら
れ
る
。
（
了
）
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

乾

燥

雪

崩

―
―
主
と
し
て
鋤
澤
の
雲
崩
に
就
て
―
―

藤

　

田

　

信

　

道

一
ゝ
昭
和
五
年

一
月
創
澤
の
適
難
に
就

て

昭
和
五
年

一
月
ｂ
東
京
帝
大
ス
キ
‥
山
岳
部
の
先
輩
窪
田
、
田
部
氏
外
二
名
、
人
夫
二
名
の
創
澤
遭
難
に
開
し
て
同
部
は
窪
田
ｂ
田

部
爾
氏
の
追
悼
出
版
と
し
て
「銀
嶺
に
輝
く
」
な
る
冊
子
を
嚢
刊
し
た
。
こ
の
中
に
盛
ら
れ
た
若
き
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
の
非
業
の
死
は
全
篇

鬼
氣
迫
る
も
の
が
あ
る
が
、
更
に
遭
難
者
が
残
さ
れ
た
遺
書
ゝ
嘉
員
を
通
じ
て
帝
大
ス
キ
ー
山
岳
部
員
が
推
論
さ
れ
た
中
に
も
筒
幾
多

の
疑
間
の
貼
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

第

一
回
の
捜
索
隊
に
は
部
員
は
加
は
つ
て
居
な
い
か
ら
雲
崩
の
原
因
に
就
て
婦
納
す
べ
き
材
料
が
比
較
的
薄
翡
に
な
つ
て
ゐ
る
事
は

誠
に
残
念
な
こ
と
だ
が
今
と
な
つ
て
は
致
し
方
が
な
い
。

何
が
遭
難
の
直
接
の
原
因
で
あ
つ
た
か
ゝ
叉
雲
崩
食
生
の
原
因
と
な
る
べ
き
も
の
に
封
し
て
営
時
の
事
情
を
綜
合
す
れ
ば

「
去
年
の
暮
に
全
國
を
訪
れ
た
異
常
な
暖
か
さ
が
創
澤
を
襲
う
て
、
こ
ヽ
に
も
十
二
月
十
七
日
、
雨
を
降
ら
し
た
も
の
と
す
れ
ば
そ

れ
が
根
本
的
原
因
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
」

「
一
行
の
撮
影
し
た
十
六
粍
映
蓋
を
見
て
も
雨
の
た
め
に
荒
さ
れ
た
積
雲
ら
し
く
思
は
れ
る
。
こ
れ
が
引
績
い
て
の
厳
寒
の
鶯
に
凍

結
し
て
ク
ラ
ス
ト
を
な
し
ｂ
そ
の
後
多
少
は
降
雲
が
あ
つ
た
に
し
て
も
四
日
ま
で
は
こ
の
状
態
が
績
い
た
。
そ
し
て
四
日
の
午
後
降
り

○
乾
燥
彗
崩
　
藤
田
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○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二六

始
め
た
雲
は
五
、
六
．
七
日
と
吹
雪
き
通
し
、
八
日
に
多
量
の
積
雲
と
も
た
ら
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
し
て
九
日
の
靭
に
起
つ
た
張
風

に
依
つ
て
こ
の
新
雪
が
自
身
の
重
さ
に
よ
り
落
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
田
部
君
の
遺
書
に
遺
さ
れ
た

「舌
モ
ナ
ク
降
ル
雲
ハ
ア
ハ
ナ
ダ

レ
フ
オ
コ
シ
‥
‥
‥
」
の
文
句
は
か
う
し
た
新
雲
表
居
雲
崩
を
意
味
す
る
の
だ
ら
う
」
（「銀
嶺
に
輝
く
」五
二
―
五
頁
）

以
上
の
推
論
を
纏
め
て
そ
れ
を
雪
崩
崩
落
の
條
件
を
醸
成
さ
せ
る
氣
象
、
積
雲
状
態
、地
形
の
三
鮎
か
ら
分
析
、
批
評
し
て
見
た
い
。

雲
崩
に
遭
遇
し
た
日
は
田
部
氏
の
遺
書
に
あ
る
や
う
に
九
日
午
前
四
時
二
十
分
で
あ
る
と
す
る
。

一
、
気
象

（Ａ
）
八
日
の
気
象

天
候
、
吹
雲
（田
部
氏
遺
書
）

経
日
猛
烈
な
る
吹
雲
（窪
田
氏
遺
書
）

街
富
山
縣
鷹
の
調
査
さ
れ
た
富
山
市
に
於
け
る
天
候
に
依
れ
ば
ゝ
一
月
八
日
、
午
前
一
時
十
分
よ
り
降
り
出
し
、
経
日
降
り
通
し
、

午
後
八
時
四
十
分
よ
り
大
吹
雲
と
な
り
同
十
一
時
三
十
分
風
の
み
歓
む
。
而
し
て
九
日
午
前
九
時
雲
歓
む
。

営
時
の
天
候
は
以
上
の
如
く
絡
日
創
澤
を
襲
う
て
居
た
。
吹
雲
と
あ
る
以
上
風
は
猛
烈
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
が
、
温
度
が
記
さ
れ

て
な
い
虎
を
見
る
と
連
目
さ
し
た
る
憂
化
な
く
零
下
七
度
乃
至
十
三
度
位
の
邊
り
を
上
下
し
て
ゐ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
従
つ
て

営
時
の
気
象
は
各
期
の
雲
崩
嚢
生
の
條
件
を
完
備
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
Ｂ
）
七
日
ま
で
の
気
象

七
日
ま
で
は
ど
ん
な
天
候
が
績
い
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
か
。
田
部
氏
の
遺
書

（砂
糖
紙
箱
に
記
さ
れ
た
）
に
依
つ
て
一
見
出
来
る
や
う

に

元
日
（観
測
地
難
　
弘
法
小
合
）

行 残 月 一 十 年 五 和 昭
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彼 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

吹
雪
後
晴
　
温
度
最
低
零
下
十
八
度

二
日
（槻
測
地
黙
　
創
澤
小
合
）

晴
後
吹
雲
　
温
度
最
低
零
下
十
七
度

三
日

（同
　
　
　
同
）

午
前
吹
雪
ｏ
正
午
晴
ｂ
午
後
八
時
温
度
零
下
十
一
度

四
日
―
―
八
日
ま
で
は
連
日
連
夜
晴
れ
る
と
も
な
く
。
張
風
を
件
つ
た
雲
が
降
り
績
い
て
ゐ
た
。

以
上
で
解
る
や
う
に
昭
和
五
年

一
月
三
日
よ
り
一
週
間
の
間
、
僅
か
に
一
行
が
鶴
ケ
御
前
尾
根
に
登
れ
る
だ
け
の
時
間
を
得
る
事
の
出

来
た
三
日
の
午
後
以
外
に
は
絶
え
す
雲
が
降
り
頻
つ
て
居
て
、
剣
澤
は
日
毎
夜
毎
に
積
雲
量
を
刻
々
と
培
し
て
行
つ
た
。
各
期
登
山
に

経
験
あ
る
も
の
は
何
人
も
知
つ
て
居
る
や
う
に
、
雲
崩
を
崩
落
せ
し
む
る
外
的
條
件

（自
然
的
條
件
）
と
し
て
各
期
は
降
雨
、
太
陽
の

照
射
、
気
温
の
上
昇
等
の
現
象
は
比
較
的
少
く
し
て
、
風
力
が
そ
の
主
動
的
原
因
た
り
得
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
一
行
が
側
澤
の
小

合
に
起
き
臥
し
て
、
側
の
山
頂
を
目
指
し
て
ゐ
た
間
に

（遭
難
後
各
自
の
ス
キ
ー
に
シ
ー
ル
が
つ
い
た
儘
嚢
見
さ
れ
た
事
か
ら
し
て
、

室
堂
に
行
く
の
な
ら
ば
わ
ざ
ノ
ゝ
前
夜
よ
リ
シ
ー
ル
を
ス
キ
ー
に
付
け
る
必
要
も
な
い
か
ら
、
前
夜
よ
り
斯
る
準
備
を
な
し
て
ゐ
た
の

は

一
行
が
八
日
に
至
る
ま
で
筒
側
の
頂
を
目
指
し
て
ゐ
た
と
考
へ
る
の
が
安
営
で
あ
る
。
別
山
。
別
山
乗
越
、
鶴
ケ
御
前
へ
と
績
く
素

晴
し
い
雲
稜
に
は
雪
崩
の
特
に
落
下
せ
ん
と
す
る
状
態
を
、
日
一
日
と
具
現
し
つ
ム
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
斯
る
時
一
行
が
雲
崩
に
封
し

て
如
何
な
る
虎
置
を
な
し
た
か
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
批
判
の
封
象
と
な
る
。

二
、
積
雲
状
態

Ａ
．
積
雲
量

四
日
に
下
山
し
た
Ｒ
、
Ｃ
、
Ｃ
の
命
員
加
藤
文
太
郎
氏
の
談
に
依
る
と
山
上
の
積
雲
は
弘
法
小
屋
で
は
八
尺
位
、
創
澤
小
舎
附
近
で

○
乾
燥
雲
崩
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田
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○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一元

は
十
一
尺
以
上
は
あ
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
（前
掲
書
二
十
頁
）。
四
日
に
於
け
る
側
澤
が
十
一
尺
以
上
の
積
雲
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
そ

の
後
五
日
間
吹
雲
通
し
た
八
日
に
於
て
は
四
日
以
後
更
に
十
尺
以
上
の
堆
積
が
あ
つ
た
事
は
想
像
す
る
に
困
難
で
な
い
。
恐
ら
く
斯
る

低
温
度
に
於
て
降
り
積
つ
た
雲
は
小
合
附
近
に
於
て
は
二
十
尺
以
上
あ
つ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
営
然
剣
澤
小
合
を
牛

分
以
上
も
埋
め
養
し
て
了
つ
た
で
あ
ら
う
。

（Ｂ
）積
雪
居
の
構
成
状
態

「鳥
員
に
見
ら
れ
る
や
う
な
波
状
は
風
の
み
に
依
る
も
の
だ
と
は
ど
う
し
て
も
考
へ
得
ら
れ
な
い
」
（前
掲
書
五
十
二
頁
）。創
澤
小
合

で
六
人
の
生
命
を
奪
ひ
去
つ
た
雲
崩
の
問
題
に
特
に
関
係
あ
り
と
帝
大
ス
キ
ー
山
岳
部
員
が
思
惟
さ
れ
る
「流
水
線
に
滑
ふ
た
波
状
雲
」

は
ど
ん
な
役
割
を
持
つ
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
か
。

虎
が
帝
大
ス
キ
ー
山
岳
部
員
が
考
へ
ら
れ
る
や
う
に
波
状
雲
と
は
風
の
み
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
し
た
ら
ｂ
果
し
て

何
に
依
つ
て
雲
が
斯
る
形
状
を
呈
し
た
の
だ
ら
う
か
。
最
初
に
引
用
し
た

「銀
嶺
に
輝
く
」
の
中
に
あ
つ
た
や
う
に
昨
年
末
に
降
つ
た

雨
に
原
因
さ
れ
て
あ
る
と
し
た
鮎
に
は
果
し
て
誤
り
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。

波
状
雲
と
は

「
蒻
い
風
が
積
つ
た
ま
ム
の
粉
状
の
雲
面
を
吹
き
渡
る
と
雲
面
に
波
紋
を
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
恰
も
砂
丘
に

出
来
る
波
紋
や
静
か
な
ス
面
に
生
す
る
小
波
と
同
じ
も
の
で
．
雲
の
特
性
は
憂
ら
す
、
た
ゞ
外
貌
だ
け
が
憂
化
す
る
も
の
と
現
る
。
も

つ
と
強
い
風
が
吹
く
か
。
ま
た
さ
ほ
ど
強
く
な
く
と
も
長
い
時
間
績
け
ば
Ｄ
虎
女
雲
は
堅
く
歴
縮
さ
れ
て
比
重
を
増
し
、
丁
度
砂
糖
菓

子
の
や
う
に
な
る
パ
中
略
）
同
じ
く
ク
ラ
ス
ト
で
あ
る
が
、
陽
光
の
場
合
と
は
異
な
り
雲
を

一
且
融
解
せ
ず
に
た
ゞ
緊
縮
し
た
丈
で
あ

る
」
（加
納
一郎
氏
著
「氷
と
雲
」
一
七
一頁
）と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。

波
状
雲
に
開
す
る
加
納
氏
の
定
義
に
従
へ
ば
、
波
状
雲
は
風
の
み
に
依
っ
て
出
来
る
ク
ラ
ス
ト
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
各
朝
陽
光
の
蒻

レ
黙
か
ら
気
温
上
昇
、
降
雨
に
そ
れ
を
結
び
付
け
て
考
へ
ら
れ
た
る
貼
は
誤
つ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
十
二
月
十
七
日
以
後
三
日

行 残 月 十 年 五 和 昭
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迄
に
降
雲
無
か
り
し
に
非
ぎ
る
黙
、
及
び
斯
る
形
状
の
積
雲
帯
は
凡
て
風
に
曝
さ
れ
る
事
の
多
い
場
所
に
於
て
嚢
見
さ
れ
る
黙
よ
り
見

て
、
新
る
解
繹
は
餘
り
安
営
で
な
い
様
に
思
は
れ
る
。

然
し
な
が
ら
営
時
創
澤
上
部
の
積
雲
構
成
が
根
雲
が
―
―
そ
れ
は
輸
燥
雲
か
漁
潤
雲
か
一
寸
断
定
出
来
な
い
が
１
１
ク
ラ
ス
ト
の
直

下
部
に
於
て
は
乾
燥
雲
を
蓄
へ
、
そ
の
ウ
イ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
上
に
多
量
の
雲
が
八
日
ま
で
降
り
積
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
想
像
が
出
来
る
。

（
Ｃ
）雪
質

雲
崩
の
性
状
を
乾
燥
新
雲
表
居
雪
崩
と
推
定
さ
れ
て
居
る
が
、
遭
難
者
の
手
記
中
に
四
月
以
後
に
於
け
る
温
度
が
書
か
れ
て
な
い
か

ら
雪
質
を
具
般
的
に
云
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
三
日
ま
で
の
温
度
よ
り
想
像
し
て
も
っ
低
温
に
於
て
連
日
降
積
っ
た
乾
燥
雲

で
あ
つ
た
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。
殊
に
テ
プ
リ
の
静
止
状
態
よ
り
齢
納
す
る
と
。
そ
れ
は
昭
和
二
年
十
二
月
三
十
日
ゝ
早
大
山
岳
部

員
が
針
ノ
木
大
澤
小
合
附
近
に
於
て
遭
遇
し
た
も
の
と
同
一
の
も
の
ら
し
い
。

「デ
プ
リ
は
牛
米
位
の
プ
ロ
ツ
ク
が
積
雲
面
よ
り
三
分
の
一
米
位
高
く
な
っ
て
ゐ
る
程
度
で
新
雪
に
覆
は
れ
て
ゐ
た
」
（銀
嶺
に
輝
く

四
十
三
頁
）

乾
燥
雲
崩
に
は
デ
プ
リ
を
残
さ
な
い
も
の
と
Ｄ
デ
プ
リ
が
剣
澤
の
そ
れ
と
同
じ
や
う
な
状
態
に
置
か
れ
る
も
の
と
二
つ
あ
る
。
前
者

に
於
て
は
落
下
し
た
雲
崩
が
附
近
の
積
雲
の
質
と
憂
化
な
く
置
か
れ
る
た
め
に
崩
落
雲
が
プ
ロ
ツ
ク
を
示
さ
な
い
ば
か
り
か
ら
崩
落
雪

が
周
園
の
雲
と
同
質
で
あ
る
た
め
に
そ
の
け
じ
め
さ
へ
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
瀑
潤
雲
或
ひ
は
板
状
雲
に
は
見
ら
れ
な
い
特
有
な

現
象
で
あ
っ
て
、
我
々
は
農
々
各
期
の
登
山
に
於
て
落
下
後
デ
プ
リ
を
認
め
ぎ
る
斯
る
乾
燥
雪
崩
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
問
題
に
就
い
て
は
最
後
の
「乾
燥
雲
崩
」
の
條
に
於
て
述
べ
て
あ
る
か
ら
此
虎
で
は
省
略
す
る
が
、
遭
難
営
時
の
一
月
の
側
澤

小
舎
附
近
の
雲
質
は
賢
に
多
量
な
乾
燥
新
雪
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
責
で
あ
る
。
タ
ラ
ス
ト
の
上
に
堆
積
し
た
雲
は
崩
落
し
易
い
状
態
に

ぁ
る
の
で
あ
る
が
、
十
二
月
十
七
日
以
後
九
日
早
瞬
ま
で
何
故
雲
崩
を
惹
起
さ
せ
な
か
っ
た
か
こ
の
黙
は
大
い
に
研
究
を
要
す
る
。
且
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一二〇

つ
波
状
雲
が
所
謂
ウ
イ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
と
違
っ
て
ゝ
初
期
の
過
程
で
あ
り
。
況
ん
や
波
状
雲
の
金
‘
憂
質
し
た
Ｉ
Ｉ
今
迄
奮
雪
と
呼
ば

れ
て
ゐ
た
―
―
雲
印
ち
ク
ラ
ス
ト
や
漏
潤
雲
よ
り
は
乾
燥
雲
の
堆
積
に
封
し
て
よ
り
大
な
る
磨
擦
を
興
ふ
る
に
於
て
は
、
波
状
雪
が
雨

の
た
め
に
出
来
た
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
事
が
裏
書
さ
れ
る
。
従
つ
て
剣
澤
に
は
殆
ど
同
質
の
（時
間
的
に
過
程
上
の
相
違
は
あ
っ
て

も
）
雲
が
降
り
積
つ
て
ゐ
た
と
考
へ
て
差
支
へ
な
い
と
思
ふ
。

三
、
地
形

地
形
上
か
ら
云
へ
ぱ
別
山
側
の
方
が
鶴
ケ
御
前
側
に
比
し
て
傾
斜
度
は
大
で
あ
る
。
剣
澤
小
合
を
襲
ふ
た
雲
崩
は
鶴
ケ
御
前
側
か
ら

崩
落
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
榮
作
の
證
言

（第

一
回
の
捜
索
に
従
事
し
た
人
夫
）
が
信
す
べ
を
も
の
で
あ
り
と
す
れ
ば
ゝ
私
は

何
も
云
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
北
西
風
の
吹
く
剣
澤
に
於
て
は
鶴
ケ
御
前
側
の
雲
は
常
に
吹
き
落
さ
れ
て
ゐ
て
、
小
合
を
破
壊
し
去

る
程
の
雲
崩
は
出
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
地
形
上
、
鶴
ケ
御
前
の
上
部
に
は
雲
庇
が
生
長
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
し
Ｄ
叉
創

′岳
の
肩
に
於
て
認
め
ら
れ
た
雲
庇

（遭
難
者
の
撮
影
し
た
十
六
ミ
リ
映
善
に
認
め
ら
れ
る
）
さ
へ
も
極
め
て
小
さ
な
も
の
で
，
雪
崩
崩

落
の
誘
因
と
な
る
に
は
餘
り
に
も
力
な
い
も
の
で
あ
る
。

叉
鳥
員
で
も
解
る
や
う
に
小
合
の
入
日
の
方
よ
り
も
そ
の
背
後
に
ょ
り
多
く
の
雲
量
を
た
ゝ
へ
て
ゐ
る
事
等
も
別
山
側
に
よ
り
多
量

の
乾
燥
雲
が
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
集
ま
つ
て
ゐ
る
こ
ど
を
示
し
て
み
る
。
傾
斜
度
の
大
小
は
乾
燥
雲
崩
に
は
大
な
る
関
係
が
な
い
怪

し
て
も
、
私
は
別
山
側
に
も
営
時
大
き
な
雲
崩
が
出
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
積
雲
量
、
営
時
の
気
象
か
ら
雨
者
を
比
較

し
た
時
、
他
の
黙
が
几
て
等
し
い
と
す
れ
ば
別
山
側
に
雲
崩
が
出
た
も
の
で
あ
る
と
私
は
主
張
し
た
い
。

無
雲
期
の
形
貌
は
此
虎
で
は
餘
り
に
問
題
と
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
斯
力、
る
雲
崩
は
底
雲
崩
と
違
っ
て
地
底
か
ら
雲
を
全
部
拭
ひ
去

っ
て
落
ち
た
も
の
で
は
な
く
り
雲
居
間
の
内
部
磨
擦
の
限
界
が
破
れ
た
篤
に
崩
落
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

・
創
澤
の
地
形
と
雲
崩
の
関
係
に
就
て
は
私
は
多
く
を
知
ら
な
い
。
叉
先
日
の
日
本
山
岳
會
研
究
會
に
於
て
地
形
上
か
ら
見
た
今
回
の
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雪
崩
を
帝
大
の
方
々
に
質
問
し
た
の
で
あ
っ
た
が
大
し
て
得
る
虎
は
な
か
っ
た
。
こ
の
鮎
は
後
日
の
問
題
と
し
て
保
留
し
て
置
き
度
い
。

二
、
立
山
、
釧
澤
の
気
象
と
彗
質
に
就
て

以
上
雲
崩
崩
落
の
直
接
原
因
と
な
る
べ
き
気
象
．
積
雲
状
態
ゝ
地
形
の
三
黙
か
ら
今
回
の
創
澤
の
雲
崩
に
就
て
論
じ
た
。
勿
論
私
が

こ
の
問
題
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
は
帝
大
ス
キ
ー
山
岳
部
嚢
行
の

「銀
嶺
に
輝
く
」
を
中
心
と
し
た
が
、
こ
れ
の
み
で
は
普
遍
的
貧
営
性

を
具
備
し
て
ゐ
る
と
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。

殊
に
雲
質
を
憂
化
せ
し
む
る
主
因
と
な
る
気
象
に
就
て
立
山

一
帯
は
北
ア
ル
プ
ス
に
於
て
も
特
殊
な
條
件
を
具
へ
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る

。

「
立
山
は
日
本
北
ア
ル
プ
ス
の
最
北
端
に
位
し
、
す
ぐ
さ
ま
日
本
海
の
海
岸
線
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
，
こ
の
漁
潤
な
海
洋
気
象
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
特
に
各
期
の
特
徴
と
す
る
北
風
と
西
風
と
は
何
等
緩
和
せ
ら
れ
る
ゆ
と
り
も
な
く
又
何
等
の
障
碍

も
受
け
な
い
で
直
接
に
こ
の
山
群
に
吹
き
つ
け
て
来
る
。
こ
れ
が
篤
に
立
山
の
各
は
非
常
に
風
の
影
響
が
烈
し
く
、
温
潤
な
大
氣
は
極

め
て
多
量
の
降
雲
を
資
す
パ
中
略
）
こ
の
瀑
潤
は
一
方
に
於
て
は
各
期
の
登
山
者
を
極
め
て
悪
い
條
件
で
情
ま
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
瀑
潤
な
霧
と
霙
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
立
山
の
各
の
登
山
者
は
雲
と
風
に
封
す
る
準
備
だ
け
で
は
な
く
そ
の
上
に
雨
混
り
の
霙
に
封
し

て
ま
で
も
準
備
を
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。」
（「登
高
行
」第
七
年
第
五
十
二
頁
青
木
勝
氏
「立
山
各
期
登
山
し

各
期
に
於
け
る
創
澤
に
入
つ
た
例
は
前
記
青
木
氏
等
の
紀
行
と
今
度
の
一
行
の
記
録
以
外
に
私
は
聞
い
て
居
な
い
。
従
つ
て
こ
の
二

つ
の
経
験
を
以
て
直
ち
に
立
山
か
ら
剣
へ
掛
け
て
の
各
の
天
候
の
正
規
の
状
態
を
窺
ふ
事
は
出
来
な
い
だ
ら
う
が
、
青
木
氏
が
指
摘
さ

れ
て
ゐ
る
や
う
に
穂
高
連
峯

一
帯
と
立
山
群
峯
を
比
較
し
た
時
に
、
気
象
上
の
相
異
、
そ
れ
は
必
然
に
積
雲
状
態
及
び
雲
質
に
憂
化
を

及
ぼ
し
、
雪
崩
に
封
し
て
も
多
か
れ
少
か
わ
、
異
つ
た
影
響
を
興
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
考
へ
ら
れ
る
。
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一三

青
木
氏
の
経
験
に
よ
れ
ば
。
第

一
年

（
一
九
二
三
年

一
月
）
は
間
歓
的
で
は
あ
る
が
晴
天
の
日
が
多
く
。
第
二
年
は
こ
れ
に
次
ぎ
第

二
年
は
最
も
漁
潤
な
天
候
が
績
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
立
山
室
堂
に
於
け
る
観
測
で
あ
る
が

　ゝ
一
度
雷
島
澤
を
越
え
て
創
小
合
に
到
つ
た

時
に
ｂ
立
山
室
堂
附
近
に
於
け
る
と
同
じ
や
う
な

「最
も
瀑
潤
な
天
候
が
績
い
た
」
か
ど
う
か
。

青
木
氏
は
創
澤
に
於
け
る
雲
質
を
詳
細
に
は
書
い
て
居
ら
れ
な
い
が
ら
そ
の
雲
質
や
登
攀
直
前
の
天
候
を
豫
想
す
る
事
の
出
来
る
資

料
を
調
べ
て
見
や
う
。

一
九
二
五
年

一
月
九
日

「
一
九
二
二
年
四
月
ゝ
三
日
君
ら
が
初
め
て
積
雲
期
の
剣
岳
に
登
攀
し
た
際
は
最
初
か
ら
山
稜
の
み
を
偉
ふ
も
の
を
撰
ん
だ
。
そ
れ

は
創
澤
の
雲
崩
の
危
険
を
非
常
に
危
惧
し
た
篤
で
あ
つ
た
が
、
後
に
至
つ
て
こ
の
創
澤
の
上
牛
部
に
は
雲
崩
の
危
険
性
の
な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。」

「惜
じ
む
ら
く
は
こ
の
日
は
谷

一
同
（創
澤
）
は
数
日
末
の
風
に
ひ
ど
く
風
化
の
影
響
を
う
け
て
‐ゐ
て
、
ど
こ
も
こ
ゝ
も
粗
雑
な
不
均

整
な
雪
質
と
な
つ
て
ゐ
た
。
風
歴
と
自
ら
の
堆
積
と
に
よ
つ
て
ぎ
ご
ち
な
く
な
つ
た
凝
結
粉
雪
の
地
域
が
あ
る
か
と
思
へ
ば
カ
ン
ノ
ヽ

に
な
つ
た
ク
ル
ス
テ
が
突
如
と
し
て
現
れ
る
と
云
つ
た
具
合
で
あ
つ
た
。」
（登
高
行
第
七
年
六
十
三
頁
）

「
別
山
乗
越
附
近
は
ク
ル
ス
テ
が
頗
る
か
た
い
。
創
澤
は
期
待
に
反
し
て
．
種
々
の
雪
質
に
ケ
ー
ク
ド
バ
ウ
ダ
ー
を
交
へ
て
一
気
に

滑
降
を
ゆ
る
さ
な
い
。」
（登
高
行
第
六
琥
年
報
十
一
頁
）

此
虎
で
第

一
に
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
天
候
と
雪
質
と
の
因
果
的
関
係
で
あ
る
。
前
に
も
書
い
た
や
う
に
こ
の
年
は
所
謂

燥
潤
の
大
氣
を
比
較
的
感
じ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
ゝ
日
射
は
兎
も
角
と
し
て
気
温
上
昇
の
作
用
に
依
る
雲
質
の
憂
化
は
見
ら
れ
な

い
。
で
あ
る
か
ら
前
に
述
べ
た
三
項
中
の
第
二
に
あ
る
や
う
に
風
歴
硬
雲

（召
Ｆ
２
５
覆
ｏげ
■
■
〓
勲
ｏ日
３

が
一
帯
に
接
が
つ
て
ゐ

た
。「
カ
ン
ノ
ヽ
に
な
つ
た
ク
ル
ス
テ
」
と
は
融
解
墜
雲

（駿
ｏＦ
日
ｃＨＮゴ
易
げ
）
を
指
す
も
の
か
、
風
駆
硬
雲
を
指
す
も
の
か
不
明
だ
が
、

行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭
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他
の
外
力
の
作
用
少
な
き
事
費
を
前
提
と
し
て
後
者
で
あ
る
と
断
定
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

次

に
第

二
項

の
ヶ

ｌ

ク
ド

バ

ウ

ダ

ー

の
問

題

だ

が

ア

ー
ノ

ル
ド

ゝ

ラ

ン
氏

が

〓

８

卑

ｐ
Ｆ
８
諄
り
σＱ

ｏ
目

“
江

（〓
９
日
す
Ｆ

Ｑ
３

諄

り
・

ぉ
Ｊ
　
の
中
に
於
て
云
つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
こ
れ
は
粉
雲
に
封
し
て
騰
の
影
響
し
た
雲
の
一
種
で
あ
つ
て
同
氏
の
定
義
に
従
へ
ば
乾
燥

雲
の
意
味
が

一
唐
は
つ
き
り
す
る
。

ラ
ン
氏
は
風
の
影
響
を
三
つ
の
フ
ア
ク
タ
ー
か
ら
成
り
立
つ
て
ゐ
る
と
考

へ
る
。

一
、
風
力

（日
ｒ
ｏ
ｏす
８
∞
ＯＦ
Ｏ
』
諄
ｏ
メくＦ
ｅ

一
、
隣町
間̈

（日
Ｆ
ｏ
誌
員
ｒｏ
熟
〓
ニ
ロ
∞
ゴ
Ｆ
一ｃＦ
↑Ｆ
ｏ
のが
ｏ
て
いい
ｏｘ
”
ｏひΦ魚
ひｏ
ｒＦ
ｏ
ヨ
”口
魚
）

一
、

雲

の

形

状

（
日
Ｆ
ｏ

ご

り
ｏ

ｏ
』

“
●
〇
で

の
Ｘ
Ｕ
Ｏ
沼

魚

゛
ｏ

夢

Φ

〓

〓

ｅ

風
に
影
響
さ
れ
た
雲
の
種
類
は
凡
て
こ
の
三
項
の
何
れ
に
か
入
れ
ら
れ
る
。
ケ
ー
ク
ド
バ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
は
風
力
と
時
間
に
関
係
を

持
つ
て
ゐ
る
。
郎
ち
僅
か
に
張
風
が
吹
く
か
、
比
較
的
長
時
間
風
が
吹
く
と
ケ
ー
ク
ド
バ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
生
す
る
。
こ
の
雲
は
エ
キ

ス
パ
ー
ト
に
は
非
常
な
愉
快
な
滑
降
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、「
一
気
に
滑
降
を
許
さ
な
か
つ
た
」
庭
を
見
る
と
事
賢
は
ケ
ー
ク
ド
バ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
で
は
な
く
て
ｂ
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
ウ
イ
ン
ト
ハ
ル
シ
ユ
で
あ
つ
た
の
で
な
か
ら
う
か
。

「粉
雲
上
の
風
の
影
響
は
常
に
良
く
な
い
、強
風
が
吹
き
且
つ
長
時
間
に
及
べ
ば
雲
質
は
釜
々
不
良
と
な
る
。」
（呂
ｏ‐一日
夢
Ｆ

Ｑ
３
諄

弓
。
か
ｏ∞
卜
Ｈ鰤
ｏ【魚
Ｆ
だ
け
こ

と
い
ふ
言
葉
に
依
つ
て
も
、
創
澤
の
雲
質
が
ウ
イ
ン
ト
ハ
ル
シ
ユ
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
と
信
す
る
。

一
九
二
六
年

一
月

こ
の
年
は
前
年
と
比
較
し
て
更
に
好
適
な
状
態
に
置
か
れ
て
わ
た
。「
積
雲
量
も
あ
ま
り
深
く
な
く
、
密
度
も
い
ム
ぐ
ら
い
な
粉
雲
状

態
」
で
あ
つ
た
。
こ
の
言
葉
も

一
寸
解
澤
し
難
い
の
だ
が
、
何
れ
に
し
て
も
各
期
の
気
象
か
ら
云
つ
て
理
想
的
な
状
態
を
現
出
し
て
ゐ
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一三日

た
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
．

ま
た
■
に
同
氏
等
は
剣
岳
頂
上
へ
の
批
烈
な
登
攀
の
婦
途
、再
び
側
小
合
．附
近
に
於
て
マ
ー
プ
ル
ク
ラ
ス
ト
に
，遭
遇
し
て
居
ら
れ
る
。

こ
れ
も
ウ
キ
ン
タ
ー
ス
ノ
ー
の
一
種
で
あ
つ
て
、
非
常
に
堅
く
横
辻
り
を
し
易
い
ソ
リ
ツ
ド
ｂ
ス
ノ
ー
ー
ー
帥
ち
マ
ー
プ
ル
ク
ラ
ス
ト

は
各
季
南
向
き
の
斜
面
に
於
て
屋
た
嚢
見
さ
れ
ｂ
又
更
に
早
春
高
峻
な
る
谷
の
上
部
で
於
て
壺
見
さ
れ
る
。

以
上
の
事
資
を
綜
合
し
た
場
合
に
第
二
、
第
三
の
雨
年
を
通
し
て
の
経
験
は
側
澤
に
於
け
る
積
雲
状
態
が
爆
潤
な
氣
候
に
支
配
さ
れ

た
と
は
思
は
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
先
年
棋
氏
の
遭
難
の
事
賢
に
依
つ
て
知
つ
た
多
量
の
水
分
を
持
つ
霙
状
の
降
雲
は
、
明
ら
か
に
立

山
爾
陀
ケ
原

一
帯
に
於
て
は
、
海
洋
氣
象
の
関
係
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
豫
測
し
得
ら
れ
る
。
従
つ
て
第
三
年

（
一
九
二
六
年

一
月
）
に
は
漁
潤
な
天
候
が

（立
山
室
堂
附
近
で
は
）績
い
た
に
拘
ら
す

（登
高
行
第
七
年

一
〇
一
頁
参
照
）
剣
澤
に
於
て
は
そ
れ
ら
の

瀑
潤
な
氣
象
に
影
響
さ
れ
る
事
の
な
い
粉
雲
状
態
―
―
場
所
に
依
つ
て
は
風
の
作
用
を
受
け
た
虎
が
あ
つ
た
に
し
て
も
―
―
を
持
績
し

て
ゐ
た
の
は
気
象
的
に
各
期
に
於
け
る
側
澤
が
立
山

一
帯

（室
堂
を
中
心
と
す
る
）
と
非
常
に
異
つ
た
條
件
を
具
へ
て
あ
る
の
で
は
な

か
ら
う
か
。

各
期
立
山
を
襲
ふ
北
西
風
の
瀑
つ
た
風
が
剣
岳
及
び
そ
の
山
稜
に
遮
ら
れ
て
剣
澤
に
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
け

れ
ど
も
そ
れ
と
て
も
、
未
だ
創
岳
北
面
の
経
験
を
我
々
が
知
り
得
な
い
限
り
は
何
れ
と
も
断
定
出
来
な
い
が
ｂ
所
謂

「
フ
エ
ー
ン
」
で

あ
る
と
し
て
西
南
風
（
こ
れ
は
欧
洲
大
陸
の
地
理
的
特
種
事
情
か
ら
生
れ
た
も
の
で
日
本
に
も
そ
の
儘
適
用
さ
れ
る
と
は
考
へ
な
い
が
）

の
曖
氣
に
封
し
て
も
創
澤
は
影
響
さ
れ
な
い
事
が
そ
の
雪
質
上
か
ら
證
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

私
が
今
迄
各
期
に
於
け
る
立
山
の
気
象
、
雲
質
の
状
態
を
述
べ
て
来
た
理
由
は
っ
出
来
る
丈
け
の
経
験
―
ロー
そ
れ
も
っ
大
正
十
二
年

一
月
の
根
有
恒
氏
等
の
貴
い
先
駆
若
の
鰐
験
、
更
に
大
正
十
三
ｂ
十
四
雨
年
度
の
慶
應
義
塾
山
岳
部
の
経
験
及
び
昭
和
五
年

一
月
の
帝

大
ス
キ
ー
山
岳
部
の
先
輩
の
遭
難
、
四
回
に
亘
る
該
地
方
へ
の
登
山
記
録
か
ら
、
登
山
家
と
し
て
の
営
然
考
へ
得
べ
き
気
象
．
雲
の
状

て可T丁



班 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

態
を
雪
崩
に
闘
聯
せ
し
め
て
規
定
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
四
回
の
忍
苦
と
困
難
と
戦
つ
て
来
た
輝
か
し
い
積
雲
期
登
攀
も
、
曾
て
は
パ
イ
オ
ニ
ヤ
ー
板
倉
勝
宜
氏
０
若
き
雲
を
自
雲

の
立
山
に
捧
げ
じ
め
、
そ
し
て
今
は
又
六
つ
の
若
き
貴
き
生
命
を
創
澤
の
丈
餘
の
雪
の
中
に
ｂ
陰
惨
な
遺
書
と
共
に
埋
め
て
了
つ
て
ゝ

浜
を
以
て
綴
ら
れ
た
塞
前
の
悲
劇
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

私
が
一
月
の
剣
澤
及
び
立
山
の
積
雲
期
の
状
態
を
新
く
取
扱
つ
た
の
は
、
雲
崩
に
封
す
る
観
察
を
登
山
に
於
て
如
何
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、
帥
ち
雲
崩
観
察
方
法
に
主
黙
を
置
い
て
考
へ
た
の
で
あ
つ
た
。
乾
燥
雲
崩
に
於
て
は
如
何
に
風
が
積
つ
た
雲
の
上
に
影

響
を
興
へ
る
か
。
勿
論
例
外
と
し
て
は
氣
温
の
上
昇
ゝ
太
陽
の
照
射
等
の
影
響
も
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
ゝ
こ
の
場
合
は

寧
ろ
漁
潤
雲
崩
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
風
力
Ｄ
風
向
ｂ
風
の
時
間
等
が
乾
燥
雲
崩
に
於
て
は
種
々
な
る
憂
化
を
雲
に
異
へ
る
。

こ
れ
が
雲
崩
の
誘
因
と
な
る
主
要
素
で
あ
つ
て
そ
の
上
に
積
つ
た
量
の
問
題
と
相
開
し
て
賃
に
一
見
簡
単
で
は
あ
る
が
複
雑

，
な
調
査
を

し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
棋
有
恒
氏
の

「
山
行
」
に
於
け
る

「
板
倉
勝
宜
君
の
死
」
や

「登
高
行
」
第
七
年
の
青

木
勝
氏
の

「
立
山
各
期
登
山
」
、又
は
今
回
の
剣
澤
の
遭
難
に
於
て
斯
る
材
料
が
纏
つ
て
得
ら
れ
な
い
許
み
か
、
結
論
を
導
き
出
す
の
に

筒
幾
多
の
疑
間
を
差
し
扶
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
多
い
の
は
今
日
雲
崩
に
開
す
る
研
究
が
誠
に
幼
稚
な
も
の
で
あ
つ
て
．
各
期
登
山

は
雪
崩
に
開
す
る
限
り
餘
り
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
．

斯
く
し
て
私
の
論
鮎
は
再
び
本
年

一
月
の
創
澤
の
遭
難
に
戻
る
。
創
澤
小
合
に
九
日
ま
で
般
烈
な
創
岳
の
登
攀
を
志
し
て
ゐ
た
我
々

と
同
じ
各
の
山
を
志
す
仲
間
が
、
連
日
連
夜
の
降
雲
に
依
つ
て
、
刻

一
刻
と
彼
等
の
周
園
に
は
惨
ら
し
い
死
を
豫
想
さ
せ
る
雲
崩
崩
落

の
絶
好
の
條
件
が
ひ
し
′
ヽ
ど
迫
つ
て
行
つ
た
に
も
拘
ら
す
そ
れ
を
知
る
由
も
な
か
つ
た
事
を
思
ふ
時
に
、
私
は
餘
り
に
も
冷
ぐ
惨
た

ら
し
い
運
命
の
悪
戯
を
思
は
す
に
居
ら
れ
な
い
の
た

，
。

創
澤
の
遭
難
営
時
祗
會
に
捨
き
起
さ
れ
た
喧
夕
章
々
た
る
世
の
非
難
、
洩
薄
な
ろ
皮
相
的
な
る
山
を
知
ら
な
い
多
く
の
人
た
の
悟
り
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顔
の
非
難
は
、
彼
等
の
常
識
す
ら
も
疑
は
じ
め
た
で
は
な
い
か
。

更
に
ま
た
、
今
日
の
各
期
登
山
界
に
於
て
何
人
か
よ
く
雪
崩
の
危
険
な
き
時
を
指
適
し
得
る
も
の
が
あ
ら
う
か
。
雲
崩
崩
落
の
條
件

は
各
が
深
ま
る
に
連
れ
て
次
第
に
増
し
て
来
る
。
こ
の
時
、
我
等
山
に
登
る
も
の
よ
求
む
る
員
美
へ
の
憧
憬
は
、
厳
各
の
山
を
ば
志
す

こ
と
を
担
否
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
否
、
否
ｔ
斯
る
危
険
を
知
る
時
に
於
て
ゝ
我
等
の
心
は
厳
各
の
山
た
に
、
更
に
我
等
の
求
美
躍
動

の
精
神
と
な
つ
て
展
開
す
る
の
で
は
な
い
か
。

各
季
山
岳
に
於
て
。
瞬
間
的
に
し
か
得
ら
れ
な
い
登
攀
と
機
會
を
待
ち
希
ん
で
ゐ
る
の
も
．
我
々
が
限
り
な
く
山
を
憧
れ
る
か
ら
な

の
だ
。

山
に
封
す
る
登
山
者
の
技
術
が
山
の
危
険
よ
り
劣
つ
て
み
る
こ
と
が
斯
る
悲
惨
な
遭
難
を
産
ん
で
了
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
そ

れ
を

一
應
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
そ
れ
は
我
々
に
各
の
山
に
行
く
な
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
山
へ
の
癒
情
と
熱
愛
と
は
更

に
そ
の
危
険
を
克
服
し
３
そ
れ
を
巧
み
に
廻
避
し
つ
ゝ
．
よ
り
危
険
多
き
登
攀
を
志
す
こ
と
は
我
々
の
大
な
る
喜
び
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

創
澤
小
合
に
六
名
を
心
行
く
ま
で
弄
ん
だ
運
命
が
同
じ
戯
れ
を
何
時
か
は
他
の
人
た
の
上
に
襲
ひ
か
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
裁
々
は

そ
れ
を
知
つ
て
ゐ
る
。
だ
が
心
の
中
に
深
く
刻
ま
れ
た
山
へ
の
愛
情
は
、
何
時
も
我
々
を
遠
く
ゝ
高
く
。
雲
の
山
々
へ
駆
り
立
て
行
く

で
あ
ら
う
事
を
も
常
に
考

へ
す
に
居
ら
れ
な
い
の
だ
。

三
、
各
期
創
小
屋
使
用
の
限
度

剣
小
屋
が
建
設
以
来
幾
各
か
を
無
事
に
存
在
し
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
す
、
小
舎
を
倒
壌
せ
し
む
る
大
雲
崩
に
ど
う
し
て
逢
つ
た
の
で
あ

ら
う
か
。
結
果
論
で
は
あ
る
が
剣
澤
の
雲
質
状
態
か
ら
推
し
て
雲
崩
に
遭
遇
す
べ
き
條
件
が
、
小
合
を
破
壊
し
去
ら
す
と
共
今
迄
恐
ら

行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭
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く
数
へ
き
れ
ぬ
程
の
好
條
件
を
具
備
し
つ
ヽ
あ
つ
た
で
あ
ら
う
事
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
ｃ
小
合
建
設
者
も
小
合
使
用
者
も
先
づ
雲
の

量
と
そ
こ
に
襲
ひ
か
ヽ
る
雲
崩
に
開
す
る
條
件
と
を
充
分
調
査
す
る
の
で
な
け
れ
ば
．小
合
の
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

単
に
小
合
の
位
置
が
そ
れ
自
身
で
は
雲
崩
に
封
し
安
全
で
あ
つ
て
も
次
の
や
う
な
例
も
あ
る
。

大
正
十
二
年
二
月
五
日
有
名
な
案
内
者
小
林
喜
作
が
そ
の
子
や
独
師
を
件
つ
て
棒
小
屋
澤
附
近
に
小
合
住
ひ
を
し
て
み
た
時
の
事
、

封
岸
の
斜
面
か
ら
落
下
し
て
末
た
雲
崩
が
谷
を
埋
め
そ
の
餘
勢
が
小
合
に
向
つ
て
跳
ね
上
り
、
小
合
を
埋
浅
し
て
喜
作
父
子
は
惨
死
し

て
了
つ
た
。

大
正
十
五
年
二
月
何
人
も
小
合
に
泊
つ
て
居
な
か
つ
た
篤
に
大
き
な
問
題
と
は
な
ら
な
か
つ
た
が
槍
澤
小
合
が
赤
澤
岳
の
封
岸
の
ク

ー
ル
ア
ー
ル
か
ら
落
ち
た
も
の
ら
し
い
が
雲
崩
の
篤
に
崩
壊
し
て
了
つ
た
。
小
合
の
背
後
は
雲
も
付
か
ぬ
険
崖
で
あ
り
、
槍
澤
は
ス
キ

ー
で
直
滑
走
を
し
て
も
大
し
て
ス
ピ
ー
ド
も
出
ぬ
所
で
あ
つ
て
、
雲
崩
の
落
下
を
殆
ど
豫
想
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
が
、
直
径

七
寸
も
あ
る
性
を
切
断
し
小
合
前
の
湯
殿
を
十
数
間
も
押
し
流
し
て
了
つ
た
。

此
等
の
事
資
を
見
て
も
ｂ
何
れ
も
小
合
が
そ
の
建
設
者
に
は
雲
崩
か
ら
は
安
全
で
あ
る
と
豫
想
さ
れ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て

も
往
た
に
し
て
破
壊
さ
れ
る
。
殊
に
派
潤
雲
崩
は
氣
温
の
上
昇
と
陽
光
の
照
射
等
の
影
響
で
雲
そ
の
も
の
が
瀑
潤
と
な
る
の
で
あ
る
か

ら
豫
知
さ
れ
易
い
が
ぅ
乾
燥
雲
崩
に
於
て
は
一
定
の
條
件
が
飽
和
状
態
に
達
す
れ
は
夜
と
な
く
豊
と
な
く
到
る
虎
か
ら
落
下
す
る
の
で

あ
る
か
ら
常
脅
的
の
ラ
ウ
ィ
ー
ネ
ン
ツ
ー
ク

（雲
崩
通
路
）
は
決
定
し
難
い
。
印
ち
正
規
状
態
に
於
け
る
定
期
的
雲
崩
と
云
ふ
べ
き
も

の
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
。
昭
和
二
年
十
二
月
三
十
日
籠
川
谷
に
於
て
早
大
山
岳
部
員
を
襲
っ
た
雪
崩
に
封
し
て
ｂ
営
時
我
々
は
あ
れ
程

の
破
壊
力
を
持
つ
雲
崩
が
出
る
と
は
豫
想
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
大
正
十
三
年

一
月
裁
た
が
あ
の
谷
に
入
っ
て
か
ら

も
雲
崩
の
跡
は
見
な
か
っ
た
。
け
れ
共
今
後
と
難
も
筒
決
し
て
大
き
な
雲
崩
が
出
な、
い
と
云
へ
な
い
し
。
又
何
時
か
は
籠
川
谷

一
帯
を

埋
め
蓋
す
や
う
な
乾
燥
雲
崩
の
惹
起
さ
れ
る
こ
と
も
考
へ
得
ら
れ
る
。

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一■
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行 数 月 一 十 年 五 和 昭

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一元

剣
小
合
と
破
壌
し
た
雲
崩
の
直
接
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。

一
つ
に
は
東
南
面
に
出
来
た
雲
庇
が
崩
れ
て
粉
雲
斜
面
に
落
下
し
た

篤
に
崩
落
の
原
因
を
早
め
た
と
い
ふ
諭
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
地
形
上
ゝ
鶴
ケ
御
前
尾
根
附
近
に
就
て
「
新
る
雲
庇
が
形
成
さ
れ
る
と
は

考
へ
得
ら
れ
な
い
。
降
雲
量
少
き
一
月
の
始
め
に
は
、
雪
庇
が
出
来
さ
う
な
斜
面

（コ
コ
菫
ヽ
感
・準
澪
Ａ
澤
畔
菫
ヽ
菫
戦
澪
）
に
さ
ヘ

も
大
き
な
雲
庇
が
成
熟
す
る
と
は
思
は
れ
な
い
。

「雲
崩
の
嚢
生
し
た
地
黙
は
此
の
日

（第
二
回
の
捜
索
隊
の
到
着
し
た
日
）
、金
然
見
ら
れ
な
か
っ
た
し
。
叉
雲
庇
も
見
え
な
か
つ
た
」

（銀
嶺
に
輝
く
第
二
十
一
頁
）

こ
れ
は
雲
庇
が
破
碑
さ
れ
て
了
つ
た
の
で
は
な
く
始
め
か
ら
此
庭
に
は
形
成
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た‐
と
解
繹
す
べ
き
で
あ
る
。

従
っ
て
雲
庇
の
崩
壊
が
一
丹
の
創
澤
に
は
重
大
な
根
擦
が
な
い
限
り
，
奪
崩
崩
落
の
誘
因
な
り
と
断
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

剣
澤
に
小
合
が
建
設
さ
れ
た
営
時
（大
三
十
三
年
）
か
ら
小
合
に
衝
突
す
る
程
度
の
雲
崩
の
嚢
生
し
て
ゐ
た
こ
と
は
考
へ
得
ら
れ
る
、

然
し
小
合
を
破
壊
し
去
る
程
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
降
っ
た
雲
が
風
の
強
か
っ
た
た
め
に
一
瞬
時
も
降
下
地
位
に
停
魯
る
こ
と
が
許
さ

れ
す
に
創
澤
の
下
へ
Ｔ
へ
と
吹
き
流
さ
れ
隣
謂

「
デ
プ
リ
を
認
め
ざ
る
乾
燥
雲
崩
」
の
鶯
に
斜
面
上
に
積
っ
た
雲
が
小
合
に
営
っ
た
際

に
も
ゝ
そ
れ
を
破
碑
す
る
程
大
な
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

雨
も
ｂ
本
年

一
月
四
日
か
ら
九
日
の
早
廃
ま
で
、
立
山

一
帯
が
荒
天
に
鷹
ま
れ
て
ゐ
た
時
に
ぅ
風
が
絶
え
ナ
．
積
雲
の
斜
面
を
下
か

ら
上
へ
と
、
印
ち
雲
の
落
下
方
向
と
反
封
に
吹
き
付
け
て
ゐ
て
、と
も
す
れ
ば
吹
雲
の
や
う
に
落
ち
て
行
く
彗
崩
を
喰
ひ
止
め
て
ゐ
た
。

そ
し
て
九
日
に
至
り
急
に
風
向
が
憂
り
。
強
風
が
鶴
ケ
御
前
の
方
か
ら
側
澤
小
合
に
向
っ
て
吹
き
通
し
た
も
の
と
す
れ
ば
一
行
の
運
命

も
全
く
此
虎
に
決
し
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ね
。
風
が
雲
質
を
愛
化
せ
じ
め
る
事
費
は
雲
崩
崩
落
と
勿
論
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
だ
が
雲

崩
崩
落
に
風
力
ゝ
風
向
が
直
接
の
誘
因
と
な
る
で
あ
ら
う
事
も
。′
今
回
の
ア
タ
シ
デ
ン
ト
が
充
分
に
ゝ
事
贅
を
以
て
證
明
し
て
あ
る
。

こ
の
雲
崩
に
関
す
る
間
接
の
原
因
―
―
雲
崩
構
成
條
件
と
し
て
は
前
述
の
気
象
、
積
雲
状
態
、
地
形
に
就
て
は，巳
で
に
逃
べ
た
通
り

一５０５一く



槻 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

で
あ
る
。

小
合
破
壌
に
就
て
営
時
各
方
面
か
ら
議
論
が
行
は
れ
て
居
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
を
私
は
次
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
営
時

一
月
四

日
と
想
像
さ
れ
て
ゐ
た
遭
難
が
事
責
は
九
日
で
あ
る
事
ｂ
従
っ
て
九
日．
の
剣
澤
の
雲
量
は
非
常
に
多
量
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
事
責
と
神

戸
商
大
の
田
中
氏
の
推
測
と
が
如
何
に
隔
り
が
あ
る
か
参
考
と
し
て
紹
介
す
る
。

「然
ら
ば
あ
の
様
な
地
形
上
に
建
て
ら
れ
た
三
日
干
の
小
合
が
五
ケ
年
間
破
壊
さ
れ
す
に
残
存
し
て
ゐ
た
か
ｂ
問
題
は
依
然
と
し
て

残
る
。
私
は
そ
れ
を
次
の
や
う
に
解
繹
し
度
い
と
思
ふ
。
前
に
も
述
べ
た
や
う
に
今
年
度
は
大
憂
雲
の
少
な
い
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

た
め
に
創
澤
の
積
雲
量
は
極
め
て
少
く
、
小
屋
も
牛
ば
以
上
露
出
し
て
ゐ
た

（
一
月
四
日
に
於
て
は
さ
う
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
九

日
に
於
て
は
然
ら
ず
―
―
筆
者
）
さ
う
で
あ
る
。
も
し
積
雲
量
が
私
達
の
行
っ
た
時
程
あ
っ
た
な
ら
ば
（昨
年
二
月
）
今
回
の
如
き
表
居

雲
崩
は
侵
令
。
出
て
も
、
屋
根
を
飛
ば
す
程
度
で
済
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
積
雲
下
居
面
の
岩
石
、
彊
松
等
の
雲
に
封
す
る
支
持

黙
が
比
較
的
多
く
そ
れ
が
た
め
に
雲
崩
に
大
き
な
も
の
が
出
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。」
（昭
和
五
年
一
月
週
刊
朝
日
）

こ
の
田
中
氏
の
論
文
中
前
の
部
分
に
於
て
は
遭
難
さ
れ
た
と
云
ふ
時
日
の
誤
ク
が
矛
盾
を
興
へ
、
更
に
後
の
部
分
に
於
て
は
雲
崩
と

流
動
の
過
程
に
於
け
る
乾
燥
雲
崩
の
原
則
を
無
直
し
た
重
大
な
る
誤
謬
で
は
な
か
ら
う
か
。

四
、
乾

燥

雪

崩

雲
崩
分
類
は
今
日
ま
で
多
く
の
登
山
者
乃
至
は
學
者
に
依

っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
分
類
名
構
は
Ｅ

々
た
る
も
の
で
あ

る
が
大
膿
に
於
て
左

の
三
つ
が
基
準
と
な

っ
て
あ
る
。
而

，
こ
の
三
春
を
相
互
に
結
合
せ
し
め
て
複
雑
に
雲
崩
を，
分
類
せ
ん
と
Ｌ
て
ゐ

る
人

々
も
あ
る
。

（
Ａ
）
雲
質
に
依
る
名
稀

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一元
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行 獲 月 ― 十 年 五 和 昭

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一四〇

（
Ｂ
）崩
落
雲
居
に
依
る
名
櫓

（
Ｃ
）崩
落
形
状
に
依
る
名
稀

（Ａ
）
は
純
然
た
る
雲
質
―
―
崩
落
以
前
の
―
―
に
依
っ
て
名
構
を
冠
す
る
。
帥
ち
乾
燥
雲
崩
と
漁
潤
雲
崩
と
で
あ
る
。
今
日
雲
質
を

中
心
と
し
て
分
類
さ
れ
て
ゐ
る
方
法
と
し
て
新
雲
奮
雲
の
名
稗
が
あ
る
が
こ
の
分
類
は
少
し
安
営
で
は
な
い
と
思
ふ
。

加
納

一
郎
氏
は

「費
際
に
営
っ
て
は
容
易
に
そ
の
特
徴
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
紺
」
を
強
調
さ
れ
て
雲
崩
を
新
雪
げ
奮
雲
に
二
大
別

さ
れ
て
ゐ
る
が
．
そ
の
根
擦
が
私
に
は
充
分
に
得
心
が
出
来
な
い
。
仮
令
．
ラ
ン
氏
の
新
雲
と
奮
雲
の
Ｅ
別
を
、
一
旦
降
っ
た
雲
が
シ

ュ
メ
ル
ツ
ハ
ル
シ
ユ
（太
陽
の
輻
射
熱
ゝ
又
は
氣
温
の
上
昇
に
依
り
溶
解
し
た
雲
が
更
に
凍
つ
た
と
き
に
出
来
る
雪
面
上
の
水
の
殻
）

と
な
つ
た
と
き
ｂ
そ
れ
が
更
に
溶
け
た
雲
を
奮
雲
と
す
る
と
云
ふ
定
義
を
是
認
す
る
と
し
て
も
ぅ
現
に
降
っ
て
ゐ
る
繰
潤
な
雲
と
一
旦

ク
ラ
ス
ト
が
融
解
し
た
雲
が
雲
質
上
同
一
の
場
合
も
あ
ら
う
。
新
く
の
如
く
新
雲
瀑
潤
と
奮
雪
漏
潤
と
は
雲
質
に
於
て
は
同
一
の
も
の

で
あ
る
や
う
な
時
に
、
筒
新
雲
、
奮
雲
の
Ｅ
別
を
以
て
雲
崩
分
類
が
最
も

「簡
単
明
瞭
で
あ
る
」
と
し
て
も
こ
の
大
別
に
拘
泥
す
る
必

要
が
あ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
又
加
納
氏
の
新
雪
ゝ
奮
雪
を
以
て
分
類
の
主
要
貼
と
な
す
た
め
に
、
乾
燥
雲
が
降
つ
て
後
、
瀑
潤
雲

に
代
つ
て
こ
れ
が
落
下
し
た
場
合
に
も
ぅ
こ
れ
を
新
雪
漁
潤
雲
崩
と
呼
ぶ
や
う
な
矛
盾
さ
へ
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
に
陥
ρ

て
了
ふ
。
（加
納
一郎
氏
「氷
と
雲
」第
二
一
〇
頁
）
雪
が
外
カ
ー
ー
自
然
的
影
響
を
受
け
て
筒
且
つ
新
雲
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
融
解
雲
は
凡

て
新
雲
で
あ
り
ぅ
ラ
ン
氏
の
雲
崩
定
義
中
に
あ
る
雲
崩
分
類
中
の
第
二
、
瀑
潤
新
雲
雲
崩

（帥
ち
全
然
溶
解
し
た
ク
ラ
ス
ト
で
構
成
さ

れ
て
あ
る
古
い
瀑
潤
雲
と
は
異
り
、
溶
解
し
始
め
て
ゐ
る
雲
）
電
♂
”
ド
ｏ■
Ｂ
ｏヨ

，く
注
目
ｏぽ
８
）
と
は
漁
潤
奮
雲
雲
崩
と
同
一
條
件

に
置
か
れ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

私
は
純
然
た
る
雲
質
の
分
類
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
奮
、
新
の
別
を
と
つ
て
も
何
等
差
支
へ
な
い
と
思
ふ
。
而
も
そ
の
方
が
―
―
軍
に

雪
質
か
ら
は
乾
燥
。瀑
潤
の
方
が
よ
り
合
迎
的
で
あ
る
と
考
へ
る
。
た
ゞ
比
重
に
依
る
こ
の
分
類
は
そ
の
程
度
を
以
て
Ｅ
割
す
べ
き
か
。
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私
に
は
大
島
氏
の
乾
燥
ｔ
滉
潤
の
比
重
を
以
て
直
に
明
確
な
Ｅ
割
線
と
す
る
こ
と
は
断
言
出
来
な
い
。
こ
の
鮎
に
就
き
。
大
方
の
御
教

示
あ
れ
ば
幸
で
あ
る
。

（
Ｂ
）雪
居
に
依
る
Ｅ
別
に
し
て
も
今
日
ゝ
上
居
ｂ
全
居
又
は
全
居
、
表
居
の
名
構
が
あ
る
が
　
・
ｏ
嚢
生
地
に
於
て
．
雲
が
上
層
丈
け
雲

崩
れ
て
も
静
止
状
態
の
直
上
部
に
於
て
は
全
居
の
雲
が
落
下
す
る
こ
と
も
あ
る
。
斯
る
場
合
に
は
果
し
て
何
と
名
付
く
べ
き
で
あ
ら
う

か
ラ
ン
氏
．
加
納
氏
、
森
田
氏
等
が
こ
の
稀
呼
を
省
か
れ
て
ゐ
る
鮎
は
正
営
で
あ
る
。

（Ｃ
）崩
落
し
つ
ヽ
あ
る
時
の
形
状
又
は
デ
プ
リ
の
形
状
に
就
い
て
は
。
今
日
の
研
究
は
未
だ
不
充
分
で
あ
る
。
前
者
は
舟
田
三
郎
氏

が
そ
の
著

「
ス
キ
ー
登
山
」
の
中

「各
雲
崩
」
に
於
て
一
研
究
を
嚢
表
し
て
居
り
、
後
者
は
最
近
ア
ン
ド
レ
ー
、
ア
リ
ー
氏
の
文
献
を

通
じ
て
紹
介
さ
れ
て
居
る
。

一
、
加
納

一
郎
氏
「
氷
と
雲
」
二
〇
八
頁

二
、
舟
田
三
郎
氏
「
ス
キ
ー
登
山
」
六
四
頁
―
―
六
六
頁

三
．
拙
筆
早
大
山
岳
部
嚢
行
「
リ
ユ
ツ
ク
、
サ
ツ
ク
」
第
六
年
「雲
崩
と
共
の
観
察
」

四
、
田
中
薫
氏
著
「
登
山
」
及
び
「地
理
學
評
論
」
昭
和
三
年
五
月
琥
九
頁

五
、
ア
ン
ド
レ
ー
、
ア
リ
ー
氏
（グ
ル
ノ
ー
プ
ル
高
山
地
學
研
究
所
）
日
Ｆ
①

，く
Ｌ

，
静
ｒ
ｏ”
（目
〕ｏ
０
８
∞
Ｓ
ｕ
匡
ｏユ
男
ｏユ
Φメ

Ｏ
ｏ一・

じ
Ю卜
）
Ｆ
Φ
“
ｐ
く
ュ
ｐ
目
ｏ
Ｆ
ｏ
駿
（り
・
Ｏ
ｏ
卜
ぼ
Ｆ
Φ
Φ
お
り
ｏ
〓
ｏ

Ｘ
目
Ｈ
ド
８
軟
）

右
掲
の
文
献
に
依
つ
て
デ
プ
リ
の
形
状
に
依
り
雲
崩
と
齢
納
的
に
研
究
す
る
方
法
が
次
第
に
明
瞭
に
な
つ
て
来
た
と
思
ふ
。
乾
燥
雲

崩
に
於
て
は
デ
プ
リ
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
ぬ
も
の
が
あ
る
か
ら
、
デ
プ
リ
の
観
察
の
み
が
雲
崩
全
部
を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
っ
雲
崩
に
開
す
る
注
意
力
乃
至
は
観
察
力
は
（Ｃ
）
の
研
究
に
依
つ
て
我
々
が
助
長
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。Ｏ

乾
燥
雪
崩
　
藤
田ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一菫
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○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田

以
上
の
推
論
か
ら
私
は
雲
崩
を
次
の
如
く
分
類
す
る
。

雲

崩

乾
燥
雲
崩

瀑
潤
雲
崩

（
Ｂ
）。
（
Ｃ
）
に
開
す
る
分
類
は
特
に
Ｅ
別
す
る
こ
と
な
し
に
以
上
の
二
つ
の
分
類
の
説
明
語
と
し
て
適
営
に
附
加
す
る
な
ら
ば
更
に

明
瞭
な
雪
崩
名
稀
が
出
来
上
る
と
思
ふ
。

こ
の
こ
文
を
書
き
始
め
た
時
か
ら
使
つ
て
ゐ
た
乾
燥
雲
崩
を
今
改
め
て
ｂ
我
々
の
経
験
か
ら
抽
象
化
し
て
見
た
い
。

比
較
的
長
い
急
峻
な
斜
面
で
雲
崩
を
起
す
に
必
要
に
し
て
■
つ
充
分
な
運
動
量
を
生
す
る
に
足
る
乾
燥
雲
の
容
積
と
量
と
が
存
在
す

る
場
所
に
惹
起
さ
れ
る
雲
崩
を
乾
燥
雲
崩
と
云
ふ
。
乾
燥
雲
は

一
般
に
強
い
内
部
摩
擦
力
を
有
し
て
ゐ
て
ｂ　
一
般
に
雲
崩
を
起
す
に
は

張
力
な
外
部
衝
撃
を
必
要
と
す
る
。
斯
る
衝
撃
の
最
大
の
も
の
は
風
で
あ
る
。
登
山
者
が
小
合
に
在
つ
て
今
日
は
安
全
で
あ
る
と
思
惟

し
て
ゐ
て
も
、
突
然
の
吹
雲
の
た
め
に
雲
崩
が
惹
き
起
さ
れ
る
事
が
決
し
て
な
い
と
は
言
へ
な
い
。
乾
燥
雲
崩
が
落
下
し
つ
ゝ
あ
る
過

程
に
於
て
張
風
を
件
ひ
来
る
の
は
一
般
に
物
般
の
落
下
原
則
に
依
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
乾
燥
新
雲
に
含
ま
れ
る
基
氣
の
鶯
に
一
居
強

力
な
破
壌
的
の
も
の
と
な
る
、
こ
れ
が
乾
燥
雪
崩
の
特
徴
で
あ
る
。
斯
る
雲
崩
は
落
下
の
後
、
デ
プ
リ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
落
下
中
摩

擦
の
た
め
に
雲
が
瀑
潤
と
な
り
、
そ
れ
が
凍
つ
て
ゝ
青
白
い
プ
ロ
ツ
ク
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

乾
燥
雲
崩
の
落
下
す
る
現
質
的
な
條
件
を
考
へ
て
見
た
い
。但
し
風
は
絶
え
す
雲
崩
々
落
の
方
向
に
吹
い
て
ゐ
る
も
の
と
前
提
す
る
。

（
一
）乾
燥
雲
上
に
更
に
乾
燥
雲
の
堆
積

（
二
）
ウ
イ
ン
ト
ハ
ル
シ
ユ
（
ケ
ー
ク
ド
バ
ウ
ダ
ー
よ
リ
ス
カ
プ
ラ
更
に
マ
ー
プ
ル
タ
ラ
ス
ト
に
至
る
雪
の
形
状
を
凡
て
含
む
）
上
に

乾
燥
雲
の
堆
積

（
三
）装
達
し
た
板
状
雲
（風
成
堅
雲
）
の
人
鴛
的
ス
は
自
然
的
破
碑

』
四
二

行  獲  月 十 年 五 和 昭
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右
の
如
き
各
雲
崩
の
落
下
の
原
因
と
な
る
べ
き
條
件
は
正
規
的
な
る
の
状
態
と
し
て
は
営
然
常
に
有
り
得
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
殊
に

北
ア
ル
プ
ス
に
於
て
は
快
晴
の
日
が
四
日
に
一
日
と
か
。
一
週
間
に
一
日
位
に
し
か
ゝ
恵
ま
れ
な
い
と
云
ふ
の
が
正
規
状
態
で
あ
る
。

荒
天
の
日
に
頂
に
立
つ
こ
と
は
希
み
得
な
い
と
す
れ
ば
、
快
晴
の
日
ご
そ
目
的
を
果
し
得
る
時
で
あ
る
。
だ
が
多
の
山
々
は
快
晴
の
日

に
、
よ
り
よ
き
雪
崩
崩
落
の
條
件
を
具
備
す
る
に
於
て
は
ゝ
登
頂
の
歓
喜
を
得
ら
る
ゝ
の
日
は
ゝ
餘
り
に
遠
き
希
望
で
あ
る
と
謂
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。

乾
燥
雲
崩
に
就
て
は
各
季
の
高
山
に
於
て
絶
般
的
に
そ
の
危
険
性
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
す
ゝ
我
々
は
北
ア
ル
プ
ス
の
各

季
に
安
全
な
登
降
路
を
求
め
る
熱
望
に
駈
ら
れ
る
。
私
は
各
季
に
於
て
或
る
安
全
と
思
惟
さ
れ
る
特
殊
な
状
態
を
考
察
し
て
見
た
い
。

各
季
の
高
山
に
於
て
果
し
て
安
全
な
り
と
考

へ
ら
れ
る
時
が
有
ウ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

「
太
陽
熱
の
影
響
を
受
け
な
い
新
降
雲
は
、
そ
の
落
ち
付
く
ま
で
は
多
量
の
杢
氣
を
含
ん
で
居
り
。
そ
の
落
ち
付
い
て
了
つ
た
時
で

さ
へ
ゝ
相
営
量
の
塞
氣
を
含
有
し
て
ゐ
て
雲
は
粘
着
力
少
な
く
且
つ
雲
崩
れ
難
い
も
の
で
あ
る
か
ら
ぅ
こ
れ
が
た
め
に
安
全
を
保
つ
て

ゐ
る
」
（
ラ
ン
氏
ア
ル
バ
イ
ン
、
ス
キ
ー
イ
ン
グ
ｂ
雲
崩
分
類
の
項
）

乾
燥
新
雲
の
雲
崩
れ
な
い
状
態
は
、
降
雪
後
快
晴
の
目
が
績
い
た
時
の
翌
朝
な
ど
に
嚢
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
ス
キ
ー
は
さ
程
埋

ま
ら
す
、
且
っ
雲
が
風
の
影
響
も
な
い
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
時
は
安
全
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

叉
、
北
ア
ル
プ
ス
の
特
有
性
か
ら
考
へ
て
厳
各
に
於
て
さ
へ
三
千
米
の
高
地
に
派
潤
雲
の
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。本

年

一
月
ｂ
私
が
岳
川
谷
か
ら
前
穂
高
岳
を
、
更
に
他
の
一
隊
は
岳
川
谷
か
ら
天
狗
澤
を
登
つ
て
奥
穂
高
岳
を
目
指
し
た
時
に
、
そ

の
後
何
等
の
降
雲
な
か
り
し
涸
澤
谷
の
数
日
後
と
比
較
し
て
雪
質
上
に
於
て
非
常
な
愛
化
が
あ
つ
た
。

昨
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
本
年

一
月

一
日
に
掛
け
こ
の
岳
川
谷
は
、
太
陽
の
照
射
に
依
る
影
響
で
雲
が
派
潤
と
な
つ
て
居
た
ｏ
天
狗

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
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○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一日

澤
の
上
部
及
び
前
穂
高
の
一
枚
岩
よ
り
上
部
は
全
く
こ
の
影
響
な
く
依
然
と
し
て
素
晴
し
い
粉
雲
を
た
ヽ
へ
て
ゐ
た
が
、
我
々
の
通
過

し
た
他
の
斜
面
帥
ち
一
枚
岩
の
封
岸
に
は
瀑
潤
表
居
雲
崩
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
他
の
一
隊
が
天
狗
澤
の
鞍
部
ま
で
ス
キ
ー
を
高
め

る
こ
と
の
出
来
た
の
も
熙
潤
雲
の
存
在
に
依
る
虎
極
め
て
多
か
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
乾
燥
雪
の
多
量
の
堆
積
は
天
狗
澤
に
於
て
は
猛

烈
な
雲
崩
と
な
つ
て
崩
落
す
る
こ
と
は
何
人
と
雖
も
営
時
認
め
て
ゐ
た
事
で
あ
る
。

叉
昭
和
三
年
一
月
、
農
大
山
岳
部
の
先
輩
石
塚
氏
が
西
穂
高
岳
に
岳
川
よ
り
登
つ
た
と
き
に
も
ｂ
岳
川
谷
の
天
候
に
起
因
す
る
ｂ
よ

り
速
か
な
る
雲
の
派
潤
化
を
利
用
さ
れ
て
西
穂
高
の
ク
ー
ル
ア
ー
ル
に
あ
つ
た
漏
潤
雲
崩
の
デ
プ
リ
を
登
つ
て
居
ら
れ
る
。

次
に
本
年
一
月
後
立
山
山
脈
の
赤
澤
岳
に
登
つ
た
鈴
木
ｂ
森
田
氏
等
は
籠
川
谷
一
帯
は
粉
雲
に
薇
は
れ
て
ゐ
た
に
拘
ら
す
、
鳴
澤
岳

の
山
頂
間
近
く
．
水
の
滴
る
や
う
な
漁
つ
た
雲
を
変
見
し
て
驚
い
た
と
云
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
貼
も
今
迄
雲
崩
研
究
に
就
い
て
顧
ら
れ
な

か
つ
た
高
度
と
太
陽
の
幅
射
熱
と
の
開
係
を
提
示
せ
る
興
味
深
き
事
賞
で
あ
つ
て
．
且
つ
各
季
の
雲
崩
の
安
全
性
を
求
む
べ
き
重
要
な

る
研
究
の
封
照
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

デ
プ
リ
を
認
め
ぎ
る
乾
燥
雲
崩

‐に就
い
て
次
に
述
べ
よ
う
。
本
年
一
月
四
日
「
私
達
が
涸
澤
谷
か
ら
前
穂
高
岳
と
奥
穂
高
岳
の
鞍
部

（前
穂
高
寄
り
）
か
ら
前
穂
高
の
頂
を
極
め
て
の
婦
路
ｂ
北
尾
根
や
自
分
等
の
立
つ
て
居
る
斜
面
の
上
部
一
帯
に
亘
つ
て
一
齊
に
雲
崩
が

落
下
し
始
め
た
事
が
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
私
達
は
何
等
の
不
安
も
危
険
も
感
じ
な
か
つ
た
。
崩
落
し
て
行
く
雲
は
下
へ
、
下
へ
と
押
し

流
さ
れ
て
止
ま
る
虎
な
く
落
下
し
て
行
く
、
営
時
の
天
候
は
午
前
十
一
時
頃
か
ら
悪
化
し
も
三
時
頃
に
は
吹
雲
と
化
し
て
了
つ
て
。
そ

の
荒
天
に
惜
ま
さ
れ
つ
ゝ
ゝ
私
達
は
前
穂
高
の
北
壁
を
登
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
風
は
五
時
頃
に
至
つ
て
猛
烈
と
な
り
，
そ
の
篤
に

雲
崩
は
起
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
併
し
、
デ
プ
リ
は
一
切
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
だ
が
雲
の
量
は
相
営
に
多
く
岩
の
下
の
穴

に
落
ち
込
ん
だ
私
の
身
鎧
は
直
ぐ
に
埋
め
蓋
さ
れ
る
程
で
あ
つ
た
り

衛
る
雪
崩
の
落
下
條
件
に
就
い
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
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琥 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

一
、
傾
斜
角
度
が
大
で
あ
る
こ
と
。

二
ｂ
落
下
斜
面
が
干
滑
で
あ
る
こ
と
。

三
、
雪
は
比
重
の
少
な
い
乾
燥
雲
で
あ
る
こ
と
。

四
、
風
は
雲
崩
の
落
下
方
向
に
吹
き
付
け
て
ゐ
る
こ
と
。

こ
の
や
う
な
條
件
は
よ
く
高
峻
な
る
山
岳
に
於
て
降
雪
中
に
起
り
得
る
。
こ
の
雲
崩
は
乾
燥
雪
崩
中
に
於
て
非
常
に
重
大
な
役
割
を

務
め
て
ゐ
る
。
デ
プ
リ
が
嚢
見
さ
れ
な
い
開
係
か
ら
我
々
は
多
く
看
過
し
て
了
ふ
の
で
あ
る
が
事
費
は
降
雲
中
無
敷
に
落
下
す
る
も
の

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
雲
崩
の
崩
落
前
提
條
件
は
各
期
の
最
も
合
理
的
な
気
象
か
ら
生
れ
て
来
る
も
の
で
あ
り
、天
候
抜
復
後
．

大
き
な
乾
燥
雲
崩
が
案
外
に
落
下
し
な
い
の
は
降
雲
中
に
斯
る
雲
崩
が
雲
を
下
に
崩
れ
落
し
て
事
賓
は
大
き
な
乾
燥
雲
崩
を
落
下
せ
し

め
る
雲
を
そ
の
時
に
は
既
に
蓄
へ
て
居
な
か
つ
た
の
だ
と
云
ふ
事
に
な
る
。
私
た
ち
が
今
迄
大
澤
小
合
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
を
取
り

園
む
幾
つ
か
の
峯
に
登
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、
結
局
雲
が
降
雲
中
に
落
下
し
て
了
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
又
剣
澤
小
合
が
今
日
ま
で

破
壊
さ
れ
な
か
つ
た
の
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
針
ノ
木
の
遭
難
に
せ
よ
、
創
澤
の
遭
難
に
せ
よ
、
雲
崩
崩
落
の
危
険
中
の
極
め
て
少
な
い
可
能
性
に
直
面
し
て
了
つ
た

こ
と
が
、
営
事
者
の
餘
り
に
惨
ら
し
い
運
命
で
あ
つ
た
と
考
へ
る
よ
り
外
は
な
い
と
思
ふ
。

私
は
乾
燥
雲
崩
の
落
下
條
件
が
各
季
の
正
規
的
状
態
に
於
て
は
常
に
具
備
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
だ
が
そ
れ
が
流

動
の
過
程
に
於
て
．
風
の
力
に
先
づ
雲
が
止
ま
る
こ
と
な
く
押
し
流
さ
れ
て
了
ふ
こ
と
の
あ
る
た
め
に
、
我
々
は
大
き
な
雪
崩
の
惹
起

さ
る
可
き
気
象
上
の
條
件
を
認
む
る
に
拘
ら
す
、
必
す
し
も
常
に
剣
澤
の
雲
崩
、
又
籠
川
谷
の
雲
崩
の
如
く
人
間
を
惜
し
み
な
く
虐
み

蓋
す
大
雪
崩
が
生
す
る
こ
と
が
稀
に
し
か
な
い
も
の
だ
と
云
ふ
事
を
教
へ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
何
時
、
如
何
な
る
條
件
の
際
に
、
大
雲
崩

が
落
下
す
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
は
更
に
大
な
る
困
難
な
る
事
賃
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
山
に
於
て
。
人
命
を

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一里
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行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭

○
乾
燥
雲
崩
　
藤
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一異

奪
ひ
去
る
雲
崩
は
窮
極
我
々
の
豫
想
し
得
ぎ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
自
分
自
身
の
見
解
を
嚢
表
し
末
つ
て
、
今
大
き
な
障
壁
に
直

面
す
る
。
雲
崩
回
避
の
問
題
は
最
後
に
於
て
運
命
の
神
の
決
定
す
る
微
妙
な
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
云
ふ
悲
観
的
な
結
論
し
か
生
み

出
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。

登
山
家
の
若
き
生
命
を
あ
や
つ
る
も
の
は
風
か
、
持
又
雲
か
、
知
ら
す
ｔ
各
の
山
の
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
が
出
来
す
、
そ
の
若
き

霙
を
ア
ル
プ
ス
の
雲
に
捧
げ
て
了
つ
た
人
々
の
自
然
の
冷
か
な
悪
戯
に
虐
ま
れ
る
悲
し
い
運
命
を
想
起
せ
す
に
は
居
ら
れ
な
い
の
だ
。

―
ロー
了
―
ロー

π可百丁



二
十

五
週
年

回
想
録

○
山
岳
會
と
山
嶽
志

高

頭

仁

兵

衛

拙
者
は
幼
年
の
時
か
ら
身
愕
が
極
め

て
虚
蒻
で
あ
り
ま
し

て
、尋
常

・ノ
∫、
學
校
に
在
校
中
は
、
一
年
の
牛
敷
以
上
の
登
校
を
致

し
ま
し
た
年
に
は
、
父
母
や
祀
父
母
か
ら
褒
美
を
貰
ひ
ま
し
た

位
で
あ
り
ま
し
て
、

「
こ
の
兄
は
三
十
ま
で
生
き
て
は
居
る
ま

い
」
と
も
申
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
。
一響
常
小
撃
校
を
卒
り
ま
す

る
と
、
母
の
質
家
で
あ
る
興
板
町
の
山
国
家

へ
預
け
ら
れ
ま
し

て
興
板
高
等
小
學
校
に
通
學
を
致
し
て
居
り
ま
し
た
。

首
時
の
拙
者
の
宅
に
近
い
高
等
小
學
校
と
中
し
ま
す
と
ゝ
長

岡
町
と
長
岡
本
町
と
片
貝
村
と
の
三
校
が
あ
り
ま
し
た
が
ゝ
何

れ
も

一
里
以
上
二
里
以
下
の
道
程
で
あ
り
ま
し
て
、
毎
日
三
四

里
の
徒
歩
を
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
．
拙
者
の
父
母
や
祗

父
母
は
、
拙
者
が
大
れ
に
耐

へ
ま
い
と
云
ふ
の
で
、
山
田
家

へ

預
け
て
興
板
校
に
通
學
を
さ
せ
る
事
に
し
た
の
で
あ
り

ま

し

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
頭

た
。或

る
日
．
學
校
で
護
本
に
載
せ
て
あ
り
ま
し
た
―
塙
温
古
堂

先
生
の
体
記
を
教

へ
ら
れ
ま
し
て
、
そ
の
申
に
先
生
が
多
病
で

あ
ら
れ
た
が
、
徒
歩
旅
行
を
さ
れ
た
の
で
．
張
健
に
な
ら
れ
た

と
云
ふ
咄
し
を
聞
き
ま
し
て
、そ
れ
か
ら
拙
若
は
考

へ
ま
し
た
。

拙
者
の
や
う
に
多
病
で
は
生
き
て
居
て
も
ツ
マ
ラ
ナ
イ
か
ら
ゝ

兎
に
も
角
に
も
身
膿
を
健
全
に
致
さ
ね
ば
駄
目
だ
、
そ
れ
に
は

運
動
を
す
る
の
に
限
り
ま
す
る
が
、
拙
者
の
性
質
と
致
し
ま
し

て
、
運
動
と
云
ふ
名
目
が
付
き
ま
す
る
と
ゝ
ど
う
も
怠
り
勝
ち

に
な
り
さ
う
に
想
は
れ
ま
し
た
の
で
、
是
非
と
も
毎
日
の
日
課

と
致
し
ま
し
て
、
永
績
費
行
の
出
来
る
事
を
致
し
て
見
や
う
と

存
じ
ま
し
た
。

営
時
は
交
通
が
不
便
で
あ
り
ま
し
た
の
で
十

一
歳
や
十
二
歳

で
は
旅
行
も
出
来
な
い
有
様
で
あ
り
ま
し
た
。
よ
し
ん
ば
出
来

ま
し
た
と
仮
定
を
致
し
て
見
ま
し
て
も
ゝ
父
母
や
直
父
母
が
許

可
を
致
し
ま
す
る
筈
が
あ
り
ま
せ
ん
と
想
ひ
ま
し
た
か
ら
、
こ

一四
七
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行  嚢  月 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
頭

れ
は
宅
か
ら

一
里
牛
の
道
程
の
片
貝
校
に
通
學
を
致
し
て
見
や

う
と
思
ひ
ま
し
た
。
現
に
拙
者
の
宅
の
分
家
や
配
下
の
子
弟
で

あ
り
ま
し
て
、
拙
者
の
友
人
が
四
五
人
も
片
貝
校
に
通
學
を
致

し
て
居
り
ま
し
た
ｏ
そ
こ

で
拙
者
は
山
田
家
や
父
母

や
祀
父
母
の
承
諾
を
得
ま

し
て
、
十
二
成
の
春
か
ら

宅
か
ら
片
貝
校
に
通
學
を

致
し
ま
し
た
ｏ

そ
の
時
の
片
貝
校
の
地

理
歴
史
の
措
任
の
先
生
が

現
今
の
日
本
山
岳
會
の
名

春
會
員
の
大
手
晟
氏
で
あ

り
ま
し
た
。
大
干
先
生
は

日
曜
や
祭
日
の
体
暇
に
は

必
す
附
近
の
小
山
に
登
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
の
で
ぅ
日
に
焼
け

ま
し
た
お
顔
に
菅
笠
の
緒
の
営
り
ま
す
る
所
だ
け
が
自
く
見
え

て
居
り
ま
し
た
。
大
手
先
生
は
折
が
あ
り
ま
す
る
と
，
金
倉
山

（標
高

一
五
一
米
突
）
や
、
爾
彦
山

（標
高
六
三
一
米
突
）
や

米ゝ

山
（標
高
九
七
六
米
突
）
‐の
登
攀
談
を
政
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
修

一兄

ブギ
ノ
ジ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

學
旅
行
に
は
時
に
は
荻
城

（小
丘
ぅ
松
本
大
學
と
云
ふ
人
の
奮

城
趾
）
や
、
升
形
山
（小
丘
Ｄ
上
杉
霜
墓
公
の
勇
将
、
甘
糟
近
江

景
持
の
奮
城
趾
）
な
ど
へ
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
拙
者
は
次

第
に
身
心
も
張
健
に
な

つ
て
参
り
ま
し
た
し
ぅ

山
に
式
二
り
ま
し
て
の
眺

望
慾
も
増
長
致
し
ま
し

た
。
只
今
か
ら
四
十

一

年
前
の
十
三
機
の
暑
中

体
暇
に
拙
者
は
始
め
て

爾
彦
山
に
登
り
ま
し
て

そ
の
雄
大
な
景
観
に
驚

き
ま
し
た
、
二
十

一
歳

の
暑
中
に
御
殿
場
の
大

郎
坊
か
ら
富
士
山
に
登

り
ま
し
て
須
走
に
下
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
志
賀
矧
川
先
生
の

『
日
本
風
景
論
』
を
讀
み
ま
し
て
ｂ
谷
々
登
山
慾
が
強
く
な
り
ま

し
た
。
二
十

一
歳
の
秋
に
郷
里
の
八
海
山
（標
高

一
、七
〇
五
米

突
）
と
苗
場
山
（標
高
二
、
一
一
〇
米
突
）
と
に
登
り
ま
し
た
。
此

時
に
は
拙
者
は
戸
主
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
蒻
年
で
あ
り
ま
し

所務事の初最會岳山の町片西′E5本
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

た
の
で
、
諸
事
を
親
族
や
分
家
の
人
達
と
協
議
を
致
し
て
居
り

ま
し
た
。

八
海
山
は
可
な
り
険
阻
で
あ
り
ま
す
る
の
で
、
拙
者
が
八
海

山
に
登
山
を
し
た
と
聞
き
偉

へ
た
、
分
家
の
長
老
の
又
内
（物
が

ビ
ツ
ク
リ
致
し
ま
し
て
、
拙
者
の
宅
の
番
頭
で
］具
ツ
正
直
の
山

崎
彦
吉
を
ヒ
ド
ク
叱
り
ま
し
た
さ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
何
分
に

も
約
四
十
年
前
の
事
で
あ
り
ま
し
て
、
又
内
（物
は
六
十
有
餘
の

年
齢
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
山
中
に
は
大
蛇
や
狼
が
棲
ん
で
居

り
ま
し
て
。
危
険
で
あ
り
ま
す
る
も
の
と
、
確
信
を
致
し
て
居

り
ま
し
た
の
も
決
し
て
無
理
と
は
想
は
れ
ま
せ
ん
の
で
あ
り
ま

し
た
。

拙
若
は
ま
た
拙
者
で
、　
一
山
を
登
り
ま
す
る
と
そ
れ
だ
け
登

山
に
興
味
を
持
ち
ま
し
て
、
登
山
の
準
備
を
致
し
て
居
り
ま
す

る
と
ゝ
山
の
知
識
も
登
山
の
経
験
も
無
い
、
叉
内
（物
や
彦
吉
に

禁
止
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
、
拙
者
が
理
屈
を
申
し
ま
し
て
聞

き
ま
せ
ん
の
で
．
雨
人
は
拙
者
の
母
を
諭
き
ま
し
て
、
母
か
ら

拙
者
に
登
山
の
厳
禁
を
申
し
渡
さ
せ
ま
し
た
。
が
拙
者
も
母
と

喧
嘩
を
し
て
ま
で
登
山
を
致
さ
う
と
は
存
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
し
も
此
事
が
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
な
ら
ば
．
拙
者
の
登
山

癖
は
案
外
に
短
日
月
で
絡
つ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

〇
二
十
五
週
年
同
想
録
　
高
頭

登
山
の
禁
止
を
さ
れ
ま
し
た
拙
者
は
批
年
血
氣
の
時
で
あ
り

ま
し
た
か
ら
不
千
で
堪
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
不
干
を
漏
ら

し
ま
す
る
篤
に
、
手
営
り
次
第
に
地
理
や
和
歌
や
詩
文
集
や
紀

行
書
を
讀
み
ま
し
て
、
山
の
記
事
の
書
き
抜
き
を
致
し
ま
し
て

自
分

一
人
で
嬉
し
が
つ
て
居
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
可
な
り
の
量

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
拙
者
は
仮
り
に

「
日
本
名
山
綱
」
と
名

付
け
て
置
き
ま
し
た
ｏ

そ
の
頃
に
小
島
烏
水
兄
が
雑
誌
「文
庫
」
に
頻
り
と
山
岳
の
記

文
を
載
せ
て
居
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
拙
者
は
「
文
庫
」
を
愛
讀
を

致
し
て
居
り
ま
し
た
。
営
時
拙
者
の
配
下
が
耐
田
の
小
川
町
に

自
米
商
を
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
そ
の
時
に
文
庫
祗
が
駿
河
蔓

下
の
紅
梅
町
に
あ
り
ま
し
た
の
で
ｂ
拙
者
は
米
屋

へ
行
き
ま
し

た
序
に
文
庫
祗
を
訪
ね
ま
し
て
、
小
島
兄
に
御
面
含
を
願
ひ
ま

す
と
店
員
が

「
只
今
御
留
守
で
す
」
と
申
し
た
の
を
、
拙
者
は

小
島
兄
が
御
旅
行
中
だ
と
獨
り
で
不
み
込
ん
で
、
掃
宿
を
致
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
三
十

一
二
年
の
頃
か
と
存
じ
ま
す
。

拙
者
は
自
記
の

『
日
本
名
山
綱
』
の
材
料
を
取
捨
整
理
を
致

し
ま
し
て
一
書
を
編
み
出
版
刊
行
を
し
て
、
世
に
同
志
同
好
者

の
有
無
を
試
み
に
間
は
ふ
と
想
ひ
ま
し
て
、
そ
れ
に
着
手
し
ま

し
た
の
が
明
治
三
十
五
年
夏
で
あ
り
ま
し
た
ｏ

一四
九
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行 獲 月 ― 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
頭

笙
三
十
六
年
の
初
各
に
一
書
を
成
し
ま
し
た
か
ら

『
日
本
名

山
砂
」
と
命
名
を
致
し
ま
し
て
笠
三
十
七
年
の
二
月
二
日
の
父

の
正
忌
日
に
法
曾
を
畢
り
次
第
に
上
京
を
致
し
ま
し
て
印
刷
に

着
手
を
致
さ
う
と
存
じ
て
居
り
ま
す
る
と
、
日
露
の
外
交
が
次

第
に
険
悪
と
な
り
ま
し
て
．
二
月
五
日
に
國
交
断
絶
と
な
り
ま

し
た
。
拙
者
は
村
人
に
依
頼
を
さ
れ
ま
し
て
、
戦
争
中
は
村
治

の
統

一
上
、
筒
武
含
長
を
勤
め
ま
し
た
の
で
ぅ
こ
の
事
に
養
力

を
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
省
原
稿
は
認
め
て
居
り
ま
し
た
ｏ

こ
れ
は
前
年
の
各
に
小
川
琢
治
先
生
の
高
教
に
従
ひ
ま
し
て
山

系
と
人
山
帯
と
Ｅ
劃
の
愛
改
を
致
し
ま
し
た
た
め
、
山
岳
の
排

列
順
が
異
な
り
ま
し
た
の
で
、
饒
成
原
稿
の
全
部
八
百
枚
の
書

き
換
へ
を
致
し
ま
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
四
月
の
下
旬
に
纏
ま
り
ま
し
た
か
ら
、
拙
者
は
村
人

の
快
諾
を
得
ま
し
て
上
京
を
致
し
ま
し
て
ら
本
郷
の
西
片
町
に

借
家
を
致
し
ま
し
て
印
刷
に
着
手
を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
友
人

の
大
竹
貫

一
君
と
同
行
し
て
、
志
賀
先
生
を
訪
間
を
致
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
先
生
か
ら
始
め
て
小
島
兄
が
横
濱
正
金
銀
行
の

行
員
で
居
ら
れ
る
事
を
承
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
小
島
兄
の
自
峰

紀
行
が
博
文
館
の
雑
誌
の
「
太
陽
』
に
載
つ
て
居
ま
し
た
の
で
ｂ

小
島
兄
の
噂
が
話
題
に
上
つ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
た
。

一五
〇

先
生
は
日
本
の
深
山
の
事
は
西
洋
で
出
来
た
日
本
案
内
書
の

方
が
詳
し
い
か
ら
と
申
さ
れ
て
、
拙
者
が
横
文
字
が
讀
め
ぬ
と

云
ふ
と
Ｄ
毎
朝
に
原
書
を
讀
ん
で
開
か
せ
る
か
ら
３
時
間
を
定

め
て
来
訪
せ
よ
と
申
さ
れ
ま
し
た
ｏ

そ
の
時
に
は
文
庫
祗
が
本
郷
の
塞
橋
の
附
近
に
あ
り
ま
し
て

拙
者
の
借
家
か
ら
は
近
く
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
拙
者
は
早
速

に
小
島
兄
の
御
佳
所
を
知
り
ま
し
て
、
そ
の
翌
日
の
夜
中
に
小

島
兄
の
お
宅
を
御
訪
間
を
致
し
、
拙
者
の
原
稿
の
一
部
を
御
覧

に
入
れ
て
、
増
補
の
記
事
を
お
願
ひ
を
致
し
、
そ
の
御
快
諾
を

得
ま
し
た
。

小
島
兄
は
「
日
本
山
嶽
志
』
と
改
稀
せ
よ
と
中
さ
れ
ま
し
た
の

で
拙
者
が
勝
ち
過
ぎ
ま
せ
ん
で
せ
う
か
と
申
し
ま
す
る
と
．
小

島
兄
は

「
だ
つ
て
君
、
日
本
に
従
前
か
ら
コ
ン
ナ
に
山
を
専
門

に
書
い
た
本
は
、
無
い
で
は
無
い
か
、
名
が
勝
ち
過
ぎ
る
な
ん

か
と
謙
遜
な
ん
か
せ
ん
で
も
い
い
さ
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
の
で

拙
者
も

「
そ
れ
も
さ
う
で
す
ね
」
と
自
惚
れ
ま
し
て
改
櫓
を
致

し
ま
し
た
。
こ
の
時
小
島
兄
か
ら
ウ
エ
ス
ト
ン
さ
ん
が
英
國
ヘ

お
立
ち
な
さ
る
時
に
、
日
本
で
も

一
日
も
早
く
山
岳
含
を
設
立

す
れ
ば
い
い
と
申
さ
れ
た
事
や
、
ま
た

『
博
物
之
友
』
を
刊
行

を
さ
れ
て
居
ら
れ
た
、
若
い
人
達
が
、
植
物
や
昆
轟
を
熱
心
に
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研
究
さ
れ
て
居
る
事
も
承
り
ま
し
た
。
拙
者
が
小
島
兄
を
御
訪

問
申
し
ま
し
た
時
日
は
明
瞭
を
訣
き
ま
す
る
が
、
五
月
の
十
日

以
前
で
あ
り
ま
し
た
事
だ
け
は
確
證
が
あ
り
ま
す
。

七
月
七
日
の
午
前
十
時
に
高
野
兄
と
梅
澤
兄
と
山
川
兄

〔営

時
は
河
田
氏
）
と
が
小
島
兄
の
御
手
紙
を
御
持
参
に
な
り
ま
し

て
．
拙
者
の
西
片
町
の
宅

へ
御
訪
間
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
高
野
兄
は
下
旬
に
八
ケ
岳
と
甲
斐
駒
岳

へ
登
る
と
言
つ
て
居

ら
れ
ま
し
た
。

幾
日
か
の
後
に
武
田
兄
も
見
え
ら
れ
ま
し
て
、
だ
ん
′
ヽ
と

山
岳
含
組
織
の
機
運
が
熟
し
て
参
り
ま
し
た
ｏ

そ
の
中
に
城
教
馬
さ
ん
と
小
島
兄
と
で
武
田
兄
の
御
宅
で
協

議
を
致
し
ま
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
三
十
八
年
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
三
十
八
年
の
十
二
月
に
山
嶽
志
の
本

編
が
維
ウ
ま
し
た
の
で
、
拙
者
は
山
嶽
志
の
索
引
を
西
片
町
の

留
守
の
人
々
に
依
頼
を
致
し
ま
し
て
絆
図
を
致
し
て
居
り
ま
す

る
と
、
某
日
の
夜
に
、
城

‐さ
ん
か
ら
電
報
で
、
明
日
伺
ふ
と
あ

り
ま
し
て
、
そ
の
翌
朝
に
城
さ
ん
が
拙
者
の
宅

へ
お
見
え
に
な

り
ま
し
た
。

明
治
三
十
九
年
の
二
月
の
初
旬
に
山
嶽
志
の
製
本
が
出
来
ま

し
た
の
で
、
拙
者
は
上
京
を
致
し
ま
し
た
ｏ

Ｏ
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
頭

山
岳
會
の
主
要
な
協
議
は
先
年
中
に
纏
ま
つ
て
居
り
ま
し
て

そ
の
機
開
雑
誌
の
『
山
岳
』第
登
年
第
登
琥
は
、
そ
の
年
の
二
月

十
五
日
に
刊
行
嚢
賣
を
す
る
豫
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
現
を

見
ま
し
た
の
は
、
四
月
の
五
日
で
あ
り
ま
し
た
。

雑
誌
の
命
名
に
就
い
て
は
、
最
初
は
「雲
表
」
と
云
ふ
の
が
勢

力
が
あ
り
ま
し
た
が
、
小
島
兄
の
「
山
岳
雑
誌
」
は
如
何
か
と
い

ふ
御
諭
が
出
ま
し
て
、
最
後
に
武
田
兄
の
嚢
案
に
嚢
起
人
の
一

同
が
賛
成
を
致
し
ま
し
て
、
今
の
名
に
確
定
を
致
し
ま
し
た
ｏ

拙
者
は
只
今
、
東
京
で
病
後
の
静
養
中
で
あ
り
ま
し
て
ゝ
参

考
の
材
料
が
抄
な
い
の
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
、
ホ

ン
の
記
憶

に
存
し
て
居
り
ま
す
る
こ
と
だ
け
を
陳
べ
て
置
き
ま
す
。
他

，日

に
折
を
見
ま
し
て
、
改
め
て
嚢
表
を
致
さ
う
と
存
じ
て
居
り

ま
す
。

餘
談
で
は
あ
り
ま
す
る
が
、序
に
付
記
と
致
し
ま
し
て
、拙
者

の
馬
鹿
さ
加
減
を
中
し
添
へ
て
置
く
事
に
致
し
ま
し
た
。
昨
年

の
秋
の
頃
か
ら
國
に
居
り
ま
す
る
二
三
の
友
人
知
己
か
ら
国
の

方
で
拙
者
を
評
し
ま
し
た
妙
な
噂
が
あ
る
の
を
聞
き
ま
し
た
ｏ

そ
の
噂
と
申
し
ま
す
る
の
は

「河
内

（拙
者
を
指
す
、
拙
者
は

深
才
村
大
字
深
澤
小
字
河
内
に
棲
ん
で
居
り
ま
す
る
か
ら
。
拙

者
の
地
方
で
は
．
拙
者
の
戸
藉
面
の
名
よ
り
も
、
こ
の
方
が
通

≡
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〇
二
十
五
通
年
回
想
録
　
高
頭

り
が
い
い
の
で
あ
り
ま
す
る
）
は
近
頃
の
登
山
氣
運
の
勃
興
を

目
さ
れ
て
。
自
分
達
の
奨
働
鼓
舞
宣
偉
の
力
で
あ
る
か
の
や
う

に
誤
解
を
さ
れ
て
居
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
が
、
ア
レ
は
全
く
金

の
お
蔭
で
あ
つ
て
．
金
さ
へ
あ
れ
ば
誰
に
も
出
来
る
事
で
あ
つ

て
、
別
に
河
内
の
主
人
に
何
等
の
能
力
が
あ
つ
た
課
で
は
無
い

の
だ
」
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

成
程
、
拙
者
が

「
日
本
山
嶽
志
』
の
出
版
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
の
も
．山
岳
登
攀
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、

雑
誌
の

「
山
岳
」
を
印
刷
刊
行
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の

も
、
み
ん
な
金
の
力
に
依
り
ま
し
た
も
の
に
は
毛
頭
も
相
違
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
鈍
物
な
拙
者
は
、
そ
れ
が
分
つ
た
や
う
で
判

り
ま
せ
ん
も
の
と
見
え
ま
し
て
、
只
今
で
も
拙
者
は
。
今
日
登

山
氣
運
の
勃
興
に
は
拙
者
の
微
力
が
、
幾
分
か
関
係
を
致
し
て

居
り
ま
す
る
や
う
に
考

へ
ら
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

（昭
和
五
年
九

月
二
十
三
日
、
谷
中
清
水
町
壺
番
地
の
寓
居
に
て
認
む
）

○
山
岳
會
創
生
記

高

野

鷹

蔵

断
績
断
績
、
記
憶
は
夢
の
如
く
模
糊
と
し
て
居
る
、
遠
い
音

一三
二

を
夢
見
る
如
き
心
持
が
あ
る
．
山
岳
會
創
生
記
は
斯
ぐ
し
て
語

り
出
さ
う
。

古
い
昔
か
ら
の
岳
友
諸
君
は
斯
く
思
ふ
で
あ
ら
う
、
あ
の
大

地
震
で
よ
く
。
横
死
し
な
か
つ
た
も
の
だ
と
。
死
は
発
れ
た
が

一
切
の
も
の
は
鳥
有
に
鯖
し
た
。
賢
を
云
ふ
と
餘
り
の
未
練
さ．

に
燒
跡
に
う
づ
高
く
な
つ
て
居
た
山
の
鳥
］具
の
乾
板
の
塊
、
自

分
や
友
人
の
精
魂
を
ぶ
ち
込
ん
だ
山
の
篇
一具
の
あ
の
塊
を
見

て
―
―
ど
れ
も
が
溶
け
合
つ
て
素
確
子
の
如
く
透
明
に
な
つ

て
。
そ
の
数
は
無
慮
千
二
、
三
百
枚
、
そ
の
中
に
は
辻
村
の
篇
し

た
の
や
三
枝
君
の
高
し
た
の
な
ど
今
は
又
得
難
い
―
―
何
と
も

言
ふ
に
言
は
れ
ぬ
思
ひ
で
ぢ
つ
と
そ
れ
を
恨
し
く
も
眺
め
て
居

た
。
そ
の
他

一
切
の
山
の
資
料
或
ひ
は
今
日
の
十
五
週
年
の
時

に
使
ふ
つ
も
り
で
．
残
し
て
あ
つ
た
、小
島
君
自
筆
の
原
稿
二

年

一
琥
の
原
稿
等
等
数
は
多
過
ぎ
る
程
の
材
料
が
失
せ
た
。
五

十
年
記
念
迄
は
生
き
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
想
像
出
来
な
か
つ
た

営
時
、
だ
か
ら
十
五
年
記
念
に
は
大
に
や
る
べ
し
と
の
期
待
が

あ
つ
た
。
ど
う
云
ふ
わ
け
か
或
ひ
は
年
の
せ
い
か
大
地
震
を
境

に
そ
の
前
の
記
憶
は
断
然
淡
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
従
つ
て
今

書
く
事
は
或
ひ
は
誤
り
な
し
と
せ
す
、
又
他
の
同
人
の
記
憶
と

一
致
し
な
い
黙
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
何
事
で
も
創
生
記
は

行 獲 月 一 十 年 五 和 昭
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夢
の
記
録
で
あ
る
、
線
て
の
同
人
の
記
憶
を
ま
と
め
た
も
の
が

事
賢
な
の
で
あ
ら
う
。

老
人

（
で
は
な
い
が
山
岳
的
に
は
老
人
で
あ
る
）
の
世
迷
ひ

事
は
今
の
ア
ク
テ
イ
ー
プ
、
ク
ラ
イ
マ
ー
ス
諸
君
に
は
興
味
も

起
る
ま
い
が
、
今
に
し
て
書
き
つ
ら
ね
て
置
か
ね
ば
、
今
後
の

二
十
五
年
は
山
登
り
も
な
ら
ぬ
年
月
を
途
る
事
は
困
難
で
あ
ら

う
ゝ
暫
く
の
我
慢
を
し
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
兎
角
古
い
事
を

書
く
事
は
手
前
味
噌
と
も
な
り
、
途
に
は
自
惚
れ
と
な
り
自
慢

と
も
な
る
、
こ
れ
を
先
づ
お
詑
び
し
て
か
ら
書
か
う
。

Ｘ

　

　

　

　

Ｘ

　

．
　

　

Ｘ

山
岳
含
が
生
れ
る
前
に
吾
々
同
人
が
集
つ
て
博
物
同
志
含
と

云
ふ
今
か
ら
考

へ
れ
ば
子
供
の
合
．
営
時
と
し
て
は
意
氣
般
々

た
る
若
人
の
集
り
が
あ
つ
た
。
「
博
物
の
友
」
は
今
は
極
稀
品
で

ぁ
る
が
Ｄ
そ
れ
が
そ
の
機
開
雑
誌
ゝ
そ
の
内
容
を
今
見
て
も
決

し
て
職
し
く
な
い
と
思
ふ
。
そ
の
同
人
で
山
岳
會
と
因
縁
浅
か

ら
ぬ
人
々
は
、
嚢
起
人
の
中
で
は
武
田
君
、
山
川
君
ｂ
故
人
と

な
つ
た
梅
澤
君
と
斯
く
申
す
拙
者
、
役
員
の
中
で
は
島
山
君
、

此
外
多
士
済
々
た
る
感
が
あ
つ
た
。
ど
う
し
て
拙
者
が
そ
の
グ

ル
ー
プ
に
な
つ
た
か
ど
う
し
て
も
思
ひ
出
せ
な
い
、
記
憶
の
い

ヽ
武
田
君
に
も
聞
き
た
ゞ
し
た
が
判
ら
す
じ
ま
ひ
。
兎
に
角
斯

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
野

く
云
ふ
若
い
學
生
の
生
物
好
き
の
人
々
が
集
つ
て
居
た
国
畿
が

あ
つ
た
と
思
つ
て
頂
き
た
い
。
こ
の
国
般
の
人
達
は
植
物
な
り

動
物
（昆
轟
）な
り
の
探
集
に
絶
え
ナ
活
躍
し
た
も
の
で
、
そ
れ

か
ら
途
に
専
門
の
撃
者
と
な
り
、
始
経
を

一
貫
し
た
人
は
ｂ
武

田
博
士
、
山
川
理
撃
士

（前
掲
の
嚢
起
人
）
、此
外
會
員
の
矢
野

宗
幹
君
（理
學
士
）
．
少
し
く
方
向
が
違
つ
た
が
死
ん
だ
梅
澤
君

は
理
論
物
理
を
出
た
理
學
土
。
今
東
大
教
授
の
市
川
三
喜
君
な

ど
も
こ
の
仲
間
で
あ
つ
た
。

斯
く
て
機
関
雑
誌
「博
物
の
友
」
は
そ
の
採
集
旅
行
記
、
ひ
い

て
は
そ
の
多
く
は
登
山
紀
行
文
と
な
り
、
靭
か
登
山
紀
行
文
を

持
て
餘
し
氣
味
と
な
り
途
に
は
別
に
登
山
紀
行
競
を
出
す
べ
し

と
の
議
も
あ
つ
た
。
印
ち
こ
の
集
国
に
属
す
る
今
日
の
嚢
起
人

は
そ
の
営
時
は
山
登
り
が
徒
で
探
集
が
主
で
あ
つ
た
。
事
費
は

雨
者
同
じ
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
少
く
も
そ
の
登
山
の
動

機
は
標
本
の
探
集
で
あ
つ
た
。

斯
く
て
二
三
年
も
経
つ
た
か
ゝ
今
は
慶
刊
さ
れ
た
「太
陽
」
と

云
ふ
博
文
館
か
ら
出
た
雑
誌
の
一
年

一
競
で
あ
つ
た
か
に
今
の

小
島
鳥
水
君
（嚢
起
人
）
が
自
峯
三
山
の
紀
行
を
書
い
た

（
そ
の

頃
は
吾
た
と
は
未
知
の
人
）。
そ
れ
に
す
つ
か
り
感
激
し
た

の

が
武
田
君
、
ど
こ
を
ど
う
し
て
聞
い
て
来
た
か
↓
な
ん
で
も
小

一豊
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〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
野

島
と
云
ふ
人
は
横
濱
に
居
る
人
だ
さ
う
だ
と
云
ふ
話
だ
か
ら
君

一
つ
探
し
出
し
て
く
れ
。」
と
云
ふ
無
茶
な
話
、
そ
の
営
時
は
生

れ
て
か
ら
大
地
震
迄
横
濱
に
居
を
持
つ
て
居
た
拙
者
と
し
て
は

営
然
の
役
廻
り
、
安
受
け
合
ひ
は
し
た
も
の
ヽ
人
相
書
が
あ
る

わ
け
で
も
な
く
、
皆
目
判
ら
す
に
時
を
途
つ
た
。
そ
れ
こ
そ
ほ

ん
と
う
に
或
日
パ
今
の
私
に
は
震
災
前
の
も
の
は
塵

一
つ
な
い

身
で
記
憶
を
た
ど
る
何
物
も
な
い
）
多
く
の
方
々
は
御
承
知
あ

る
ま
い
が
ゝ
横
濱
に
野
毛
山
と
云
ふ
丘
が
あ
る
、
開
港
営
時
の

俗
謡
に野

毛
の
山
か
ら
ノ
ウ
ヱ
ゝ
野
毛
山
の
山
か
ら
ノ
ウ
ヱ

野
毛
の
山
か
ら
異
人
館
を
見
れ
ば
ね
、
云
々

と
云
ふ
あ
の
歌
の
野
毛
山
の
中
途
で
、
何
で
も
そ
の
日
は
何
か

の
選
撃
日
で
あ
つ
て
、
看
板
が
あ
つ
た
記
憶
が
あ
る
。
奮
知
の

山
崎
紫
紅
君
が
立
つ
て
る
。
確
か
笏
織
を
着
て
居
た
か
ら
各
の

初
め
か
も
知
れ
な
い
、
何
の
氣
な
し
に
、「小
島
鳥
水
と
云
ふ
人

を
御
承
知
で
す
か
」
と
聞
い
て
見
る
と

「
あ
ゝ
小
島
君
か
い
、

僕
の
友
達
で
西
戸
部
の
山
王
山
に
居
る
よ
」
と
餘
り
に
も
無
造

作
な
返
事
に
、
先
づ
鬼
の
首
で
も
取
つ
た
位
、
筒
聞
け
ば
自
分

の
家

―と
一
丁
ば
か
り
離
れ
て
居
る
正
金
銀
行
へ
毎
日
出
勤
と
云

ふ
話
、
か
た
の
如
く
紹
介
状
を
も
ら
つ
て
別
れ
た
ｏ

一五
四

斯
く
て
吾
た
と
小
島
君
と
結
れ
る
縁
の
糸
の
端
が
繰
り
出
さ

れ
た
。
或
日
バ
武
田
君
の
日
記
で
も
あ
れ
ば
正
確
に
判
る
の
で

あ
ら
う
が
）
各
の
牛
曇
の
寒
い
日
で
あ
つ
た
、
裁
に
山
岳
合
の

芽
生
え
る
べ
き
時
が
末
た
。
総
て
は
自
然
の
推
移
で
あ
る
。
武

田
君
と
自
分
と
は
小
島
君
の
奮
居
、
山
王
山
何
番
地
か
を
探
す

に
可
な
り
の
骨
を
折
つ
た
。
小
島
君
の
奮
居
が
そ
ん
な
に
小
さ

か
つ
た
と
云
ふ
悪
口
で
は
な
い
、
番
地
の
整
理
が
つ
い
て
な
い

か
ら
な
の
だ
。
こ
れ
は
後
で
の
話
だ
が
、「僕
の
家
は
判
り
い
ゝ

よ
」
と
事
賢
三
度
目
か
ら
は
間
違
は
す
に
行
け
た
。
斯
く
て
山

崎
君
の
紹
介
状
を
持
つ
て
青
書
生
二
人
は
恐
る
ノ
ヽ
伺
候
に
及

ん
だ
わ
け
、
そ
の
営
時
の
小
島
君
の
家
は
家
の
中
か
ら
横
濱
の

北
部
か
ら
神
奈
川
方
面
の
見
晴
せ
る
家
で
、
そ
の
後
や
は
り
山

王
山
の
他
へ
移
り
、
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
行
か
れ
今
は
自
分

の
居
る
同
じ
阿
佐
ケ
谷
に
居
ら
れ
る
と
は
ど
う
し
た
風
の
吹
き

廻
し
か
横
濱
で
は
近
く

（勤
務
先
が
）
、と
う
と
う
世
間
か
ら
逃

避
し
て
来
た
自
分
の
居
も
亦
近
く
こ
れ
も
亦
不
思
議
の
縁
、
繰

り
出
さ
れ
た
糸
の
一
端
は
或
日
の
山
崎
君
の
一
言
に
あ
り
と
思

へ
ば
復
面
白
い
事
で
も
あ
り
、
そ
れ
が
叉
山
岳
會
創
生
記
の
第

一
頁
で
あ
り
と
せ
ば
世
に
不
思
議
は
多
い
事
で
あ
る
。

斯
く
て
恐
る
ノ
ヽ
推
参
し
た
青
書
生
二
人
ｂ
何
で
も
大
に
吠

行  嚢  月 ++ fi,*nw
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

え
ら
れ
た
様
な
氣
も
す
る
ぅ
こ
れ
は
追
つ
て
御
営
人
に
聞
け
ば

判
る
事
。
折
り
悪
し
く
営
時
は
烏
水
先
生
な
る
小
島
君
は
風
邪

氣
味
で
痕
て
居
ら
れ
た
が
折
角
の
末
訪
と
云
ふ
の
で
、
張
ひ
て

會
つ
て
下
さ
つ
た
事
を
覺
え
て
る
。
今
更
な
が
ら
営
時
の
事
を

思
ふ
と
面
白
い
。
そ
の
時
は
何
で
も
小
島
君
は
富
士
山
に

「
ク

モ
」
の
研
究
に
行
か
れ
て
の
後
と
云
ふ
の
で
そ
の
氣
婚
営
る
べ

か
ら
す
、
そ
の
氣
婚
凝
つ
て
こ
の
「雲
表
」
と
な
つ
た
の
か
も
判

ら
ぬ
。
ク
モ
と
聞
い
て
驚
い
た
の
は
斯
く
申
す
拙
者
、段
々
御
話

が
進
ん
で
「
シ
ロ
イ
ク
モ
」
に
三
種
あ
り
と
云
ふ
所
あ
た
り
、
昆

轟
に
興
味
を
持
つ
自
分
に
は
不
思
議
千
萬
愈
々
話
は
興
に
乗
り

「
シ
ロ
イ
ク
モ
」
三
種
の
諭
明
に
曰
く
乳
自
色
、
曰
く
…
…
…
迄

来
た
時
に
、
自
ら
の
頭
の
悪
さ
を
つ
く
ハ
ヽ
と
感
じ
た
。
現
代

語
で
云
へ
ば
「ダ
ア
‥
‥
」
と
云
ふ
所
。
さ
て
そ
こ
で
話
は
愛
つ

て
他
の
話
と
な
る
。
営
時
小
島
君
は
「文
庫
」
（文
藝
雑
誌
で
も

文
庫
同
人
と
し
て
今
日
文
壇
に
名
を
な
し
て
居
る
人
々
は
多
々

あ
る
）
の
主
筆
を
し
て
居
ら
れ
盛
に
文
庫
誌
上
に
紀
行
文
、
特

に
登
山
記
に
就
て
縦
横
の
筆
を
振
つ
て
居
た
。
帥
ち
小
島
君
の

営
時
の
山
登
り
は
紀
行
文
を
書
く
篤
で
あ
り
、
登
山
の
結
果
紀

行
文
も
出
来
、
恰
も
吾
々
博
物
同
志
會
の
一
国
が
山
が
主
か
探

集
が
主
か
と
同
じ
く
方
面
こ
そ
異
れ
っ
山
に
憧
撮
を
持
ち
山
に

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
野

愛
着
を
持
つ
の
は
全
く
同
一
で
あ
つ
た
。

金
干
糖
の
中
心
は
ケ
シ
ツ
プ
、
雨
の
中
心
は
微
細
な
る
塵
と

か
聞
き
及
び
ゝ
兎
角
物
事
は
出
来
る
機
會
と
、
そ
の
核
心
と
な

る
べ
き
も
の
、
又
そ
れ
を
育
成
す
る
或
る
力
を
必
要
と
す
る
、

山
岳
含
創
生
記
第
二
篇
は
斯
く
し
て
語
り
出
さ
れ
る
。

吾
々
博
物
同
志
會
の

一
国
と
小
島
君
と
接
鱗
し
て
行
く
一

方

小ゝ
島
烏
水
先
生
な
る
恒
星
に
向
つ
て
突
進
し
て
行
く
彗
星
、

高
頭
仁
兵
衛
氏
な
る
お
百
姓
さ
ん
が
現
れ
た

（氏
自
ら
斯
く
云

ふ
）。
そ
れ
は
あ
の
、
と
て
つ
も
な
い
日
本
山
嶽
志
の
著
者
で
あ

り
、
又
今
は
帥
ち
老
友
と
し
て
時
々
お
小
言
を
頂
戴
す
る
あ
の

高
頭
君
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
頃
日
本
山
嶽
志
の
稿
本
成
つ
て
、

営
時
「
文
庫
」
に
割
抜
し
て
登
山
文
章
の
大
銘
を
振
つ
た
小
島
鳥

水
先
生
に
そ
の
稿
本
も
見
せ
校
開
も
し
て
も
ら
ひ
た
き
希
望
が

あ
り
、
営
時
本
郷
西
片
町
に
あ
つ
た
「文
庫
祗
」を
訪
ね
て
小
島

先
生
を
求
む
る
事
数
回
、
絶
え
て
そ
の
片
影
を
も
窺
ふ
を
得
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
然
過
ぎ
る
程
営
然
ｂ
小
島
君
は

横
濱
に
鎮
座
し
、
文
庫
祗
は
東
京
に
あ
つ
て
、
如
何
な
る
理
由

か
、
或
ひ
は
営
時
の
文
學
青
年
退
治
の
秘
法
か
或
ひ
は
性
の
政

策
上
の
事
か
全
く
小
島
鳥
水
先
生
の
影
何
虎
に
求
む
べ
き
や
と

三
嘆
し
た
と
云
ふ
話
は
後
年
仁
兵
衛
老
か
ら
承
つ
た
話
。

一三
二

( 522 )



行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
通
年
回
想
録
　
高
野

斯
く
て
高
頭
君
も
と
う
ノ
＼
鬼
の
首
を
取
つ
た
方
、
山
王
山

の
一
端
に
踏
居
し
た
烏
水
大
人
途
に
高
頭
君
の
亘
大
な
る

「
日

本
山
嶽
志
」
の
稿
本
を
積
み
重
ね
ら
れ
て
．
感
嘆
久
し
く
し
た

事
は
よ
く
話
に
出
る
。

帥
も
鼓
に
期
せ
す
し
て
三
つ
の
分
子
が
集
つ
た
。
印
ち
小
島

君
と
云
ふ
核
心
、
高
頭
君
と
云
ふ
特
志
家
。
並
に
吾
た
博
物
同

志
含
を
中
心
と
し
た
る
一
国
、
印
ち
小
島
君
が
金
平
糖
の
芥
粒

な
ら
高
頭
君
、吾
々
並
に
こ
れ
亦
馳
せ
参
じ
た
る
城
数
馬
老
（事

費
営
時

一
番
の
老
人
）
斯ゝ
く
し
て
こ
れ
が
醸
成
さ
れ
金
平
糖
の

様
に
つ
の
ノ
ヽ
だ
つ
た
山
岳
含
が
敢
て
嚢
生
し
た
の
で
あ
る
。

簡
も
っ
と
詳
諭
す
る
必
要
が
あ
る
、
少
く
も
高
頭
君
は
吾
々

よ
り
先
か
、
或
ひ
は
同
時
頃
に
小
島
君
の
家
に
突
入
し
た
の
で

あ
る
。
吾
々
は
小
島
君
に
「博
物
の
友
」登
山
紀
行
糖
を
出
す
話

も
し
た
ぅ
す
る
と
小
島
君
が
曰
く

「ゝ
ど
う
で
す

一
方
に
さ
う
云

ふ
計
劃
も
あ
り
、
又
他
方
に
高
頭
君
と
云
ふ
特
志
家
も
あ
り
一

つ
に
打
つ
て
一
丸
と
し
て
登
山
雑
誌
を
出
し
、
會
も
作
つ
て
見

た
ら
ど
う
で
す
。」
と
云
ふ
事
に
な
り
、
そ
れ
な
ら
ば
一
度
吾
々

も
高
頭
さ
ん
に
も
御
日
に
か
ゝ
り
、
ス
色
々
御
相
談
も
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
云
ふ
段
ど
り
迄
進
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。

そ
の
頃
高
頭
君
は
本
郷
西
片
町
に
居
を
か
ま
へ
、
山
嶽
志
の
編

一二六

纂
に
従
事
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
、
武
田
君
と
自
分
と
梅
澤
君
と

で
御
訪
ね
し
た
。
そ
の
家
は
今
で
も
奮
態
を
存
し
て
居
る
さ
う

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
線
て
が
相
談
さ
れ
た
か
、
そ
の
後
何
虎
で

相
談
し
た
か
等

一
切
自
分
に
は
記
憶
は
な
い
。
そ
の
後
愈
々
山

岳
會
が
成
立
す
る
迄
に
は
色
々
の
経
緯
が
あ
り
た
、
そ
れ
等
二
ｂ

三
の
餘
り
誰
も
が
知
ら
ぬ
こ
と
を
書
い
て
み
や
う
。
嚢
起
人
の

一
人
、
今
は
故
人
と
な
つ
た
棲
碧
ゝ
城
敷
馬
君
は
ゝ
そ
の
営
時

知
識
階
級
に
も
て
は
や
さ
れ
た
高
山
植
物
の
栽
培
、
そ
の
頃
は

山
草
と
云
ひ
、
特
に
含
員
の
松
干
唐
民
子
（故
人
）
や
ゝ
城
さ
ん

な
ど
が
先
達
と
な
り
大
い
に
宣
偉
、
且
ゝ
栽
培
に
勉
め
た
も
の

で
「
山
草
會
」
と
云
ふ
會
合
も
あ
り
、
今
な
ら
早
速
営
林
署
あ
た

り
か
ら
警
告
さ
れ
る
位
盛
に
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
．
印
ち
城

さ
ん
が
贅
起
人
に
な
つ
た
わ
け
は
山
草
に
因
を
積
す
る
の
で
、

こ
れ
亦
金
平
糖
の
角
に
営
る
わ
け
で
あ
る
。
営
時
城
さ
ん
は
東

京
市
倉
議
員
で
本
職
は
鼎
護
士
、
嚢
起
人
中
で
の
最
年
長
者
で

あ
り
、
職
務
柄
中
々
手
き
び
し
い
所
も
あ
つ
た
。
営
時
の
資
起

人
は
前
に
も
逃
べ
た
如
く
金
干
糖
の
芥
子
粒
と
砂
糖
で
あ
り
、

出
来
上
る
迄
は
親
和
力
も
薄
い
も
の
で
あ
つ
た
わ
け
で
、
そ

こ
で
棲
碧
老
、
會
を
設
立
す
る
前
に
わ
ぎ
ノ
ヽ
高
頭
君
の
お
國

迄
出
か
け

（新
潟
縣
三
島
郡
深
才
村
）
、
失
殻
な
云
ひ
方
だ
が
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城
さ
ん
が
自
分
の
嚢
意
で
云
は
ば
高
頭
君
の
身
元
調
べ
を
や
つ

た
わ
け
で
、
御
年
役
（営
時
の
）
と
は
云
へ
こ
れ
位
の
注
意
が
あ

つ
て
初
め
て
山
岳
含
は
二
十
五
年
の
歴
史
を
数
へ
得
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
営
時
と
し
て
は
長
老
城
棲
碧
氏
は
別
格
、
次
で
小

島
粛
高
頭
君
相
共
に
般
年
時
代
．
武
田
君
、
自
分
、
梅
澤
君
、

山
川
君
は
青
年
時
代

（大
般
年
の
順
）
、
一
同
元
氣
渡
測
、
只

「山
が
好
き
」
と
云
ふ
一
黙
張
り
の
張
行
軍
で
あ
つ
た
。
創
立

営
時
は
城
氏
の
法
律
事
務
所
に
事
務
所
を
置
く
事
に
な
り
。
毎

週
何
回
か
武
田
粛
梅
澤
君
等
が
事
務
所
へ
行
く
事
に
な
つ
て
居

た
が
、
さ
て
中
々
さ
う
も
行
か
す
、
城
氏
は
め
つ
た
に
事
務
所

に
は
居
ず
、
事
務
を
と
る
人
間
は
城
氏
の
玄
開
子
、
う
ま
く
行

か
う
筈
も
な
く
、
そ
の
後
城
氏
が
朝
鮮
の
覆
審
法
院
長
に
任
す

る
に
及
ん
で
事
務
所
は
城
氏
の
令
弟
の
所
に
移
り
な
ど
し
て
、

全
く
ふ
ら
ノ
＼
の
有
様
そ
れ
で
も
よ
く
あ
れ
丈
け
の
雑
誌
も
出

し
た
り
、
仕
事
も
し
た
も
の
と
思
ひ
出
さ
れ
る
。
棲
碧
老
の
功

決
し
て
浅
す
べ
か
ら
す
、
よ
く
創
立
営
時
の
動
格
を
避
け
得
た

の
も
叉
同
氏
の
功
に
一
部
を
蹄
す
べ
き
で
あ
ら
う
、
今
や
地
下

に
眠
る
同
君
、さ
ぞ
や
小
言
の
一
つ
も
言
ひ
た
い
所
で
あ
ら
う
。

山
岳
第
一
年
第

一
統
の
四
十

一
頁
に
日
本
博
物
同
志
合
の
規

則
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は

「本
含
々
員
に
し
て
本
含
内
山

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
野

岳
含
の
正
會
員
た
る
べ
き
者
は
同
含
々
費
を
年
額
金
八
十
五
銭

に
低
減
さ
る
ゝ
の
特
典
を
有
す
」
と
云
ふ
條
項
が
あ
る
が
、
こ

の
一
項
は
知
る
人
の
餘
り
に
少
い
事
で
あ
る
。
創
生
記
と
し
て

は
腕
し
得
ぬ
事
で
も
あ
り
。
創
立
に
至
る
迄
は
生
み
の
情
み
の

数
々
が
あ
つ
た
が
、
こ
の
問
題
も
亦
そ
の
一
つ
で
簡
単
に
諭
明

す
れ
ば
ぅ
山
岳
含
が
日
本
博
物
同
志
會
を
母
継
と
し
て
発
生
し

た
事
に
な
る
の
だ
。
営
時
の
議
論
と
し
て
は
結
局
さ
う
す
る
事

が
一
番
便
利
で
あ
り
一
番
障
害
の
な
い
方
法
で
あ
つ
た
。
今
で

こ
そ
絶
て
が
溶
融
し
て
「
山
岳
會
氣
分
」
で
あ
る
の
だ
が
、
創

立
営
時
と
し
て
は
又
冤
れ
ぬ
貼
で
あ
り
ゝ
恰
も
ア
ミ
ー
バ
の
一

つ
が
分
割
し
た
如
く
そ
の
各
た
が
結
局
は
獨
立
し
た
の
で
は
あ

つ
た
。
念
々
山
岳
會
が
成
立
し
た
の
が
明
治
片
八
年
の
秋
、
越

え
て
三
十
九
年
の
春
に

「山
岳
」
第

一
年
第

一
琥
を
出
し
た
。

忘
れ
も
し
な
い
、
第

一
続
の
編
輯
含
議
は
武
田
君
の
家
で
行
つ

た
。
嘗
時
は
山
の
篤
員
な
ど
は
極
く
少
く
、
あ
つ
て
も
日
給
な

ど
に
な
る
も
の
は
少
く
、
営
時
の
山
岳
篤
員
家
と
し
て
は
志
村

鳥
嶺
君
が
活
催
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

度
々
引
き
合
ひ
に
出
す
金
干
糖
も
。
只
砂
糖
と
芥
子
粒
だ
け

で
は
出
来
な
い
の
で
、
そ
れ
を
動
か
す
力
も
必
要
で
ゝ
山
岳
第

一
年
第

一
続
の
含
報
を
御
覧
下
さ
れ
ば
判
る
如
く
鼓
に
進
か
に

一二
七
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行  獲  月 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
高
野

英
國
か
ら
一
脈
の
刺
戟
と
激
働
と
が
来
た
事
で
ゝ
吾
々
山
岳
會

同
人
が
ウ
エ
ス
ト
ン
長
老
に
接
す
る
の
日
が
一
日
早
か
り
せ
ば

一
日
早
く
山
岳
含
が
出
来
た
か
も
知
れ
な
い
。
醸
成
さ
れ
ん
と

し
た
山
岳
會
は
愈
々
此
好
刺
戦
に
由
り
て
、
恰
も
秋
の
日
の
茸

の
如
く
め
き
ノ
ヽ
と
成
長
し
た
。
長
老
ウ
エ
ス
ト
ン
も
十
五
年

を
迎
へ
る
．
吾
が
日
本
山
岳
含
を
、
さ
ぞ
や
あ
の
細
い
目
を
細

く
し
て
眺
め
て
る
事
で
あ
ら
う
。
ウ
エ
ス
ト
ン
長
老
は
そ
の
後

再
ぴ
日
本
に
来
た
。
そ
し
て
今
は
再
び
英
國
に
婦
り
三
度
我
國

に
来
る
機
會
は
な
い
で
あ
ら
う
。

最
後
に
一
つ
の
ゴ
シ
ツ
プ
を
書
き
加
へ
よ
う
。
私
の
所
へ
事

務
所
が
移
る
様
に
な
つ
て
か
ら
、
小
島
君
と
の
用
事
が
愈
々
多

く
な
り
．
毎
日
電
話
で
同
君
の
動
務
先
の
正
金
銀
行
へ
電
話
を

か
け
る
、
又
向
ふ
か
ら
も
末
る
。
し
ま
ひ
に
は
銀
行
の
交
換
嬢

と
私
の
所
の
交
換
嬢
と
相
互
に
聾
音
を
覺
え
て
し
ま
つ
た
の
は

結
構
。
然
し
私
の
家
業
上
、
正
金
銀
行
と
は
絶
え
す
用
事
が
あ

り
時
々
電
話
を
か
け
る
と
、
そ
の
電
話
は
小
島
君
の
係
り
以
外

の
仕
事
で
あ
る
に
も
係
ら
す
ゝ
私
の
家
か
ら
掛
け
る
と
だ
ま
つ

て
小
島
君
の
所
へ
接
続
し
て
し
ま
ふ
に
は
蒻
つ
た
。

・―
―
了
―
―

○
今
　
土日
　
の
　
感

武

田

久

吉

日
本
山
岳
會
設
立
営
時
の
委
曲
に
つ
い
て
は
、
嘗
て
梅
澤
君

が
執
筆
さ
れ
る
筈
で
あ
つ
た
の
で
、
吾
々
ム
同
安
心
し
て
居
る

と
ｔ
ボ
ツ
ク
リ
他
界
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
然
ら
ば
梅
澤
君
に
次

い
で
―
―
或
は
そ
れ
以
上
に
―
―
記
憶
の
い
ゝ
河
田
獣
君
に
で

も
御
願
ひ
し
よ
う
と
し
て
も
、
山
川
と
改
姓
後
、
同
君
は
山
の

方
に
は
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
な
ぜ
か
含
の
方
に
は

一
向
寄
り

つ
か
れ
な
い
し
、
御
願
ひ
し
た
虎
で
承
諾
の
返
事
を
得
ら
れ
さ

う
も
な
い
と
は
困
つ
た
話
で
あ
る
。
そ
れ
で
順
番
は
私
の
方
に

廻
り
さ
う
な
の
だ
が
、
山
岳
含
設
立
の
第
二
年
目
卸
ち
明
治
四

十
年
の
春
以
来
―
―
「
山
岳
」
第
二
年
第

一
機
が
未
だ
嚢
兌
さ
れ

な
い
前
に
―
―
東
京
を
離
れ
、
十
年
間
も
あ
ち
こ
ち
と
、
而
も

そ
の
大
牛
は
海
外
に
漂
浪
し
て
居
た
御
蔭
で
、
音
の
細
か
い
事

は
大
抵
忘
れ
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
宜
し
く
高
野
君
そ
の
他
の
方

に
御
鉢
を
廻
し
て
し
ま
ふ
こ
と
ヽ
し
た
。

明
治
三
十
八
年
の
秋
に
會
が
誕
生
し
て
．
こ
の
秋
で
丁
度
滞

二
十
五
年
。
僅
々
二
十
五
年
が
何
だ
１
　
と
言
は
れ
れ
ば
そ
れ

迄
の
話
。
だ
が
然
し
二
十
幾
年
に
互
る
光
輝
あ
る
歴
史
な
ど
ヽ

一二
八
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

お
だ
て
上
げ
ら
れ
れ
ば
ま
た
豪
ら
さ
う
に
も
見
え
る
。
兎
に
角

日
本
に
は
塞
前
で
あ
つ
た
も
の
が
産
れ
出
で
た
の
で
あ
る
か
ら

所
謂
エ
ボ
ツ
ク
、
メ
イ
キ
ン
グ
と
い
ふ
課
０
先
づ
今
日
の
登
山

家
と
名
乗
り
を
拳
げ
る
人
達
は
、
直
接
間
接
に
、
そ
の
営
時
山

岳
含
の
旗
下
に
馳
せ
参
じ
た
パ
イ
オ
ニ
ァ
ー
ス
の
感
化
影
響
と

受
け
て
居
な
い
と
言
ふ
詳
に
行
か
な
い
。
い
や
俺
達
は
明
治
四

十
何
年
の
産
れ
、
山
岳
會
な
ど
の
厄
介
に
は
微
塵
も
な
つ
た
覺

え
な
し
、
而
も
か
く
一
流
の
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
登
山
家
な

り
、
な
ん
て
威
張
つ
た
虎
で
虚
候
威
し
、
暖
は
れ
る
の
が
開
の

山
。
ま
あ
ノ
＼
塞
威
張
り
丈
け
は
よ
し
た
ノ
ヽ
１

と
に
角
山
岳
含
の
葉
は
惟
に
利
い
た
事
ゝ
昨
今
流
行
の
張
精

剤
以
上
！
　
但
し
盛
り
方
に
チ
ト
手
落
ち
が
あ
つ
た
と
見
え
て

］県
面
目
な
登
山
家
は
比
率
が
恐
ろ
し
く
低
下
し
、
唯
も
う
流
行

病
性
患
者
と
し
て
、　
一
種
の
病
院
に
で
も
牧
容
す
べ
き
類
の
者

が
殖
え
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
や
う
で
あ
る
。
辻
村
を
し
て
言
は
じ

む
れ
ば
、
上
げ
潮
に
漂
ふ
猫
の
死
骸
に
た
か
る
金
蠅
銀
蠅
の
類

な
の
だ
ら
う
。
そ
の
ま
た
金
蠅
銀
蠅
が
、
ど
こ
を
ど
う
戸
迷
ひ

し
た
か
、
腐
つ
て
も
し
な
い
山
岳
含
目
が
け
て
飛
ん
で
来
る
翅

の
唸
り
の
五
月
蠅
い
こ
と
‥

本
営
に
山
岳
を
愛
し
、
山
岳
の
氣
分
を
味
ふ
篤
め
に
山
に
赴

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
武
田

く
人
は
居
な
い
の
か
と
思
は
れ
る
程
、
山
の
中
が
あ
ら
さ
れ
て

居
る
。
低
級
な
下
界
趣
味
に
適
合
し
よ
う
と
す
る
、
あ
の
山
小

屋
の
有
様
は
ど
う
だ
？
　
ど
う
せ
荒
れ
果
て
た
上
河
内
の
如
き

は
、
蟻
共
に
投
げ
興
へ
る
梨
の
心
同
様
に
、
有
象
無
象
の
逃
避

所
と
し
て
や
つ
て
も
宜
い
が
、
ど
こ
か
に
清
新
な
氣
分
の
横
浴

す
る
箇
所
の
二
つ
や
三
つ
は
残
し
て
置
き
度
い
も
の
だ
。

尤
も
山
中
が
俗
化
す
る
の
を
、
何

一
つ
お
せ
つ
か
い
も
せ
す

に
放
任
し
て
置
い
た
山
岳
含
が
宜
し
く
な
い
、
な
ど
ヽ
横
槍
が

飛
び
込
む
こ
と
も
あ
る
と
い
ふ
が
、　
一
般
の
登
山
者
が
山
に
ビ

ツ
タ
リ
末
る
様
な
高
街
な
趣
味
さ
へ
持
ち
合
せ
て
居
た
な
ら
、

あ
ん
な
む
か
つ
く
様
な
山
小
屋
は
自
然
に
淘
汰
さ
れ
て
、
姿
を

隠
し
て
し
ま
ふ
の
は
必
然
だ
か
ら
、
微
力
な
山
岳
含
が
暇
を
つ

ぶ
し
て
騒
ぎ
立
て
る
必
要
も
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
。

登
山
の
準
備
と
か
技
術
と
か
も
恐
ろ
し
く
進
歩
し
た
も
の

だ
。
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
も
ビ
ツ
ケ
ル
も
勿
論
な
い
の
だ
か
ら
Ｄ
そ

の
音
の
山
行
き
に
は
雑
嚢
に
金
剛
杖
、
経
木
の
帽
子
に
着
英
産

と
い
ふ
い
で
立
ち
、
履
き
も
の
は
勿
論
草
軽
に
限
る
と
さ
れ
た

も
の
、
そ
れ
が
今
は
ど
う
だ
―
　
運
動
具
店
の
廣
告
除
か
と
さ

へ
そ
そ
つ
か
し
い
者
は
間
違
へ
さ
う
な
姿
を
し
た
の
が
、
あ
つ

ち
に
一
組
、
こ
つ
ち
に
二
組
！
　
雲
も
氷
も
な
い
穂
高
に
ビ
ツ

一二
九
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行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
武
田

ケ
ル
を
引
招
つ
た
り
、
富
士
に
ザ
イ
ル
を
背
負
ひ
上
げ
る
の
努

を
敢
て
す
る
。
尤
も
音
だ
と
て
、悪
場
に
出
遭

へ
ば
、用
意
の
細

引
位
は
取
り
出
し
た
も
の
だ
が
、
幼
稚
な
道
具
は
唯

一
に
山
に

登
る
方
便
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
岩
に
か
ぢ
り
附
く
篤
め
だ

と
か
、
氷
や
雲
の
上
を
滑
る
篤
め
に
山
に
赴
く
の
と
は
目
的
と

す
る
虎
が
己
に
違
つ
て
居
た
。
登
山
に
は
岩
や
氷
雲
を
マ
ス
タ

ー
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
そ
の
技
術
だ
け
を
十
分
に
修

得
練
留
す
る
だ
け
で
も
容
易
で
な
い
と
共
に
ゝ
叉
そ
れ
に
件
ふ

興
味
も
湧
い
て
来
る
。
し
か
し
こ
れ
が
登
山
の
線
て
ゞ
な
い
こ

と
は
言
ふ
に
及
ば
な
い
が
ゝ
中
に
は
さ
う
だ
と
思
っ
て
、
誤
ま

つ
た
観
念
に
捉
は
れ
て
居
る
。
尤
も
そ
れ
が
自
己
陶
醇
に
掛
つ

て
居
る
だ
け
な
ら
、
何
も
文
句
は
な
い
が
、
さ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
の
如
く
、
他
人
に
張
ひ
て
、
雨
も
容
れ
ら
れ
ぎ
る

に
及
ん
で
悪
罵
す
る
に
至
る
と
な
る
と
、
チ
ト
狂
氣
の
度
が
過

ぎ
る
。
何
の
事
は
な
い
羊
羮
を
食
ひ
茶
を
飲
ん
で
舌
鼓
を
打
つ

者
を
見
て
、
醇
排
ひ
が
罵
倒
す
る
様
な
も
の
だ
。

短
い
様
で
長
か
つ
た
二
十
五
年
。
そ
の
間
に
し
度
い
と
思
ひ

乍
ら
資
金
や
適
任
者
が
得
ら
れ
な
い
で
、
篤
し
得
な
か
つ
た
仕

事
は
澤
山
あ
る
。
ま
た
折
角
計
書
し
た
り
、
或
ひ
は
改
め
て
見

た
虎
で
餘
り
に
時
代
か
ら
進
み
過
ぎ
て
居
た
鶯
に
、
周
園
が
幼

一六
〇

稚
で
共
鳴
者
を
得
な
か
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
然
し
も
と
ノ
ヽ
同

趣
味
者
の
集
り
で
あ
り
ゝ
誰
に
頼
ま
れ
た
と
い
ふ
課
で
も
な
い

以
上
、
興
へ
ら
れ
た
仕
事
を
等
閑
に
附
し
た
廉
で
、
汚
な
い
御

尻
を
持
ち
込
ま
れ
て
も
、
受
附
け
る
術
が
な
い
。

そ
れ
で
も
門
外
漢
か
ら
何
の
か
の
と
言
は
れ
る
丈
け
、
山
岳

含
も
豪
く
な
つ
た
も
の
と
見
え
る
。
尤
も
始
め
た
自
分
達
は
初

め
か
ら
ゑ
ら
い
の
だ
と
許
り
思
つ
て
は
居
た
が
。
然
し
最
近
に

於
て
は
、
幹
事
に
な
り
度
い
篤
に
醜
運
動
さ
へ
行
は
れ
た
と
聞

い
て
、
山
岳
含
の
幹
事
と
い
ふ
も
の
が
、
そ
れ
程
ま
で
に
美
望

（？
）
の
的
と
な
つ
て
居
る
も
の
か
と
Ｄ
吾
乍
ら
驚
き
も
し
又
呆

れ
も
し
た
。
そ
し
て
ま
た
會
を
美
や
む
の
餘
り
、
そ
れ
に
封
抗

し
よ
う
と
す
る
、
蟷
螂
組
も
ど
こ
か
の
隅
に
頓
し
て
居
る
と
い

ふ
が
、
候
令
末
法
の
世
で
は
あ
る
と
も
っ
山
岳
界
に
桃
色
の
給

の
具
を
ぶ
ち
ま
け
る
の
は
、
海
の
彼
方
は
知
ら
す
、
我
が
國
で

は
餘
り
に
大
入
氣
な
い
業
で
あ
ら
う
。
梅
澤
が
生
き
て
ゞ
も
居

た
ら
，
二
十
五
週
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
山
岳
會
を

一
と
思

ひ
に
解
散
し
て
し
ま
つ
た
ら
、
さ
ぞ
さ
ば
／
ヽ
し
て
よ
か
ら
う

な
ど
ヽ
ゴ
百
ひ
出
さ
な
い
限
り
で
は
な
い
。
そ
し
た
ら
同
じ
酒

で
も
、　
一
居
旨
く
飲
め
る
と
い
ふ
も
の
さ
！
　
ま
あ
こ
れ
で
駄

筆
は
打
ち
切
リ
ノ
、
。
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行  獲  月 ―卜 年  五  不‖ 昭

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
小
島

○
日
本
山
岳
會
成
立
ま
で小

島

烏

水

前
置
き
の
長
い
文
章
に
。
い
ゝ
作
は
少
な
い
も
の
で
、
遺
憾

な
こ
と
に
、
こ
の
文
章
に
も
．
多
少
の
前
置
き
が
附
く
。

日
本
山
岳
會
成
立
ま
で
に
、
同
志
の
人
た
は
、
何
十
回
と
な

く
會
合
し
た
。
恐
ら
く
何
百
通
と
い
ふ
手
紙
の
．
や
り
取
り
を

（
み
ん
な
の
分
を
合
算
す
れ
ば
）
や
つ
た
ら
う
。
私
の
所
蔵
の

手
紙
だ
け
で
も
っ
敷
括
の
多
き
に
達
し
た
。
そ
れ
が
今
日
で
は

―
―
故
人
と
な
つ
た
人
の
員
蹟
も
あ
る
し
―
―
貴
重
な
る
史
料

に
な
る
べ
き
筈
で
ゝ
私
は
珍
蔵
の
あ
ま
り
、
渡
米
の
際
も
、
持

ち
廻
ら
す
に
宅
に
残
し
て
置
い
た
の
が
い
け
な
か
つ
た
の
で
、

開
東
の
大
震
災
で
、
私
の
宅
は
、
幸
ひ
に
っ
倒
壌
も
燒
儘
も
し

な
か
つ
た
が
Ｄ
傾
斜
し
た
の
で
．
家
族
は
附
近
の
竹
簸
に
避
難

し
た
。
そ
の
留
守
に
、
避
難
者
だ
か
、
暴
徒
だ
か
知
ら
な
い
が

宅
に
聞
入
し
て
、
米
櫃
か
ら
米
を
持
ち
去
り
、
書
齋
か
ら
幅
物

や
書
類
を
、
失
敬
し
て
去
つ
た
。
そ
の
書
類
の
中
に
、
右
の
山

岳
合
関
係
の
分
ら
凡
べ
て
と
ち
初
代
廣
重
の
肉
筆
日
記
が
あ
つ

一六
二

た
こ
と
は
、
返
す
ノ
ヽ
も
残
念
で
あ
る
。
鼻
紙
に
で
も
使
用
し

た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
男
の
鼻
は
じ
今
頃
、
南
部
の
鮭
の
や

う
に
、
曲
が
つ
て
ゐ
る
た
ら
う
。
諸
君
も
し
、
途
中
で
さ
う
い

ふ
罰
営
り
に
遇
つ
た
ら
ば
、
早
速
私
に
、
そ
の
旨
を
報
告
し
て

く
れ
た
ま
へ
。

と
い
ふ
わ
け
で
、
私
の
手
許
の
実
科
は
、
書
翰
で
あ
る
限
り

殆
ど
散
逸
Ｌ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
、
私
は
記
憶
を
辿
つ

て
、
こ
の
文
章
を
書
く
。
然
る
に
記
憶
と
い
ふ
や
つ
は
、
時
代

が
前
後
し
た
り
、
相
手
方
の
爾
次
さ
ん
が
、
喜
多
八
に
な
つ
て

し
ま
つ
た
り
す
る
類
の
、
頗
る
営
て
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い

の
を
断
つ
て
置
く
。

私
自
身
の
開
す
る
限
り
に
於
て
。
日
本
山
岳
合
の
嚢
詳
地
は

槍
ケ
岳
で
あ
っ
た
。
槍
ヶ
岳
登
山
の
お
か
け
で
、
私
は
ウ
エ
ス

ト
ン
氏
と
相
識
る
に
至
り
、
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
に
教
へ
ら
れ
て
、

世
界
の
各
国
に
、
山
岳
會
と
い
ふ
會
が
存
在
し
て
ゐ
る
こ
と
を

知
つ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
以
前
に
於
て
、
私
に
山
岳
會
と

い
ふ
も
の
ゝ
暗
示
を
興
へ
て
く
れ
た
人
は
一
人
も
無
か
つ
た
。

然
ら
ば
何
故
、
私
が
槍
ケ
岳
に
登
つ
た
か
と
い
へ
ば
ｂ
そ
れ
を

書
物
の
上
で
煽
動
教
唆
し
て
く
れ
た
の
は
、
故
志
賀
矧
川

（重

昂
）
先
生
に
外
な
ら
な
か
つ
た
、
煽
動
者
に
謝
す
。
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

私
の
少
年
時
代
に

「少
年
丈
範
」
と
い
ふ
本
が
あ
つ
て
。
そ

の
中
に
っ
柴
四
郎
氏
ｂ
徳
富
蘇
峰
氏
ゝ
志
賀
矧
川
氏
等
、
共
他

諸
文
豪
の
文
章
が
牧
め
ら
れ
て
あ
つ
た
。
就
中
、
柴
氏
の
四
六

勝
麗
外
と
も
い
ふ
べ
き
ゝ
漢
文
く
づ
し
の
名
文
ｂ
徳
富
氏
の
、

マ
ア
コ
レ
ー
卿
の
文
脈
を
探
り
入
れ
た
や
う
な
っ
和
洋
折
哀
外

の
文
章
は
、
私
を
動
か
し
た
が
っ
更
に
志
貿
先
生
の
詩
味
饒
た

か
な
感
傷
的
な
文
章
は
ｂ
私
を
興
奮
さ
せ
る
の
に
充
分
で
あ
つ

た
。
共
営
時
ゝ
徳
富
氏
の
「国
民
之
友
」
に
封
し
て
、
志
貿
先
生

は
「
日
本
人
」
と
い
ふ
蜻
蛉
を
描
い
た
表
紙
の
ｂ
雑
誌
を
嚢
行
せ

ら
れ
Ｄ
欧
化
主
義
に
封
抗
し
て
、
國
粋
保
存
主
義
を
提
唱
さ
れ

青
年
の
思
想
界
を
三
分
し
た
形
が
あ
つ
た
が
、
志
賀
先
生
は
、

國
粋
保
存
の
見
地
か
ら
、
日
本
の
関
土
愛
に
着
眼
せ
ら
れ
、「
日

本
風
景
論
」
を
著
は
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
私
の
記
憶
し
て
ゐ

る
限
り
に
於
て
ｂ
十
数
版
を
重
ね
た
が
、
貧
乏
な
る
私
が
漸
く

手
に
入
れ
た
の
が
．
第
六
版
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
つ
た
。
私
は

こ
の
本
を
．
山
水
の
経
典
の
や
う
に
信
頼
し
て
、
反
覆
熟
讀
し

た
。

一
般
、
私
は
健
康
上
の
関
係
か
ら
、
徒
歩
旅
行
が
好
き
に

な
り
、
箱
根
や
洩
間
に
も
登
つ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
本
を
讀
み
出

し
て
、　
一
居
山
に
深
入
り
す
る
氣
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
富
士
山

に
次
ぐ
高
山
が
、
槍
ケ
岳
で
あ
る
こ
と
、
槍
ケ
岳
の
峻
抜
に
し

０
二
十
五
週
年
同
想
録
　
小
島

て
、
漢
水
の
品
明
な
る
こ
と
ぅ
原
始
の
風
光
の
保
存
さ
れ
て
ゐ

る
こ
と
な
ど
を
．
教
へ
ら
れ
、
槍
ケ
岳
に
第

一
登
山
を
企
つ
る

こ
と
を
ぅ
命
掛
け
の
仕
事
と
考
へ
る
に
至
つ
た
。
既
に
播
隆
上

人
が
江
戸
時
代
に
登
山
し
て
ゐ
た
こ
と
も
ｂ
明
治
以
来
ゴ
ウ
ラ

ン
ド
や
ウ
エ
ス
ト
ン
の
登
つ
て
ゐ
た
こ
と
な
ど
は
．
営
時
知
ら

う
筈
が
な
か
つ
た
。
槍
ケ
岳
を
書
籍
の
上
で
研
究
し
て
見
る
と

「
風
景
論
」
に
は
、
三
千
五
百
三
十
一
米
突
、
松
嶋
剛
氏
の

「
近

世
地
理
撃
」
及
び
矢
津
昌
永
氏
の
「
日
本
地
文
學
」
に
は
ぅ　
一

萬

一
千
六
百
五
十
二
尺
と
あ
つ
て
、
正
に
富
士
山
に
次
ぐ
高
山

に
相
違
な
い
と
思
は
れ
た
。
後
に
な
つ
て
「風
景
論
」
の
三
千
五

百
三
十
一
米
突
と
い
ふ
標
高
は
、
農
商
務
省
の
技
師
ぅ
坂
市
太

郎
氏
の

「飛
騨
四
近
地
質
調
査
報
告
」
に
依
ら
れ
た
も
の
で
、

山
中
光
景
の
記
事
は
、
倫
敦
ジ
ヨ
ン
、
マ
ア
レ
イ
出
版
の

「
日

本
案
内
記
」
の
英
文
を
反
課
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
つ

た
が
、
そ
れ
は
す
つ
と
後
の
話
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
私
は

仰
山
な
る
用
意
を
以
て
っ
か
の
ア
ル
バ
ー
ト
、
ス
ミ
ス
な
る

瓢
軽
者
が
っ
ア
ル
プ
ス
の
モ
ン
プ
ラ
ン
登
攀
に
、
一
と
世
帯
の

道
具
を
措
ぎ
込
み
た
る
昔
話
も
、
笑
ひ
事
で
は
な
い
や
う
な
用

意
を
以
て
、
明
治
三
十
五
年
八
月
に
、
友
人
岡
野
金
次
郎
氏
と

共
に
、
槍
ヶ
岳
を
自
骨
温
泉
方
面
か
ら
登
つ
た
。
自
骨
か
ら
霞

一奎
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行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
週
年
同
想
録
　
小
島

澤
山
の
尾
根
に
取
り
付
い
て
、
カ
ミ
グ
チ
（上
高
地
）
に
下
り
。

初
め
て
梓
川
に
骸
き
、
穂
高
岳
に
戦
慄
し
、
槍
ケ
岳
に
登
つ
て

魂
を
天
外
に
飛
ば
し
た
。
そ
の
紀
行
文
を
明
治
三
十
五
年
の
秋

末
か
ら
、
三
十
六
年
の
夏
に
亘
つ
て
、
月
刊
の
青
年
文
學
雑
誌

「文
庫
」
に
連
載
し
た
．
望
外
な
こ
と
に
、
こ
の
文
章
は
、
営
時

の
或
青
年
の
サ
ア
ク
ル
に
、
愛
護
者
を
得
て
、
殊
に
或
人
の
如

き
は
ゝ
毎
観
、
こ
の
文
章
の
と
こ
ろ
だ
け
を
切
り
抜
い
て
、　
一

冊
に
綴
ぢ
合
せ
、
私
が
頼
み
も
し
な
い
の
に
、
出
版
者
を
捜
し

て
歩
い
て
く
れ
た
と
い
ふ
話
を
さ
へ
、
私
は
聞
い
て
、
感
激
し

た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
ゐ
る
。
幸
ひ
に
明
治
三
十
九
年
に
な
つ
て

隆
文
館
か
ら
「
山
水
無
養
蔵
」
と
題
し
て
．
他
の
紀
行
文
を
も
併

録
し
て
。
出
版
さ
れ
た
が
、
感
激
序
で
又
一
つ
話
さ
し
て
も
ら

ひ
た
い
こ
と
は
、
此
本
を
出
す
に
常
つ
て
、
島
崎
藤
村
氏
に
、

序
文
を
お
願
ひ
し
た
と
こ
ろ
が
、
島
崎
さ
ん
は
っ
ハ
ガ
キ
に
た

つ
た
一
字
「諾
」
と
書
い
て
返
事
を
よ
こ
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
後

暫
く
し
て
序
文
を
途
ら
れ
て
、
巻
頭
を
飾
る
こ
と
が
出
来
て
ゝ

私
は
非
常
に
悦
ん
だ
が
、
後
で
他
の
人
か
ら
う
か
ゞ
ふ
と
ゝ
島

崎
さ
ん
は
ゝ
愛
嬢
が
讐
科
大
撃
の
病
室
で
ゝ
な
く
な
ら
れ
た
御

不
幸
の
際
に
、
筆
を
染
め
て
下
す
つ
た
の
だ
さ
う
で
．
何
と
も

済
ま
な
い
こ
と
ゝ
、
恐
縮
し
た
次
第
で
あ
る
。

一六
四

槍
ケ
岳
に
第

一
登
山
を
し
た
こ
と
を
．
鬼
ケ
島
征
伐
の
桃
太

郎
の
や
う
に
ぅ
葬
氣
満
た
と
．
悦
ん
で
ゐ
た
の
も
東
の
間
で
あ

つ
た
。
同
行
者
の
岡
野
君
が
、
或
日
血
相
を
憂
へ
て
私
の
宅
に

飛
び
込
ん
で
末
て
、
報
告
す
る
こ
と
に
は
、
彼
岡
野
君
が
ゝ
支

配
人

（常
時
岡
野
潜
は
横
濱
の
紐
育
ス
タ
ン
グ
ア
ド
商
含
の
書

記
で
あ
つ
た
）
か
ら
、
一
冊
の
洋
書
を
郵
途
す
る
や
う
命
ぜ
ら

れ
て
。
不
剛
そ
の
本
を
披
く
と
、
あ
ら
は
れ
出
た
の
が
ぅ
何
と

夢
来
の
間
に
も
忘
ら
れ
な
か
つ
た
槍
ケ
岳
の
嘉
』具
で
あ
つ
た
。

お
や
と
思
つ
て
ゝ
標
題
を
見
る
と

「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
と
あ
る

薪
者
は
ウ
オ
ル
タ
ア
、
ウ
エ
ス
ト
ン
ゝ
嚢
行
書
難
は
ジ
ヨ
ン
、

マ
ア
レ
イ
、
嚢
行
年
月
は
一
八
九
六
年
（明
治
二
十
九
年
）
‥
‥

彼
の
骸
き
や
想
ふ
べ
く
、
そ
の
報
告
を
受
け
た
私
の
茫
然
自
失

も
、
笑
止
の
至
り
で
あ
つ
た
が
ぅ
追
つ
か
け
て
、
後
日
諏
が
語

ら
れ
る
。

岡
野
が
商
館
で
手
に
し
た
英
字
新
聞
は
ゝ
山
手
の
パ
ブ
リ
ツ

ク
ホ
ー
ル
で
．
日
本
ア
ル
プ
ス
の
講
演
が
あ
る
と
報
じ
た
。
そ

の
講
演
者
の
名
は
、
誰
あ
ら
う
、
今
の
今
ま
で
英
国
に
ゐ
る
と

ば
か
り
思
っ
て
ゐ
た
ウ
オ
ル
タ
ア
ゝ
ク
エ
ス
ト
ン
師
で
あ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
は
、
宣
教
師
と
し
て
限
と
鼻
の
先
に
居
住
し
て
ゐ

た
の
で
あ
る
、
こ
ん
な
偶
然
が
、
我
々
を
ゝ
ど
う
し
て
結
び
付
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粧 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

け
す
に
置
か
う
、
そ
し
て
そ
の
偶
然
は
．
費
た
の
間
に
、
山
を

介
し
て
、
必
然
の
仕
事
に
進
ま
せ
た
の
が
、
山
岳
含
成
立
の
筋

書
き
で
あ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
を
初
め
て
識
つ
た
の
は
ｂ
同
じ
山
手
の
居
佳
者

と
い
ふ
聞
係
で
ぅ
岡
野
で
あ
っ
た
，
そ
の
後
ｏ
岡
野
と
私
の
二

人
が
、
ウ
エ
ス
ト
ン
の
住
宅
、
山
手
の
百
三
十
六
番
館
を
訪
ね

た
と
き
ゝ
ウ
エ
ス
ト
ン
が
、
私
た
ち
に
話
し
て
聞
か
せ
た
の
は

ラ
ス
キ
ン
先
生
の

「
近
世
書
家
論
」
第
四
巷

「山
の
榮
光
」
と

い
ふ
名
文
の
一
節
で
あ
っ
た
。
私
は
解
ら
な
い
な
が
ら
も
、
ラ

ス
キ
ン
先
生
に
頭
を
下
げ
る
氣
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
見
せ
て

く
れ
た
の
は
、
北
齋

「富
嶽
三
十
六
景
」
の
傑
作
ｔ
程
ケ
谷
の

一
枚
で
あ
っ
た
、
私
は
浮
世
綸
の
軽
ん
す
べ
か
ら
ぎ
る
こ
と
を

覺
っ
た
。
次
に
私
た
ち
の
前
に
、
展
開
さ
れ
た
の
は
．
英
国
の

山
岳
雑
誌

「
ア
ル
バ
イ
ン
、
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
」
幾
冊
と
，
そ
の
大

會
の
案
内
歌
、
展
覧
合
の
日
録
、
山
の
嘉
】県
．
ア
ル
ペ
ン
ス
ト

ッ
”
ノ、
登
山
帽
，
等
、
等
、
等
で
あ
っ
た
。
全
く
以
て
、
私
た

ち
に
は
，
新
ら
し
い
世
界
で
あ
っ
た
。
し
か
も
英
国
の
山
岳
含

が
世
界
に
於
け
る
山
岳
含
の
鼻
血
で
あ
り
、
世
界
の
文
明
図
は

悉
く
と
い
っ
て
可
な
る
ほ
ど
、
山
岳
會
を
有
し
て
ゐ
る
と
。
聞

か
さ
れ
る
に
至
っ
て
ｂ
私
た
ち
が
。
い
か
に
興
奮
し
て
ｂ
後
髪

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
小
島

を
引
か
れ
る
や
う
に
も
同
氏
の
宅
を
去
っ
た
か
は
、
今
日
な
ほ

自
分
で
自
分
の
姿
が
、
見
え
る
や
う
で
あ
る
。

私
は
先
づ
ウ
エ
ス
ト
ン
の
事
業
を
、
日
本
人
の
間
に
紹
介
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
、
共
後
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
か
ら
も

ら
っ
た
手
紙
を
、
桑
田
春
風
氏
主
宰
の

「
手
紙
難
誌
」
に
、
窮

員
版
と
し
て
ゝ
解
諭
を
添
へ
て
掲
載
し
た
。
そ
れ
か
ら
博
文
館

磯
行
の
雑
誌

「
中
學
世
界
」
に

「
日
本
の
高
山
深
谷
を
跛
渉
し

た
る
外
国
人
及
び
其
紀
行
」
（明
治
三
十
七
年
）
を
寄
せ
た
。
そ

れ
等
の
書
物
を
、
誰
か
ウ
エ
ス
ト
ン
に
詳
し
て
聞
か
せ
た
と
見

え
て
、
ウ
コ
ス
ト
ン
は
、
私
の
勤
務
先
の
銀
行
に
訪
ね
て
来
て

く
れ
た
、
そ
ん
な
こ
と
で
ｂ
ウ
エ
ス
ト
ン
と
、
私
の
間
の
交
渉

は
、
釜
々
親
密
を
加
へ
る
に
至
っ
た
。

こ
の
前
後
に
於
て
、
私
は
山
の
紀
行
文
を

「太
陽
」
「早
稲
田

文
學
」
「明
星
」「中
央
公
論
」
そ
の
他
へ
寄
せ
た
。
（「雲
表
」
と
い

ふ
本
に
牧
め
た
「梓
川
の
上
流
」
は
初
め
「早
稲
田
文
學
」
に
出
し

た
も
の
だ

上ゝ
高
地
を
書
い
た
も
の
で
「槍
ケ
岳
探
険
記
」中
の
、

上
高
地
の
一
文
と
共
に
ゝ
明
治
年
間
の
最
も
古
い
文
献
の
一
で

あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
）
そ
れ
等
が
ゝ
山
好
き
の
人
た
ち
に
、
私

と
い
ふ
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
の
に
役
に
立
っ
た
と
見
え
て

高
頭
仁
兵
衛
君
は
ゝ
浩
戦
な
る
大
著

「
日
本
山
嶽
志
」
の
稿
本

一杢
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０
二
十
五
週
年
回
想
録
　
小
島

を
携
へ
て
、
初
封
面
に
私
の
宅
を
訪
れ
た
。
尤
も
書
名
は
、
初

め
は
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
が
．「
日
本
山
嶽

志
」
と
い
ふ
名
前
に
し
た
の
は
Ｄ
誰
の
意
見
で
あ
っ
た
か
ゝ
記

憶
し
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
か
ら
或
日
ゝ
若
い
人
た
ち
が
、
連
れ
だ

っ
て
、
私
を
山
王
山
の
宅
に
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。
執
れ
も
初
封

面
の
人
た
ち
で
，
書
生
ツ
ぽ
な
が
ら
、
袴
を
穿
い
て
、
キ
チ
ン

と
し
て
ゐ
ら
れ
た
の
を
記
憶
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
今
の
武
田
久

吉
博
士
「
故
梅
澤
親
光
氏
、
高
野
鷹
蔵
氏
た
ち
で
あ
っ
た
。
私

が
明
治
三
十
八
年
に

「
日
本
山
水
論
」
と
い
ふ
本
を
書
い
た
と

き
に
、
序
丈
に

「友
人
武
田
久
吉
氏
が
、
植
物
標
本
を
ぅ
高
野

鷹
蔵
氏
が
、
胡
蝶
標
本
、
及
び
右
に
開
す
る
材
料
を
貸
興
せ
ら

れ
た
る
を
徳
と
す
、
二
氏
年
歯
少
う
し
て
、
き
は
め
て
篤
學
の

士
、
居
常
、
余
の
二
氏
に
負
ふ
と
こ
ろ
多
し
」
と
書
い
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
、
高
山
植
物
の
権
威
な
る
武
田
博
士
や
、
小
島

の
會
の
創
立
者
、
鳥
類
の
恩
人
ゝ
高
野
君
な
ど
を
、
少
年
扱
ひ

に
し
た
や
う
に
取
れ
る
の
は
、
全
く
済
ま
な
い
氣
が
す
る
。
武

田
君
等
は
ゝ
営
時
中
學
生
で
あ
っ
た
か
と
思
ふ
が
、

「博
物
之

友
」
な
る
雑
誌
を
嚢
行
し
ｂ
種
々
科
學
上
の
新
見
を
嚢
表
せ
ら

れ
て
ゐ
た
。
私
は
同
氏
等
の
知
己
を
辱
う
し
て
、
科
學
に
封
す

る
興
味
が
ゎ
釜
々
加
は
つ
て
来
た
。
併
し
そ
れ
は
、
畢
党
、
興

一奔

味
の
程
度
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
科
學
者
た
る
素
質
が
な

い
が
ら
、
依
然
と
し
て
科
學
の
間
外
漢
で
は
み
る
が
ゝ
刺
戦
は

た
し
か
に
受
け
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
へ
、
大
人
の
役
者
が
一
枚
加
は
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
、

後
に
朝
鮮
の
塾
訴
院
長
に
な
ら
れ
た
、
今
は
物
故
せ
ら
れ
た
、

城
敷
馬
氏
の
こ
と
で
城
氏
は
、
営
時
日
本
橋
の
濤
護
士
で
。
東

京
の
市
會
議
員
で
、
高
山
植
物
の
探
集
家
で
ｂ
現
に
九
十
九
草

な
る
高
山
植
物
は
、
同
氏
が
初
め
て
探
集
さ
れ
て
ｂ
同
氏
の
父

君
の
老
齢
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
聞
く

が
、
同
氏
は
早
く
か
ら
、
自
馬
岳
や
、
八
ケ
嶽

へ
登
ら
れ
て
ゐ

た
ら
し
く
、
や
は

，
雑
誌
に
出
し
た
寄
書
の
こ
と
で
、
私
を
記

憶
せ
ら
れ
ゝ
初
封
面
に
「
勤
務
先
の
銀
行
へ
、
私
を
訪
ね
て
末

ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
足
で
、
ウ
エ
ス
ト
ン
を
も
訪
ね
ら
れ
た

筈
だ
。

高
頭
君
の
資
材
と
一
張
き
意
志
と
ゝ
城
敷
馬
氏
の
祗
會
的
位

置
と
、
老
練
な
る
注
意
と
、
博
物
同
志
會
の
若
き
人
た
ち
の
員

剣
な
る
努
力
と
仕
事
と
、
ロ
ー
マ
ン
チ
ツ
ク
の
塞
想
で
、
バ
イ

ロ
ン
擬
き
に
山
を
讃
嘆
し
て
、
察
疎
な
る
文
字
を
列
ね
て
ゐ
た

私
と
が
．
寄
っ
て
た
か
っ
た
仕
事
と
い
ふ
の
は
．
山
に
依
っ
て

結
合
さ
れ
た
仕
事
、
印
ち
山
岳
會
の
成
立
に
ｏ
蹄
着
す
る
の
は
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自
然
の
数
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年
、
ウ
エ
ス
ト
ン
は
、
日
本
か
ら
英
国
に
露
つ

た
．　
そヽ
の
齢
航
の
数
■
前
‐に
「
私
は
岡
野
ｂ
武
田
。
高
野
の
三

君
と
共
に
、
ウ
エ
ス
ト
ン
を
横
濱
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
、
バ
ン
ー

ス
、
ホ
テ
ル
に
訪
れ
た
。
ウ
エ
ス
ト
ジ
は
、
繰
り
返
へ
し
て
ゝ

日
本
に
山
岳
會
建
設
を
ゝ
諸
氏
の
力
に
待
っ
て
と
い
ふ
や
う
な

意
味
の
こ
と
を
言
は
れ
た
が
、
果
し
て
英
国
に
婦
園
し
て
か
ら

英
国
の
山
岳
會
の
マ
ム
氏
ゝ
プ
リ
ス
ト
ル
、
ビ
シ
ヨ
ツ
プ
氏
連

署
の
日
本
山
岳
會
設
立
に
開
す
る
激
働
の
手
紙
を
ゝ
寄
興
せ
ら

れ
た
。
そ
の
手
紙
の
全
文
及
び
そ
れ
に
依
っ
て
山
岳
設
立
の
決

意
を
固
く
し
て
ｂ
組
織
に
急
い
た
こ
と
は
ｂ
我
が
「
山
岳
」
の
創

刊
琥
に
、
書
い
て
置
い
た
か
ち
、
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

斯
く
て
、
明
治
三
十
九
年
に
、
山
岳
會
が
生
れ
、「
山
岳
」
が

嚢
刊
さ
れ
た
。
共
営
時
は
ゝ
只
「山
岳
會
」
と
の
み
櫓
し
た
が
ｂ

後
に
「
日
本
」
の
二
字
を
加
へ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
山
岳
會

成
立
の
暁
に
於
て
Ｄ
我
々
同
人
が
ゝ
全
含

一
致
し
て
名
替
會
員

と
し
て
、
推
薦
し
た
人
た
が
、
志
賀
重
昂
氏
と
ウ
エ
ス
ト
ン
氏

の
二
人
で
あ
っ
た
こ
と
の
営
然
を
、
認
め
て
も
ら
へ
れ
ば
い
ム

の
で
あ
る
。〇

二
十
五
週
年
同
想
録
　
小
島

○
山
　
岳
　
濃
　
葬

中

村

清

太

郎

山
は
有
り
難
い
も
の
だ
と
思
ふ
。
山
は
眺
め
て
有
り
難
く
登

つ
て
有
り
難
く
、
想
つ
て
も
有
り
難
い
。
有
り
難
い
と
い
ふ
の

で
足
り
な
け
れ
ば
、
西
上
人
の
詠
つ
た

「
か
た
じ
け
な
さ
」
か
。

偉
大
、
神
秘
、
至
上
な
る
も
の
ゝ
前
に
頭
を
垂
れ
る
時
の
、
厳

粛
敬
虔
の
念
、
長
る
べ
く
し
て
親
し
む
可
く
ゝ
愛
す
べ
く
し
て

馴
る
可
か
ら
ぎ
る
感
、
身
も
心
も
標
へ
る
や
う
な
崇
高
な
一
種

の
数
喜
‥
‥
こ
れ
ら
は
員
の
登
山
者
の
経
験
す
る
所
の
心
境
で

あ
る
と
思
ふ
。
本
営
の
登
山
者
と
い
ふ
も
の
は
．
ど
う
し
て
も

宗
教
心
を
鋏
い
て
は
な
ら
な
い
、
党
に
深
い
信
仰
を
抱
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
ふ
。
登
山
の
目
的
が
智
識
の
探
究
に

あ
つ
て
も
。
文
藝
に
あ
つ
て
も
、
或
ひ
は
漫
然
た
る
遊
行
に
あ

つ
て
さ
へ
。
日
本
の
登
山
史
は
ぅ
宜
な
る
哉
ｂ
宗
教
家
に
依
て

開
か
れ
て
ゐ
る
。

現
代
の
登
山
者
は
，
賢
に
完
全
な
扮
装
の
下
に
現
れ
る
に
至

つ
た
。
そ
の
使
用
す
る
器
具
の
あ
る
も
の
は
寧
ろ
過
ぎ
た
程
で
ゝ

武
器
と
い
つ
て
も
い
上
位
だ
。
登
山
の
技
術
は
巧
妙
を
極
む
る

一六
七
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〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
中
村

に
至
つ
た
。
外
形
は
全
く
整
つ
た
ｂ
然
ら
ば
内
容
は
―
―
悲
し

い
哉
ｂ
多
数
の
登
山
者
の
中
か
ら
幾
何
の
員
の
登
山
者
を
見
出

せ
る
で
あ
ら
う
。
鼓
に
他
の
種
の
登
山
者
が
あ
る
、
あ
の
自
衣

を
身
に
着
け
た
昔
な
が
ら
の
所
謂
「道
者
」
だ
。
そ
の
う
ち
に
却

て
現
代
登
山
考
の
學
ぶ
可
き
美
質
が
あ
る
。
山
を
あ
ら
た
か
な

も
の
と
し
て
崇
み
敬
ひ
、
荀
も
之
を
汚
す
ま
い
と
す
る
慎
し
み

深
い
行
儀
が
そ
れ
で
あ
る
。「武
器
」
を
鎧
つ
た
現
代
登
山
者
が

之
を
自
限
醜
す
る
の
は
誤
つ
て
ゐ
る
。
無
智
、
迷
信
、
過
去
の

も
の
な
ど
ヽ
片
付
け
る
の
は
、
反
て
自
ら
の
淀
薄
蒙
昧
を
曝
露

す
る
も
の
だ
。
智
識
の
累
積
が
、
自
然
に
封
す
る
敬
愛
謙
抑
を

失
ふ
な
ら
．
そ
れ
は
生
き
た
人
間
の
智
識
で
は
無
い
。
祀
先
の

霧
と
國
土
の
至
高
至
純
の
境
と
を
結
び
付
け
て
奪
崇
す
る
の
は

形
を
代
へ
て
も
存
績
す
べ
き
精
紳
で
あ
る
。
若
し
又
現
代
登
山

者
の
あ
る
も
の
が
、
往
々
山
の
「
征
服
」
な
ど
ヽ
い
ふ
合
言
葉
を

吐
き
、
戦
車
が
敵
の
堡
星
で
も
蹂
躙
す
る
や
う
な
氣
で
ゐ
る
か

に
至
つ
て
は
ｂ
小
児
癖
を
通
り
越
し
て
狂
氣
の
沙
汰
と
い
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

好
ん
で
す
る
険
難
の
開
拓
．
先
頭
争
ひ
の
類
さ
へ
登
山
に
許

せ
な
い
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
清
純
な
る
自
然
に
参
ぜ
ん

と
す
る
心
か
ら
出
る
時
に
始
め
て
意
味
が
あ
り
ゝ
功
名
客
氣
も

一六
ハ

畢
党
ゝ
愛
山
心
の
騒
々
し
い
一
面
に
過
ぎ
な
い
所
に
層
解
が
あ

る
、
争
ふ
も
の
は
人
で
あ
つ
て
、
自
然
は
登
山
者
に
と
つ
て
経

に
決
し
て
敵
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
の
要
素
は
性
質

上
ｂ
登
山
の
中
で
は
．
思
っ
た
よ
り
狭
く
且
外
面
的
の
も
の
で

あ
り
、
漫
遊
趣
味
も
亦
洩
き
を
憂
へ
る
、
共
に
よ
り
深
い
登
山

の
法
攪
境
に
到
達
す
る
入
門
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
ふ
の
は
素
直

な
感
じ
易
い
心
を
打
開
い
て
山
に
直
面
す
る
者
は
っ
目
的
の
如

何
に
拘
は
ら
す
、
そ
の
堂
奥
に
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

登
山
者
は
逐
年
増
加
し
、山
は
必
然
開
か
れ
る
運
命
に
あ
る
。

開
か
れ
る
の
は
多
数
の
済
度
に
意
味
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の

山
を
出
来
る
丈
け
山
の
匂
ひ
の
薄
ら
が
な
い
や
う
に
保
た
な
け

れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
都
會
文
化
臭
を
山
中
に
持

込
ま
な
い
事
で
、
几
て
原
始
天
工
を
損
ふ
こ
と
を
極
度
に
恐
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
便
利
も
度
を
越
ゆ
れ
ば
矛
盾
に
陥
る
。

止
む
を
得
な
い
人
工
施
設
に
も
銑
い
選
揮
批
判
の
眼
を
働
か
せ

る
必
要
が
あ
る
。
之
を
成
す
の
は
真
の
登
山
者
の
、
山
を
愛
し

敬
し
崇
ぶ
心
の
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
山
の
立

般
的
存
在
は
容
易
に
崩
し
難
い
、
け
れ
ど
も
そ
れ
を
飾
る
七
費

の
茫
厳
は
、
心
な
き
輩
の
篤
め
に
動
も
す
れ
ば
損
ぜ
ら
れ
る
の

一
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で
あ
る
。
之
は
許
し
難
き
冒
漬
で
あ
る
．

由
末
東
洋
人
殊
に
日
本
人
は
っ
自
然
を
愛
好
崇
拝
す
る
美
し

い
性
情
を
持
つ
て
ゐ
る
と
さ
れ
る
。
現
代
生
活
に
そ
れ
が
到
る

所
裏
切
ら
れ
る
の
は
歎
が
は
し
い
が
．
殊
に
登
山
者
の
中
に
さ

へ
、
例
へ
ば
山
上
の
岩
石
を
無
意
味
に
落
し
た
り
、
自
樺
の
樹

皮
を
徒
ら
に
創
き
去
つ
た
り
す
る
の
が
あ
る
の
を
見
る
と
、
日

本
人
も
怪
し
い
も
の
だ
と
さ
へ
思
は
れ
る
。
そ
こ
ら
迄
海
の
彼

方
か
ら
學
ぱ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
ら
ｂ
址
か
し
過
ぎ
る
話
だ
。

山
に
入
る
程
の
人
は
も
つ
と
此
の
邊
に
自
覺
の
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
ゝ
に
こ
そ
、
も
つ
と
自
尊
の
氣
が
あ
つ
て
い
ゝ
と
思

ふ
。
若
し
又
夫
の
山
中
に
於
け
る
近
代
的
企
業

（主
に
電
気
事

業
）
に
至
つ
て
は
正
に
山
の
癌
だ
ゝ
数
に
も
せ
め
て
は
事
に
た

づ
さ
は
る
人
々
に
一
片
斯
の
崇
山
の
心
が
あ
る
や
う
に
所
つ
て

止
ま
な
い
。

○
登

山

の

思

出

本
邦
登
山
界
の
現
状
に
封
す
る
感
想
と
希
望

大
　
手
　
　
晟

登
山
は
精
榊
修
養
上
、
身
鰐
鍛
練
上
、
持
た
科
學
的
研
究
上

〇
二
十
五
辺
年
回
想
録
　
大
手

至
大
の
数
果
が
あ
る
な
ど
、
説
明
宣
偉
す
る
時
代
は
、
既
に
過

ぎ
去
つ
た
。

今
は
賢
行
の
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
年

一
年
登
山
の
氣
風

は
勃
興
し
つ
つ
あ
る
。

長
多
く
も
　
聖
上
陛
下
が
撮
政
殿
下
と
し
て
、
大
正
十
二
年

七
月
二
十
六
日
富
士
御
登
山
を
始
と
し
奉
り
、
秩
父
宮
殿
下
の

我
邦
中
央
山
岳
及
欧
米
の
瞼
山
峻
峰
御
登
攀
の
御
般
摯
あ
り
、

各
官
殿
下
に
も
亦
各
地
の
高
山
深
谷
を
御
探
勝
あ
ら
せ
ら
れ
る

と
い
ふ
氣
運
を
葬
し
奉
る
こ
と
は
、
國
民
精
耐
作
興
上
、
誠
に

欣
喜
に
堪
へ
ぬ
所
で
あ
る
。

顧
れ
ば
ｂ
明
治
三
十
年
前
後
に
於
て
、
我
輩
が
毎
年
各
地
山

岳
の
跛
渉
を
稚
績
す
る
の
に
封
し
て
、
或
人
は
物
好
き
の
憂
人

と
し
ゝ
或
人
は
虚
榮
心
に
駆
ら
れ
る
山
狂
と
し
、
或
人
は
信
仰

的
行
者
の
亜
流
と
怪
ん
だ
も
の
さ
へ
あ
つ
た
。
然
し
営
時
に
於

け
る
我
輩
は
、
事
ろ
一
種
の
物
好
き
で
あ
り
、　
一
種
の
山
狂
で

あ
り
。　
一
種
の
行
者
で
あ
る
と
自
任
し
、
種
々
雑
多
な
世
計
は

敢
て
辞
さ
ぬ
所
で
あ
つ
た
。
唯
可
笑
し
い
の
は
、
予
が
學
生
若

し
く
ば
青
年
国
般
を
卒
ゐ
て
登
山
す
る
の
に
封
し
、
或
人
は
危

険
思
想
の
宣
偉
者
か
の
如
く
悪
評
し
、
或
官
憲
は
，
危
険
の
虞

あ
り
と
し
て
、
之
を
差
止
め
た
こ
と
さ
へ
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

一六
九
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〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
大
手

近
年
屋
々
宮
様
方
の
御
登
山
を
拝
し
奉
り
ｂ
又
我
新
潟
縣
に

於
て
も
．
縣
青
年
国
の
主
催
で
、
登
山
講
習
含
を
開
催
し
ｂ
各

郡
市
青
年
国
の
主
催
や
、
各
學
校
山
岳
部
の
計
書
で
、
登
山
の

賞
行
は
、
釜
々
盛
況
を
呈
す
る
と
は
じ
賢
に
今
昔
の
感
に
堪
ヘ

ぬ
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
年
予
が
富
士
山
浅
間
山
に
登
つ
て
婦
郷
し
た
時

「富
士
山
は
雲
の
上
に
簿
え
る
高
山
で
、
給
に
は
描
く
が
、
人

の
登
れ
ぬ
山
だ
と
思
つ
た
の
に
」
と
驚
く
人
も
あ
れ
ば
、「
洩
間

山
は
人
を
噴
く
山
で
。
登
れ
ば
燒
け
死
ぬ
も
の
だ
と
思
つ
た
の

に
」
と
怪
し
む
人
さ
へ
あ
つ
た
位
で
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
高
頭
志
村
雨
氏
と
、
越
後
口
蓮
華
温
泉
よ
り

蓮
華
山
頂
を
乗
越
し
、
信
州
四
ツ
家
（四
谷
）
に
降
ク
ｂ
信
州
側

の
所
謂
自
馬
岳
は
．
越
後
側
の
所
調
大
蓮
華
山
と
同
一
山
名
で

あ
る
こ
と
を
確
め
た
時
分
に
は
ゝ
同
山
上
に
は
、
縣
螢
や
村
螢

の
小
屋
な
ど
は
勿
論
無
く
Ｄ
乗
鞍
大
池
の
小
屋
も
、
自
馬
尻
の

小
屋
も
無
い
。
唯
頂
上
に
陸
地
測
量
部
員
が
陣
取
つ
た
跡
に
、

小
屋
板
が
壌
乱
し
て
ゐ
る
の
を
集
め
て
、
僅
か
に
野
螢
し
た
位

で
あ
る
。
従
て
山
上
に
は
ウ
ル
ッ
プ
サ
ウ
、
コ
マ
ク
サ
、
ウ
ラ

ジ
ロ
キ
ン
バ
イ
ｂ
ミ
ヤ
マ
ア
ゲ
ポ
ノ
サ
ウ
、
ク
ロ
ュ
リ
、
チ
シ

マ
ギ
キ
ヤ
ウ
．
ツ
ク
モ
グ
サ
な
ど
、
人
目
を
引
く
に
足
る
高
山

一七
〇

植
物
の
珍
品
も
多
か
つ
た
の
だ
が
３
共
後
千
客
萬
末
の
結
果
，

今
は
殆
ど
日
に
入
ら
ぬ
程
と
な
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
●

明
治
四
十
一
年
槍
ケ
岳
に
登
つ
た
時
、
同
山
に
は
大
槍
小
屋

や
槍
澤
小
屋
な
ど
い
ふ
も
の
無
く
、
唯
彼
の
播
隆
上
人
が
籠
つ

た
と
い
は
れ
る
所
謂
坊
主
小
屋
の
岩
窟
が
あ
る
だ
け
で
ｂ
我
等

は
共
虎
に
宿
り
、
嘉
門
治
公笏
が
案
内
の
途
上
、
梓
川
で
釣
つ
て

来
た
、数
十
匹
の
岩
魚
を
堕
焼
と
し
て
賞
味
し
た
こ
と
が
あ
る
。

我
等
は
こ
の
佳
肴
に
酬
ゆ
ぺ
く
、
特
に
金
若
干
也
を
案
内
料
に

添
へ
て
差
出
し
た
が
、
（物
は

「
お
前
様
方
に
雇
は
れ
て
ゐ
る
時

間
内
の
獲
物
は
、
全
部
お
前
様
方
に
差
上
げ
る
の
は
営
然
だ
」

と
い
つ
て
、
国
ぐ
辞
退
し
た
。
共
廉
潔
さ
は
ゝ
今
時
の
所
謂
剛

力
輩
に
は
殆
ど
見
ら
れ
ぬ
。

今
や
登
山
氣
風
の
勃
興
に
従
ひ
、
一
面
に
は
亦
種
々
な
弊
害

が
件
は
ぬ
で
も
な
い
。
彼
の
富
士
山
に
ｂ
盲
人
国
證
の
登
山
や

獣
類
賭
競
を
試
み
る
な
ど
は
別
問
題
と
し
ゝ
唯
流
行
を
追
ひ
、

血
氣
に
逸
り
、
軽
撃
無
謀
の
登
山
を
企
て
、
脆
く
も
生
命
を
失

つ
た
り
、
或
ひ
は
登
山
に
誠
意
を
餃
き
．
山
小
屋
や
、岩
石
や
、

高
山
植
物
な
ど
に
封
し
、
不
謹
慎
の
行
鶯
、
所
謂
登
山
道
徳
を

無
醜
す
る
も
の
な
ど
が
．
意
外
に
も
釜
々
多
い
こ
と
は
、
遺
憾

の
極
み
で
あ
る
。
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一
方
に
は
、
案
内
人
夫
の
弊
害
を
防
止
す
べ
き
縣
が
ゝ
共
料

金
を
一
日
二
国
と
か
、
二
園
五
十
錢
と
か
、
制
限
を
カーー
ヘ
て
あ

つ
て
も
、
其
宿
料
食
費
は
雇
主
持
ち
と
な
つ
て
あ
る
の
で
、
そ

こ
に
所
謂
法
網
を
潜
る
種
々
の
手
段
が
行
は
れ
る
。
天
下
の
霙

場
大
峰
山
の
剛
力
の
如
き
は
、
下
山
に
際
し
、
公
然
と
御
山
醜

の
名
義
の
下
に
ゝ
酒
食
の
盛
饗
を
請
求
す
る
を
以
て
ｂ
殆
ど
普

通
と
す
る
が
、
天
下
の
名
山
富
士
山
で
も
、
筒
幾
分
こ
の
傾
き

が
あ
る
。

我
邦
は
、
天
孫
が
高
千
穂
峰
よ
り
御
降
り
遊
ば
さ
れ
、
富
士

山
に
は
聖
徳
太
子
が
御
登
り
遊
ば
さ
れ
た
と
い
ふ
偉
訟
も
あ
る

が
、
役
行
者
が
、
大
峰
山
上
に
鐘
場
を
開
い
て
か
ら
は
、
こ
の

流
を
汲
む
自
衣
の
行
者
連
が
、
各
地
の
雲
山
に
登
葬
す
る
氣
風

を
生
じ
た
。
笏
黒
山
ｂ
月
山
ｂ
湯
殿
山
。
相
模
の
大
山
ｂ
木
曾

の
御
岳
、
石
槌
山
、
英
彦
山
な
ど
は
．共
著
名
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
種
の
行
者
は
ぅ
精
進
潔
齋
、
自
衣
を
身
に
経
ひ
っ
法
螺

員
を
吹
き
、
鈴
を
鳴
ら
し
、
六
根
清
浄
を
高
唱
し
つ
つ
登
山
す

る
も
の
で
、　
一
種
の
宗
教
的
迷
信
的
の
黙
も
あ
る
が
、
所
謂
敬

虚
な
る
登
山
精
瀞
の
鮎
に
於
て
は
、大
い
に
感
心
す
べ
く
ｂ彼
の

遊
戯
的
軽
薄
的
登
山
者
流
の
如
き
は
、
省
み
て
寧
ろ
任
愧
た
ら

ぎ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
登
山
道
徳
を
無
覗
す
る
も
の

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
大
手

所
謂
山
荒
し
を
す
る
も
の
は
３
前
者
に
は
殆
ど
絶
無
で
、
後
者

に
多
い
の
で
あ
る
。

近
末
山
小
屋
の
雑
杏
と
．
共
持
主
が
暴
利
を
貧
る
の
を
嫌
ひ

テ
ン
ト
野
螢
を
試
み
る
も
の
が
年

一
年
流
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
は
至
極
結
構
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
人
達
に
於
て

は
，
特
に
登
山
道
徳
嚢
揮
の
必
要
が
あ
る
。
印
ち
汚
物
や
ゝ
塞

鍵
紙
片
な
ど
の
始
末
を
し
ゝ
燃
料
探
集
の
た
め
、
風
景
美
の
一

大
要
素
た
る
樹
木
の
伐
探
を
慎
む
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
燃
料

探
集
に
封
し
て
は
、
あ
る
地
域
を
限
定
す
る
は
勿
論
．
場
合
に

よ
つ
て
は
、
薪
麦
供
給
の
方
法
を
も
講
す
る
必
要
が
あ
る
。

學
生
の
登
山
に
封
し
て
は
、
學
校
営
局
に
於
て
も
登
山
知
識

を
講
す
る
と
同
時
に
、
特
に
登
山
道
徳
を
涵
養
す
べ
く
ゝ
青
年

の
登
山
に
封
し
て
は
ゝ
我
縣
が
本
年
試
み
た
登
山
講
習
倉
や
．

天
幕
生
活
講
習
會
の
如
き
も
の
を
開
催
し
て
、
意
義
あ
る
登
山

精
神
を
養
成
す
る
こ
と
は
、
持
末
釜
々
榮
え
行
く
登
山
界
に
封

す
る
．　
一
大
急
務
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

○
本
會
創
立
営
時
の
回
顧片

　
手

重
　
次

含
員
番
琥
第
十
番
を
持
つ
て
居
る
が
篤
に
、
僕
も
亦
先
輩
扱

一七
一

一
＞

一…一５３８７
、

一



行 装 月 一 十 年 五 和 昭

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
片
手
、
北
澤

ひ
に
さ
れ
記
念
琥
に
何
か
書
く
べ
く
希
望
せ
ら
れ
た
が
、
登
山

と
い
ふ
事
に
開
し
て
は
僕
は
全
く
幼
稚
園
の
生
徒
で
、
先
輩
と

呼
ば
れ
る
の
は
営
ら
ぬ
。
唯
ｂ
入
會
営
時
の
回
顧
を
少
し
く
し

て
見
や
う
な
ら
、
僕
も
最
初
の
山
岳
含
員
の
多
数
の
人
と
同
じ

く
博
物
學
同
志
含
の
會
員
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
自
然
に
毎
年
暑

体
に
は
諸
先
輩
の
員
似
を
し
て
、
洩
間
山
．八
ヶ
岳
、日
光
の
諸

山
ぅ
尾
瀬
な
ど
に
植
物
探
集
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
山
岳
第

一
慌
の
日
綸
鳥
員
は
共
頃
僕
が
中
藤
寺
湖
畔
で
買
っ
た
鳥
員
な

ど
を
複
嘉
し
た
も
の
ヽ
様
に
信
す
る
。
共
頃
の
含
な
ど
に
は
、

故
人
の
城
、梅
洋
氏
な
ど
も
定
っ
て
顔
を
出
し
て
居
ら
れ
た
。自

馬
や
、
槍
．
穂
高
な
ど
に
登
っ
て
居
ら
れ
た
の
は

■
①の一ｏ目
氏

の
他
は
鳥
水
先
生
や
武
田
先
生
共
他
少
数
の
人
々
で
あ
つ
た
ら

し
く
思
は
れ
る
。
僕
の
登
山
は
共
後
．
バ
イ
エ
ル
ン
の
フ
ォ
ア

ア
ル
ペ
ン
で
絡
り
を
告
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
も
う

一
度
俗
化
し

て
居
な
い
っ
山
々
に
遊
び
た
い
も
の
と
思
っ
て
居
る
。

〇
二

十

三

年

前

北

澤

基

幸

中
房
へ
は
明
科
瞬
か
ら
入
る
。
七
月
の
末
制
服
の
中
學
生
は

一七
二

四
貫
日
程
の
荷
物
を
押
し
込
だ
雑
嚢
と
肩
に
し
て
唯

一
人
温
泉

へ
着
い
た
が
ぅ夜
行
の
睡
眠
不
足
と
暑
さ
と
で
か
な
り
蒻
っ
た
。

帳
場
へ
燕
岳
登
り
の
事
を
話
す
と
案
内
者
を
呼
ん
で
く
れ
て
、

夕
方
に
は
下
の
村
か
ら
上
っ
て
来
た
．
次
の
日
は
米
を
洗
っ
て

乾
し
た
り
共
他
の
準
備
で
費
す
。

登
山
者
は
勿
論
他
に
は
な
く
近
郷
の
入
湯
衆
が
一
人
で
は
淋

し
か
ら
う
と
漢
間
で
探
っ
た
蕗
の
煮
び
た
し
で
御
茶
を
よ
ん
で

く
れ
る
。
同
球
盤
へ
交
ぜ
て
く
れ
る
、
自
瀧
の
湯
へ
行
く
か
ら

と
誘
っ
て
く
れ
老
般
男
女
が
ぞ
ろ
／
ヽ
出
か
け
る
、
噴
嘩
口
論

無
用
と
高
く
掲
げ
ら
れ
た
女
湯
へ
入
っ
て
は
軽
口
を
た
ヽ
き
部

唄
を
片
隅
で
き
く
ぅ
八
面
大
王
の
話
も
き
い
た
。
明
日
は
何
合

炊
き
ま
す
か
を
宿
の
人
に
き
か
れ
、
い
ム
加
減
に
答
へ
て
置
く

と
笠
朝
そ
れ
だ
け
を
容
れ
た
櫃
と
味
噛
汁
を
鍋
ご
と
運
ん
で
末

た
。
午
に
成
っ
て
も
何
の
沙
汰
も
な
い
。
す
る
と
隣
の
客
か
ら

朝
の
を
喰
べ
る
の
だ
と
云
は
れ
た
時
は
す
っ
か
り
面
食
っ
て
経

っ
た
。
後
で
勘
定
書
を
見
る
と
飯
が
い
く
ら
ゝ
汁
、
毛
布
ゝ
蒲

国
と
す
べ
て
の
費
用
が
細
か
く
記
さ
れ
て
有
っ
た
。

出
立
の
朝
は
清
々
し
い
嵐
氣
が
身
に
し
み
ｔ
二
夜
の
泊
り
で

馴
染
に
な
っ
た
浴
客
は
御
無
事
で
と
口
々
に
別
れ
を
告
げ
て
く

れ
た
。
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○

ル

ツ

ク

ザ

ツ

ク

山
岳
會
も
創
立
以
来
含
運
隆
々
嚢
展
し
て
止
む
時
無
く
裁
に

十
五
年
記
念
琥
を
出
す
氣
運
に
な
っ
た
の
は
誠
に
お
目
出
度
い

儀
で
就
着
中
上
げ
る
。
自
分
も
創
立
の
際
含
員
の
末
筆
に
加
ヘ

て
貰
っ
た
が
あ
れ
が
最
早
十
五
年
の
昔
か
と
思
ふ
と
人
並
に
月

日
の
た
つ
の
が
速
い
の
に
驚
入
っ
た
。
顧
る
に
そ
の
営
時
は
未

だ
紅
顔
の
美
青
年
で
あ
っ
た
が
成
程
頭
を
撫
で
る
と
山
鑽
が
不

毛
で
共
虎
ら
の
籍
合
も
深
く
な
っ
て
不
滅
の
霜
も
降
り
は
じ
め

た
。
イ
ヤ
こ
れ
は
自
分
の
山
の
事
だ
が
大
自
然
の
山
は
共
虎
ヘ

行
く
と
そ
れ
っ
ば
か
り
の
間
に
無
暗
に
憂
化
し
な
い
虎
が
頼
母

敷
い
。
唯
人
の
力
が
加
は
っ
て
憂
っ
て
来
た
事
は
大
し
た
物
で

樹
が
無
く
な
っ
た
り
、
道
が
縦
横
に
拓
か
れ
、
橋
が
架
り
小
屋

が
出
来
登
山
も
頗
る
業
に
な
っ
た
。
是
も
皆
山
岳
會
の
直
接
間

接
に
人
気
を
導
い
た
賜
で
あ
ら
う
。
尤
も
山
が
開
け
る
と
人
も

澤
山
登
る
。
従
っ
て
山
も
所
謂
俗
化
す
る
で
あ
ら
う
が
之
は
如

何
に
も
政
方
が
無
く
ぅ　
一
利
に
一
害
は
必
す
附
い
て
纏
ふ
も
の

未
だ
／
ヽ
こ
の
大
勢
は
動
い
て
止
む
ま
い
し
「待
っ
た
」
も
利
く

〇
二
十
五
週
年
同
想
録
　
石
川

ま
い
。
然
し
峠
を
越
え
れ
ば
雅
て
は
人
気
が
落
ち
再
び
愛
山
家

獨
占
の
舞
墓
が
廻
っ
て
来
る
時
節
も
あ
ら
う
。
而
し
て
あ
り
し

銀̈
座
通
も
個
松
の
下
に
名
残
を
止
め
岩
高
蘭
の
茂
り
に
今
業
干

の
遺
跡
と
天
然
記
念
物
の
代
が
立
つ
虎
も
出
来
や
う
。

顧
る
に
明
治
計
七
年
七
月
小
南
清
Ｄ
竹
崎
嘉
徳
の
二
粛
と
八

ケ
岳
に
登
っ
た
共
際
竹
崎
君
が
故
山
崎
直
方
先
生
に
就
い
て
山

の
様
子
を
伺
っ
た
時
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
と
云
ふ
物
の
重
責
な
事
を

教
へ
ら
れ
た
。
勿
論
そ
ん
な
物
は
鐵
の
草
戦
で
捜
さ
ば
兎
に
角

一
寸
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
ぬ
時
節
な
の
で
早
速
各
自
先
生
か

ら
葬
借
し
た
品
を
手
本
に
し
て
怖
へ
に
掛
っ
た
。
小
南
君
は
器

用
な
の
で
材
料
を
揃
へ
自
身
針
を
操
っ
て
立
派
な
の
を
持
へ
上

げ
た
。
竹
崎
君
は
萬
事
お
ふ
く
ろ
さ
ん
の
手
に
一
任
し
て
こ
れ

も
見
事
に
出
来
上
っ
た
。
自
分
は

一
番
無
性
で
員
後
れ
て
居
る

の
で
上
野
廣
小
路
の
カ
バ
ン
屋
へ
誂
へ
た
。
丈
夫
を
要
す
る
と

あ
っ
て
厚
い
帆
布
を
材
料
と
し
っ
た
し
か
雨
君
の
持
へ
た
何
れ

か
を
見
本
に
し
て
兎
に
角
出
来
上
っ
た
。
特
に
慾
張
つ
て
一
廻

り
大
形
に
し
た
の
で
之
に
は
ち
切
れ
る
程
用
具
を
入
れ
背
負
ひ

出
す
と
生
れ
な
が
ら
の
コ
ン
パ
ス
が
短
い
の
に
た
ヽ
ら
れ
ま
る

で
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
が
歩
い
て
居
る
様
で
遠
望
す
る
と
嚢
が
躍
つ

て
居
た
さ
う
で
あ
っ
た
。
思
ひ
起
す
と
山
上
で
は
兎
に
角
下
界

一七
三

石

川

光

春

一
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〇
二
十
五
通
年
回
想
録
　
今
村

に
於
て
行
き
婦
り
に
改
札
日
の
開
所
を
抜
け
る
の
は
並
大
抵
の

苦
し
み
で
は
無
か
っ
た
が
紅
顔
の
美
青
年
そ
ん
な
事
は
意
に
付

せ
す
頻
に
嚢
を
躍
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。
時
に
は
戸
隠
の
百
間

長
屋
で
嚢
に
お
件
し
て
斜
面
を
韓
た
し
ネ
マ
ガ
リ
笹
で
あ
ぶ
な

く
助
か
っ
て
今
日
を
得
た
事
も
あ
つ
た
。爾
末
星
霜
幾
秋
、戦
場

往
末
を
重
ぬ
る
程
に
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
も
汚
れ
に
汚
れ
つ
ぎ
だ
ら

け
、
或
ひ
は
鰻
頭
大
の
お
山
の
印
が
膏
葉
の
様
に
あ
ち
こ
ち
に

営
時
の
名
残
を
留
め
た
。
が
惜
む
可
し
其
後
出
人
の
際
跡
形
も

無
く
友
に
し
て
了
つ
た
。
こ
れ
だ
け
は
今
だ
に
考
へ
て
も
惜
し

い
氣
が
す
る
。
小
南
竹
崎
二
君
は
現
に
珍
蔵
し
て
居
ら
れ
る
事

で
あ
ら
う
。
そ
の
う
ち
自
分
は
脚
の
工
合
が
憂
に
な
っ
て
か
ら

お
山
も
御
無
沙
汰
勝
に
な
り
加
ふ
る
に
時
の
餘
裕
も
無
く
．
先

立
つ
物
も
思
ふ
に
任
せ
す
と
有
つ
て
三
拍
子
揃
っ
た
形
。
會
員

と
し
て
途
に
無
資
格
を
宣
言
せ
ら
れ
て
了
っ
た
。
で
も
日
々
敷

く
會
員
席
に
か
ぢ
り
附
い
て
居
る
有
様
。
だ
か
ら
ア
ル
プ
ス
・

ギ
ン
プ
ラ
な
ん
て
未
だ
般
験
し
な
い
し
山
上
で
別
族
の
日
に
焼

け
た
顔
を
見
た
事
も
無
い
。

扱
て
口
幅
っ
た
さ
う
な
事
を
云
ふ
も
の
ゝ
過
去
ど
れ
だ
け
山

に
登
っ
た
か
と
数
へ
て
見
る
と
登
山
履
歴
は
誠
に
貧
蒻
で
新
に

山
岳
會
の
人
含
審
査
に
は
勿
論
落
第
。
た
ゞ
昔
の
好
み
で
命
乞

一七
四

を
し
て
貰
ひ
人
名
録
の
隅
に
小
さ
く
な
っ
て
居
る
身
分
で
あ
る

次
第
。

〇
回
　
顧
　
漫
　
談

今

村

已

之

助

日
露
戦
争
が
絡
結
し
て
割
期
的
に
日
本
が
世
界
の
舞
墓
に
本

営
に
割
込
み
出
し
た
頃
、
日
本
の
山
岳
會
の
鼻
祀
で
そ
し
て
世

界
的
代
表
者
た
る
使
命
を
持
つ
た
本
會
が
丁
度
産
聾
と
上
げ
た
、

の
だ
か
ら
、
先
頃
陸
海
軍
で
二
十
五
周
年
記
念
の
催
し
を
や
つ

た
と
時
を
同
う
し
て
本
會
も
、
二
十
五
周
年
を
記
念
す
る
と
云

ふ
の
は
誠
に
意
義
の
深
い
事
で
大
い
に
就
す
べ
き
で
あ
る
。

創
刊
琥
が
神
田
の
書
店
に
出
た
の
で
本
會
の
出
現
を
始
め
て

知
つ
て
入
會
を
願
ひ
出
し
第

一
一
一
競
で
含
員
た
る
事
を
許
可

さ
れ
た
私
も
、
営
時
繁
茂
し
て
ゐ
た
天
窓
が
今
じ
や
塞
薬
鍵
と

物
愛
り
私
よ
り
も
會
員
と
し
て
の
先
輩
だ
つ
た
百
十
人
が
昭
和

四
年
末
に
は
五
十
五
人
に
牛
減
し
ぅ
共
中
に
は
嚢
起
人
の
城
氏

や
梅
澤
氏
や
名
誉
含
員
の
矧
川
先
生
の
他
界
さ
れ
た
等
あ
り
質

に
感
慨
無
量
た
ら
ぎ
る
を
得
な
い
が
．
幹
部
諸
氏
の
不
断
の
御

養
力
で
今
の
如
く
盛
況
に
あ
る
の
を
草
葉
の
蔭
か
ら
見
て
居
る

一一ヽ
ノ

一

面て



鵬 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

物
故
諸
氏
の
含
心
の
実
み
が
ま
ざ
ノ
ヽ
と
見
え
る
様
だ
．

會
員
諸
氏
の
多
く
は
學
生
時
代
か
ら
高
山
深
谷
を
跛
渉
さ
れ

て
る
だ
ら
う
が
、
私
は
本
含
が
世
間
に
進
出
し
た
明
治
三
十
九

年
に
三
十
八
歳
で
始
め
て
三
千
米
級
の
山
を
踏
ん
だ
と
云
ふ
山

の
晩
學
者
で
ぅ
だ
か
ら
年
に
一
部
分
づ
ゝ
の
山
谷
を
離
讃
し
て

歩
い
て
ま
だ
僅
か
し
か
経
験
し
な
い
中
に
も
う
還
暦
を
通
り
越

し
て
仕
舞
つ
た
。
こ
の
夏
尾
瀬
で
長
蔵
山
人
と
お
互
の
年
齢
の

話
な
ど
し
て
ナ
ー
ニ
未
だ
こ
れ
か
ら
だ
な
ど
と
力
み
合
つ
た
の

も
東
の
間
ゝ
そ
れ
か
ら
一
月
と
立
た
ぬ
釜
月
あ
の
頑
健
な
勇
敢

な
山
人
が
忽
然
西
方
浄
土
へ
族
立
つ
て
仕
舞
ふ
と
は
餘
り
の
無

常
迅
速
に
果
れ
返
る
の
外
は
無
く
、
今
日
は
人
の
身
蜜
日
は
我

身
と
末
て
は
心
細
く
て
た
ま
ら
な
い
。

私
の
様
な
老
骨
に
な
る
と
山
に
封
し
て
自
然
長
敬
の
念
が
湧

き
た
ち
そ
れ
が
神
を
崇
め
る
と
等
し
い
感
情
に
支
配
さ
れ
る
が

若
い
御
方
は
兎
角
征
服
だ
な
ど
ゝ
山
を
呑
ん
で
か
ゝ
る
の
で
却

て
山
に
征
服
さ
れ
る
様
な
効
目
に
陥
る
事
も
珍
く
は
な
い
。
須

ら
く
登
山
は
敬
慶
の
態
度
の
も
と
に
合
理
的
に
自
重
し
て
貰
ひ

た
い
、
そ
れ
で
な
い
と
所
謂
奪
い
犠
牲
と
や
ら
は
無
限
の
遺
憾

を
只
遺
す
丈
け
で
あ
る
か
ら
。

そ
れ
か
ら
本
會
の
二
十
五
周
年
の
事
に
戻
る
が
男
子
の
厄
披

〇
二
十
五
週
年
同
想
録
　
今
村

が
二
十
五
歳
と
四
十
二
歳
と
相
場
が
決
つ
て
る
が
生
理
的
か
ら

見
て
も
肉
鰐
精
棘
の
劃
期
的
に
営
る
の
だ
か
ら
緊
祥

一
番
過
去

に
鑑
み
以
て
牌
末
に
策
す
べ
き
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
批
年
期

の
厄
茂
を
通
過
し
よ
う
と
す
る
本
會
も
ま
た
こ
の
劃
時
代
に
際

し
會
員
及
幹
部
互
に
雅
量
を
第
一
義
と
し
で
向
上
嚢
展
に
精
進

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

○
黒
部
川
の
過
去
と
現
在

（及
び
そ
の
歩
道
に
就
い
て
）

冠

　

松

次

郎

私
は
今
年
「
黒
部
」と
云
ふ
小
著
を
刊
行
し
た
。
虎
が
そ
の
後
あ
る
新

聞
紙
上
で
、「
黒
部
川
の
あ
り
し
面
影
こ
そ
こ
の
書
に
期
待
し
て
ゐ
た
の

で
あ
る
が
、
緩
い
て
見
る
と
、
そ
れ
は
難
然
と
紀
行
に
入
つ
て
ゐ
る
だ

け
で
纏
ま
っ
て
書
か
れ
て
ゐ
な
い
の
で
、
靭
か
失
望
し
た
。
」
と
云
ふ
意

味
の
批
評
を
さ
れ
た
方
が
あ
つ
た
。
私
は
営
時
、
成
程
そ
れ
も
尤
だ
と

思
つ
た
。

然
し
賓
際
の
虎
、「
黒
部
」
を
書
い
た
と
き
に
は
、
黒
部
川
の
現
在
を

主
題
と
し
た
の
で
、
ま
だ
私
に
は
黒
部
川
の
過
去
に
つ
い
て
、
具
盤
的

に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
．
何
故
な
ら
ば
、あ
の
「
黒

部
」
を
書
い
た
時
分
に
は
、
下
廊
下
の
中
心
地
鮎
で
あ
る
十
字
鋏
か
ら

一七
二

一
Ｄ一２一“
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〇
二
十
五
週
年
同
想
錐
　
冠

白
龍
漢
に
到
る
日
電
の
歩
道
が
、
完
成
し
た
ば
か
り
で
間
も
な
く
各
に

入
つ
て
し
ま
ひ
、
歩
く
機
會
を
失
つ
て
し
ま
っ
た
。
少
な
く
と
も

一
度

そ
の
歩
道
を
通
過
し
て
見
な
い
こ
と
に
は
、
そ
し
て
黒
部
川
と
し
て
は

最
も
肝
心
な
簡
所
に
つ
い
て
、
過
去
と
現
在
と
の
比
較
を
す
る
こ
と
が

出
来
な
け
れ
ば
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
書
く
気
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
鶯
に
黒
部
映
谷
の
憂
涯
に
つ
い
て
は
、
具
盤
的
に
書
か

ず
に
し
ま
っ
た
。
た
と
ひ
「
黒
部
」
に
書
か
ず
と
も
、
後
に
刊
行
す
る
豫

定
の
黒
部
流
域
に
開
し
た
小
著
に
載
せ
る
自
由
も
あ
る
か
ら
と
も
思
つ

た
の
で
あ
つ
た
。

日
電
の
歩
道
は
、
去
年
の
晩
秋
漸
く
完
成
し
た
ば
か
り
で
、
こ
の
各

と
春
の
雲
崩
で
、
黒
部
別
山
谷
を
中
心
と
し
た
最
も
険
悪
な
、
そ
し
て

批
麗
な
虎
で
無
惨
に
破
壌
さ
れ
、
今
日
で
は
そ
こ
を
中
心
と
し
て
の
上

下
流
の
連
絡
は
全
く
断
た
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
歩
道
を
す
ら
′
ヽ
と

通
つ
た
者
は
、
登
山
家
と
し
て
は
偶
然
に
去
年
の
秋
、
歩
道
の
通
じ
た

ば
か
り
の
と
き
黒
部
へ
入
ら
れ
た
、
別
宮
、
岩
永
の
雨
君
あ
る
の
み
で

あ
る
。

今
夏
私
も
十
字
峡
か
ら
泊
龍
漢
ま
で
入
つ
て
見
た
。
そ
し
て
黒
部
騰

一
の
麗
壁
と
美
瀞
と
絶
景
と
を
湖
賞
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
で
私

は
こ
の
記
念
排
に
、
過
去
の
黒
部
に
つ
い
て
、
少
し
ば
か
り
書
い
て
見

た
い
希
望
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。

一七
六

叉
し
て
も
黒
部
の
こ
と
か
と
思
は
れ
る
讀
者
も
あ
る
だ
ら

う
。
然
し
さ
う
云
ふ
人
に
こ
そ
私
は

「
黒
部
へ
行
つ
て
見
た
ま

へ
」
と
云
ひ
た
く
な
る
。
少
な
く
と
も
内
地
の
他
の
山
水
と
比

較
を
絶
し
た
、
こ
の
流
域

一
帯
に
亘
る
優
秀
な
自
然
、
そ
れ
に

封
す
る
と
き
私
等
は
鳥
】具
な
ら
い
く
ら
鳥
し
て
も
．
蓋
な
ら
ど

れ
だ
け
描
い
て
も
、
記
録
を
い
く
ら
と
つ
た
虎
で
、
そ
れ
は
多

す
ぎ
る
と
云
ふ
こ
と
は
な
い
。
深
く
探
れ
ば
探
る
程
、
親
じ
め

ば
親
じ
む
程
、
そ
の
雄
大
に
、
豪
麗
に
も
男
性
的
の
魅
力
に
引

き
込
ま
れ
て
行
く
。
い
や
し
く
も
自
然
美
に
憧
憬
を
抱
い
て
ゐ

る
も
の
は
こ
の
大
き
な
自
然
の
も
つ
て
ゐ
る
根
張
い
誘
引
力
を

拒
む
こ
と
は
出
来
ま
い
。

費
際
を
云
ふ
と
四
季
を
通
し
て
僅
に
一
ヶ
月
位
の
観
賞
で
は

と
て
も
こ
の
自
然
を
味
ひ
つ
く
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
少
な
く

と
も
春
．
夏
ゝ
秋
に
渉
つ
て
牛
年
以
上
こ
の
山
谷
に
生
活
し
て

大
峡
谷
と
そ
の
流
域
を
続
る
山
々
の
、
自
然
の
移
り
憂
る
様
を

観
察
し
て
見
な
け
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
黒
部
の
渾
然
た
る
味
ひ
を

知
つ
た
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
ふ
。

飛
脚
の
や
う
な
族
を
し
て
ゐ
る
私
で
さ
へ
、「山
水
無
素
蔵
」

と
云
ふ
．
驚
嘆
の
聾
を
幾
度
嚢
し
た
こ
と
か
。
私
の
下
手
な
為

員
で
さ
へ
、
黒
部
と
云
ふ
も
の
が
無
か
つ
た
な
ら
ゎ
恐
ら
く
今

行 残 月 十  年  五  不口 昭
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日
で
も
手
を
附
け
て
ゐ
な
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
黒
部
が
鳥

員
を
教
へ
て
く
れ
た
の
だ
と
私
は
さ
う
思
ふ
こ
と
さ
へ
あ
る
。

黒
部
へ
行
つ
て
、
漢
流
、
岩
壁
、
森
林
．
山
岳
の
美
に
、
自

分
の
魂
を
溶
し
込
む
や
う
な
ゝ
そ
の
業
し
い
現
賢
の
意
識
を
離

れ
て
、
都
會
に
婦
つ
て
来
た
営
座
は
勿
論
「
そ
れ
か
ら
暫
く
の

間
は
、私
は
毎
日
の
や
う
に
暇
さ
へ
あ
れ
ば
、自
分
の
撮
つ
て
末

た
鳥
員
を
見
つ
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
流
れ
の
姿
、
岩
の
雛

一
つ
一
つ
見
逃
す
ま
い
と
す
る
。
鳥
員
か
ら
谷
の
響
が
く
る
。

壁
の
陰
騎
．
山
の
光
輝
は
紙
面
に
盗
れ
て
、
耳
に
限
に
．
心
の

琴
線
に
鯛
れ
て
人
花
の
や
う
に
散
る
。
そ
れ
が
何
と
も
云
へ
な

い
ψ幸
爾
な
感
じ
で
あ
る
．

こ
の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
も
ぅ
今
夏
見
て
来
た
自
龍
漢
の
美

し
さ
の
中
に
、
私
の
心
は
遠
く
越
中
の
峡
奥
を
辿
る
や
う
な
跳

躍
を
感
じ
て
ゐ
る
。
愚
か
な
も
の
よ
と
職
ひ
給
ふ
な
。
自
然
は

私
等
の
母
般
だ
も
の
。
そ
の
懐
に
、
そ
の
愛
撫
の
下
に
、
そ
の

燦
爛
た
る
傑
作
を
眺
め
て
は
、
ど
う
し
て
私
等
自
然
兄
は
じ
つ

と
し
て
ゐ
ら
れ
や
う
。
私
は
自
分
の
身
般
を
投
げ
出
し
て
し
ま

う
。
岩
に
抱
き
つ
く
。
森
林
の
香
に
醇
ふ
。
そ
し
て
純
美
な
谷

水
に
生
命
の
泉
を
く
ま
う
と
す
る
。

〇
二
十
五
週
年
同
想
録
　
冠

黒
部
川
が
憂
つ
た
。
そ
れ
は
下
流
の
小
黒
部
谷
落
日
か
ら
下

に́
於
て
甚
だ
し
く
、
黒
薙
川
の
落
口
を
中
心
と
し
て
殊
に
甚
だ

し
い
。
時
代
は
こ
の
峡
谷
に
も
安
逸
を
許
さ
な
い
。
人
の
螢
力

は
般
厳
無
比
の
自
然
の
殿
堂
を
破
壊
し
て
迄
も
っ
自
分
達
の
慾

望
を
途
げ
ん
と
い
そ
し
む
。

字
奈
月
に
各
、
猿
が
群
を
篤
し
て
食
を
あ
さ
り
に
末
た
と
か

熊
が
幾
匹
か
迷
ひ
出
た
と
か
云
ふ
記
事
を
．
東
京
の
新
聞
の
三

面
に
見
出
し
た
こ
と
も
．
つ
い
近
頃
の
や
う
に
思
つ
て
ゐ
た
の

に
現
今
の
字
奈
月
の
繁
榮
は
何
と
云
ふ
意
外
な
事
で
あ
ら
う
。

七
八
年
前
ま
で
は
バ
ラ
ツ
ク
建
の
湯
宿
と
ゝ
物
賣
の
家
が
一

軒
あ
つ
た
ば
か
り
の
、
廣
い
丘
の
や
う
な
山
間
の
不
地
が
急
速

に
嚢
展
し
て
、
僅
か
数
年
の
中
に
北
陸

一
流
の
温
泉
地
に
な
つ

て
し
ま
つ
た
。
ハ
イ
カ
ラ
な
停
車
場
は
出
来
る
。
廣
大
な
族
館

料
理
店
は
績
々
と
建
て
ら
れ
る
。
猿
の
代
り
に
化
粧
し
た
女
達

が
、
こ
の
建
物
に
粧
を
凝
し
て
客
を
待
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
ゝ
く

暇
に
人
口
数
千
に
な
つ
た
。
こ
ん
な
に
驚
く
べ
き
嚢
展
を
し
た

虎
は
、
恐
ら
く
北
陸
に
は
他
に
な
い
で
あ
ら
う
。

水
力
電
気
事
業
の
進
展
に
件
ひ
、
鐵
路
は
敷
か
れ
温
泉
は
開

嚢
さ
れ
た
鴛
で
あ
る
。
何
し
て
も
宇
奈
月
は
日
本
電
力
の
勢
力

の
下
に
嚢
展
し
た
の
で
、
電
力
事
業
の
滑
長
は
、
直
ち
に
こ
の

一セ
七
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新
し
い
温
泉
街
の
運
命
を
支
配
し
て
ゐ
る
や
う
だ
。
現
に
今
年

は
水
力
の
第
二
期
工
事
帥
ち

「小
屋
の
干
」
附
近
の
堰
堤
工
事

が
着
手
さ
れ
な
か
つ
た
鶯
に
、
そ
れ
か
ら
黒
部
上
流
に
は
全
く

水
力
の
仕
事
を
中
止
し
た
鴛
に
、
字
奈
月
は
大
恐
慌
を
来
た
し

も
う

一
年
も
仕
事
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
ｔ
小
さ
な
族
館
や
水
力

目
営
の
物
品
や
食
料
を
供
給
し
て
ゐ
る
商
人
の
多
く
に
は
、
倒

産
者
や
移
韓
者
が
相
次
ぐ
や
う
な
噂
を
聞
い
た
。

宇
奈
月
か
ら
奥

鏡ゝ
釣
温
泉
ま
で
は
兎
に
角
鐵
路
が
通
じ
た
。

そ
れ
は
族
客
用
で
な
い
と
し
て
も
、
牛
日
餘
も
要
す
る
道
筋
を

僅
か
、

一
時
間
に
し
て
達
せ
ら
る
ゝ
程
便
利
に
な
つ
た
。
そ
の

篤
と
水
力
の
工
事
の
影
響
を
受
け
て
、
こ
の
滑
道
は
卸
ち
最
下

流
の
黒
部
峡
谷
は
．
太
古
の
ま
ゝ
の
山
水
か
ら

一
憂
し
て
、
現

今
の
箱
根
や
朧
原
と
さ
へ
選
ぶ
所
が
な
く
な
つ
た
位
、
少
な
く

と
も
感
覺
上
に
於
て
差
違
を
生
じ
て
来
た
。

便
利
に
な
る
こ
と
、
殊
に
水
力
電
気
の
工
事
の
鶯
に
便
利
に

な
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
そ
の
結
果
の
恐
る
べ
き
を
豫
期
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

山
を
崩
す
、
ハ
ツ
パ
を
か
け
る
、
ト
ン
ネ
ル
が
穿
た
れ
る
。

一亀
ハ

や
が
て
鐵
路
が
完
成
し
て
、
バ
ラ
ツ
ク
共
他
の
工
事
の
鶯
雑
然

と
谷
筋
に
幡
ま
つ
て
ゐ
た
も
の
が
一
掃
せ
ら
れ
る
と
。
滑
道
は

整
然
と
し
た
美
し
さ
を
回
復
す
る
。
そ
れ
か
ら
だ
、
仕
事
に
か

ゝ
る
の
は
。
堰
堤
を
築
く
、
取
入
口
を
造
る
、
暫
く
す
る
と
下

流
に
宏
大
な
嚢
電
所
が
出
来
る
。
そ
れ
か
ら
後
の
漢
谷
の
様
は

思
ひ
牛
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
ら
う
。

黒
部
も
全
く
昔
日
の
悌
が
な
く
な
つ
た
。
そ
れ
は
も
う
数
年

前
鐘
釣
温
泉
か
ら
字
奈
月
に
下
つ
た
と
き
ｂ
つ
く
ム
ヽ
と
さ
う

思
つ
た
の
で
あ
る
。
森
石
谷
の
奥
．
佛
石
の
茶
屋
の
附
近
の
し

つ
と
り
と
し
た
、
大
き
な
谷
の
味
ひ
は
今
何
虎
に
あ
る
。
黒
薙

川
の
水
の
殆
ど
全
部
は
水
路
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
曾
て
あ
つ
た

雄
大
深
途
な
景
趣
は
、
そ
の
脈
管
を
流
る
ヽ
水
の
鋏
乏
だ
け
で

さ
へ
、
全
く
だ
い
な
し
に
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
後
曳
橋
の
上
に

傲
然
と
し
て
山
漢
を
跨
い
で
ゐ
る
鐵
橋
は
、
入
力
の
偉
大
（？
）

な
の
を
暗
示
す
る
が
、
人
に
迫
る
や
う
な
原
始
的
の
自
然
は
、

既
に
そ
の
影
を
潜
め
て
し
ま
つ
た
。
哀
れ
な
る
水
の
姿
よ
と
私

は
叫
ば
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
何
故
な
れ
ば
森
林
．
岩
壁

は
如
何
に
立
派
で
あ
ら
う
と
も
、
も
う
そ
こ
に
は
漢
水
は
生
き

て
は
ゐ
な
い
か
ら
。

黒
薙
温
泉
の
状
態
は
遜
に
悪
く
な
り
、
そ
の
上
の
二
見
温
泉

行 嚢 月 一 十 年 五 和 昭
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は
涸
渇
せ
る
篤
体
業
し
た
と
云
ふ
こ
と
も
聞
い
た
。
七
谷
越
え

附
近
そ
れ
か
ら
猫
又
川
落
口
下
流
の
岩
壁
な
ど
も
ぅ
水
を
絞
り

と
ら
れ
た
後
の
色
調
は
ぅ
何
と
な
く
ひ
か
ら
び
て
見
え
る
の
も

是
非
が
な
い
。
賞
際
貯
水
池
の
出
来
た
猫
又
川
落
口
附
近
の
．

昔
日
の
美
観
は
最
早
求
む
る
に
痕
跡
が
な
い
。

猫
叉
川
落
日
か
ら
上
流
、
鐘
釣
温
泉
を
経
て
Ｄ
猿
飛
に
到
る

間
の
美
景
は
Ｄ
第
二
期
工
事
の
完
成
し
た
院
に
は
ど
う
な
る
で

あ
ら
う
。
猿
飛
の
奇
勝
、
小
黒
部
谷
落
口
附
近
の
世
観
が
水
面

下
に
没
し
，
鐘
釣
温
泉
が
出
な
く
な
つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
黒

部
峡
谷
の
下
流
は
完
全
に
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
。

宇
奈
月
か
ら
猿
飛
ま
で
は
約
七
里
の
距
離
が
あ
ら
う
。
黒
部

は
こ
の
七
里
の
間
で
さ
へ
、
他
漢
に
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
雄

大
な
深
途
な
面
影
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
相
営
ボ
ピ
ユ
ラ
ー
な

名
勝
で
も
ぅ
所
謂
名
勝
と
し
て
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
虎
で
も
、
黒

部
下
流
の
や
う
に
七
里
近
く
の
間
を
雄
大
な
風
景
の
つ
露
い
て

ゐ
る
虎
は
さ
う
多
く
は
あ
る
ま
い
。
ま
だ
ノ
ヽ
黒
部
に
は
上
流

に
十
数
里
の
原
始
境
が
あ
る
に
し
て
も
Ｄ
今
迄
で
さ
へ
水
力
電

気
の
鶯
随
分
高
い
犠
牲
を
排
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
冠

谷
の
絡
来
の
こ
と
を
考
へ
る
と
ぃ
そ
し
て
こ
の
調
子
で
上
流
の

原
始
境
ま
で
水
電
の
工
事
が
延
び
て
行
く
な
ら
ば
、
黒
部
は
如

何
に
堕
落
し
て
し
ま
う
か
を
思
ふ
に
つ
け
、
そ
れ
程
奪
い
代
債

を
排
つ
て
迄
も
、
そ
し
て
日
本
に
二
つ
と
な
い
雄
大
な
風
景
を

汚
損
し
て
迄
も
、
水
力
電
気
の
施
設
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程

の
必
要
が
何
虎
に
あ
る
の
か
と
疑
は
ぎ
る
を
得
な
い
。

か
く
云
へ
ば
と
て
、
私
は
無
下
に
水
力
電
気
含
祗
の
こ
と
を

悪
ざ
ま
に
思
ひ
、
又
悪
ざ
ま
に
罵
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
探
勝
者
の
鶯
に
随
分
便
宜
を
計
つ
て
く
れ
る
こ
と
を
深

く
感
謝
し
て
ゐ
る
。
然
し
事
資
は
事
責
で
あ
る
。
そ
れ
を
如
費

に
書
き
又
談
す
る
こ
と
は
、
黒
部
を
熱
愛
す
る
私
の
己
む
を
得

な
い
因
縁
で
あ
り
，
権
利
で
あ
る
。

さ
て
猿
飛
か
ら
上
流
の
黒
部
は
ど
う
憂
つ
た
か
。
猿
飛
か
ら

上
流
十
字
峡
ま
で
は
りま
だ
自
然
は
殆
ど
破
壊
さ
れ
て
ゐ
な
い
ぴ

こ
の
間
は
測
量
の
篤
、
歩
道
が
出
来
ゝ
小
屋
場
が
幾
ケ
所
か
設

け
ら
れ
た
位
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
思
ひ
出
す
の

は
、
大
正
八
年
の
夏
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
黒
部
と
し
て
は

最
も
記
念
す
べ
き
時
で
あ
つ
た
ら
う
。
そ
の
時
分
ま
で
は
黒
部

一七
九
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に
は
全
く
水
力
の
者
は
入
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
猿
飛
か
ら
奥
二

町
程
の
祀
母
谷
へ
の
分
岐
貼
か
ら
上
流
の
黒
部
に
は
ｂ
岨
道
は

殆
ど
な
か
つ
た
と
云
つ
て
も
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の
七
月
ｂ
古
川
合
名
含
祗
が
里
一部
川
の
探
検
隊
を
組

織
し
て
、
黒
部
川
を
湖
る
と
云
ふ
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
。
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
に
遠
征
除
が
向
つ
た
と
か
、
Ｋ
２
や
カ
ン

チ
エ
ン
ジ
エ
ン
ガ
に
探
険
除
が
出
嚢
し
た
と
云
ふ
こ
と
よ
り
も

近
い
だ
け
に
、
そ
し
て
私
等
の
大
き
な
開
心
事
で
あ
つ
た
篤
に

黒
部
を
現
つ
て
ゐ
る
も
の
の
間
に
少
な
か
ら
ぬ
興
味
と
衝
動
と

を
興
へ
た
。
古
川
の
探
槍
隊
は
、
祀
母
谷
か
ら
黒
部
川
の
右
岸

に
滑
ひ
ｂ
可
な
り
山
の
中
を
道
を
拓
き
な
が
ら
、
最
後
に
十
字

峡
の
四
丁
ば
か
り
下
流
右
岸
に
あ
る
。
大
き
な
岩
の
上
に
下
つ

て
そ
こ
に
泊
場
を
定
め
た
。
そ
れ
が
今
の
棒
小
屋
の
小
屋
場
で

あ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
上
流
を
十
宇
峡
附
近
ま
で
観
測
し
た
の
で

あ
る
。

丁
度
こ
れ
と
前
後
し
て
入
つ
た
の
が
、
含
員
の
本
暮
理
太
郎

申
村
清
太
郎
の
雨
氏
で
あ
つ
た
。
古
川
の
探
検
除
が
右
岸
に
道

を
と
つ
た
の
を
、
こ
の
方
は
た
岸
を
辿
つ
て
行
つ
た
。
黒
部
下

流
に
明
る
い
青
澤
村
の
助
七
を
件
つ
て
行
つ
た
の
で
、
彼
が
往

年
漁
猟
に
通
過
し
た
跡
を
尋
ね
て
湖
つ
た
の
で
あ
る
。
事
賢
山

一ハ
〇

勢
は
右
岸
よ
り
左
岸
の
方
が
遥
か
に
よ
く
、
川
か
ら
可
な
り
上

の
方
を
通
つ
た
と
は
云
へ
、
右
岸
に
比
す
れ
ば
崖
側
を
の
み
辿

つ
た
と
云
ふ
て
も
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
。
左
岸
の
山
勢
の
よ
か

つ
た
と
云
ふ
こ
と
は
現
今
日
本
電
力
の
歩
道
が
そ
の
方
を
通
じ

て
ゐ
る
の
で
も
分
か
る
。

こ
の
時
分
歩
道
の
拓
い
て
な
い
峡
側
は
、
非
常
に
悪
く
危
険

は
甚
し
か
つ
た
。
一
週
間
位
で
「
干
」
ま
で
上
る
つ
も
り
で
ゐ
た

の
が

仙ゝ
人
谷
ま
で
ヽ
そ
れ
以
上
の
日
子
を
費
し
て
し
ま
つ
た
。

勿
論
天
氣
も
悪
か
つ
た
が
、
峡
側
の
急
斜
面
を
、
立
壁
を
避
け

て
百
米
突
前
後
の
所
を
、
朝
か
ら
夕
ま
で
へ
つ
り
つ
ゞ
け
て
行

く
辛
勢
と
危
険
と
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
支
谷
か
ら

支
谷
へ
出
る
迄
は
全
く
下
る
と
こ
ろ
が
な
ぐ
、
崖
側
に
泊
場
を

求
む
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
鶯
ｔ
捧
干
か
ら
シ
ヾ
ミ
坂
、
シ
ア

ヒ
谷
ｂ
オ
リ
オ
谷
、
ア
ゾ
原
谷
等
か
ら
本
流
の
岸
迄
に
漸
く
下

つ
て
野
螢
を
し
た
。
そ
の
営
時
の
こ
と
を
考
へ
る
と
今
日
歩
道

を
辿
り

（歩
道
さ
へ
破
損
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
）
、欅
干
か
ら
十
字

峡
迄

一
日
も
か
ゝ
ら
す
に
行
け
る
や
う
に
な
つ
た
こ
と
は
、
電

力
の
歩
道
の
御
蔭
で
あ
り
、
夢
の
や
う
な
話
で
あ
る
。
仙
人
谷

ま
で
ゞ
湖
行
を
止
め
、
木
暮
中
村
の
雨
氏
は
立
山
か
ら
婦
ら
れ

た
．

行 褒 月 一 十 年 五 和 昭
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こ
れ
よ
り
先
七
月
の
中
旬
ｂ
會
員
近
藤
茂
吉
氏
は
創
澤
を
黒

部
本
流
に
降
り
一
更
に
棒
小
屋
澤
を
上
つ
て
、
剣
岳
か
ら
鹿
島

槍
に
至
る
す
ば
ら
し
い
縦
断
コ
ー
ス
を
目
論
み
、
声
防
の
平
蔵

を
先
導
と
し
て
、
先
づ
剣
澤
を
下
つ
て
見
た
。
営
時
全
く
無
人

境
の
剣
澤
の
下
部
を
下
る
の
は
恐
ら
く
暗
中
模
索
の
感
が
あ
つ

た
ら
う
。
然
し
一
行
は
創
澤
の
廊
下
の
峻
瞼
に
し
て
下
降
不
可

能
な
の
を
知
つ
て
道
を
仙
人
谷
に
と
り
、
そ
の
黒
部
へ
の
合
流

鮎
に
下
り
立
つ
た
、
こ
の
一
行
は
仙
人
谷
落
日
の
上
手
に
つ
ゞ

く
岩
壁
の
上
か
ら
木
を
組
ん
で
筏
を
造
り
、
谷
の
中
へ
差
し
出

し
ゝ
屈
究
な
人
夫
が
一
人
、
先
づ
腰
細
を
か
け
て
激
流
に
躍
り

込
み
ゝ
封
岸
に
う
つ
つ
て
ロ
ー
プ
を
渡
し
っ
そ
れ
か
ら
一
行
は

渡
河
を
強
行
し
た
。
本
流
を
湖
つ
て
そ
の
左
岸
を
東
谷
落
口
に

辿
り
着
い
た
が
、
種
々
の
都
合
か
ら
、崖
側
を
藪
尾
根
に
上
り
、

牛
首
岳
か
ら
鹿
島
槍
に
上
る
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。

同
じ
八
月
に
は
含
員
沼
井
鐵
太
郎
氏
は
東
谷
を
下
つ
て
そ
の

瀧
場
を
避
け
、
全
く
道
の
な
い
崖
側
を
ぅ
略
ぼ
今
の
作
郎
越
の

道
筋
を
辿
つ
て
ゝ
最
後
に
棒
小
屋
の
小
屋
場
に
下
つ
た
。
そ
し

て
古
川
合
名
含
祗
の
探
検
隊
を
驚
か
し
た
。
こ
の
附
近
で
下
る

虚
は
今
で
も
こ
の
小
屋
場
へ
つ
ゞ
く
凹
み
で
な
け
れ
ば
、
他
は

壁
で
下
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
か
ら
上
流
を
湖
つ
て
見
ら

〇
二
十
五
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同
想
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れ
た
が
準
備
不
充
分
の
鴛
に
戻
つ
て
ｂ
小
屋
場
か
ら
今
の
東
信

歩
道
と
略
同
じ
道
筋
を
棒
小
屋
澤
の
二
俣
に
上
り
、
そ
れ
か
ら

棒
小
屋
乗
越
に
出
ら
れ
た
。
大
正
八
年
に
は
前
記
古
川
合
名
含

祗
を
初
め
と
し
て
、
日
本
山
岳
倉
の
人
達
ｂ
木
暮
、
中
村
、
近

藤
ゝ
沼
井
の
諸
君
が
黒
部
川
へ
向
つ
て
殺
到
し
た
。
黒
部
川
が

生
れ
て
か
ら
恐
ら
く
一
番
忙
し
か
つ
た
年
で
あ
つ
た
ら
う
。

古
川
の
探
検
隊
の
道
は
そ
の
後
全
く
慶
道
と
な
つ
て
し
ま
つ

た
が
、
大
正
九
年
か
ら
以
後
、
左
岸
に
歩
道
が
開
撃
さ
れ
、
今

で
は
下
流
か
ら
十
字
峡
ま
で
は
谷
滑
ひ
の
歩
道
の
他
ゝ
約
千
米

突
の
高
度
を
水
干
道
が
通
じ
て
ゐ
る
。

前
述
の
如
く
黒
部
は
捧
干
か
ら
十
字
峡
迄
の
間
に
於
て
は
、

そ
の
自
然
美
は
殆
ど
書
は
れ
て
ゐ
な
い
。
小
屋
場
に
使
用
し
た

虎
が
荒
さ
れ
、
歩
道
が
出
来
た
鶯
に
人
臭
く
な
つ
た
の
は
己
む

を
得
な
い
。
然
し
歩
道
が
通
じ
て
ゐ
る
と
は
云
へ
、
電
力
の
人

が
入
つ
て
ゐ
な
い
年
、
道
の
修
覆
し
て
ゐ
な
い
年
に
は
、
十
字

峡
迄
で
さ
へ
容
易
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

現
に
今
夏
は
小
屋
の
干
か
ら
奥
の
工
事
は
中
止
さ
れ
て
ゐ
た

篤
に
、
谷
滑
の
道
は
シ
ア
ヒ
谷
、
オ
リ
オ
谷
の
間
に
二
三
ケ
所

悪
い
岩
場
の
機
道
が
落
ち
て
通
過
が
困
難
で
あ
つ
た
。
ア
ゾ
原

の
あ
の
大
き
な
瀑
布
の
下
に
架
か
つ
て
ゐ
た
釣
橋
は
、
全
く
落

一ハ
一
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ち
て
上
手
の
岩
壁
の
虎
へ
ぶ
ら
下
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
篤
に
以
前

通
つ
た
道
を
ア
ゾ
原
谷
に
下
り
、
又
歩
道
へ
上
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
つ
た
。
僅
か
十
数
間
の
虎
を
一
時
間
餘
を
費
や
し
、
勢

力
を
無
駄
に
し
た
課
で
あ
る
。
東
谷
の
高
い
廊
下
の
中
途
の
歩

道
ｂ
棧
道
、釣
橋
を
辿
つ
た
と
き
は
、周
り
の
自
然
の
雄
大
を
喜

び
な
が
ら
も
．
何
時
通
れ
な
く
な
る
か
と
相
営
危
惧
の
念
を
抱

い
て
歩
い
て
ゐ
た
程
で
あ
つ
た
。
棒
小
屋
の
小
屋
場
の
封
岸
に

来
て
見
る
と
、
小
屋
場
の
岩
石
段
丘
に
向
つ
て
釣
橋
迄
架
け
ら

れ
で
あ
つ
た
。
然
し
そ
れ
は
も
う
横
木
は
幾
本
と
な
く
落
ち
て

ゐ
て
あ
る
虎
は
針
金
の
上
を
渡
つ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た
。

十
字
峡
附
近
は
随
分
な
憂
り
方
だ
。
今
か
ら
四
年
前
に
、
別

宮
Ｄ
岩
永
の
雨
君
と
創
澤
へ
入
ら
う
と
思
つ
て
、
十
字
峡
の
上

流
紳
渾
の
上
手
で
架
橋
し
て
、
右
岸
か
ら
左
岸
の
立
山
側
に
移

つ
た
。
そ
の
時
分
に
は
棒
小
屋
の
小
屋
場
か
ら
上
流
に
は
ま
だ

歩
道
は
出
来
て
ゐ
な
か
つ
た
．

一
行
は
橋
を
渡
り
岩
壁
や
、
草

崖
を
横
に
廻
り
、
黒
部
別
山
か
ら
十
字
峡
迄
下
り
て
ゐ
る
大
尾

根
の
下
部
へ
上
ク
．
そ
れ
か
ら
剣
澤
の
落
日
の
右
岸
を
、
黒
部

一人
」

へ
の
合
流
黙
ま
で
下
つ
て
見
た
。
こ
の
尾
根
の
下
部
に
は
森
林

が
茂
り
、
非
常
に
緩
か
な
勾
配
で
谷
を
降
つ
て
ゐ
る
の
を
見
て

驚
い
た
位
で
あ
つ
た
。
今
年
入
つ
て
見
る
と
そ
の
緩
傾
斜
の
尾

根
裾
は
苅
り
横
げ
ら
れ
綺
麗
に
均
さ
れ
て
、
案
の
如
く
よ
い
泊

り
場
と
な
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
少
し
創
澤
の
流
の
上
の
虎
に
向

つ
て
、
炊
事
場
と
湯
殿
の
跡
ま
で
残
つ
て
ゐ
た
。
こ
ん
な
廊
下

の
中
と
し
て
は
本
統
に
贅
澤
な
位
の
泊
り
場
で
あ
る
。
東
谷
の

落
日
の
温
泉
の
出
る
虎
や
、
こ
ゝ
に
ヒ
ュ
ツ
テ
で
も
造
つ
た
な

ら
さ
ぞ
よ
い
だ
ら
う
と
私
は
思
つ
た
。

十
字
峡
か
ら
上
流
ｂ
そ
れ
は
大
Ｉ
十
四
年
の
夏
Ｄ
沼
井
．
岩

永
の
雨
君
と
共
に
、
峡
見
ケ
丘
か
ら
棒
小
屋
洋
の
瀧
壺
に
下
り

文
字
通
り
急
峻
制
る
が
如
き
漢
側
を
昇
降
し
て
漸
く
神
渾
に
下

り
、
そ
れ
か
ら
後
立
山
側
の
川
身
を
、
右
岸
に
浩
つ
て
壁
を
ヘ

つ
り
、
ビ
ト
ン
を
穿
ち
、
ロ
ー
プ
に
縫
り
、
あ
る
虎
は
僅
か
数

間
の
深
流
に
阻
ま
れ
ｂ
驚
く
程
の
高
廻
り
を
し
て
、
瀞
渾
の
泊

り
場
か
ら
丸
一
日
か
ヽ
つ
て
漸
く
下
の
タ
ル
澤
か
ら

一
町
程
下

手
の
積
の
、
順
る
悪
い
所
で
一
夜
を
あ
か
し
た
。
そ
の
時
に
反

封
の
立
山
側
の
方
が
山
勢
が
逢
に
穏
か
で
あ
つ
た
や
う
に
覺
え

て
ゐ
た
が
、今
年
歩
道
を
通
つ
て
見
る
と
案
に
違
は
す
、曾
て
湖

つ
た
川
瀬
を
腋
下
し
な
が
ら
Ｄ
紳
薄
〔
ビ
ト
ン
を
打
つ
た
虎
．

行  1獲  月 一  十  年  .五  和  昭
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廊
下
の
廣
河
原
を
近
く
脚
下
に
見
な
が
ら
ゝ
下
の
タ
ル
澤
の
前

ま
で
ゝ
僅
に
一
時
間
で
通
過
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
貧
際
以
前

の
と
き
の
労
力
を
考
へ
る
と
、
あ
ま
り
に
あ
つ
け
な
い
の
に
驚

い
た
程
で
あ
つ
た
。

黒
部
川
は
下
の
タ
ル
澤
落
日
の
虎
か
ら
急
曲
し
て
、
そ
の
曲

り
目
か
ら
直
ち
に
深
い
瀞
流
と
な
つ
て
約
二
町
程
、
満
た
た
る

碧
淀
を
湛
え
て
ゐ
る
。
下
の
タ
ル
澤
か
ら
一
町
程
は
岩
壁
の
上

を
辿
る
事
が
出
来
る
が
Ｄ
そ
れ
か
ら
俄
然
大
き
く
冠
つ
た
岩
の

懐
に
歩
道
は
棧
橋
と
な
つ
て
降
り
、
深
淀
の
員
上
に
か
け
ら
れ

て
あ
る
。
そ
こ
で
生
情
と
棧
橋
は
落
ち
て
残
骸
の
み
所
た
に
ぶ

ら
下
つ
て
ゐ
た
。
こ
の
附
近
二
町
の
間
は
全
く
つ
る
ノ
ヽ
の
立

壁
で
雨
岸
を
園
ま
れ
、
殊
に
左
岸
の
立
山
側
は
、
丸
い
懸
壁
が

危
く
川
に
望
ん
で
ゐ
る
。
日
電
の
人
の
所
謂
自
龍
漢
で
あ
つ
て

大
正
九
年
以
降
、
前
後
五
回
も
近
づ
き
な
が
ら
通
過
出
来
な
か

つ
た
悪
場
で
あ
つ
た
。
こ
の
自
龍
漢
の
棧
橋
が
落
ち
、
す
ぐ
上

流
の
黒
部
別
山
谷
落
口
附
近
の
屏
風
岩
の
棧
道
が
、
無
残
に
も

破
壌
さ
れ
た
の
で
こ
の
間
は
通
れ
な
く
な
り
、
黒
部
上
下
流
の

連
絡
は
断
た
れ
て
し
ま
つ
た
。

然
し
大
へ
つ
り
の
壁
に
つ
け
ら
れ
た
棧
道
は
ど
う
や
ら
残
つ

て
わ
た
。
そ
し
て
新
越
澤
落
日
の
封
岸
か
ら
上
流
へ
は
、
平
の
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小
屋
ま
で
奮
来
の
歩
道

（大
三
十
三
年
に
出
来
た
も
の
）
を
全

く
危
険
を
感
ぜ
す
に
通
過
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

歩
道
は
勿
論
ゝ
電
力
の
者
も
全
く
入
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
大
正

九
年
に
、
私
は
長
次
郎
を
連
れ
て
、「
干
」
か
ら
、黒
部
別
山
谷
落

口
ま
で
川
通
し
を
下
つ
て
見
た
。
そ
の
営
時
三
日
近
く
費
し
た

こ
の
川
筋
を
、
歩
道
の
出
来
た
今
日
で
は
僅
か
に
牛
日
で
、
然

も
業
に
通
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
を
考
へ
る
と
、
道
は
有
難
い

も
の
だ
と
思
つ
た
。
然
し
川
身
を
Ｅ
岩
を
縫
ひ
、
絶
壁
を
へ
つ

り
、
架
橋
な
ど
を
し
て
．
先
人
未
踏
の
こ
の
深
谷
の
廊
下
を
下

つ
た
。
そ
の
時
の
業
し
み
は
ゝ
深
い
印
象
は
ｏ
生
た
し
た
心
の

躍
動
は
、
と
て
も
味
は
へ
な
く
な
つ
た
。

そ
の
時
分

「
干
」
か
ら
川
通
し
を
、
赤
澤
附
近
ま
で
来
た
時

に
は
、
測
量
部
の
五
萬
分
一
の
同
幅
に
あ
る
瀧

（今
の
地
形
固

に
も
あ
る
）
の
事
が
氣
に
な
つ
て
な
ら
な
か
つ
た
。
赤
澤
の
落

日
か
ら
下
流
で
、
岩
壁
は
釜
々
高
大
に
な
り
、
川
床
は
可
な
り

激
し
く
落
ち
て
行
く
の
で
、
今
に
瀧
か
と
心
待
ち
に
し
て
下
つ

て
行
つ
た
。
賢
際
こ
の
旅
行
の
最
初
の
偉
観
は
、
こ
の
瀧
で
あ

ら
う
と
大
き
な
期
待
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。
然
し
豫
想

一ハ
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〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
冦

ぼ
裏
切
ら
れ
ゝ
黒
部
本
流
に
は
瀧
は
な
い
と
分
つ
た
。
そ
れ
ば

か
り
で
な
く
、
可
な
り
長
い
距
離
を
立
壁
の
連
績
の
や
う
に
想

像
し
て
ゐ
た
内
蔵
ノ
助
谷
落
日
の
上
流
の
、
丸
山
の
下
が
案
外

短
距
離
で
業
に
。
三
度
程
ロ
ー
プ
を
用
ゐ
た
だ
け
で
、
内
蔵
ノ

助
谷
の
落
日
の
虎
で
本
流
の
汀
に
出
る
こ
と
が
出
来
た
。
然
し

業
と
云
つ
て
も
こ
の
へ
づ
り
に
一
時
間
牛
程
を
費
や
し
た
や
う

に
覺
え
て
ゐ
る
。
現
今
歩
道
を
辿
つ
て
僅
か
十
分
位
で
通
過
出

来
る
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
か
つ
た
。

内
蔵
ノ
助
谷
合
流
黙
の
上
手
、
黒
部
川
の
滸
の
斜
面
で
、
岩

の
ゴ
ロ
ノ
ヽ
し
た
中
の
僅
か
の
草
地
に
天
幕
を
張
つ
た
。
私
は

そ
こ
迄
下
つ
た
と
き
。
赤
澤
側
の
約
百
米
突
も
高
く
本
箱
を
立

て
た
や
う
な
緒
黒
色
の
大
直
壁
を
見
て
驚
い
た
の
で
あ
つ
た
。

丸
山
の
側
壁
は
賓
に
高
い
し
、
下
流
は
丁
度
こ
の
出
合
の
虎
で

直
角
に
折
れ
曲
つ
た
、
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
の
側
面
と
赤
澤
の
岩
壁

と
で
細
く
高
く
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
上
げ
．
賓
際
深
い
ノ
ヽ

面
の
底
に
ゐ
る
や
う
な
感
じ
が
し
た
の
で
あ
つ
た
。

然
し
さ
す
が
に
内
蔵
ノ
助
谷
の
上
流
は
明
る
く
、
低
く
青
塞

を
見
せ
て
ゐ
た
。夕
陽
は
金
色
に
照
り
映
え
て
、茜
色
の
薄
雲
は

東
の
塞
に
向
つ
て
静
に
流
れ
て
ゐ
た
。
あ
ゝ
あ
の
明
る
い
虎
が

内
蔵
ノ
助
干
だ
な
と
思
つ
た
。
数
年
前
か
ら
一
度
探
つ
て
見
た

一〈
ロ

い
と
思
ひ
つ
ゞ
け
て
ゐ
た
そ
の
高
原
へ
、
も
し
も
黒
部
を
下
降

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
ら
是
非
訪
れ
て
見
た
い
も
の
だ
と

私
は
獨
り
で
考
へ
て
ゐ
た
、
そ
の
内
蔵
ノ
助
谷
の
大
き
な
窓
、

そ
の
水
上
の
方
か
ら
夕
日
に
刀
を
光
ら
し
て
、
無
数
の
岩
燕
は

本
の
葉
落
し
に
舞
ひ
下
り
て
き
た
。
谷
の
底
ゝ
流
れ
の
上
を
め

ま
苦
し
い
程
飛
び
廻
つ
て
、
や
が
て
自
分
達
の
雛
の
待
つ
て
ゐ

る
時
に
節
つ
て
行
く
。
こ
の
無
数
の
小
島
は
赤
澤
の
高
壁
の
懐

に
創
ら
れ
て
ゐ
る
洞
穴
に
、谷
水
近
く
の
穴
に
巣
喰
つ
て
ゐ
た
。

そ
の
静
か
な
生
活
を
、
安
心
し
て
暮
し
て
ゐ
た
彼
等
を
。
最
初

に
怯
か
し
た
も
の
は
私
等
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
附

近
は
大
正
十
三
年
に
歩
道
が
っ
け
ら
れ
た
。
も
う
そ
の
時
に
は

こ
の
岩
場
に
は
こ
の
小
島
の
巣
を
見
な
く
な
つ
た
。
そ
し
て
下

流
の
新
越
の
高
壁
の
上
部
に
群
つ
て
ゐ
る
の
を
見
た
。

内
蔵
ノ
助
谷
落
日
か
ら

下
流
は
、
前
進
を
阻
ま
れ
な
が
ら

も
、未
知
境
を
行
く
好
奇
心
と
、大
き
な
自
然
に
引
き
入
れ
ら
れ

な
が
ら
降
つ
て
行
つ
た
。
丁
度
谷
が
左
に
折
れ
て
行
く
虎
、
道

が
高
く
な
つ
て
ゐ
る
下
で
。
ロ
ー
プ
を
用
ゐ
た
や
う
に
覺
え
て

ゐ
る
。
間
も
な
く
今
の
鳴
澤
小
澤
の
落
口
の
前
に
出
た
。
そ
の

上
手
の
狭
流
の
左
を
抜
け
、
そ
こ
に
あ
る
Ｅ
大
な
岩
の
上
に
体

ん
だ
。
そ
し
て
覺
東
な
い
墨
筆
で
石
上
に
記
念
の
サ
イ
ン
を
し
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た
。

一
行
は
私
の
他
に
、
大
山
村
の
字
治
長
次
郎
。宮
本
金
作
．

山
田
竹
次
郎
で
あ
つ
た
。
そ
の
時
の
Ｅ
岩
は
今
で
も
谷
に
幡
つ

て
目
立
つ
て
見
え
る
。
私
に
は
一
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
岩
で
あ
る
。

黒
部
川
は
殊
に
そ
の
下
廊
下
は
、
そ
の
後
電
力
の
人
夫
が
入

り
込
み
。
歩
道
が
つ
け
ら
れ
た
鶯
、
岩
魚
は
驚
く
程
少
く
な
り

そ
し
て
非
常
に
小
さ
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
然
し
こ
の
時
分
に

は
日
の
下
一
尺
位
の
も
の
が
普
通
で
、
稀
に
一
尺
五
寸
以
上
の

も
の
さ
へ
ゐ
た
。
激
流
の
下
に
淀
む
深
渾
に
無
数
に
動
い
て
ゐ

る
魚
の
群
は
鈎
を
投
げ
れ
ば
す
ぐ
か
ム
つ
て
来
た
。
泊
り
場
に

つ
い
て
か
ら
一
時
間
に
二
三
十
尾
位
は
釣
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鳴
澤
の
前
に
あ
る
榛
の
木
千
は
、
大
正
九
年
の
と
き
に
は
氣

つ
か
す
に
川
邊
の
み
を
辿
つ
て
し
ま
つ
た
。
大
正
十
三
年
に
岩

永
君
と
こ
ゝ
で
野
螢
を
し
た
。
そ
の
後
日
本
電
力
は
そ
の
手
を

歩
道
開
整
の
溜
り
場
と
し
て
、
今
で
は
三
階
建
の
大
き
な
小
屋

が
出
来
て
ゐ
る
。

黒
部
別
山
の
赤
壁
の
下
で
通
れ
な
く
な
り
、
途
方
に
く
れ
て

ゐ
る
と
、
戻
つ
て
行
つ
た
長
次
郎
は
、
人
夫
と
三
人
で
長
い
流

木
を
措
い
で
来
た
。
そ
し
て
立
山
側
に
滑
つ
て
三
度
ゝ
巧
妙
な

架
橋
を
し
て
こ
の
難
場
を
切
り
抜
け
た
。
こ
ム
も
今
で
は
、
二

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
冠

十
米
突
位
の
虎
を
岩
場
を
貫
い
て
道
は
開
塞
さ
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
か
ら
新
越
の
瀧
を
見
、
そ
の
下
の
深
流
と
麗
渾
の
美
に

醇
ひ
、
業
し
い
中
食
を
探
つ
た
。
私
等
は
筒
下
つ
て
新
越
澤
落

日
の
封
岸
の
大
残
雲
を
越
え
ｂ
愈
々
大
へ
つ
り
の
岩
場
に
か
ゝ

つ
た
の
で
あ
つ
た
。
現
今
で
は
岩
が
爆
褒
さ
れ
棧
道
が
架
け
ら

れ
て
、
僅
か
数
分
で
通
過
出
来
る
大
へ
つ
り
の
壁
も
、
そ
の
頃

に
は
二
十
幾
回
か
も
ロ
ー
プ
に
よ
り
。
二
三
ケ
所
は
可
な
り
危

険
な
思
ひ
を
し
て
へ
つ
ゝ
て
行
つ
た
の
で
あ
る
。
二
時
間
餘
も

費
や
し
て
漸
く
大
へ
つ
り
の
瞼
を
了
へ
る
と
、
そ
の
先
は
大
屏

風
岩
で
前
進
は
全
く
阻
ま
れ
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
屏
風
岩
か
ら

別
山
谷
落
口
ま
で
の
歩
道
は
、
昨
秋
最
後
に
つ
け
ら
れ
た
も
の

で
Ｄ
殆
ど
全
部
棧
道
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
も
う
僅
か
牛
年

位
で
こ
の
春
に
は
．
棧
道
は
最
も
悪
い
立
壁
の
所
で
、
幾
所
も

崩
落
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
附
近
の
雲
崩
の
恐
ろ
し

さ
が
よ
く
分
る
。

私
等
は
界
風
岩
の
虎
で
行
き
詰
る
と
、
す
ぐ
脚
下
に
す
ば
ら

し
い
川
瀬
の
あ
る
の
を
獲
見
し
た
。
川
底
が
丸
石
で
敷
き
つ
め

ら
れ
た
や
う
な
美
し
い
瀞
流
、
下
廊
下
も
そ
こ
だ
け
は
徒
渉
が

出
来
る
程
穏
か
た
瀬
を
接
げ
て
ゐ
た
。
私
は
こ
の
時
程
喜
ん
だ

こ
と
は
少
い
。
人
夫
も
聾
を
揚
げ
て
喜
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
私
等

一八
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〇
二
十
五
通
年
回
懇
録
　
冠

は
皆
衣
類
を
か
な
ぐ
り
捨
て
ヽ
、
サ
ル
又
一
つ
と
な
つ
て
そ
の

美
流
の
中
に
身
鎧
を
浸
し
た
。
人
夫
は
荷
を
頭
に
載
せ
て
胸
ま

で
ひ
た
る
深
水
の
申
を
封
岸
に
渡
つ
た
。，
そ
し
て
美
ｔ
い
白
砂

の
上
に
、
屏
風
の
如
き
大
岩
壁
を
前
に
し
て
、
黒
部
の
清
流
を

眺
め
な
が
ら
野
螢
を
し
た
ｏ

そ
の
時
に
黒
部
別
山
谷
落
日
の
下
ま
で
下
り
て
見
た
が
そ
れ

か
ら
下
へ
は
降
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
天
氣
も
悪
く
な
つ

て
来
た
の
で
、
僅
か
一
間
程
の
岩
の
割
れ
目
を
制
ひ
上
つ
て
、

岩
小
屋
澤
岳
か
ら
下
り
て
ゐ
る
三
〇
六
七
米
突
の
干
な
峯
ま
で

上
つ
て
し
ま
つ
た
。

今
夏
も
文
部
省
の
活
動
鳥
員
班
を
つ
れ
て
も
岩
小
屋
澤
岳
の

長
大
な
尾
根
を
二
〇
六
七
米
突
の
峯
に
下
り
、
廊
下
の
上
に
僅

か
な
岩
壁
の
裂
館
を
求
め
て
徒
渉
鮎
ま
で
下
り
て
見
た
。
雪
の

少
な
か
つ
た
く
せ
に
水
量
の
多
か
つ
た
今
年
の
八
月
初
旬
は
、

こ
の
徒
渉
黙
で
す
ら
到
底
丈
が
立
た
な
か
つ
た
。
最
も
洩
い
所

で
さ
へ
一
丈
餘
の
深
さ
は
確
賓
に
あ
つ
た
と
思
ふ
。
下
廊
下
の

徒
渉
貼
と
名
づ
け
て
お
い
た
や
う
な
も
の
上
、
そ
れ
は
減
水
期

の
然
も
水
量
の
少
な
い
と
き
で
な
い
と
今
夏
の
や
う
に
渉
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
同
時
に
雲
の
少
な
い
年
も
源
流
地
に
残
雲
の

少
な
い
夏
で
も
雨
量
の
餘
計
だ
つ
た
夏
に
は
谷
水
が
多
い
と
云

一粂

ふ
こ
と
を
痛
切
に
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
正
九
年
の
と
き
に

は
胸
近
く
ま
で
あ
つ
た
が
、
大
正
十
四
年
に
は
僅
か
に
股
に
達

す
る
位
に
少
な
か
つ
た
。
今
年
は

一
人
は
腰
に
ロ
ー
プ
を
結
び

瀞
流
を
横
ぎ
つ
て
封
岸
に
泳
ぎ
つ
き
、
ロ
ー
プ
を
二
重
に
渡
じ

乗
て
用
意
し
て
行
つ
た
滑
車
及
び
背
負
子
の
四
方
を
針
金
で
結

ん
で
ゝ
急
造
の
カ
ゴ
渡
し
を
作
り
．
そ
し
て
一
行
は
封
岸
に
移

っ
た
。
然
し
屏
風
岩
の
棧
道
が
通
れ
な
か
つ
た
鶯
に
、
自
龍
一漢
一

ま
で
は
下
れ
す
。
映
書
の
目
的
に
し
た
中
心
地
鮎
と
逸
し
た
の

は
誠
に
遺
憾
で
あ
つ
た
。

黒
部
川
は
内
蔵
ノ
助
谷
落
日
の
上
流
、
赤
澤
が
後
立
山
側
か

ら
潟
入
す
る
あ
た
り
か
ら
上
流
に
な
る
と
、
廊
下
の
深
刻
な
雄

大
な
景
色
と
は
Ｄ
似
て
も
つ
か
な
い
程
優
美
闊
大
の
趣
を
呈
し

て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
森
林
は
岸
邊
近
く
ま
で
涯
り
、
川
瀬
は
闊

く
．
流
勢
も
繕
か
で
あ
る
。
大
河
の
や
う
な
趣
を
震
し
て
ゐ
る

の
も
ｂ
遠
山
の
重
な
り
を
漢
谷
に
集
め
て
見
る
こ
と
の
出
来
る

の
も
、
こ
の
上
流
の
漢
川
に
於
て
ゞ
あ
る
。
初
め
て
下
流
か
ら

遡
つ
て
来
た
も
の
は
こ
ゝ
ま
で
来
る
と
、
上
流
へ
来
た
の
か
下

流
へ
降
つ
て
来
た
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
程
ゝ
川
瀬
は
濶
く
な
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だ
ら
か
に
な
る
。

内
蔵
ノ
助
谷
か
ら
「
干
」
に
到
る
間
で
は
、
「
千
」
と
御
山
谷
落

口
附
近
の
変
化
が
殊
に
甚
だ
し
い
。

大
正
七
年
に
立
山
本
峯
か
ら
御
山
谷
と
下
つ
て
。
「
干
」
や
鐘

釣
以
外
の
黒
部
川
へ
初
め
て
下
り
て
見
た
。
そ
の
時
の
人
に
迫

つ
て
く
る
や
う
な
静
け
さ
、
大
漢
谷
の
原
始
的
の
威
力
は
今
で

は
も
う
味
へ
な
く
な
つ
た
。
「
干
」
か
ら
御
前
谷
の
間
で
さ
へ
、

私
は
何
と
も
云
へ
な
い
感
激
の
思
ひ
に
、
殆
ど
冥
想
的
に
、
森

林
や
川
瀬
を
辿
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
御
前
谷
近
く
で

初
め
て
大
タ
テ
ガ
ビ
ン
の
、
黒
部
川
へ
躍
り
込
ん
で
ゐ
る
隆
々

た
る
岩
骨
を
見
て
、
思
は
す
立
ち
止
ま
つ
た
。
道
の
全
ぐ
な
い

魚
釣
り
の
入
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
そ
の
頃
の
黒
部
の
こ
と
を
考
ヘ

る
と
、
員
に
隔
世
の
感
を
止
め
得
な
い
。

御
山
谷
の
落
日
か
ら
立
山
本
峯
の
偉
容
を
、
そ
の
東
面
の
大

森
林
の
上
に
仰
い
だ
と
き
の
崇
厳
な
感
じ
は
ｂ
そ
の
落
口
を
中

心
と
し
た
漢
観
の
優
美
な
趣
と
共
に
、
今
だ
に
生
た
し
く
私
の

購
裡
に
燒
き
つ
い
て
ゐ
る
。
そ
の
御
山
谷
落
日
も
今
で
は
大
木

は
多
く
伐
り
排
は
れ
、
川
瀬
も
荒
れ
、
そ
の
上
手
の
林
叢
を
拓

い
て
電
力
の
大
な
き
小
屋
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
。
そ
こ
か
ら
立

山
の
篤
員
を
撮
ら
う
と
し
て
も
何
と
な
く
索
漠
た
る
感
に
襲
は

〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
冠

れ
る
程
に
自
然
美
は
害
は
れ
た
。
然
し
何
し
て
も
川
瀬
に
浩
つ

て
つ
い
て
ゐ
る
歩
道
を
辿
つ
て
、
こ
の
附
近
の
漢
趣
と
観
賞
ず

る
こ
と
は
ｂ
今
で
も
相
営
な
す
ば
ら
し
さ
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

若
し
水
力
電
気
の
工
事
が
進
捗
し
て
、
御
前
谷
の
上
手
に
百

米
突
の
堰
堤
が
出
来
て
、「干
」
ま
で
約
二
塁
の
間
が
貯
水
地
と

な
り
、
黒
部
別
山
の
側
壁
を
穿
つ
て
、
こ
の
清
流
の
大
部
分
を

搾
取
し
、
廊
下
の
水
を
枯
渇
せ
し
め
。
あ
の
雄
麗
な
岩
壁
が
潤

ひ
を
失
ふ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
こ
そ
私
は
黒
部
と
御
別
れ

で
あ
る
。

餘
り
長
く
な
る
の
で
こ
の
稿
は
「
干
」
ま
で
Ｗ
止
め
て
お
く
。

「干
」
か
ら
上
流
に
は
大
二
十
四
年
に
東
信
歩
道
が
出
来
た
が
、

今
で
は
大
分
崩
壊
し
て
し
ま
つ
た
。
そ
れ
で
も
途
中

一
泊
す
れ

ば
、
源
流
地
の
鷲
笏
乗
越
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
間

の
自
然
は
殆
ど
原
始
の
ま
ゝ
で
あ
る
が
、
奥
廊
下
の
人
口

（上

流
よ
り
下
つ
て
）
の
右
岸
を
中
心
と
し
て
鍍
山
の
探
堀
が
初
ま

つ
た
の
で
、　
一
時
こ
の
附
近
は
随
分
荒
さ
れ
た
、
葉
師
澤
落
ロ

に
到
る
間
に
は
飯
場
、
倉
庫
ゝ
共
他
の
バ
ラ
ツ
ク
が
出
来
て
大

分
人
臭
く
な
つ
た
。
業
師
澤
落
日
の
上
手
に
橋
を
架
け
た
の
は

よ
い
が
、
そ
の
附
近
の
森
林
は
多
く
伐
り
朴
ら
れ
て
取
返
し
の

一〈
七

一観７
、

一



〇
二
十
五
週
年
回
想
録
　
冠

出
来
な
い
位
荒
慶
し
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
鍍
山
は
間
も
な
く
慶

鍍
に
な
つ
た
が
、
去
年
又
他
の
鍍
山
師
が
入
り
込
む
や
う
な
話

を
聞
い
た
。
今
年
は
そ
れ
が
入
つ
た
か
ど
う
か
Ｄ
そ
の
方
面
を

歩
か
な
か
つ
た
の
で
私
に
は
そ
の
浩
息
が
分
ら
な
い
。

要
す
る
に
下
流
の
小
黒
部
谷
落
口
よ
り
上
流
の
黒
部
川
は
じ

そ
の
源
流
地
に
到
る
ま
で
十
数
里
の
間
、
あ
る
小
部
分
を
除
い

て
は
、今
日
に
於
て
も
簡
そ
の
原
始
的
の
風
孝
を
存
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
故
こ
の
谷
の
美
観
を
探
ら
う
と
思
ふ
も
の
は
、
到
る
所
に

そ
の
特
有
の
風
景
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

日
本
北
ア
ル
プ
ス
の
主
脈
．
立
山
ゝ
後
立
山
の
高
峯
の
殆
ど

全
部
を
そ
の
流
域
に
包
含
す
る
、
廣
菱
七
萬
餘
町
歩
を
有
す
る

こ
の
大
山
水
境
は
、
雄
大
な
る
風
景
に
乏
し
き
我
國
に
於
て
は

替
ゆ
る
も
の
な
き
奪
き
國
費
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
図

費
で
す
ら
原
始
の
ま
ゝ
に
保
存
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
我
園

の
現
状
を
見
て
私
は
霜
か
に
悲
し
む
も
の
で
あ
る
。

（昭
和
五
、九
、
二
九
稿
）

行 愛 月 ― 十 年 五 和 昭

一八
ハ
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鶴 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

参

照

地
固
　
五
萬
分
ノ
一　
湯
澤

四
萬

松
　
本
　
善

は

し

が

き

黒
附
近
の
殆
ど
威
嚇
的
の
大
岩
塊
．
又
そ
れ
と
正
反
封
に
資
に

・の
ん
び
り
と
し
た
仙
ノ
倉
干
標
間
の
尾
根
、
藪
で
は
徹
底
的
に

條
件
を
具
備
し
て
飽
く
ま
で
頑
張
に
し
て
執
拗
な
る
コ
ー
チ
澤

ノ
頭
附
近
等
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
封
し
て
の
要
求
を
充
し

得
る
と
思
ふ
。

自
分
は
嘗
て
大
正
十
一
年
四
月
、
木
暮
．
武
田
雨
氏
の
農
尾

に
附
し
て
阿
能
川
岳
へ
登
り
、
初
め
て
谷
川
岳
マ
ツ
カ
ケ
岩
を

望
見
し
て
賢
に
驚
異
の
眼
を
見
張
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

共
後
木
暮
氏
と
川
古
温
泉
よ
り
赤
谷
川
を
湖
行
し
て
ア
ミ
ダ

ガ
セ
ン
の
手
前
ま
で
行
き
Ｄ
更
に
エ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭
の
一
部
ヘ

取
り
附
い
た
が
、天
候
不
良
の
鶯
め
塞
し
く
引
返
し
た
。共
後
数

回
法
師
よ
り
三
國
山
へ
登
ク
ｂ
北
方
に
鴛
立
す
る
干
標
ノ
頭
ｔ

仙
ノ
倉
、
サ
ゴ
ー
．
越
後
富
士
方
面
を
望
み
見
て
は
ｏ
残
雲
に

輝
く
こ
の
連
峰
の
秀
麗
な
る
風
貌
に
接
し
て
少
な
か
ら
す
そ
の

魅
惑
を
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

途
に
大
正
十
五
年
七
月
二
十
六
日
、
會
員
吉
田
直
吉
、
野
口

末
延
の
雨
君
と
共
に
、
越
後
土
樽
よ
り
人
夫
五
人
を
連
れ
蓬
峠

よ
り
檜
叉
ノ
頭
、
茂
倉
岳
、
一
ノ
倉
岳
、
谷
川
富
士
、谷
川
岳
Ｄ

越
後
富
士
．
サ
ゴ
‥
ノ
峰
、
東
マ
タ
ノ
頭
、
エ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭
ゝ

仙
ノ
倉
山
ぅ
干
標
ノ
頭
、
コ
ー
チ
澤
ノ
頭
、
三
國
山
と
そ
の
全

一八
九

′

上
越
の
障
壁
を
な
し
利
根
信
濃
雨
川
の
分
水
嶺
を
な
す
こ
の

山
脈
も
、
高
さ
に
於
て
は
漸
く
二
千
米
突
を
上
下
す
る
に
過
ぎ

な
い
が
、　
一
ノ
倉
岳
附
近
よ
り
谷
川
岳
マ
ツ
カ
ヶ
岩
附
近
へ
掛

け
て
そ
の
東
面
へ
連
る
怪
異
極
り
な
き
大
岩
壁
や
、
ヱ
ビ
ス
大

難
　
　
録
　
　
○
上
越
擁
の
山
と
そ
の
地
名

録  雑

「一
ヽ
ノ

一

　

，

一６一５一５て



行 獲 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
錐
　
　
○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

部
を
踏
破
し
て
、
縦
走
と
し
て
の
先
鞭
を
つ
け
た
、
資
に
こ
れ

が
初
め
て
の
記
録
で
あ
る
。

次
に
昭
和
五
年
七
月
二
十
四
日
今
度
は
反
封
に
三
國
峠
よ
り

谷
川
岳
迄
（途
中
二
泊
）縦
走
し
て
西
黒
澤
を
降
り
湯
檜
曾
へ
出

た
。然

る
に
こ
れ
等
の
山
族
に
於
て
、
連
峰
中
地
形
及
び
名
櫓
の

疑
間
と
未
確
定
の
も
の
数
多
あ
る
事
を
嚢
見
し
た
の
で
自
分
の

調
査
し
た
資
料
の
中
、
断
定
し
得
る
部
分
を
装
表
し
て
置
き
た

い
と
思
ふ
。

擦
つ
て
地
名
を
主
と
し
そ
の
他
の
事
は
全
く
簡
単
に
概
略
の

み
を
記
述
す
る
事
に
し
た
の
で
山
澤
共
他
の
小
名
は
別
に
添
附

し
た
固
面
を
参
照
せ
ら
れ
度
い
。

蓬
峠
と
檜
叉
ノ
頭

蓬
峠
は
清
水
峠
の
西
南
約
四
粁
位
、
七
ツ
小
屋
山
と
檜
叉
ノ

頭
と
の
鞍
部
で
、
上
州
土
合
と
越
後
土
樽
と
の
乗
越
で
あ
る
が

現
在
で
は
清
水
峠
の
方
が
殆
ど
通
行
不
可
能
で
あ
る
篤
、
蓬
峠

の
み
が
往
還
が
あ
る
。

峠
は
非
幣
に
柔
か
い
感
じ
の
す
る
一
面
の
草
地
で
そ
れ
に
七

月
の
修
か
ら
八
月
へ
掛
け
て
は
日
光
黄
管
が
花
盛
り
で
賢
に
美

一九
〇

し
い
。
此
所
に
餞
道
省
で
建
て
た
立
派
な
小
屋
が
あ
っ
た
が
今

で
は
全
然
破
壊
し
て
仕
舞
っ
て
使
用
に
堪
へ
な
い
。
そ
の
西
側

茶
イ
リ
の
柄
よ
り
下
は
蓬
澤
の
名
を
辱
じ
め
す
丈
な
す
蓬
で
通

行
に
困
難
を
感
す
る
位
だ
。
こ
れ
も
近
年
迄
は
年
々
土
樽
村
役

場
で
苅
り
取
っ
て
居
た
が
、
隧
道
が
貫
通
し
た
の
で
止
め
た
さ

う
で
あ
る
。

峠
の
南
に
一
七
五
九
米
の
三
角
黙
の
あ
る
峰
を
檜
又
ノ
頭
と

謂
ひ
Ｄ
又
そ
の
一
部
を
ス
ヽ
ケ
の
頭
と
も
呼
ん
で
居
て
こ
の
も

の
は
檜
叉
ノ
澤
の
上
流
ス
ヽ
ケ
澤
の
ツ
メ
で
あ
る
。
頂
上
よ
り

北
西
へ
出
で
更
に
西
へ
分
派
し
て
居
る
尾
根
の
約
百
米
位
降
っ

た
所
を
オ
キ
鷹
の
巣
、
猜
三
百
米
程
下
を
デ
ト
鷹
の
巣
と
稀
し

て
居
る
。

峠
か
ら
檜
又
ノ
頭
ま
で
約
四
十
五
分
を
要
し
た
が
、
尾
根
は

疫
せ
て
居
る
し
笹
も
短
か
い
の
で
比
較
的
業
の
方
だ
。
此
虎
か

ら
図
境
尾
根
を
南
へ
降
っ
た
鞍
部
附
近
の
西
側
寄
り
を
笹
干
と

謂
っ
て
居
る
。
自
分
等
は
其
所
か
ら
茂
倉
岳
へ
向
っ
て
約
二
百

米
位
登
っ
た
所
の
西
側
モ
ヨ
ギ
澤
の
ツ
メ
で
、
鐵
道
省
の
恨
小

屋
の
跡
に
天
幕
を
張
っ
た
が
水
は
無
い
の
で
東
側
芝
倉
澤
方
面

の
残
雲
で
間
に
合
せ
る
事
に
し
た
パ
檜
叉
ノ
頭
露
螢
地
間
約
二

時
間
）

(57)



独 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

茂
倉
岳
、　
一
ノ
倉
岳
ゝ
谷
川
富
士

茂
倉
岳
は
既
に
山
岳
十
六
年
第
三
糖
所
載
藤
島
氏
の
貴
重
な

る
文
献
の
通
り
茂
倉
の
ツ
メ
で
あ
っ
て
頂
上
は
賞
に
手
凡
な
小

笹
の
突
起
で
一
九
七
七
米
の
三
等
三
角
戦
が
あ
る
。

檜
又
ノ
澤
の
一
部
が
茂
倉
岳
の
西
北
迄
末
て
絡
っ
て
居
る
澤

の
小
名
を
モ
ヨ
ギ
澤
と
云
ひ
其
の
ツ
メ
に
あ
る
岩
を
黒
岩
と
呼

ん
で
居
る
、
又
西
へ
分
岐
し
て
居
る
尾
根
に
一
五
〇
九
米
の
獨

立
標
高
黙
の
あ
る
突
起
と
カ
ワ
タ
ノ
ェ
ノ
矢
場
又
は
ト
ツ
サ
カ

と
も
謂
っ
て
居
て
こ
れ
を
降
っ
て
土
樽
へ
行
く
事
が
出
来
る
さ

う
だ
。

回
境
の
尾
根
は
茂
倉
岳
か
ら
急
に
東
へ
折
れ
て
短
か
い
藪
の

降
り
と
な
る
、
こ
れ
は
鞍
部
迄
辿
っ
て
一
ノ
倉
岳
の
登
り
に
か

ゝ
る
。
こ
の
附
近
は
雲
解
け
の
後
へ
幾
つ
か
の
池
が
出
来
て
、

そ
の
繰
地
に
は
轟
取
リ
ス
ミ
ン
や
ナ
ン
キ
ン
コ
ザ
ク
ラ
の
花
が

爛
漫
と
唆
き
飢
れ
て
非
常
に
美
し
い
。
登
り
き
っ
た
所
に
一
九

七
四
米
の
一
等
三
角
鮎
が
あ
る
。
こ
れ
が
一
ノ
倉
岳
の
頂
上
で

あ
る
パ
茂
倉
岳
三
角
黙
よ
り
約
二
十
分
）
尾
根
通
し
以
外
に
残

雲
が
相
営
多
い
時
期
に
は
市
ノ
倉
澤
を
上
下
し
得
る
と
の
事
で

あ
る
が
自
分
は
未
だ
通
っ
た
事
は
な
い
。

雑
　
　
録
　
　
○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

一
ノ
倉
岳
は
五
萬
分
ノ
一
地
形
国
に
は
谷
川
富
士
と
明
記
し

て
あ
る
が
こ
の
名
櫓
に
就
い
て
は
、
自
分
は
藤
島
氏
の
諭
を
支

持
す
る
も
の
で
あ
る
。
湯
檜
曾
で
は
こ
の
一
ノ
倉
岳
を
村
か
ら

見
て
富
士
形
を
な
し
て
居
る
と
聞
か
さ
れ
た
が
ゝ
郷
土
愛
の
張

い
湯
檜
曾
の
村
人
が
谷
川
の
領
分
で
も
な
い
こ
の
峰
へ
他
村
の

名
を
冠
す
る
理
由
が
ち
と
首
肯
し
難
い
。

次
に
耳
ニ
ツ
で
あ
る
が
、
耳
ニ
ツ
と
は
谷
川
岳
と
谷
川
富
士

と
の
ニ
ツ
の
峰
が
大
の
耳
に
似
て
居
る
篤
の
名
構
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
こ
の
富
士
浅
間
神
祗
の
あ
る
突
起
と
谷
川
岳
三
角
黙
と

の
二
つ
の
突
起
を
指
す
も
の
で
あ
る
事
は
既
定
の
事
賃
で
あ

る
。
捩
つ
て
谷
川
富
士
の
名
稀
は
富
士
淀
間
耐
祗
の
鎮
座
す
る

一
九
六
〇
米
突
の
突
起
に
冠
す
べ
き
も
の
と
自
分
は
思
考
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
ノ
倉
岳
か
ら
谷
川
富
士
へ
の
尾
根
は
、
五
萬
分
ノ
一
地
形

同
で
は
緩
か
に
曲
つ
て
居
る
が
費
際
は
も
つ
と
急
角
度
で
あ

る
。
こ
の
邊
り
か
ら
洩
間
棘
耐
附
近
へ
掛
け
て
の
東
面
の
所
謂
、

覗
き
は
責
に
物
凄
い
絶
壁
の
連
績
で
あ
つ
て
共
の
岩
庇
の
上
に

堰
松
や
石
楠
の
藪
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
通
行
し
得
る
程
度
に
切

明
け
が
あ
る
の
で
比
較
的
業
だ
。
共
所
を
通
り
な
が
ら
下
を
覗

く
と
っ
何
だ
か
足
の
裏
が
，
む
づ
痒
く
な
る
。
少
か
ら
す
謄

一カ
一
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行 数 月 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

を
冷
し
な
が
ら
約
四
十
分
も
切
明
け
を
辿
る
と
富
士
洩
間
大
明

紳
の
祠
の
あ
る
谷
川
富
士

（
一
九
六
〇
米
）
へ
着
く
事
が
出
来

る
。
祗
嗣
は
岩
の
市
東
の
蔭
に
あ
つ
て
、
高
さ
約
三
尺
間
口
二

尺
位
の
頑
丈
な
組
亜
鉛
張
り
で
南
を
向
い
て
居
る
．

谷
川
岳
、
薬
師
ケ
岳
ゝ
耳
ニ
ツ

谷
川
富
士
か
ら
約
二
十
五
分
で
谷
川
岳
三
角
鮎
へ
着
く
。
五

高
分
ノ
一
地
形
国
に
あ
る
通
り
ゝ
一
九
六
三
米
の
三
等
三
角
鮎

の
あ
る
峰
で
一
名
薬
師
ケ
岳
と
も
謂
ふ
ゝ
又
こ
の
突
起
と
前
の

富
士
浅
間
紳
祗
の
あ
る
谷
川
富
士
と
を
併
せ
て
南
か
ら
見
て
耳

ニ
ツ
と
も
呼
ん
で
居
る
。

そ
の
薬
師
如
来
の
あ
る
位
置
は
三
角
黙
の
あ
る
突
起
よ
り
精

南
へ
寄
つ
た
所
で
、
丁
度
天
耐
峠
か
ら
の
径
と
西
黒
澤
の
径
が

園
境
尾
根
で
合
し
て
。
三
角
黙
の
あ
る
突
起
へ
行
か
ん
と
す
る

所
へ
二
三
の
岩
が
立
ち
並
ん
で
居
る
、
そ
の
東
寄
り
の
岩
の
直

ぐ
下
に
安
置
さ
れ
て
あ
る
が
片
面
刻
り
で
高
さ
一
尺
五
寸
位
で

あ
る
か
ら
見
落
し
易
い
。

越
後
富
士
（
オ
デ
ガ
澤
ノ
頭
）

と
す
ゴ
ー
ノ
峰

≡

谷
川
岳
の
薬
師
如
来
の
あ
る
所
か
ら
國
境
尾
根
は
急
に
西
ヘ

折
れ
て
廣
々
と
し
た
千
に
な
る
。
矮
少
な
白
花
石
楠
や
そ
の
他

の
植
物
が
密
生
し
て
居
る
土
を
蹟
ん
で
行
く
と
段
々
尾
根
が
疫

せ
て
来
て
小
笹
が
出
て
来
る
と
も
う
直
ぐ
鞍
部
だ
。

共
虎
か
ら
北
側
萬
太
郎
澤
の
封
岸
に
あ
る
ゝ
オ
コ
マ
ガ
岳
が

見
え
る
。
こ
の
邊
ま
で
は
谷
川
方
面
か
ら
よ
く
末
る
と
見
え
て

踏
跡
が
あ
る
が
こ
れ
よ
り
西
に
は
殆
ど
見
営
ら
ぬ
。

登
り
に
掛
る
と
今
ま
で
と
は
異
つ
て
尾
根
は
す
ば
ら
し
く
疫

せ
て
、
然
も
石
楠
ゝ
米
栂
、
堰
松
等
の
混
生
し
た
藪
と
な
り
ゝ

盛
ん
に
我
た
に
抵
抗
す
る
。
初
め
は
北
側
を
捲
い
て
行
く
が
幅

松
が
多
く
な
つ
て
来
た
ら
、
南
側
へ
移
つ
て
山
稜
よ
り
二
三
米

位
下
を
絡
む
と
幾
分
業
だ
。
尾
根
が
堰
松
ば
か
り
に
な
つ
て
来

る
と
懲
々
越
後
富
士
の
絶
頂
へ
着
く

（
一
八
七
八
米
）。頂
上
は

至
極
干
几
な
少
し
く
秒
礫
の
出
た
突
起
で
あ
る
、
此
虎
を
オ
デ

ガ
澤
ノ
頭
と
も
呼
ん
で
居
る
。

更
に
そ
の
西
に
一
九
五
四
米
の
三
角
黙
の
あ
る
五
萬
分
ノ
一

地
形
国
に
萬
太
郎
山
を
記
し
て
あ
る
峰
を
越
後
富
士
と
謂
ふ
諭

も
あ
る
が
そ
れ
は
全
然
誤
謬
で
あ
る
と
思
ふ
。
土
樽
の
村
人
が

越
後
富
士
を
指
す
時
に
土
樽
か
ら
見
て
正
面
に
見
え
る
コ
ベ
タ

テ
ノ
セ
ン
ノ
澤
の
矢
場
と
オ
ー
ベ
タ
テ
ノ
歌
と
の
オ
キ

（
一
九
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五
四
米
）
の
峰
で
は
な
く
て
。
そ
の
北
に
あ
る
カ
ワ
タ
ノ
エ
ノ

矢
場
（
一
八
七
八
米
）
の
右
へ
頭
だ
け
出
し
て
居
る
オ
ヂ
ガ
澤
の

頭
を
指
し
て
居
る
。

又
利
根
川
国
志
ｂ巷

一
利
根
川
全
国
に
「赤
谷
川
は
フ
ジ
山
よ

り
出
で
南
に
流
れ
て
猿
ケ
京
に
至
り
三
坂
峠
下
の
水
を
井
せ
」

云
々
と
あ
つ
、
赤
谷
川
水
源
の
オ
ヂ
ガ
澤
の
頭
を
フ
ジ
山
と
呼

ん
で
居
る
。
こ
れ
を
見
て
も
こ
の
峰
が
越
後
富
士
で
あ
る
事
を

肯
定
し
得
る
と
思
ふ
。

次
は
五
萬
分
ノ
一
地
形
固
に
萬
太
郎
山
と
あ
る
一
九
五
四
米

の
峰
で
あ
る
が
、
こ
の
名
稀
は
澤
に
は
立
派
に
あ
る
が
峰
に
は

決
し
て
使
は
れ
て
居
ら
ぬ
。
慨
機
と
し
て
使
ふ
に
し
て
も
あ
の

奥
深
い
澤
の
名
を
こ
の
峰
の
み
へ
冠
す
る
の
は
少
し
く
不
適
営

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
こ
の
峰
を
越
後
で
は
サ
ゴ
ー
ノ
峰
と
呼

ん
で
居
る
し
．
又
そ
れ
で
な
け
れ
ば
通
用
せ
ぬ
。
越
後
富
士
か

ら
サ
ゴ
ー
ノ
峰
へ
行
く
場
合
晴
れ
て
展
望
が
き
け
ば
問
題
は
な

い
が
霧
が
か
ヽ
る
様
な
時
は
非
常
に
間
違
ひ
易
い
。

國
境
の
尾
根
は
越
後
富
士
の
頂
上
か
ら
南
へ
直
角
に
屈
折
し

て
居
る
。
そ
れ
を
四
五
米
位
降
つ
て
短
か
い
笹
が
出
て
来
る
頃

西
側
の
干
を
注
意
し
て
行
く
と
、
そ
こ
に
小
さ
な
尾
根
が
分
岐

し
て
居
る
の
が
分
る
。
こ
れ
が
そ
の
目
的
の
尾
根
で
あ
つ
て
餘

難
　
　
録
　
　
○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

程
注
意
せ
ぬ
と
見
逃
し
て
仕
舞
ふ
。
そ
の
分
岐
黙
を
過
ぎ
れ
ば

サ
ゴ
ー
ノ
頭
迄
何
等
紛
ら
は
し
い
所
は
な
い
。

小
笹
に
掩
は
れ
た
尾
根
を
降
つ
て
行
く
と
一
つ
の
突
起
が
あ

る
。
こ
れ
を
大
栗
ノ
頭
と
云
ひ
そ
の
次
の
突
起
が
大
障
子
ノ
頭

で
あ
る
。
概
し
て
こ
の
邊
は
短
か
い
笹
の
大
き
な
波
状
を
描
い

た
尾
根
で
割
合
に
歩
行
し
易
い
。

最
後
の
鞍
部
か
ら
サ
ゴ
ー
ノ
頭
へ
向
つ
て
約
七
八
十
米
突
位

登
つ
た
所
か
ら
南
側
を
見
る
と
．
小
さ
い
干
が
あ
つ
て
そ
の
中

央
に
は
池
が
あ
る
が
、
水
が
濁
つ
て
居
る
し
焚
木
も
遠
い
の
で

非
常
の
場
合
を
除
い
て
は
あ
ま
り
感
服
出
来
な
い
。

こ
の
邊
か
ら
尾
根
の
藪
は
段
々
と
猛
烈
に
な
つ
て
来
て
登
る

に
従
ひ
頑
張
な
る
個
松
と
米
栂
の
集
国
は
念
揮
猛
に
威
力
を
嚢

揮
し
て
登
攀
者
を
拒
む
。
殆
ど
枝
か
ら
枝
へ
の
軽
業
を
演
ぜ
ね

ば
な
ら
ぬ
、
併
し
こ
の
難
行
苦
行
も
僅
か
三
十
分
位
で
サ
ゴ
ー

ノ
頭
に
到
達
す
る

（
一
九
五
四
米
）。

頂
上
は
五
六
米
位
の
廣
さ
で
苔
桃
、
自
花
石
楠
．
個
松
等
が

蔓
延
つ
て
居
た
。

こ
の
峰
は
東
か
ら
来
る
場
合
は
何
で
も
な
い
が
西
か
ら
縦
走

す
る
時
若
し
も
霧
が
か
ゝ
つ
た
場
合
に
は
、
三
角
黙
の
す
ぐ
先

か
ら
東
へ
直
角
に
曲
る
事
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
を
直

一九二
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行 嚢  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
〇
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

行
す
れ
ば
オ
ー
ベ
タ
テ
の
頭

へ
降
つ
て
仕
舞
ふ

（自
分
は
此
虎

へ
怪
し
げ
な
杭
を
立
て
ゝ
置
い
た
）
。

毛
度
澤
乗
越
と

エ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭

サ
ゴ
ー
ノ
頭
か
ら
西
南
へ
引
い
た
国
境
の
尾
根
は
非
常
に
痩

せ
て
居
る
上
に
傾
斜
が
綾
漫
な
の
と
自
花
石
楠
と
恨
松
の
藪
が

頗
る
短
か
い
の
で
歩
行
に
は
さ
し
た
る
困
難
は
な
い
。

頂
上
か
ら
こ
の
方
面
へ
少
し
降
つ
て
越
後
側
を
見
る
と
笹
の

手
が
あ
る
。　
こ
れ
を
オ
ー
ク
ラ
の
大
笹
蔓
と
呼
ん
で
居
る
。

猜
約
二
十
分
位
降
つ
た
所
に
ヘ
ル
メ
ツ
ト
形
を
し
た
突
起
が
あ

る
ぅ
こ
れ
が
東
マ
タ
の
頭
（
一
八
〇
〇
米
）
で
あ
つ
て
共
所
か
ら

尾
根
が
分
岐
し
て
南
へ
日
向
松
倉
の
頭
を
突
出
し
て
居
る
。

東
マ
タ
の
頭
か
ら
急
に
西
へ
折
れ
て
費
に
美
し
い
日
光
黄
菅

の
御
花
畑
を
通
つ
て
短
か
い
笹
の
う
ね
り
に
か
ヽ
る
、
こ
れ
を

降
り
切
つ
た
所
の
痩
せ
た
鞍
部
が
毛
度
澤
乗
越
で
あ

る
（
サ
ゴ

ー
ノ
頭
か
ら
乗
越
ま
で
約

一
時
間
）．

昔
は
こ
の
毛
度
澤
乗
越
を
通
行
し
た
さ
う
だ
が
今
は

一
寸
難

か
し
い
、
現
在
で
も
越
後
側
は
ム
澤
の
尾
根
を
降
つ
て
毛
度
澤

の
本
流
へ
出
る
事
が
出
来
得
る
さ
う
だ
が
上
州
側
は
中
々
悪
場

が
あ
る
。

一歯

露
螢
地
と
し
て
は
越
後
側
は
水
が
遠
い
の
で
上
州
側
に
の
み

泊
る
事
に
し
て
居
る
。
乗
越
か
ら
南
へ
約
二
百
米
位
小
澤
に
つ

い
て
降
る
と
笹
の
干
が
あ
る
。
こ
ゝ
迄
降
れ
ば
そ
の
小
澤
に
水

は
豊
富
に
あ
る
し
焚
木
も
充
分
な
の
で
Ｄ
先
づ
露
螢
地
と
し
て

は
上
々
で
あ
る
。

乗
越
か
ら
ヱ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭
へ
は
可
成
り
の
急
傾
斜
を
登
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
初
め
は
小
さ
な
岩
場
を
三
つ
程
越
し
て
か
ら
小

笹
の
尾
根
を
約
三
十
分
も
登
る
と
左
に
立
派
な
岩
の
キ
ン
ツ
ト

が
あ
つ
て
そ
こ
と
覗
く
と
逢
か
に
赤
谷
川
の
下
流
笹
穴
澤
の
出

合
あ
た
り
が
見
え
る
。
そ
の
邊
か
ら
又
例
の
藪
が
出
て
く
る
が

比
較
的
短
か
い
の
で
、
大
し
た
困
難
も
感
ぜ
す
に
約
四
十
分
位

で
エ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭
へ
達
す
る
事
が
出
来
る
。

こ
の
附
近
の
尾
根
は
概
し
て
越
後
側
が
綾
か
な
の
に
引
換
ヘ

上
州
側
は
殆
ど
断
崖
の
連
績
で
あ
る
。
エ
ビ
ス
大
黒
の
名
構
は

共
の
南
面
に
あ
る
大
岩
壁
の
一
部
に
エ
ビ
ス
と
大
黒
の
形
を
な

し
た
二
つ
の
岩
が
什
立
し
て
居
る
と
の
事
で
あ
つ
て
、
そ
の
名

を
取
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

仙
ノ
倉
山
（
三
ノ
字
ノ
頭
）
と
手
標
ノ
頭

ヱ
ビ
ス
大
黒
ノ
頭
か
ら
短
か
い
笹
の
尾
根
を
約
二
十
五
分
も
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降
る
と
南
側
が
ガ
ン
に
な
っ
た
、　
一
寸
物
凄
い
感
じ
の
鞍
部
ヘ

着
く
。

共
虎
か
ら
仙
ノ
倉
山
東
面
の
登
り
に
か
ゝ
る
ゝ
短
か
い
白
花

石
楠
の
間
か
ら
所
々
に
岩
の
肌
を
見
せ
て
、
殆
ど
階
段
の
様
な

急
傾
斜
を
約
四
十
分
攀
ぢ
登
る
と
仙
ノ
倉
山
の
二
等
三
角
黙
ヘ

達
す
る

（二
〇
三
六
米
）。

こ
の
連
峰
の
中
で
二
千
米
突
を
越
え
て
居
る
の
は
費
に
こ
の

仙
ノ
倉
山
の
み
で
あ
つ
て
高
さ
に
於
て
は
こ
の
山
脈
中
で
の
覇

者
と
仰
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。

頂
上
は
大
醍
に
於
て
三
つ
の
突
起
に
分
れ
て
居
つ
て
三
角
黙

は
そ
の
東
端
の
最
高
黙
の
突
起
に
あ
る
。
三
ノ
字
の
山
名
は
既

に
奥
上
州
琥
記
載
藤
島
氏
の
文
献
に
あ
る
通
り
残
雲
の
形
状
か

ら
来
た
も
の
で
位
置
は
三
角
貼
の
あ
る
突
起
の
頂
上
か
ら
北
ヘ

引
い
た
尾
根
を
約
百
五
六
十
米
位
降
つ
た
附
近
に
三
ノ
字
の
雲

が
残
る
の
で
、
そ
の
苗
代
時
に
三
ノ
字
、
人
梅
時
に
ニ
ノ
字
．

バ
ン
グ
の
時
に
一
ノ
字
と
い
ふ
事
だ
。

西
に
寄
つ
て
二
〇
二
〇
米
の
困
の
あ
る
突
起
が
丸
山
で
共
虎

か
ら
南
へ
引
い
た
尾
根
が
笹
峰
で
あ
る
。
丸
山
と
干
標
の
間
は

ま
る
で
尾
根
の
上
と
は
思
へ
ぬ
程
の
ん
び
り
と
し
た
所
で
幅
は

廣
い
し
傾
斜
は
綾
漫
で
丁
度
絨
難
を
数
い
た
様
な
一
面
の
ガ
ン

雑
　
　
録
　
　
○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

コ
ウ
ラ
ン
で
賢
に
青
々
と
し
た
千
だ
。
何
時
降
り
に
な
つ
て
何

時
登
り
に
な
つ
た
か
分
ら
ぬ
中
に
干
標
の
頭
（
一
九
八
三
米
）
に

な
つ
て
仕
舞
ふ

（仙
ノ
倉
山
頂
上
よ
り
約
四
十
分
）。
　
．

頂
上
は
腰
位
ま
で
の
石
楠
の
藪
で
あ
る
が
西
北
の
一
部
を
切

排
つ
て
三
角
標
石
が
置
か
れ
て
あ
る
。
干
標
の
名
櫓
は
頂
上
よ

り
微
北
西
へ
引
い
た
尾
根
を
約
四
五
十
米
位
行
つ
た
北
側
に
干

標
と
い
ふ
干
が
あ
る
ぅ
其
虎
に
は
池
も
あ
る
し
一
面
の
美
し
い

草
原
で
日
光
黄
菅
の
花
が
唆
き
飢
れ
て
居
る
が
ど
の
方
面
か
ら

で
も
相
営
の
藪
を
突
破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
其
虎
ま
で
行
く
の

は
一
寸
億
劫
だ
。

コ
ー
チ
澤
ノ
頭
と
三
國
山

干
標
の
頭
か
ら
南
の
斜
面
は
質
に
何
と
も
云
へ
ぬ
好
い
所

だ
。
綾
い
傾
斜
の
瀑
原
で
所
々
に
優
松
と
石
楠
も
少
し
は
あ
る

が
大
鎧
に
於
て
可
憐
な
毛
難
苔
や
そ
の
他
の
瀑
地
性
植
物
で
薇

は
れ
た
美
し
い
明
る
い
感
じ
の
す
る
所
で
あ
る
。
殊
に
西
側
は

員
黒
な
鍼
業
樹
林
で
そ
の
封
照
が
非
常
に
い
い
。

派
原
と
密
叢
帯
と
の
接
鯛
黙
の
東
側
に
い
ゝ
露
螢
地
が
あ

る
。
そ
れ
は
干
標
の
頂
上
か
ら
約
二
百
米
位
降
っ
て
来
た
所
の

東
寄
り
で
地
国
の
一
つ
目
の
小
澤
が
あ
る
所
だ
、
共
虎
に
丁
度

一九二
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行 獲 月 ― 十 年 五 和 昭

難
　
　
鎌
　
　
○
上
越
境
の
山
と
そ
の
地
名

頃
合
の
干
が
あ
っ
て
風
は
避
け
る
し
水
は
近
い
し
、
焚
物
は
御

誂
へ
の
自
樺
が
餘
り
多
く
は
な
い
が
、
ま
あ
営
分
は
大
夫
丈
な

だ
け
あ
る
。

こ
の
露
螢
地
附
近
か
ら
急
に
陣
竹
と
石
楠
或
ひ
は
羅
漢
柏
等

の
混
成
し
た
賃
に
猛
烈
な
藪
と
な
っ
て
仕
舞
ふ
。
こ
の
邊
は
概

し
て
東
側
を
通
る
方
が
比
較
的
業
だ
。
こ
の
藪
は
コ
ー
チ
澤
の

頭
へ
近
づ
く
に
従
っ
て
愈
高
調
に
達
し
、
谷
々
猛
烈
の
度
を
加

へ
徹
底
的
に
威
力
を
嚢
揮
し
て
執
拗
に
も
纏
は
り
附
く
の
で
、

こ
れ
を
撃
退
す
る
に
は
全
く
渾
身
の
勇
を
振
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

コ
ー
チ
澤
の
頭
（
一
七
六
四
米
）
は
一
旦
西
側
を
巻
い
て
南
側

へ
出
て
そ
の
方
面
か
ら
頂
上
へ
登
る
方
が
餘
程
業
で
あ
る
。

此
所
を
過
ぎ
れ
ば
も
う
三
国
山
へ
は
大
し
た
事
は
な
い
が
藪

と
全
く
絶
縁
す
る
諄
に
は
ゆ
か
な
い
。
波
状
を
描
い
た
小
さ
い

突
起
を
五
つ
越
せ
ば
す
ぐ
牛
の
背
の
様
な
厖
大
な
三
國
山

（
一

六
三
六
米
）
の
頂
上
へ
達
す
る
事
が
出
来
る
。
頂
上
は
東
西
に

長
く
南
北
は
極
め
て
細
い
。
近
末
大
分
藪
が
伸
び
て
少
し
く
邪

魔
に
は
な
る
が
少
し
移
動
す
れ
ば
展
望
に
は
差
支
へ
な
い
。

此
虚
か
ら
三
國
峠
へ
は
も
う
藪
は
な
し
草
地
の
中
を
至
極
の

ん
き
に
僅
か
二
十
五
分
も
降
れ
ば
三
國
檀
現
の
祗
前
に
叩
頭
く

事
が
出
来
る
。

後

　

　

記

登
山
口
と
し
て
は
．
上
州
側
で
法
師
、
谷
川
、
湯
檜
曾
の
三

ケ
所
で
あ
る
が
何
れ
も
根
擦
地
と
し
て
は
申
分
な
い
が
、
直
接

ど
の
山
へ
取
付
く
と
い
ふ
わ
け
に
行
か
す
且
つ
こ
の
山
脈
全
部

を
知
る
案
内
人
が
現
在
の
所
全
く
な
い
の
で
困
る
。
越
後
土
樽

か
松
川
な
れ
ば
直
接
ど
の
山
へ
で
も
取
り
つ
く
事
も
出
来
る
し

案
内
人
も
充
分
あ
る
が
ゝ
上
越
線
が
全
通
す
る
迄
は
時
間
と
日

数
が
掛
る
。
自
分
は
前
以
て
手
紙
で
越
後
の
土
樽
か
ら
人
夫
を

上
州
迄
呼
び
寄
せ
て
使
っ
て
居
る
が
往
復
二
日
の
日
営
が
餘
分

の
負
措
に
な
る
。

上
州
側
の
中
、
法
師
温
泉
は
温
泉
は
理
想
的
だ
し
物
資
を
得

る
都
合
も
い
ゝ
が
唯
適
営
な
案
内
人
に
乏
し
い
。
長
壽
館
主
岡

村
氏
も
近
末
こ
の
黙
に
注
目
し
て
よ
い
案
内
人
を
養
成
せ
ん
と

し
て
居
る
。

次
に
谷
川
温
泉
で
あ
る
が
、
族
館
は
現
在
三
軒
あ
っ
て
登
山

者
は
主
に
谷
川
館
に
泊
る
様
だ
が
経
営
者
が
山
岳
に
冷
淡
で
あ

る
の
と
夏
は
雑
杏
し
て
困
る
。
此
所
か
ら
登
る
人
は
大
抵
日
節

り
登
山
者
で
あ
る
の
で
縦
走
と
し
て
の
案
内
人
は
全
然
な
い
。

湯
檜
曾
温
泉
で
は
本
家
族
館
主
阿
部
氏
が
中
々
山
岳
に
熱
心

一九
六
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眈 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

で
あ
り
研
究
も
し
て
居
る
様
だ
が
同
じ
く
適
営
な
案
内
者
に
乏

し
い
の
が
遺
憾
で
あ
る
。

本
年
の
夏
、
會
員
山
田
多
市
氏
が
湯
檜
曾
の
あ
る
族
館
の
推

薦
に
よ
り
二
名
の
案
内
人
を
連
れ
ら
れ
た
所
、
越
後
富
士
以
西

の
山
脈
に
は
全
然
初
め
て
の
無
経
験
で
、
荷
負
ひ
の
外
何
の
役

に
も
た
ゝ
す
、
大
に
失
望
且
つ
憤
慨
さ
れ
て
居
っ
た
。

越
後
土
樽
に
は
温
泉
も
な
く
族
館
も
な
い
が
案
内
人
側
持
政

吉
の
家
へ
宿
泊
す
る
の
で
、
却
っ
て
山
男
に
は
そ
の
方
が
勝
手

が
い
ゝ
。

土
樽
の
案
内
人
で
自
分
の
連
れ
た
者
は
七
人
あ
る
が
中
で
最

も
勇
敢
に
し
て
経
験
に
富
む
者
と
し
て
は
松
川
の
林
偉
次
を
推

奨
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
山
稜
と
通
過
す
る
に
営
り
是
非
共
携
行
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
も
の
は
金
カ
ン
ジ
キ
で
あ
る
。
之
は
雲
の
上
に
用
い
る
の
で

は
な
く
藪
と
繰
地
を
通
る
場
合
無
く
て
な
ら
ぬ
用
具
で
あ
る
。

地
名
の
詮
撃
に
就
て
は
数
多
の
誤
謬
が
あ
る
事
と
思
ふ
。
何

卒
大
方
の
示
教
を
願
ひ
度
い
。

○
積
雲
期

の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

角
　
田
　
士口　
夫

難
　
　
録
　
　
○
積
雪
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

（
一
）
昭
和
四
年

一
月
四
日
―

十
一
日

越
後
湯
澤
―
芝
原
峠
―
二
居
峠
―
三
國
村
元
橋
―
大
源
大
山
―
越
後

湯
澤

一
行
　
高
橋
榮

一
郎
、
角
田
吉
夫

（
二
）昭
和
四
年
二
月
七
日
―
十
九
日

越
後
湯
澤
―
三
國
村
二
居
―
浅
員
―
三
國
山
。

二
居
―
仙
ノ
倉
山
―
元
橋
―
浅
員
―
三
國
峠
―
法
師
温
泉
―
後
閑

一
行
　
角
田
吉
夫
　
案
内
富
澤
孝
太
郎

（
三
）
昭
和
五
年
二
月
二
十
四
日
―
四
月

一
日

越
後
湯
澤
―
土
樽
村
―
仙
ノ
倉
山
、
高
太
郎
山
、
茂
倉
岳
、
谷
川
富

士
―
―
土
樽
村
―
蓬
峠
―
土
合
―
湯
檜
曾
―
水
上

一
行
　
大
木
長
蔵
　
阿
部
秀
雄
　
角
田
吉
夫

案
内
創
持
榮
作
、
牛
澤
忠
善

参
照
地
固
　
五
萬
分
ノ
一
、
湯
澤
　
四
萬

曖

へ

が

き

上
越
國
境
山
脈
の
う
ち
で
最
も
優
れ
た
る
山
容
と
限
り
な
き

魅
力
を
有
す
る
も
の
は
谷
川
岳
よ
り
仙
ノ
倉
山
に
連
な
る
連
嶺

で
あ
ら
う
。
嘗
て
は
藪
山
な
る
が
故
に
訪
れ
る
人
も
少
く
ら
僅

か
に
三
國
越
え
或
ひ
は
清
水
越
の
族
人
に
依
つ
て
顧
ら
れ
た
も

の
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

一亀
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行  装  月 十 年 五 和 昭

難
　
　
鋒
　
　
○
積
彗
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

然
じ
清
水
街
道
が
跡
形
も
な
く
荒
慶
し
、
僅
か
に
そ
の
悌
を

偲
ぶ
今
日
、谷
川
岳
と
共
の
東
面
の
大
岩
壁
は
四
季
を
間
は
す
ゝ

登
山
者
に
賑
ふ
程
著
名
な
も
の
と
な
つ
た
。
時
代
の
推
移
か
、

雪
と
岩
の
魅
力
か
。

仙
ノ
倉
山
附
近
の
密
生
し
た
藪
は
登
攀
を
拒
む
か
の
様
に
甚

し
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
度
雲
の
装
ひ
に
自
銀
の
衣
を
輝

か
す
頃
、
そ
の
玲
瀧
に
接
し
た
な
ら
ば
、
シ
ー
ロ
イ
フ
ア
ー
の

心
に
は
深
き
感
銘
を
残
さ
す
に
は
置
か
な
い
。

雛
て
茂
倉
岳
の
山
腹
を
貫
く
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
大
工
事
が
完

成
し
た
暁
に
は
蓬
峠
や
三
國
峠
に
は
多
く
の
シ
ユ
ー
プ
ル
を
印

す
る
事
で
あ
ら
う
。

本
文
は
去
る
昭
和
五
年
六
月
本
含
小
集
會
席
上
に
於
て

「積

雲
期
の
上
越
図
境
」
と
題
し
て
講
演
し
た
も
の
と
同

一
内
容
で

あ
る
。
印
ち
前
述
せ
る
如
く
仙
ノ
倉
山
。高
太
郎
山
、
茂
倉
岳
、

谷
川
富
士

（
一
ノ
倉
岳
）
に
開
す
る
記
述
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し

て
越
後
三
國
村
及
土
樽
村
を
登
山
の
根
擦
地
と
な
し
た
も
の
で

上
州
側
よ
り
は

一
回
の
登
山
も
試
み
て
な
い
。

上
越
國
境
の
山
々
に
開
す
る
文
献
と
し
て
は
「山
岳
」
十
六
年

三
琥
、
奥
上
州
琥
が
最
も
優
れ
て
ゐ
る
。
叉
積
雪
期
に
於
け
る

一大

上
越
の
山
た
の
研
究
は
四
高
山
岳
部
々
報

「
ベ
ル
グ
ハ
イ
ル
」

第
五
琥
及
び
法
政
山
岳
部
々
報
「山
想
」第
三
琥
に
嚢
表
さ
れ
て

ゐ
る
。

次
に
地
名
に
就
て
一
言
断
つ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
地
方
の
山
名
は
上
州
と
越
後
で
は
非
常
な
相
違
が
あ
る
。

又
同
じ
越
後
の
中
で
三
國
村
と
土
樽
村
で
も
名
辮
を
異
に
す
る

山
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
地
方
を
訪
れ
る
登
山
者
の
等
し
く
疑

ひ
を
抱
き
ｔ判
断
に
苦
し
む
所
で
あ
る
。持
末
最
も
安
営
と
思
は

れ
る
名
機
の
決
定
を
希
望
し
て
止
ま
な
い
。
固
有
名
詞
は
奪
重

す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
一
つ
の
山
に
二
つ
も
三
つ
も
異
る
名

稀
が
あ
つ
て
は
、登
山
者
の
苦
痛
を
増
す
の
み
で
あ
ら
う
。
幸
、

本
琥
に
は
松
本
善
二
氏
が
仙
ノ
倉
山
、
谷
川
岳
附
近
の
錯
維
せ

る
山
名
に
就
て
執
筆
せ
ら
る
ヽ
と
の
事
で
あ
れ
ば
パ
一
八
九
頁

参
照
―
編
者
註
）
此
虎
に
は
山
名
に
就
て
の
記
述
は
避
け
、
私

は
五
萬
分

一
地
形
国
の
構
呼
に
従
ふ
事
と
す
る
。
特
に
越
後
側

に
は
用
い
ら
れ
、
本
文
と
関
係
の
深
い
も
の
を
以
下
二
、
三
列

拳
し
て
置
く
。

三
國
村
方
面

ゲ
イ
グ
レ
タ

大
源
大
山

（
一
九
八
三
・七
米
）仙
ノ
倉
山
の
西
に
連
る
山

を
指
す
。
地
国
に
は

一
七
六
四

。
一
米
の
出
を
大
源
太
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槻 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

山
と
記
し
て
ゐ
る
が
通
用
し
な
い

（土
樽
村
で
干
表
山

と
呼
ぶ
）。

河
内
澤
の
頭
　
地
国
の
大
源
太
山
を
指
す
、
印
ち
元
橋
よ

り
東
南
に
入
る
澤
を
河
内
澤
と
呼
ぶ
、
河
内
澤
の
「天
」

の
字
附
近
の
右
岸
に
ゲ
タ
小
屋
と
呼
ぶ
杓
子
を
作
る
小

屋
が
あ
る
。
其
虎
へ
東
北
よ
り
入
る
開
け
た
澤
を
ヤ
カ

イ
澤
と
云
ふ
。

ゼ
ン
ノ
澤
　
大
源
太
山
の
西
北
の
背
よ
り
二
居
に
走
る
澤

土
樽
村
方
面

三
ノ
字
　
仙
ノ
倉
山
の
別
名
で
あ
る
。
山
頂
附
近
の
残
雲

の
形
態
よ
り
こ
の
名
稀
が
起
つ
た
も
の
で
、
村
人
は
主

に
三
ノ
字
と
呼
ぶ
。

サ
ゴ
ノ
峯

（
サ
ツ
ゴ
ー
ノ
峯
）
萬
太
郎
山
を
云
ふ
。
単
に

高
太
郎
と
云
ふ
と
萬
太
郎
谷
を
意
味
す
る
ら
し
い
。

茂
倉
岳
　
地
国
の
谷
川
富
士
（
一
九
七
四
・二
米
）
は
土
樽

で
は
茂
倉
岳
の
一
部
と
見
徹
し
、
茂
倉
岳
に
は
三
角
貼

が
二
つ
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
谷
川
富
士
は
一
ノ
倉
岳

と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
様
で
あ
る
。

三
國
街
道
を
行
く

維
　
　
録
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

上
越
二
図
を
通
す
る
三
國
街
道
は
そ
の
昔
越
後
藩
主
の
江
戸

参
勤
交
代
の
通
路
と
し
て
賑
つ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
又
幕
末

営
時
三
図
峠
を
差
狭
ん
だ
華
た
し
い
官
軍
封
含
津
藩
の
戦
争
の

物
語
も
あ
る
。
僅
か
な
族
人
に
よ
つ
て
越
さ
れ
る
三
関
峠
、
又

そ
の
街
道
に
黙
在
す
る
静
か
な
村
落
は
越
後
湯
澤
を
起
貼
と
し

て
、
開
撃
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
の
廃
に
は

こ
れ
等
の
僅
か
な
族
人
に
も
忘
れ
ら
れ
や
う
と
し
て
あ
る
。

私
が
初
め
て
三
図
村
を
訪
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
の
一
月
で

あ
つ
た
。
そ
の
時
上
越
北
線
の
車
窓
よ
り
仰
げ
る
銀
嶺
八
海
山

の
美
し
さ
は
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。
越
後
湯
澤
よ
り
雲
深
き

街
道
を
七
谷
切
へ
進
み
、
黄
昏
の
迫
る
頃
芝
原
峠
の
粉
雪
を
飛

ば
し
て
三
俣
村
の
本
陣
池
田
屋
に
入
つ
た
。
昔
時
は
大
名
の
宿

泊
し
た
光
榮
あ
る
家
で
あ
ら
う
。
今
で
も
村
人
は
池
田
屋
を
本

陣
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
次
の
静
か
に
雲
の
降
る
中
を
南
へ
、
二
居

峠
を
越
え
て
二
居
へ
更
に
干
坦
な
雲
の
街
道
を
元
橋
の
一
軒
家

に
向
つ
た
。
元
橋
の
人
々
は
私
達
の
突
然
の
訪
間
に
驚
き
な
が

ら
、
東
京
の
撃
生
で
あ
る
事
を
諒
解
し
て
快
く
数
日
の
宿
泊
を

快
諾
し
て
呉
れ
た
。
私
達
は
此
虎
に
根
撲
地
を
置
い
て
仙
ノ
倉

山
へ
登
る
目
を
待
つ
た
。

然
し
一
月
の
天
候
は
不
運
に
も
私
達
に
機
會
を
興
へ
て
呉
れ

一九
九
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行  嚢  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
餞
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

な
か
つ
た
。
再
度
元
橋
よ
り
西
に
走
る
大
源
太
山
（
一
九
八
三
・

七
米
）
へ
の
尾
根
を
登
つ
た
が
、途
中
よ
り
吹
雲
に
退
け
ら
れ
て

仙
ノ
倉
山
の
頂
に
立
つ
歎
び
は
得
ら
れ
な
か
つ
た
。
元
橋
に
木

て
四
日
目
に
再
び
同
じ
尾
根
―
―
そ
れ
は
非
常
な
狭
い
、
ス
キ

ー
に
は
適
さ
な
い
尾
根
を
登
り
、
五
時
間
餘
を
要
し
て
大
源
太

山
の
頂
を
極
め
た
。
仙
ノ
倉
山
は
眼
前
に
恐
ら
く

一
時
間
の
晴

間
を
得
れ
ば
達
す
る
事
の
出
来
る
距
離
に
あ
つ
た
が
。
再
び
激

し
い
吹
雲
に
遮
ぎ
ら
れ
て
元
橋
に
戻
つ
て
来
た
。

途
に
一
月
の
三
國
街
道
は
一
日
の
快
晴
も
掴
め
ず
、
吹
雲
を

も
つ
て
絡
始
し
た
と
言
へ
や
う
。
然
し
苗
場
の
魁
偉
な
山
容
と

元
橋
の
人
々
の
純
情
は
私
達
の
暗
惜
た
る
失
意
の
心
に
は
大
き

な
慰
安
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
次
の
日
静
か
に
降
る
雲
路
を
二

居
、
芝
原
の
峠
を
越
え
て
婦
途
に
就
い
た
。

仙

ノ

倉

山

同
じ
年
の
二
月
八
日
、
あ
の
埋
れ
た
三
國
街
道
の
村
落
の
静

け
さ
と
仙
ノ
倉
山
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
私
は
一
人
族
立
ち

再
び
二
居
の
本
陣
を
訪
れ
た
。
こ
の
日
は
早
春
に
は
珍
ら
し
い

程
晴
渡
り
和
や
か
な
陽
光
は
遍
く
光
り
輝
い
て
ゐ
た
。
大
源
太

山
は
セ
ン
ノ
澤
を
深
く
引
い
て
、三
園
街
道
を
眸
脱
し
て
ゐ
た
。

二
〇
〇

二
居
の
子
供
達
は
久
し
振
の
快
晴
に
喜
び
勇
ん
で
習
手
製
の
ス

キ
ー
を
穿
い
て
、
戸
外
に
遊
び
戯
れ
て
ゐ
る
。
私
の
訪
間
は
非

常
な
驚
異
で
あ
つ
た
ら
し
い
、
子
供
等
は
私
の
ス
キ
ー
の
造
り

が
、餘
り
に
も
彼
等
と
そ
れ
と
異
つ
て
ゐ
る
の
に
驚
い
て
ゐ
た
。

二
居
の
本
陣
富
澤
直
治
郎
氏
の
家
は
二
居
の
中
央
に
位
し
衛

道
の
東
側
に
あ
つ
て
村
役
場
と
宿
屋
を
乗
ね
て
ゐ
る
。
宿
の
前

は
熊
狩
の
名
手
富
澤
元
吉
の
家
が
あ
つ
て
、
仙
ノ
倉
山
へ
は
元

吉
の
弟
孝
太
郎
を
案
内
者
と
し
て
依
頼
を
す
る
事
に
な
つ
た
。

翌
早
朝
、
仙
ノ
倉
山
の
登
頂
を
志
し
て
飛
び
起
き
れ
ば
．
天

候
は
一
憂
し
て
戸
外
は
猛
烈
な
吹
雲
で
あ
る
。
う
ら
ヽ
か
だ
つ

た
春
日
和
は
再
び
寒
い
各
と
な
つ
た
。
そ
し
て
共
後
数
日
は
ヒ

ユ
１
／
ヽ
と
吹
き
荒
む
雪
の
日
が
績
い
て
暗
い
忍
従
の
生
活
が

績
け
ら
れ
た
。
然
し
三
園
村
の
生
活
は
決
し
て
不
愉
快
な
も
の

で
は
な
か
つ
た
。
本
陣
の
園
濾
裏
に
坐
つ
て
幕
末
の
戦
争
の
物

語
を
聞
い
た
り
．
前
の
元
吉
の
家
に
行
つ
て
は
熊
狩
の
勇
批
な

話
を
耳
に
し
て
、
二
居
に
来
た
日
の
様
な
快
晴
を
待

つ
て
ゐ

た
。
就
中
、
最
も
私
を
慰
め
て
呉
れ
た
の
は
小
さ
な
ス
キ
ー
友

達
で
あ
る
。
吹
雲
の
日
も
風
の
日
も
、
こ
の
友
達
は
學
校
が
経

る
と
私
を
迎
へ
に
来
る
。
そ
し
て
一
同
打
連
れ
て
セ
ン
ノ
澤
の

奥
に
ス
キ
ー
を
滑
ら
し
、
そ
し
て
デ
ヤ
ン
プ
墓
を
造
り
、
又
二

て了 ア丁



居
峠
よ
Ｌ
直
滑
降
を
し
て
、は

業
ん
だ
。
或
る
日
は
學
校
の
授
業

を
早
く
切
上
げ
て
ぅ
校
長
先
生
が
先
頭
に
村
の
青
年
迄
も
参
加

し
て
ス
キ
ー
の
講
留
會
が
開
か
れ
た
。
そ
し
て
私
は
共
後
ス
キ

ー
の
先
生
と
い
ふ
非
常
に
耳
ざ
わ
り
な
別
得
を
以
て
、
村
人
か

ら
ス
キ
ー
の
友
達
か
ら
親
し
く
呼
ば
れ
る
様
に
な
つ
た
。

二
居
を
訪
れ
て
よ
り
十
日
間
、
多
く
の
出
来
事
は
あ
つ
た
。

三
月
十
二
日
の
山
の
紳
様
の
祭
薩
は
雲
に
埋
れ
た
山
村
の
軍
調

を
破
る
賑
ひ
で
あ
つ
た
。
そ
の
日
は
九
時
頃
よ
り
素
晴
ら
し
い

快
晴
に
な
つ
た
が
既
に
出
嚢
の
時
期
を
逃
し
て
ゐ
た
。
叉
一
度

は
セ
ン
ノ
澤
を
登
つ
て
大
源
太
の
頂
近
く
迄
登
つ
た
が
、
吹
雪

に
遭
過
し
て
引
返
し
た
事
も
あ
つ
た
。

二
月
十
六
日
　
こ
の
日
も
顔
を
上
げ
ら
れ
な
い
様
な
激
し
い

吹
雲
の
日
で
あ
る
。
風
邪
氣
味
の
不
快
さ
と
連
日
の
悪
天
候
に

こ
れ
以
上
の
滞
在
も
出
来
衆
ね
、
三
國
峠
を
越
え
る
べ
く
洩
貝

の
宿
綿
貫
氏
方
に
一
夜
を
過
せ
ば
、
数
日
本
私
を
苦
し
め
た
吹

雲
は
一
掃
さ
れ
待
ち
こ
が
れ
た
春
の
日
が
訪
れ
た
。
軽
い
練
習

意
味
で
昨
夜
夜
更
け
て
洩
員
を
訪
れ
た
四
高
の
藤
田
君
等
と
共

に
三
國
峠
に
登
り
．
三
國
山
の
頂
に
立
ち
そ
し
て
北
ノ
リ
澤
を

下
つ
た
軽
い
一
月
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
愉
快
な
も
の
で
あ
つ

た
。
雲

一
つ
な
い
澄
み
渡
る
蒼
塞
の
下
に
仰
ぐ
自
と
青
の
曲
線

難
　
　
録
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

は
美
し
き
限
り
で
あ
る
。
大
源
太
山
よ
り
仙
ノ
倉
山
に
績
く
廣

い
山
稜
に
は
雲
も
消
え
て
ゐ
た
。

軽
い
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
維
へ
て
淀
貝
に
滑
り
込
ん
だ
私
は
明

日
の
登
高
を
夢
見
つ
ゝ
直
ち
に
二
居
へ
再
ぴ
三
國
街
道
を
歩
い

た
。
二
居
の
本
陣
の
人
た
も
ス
キ
ー
の
小
さ
な
友
達
も
非
常
に

喜
ん
で
呉
れ
た
。

笙
二
月
十
八
日
、
塞
は
申
分
な
く
晴
渡
つ
て
ゐ
る
。
夜
の
自

む
の
を
待
つ
て
出
嚢

（六
時
十
五
分
）
、同
行
者
は
先
日
大
源
太

山
ま
で
案
内
を
し
て
呉
れ
た
本
陣
の
前
の
富
澤
孝
太
郎
と
い
ふ

元
氣
な
熊
狩
の
猫
師
で
あ
る
。
菅
笠
に
簑
Ｄ
鐵
砲
を
肩
に
手
に

は
舟
人
の
持
つ
櫂
に
似
た
も
の
を
持
つ
て
ゐ
る
。
手
コ
シ
キ
と

か
言
ふ
。

セ
ン
ノ
澤
を
東
へ
廣
い
干
坦
な
谷
を
進
ん
で
行
く
。
昨
日
の

快
晴
で
表
居
は
精
た
ク
ラ
ス
ト
を
な
し
て
ゐ
る
。
や
が
て
谷
は

右
に
折
れ
、
暫
く
杉
の
植
林
の
申
を
行
く
。
先
日
遡
つ
た
時
セ

ン
ノ
澤
の
本
谷
と
思
は
れ
た

一
六

一
三
米
の
三
角
黙
の
北
側
の

澤
で
あ
る
。
然
し
今
日
は
本
谷
よ
り
北
寄
り
の
コ
ウ
ガ
イ
ヒ
ド

の
澤
に
入
り
、
村
界
尾
根
を
目
指
し
た
。
北
斜
面
の
鶯
で
も
あ

ら
う
、
粉
雲
は
軽
く
舞
ひ
あ
が
る
。

二０
一

脇 三 第 年 五 十 二 第 岳 山
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難
　
　
録
　
　
○
積
彗
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

や
が
て
澤
を
登
り
切
れ
ば
大
源
太
山
よ
り
走
る
山
稜
の
西
の

一
角
に
出
る
。
仙
ノ
倉
谷
を
隔
て
ヽ
眺
め
る
仙
ノ
倉
山
は
費
に

優
美
で
あ
つ
た
八
海
山
。
中
ノ
岳
を
初
め
て
眼
前
に
展
開
さ
れ

る
重
昼
た
る
雲
山
は
山
男
の
み
知
る
美
さ
で
あ
ら
う
。
平
坦
な

大
源
太
山
の
北
側
を
絡
み
つ
ム
筒
も
進
む
と
、
氷
結
し
た
北
斜

面
は
石
楠
花
も
個
松
も
雲
に
覆
は
れ
て
固
く
ら
途
に
ア
イ
ゼ
ン

に
は
き
替
へ
る
。
一
月
の
友
色
の
印
象
は
何
虎
へ
か
浩
え
た
り
ｂ

線
て
の
苦
惜
は
こ
の
瞬
間
に
於
て
一
掃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
晴

れ
渡
つ
た
春
の
日
は
霞
に
包
ま
れ
て
遠
く
の
山
々
は
仰
が
れ
な

い
と
し
て
も
、
日
は
曖
く
雲
面
は
輝
い
て
ゐ
る
。
大
源
太
山
と

仙
ノ
倉
山
の
鞍
部
は
風
営
り
の
強
い
故
か
雲
は
滑
え
て
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
の
群
落
が
現
れ
て
ゐ
る
。
軽
い
中
食
を
探
リ
ス
キ
ー
を
置

い
て
仙
ノ
倉
山
に
向
ふ
。
東
に
約

一
時
間
山
稜
を
偉
つ
て
途
に

そ
の
頂
に
立
つ
事
が
出
来
た

（
正
午
）。
三
角
櫓
の
残
骸
が
淋
し

く
立
つ
て
ゐ
る
。
萬
太
郎
山
は
毛
度
澤
に
深
く
裾
を
引
い
て
賢

に
大
き
い
。
仙
ノ
倉
山
よ
り
東
に
つ
ｒ
く
山
稜
は
銃
く
ヱ
ビ
ス

大
黒
の
頭
は
赤
谷
側
に
岩
膚
を
露
は
じ
黒
と
白
と
の
封
照
は
雄

た
し
く
美
し
い
も
の
で
あ
つ
た
。

久
懸
の
頂
に
立
つ
獣
喜
に
満
ち
た
憩
ひ
も
長
く
は
許
さ
れ
な

い
。
大
源
太
山
の
南
尾
根
を
下
つ
て
洩
貝
ま
で
行
く
豫
定
が
残

〓
０
ニ

つ
て
ゐ
る
。
午
後

一
時
頂
を
辞
し
て
今
迄
忘
れ
て
ゐ
た
鞍
部
を

見
る
と
、
頂
に
向
ふ
黒
い
人
影
が
三
つ
動
い
て
ゐ
る
。
浅
貝
よ

り
登
つ
た
四
高
の
人
々
で
あ
る
。
暖
か
い
春
の
陽
を
満
身
に
浴

び
て
雲
の
沿
え
た
草
原
に
大
塞
を
仰
ぎ
つ
ゝ
藤
田
君
の
一
行
を

待
つ
た
。
孝
太
郎
も
私
の
氣
持
を
汲
ん
で
今
日
の
快
晴
を
心
か

ら
喜
ん
で
呉
れ
た
。

大
源
太
山
の
頂
は
踏
ま
す
に
南
側
を
絡
む
と
、
ス
ラ
ロ
ー
ム

を
描
く
に
充
分
な
大
斜
面
が
展
開
さ
れ
る
。
午
後
の
太
陽
を
浴

び
た
ザ
ラ
メ
雲
、
息
詰
る
様
な
緊
張
の
一
瞬
間
が
過
ぎ
れ
ば
藤

田
君

一
行
は
逢
か
後
方
に
黒
黙
を
止
め
る
の
み
。
河
内
澤
の
頭

と
の
鞍
部
に
藤
田
君

一
行
の
ス
キ
ー
は
置
か
れ
て
あ
つ
た
。
彼

等
は
今
朝
洩
貝
を
嚢
つ
て
夫
丸
本
の
東
を
越
え
、
河
内
澤
に
入

り
、
イ
ワ
ノ
澤
を
登
つ
て
此
虎
に
達
し
た
と
の
事
で
あ
る
。
河

内
澤
の
頭
ま
で
の
僅
か
の
尾
根
は
大
き
な
雲
庇
と
密
生
す
る
灌

木
に
遮
ら
れ
て
一
寸
登
る
氣
も
起
ら
な
い
。
結
局
河
内
澤
に
下

る
事
に
決
め
て
第
二
回
の
中
食
を
探
る

（
一
・
五
五
―
二
・
三

〇
）。河

内
澤
の
本
谷
に
落
合
ふ
迄
山
毛
欅
の
樹
間
を
縫
つ
て
楽
し

い
滑
降
を
績
け
る
。
河
内
澤
は
廣
い
緩
か
な
澤
で
、
樹
間
に
仰

ぐ
苗
場
山
は
高
く
夕
陽
を
浴
び
て
浮
ん
で
ゐ
る
。
や
が
て
干
坦

行 愛 月 十 年 五 和 昭
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な
雲
面
を
ス
ケ
ー
テ
イ
ン
グ
を
楽
し
み
乍
ら
下
れ
ば
ゲ
タ
小
屋

の
前
に
出
る
。
杓
子
を
作
る
人
々
は
木
を
伐
り
に
行
つ
た
の
で

あ
ら
う
、
人
影
も
な
い
ｃ
寛
の
水
に
喉
を
潤
し
更
に
西
へ
あ
の

落
葉
松
の
ス
ツ
キ
リ
と
立
つ
人
打
峠
の
雪
原
に
ス
キ
ー
を
滑
ら

せ
た
。

吹
雲
の
後
の
二
日
間
は
三
國
山
へ
仙
ノ
倉
山
へ
と
賛
に
慌
じ

か
つ
た
。
業
し
く
山
を
憶
ふ
一
日
の
体
養
も
な
い
。
釜
十
九
日

は
瓢
然
と
只

一
人
三
國
峠
を
越
え
た
。
此
の
日
は
前
日
の
様
な

蒼
塞
は
仰
が
れ
な
か
つ
た
が
、南
風
の
吹
く
唆
い
日
で
あ
つ
た
。

苗
場
山
の
頂
上
は
無
氣
味
な
黒
雲
が
漂
つ
て
ゐ
る
、
恐
ら
く
又

吹
雲
と
興
る
の
で
あ
ら
う
。

三
國
峠
の
お
宮
は
雲
に
埋
れ
て
尾
根
の
み
が
現
れ
て
ゐ
る
。

南
風
は
強
く
吹
き
つ
け
て
来
た
。
上
州
側
へ
大
き
な
雲
庇
を
切

つ
て
滑
る
。
中
食
を
と
つ
て
か
ら
僅
か
な
踏
跡
を
頼
り
に
法
師

温
泉
へ
と
更
に
三
図
街
道
を
行
く
。
永
井
附
近
よ
り
雲
は
滑
え

雲
溶
け
の
道
を
雨
に
濡
れ
な
が
ら
然
し
大
き
な
喜
び
を
胸
に
抱

き
つ
ゝ
都
へ
急
い
だ
。

所
要
時
間

十
七
日
　
三
國
山
　
湊
貝
（九
、
一
五
）―
お
助
小
合
（
一
〇
、
一
〇
）―

三
凹
峠
（
一―
、〇
〇
―
一
一
、
三
五
〕
ｆ
三
國
山
（
一
二
、
三
五
―
一

難
　
　
録
　
　
〇
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

二
、四
五
）―
河
内
澤
の
頭
と
の
鞍
部
（
一
、
二
〇
）―
漢
貝

（
二
、
五
五

―
四
、○
○
〕―
二
居
（
五
、
一
〇
）

十
八
日
　
仙
ノ
倉
山
　
二
居
（六
、
一
五
）
―
尾
根
に
出
る
（九
、
三
〇
）

―
仙
ノ
倉
山

（
一
、
二
〇
〇
―
一
、○
○
）
―
河
内
澤
の
頭
北
の
鞍
部

（
一
、
五
五
―
二
、
三
〇
）―
ダ
タ
小
屋
（
二
、
五
五
―
三
、
二
〇
）―
元
橋

（
四
、〇
〇
―
四
、四
五
）―
満
貝
（
五
、
三
〇
）

土

樽

村

ヘ

春
の
三
國
街
道
の
族
を
忘
れ
乗
ね
て
次
の
年
（
一
九
三
〇
年
）

二
月
二
十
四
日
の
書
近
く
思
出
の
深
い
越
後
湯
澤
に
下
車
、
仙

ノ
倉
山
の
山
懐
に
抱
か
れ
る
べ
く
土
樽
村
へ
向
つ
た
。
同
行
者

は
法
政
大
學
山
岳
部
の
大
木
、
阿
部
雨
粛
。
今
度
の
族
は
三
國

街
道
を
歩
い
た
時
の
様
な
手
軽
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
馴
鹿

の
シ
ュ
ラ
ー
フ
ザ
ツ
ク
や
天
幕
等
、
露
螢
道
具

一
式
を
措
い
で

ゐ
る
。
折
よ
く
土
樽
村
へ
行
く
ト
ン
ネ
ル
エ
事
の
建
設
列
車
に

便
乗
す
る
事
を
得
て
土
樽
村
の
登
山
案
内
組
合
長
創
持
政
吉
氏

の
家
を
訪
れ
た
。

既
に
手
紙
で
依
頼
し
て
置
い
た
の
で
初
封
面
に
も
拘
ら
す
、

私
達
を
快
く
迎
へ
て
く
れ
た
の
は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。
登

山
の
打
合
せ
と
人
夫
の
交
渉
も
す
ら
／
ヽ
と
運
ん
で
行
つ
た
。

二
〇三
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行 壼 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

そ
し
て
人
夫
に
は
松
川
の
薇
師
創
持
榮
作
と
牛
澤
忠
善
の
二
人

が
撰
ば
れ
て
ゐ
た
。

夕
陽
の
沈
む
頃
、
政
吉
さ
ん
は
戸
外
に
立
つ
て
赤
々
と
輝
く

國
境
の
山
々
を
指
し
て
は
細
た
と
諭
明
を
し
て
呉
れ
た
。
廣
い

高
太
郎
谷
の
奥
に
は
回
頂
の
茂
倉
岳
が
あ
る
。
正
面
に
は
越
後

富
士
と
呼
ば
れ
る
サ
ゴ
ノ
峯

（萬
太
郎
山
）
の
均
衡
の
と
れ
た

美
し
い
山
容
、
そ
の
西
に
は
三
ノ
字
（仙
ノ
倉
山
）
が
銑
い
山
頂

を
見
せ
て
ゐ
る
。

数
日
米
の
快
晴
つ
ｗ
き
と
。
近
年
に
な
い
雲
不
足
の
震
に
附

近
で
は
ス
キ
ー
の
練
習
も
出
来
な
い
程
雲
は
沿
え
て
ゐ
る
。
然

し
塞
は
明
日
の
天
候
を
約
す
る
如
く
。
美
し
い
夕
燒
に
輝
い
て

ゐ
た
。

萬

太

郎

山

翌
三
月
二
十
五
日
、
早
朝
二
人
の
案
内
者
は
松
川
か
ら
や
つ

て
来
た
。
二
．
三
日
の
食
料
を
準
備
し
政
吉
さ
ん
に
見
途
ら
れ

て
山
口
に
向
ふ
（八
時
四
十
分
）。
村
端
れ
で
ス
キ
ー
を
は
き
、

シ
ナ
ノ
キ
の
原
を
南
に
、
夏
路
通
り
仙
ノ
倉
山
を
目
指
し
て
進

ん
だ
。
小
松
澤
迄
は
平
坦
な
積
の
雲
原
を
行
く
。
毛
度
澤
と
仙

ノ
倉
澤
の
出
合
に
着
い
た
の
が
十
時
三
十
分
。
こ
の
二
つ
の
澤

二
Ｃ
四

は
略
々
等
し
い
水
量
を
以
て
合
流
し
て
ゐ
る
。
仙
ノ
倉
澤
に
架

け
ら
れ
た
丸
木
橋
を
渡
つ
て
、
毛
度
澤
に
入
り
ゝ
左
岸
の
山
毛

捧
林
の
中
に
ス
キ
ー
を
滑
ら
せ
る
。
小
屋
場
澤

（湯
澤
固
幅
．

毛
度
澤
の
毛
の
字
の
所
へ
南
よ
り
入
る
澤
）
附
近
よ
り
漸
く
谷

が
狭
ま
り
、
雪
橋
を
利
用
し
て
右
岸
左
岸
と
自
由
に
進
む
事
が

出
来
る
様
に
な
る
。
左
よ
り
入
る
デ
ト
イ
ノ
マ
チ
ノ
澤
は
ひ
ら

け
た
大
き
な
澤
で
あ
る

（
毛
度
澤
の
澤
の
字
の
所
へ
東
よ
り
入

る
澤
）。
そ
の
奥
に
は
萬
太
郎
山
の
一
部
が
見
え
る
。

連
日
の
好
晴
の
篤
に
雲
は
固
く
ス
キ
ー
も
輪
カ
ン
デ
キ
も
同

じ
速
度
で
進
む
事
が
出
来
る
。
十
二
時
二
十
分
、
オ
キ
イ
ノ
マ

チ
ノ
澤
（四
寓
国
幅
、
毛
度
澤
の
毛
の
字
へ
東
よ
り
入
る
澤
）
の

出
合
に
着
く
。
毛
度
の
越
路
が
手
に
と
る
様
に
近
く
見
え
る
。

萬
太
郎
山
に
登
る
に
は
オ
キ
イ
ノ
マ
チ
ノ
澤
が
最
も
近
い
様

に
思
は
れ
る
。
出
合
附
近
を
露
螢
地
と
決
め
て
、
一
同
書
飯
を

と
つ
た
。

一
時
二
十
五
分
軽
装
に
て
高
太
郎
山
に
向
ふ
。
山
毛

欅
林
の
中
を
自
由
に
電
光
形
に
登
る
と
澤
は
相
営
の
急
傾
斜
で

南
面
に
は
大
き
な
上
居
雲
崩
の
跡
が
あ
る
。　
一
五
〇
〇
米
附
近

で
急
傾
斜
の
林
は
経
り
廣
い
一曇
地
へ
出
る
事
が
出
来
た
。
大
笹

不
と
呼
ば
れ
る
所
で
あ
つ
て
素
晴
し
い
岳
樺
が
散
在
し
て
ゐ

る
。
午
後
の
張
烈
な
陽
を
受
け
て
雪
面
は
ザ
ラ
メ
と
な
り
、
ス
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キ
ー
滑
走
に
は
好
適
の
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
と
な
つ
て
ゐ
る
。
未

だ
頂
は
遠
い
。
西
方
に
は
深
く
落
込
ん
だ
毛
度
澤
を
隔
て
ヽ
仙

ノ
倉
山
の
雄
姿
が
仰
が
れ
る
。
山
頂
は
美
し
く
輝
き
陰
影
は
長

く
雲
面
に
そ
し
て
叉
東
北
面
は
水
鏡
の
様
な
輝
き
を
持
つ
て
ゐ

る
。
恐
ら
く
フ
イ
ル
ム
ク
ラ
ス
ト
で
あ
ら
う
。

更
に
萬
太
郎
山
の
南
の
肩
を
目
指
し
て
登
高
を
績
け
る
。
大

笹
干
を
過
ぎ
る
と
灌
木
も
な
く
再
び
急
斜
面
と
な
つ
て
キ
ツ
ク

タ
ー
ン
を
繰
返
へ
す
度
毎
に
滑
落
の
危
険
を
思
は
せ
る
。
山
頂

よ
り
百
米
程
下
で
途
に
ス
キ
ー
を
腕
ぎ
、
ア
イ
ゼ
ン
に
履
き
替

へ
て
進
み
、
四
時
二
十
五
分
萬
太
郎
山
の
三
角
黙
に
立
つ
。
雲

は
吹
き
排
は
れ
て
草
地
の
露
出
し
た
所
も
あ
る
。
東
に
走
る
山

稜
は
銑
い
、雲
庇
は
総
て
上
州
側
に
大
き
く
張
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

茂
倉
岳
よ
り
谷
川
岳
に
つ
ゞ
く
銀
鞍
も
美
し
い
。
そ
の
後
の
笠

ケ
岳
は
最
も
雄
大
な
姿
で
あ
ら
う
。

夕
間
と
寒
さ
に
追
は
れ
て
違
た
に
頂
を
辞
す

（四
時
五
十

分
）。
ザ
ラ
メ
雲
の
鶯
に
ア
イ
ゼ
ン
の
八
本
の
爪
で
さ
へ
充
分
に

止
ま
ら
な
い
。
ビ
ツ
ケ
ル
を
持
た
な
か
つ
た
私
達
は
非
常
に
不

安
な
気
持
に
囚
は
れ
て
し
ま
つ
た
。
榮
作
達
は
五
寸
も
あ
る
長

い
爪
の
四
本
足
の
カ
ン
デ
キ
を
履
い
て
ゐ
る
の
で
少
し
も
驚
か

す
直
滑
降
の
如
く
に
飛
び
下
り
て
行
つ
た
。
私
達
を
苦
し
め
た

難
　
　
録
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

ザ
ラ
メ
雲
も
ス
キ
ー
を
履
け
ば
事
ろ
快
い
。
大
笹
不
を
目
指
し

て
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
描
き
、
豆
粒
の
様
に
見
え
た
榮
作
を
追
ひ
抜

く
の
も

一
瞬
時
だ
。
オ
キ
イ
ノ
マ
チ
ノ
澤
は
既
に
目
が
蔭
つ
て

し
ま
つ
て
不
快
な
プ
レ
ー
カ
ブ
ル
ク
ラ
ス
ト
の
面
を
無
理
に
滑

り
つ
ゝ
六
時
、
出
合
の
露
螢
地
に
着
い
た
。

や
が
て
黄
昏
の
迫
る
雲
の
谷
間
に
テ
ン
ト
は
張
ら
れ
た
。
春

と
は
言
へ
日
浅
後
の
寒
さ
は
激
し
い
。
灌
木
の
小
枝
を
敷
物
と

し
た
の
み
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
食
後
の
紅
茶
も
沸
さ
す
に
濡
れ

も
の
も
そ
の
儘
に
、
休
養
を
第

一
と
早
く
か
ら
テ
ン
ト
に
入
つ

て
し
ま
つ
た
。
猫
師
の
榮
作
達
は
毛
度
を

一
枚
脊
中
に
嘗
て
た

の
み
で
、
焚
人
の
前
に
暉
ま
つ
て
夜
を
明
か
し
て
ゐ
た
。

時
　
間

土
樽
村
（
八
、四
五
）―
蓬
澤
出
合

（九
、
一
五
）―
小
松
澤

（
一
〇
、
ニ

○
）―
仙
ノ
倉
澤
毛
度
澤
出
合

（
一
〇
、
三
〇
―
一
一
、〇
〇
）―
オ
キ

イ
ノ
マ
チ
ノ
澤

（
一
二
、
二
〇
―
一
、
二
五
）
―
大
笹
手

（
二
、五
〇
）

―
萬
太
郎
山
（四
、
二
五
―
四
、五
〇
）―
キ
ヤ
ン
プ
（
六
、〇
〇
）

仙

ノ

倉

山

二
月
十
六
日
、
毛
度
澤
の
一
夜
は
静
か
に
明
け
た
素
晴
ら
し

く
晴
渡
っ
た
朝
で
あ
る
。
吹
雲
も
春
雨
も
上
越
の
山
々
に
は
訪

れ
る
の
を
打
忘
れ
た
か
と
思
は
れ
る
程
、
来
る
朝
は
常
に
期
か

二０二
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行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

な
蒼
察
が
輝
い
て
ゐ
た
。

ヱ
ビ
ス
大
黒
の
頭
は
既
に
朝
日
を
浴
び
て
美
し
い
。
九
時
五

分
仙
ノ
倉
山
に
向
っ
て
出
嚢
、
毛
度
澤
を
上
へ
．
シ
ツ
ケ
イ
ノ

澤
を
目
指
す

（
四
萬
固
幅
、
仙
ノ
倉
山
よ
り
東
北
に
流
れ
毛
度

澤
の
度
の
字
に
入
る
澤
）。僅
か
数
分
に
し
て
シ
ツ
ケ
イ
ノ
澤
の

落
口
に
達
し
た
、
明
る
い
緩
か
な
澤
で
あ
る
。
地
形
固
に
示
さ

れ
た
岩
場
も
見
え
す
雲
に
埋
れ
た
澤
は
雨
岸
に
小
さ
い
灌
木
が

散
在
す
る
の
み
で
ス
キ
ー
に
は
面
白
さ
う
な
谷
で
あ
る
。
〓
「

四
丁
登
っ
た
所
で
大
き
く
左
折
し
て
ゐ
て
。
こ
の
地
黙
に
非
常

に
大
き
な
デ
プ
リ
を
見
た
。
正
面
の
澤
印
ち
西
よ
り
入
る
小
澤

の
上
部
よ
り
嚢
し
た
上
居
雲
崩
の
一
種
で
あ
ら
う
。
條
痕
を
残

し
、
雨
岸
の
雲
は
深
く
剃
り
取
ら
れ
て
ゐ
る
。

狂
暴
限
り
な
き
雲
崩
の
偉
力
を
語
り
合
ひ
つ
ゝ
、
私
達
は
左

折
し
て
シ
ツ
ヶ
イ
ノ
澤
を
更
に
進
ん
だ
。
本
澤
は
デ
ブ
リ
一
つ

見
ら
れ
ぬ
、
歩
き
い
ゝ
谷
で
あ
る
。
そ
の
奥
に
は
仙
ノ
倉
の
山

頂
と
東
北
面
の
魅
力
に
充
ち
た
ス
ロ
ー
プ
と
が
仰
が
れ
る
。
暑

さ
に
喘
ぎ
な
か
ら
電
光
形
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
刻
ん
で
行
く
。　
一

六
〇
〇
米
附
近
よ
り
澤
は
開
け
て
ゝ
宏
大
な
ス
ロ
ー
プ
が
頂
に

走
つ
て
ゐ
る
。

頂
は
近
づ
い
た
、
私
達
は
一
九
〇
〇
米
附
近
に
ス
キ
ー
を
置

〓
０
六

き
ア
イ
ゼ
ン
を
履
い
て
直
接
に
山
鼓
を
目
指
し
た
。
傾
斜
度
が

増
す
と
共
に
雲
面
は
固
く
凍
結
し
て
緊
張
し
た
ス
テ
ツ
プ
を
運

ぶ
。
十
二
時
五
十
分
途
に
頂
に
立
つ
。
頂
は
二
峯
に
別
れ
三
角

黙
は
そ
の
南
の
ビ
ー
ク
に
あ
る
。
尾
根
に
は
張
い
冷
い
北
風
が

吹
い
て
居
る
。
頂
の
印
象
は
深
い
―
―
昨
年
の
各
は
又
春
は
三

國
村
よ
り
こ
の
頂
を
憧
れ
て
幾
度
か
吹
雲
と
同
っ
た
事
で
あ
ら

う
。
朽
ち
は
て
た
櫓
の
残
骸
が
相
憂
ら
す
寒
さ
の
中
に
淋
し
く

見
え
る
の
み
。
尾
根
の
南
側
に
風
を
除
け
て
ら
上
州
の
山
々
を

仰
ぎ
つ
ゝ
一
行
は
食
事
を
と
っ
た
。
越
後
の
山
た
は
霞
に
模
糊

と
し
て
ゐ
る
が
．
重
昌
た
る
上
信
の
群
峯
は
自
く
輝
く
。
線
て

が
春
の
山
の
静
け
さ
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
。

一
時
牛
仙
ノ
倉
山
の
山
頂
を
後
に
シ
ツ
ヶ
イ
ノ
澤
に
下
る
。

登
路
の
凍
結
し
た
急
斜
面
を
避
け
て
北
方
に
走
る
尾
根
に
滑
う

て
百
米
程
下
り
、
そ
し
て
東

ヘ
ス
キ
ー
デ
ポ
ー
ヘ
と
行
く
。
此

虎
は
既
に
ザ
ラ
メ
雲
と
な
り
、
滑
降
に
は
申
分
の
な
い
コ
ン
デ

イ
シ
ヨ
ン
だ
。
昨
夕
Ｄ
萬
太
郎
山
の
頂
で
憧
れ
て
ゐ
た
鏡
の
様

な
面
を
滑
走
す
る
時
が
末
た
。
頂
き
の
寒
さ
も
風
も
已
で
に
な

く
、
太
陽
は
強
く
輝
い
て
暑
い
位
だ
。
幾
度
か
雲
を
嘱
っ
た
事

で
あ
ら
う
。
榮
作
達
は
兎
狩
を
す
る
篤
に
灌
木
の
生
え
た
尾
根

を
巻
い
て
行
っ
た
。
銃
聾
の
起
る
度
毎
に
獲
物
を
想
ひ
つ
■
私

( 573 ヽ



続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

達
は
ス
キ
ー
を
飛
ば
し
て
二
時
四
十
五
分
露
螢
地
に
戻
っ
た

．

三
十
分
程
遅
れ
て
榮
作
達
は
婦
っ
て
来
た
が
期
待
し
て
ゐ
た

獲
物
は
一
っ
も
な
い
。雅
て
私
達

一
行
は
テ
ン
ト
を
昌
み
、再
び

ス
キ
ー
を
穿
い
て
土
樽
村
へ
向
っ
た
。
春
の
晴
れ
た
二
日
間
は

谷
の
雲
に
も
激
し
い
憂
化
を
興
へ
て
め
た
。
昨
日
容
易
に
渡
れ

た
雲
橋
の
二
三
は
跡
形
も
な
い
。
仙
ノ
倉
谷
の
落
合
迄
幾
度
か

ス
キ
ー
を
腕
い
で
靴
を
濡
ら
し
た
。
ワ
ツ
ク
ス
を
塗
り
直
し
て

は
楽
し
い
家
路
へ
の
滑
走
を
績
け
丁
度
三
の
字
の
頭
が
赤
々
と

夕
陽
に
輝
く
頃
、
政
吉
さ
ん
に
迎
へ
ら
れ
て
そ
の
家
の
人
と
な

っ
た

（六
時
十
五
分
）。深
切
な
出
の
好
き
な
政
吉
さ
ん
は
私
達

の
無
事
に
下
山
し
た
事
を
我
事
の
様
に
心
か
ら
欣
ん
で
ゐ
た
。

そ
し
て
私
達
が
頂
上
に
達
す
る
頃
ゝ
彼
は
仕
事
も
手
に
つ
か
す

村
か
ら
双
眼
鏡
で
見
守
っ
て
ゐ
て
呉
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

キ
ヤ
ン
プ
（九
、〇
五
）―
ン
ツ
ケ
イ
澤
（九
、
一
五
）―
仙
ノ
倉
山
（
一

二
、
五
〇
―

一
、
三
〇
）―
キ
ヤ
ン
プ
（
二
、四
五
）―
土
樽
（
六
、
一
五
）

茂
倉
岳
、
谷
川
富
士

清
水
ト
ン
ネ
ル
の
越
後
側
の
入
日
は
高
太
郎
谷
の
合
流
黙
よ

り
数
町
下
流
、
流
れ
が
大
き
く
北
に
カ
ー
プ
し
た
所
で
あ
る
。

こ
の
附
近
に
は
鐵
道
工
事
の
人
々
の
泊
る
家
や
作
業
場
の
軒
を

難
　
　
録
　
　
○
積
雪
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

列
べ
た
電
燈
の
爆
々
と
輝
く
一
市
衛
が
あ
る
。，
そ
し
て
こ
の
市

街
へ
は
湯
澤
よ
り
定
期
の
列
車
が
運
韓
さ
れ
人
々
を
ト
ン
ネ
ル

に
運
び
込
ん
で
ゐ
る
。

仙
ノ
倉
山
よ
り
婦
っ
た
次
の
日
（
三
月
十
七
日
）
は
茂
倉
岳
に

登
る
に
適
し
た
快
晴
で
あ
っ
た
。

一
同
は
相
営
に
疲
勢
を
感
じ

て
ゐ
た
が
↓
今
日
の
天
候
を
逃
す
氣
に
も
な
ら
ず
出
嚢
と
決
め

る
。
斯
く
し
て
私
達
は
午
前
六
時
松
川
停
車
場
嚢
の
汽
車
に
乗

る
豫
定
で
あ
っ
た
が
準
備
の
都
合
で
乗
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
約

束
し
て
ゐ
た
松
川
の
榮
作
は
一
人
で
ト
ン
ネ
ル
の
人
口
に
ぼ
ん

や
り
待
っ
て
ゐ
る
事
で
あ
ら
う
。

足
を
痛
め
た
山
友
を
一
人
残
し
て
大
木
君
と
二
人
で
土
緯
村

を
出
た
の
は
七
時
十
分
。
汽
車
の
レ
ー
ル
道
を
約

一
時
間
歩
い

て
榮
作
の
待
ち
倦
ん
で
ゐ
る
虎
へ
着
く
。
作
業
場
を
過
ぎ
工
事

の
人
々
の
住
む
長
屋
を
離
れ
る
と
。高
太
郎
谷
の
落
合
も
近
い
。

此
虎
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
穿
く
。
サ
ゴ
ー
ノ
峯
（萬
太
郎
山
）
は

谷
を
通
し
て
峨
々
と
響
え
て
ゐ
る
。
山
頂
附
近
の
岩
稜
は
雲
も

付
け
す
銃
い
山
稜
は
東
方
に
走
る
。
谷
は
相
営
に
廣
く
開
ら
け

山
毛
棒
の
林
も
見
ら
れ
る
が
、
山
頂
近
く
に
な
つ
て
は
線
て
が

雲
と
岩
の
壁
だ
。

茂
倉
谷
の
落
合
に
近
く
谷
の
急
に
狭
ま
つ
た
所
が
あ
る
、
村

二
〇を

(574)



行 獲 月 一 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
積
雪
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

人
は
ケ
サ
淵
と
呼
び
そ
の
左
岸
に
は
ケ
サ
丸
ノ
原
と
呼
ぶ
雲
原

が
あ
る
。
そ
し
て
又
右
岸
に
は
山
と
は
不
調
和
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
園
塔
が
建
つ
て
ゐ
る
。
ビ
ザ
の
斜
塔
が
一
寸
思
ひ
浮

ば
れ
て
来
る
。
勿
論
そ
ん
な
古
典
的
色
彩
の
も
の
で
ば
な
い
ぅ

僅
か
二
、
三
十
尺
の
も
の
で
、
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
換
氣
塔
で
あ

る
。近
き
持
末
に
は
こ
の
蓬
洋
の
底
を
汽
車
が
走
る
課
で
あ
る
。

九
時
三
十
分
ゝ
こ
の
塔
の
前
の
流
れ
を
左
岸
に
渉
る
も
三
間

位
の
川
幅
で
あ
る
が
水
量
は
非
常
に
少
い
。
ケ
サ
丸
の
雲
原
を

横
切
り
茂
倉
谷
を
遡
る
。
雲
橋
を
利
用
し
て
左
岸
．
右
岸
と
自

由
に
足
場
を
選
ぶ
事
が
出
来
た
。
雨
岸
は
可
成
り
の
急
傾
斜
を

な
し
左
岸
の
斜
面
か
ら
は
数
條
の
雲
崩
の
跡
を
見
る
。
矢
場
の

澤

（茂
倉
谷
の
倉
の
字
へ
南
よ
り
入
る
澤
）
に
来
る
迄
に
は
大

き
な
底
雲
崩
の
跡
も
二
ゝ
三
を
敷
へ
た
。

こ
の
日
は
靭
か
ら
非
常
に
氣
温
の
高
い
、
南
風
の
強
く
吹
く

日
で
あ
つ
た
。
矢
場
ノ
澤
附
近
に
達
し
た
頃
か
ら
南
面
の
雲
は

活
動
を
始
め
て
来
た
。
茂
倉
谷
を
登
り
詰
め
る
豫
定
で
あ
つ
た

が
雲
の
状
態
を
案
じ
て
私
達
は
北
斜
面
の
矢
場
の
澤
に
登
路
を

憂
更
す
る
事
に
し
た
。
そ
し
て
出
合
に
近
く
、
第

一
回
の
書
食

を
と
つ
た

（
一
一
、
五
０
）
。

矢
場
ノ
澤
は
雲
崩
の
虞
れ
は
な
い
ら
し
く
思
は
れ
た
が
、
雲

一更

が
固
く
斜
面
が
急
な
篤
に
ス
キ
ー
に
は
適
さ
な
い
。
餘
儀
な
く

出
合
附
近
に
ス
キ
ー
を
置
き
、
シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け

て
矢
場
を
目
指
し
た
。
矢
場
―
―
こ
の
言
葉
は
私
達
に
は
耳
新

ら
し
か
つ
た
。
熊
狩
の
時
銃
を
持
つ
た
猫
師
が
山
の
一
角
に
待

つ
て
追
ひ
上
げ
て
来
た
熊
を
打
ち
取
る
所
を
矢
場
と
呼
ん
で
ゐ

る
。
茂
倉
の
矢
場
は
印
ち
矢
場
ノ
澤
ノ
頭
、　
一
五
〇
〇
米
と
記

さ
れ
た
峯
で
あ
る
。

一
時
牛

一
五
０
０
米
の
峯
の
東
の
鞍
部
に

出
る
。
萬
太
郎
山
が
手
に
取
る
様
に
近
い
。
山
頂
附
近
の
銑
い

岩
壁
が
美
し
い
。
過
る
日
、
頂
近
く
迄
ス
キ
ー
を
つ
け
て
登
つ

た
高
太
郎
山
、或
ひ
は
又
、仙
ノ
倉
山
の
頂
よ
り
望
む
サ
ゴ
ー
ノ

峯
の
女
性
的
な
山
容
の
美
し
さ
は
想
像
も
許
さ
れ
な
い
程
だ
。

茂
倉
岳
の
頂
は
非
常
に
遠
い
様
に
思
は
れ
た
。
狭
い
雲
の
山

稜
を
進
む
頃
よ
り
不
安
な
雲
は
増
し
、
そ
し
て
無
氣
味
な
南
風

が
高
太
郎
山
を
越
え
て
吹
い
て
来
た
。
雲
庇
は
南
方
に
張
出
さ

れ
て
ゐ
て
、
山
稜
の
或
る
部
分
は
文
字
通
り
の
側
の
刀
渡
つ
を

思
は
せ
る
。
然
し
又
山
頂
に
近
く
雲
の
浩
え
た
草
原
に
春
の
微

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
静
か
な
山
の
氣
分
を
味
ふ
喜
び
も
あ
る
。

三
角
稜
の
頂
黙
、
茂
倉
岳
の
山
嶺
に
立
つ
た
の
は
二
時
間
後

で
あ
つ
た
。
あ
の
矢
場
よ
り
の
尾
根
偉
ひ
程
疲
勢
を
覺
え
た
事

は
な
か
つ
た
。
頂
の
歎
び
は
大
き
か
つ
た
。
東
方
に
近
く
園
頂

( 575 )
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猥 三 第 年 二 十 二 第 岳 山

の
谷
川
富
士
、
そ
れ
に
つ
ゞ
く
怪
異
な
谷
川
岳
、
そ
し
て
高
太

郎
山
、
最
高
鼎
に
立
つ
て
初
め
て
四
園
の
山
々
の
姿
を
求
め
得
．

た
。私

達
は
更
に
谷
川
富
士
へ
向
つ
た
が
干
坦
な
尾
根
偉
ひ
に
約

二
十
分
を
要
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
鞍
部
は
夏
の
好
露
螢
地
で
あ

る
と
聞
い
て
な
る
。
谷
川
富
士
の
東
側
に
は
大
き
な
雲
庇
が
あ

つ
た
。
物
凄
い
程
屹
立
す
る
一
ノ
倉
谷
の
岩
壁
は
見
窺
ふ
術
も

な
い
。
谷
川
岳
の
頂
は
釜
々
魅
力
を
増
し
て
く
る
。
然
し
最
早

時
間
が
許
さ
な
い
。
三
時
五
十
分
露
途
に
就
く
。

察
は
一
面
に
ド
ン
ヨ
リ
と
曇
り
、
急
に
寒
さ
を
覺
え
る
。
再

び
茂
倉
岳
へ
、
尾
根
偉
ひ
に
矢
場
へ
、
そ
し
て
元
氣
よ
ぐ
茂
倉

谷
の
ス
キ
ー
デ
ボ
ー
ヘ
と
駆
け
下
り
た
。
ス
キ
ー
に
身
を
託
し

て
か
ら
も
、
新
ら
し
い
大
き
な
デ
プ
リ
に
進
行
を
阻
ま
れ
て
自

由
な
滑
走
は
許
さ
れ
な
か
つ
た
。
ヶ
サ
丸
ノ
原
に
達
し
た
頃
は

最
早
雲
面
の
傾
斜
も
不
明
瞭
な
程
夕
間
が
迫
つ
て
ゐ
た
。
封
岸

へ
の
最
後
の
徒
渉
は
飛
石
偉
ひ
も
出
来
な
い
。
更
に
南
風
は
水

量
を
敷
倍
に
増
し
て
ゐ
る
。
腰
を
濡
し
て
辛
う
じ
て
渡
る
。

意
外
な
深
い
徒
渉
を
修
へ
て
か
ら
は
ラ
テ
ル
ネ
を
便
り
に
雲

路
を
辿
り
、
書
の
様
な
ト
ン
ネ
ル
ロ
の
工
事
場
を
過
ぎ
て
ぅ
土

樽
村
へ
急
い
だ
。

難
　
　
録
　
　
○
積
雲
期
の
仙
ノ
倉
山
及
び
そ
の
附
近

土
樽
村
（七
、
一
〇
）―
茂
倉
谷
（九
、
三
〇
）―
失
場
ノ
澤
（
一
」
、
五
〇

ス
キ
ー
デ
ポ
‥
）―
矢
場
（
一
、
三
〇
）―
茂
倉
岳

（
三
、
二
〇
）―
谷
川

富
士
（
三
、四
〇
―
三
、
五
〇
）―
茂
倉
岳

（四
、
一
〇
）―
茂
倉
谷
出
合

（
六
、
三
〇
）
―
土
樽
村
（
八
、
二
〇
）

後

　

　

記

茂
倉
岳
登
高
の
次
の
二
日
間
は
風
雨
激
し
く
土
樽
村
に
滞
在

し
て
英
氣
を
養
つ
た
。
そ
し
て
三
月
三
十
日
蓬
澤
を
湖
つ
て
、

蓬
峠
附
近
の
尾
根
に
一
泊
、
次
の
日
は
清
水
峠
を
経
て
笠
ケ
岳

に
登
る
豫
定
だ
つ
た
が
っ
天
候
が
思
は
し
く
な
く
、
蓬
峠
よ
り

上
州
に
下
つ
て
湯
檜
曾
迄
行
つ
た
。
蓬
澤
は
傾
斜
も
緩
く
ス
キ

ー
の
滑
走
に
は
非
常
に
い
ゝ
。
峠
よ
り
自
樺
小
屋
跡
附
近
迄
は

雲
が
飛
ん
で
ス
キ
ー
に
は
適
さ
な
か
つ
た
。
越
後
側
も
上
州
側

も
こ
の
附
近
は
上
居
雪
崩
の
物
凄
く
大
き
な
跡
を
見
て
驚
ろ
い

た
Э
こ
れ
は
警
戒
の
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
湯
檜
曾
川
の
雲
の

積
よ
り
見
た
一
ノ
倉
澤
の
岩
壁
は
未
だ
に
忘
れ
る
事
の
出
来
な

い
も
の
で
春
の
上
高
地
を
想
は
せ
る
に
充
分
で
あ
つ
た
。

（
一
九
二
〇
、
一
〇
、七
）

〓
０
カ
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行  獲  月 十 年 五 和 昭

難

　

録

○
谷

　

川

参
照
地
固

○
谷
川
岳岳

五
萬
分

一
、
四
萬
、
湯
澤

小

林

太

刀

夫

清
水
隧
道
と
そ
れ
か
ら

一
ノ
倉
澤
の
岩
壁
と
共
に
あ
ま
り
に

も
有
名
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
が
こ
の
谷
川
岳
で
あ
る
。

力
ｔ

モ
ク

上
越
南
線
上
牧
酵
か
ら
、
或
ひ
は
遠
く
高
崎
か
ら
見
え
る
、

あ
の
怪
異
な
ニ
ツ
耳
の
岩
峯
、そ
れ
を
廻
る
幾
つ
か
の
岩
壁
、そ

こ
に
流
れ
る
幾
條
か
の
漢
流
ｂ
そ
し
て
山
麓
に
散
在
す
る
温
泉

郷
ｂ
さ
う
し
た
雰
園
氣
が
確
か
に
一
つ
の
ま
と
ま
つ
た
登
山
の

封
象
を
造
り
出
し
て
ゐ
る
。
東
京
に
近
い
と
い
ふ
だ
け
で
も
ゝ

ス
キ
ー
や
岩
登
り
の
が
レ
ン
デ
と
し
て
、
充
分
に
嚢
展
性
を
持

つ
て
ゐ
る
。
併
し
今
此
虎
で
、
谷
川
岳
を
め
ぐ
る
領
域
が
如
何

に
興
味
深
い
か
等
と
読
く
事
は
既
に
共
必
要
を
認
め
な
い
が
故

に
敢

へ
て
し
な
い
。
こ
の
稿
に
於
て
は
主
と
し
て
積
雲
期
に
於

け
る
状
態
、
及
び
登
山
に
就
い
て
述
べ
て
置
か
う
。

積
雲
期
に
於
け
る
谷
川
岳
登
山
の
根
擦
地
と
し
て
は
、
次
の

三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。　
一
、谷
川
温
泉
、
一
一、湯
檜
曾
或
ひ
は
土

合
「
三
、
土
樽
。
そ
の
何
れ
を
根
檬
地
と
し
て
も
、
割
合
に
容

二
一〇

易
に
日
齢
ク
が
出
来
よ
う
。
今
、
簡
単
に
そ
の
ル
ー
ト
を
読
明

し
て
置
く
。

一
、
谷
川
温
泉
よ
う

先
づ
谷
川
温
泉
よ
り
は
大
催
三
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。

一
は

天
神
峠
よ
り
高
倉
（
一
四
四
八
米
）
へ
績
く
長
い
尾
根
、
こ
れ
は

ホ
ト
ノ
澤
奥
の
干
ら
な
ゲ
レ
ン
デ
か
ら
右
へ
入
り
廣
い
斜
面
を

電
光
形
に
登
つ
て
、
高
倉
の
主
稜
の
一
一
〇
〇
米
邊
の
雲
庇
の

切
れ
た
虎
に
達
す
る
か
、
或
ひ
は
前
記
の
グ
レ
ン
デ
ヘ
行
く
途

中
か
ら

一
〇
三
六
米
を
経
て
尾
根
通
し
行
く
か
し
て
、
そ
の
後

は
一
三
四
〇
米
峯
の
痩
せ
た
尾
根
を
越
え
て
高
倉
よ
り
天
紳
峠

に
到
達
し
。
更
に
谷
川
岳
へ
割
合
に
狭
い
長
い
尾
根
を
辿
る
の

で
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
は
ス
キ
ー
の
使
用
に
は
最
も
適
し
て
ゐ
る
が
ｂ

餘
り
に
長
い
の
が
鋏
黙
で
あ
る
。
私
は
嘗
て
二
月
、
谷
川
温
泉

金
盛
館
を
七
時
に
出
て
、
四
時
間
を
費
し
て
高
倉
ま
で
行
つ
た

が
、
谷
川
岳
が
筒
逢
か
彼
方
に
見
え
る
の
で
、
う
ん
ざ
り
し
て

引
返
し
た
事
が
あ
つ
た
。
　
一
人
で
も
あ
つ
た
し
．　
雲
が
べ
と

ノ
ヽ
に
な
つ
た
鶯
で
も
あ
つ
た
。
併
し
尾
根
か
ら
の
下
り
は
西

向
で
午
後
ま
で
粉
雲
が
保
た
れ
、
斜
面
の
愛
化
も
相
営
あ
つ
て
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一
寸
面
白
か
つ
た
。

第
二
は
ホ
ト
ノ
澤
で
あ
る
。
ス
キ
ー
使
用
は

一
居
困
難
に
な

る
。
叉
多
量
の
降
雲
後
は
繰
潤
新
雲
雪
崩
の
必
す
出
る
虎
で
あ

る
。
今
年
の
二
月
、
慶
應
の
某
君
が
、
ゾ
ム
メ
ル
シ
ー
で
天
神

峠
附
近
迄
上
つ
た
。
登
高
時
間
四
時
間
牛
位
と
の
事
だ
つ
た
。

又
ホ
ト
ノ
澤
の
奥
Ｄ
瀧
の
下
で
左
側
の
夏
路
の
尾
根
に
上
る
事

も
出
来
る
。

最
後
に
夏
道
の
あ
る
神
祗
裏
の
尾
根
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
、

四
月
頃
の
堅
雲
期
に
輪
標
或
ひ
は
シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
使

用
し
て
上
る
の
に
適
営
で
あ
る
。
下
り
は
ゾ
ム
メ
ル
シ
ー
を
愉

快
に
享
業
出
来
よ
う
。

ツ
プリ
上
三
つ
の
外
に
考

へ
れ
ば
、
谷
川
本
谷
を
遡
行
し
て
ち
霧

澤
或
ひ
は
シ
ツ
ガ
ウ
澤
よ
り
谷
川
岳

へ
登
攀
す
る
の
は
面
白
い

ル
ー
ト
と
思
ふ
が
、如
何
に
せ
ん
谷
川
本
谷
は
意
外
に
険
悪
で
、

ま
た
雲
量
少
く
、
先
づ
ス
キ
ー
の
使
用
は
断
念
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
今
年
三
月
ョ
シ
ノ
澤
附
近
迄
、
ス
キ
ー
を
持
つ
て
入
つ
て

見
た
が
ｂ
ど
う
に
も
な
ら
な
か
つ
た
。

二
、
湯
槍
曾
川
方
面
よ
り

次
は
湯
檜
曾
川
方
面
よ
り
の
ル
ー
ト
に
就
い
て
ゞ
あ
る
が
そ

難
　
　
録
　
　
〇
谷
川
岳

の
前
に

一
寸
地
名
に
就
い
て
記
す
。

先
づ
容
川
岳
、
通
稗
ニ
ツ
耳
、
そ
の
他
薬
師
岳
、
谷
川
富
士
と
も
一言

ふ
。　
一
八
七
八
米
獨
標
オ
ヂ
ガ
ノ
澤
ノ
頭
。
越
後
富
士
の
事
を
谷
川

富
士
と
も
云
ふ
と
聞
い
た
。
こ
の
邊
の
地
名
は
虎
に
よ
り
、
人
に
よ

り
違
ふ
の
で
ど
れ
を
正
し
い
と
す
べ
き
か
見
嘗
が
つ
か
ぬ
。
兎
に
角

湯
澤
回
幅
の
一
九
七
四
米
に
谷
川
富
士
な
る
名
が
あ
る
の
は
全
然
誤

り
で
あ
る
。
上
州
で
は
之
を
芝
倉
岳
と
呼
び
、
茂
倉
岳
と
の
間
よ
り

北
東
に
出
る
澤
を
芝
倉
澤
と
い
ふ
。
そ
れ
か
ら
南
ヽ
順
に
ユ
ー
ノ
澤

（イ
オ
ノ
澤
の
韓
化
か
）、　
一
ノ
倉
澤
（市
と
も
書
く
）、
マ
チ
ガ
澤
、西

黒
澤
が
あ
る
。　
一
七
五
九
米
三
角
鮎
は
一檜
又
岳
、
或
ひ
は
武
能
岳
そ

れ
か
ら
東
へ
武
能
澤
、
北
へ
白
樺
澤
、
自
樺
澤
は
廣
い
袈
裟
丸
澤
と

合
し
て
湯
構
曾
川
に
入
る
。

さ
て
根
捩
地
は
湯
檜
曾
な
ら
ば
本
家
か
林
屋
で
あ
る
が
、
私

は
よ
く
土
合
の
瀬
下
慶
十
郎
方

へ
御
厄
介
に
な
る
。
但
し
少
々

騒
々
し
く
ゝ
又
き
た
な
い
か
ら
そ
の
覺
悟
が
必
要
で
あ
る
。

谷
川
岳
の
ほ
ん
と
う
の
凄
み
は
こ
の
方
面
に
於
て
、
充
分
に

嚢
揮
さ
れ
て
ゐ
る
。
直
下
千
米
の
岩
壁
は
夏
だ
と
藪
が
く
つ
つ

い
て
ゐ
て
。
穂
高
の
明
神
岳
と
似
た
感
じ
が
す
る
が
．　
一
度
各

と
な
れ
ば
、
或
る
時
は
蒼
氷
に
輝
き
、
或
る
時
は
金
米
糖
を
附

着
せ
し
め
素
晴
ら
し
い
景
観
を
呈
す
る
。
湯
檜
曾
川
滑
ひ
も
、

夏
に
は
路
を
薇
ふ
藪
は
全
く
昇
息
し
、
ス
キ
ー
で
自
由
に
登
れ
、

三
一
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行 奎 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

露
り
に
は
愉
快
に
滑
走
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
面
か
ら
谷
川
岳
へ
の
ル
ー
ト
の
中
、
最
も
容
易
で
あ

り
、
最
も
安
全
で
あ
る
の
は
西
黒
澤
で
あ
る
。
私
は
今
年

（
一

九
三
〇
年
）
三
月
二
十
日
頃
こ
れ
を
下
降
路
と
し
て
通
過
し
た
。

蛇
門
の
瀧
の
次
の
瀧
は
出
て
ゐ
た
が
、
他
は
全
々
埋
り
、
デ
ブ

リ
も
少
く
素
敵
な
ゲ
レ
ン
デ
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
三
月
末
。
高

師
の
人
達
が
本
家
の
阿
部
一
美
君
と
こ
の
澤
よ
り
谷
川
岳
へ
登

頂
し
た
由
を
聞
い
た
。

西
黒
澤
の
順
路
を
示
す
と
、
土
合
の
封
岸
石
山
の
グ
レ
ン
デ

か
ら
奮
道
を
行
き
、
釣
橋
を
渡
り
、
瀧
の
左
を
か
ら
ん
で
行
く

と
、
左
か
ら
大
き
な
澤
が
入
る
。
田
尻
ノ
澤
で
あ
る
。
こ
れ
を

上
つ
て
天
神
峠
を
迂
廻
す
る
の
も
一
っ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
更

に
本
谷
を
行
つ
て
夏
道
の
枝
澤
よ
リ
マ
チ
ガ
澤
と
の
間
の
尾
根

に
達
す
る
の
が
そ
の
一
つ
、
又
左
に
天
薄
峠
の
尾
根

一
五
二
六

米
邊

へ
も
上
れ
る
。
兎
も
角
西
黒
澤
は
、
雲
崩
か
ら
安
全
な
る

事
、
優
秀
な
ゲ
レ
ン
デ
の
あ
る
事
、
奥
壁
登
攀
の
容
易
な
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
最
も
推
賞
す
べ
き
ス
キ
ー
ル
ー
ト
で
あ
る
と
思

ふ
。土

合
か
ら
、
各
な
ら
ば
ス
キ
ー
で
五
十
分
、
春
早
朝
ク
ラ
ス

ト
の
上
な
ら
ば
三
十
分
で
、
マ
チ
ガ
澤
の
出
合
へ
着
く
。
マ
チ

〓
〓

ガ
澤
は
標
高
九
〇
〇
米
邊
は
雲
崩
等
は
想
像
も
出
来
な
い
程
度

い
澤
で
あ
る
。
体
養
の
一
日
、
此
虎
で
廣
い
斜
面
に
自
由
に
ス

ラ
ロ
ー
ム
を
書
き
．
最
後
に
長
い
シ
ユ
ス
フ
ア
ー
レ
ン
を
一
本

飛
ば
し
て
婦
つ
て
く
る
の
も
適
営
な
腹
ご
な
し
に
な
る
。

私
は
今
年
の
一
月
末
か
ら
二
月
に
か
け
て
仲
間
の
小
泉
と
共

に
土
合
へ
き
て
、
幾
度
か
マ
チ
ガ
澤
を
覗
き
、
或
ひ
は
費
川
笠

ケ
岳
の
南
尾
根
に
上
つ
て
マ
チ
ガ
澤
を
観
察
し
た
結
果
、
三
月

二
十
一
日
、
絶
好
の
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
に
恵
ま
れ
て
、
革
獨
で

こ
れ
よ
り
谷
川
岳
に
登
頂
．
西
黒
澤
を
下
つ
た
。
マ
チ
ガ
澤
の

奥
壁
登
攀
は
可
成
手
張
か
つ
た
。
そ
の
紀
行
は
後
に
書
く
。

マ
チ
ガ
澤
よ
り
直
接
に
奥
壁
を
上
ら
な
い
で
、
西
黒
澤
と
の

間
の
尾
根
上
一
四
〇
〇
米
の
岩
の
記
続
の
虎
へ
達
し
て
、
こ
の

尾
根
を
辿
れ
ば
割
合
に
安
全
で
あ
り
、
眺
望
も
素
晴
ら
し
い
。

私
は
三
月
の
或
る
午
後
．
マ
チ
ガ
澤

一
〇
〇
〇
米
の
地
鮎
よ
り

シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
、
サ
ン
ク
ラ
ス
ト
の
急
斜
面
に

ス
テ
ツ
プ
を
切
り
つ
ゝ
岩
の
虎
に
到
達
し
、
日
の
暮
れ
る
迄
美

し
い
谷
川
岳
東
壁
の
岩
を
眺
め
、
思
ひ
切
り
大
聾
で
＞
い
９
８

〓
”【
を
歌
つ
て
や
つ
た
。
谷
川
東
面
の
岩
壁
を
眺
め
る
に
は
最

も
よ
い
位
置
で
あ
ら
う
。
下
り
に
は
土
合
の
燈
人
を
下
に
見
て

尾
根
通
リ
グ
リ
セ
ー
ド
で
飛
ば
し
て
婦
つ
た
が
三
十
分
位
し
か
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か
ヽ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
尾
根
は
春
各
と
も
ス
キ
ー
の
使
用
は

困
難
で
あ
る
が
、
輪
標
．な
ら
ば
容
易
に
登
降
出
来
る
。

マ
チ
ガ
澤
の
出
合
の
先
で
一
寸
と
し
た
へ
つ
り
を
維
へ
て
、

湯
檜
曾
川
の
河
原
に
下
り
、
そ
の
後
は
疎
林
の
間
を
縫
う
て
行

け
ば
直
ぐ
一
ノ
倉
澤
で
あ
る
。
雲
の
な
い
時
期
な
ら
ば
狭
い
澤

の
中
を
彼
方
此
方
飛
び
な
が
ら
、
亘
岩
累
々
た
る
間
を
攀
ぢ
て

行
く
の
で
あ
る
が
、
春
な
ら
ば
一
面
の
雲
で
あ
る
。
こ
の
澤
も

入
日
か
ら
高
さ
に
し
て
三
百
米
位
は
何
の
憂
哲
も
な
い
が
、
そ

の
上
は
相
営
悪
い
。
先
づ
奮
道
の
石
垣
よ
り
上
ぅ
左
岸
の
草
付

き
か
ら
猛
烈
な
底
雲
崩
が
出
て
右
岸
の
平
ら
な
斜
面
に
迄
乗
り

上
げ
て
ゐ
る
。
本
谷
の
中
は
セ
ラ
ツ
ク
を
見
る
様
な
凄
さ
で
、

足
を
入
れ
る
氣
は
全
く
起
ら
な
い
。

私
は
三
月
末
矢
張
り
単
獨
で
奮
道
の
虎
か
ら
左
へ
入
り
ゝ
マ

チ
ガ
澤
と
の
間
の
尾
根

一
四
〇
〇
米
邊
迄
到
達
し
た
が
、
快
晴

の
篤
雲
の
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
悪
く
引
返
し
た
。
こ
の
尾
根
の
登

攀
は
夏
で
も
相
営
困
難
で
ゝ
大
穴
の
内
山
喜
代
治
氏
の
話
に
よ

る
と
ニ
ケ
所
し
か
上
れ
る
虎
が
な
い
さ
う
で
あ
る
。
三
月
頃
ビ

ツ
ケ
ル
を
振
つ
て
此
虎
か
ら
谷
川
岳
北
耳
へ
直
登
す
る
事
が
出

来
た
ら
愉
快
で
あ
ら
う
。

次
は
ユ
ー
ノ
澤
。
一
ノ
倉
澤
と
並
び
櫓
さ
れ
る
悪
場
で
あ
る

雑
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

が
、
人
口
か
ら
奮
道
邊
迄
は
矢
張
り
甚
だ
千
几
な
し
い
い
澤
で

あ
る
。
私
は
未
だ
こ
の
奥
壁
登
攀
は
一
度
も
試
み
た
事
が
な
い

の
で
、
詳
し
い
事
は
云
へ
な
い
。
嘗
て
或
年
の
六
月
初
旬
．
芝

倉
岳
よ
り
北
へ
鷹
ノ
巣
岩
を
下
り
、
ュ
ー
ノ
澤
奥
の
雲
漢
の
上

端
に
達
し
た
が
、
パ
ー
テ
イ
ー
の
準
備
不
足
の
鶯
下
れ
な
か
つ

た
け
れ
ど
も
、上
る
な
ら
ば
割
合
に
容
易
に
上
れ
る
と
思
つ
た
。

因
に
鷹
の
巣
岩
な
る
名
は
芝
倉
澤
内
の
Ｅ
岩
の
名
で
あ
る
が
、

今
で
は
ユ
ー
ノ
澤
、
芝
倉
澤
間
の
一
見
飢
の
八
ツ
峯
の
様
な
風

貌
の
岩
尾
根
の
事
を
か
う
云
つ
て
ゐ
る
。
今
年
三
月
末
．
高
師

の
人
達
と
一
美
君
と
が
、
こ
の
ル
ー
ト
よ
り
芝
倉
岳
に
登
つ
た

由
。
案
外
簡
単
に
上
れ
た
ら
し
い
。

最
後
に
芝
倉
澤
。
奮
道
附
近
迄
は
例
に
よ
つ
て
よ
く
、
ス
キ

ー
も
充
分
使
用
出
来
る
が
、
そ
れ
よ
り
上
は
デ
プ
リ
の
餘
り
に

多
い
の
に
一
驚
を
吃
す
る
。
こ
の
方
面
で
は
、
こ
の
澤
の
雲
崩

が
一
番
凄
い
と
い
ふ
。
板
状
、
塊
状
の
雲
崩
が
澤

一
面
に
廣
が

つ
て
ゐ
る
。
奮
道
か
ら
下
は
左
岸
か
ら
二
本
出
て
ゐ
た
ゞ
け
だ

が
、
上
は
何
虎
か
ら
で
も
出
る
ら
し
い
。
今
年
の
三
月
Ｄ
霧
の

深
い
日
、
一
三
〇
〇
米
位
迄
上
つ
た
が
３
薄
氣
味
が
悪
く
て
引

返
し
て
し
ま
つ
た
。
嘗
て
六
月
に
は
、
ユ
ー
ノ
澤
に
下
れ
す
ｂ

左
へ
か
ら
み
つ
ム
芝
倉
澤
一
一
〇
〇
米
の
虎
へ
下
り
、
以
後
殆

〓
三
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行  嚢  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

ど
雪
漢
の
み
を
歩
い
て
、
湯
檜
曾
川
畔
の
径
へ
出
た
。

芝
倉
澤
と
別
れ
て
更
に
湯
檜
曾
川
を
遡
る
。
少
し
ば
か
リ
ヘ

つ
り
が
あ
つ
て
、
間
も
な
く
澤
は
左
へ
迂
廻
す
る
。
二
月
で
ぁ

つ
た
が
、
こ
の
邊
か
ら
断
然
新
雲
が
深
く
な
つ
て
、
ラ
ツ
セ
ル

の
苦
痛
を
感
す
る
様
に
な
つ
た
。
そ
の
代
り
澤
は
殆
ど
埋
つ
て

一
面
の
雲
原
で
あ
つ
た
。
武
能
跡
の
附
近
に
は
、
魚
止
ノ
瀧
が

あ
り
ｔ
右
岸
を
か
ら
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
ら
ん
で
澤
へ
出
る

と
、
雨
岸
の
様
子
は
俄
然
一
憂
し
て
狭
い
急
な
斜
面
と
な
り
、

デ
プ
リ
の
山
を
幾
つ
と
な
く
上
下
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
や

が
て
左
に
袈
裟
丸
澤
が
入
る
。
此
虎
迄
一
時
間
位
か
ゝ
る
。
こ

の
先
は
一
居
悪
く
、淵
や
瀧
が
出
て
ゐ
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

賢
は
こ
の
時
は
大
倉
澤
よ
り
笠
ケ
岳
へ
上
る
積
で
あ
つ
た
が
、

時
間
の
不
足
で
引
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
兎
も
角
此
虎
は

表
居
雲
崩
が
必
す
出
る
虎
で
あ
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
私
達

（
同
行
小
泉
）も
節
り
に
。
私
達
が
通
つ
た
ス
キ
ー
の
シ
ュ
プ
ー

ル
の
上
に
ニ
ケ
所
も
雲
崩
が
出
て
ゐ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

三
、
土
樽
方
面
ょ
う

こ
の
方
面
か
ら
は
根
檬
地
が
餘
り
遠
い
の
で
不
便
で
あ
る
。

営
分
の
間
な
ら
ば
Ｄ
隧
道
日
の
合
宿
に
で
も
泊
め
て
も
ら
へ
ば

二
一一

近
く
て
大
い
に
助
か
る
。
順
路
は
茂
倉
谷
の
矢
場
ノ
澤
を
上
り

そ
れ
か
ら
茂
倉
岳
ｔ
芝
倉
岳
の
尾
根
を
辿
る
の
で
あ
る
。
叉
萬

太
郎
谷
を
遡
行
す
る
も
よ
か
ら
う
が
、
ス
キ
ー
は
放
棄
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。
毛
度
澤
か
ら
高
太
郎
山
を
越
え
ｂ
谷
川
岳
ｂ
茂
倉

岳
を
行
く
に
し
て
も
面
白
い
で
あ
ら
う
。
四
月
な
ら
一
日
で
張

行
出
来
よ
う
が
、
途
中

一
回
野
螢
で
も
や
つ
た
ら
素
敵
で
あ
ら

う
。
私
は
こ
の
方
面
に
就
い
て
は
未
だ
餘
り
に
知
る
虎
が
少
い

故
、
此
虎
に
省
略
し
て
置
き
た
い
。
こ
の
方
面
に
就
い
て
は
「山

想
」
三
琥
所
載
「春
の
上
越
國
境
」
に
詳
し
い
。

次
に
二
三
紀
行
を
書
い
て
こ
の
稿
を
維
へ
よ
う
。

四
、
或
る
輪
程
行

小
泉
と
二
人
で
ｂ
大
倉
澤
か
ら
笠
ケ
岳
へ
登
ら
う
と
思
つ
た

が
ｂ
雲
が
少
な
い
の
と
、
澤
が
悪
い
の
と
で
追
ひ
婦
へ
さ
れ
て

し
ま
つ
た
の
で
、
最
後
の
手
段
と
し
て
、
東
黒
澤
出
合
の
北
の

標
高
数
字
の
尾
根
を
登
る
事
に
し
た
。

そ
し
て
二
月
一
日
に
土
合
を
十
一
時
頃
出
嚢
し
て
、
東
黒
澤

の
橋
を
渡
り
っ
輪
様
を
つ
け
た
。
手
に
は
ビ
ツ
ケ
ル
一
本
。
昨

日
午
後
少
し
晴
れ
た
せ
い
か
、
南
向
き
の
こ
の
尾
根
は
幾
分
ク

ラ
ス
ト
し
て

‐ゐ
て
、
非
常
に
業
に
歩

‐け
た
。　
一
二
〇
〇
米
邊
迄

( 581 )



続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

は
樅
や
栂
に
灌
木
を
交
へ
た
狭
い
尾
根
で
も
そ
の
後

一
四
八
〇

米
迄
は
、
大
般
同
じ
や
う
な
所
で
あ
つ
た
が
、
間
も
な
く
い
く

ら
か
幅
の
廣
い
、
藪
の
な
い
尾
根
に
な
つ
て
ゐ
る
。
二
時
頃
一

四
八
〇
米
迄
上
つ
て
引
返
し
た
。
下
り
は
四
十
分
位
だ
つ
た
ら

う
。
こ
の
日
は
経
日
小
雲
で
縁
々
目
的
の
谷
川
岳
東
壁
の
観
察

も
出
来
す
、
革
に
道
踏
み
に
経
つ
て
し
ま
つ
た
。

そ
し
て
笙
二
日
ｂ
雲
は
小
止
み
も
な
い
。
私
は
昨
夜
の
隧
道

見
物
で
疲
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
小
泉
が
元
氣
い
つ
ぱ
い
な
の
に

ひ
つ
ぱ
ら
れ
て
出
嚢
す
る
（
八
時
）。
新
雲
既
に
五
寸
、
昨
日
の

輪
跡
も
大
部
分
埋
つ
て
ゐ
る
。
小
泉
の
頑
張
り
方
物
凄
く
．
昨

日
の
所
迄
二
時
間
餘
で
末
て
し
ま
つ
た
。
狭
い
雲
稜
を
少
し
辿

つ
て
、
念
た
自
ケ
門

（
一
七
五
〇
米
）
の
上
り
に
か
ゝ
る
下
の

所
で
一
先
づ
待
つ
事
に
し
た
。
東
側
の
自
ケ
門
澤
か
ら
吹
き
上

げ
る
吹
雲
に
恐
れ
を
な
し
て
、
ビ
ツ
ヶ
ル
で
雲
を
掻
き
、　
一
坪

位
の
穴
を
掘
つ
て
入
る
、
い
ざ
穴
の
申
へ
這
入
つ
て
し
ま
ふ
と

何
だ
か
急
に
落
着
い
て
く
る
。
悠
々
と
コ
ツ
ヘ
ル
で
紅
茶
を
沸

し
黒
バ
ン
を
噛
つ
た
。
こ
の
ま
ム
此
虎
で
露
螢
し
た
い
様
な
氣

に
も
な
る
。
今
迄
の
天
氣
具
合
に
よ
る
と
ゝ
夕
方

一
時
晴
れ
る

の
で
。
そ
れ
を
此
虎
で
待
つ
て
登
頂
し
よ
う
と
い
ふ
の
だ
。
吹

雲
の
中
で
可
成
長
い
間
、
白
い
影
を
見
て
ゐ
る
様
に
思
つ
た
。

難
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

「
お
い
。
明
る
く
な
つ
て
き
た
ぞ
」
「
よ
し
．
行
か
う
」

愕
然
と
し
て
夢
か
ら
目
覺
め
た
様
に
飛
び
起
き
た
し
頭
上
が

急
に
黄
色
く
な
つ
た
か
と
思
ふ
と
ゝ
直
ぐ
青
く
な
り
、
叉
黄
色

く
な
つ
た
。
雲
足
が
早
い
。

出
嚢
し
た
の
は
未
だ
十
二
時
牛
頃
だ
つ
た
。
岩
場
を
二
三
ケ

所
上
り
、
廣
い
雲
面
を
デ
ク
ザ
ク
に
上
る
．
白
ケ
門
頂
上
一
時

牛
。
西
北
に
向
つ
て
粉
雲
を
蹴
立
て
ヽ
駆
下
る
。
正
面
の
大
倉

（
一
八
五
二
米
）
、
費
川
ウ
ツ
ポ
キ
澤
の
源
流
、
何
れ
も
素
晴
ら

し
い
ス
ロ
ー
プ
を
な
し
て
ゐ
る
。
春
の
立
山
の
様
な
白
さ
に
す

つ
か
り
核
惑
さ
れ
る
。
足
下
か
ら
舞
上
る
粉
雲
の
煙
。
何
故
ス

キ
ー
を
持
つ
て
来
な
か
つ
た
ん
だ
。
雲
庇
も
な
い
幅
魔
い
尾
根

の
滑
降
。
ク
リ
ス
チ
ヤ
ニ
ヤ
で
の
テ
ン
ポ
フ
ア
ー
ン
ン
。

振
り
返
つ
て
見
れ
ば
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
を
二
つ
合
は
せ
た
様
な

８
字
の
連
績
、
輸
様
の
痕
な
ん
だ
。
幻
滅
。

大
倉
の
上
り
の
途
中
で
私
は
腰
を
下
ろ
し
て
し
ま
つ
た
。
静

か
な
氣
分
を
味
ひ
た
か
つ
た
か
ら
だ
。
上
を
仰
げ
ば
小
泉
は
筒

回
い
輪
型
を

一
つ
一
つ
残
し
て
登
つ
て
行
く
。
三
十
分
餘
り
し

て
婦
つ
て
き
た
。
大
倉
の
頂
迄
行
つ
て
き
た
由
。
既
に
四
時
に

な
る
の
で
一
寸
体
ん
で
、
再
び
長
い
尾
根
を
一
路
婦
途
に
つ
い

た
。

〓
〓
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雑
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

五
、
マ
チ
ガ
澤
よ
り
谷
川
岳
ヘ

今
年
は
こ
の
方
面
は
二
月
の
中
旬
に
可
成
降
雨
が
あ
り
，
そ

の
後
十
九
日
に
小
雲
ゴ
一十
日
か
ら
は
急
に
寒
く
な
つ
て
、所
謂

シ
ミ
が
き
て
Ｄ
山
々
の
雲
が
非
常
に
よ
く
緊
つ
た
。
そ
の
上
今

日
（
二
十
一
日
）
は
谷
川
一
帯
二
二
〇
〇
米
位
か
ら
上
は
全
く
霧

が
か
ゝ
つ
て
、
簡
単
に
は
晴
れ
さ
う
も
な
い
。
雲
崩
の
領
域
に

入
る
に
は
そ
れ
こ
そ
理
想
的
の
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
で
あ
つ
た
。

身
鎧
の
調
子
も
頗
る
い
い
。
何
し
ろ
燕
の
ス
キ
ー
合
宿
ゝ
三
國

川
と
既
に
東
京
を
離
れ
て
牛
月
に
な
る
。

土
合
を
出
た
の
が
八
時
、三
十
分
に
し
て
マ
チ
ガ
澤
に
入
る
。

此
虎
で
直
ち
に
シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
た
。

一
米
五
〇

程
の
短
い
ス
キ
ー
は
脊
負
つ
て
行
く
。
廣
い
澤
の
中
を
デ
ク
ザ

ク
に
ゆ
つ
く
り
し
た
足
取
り
で
登
る
。
サ
ツ
ク
、
サ
ツ
ク
と
ア

イ
ゼ
ン
の
爪
が
心
地
よ
く
さ
ゝ
る
。
た
ま
ら
な
い
感
鯛
。

ス
キ
ー
的
な
ス
ロ
ー
プ
が
一
時
間
も
績
く
。
こ
の
間
は
北
の

一
三
二
三
米
獨
標
か
ら
三
條
の
デ
プ
リ
を
押
出
し
て
ゐ
る
だ
け

で
あ
つ
た
。
九
百
米
邊
か
ら
急
に
傾
斜
を
増
し
、
澤
が
右
へ
曲

る
邊
か
ら
は
一
面
の
デ
プ
リ
で
あ
つ
た
。
顧
れ
ば
大
倉
の
尖
峯

が
素
敵
に
立
派
に
見
え
る
。
西
黒
澤
と
の
間
の
尾
根
は
幻
の
様

一〓
六

に
霞
ん
で
ゐ
る
。
左
岸
に
岩
が
あ
る
虎
で
ス
キ
ー
を
雲
の
中
に

押
込
ん
で
置
く

（九
時
三
〇
分
）。

念
々
右
に
折
れ
る
。
不
安
定
な
デ
プ
リ
の
上
を
恐
る
恐
る
踏

ん
で
上
る
。
虎
々
な
で
た
跡
が
氷
の
様
に
な
つ
て
ゐ
る
。
非
常

な
傾
斜
だ
。
四
十
五
度
位
。
ス
テ
ツ
プ
を
切
る
勢
を
省
く
篤
、

ビ
ツ
ケ
ル
を
打
込
み
な
が
ら

一
歩

一
歩
足
を
高
め
て
行
く
。
右

側
の
八
峯
の
第
五
峯
の
様
な
岩
場
の
下
の
一
枚
岩
の
上
は
ラ
ウ

イ
ー
ネ
ン
ツ
ー
ク
と
な
つ
て
．
鏡
面
の
如
く
光
つ
て
ゐ
る
。

ア
ラ
イ
ン
ゲ
ー
エ
ン
の
危
険
も
何
も
か
も
打
忘
れ
て
、
只
頂

へ
頂
へ
と
登
攀
を
績
け
た
。
や
が
て
本
谷
は
一
居
傾
斜
が
増
し

た
の
で
。
右
の
尾
根
に
上
ら
う
と
思
つ
て
、
右
に
向
つ
て
ス
テ

ツ
プ
を
切
り
始
め
た
。
二
つ
、
三
つ
、
カ
ツ
、
カ
ツ
と
い
ふ
響

が
奈
落
の
底
に
浩
え
た
。
十
．
二
十
、
俄
然

一
枚
岩
に
行
営
つ

た
。
フ
エ
ル
グ
ラ
ス
が
附
着
し
て
ゐ
る
。
こ
ん
な
筈
で
は
な
か

つ
た
が
と
思
つ
て
も
最
早
仕
方
が
な
い
。
そ
こ
で
ビ
ツ
ヶ
ル
で

確
保
し
な
が
ら

叉ゝ
一
歩

一
歩
下
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

か
う
い
ふ
場
合
、
焦
燥
が
一
番
禁
物
で
あ
る
。
冷
静
に
、
冷
静

に
。
間
も
な
く
前
の
虎
迄
戻
つ
た
。

本
谷
に
敷
十
の
ス
テ
ツ
プ
を
刻
ん
で
上
る
。
太
陽
の
熱
が
深

い
霧
を
通
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
。
雲
も
幾
分
ゆ
る
ん
で
き
た
。
足

行  嚢  月 十 年 五 和 昭

て可百丁



下
の
雲
面
は
総
べ
て
雲
崩
の
通
過
し
た
痕
で
あ
る
。
雲
崩
の
脅

威
を
思
ふ
と
き
、不
知
不
識
ビ
ツ
ケ
ル
を
振
ふ
手
に
力
が
入
る
。

釜
々
霧
が
深
く
な
つ
て
き
た
。
足
下
し
か
見
え
ぬ
。
ビ
ツ
ケ

ル
の
一
撃
と
共
に
数
個
の
雲
板
が
さ
ら
ノ
ヽ
と
い
ふ
音
を
残
し

て
滑
え
て
し
ま
ふ
。
打
つ
手
を
体
め
れ
ば
、
心
臓
の
鼓
動
の
み

高
い
。

途
に
最
後
の
雲
壁
、
垂
直
に
近
い
。
ス
テ
ツ
プ
を
丹
念
に
刻

ん
だ
、
全
く
彫
刻
家
の
忍
耐
力
を
以
て
。

尾
根
に
這
ひ
上
つ
た
。
マ
チ
ガ
澤
、
西
黒
澤
間
の
尾
根
の
北

側
の
極
く
小
さ
い
側
稜
で
あ
る
。
時
に
十
一
時
牛
、
僅
か
三
時

間
で
あ
つ
た
が
、
殆
ど
無
体
の
登
高
だ
つ
た
。

尾
根
を
す
こ
し
行
け
ば
、
直
ぐ
主
稜
の
東
側
の
雲
庇
の
下
に

出
る
。
雲
庇
を
破
つ
て
上
に
立
て
ば
俄
然
風
が
強
い
。
三
月
と

は
云
へ
、
ス
キ
ー
帽
を
深
く
下
ろ
し
、
厚
い
手
袋
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
つ
た
。
シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
痕
を
乱
さ
な

い
様
に
注
意
し
な
が
ら
、
業
な
尾
根
を
頂
へ
と
辿
る
。
左
の
方

か
ら
二
三
人
の
靴
跡
が
上
つ
て
き
て
ゐ
る
の
を
嚢
見
し
た
。
谷

川
温
泉
か
ら
上
つ
た
の
だ
。
も
う
全
く
氣
業
に
な
つ
て
し
ま
つ

た
。頂

上
に
着
い
た
の
は
十
二
時
、
直
ち
に
靴
跡
通
り
下
る
。
ア

難
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

イ
ゼ
ン
を
は
づ
し
て
ゝ
グ
リ
セ
ー
ド
で
飛
ば
し
た
。
凄
い
ス
ピ

ー
ド
。
時
々
左

へ
斜
滑
降
し
て
僅
か
二
十
分
で

一
五
二
五
米
迄

末
て
し
ま
ふ
。
マ
チ
ガ
澤
を
再
び
下
る
氣
は
老
も
起
ら
な
い
の

で
、
西
黒
澤
を
下
る
事
に
し
た
の
だ
。
此
虎
は
も
う
全
く
霧
の

世
界
か
ら
腕
し
て
ゐ
た
。

久
し
ぶ
り
で
滞
た
さ
れ
た
心
を
抱
い
て
、　
一
氣
に
グ
リ
セ
ー

ド
で
西
黒
へ
と
下
つ
て
行
つ
た
。
後

一
時
間
牛
も
あ
れ
ば
、
歩

い
て
も
土
合

へ
婦
り
着
く
事
が
出
来
る
の
だ
。

六
、
萬
太
郎
谷
湖
行

私
は
澤
歩
き
が
好
き
だ
。
そ
し
て
私
の
は
岩
魚
な
ん
か
居
よ

う
が
居
ま
い
が
、
た
ゞ
澤
の
静
か
な
氣
分
を
味
は
ふ
事
が
出
来

れ
ば
そ
れ
で
満
足
す
る
の
で
あ
る
。

今
年
の
夏
ｂ
暫
く
越
後
の
湯
澤
温
泉
に
遊
ん
で
居
た
が
「
そ

の
婦
り
に
永
年
の
宿
望
で
あ
つ
た
高
太
郎
谷
を
湖
つ
て
み
る
事

に
し
た
の
だ
。

八
月
十
七
日
、
十
二
時
二
十
五
分
の
軽
便
で
湯
澤
を
立
つ
。

湯
澤
ホ
テ
ル
の
主
人
村
島
勝
彦
が
私
の
ル
ツ
ク
ザ
ツ
タ
を
脊
に

し
て
見
途
つ
て
呉
れ
た
。

軽
便
で
ゆ
ら
れ
て
一
時
過
ぎ
に
隧
道
口
に
つ
く
。
湯
澤
固
幅

二
〓
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行  嚢  月 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

の
土
樽
よ
り
蓬
峠
へ
行
く
途
中
の
五
八
五
米
と
書
い
て
あ
る
附

近
で
あ
る
。
暫
く
薄
の
繁
茂
し
た
路
を
行
き
ゝ
萬
太
郎
谷
出
合

の
封
岸
で
、
藪
を
く
ゞ
つ
て
河
原
へ
下
り
た

（
一
時
四
十
分
）。

い
よ
い
よ
萬
太
郎
谷
に
入
る
。

強
い
日
光
が
正
面
か
ら
照
り
つ
け
る
が
、
流
石
に
澤
の
中
で

は
大
し
て
暑
く
も
感
じ
な
い
っ
か
へ
つ
て
爽
か
な
氣
分
に
な
る
。

脊
の
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
は
僅
々
一
貫
五
百
匁
、
夫
で
も

一
晩
や
二

晩
露
螢
す
る
準
備
は
あ
る
。
湯
澤
を
書
頃
出
た
の
も
今
夜
澤
の

中
で
露
螢
し
て
み
た
か
つ
た
か
ら
だ
。

暫
く
は
萬
太
郎
谷
も
非
常
に
業
だ
。
片
側
づ
ゝ
廣
い
干
な
藪

が
あ
り
、
澤
の
中
も
自
由
に
膝
位
の
徒
渉
を
し
て
進
め
る
。
丸

い
ぬ
る
ノ
ヽ
の
石
が
多
い
。
こ
れ
が
一
時
間
も
績
く
と
．
急
に

澤
が
狭
く
な
り
、
忽
ち
に
し
て
釜
に
な
つ
て
通
れ
な
く
な
る
の

で
左
岸
を
絡
む
。
そ
の
後
は
澤
の
中
は
全
く
美
し
い
一
枚
岩
と

な
り
、
流
れ
は
そ
の
一
枚
岩
の
上
に
樋
を
通
し
、
釜
を
穿
ち
、

瀧
を
懸
け
て
ゐ
る
。
先
づ
そ
の
美
し
さ
に
驚
ろ
く
。
主
に
左
岸

を
へ
つ
つ
た
り
．
か
ら
ん
だ
り
す
る
。
又
ぺ
１
ヴ
メ
ン
ト
の
や

う
に
歩
け
る
虎
も
あ
る
。

瀧
．
釜
。
瀧
、
釜
、
之
が
高
太
郎
谷
で
あ
る
。
四
十
八
瀧
と

い
ふ
だ
け
に
流
石
に
瀧
が
多
い
。
澤
の
中
に
は
へ
つ
れ
な
い
釜

二
一ハ

が
随
分
澤
山
あ
り
、
い
ち
ノ
ヽ
陣
竹
の
藪
の
中
を
か
ら
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
。

三
時
二
十
分
、
二
三
段
の
瀧
が
あ
り
そ
の
釜
が
通
れ
な
い
の

で
左
岸
を
高
廻
り
す
る
。
三
時
四
十
分
、右
岸
よ
り
澤
が
入
る
ぅ

茂
倉
の
矢
場
か
ら
く
る
澤
だ
。
四
時
、
左
岸
を
か
ら
み
、
四
時

二
十
分
障
子
ノ
澤
が
狭
い
樋
の
中
か
ら
躍
り
込
む
。

五
時
頃
だ
つ
た
。
右
岸
は
大
き
な
一
枚
岩
の
干
を
な
し
、
澤

は
共
虎
で
二
丈
程
の
瀧
を
な
し
て
ゐ
る
。
岩
の
床
の
上
で
露
螢

す
る
事
に
し
た
。
草
を
刈
つ
て
敷
き
、
流
木
を
集
め
て
焚
人
す

る
。　
一
人
族
の
氣
業
さ
。
封
岸
は
見
上
ぐ
る
ば
か
り
高
い
諸
岩

の
絶
壁
、
頭
上
の
み
し
か
見
え
ぬ
塞
は
員
蒼
、
時
々
切
れ
た
雲

が
矢
の
様
に
飛
ん
で
行
く
。
風
が
あ
る
ら
し
い
。
併
し
此
虎
で

は
瀧
の
音
の
み
ど
う
ノ
ヽ
と
響
い
て
ゐ
る
。

飯
も
炊
け
、
味
嗜
汁
も
出
来
た
頃
は
、
も
う
星
が
輝
い
て
ゐ

た
。翌

朝
眼
覺
め
て
袋
か
ら
這
ひ
出
す
と
薄
寒
い
。
仰
げ
ば
雲
足

が
早
い
。
す
が
ノ
ヽ
し
い
氣
分
。
食
事
を
経
へ
、
業
し
い
一
夜

を
過
さ
し
て
呉
れ
た
こ
の
露
螢
地
に
感
謝
し
つ
つ
草
軽
の
紐
を

し
め
て
出
嚢
す
る
（七
時
）。

七
時
五
十
分
、
左
澤
。
本
澤
は
大
き
く
右
へ
迂
廻
す
る
。
直
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ぐ
行
き
つ
ま
る
。
ニ
ノ
瀧
で
あ
る
。
何
丈
位
あ
る
だ
ら
う
か
、

一
寸
見
営
が

つ
か
な
い
。
引
返
し
て
右
手
の
尾
根
を

一
つ
越

す
。
四
十
分
か
ゝ
つ
た
。

暫
く
業
な
河
原
を
行
く
と
左
か
ら
本
澤
と
同
じ
位
の
澤
が
入

る
。
茂
倉
と
芝
倉
の
間
か
ら
末
る
澤
ゝ
岩
倉
も
伸
々
立
派
だ
。

右
へ
行
く
と
問
も
な
く
瀧
が
あ
る
、
こ
れ
は
右
手
が
直
ぐ
上
れ

る
。九

時
四
十
分
、
本
澤
は
左
手
の
一
枚
岩
の
上
に
高
い
瀧
と
な

つ
て
落
ち
て
く
る
。
三
ノ
瀧
だ
。
右
を
見
て
も．
．
左
を
見
て
も

高
い
絶
壁
ば
か
り
、何
虎
を
か
ら
ん
で
良
い
か
見
営
が
つ
か
ぬ
。

思
ひ
切
つ
て
右
に
離
れ
た
ガ
ン
に
ビ
ツ
ケ
ル
で
足
場
を
切
り
つ

つ
上
つ
た
。
不
安
定
な
ガ
レ
か
ら
藪
へ
入
つ
た
ら
ほ

つ
と
し

た
、
そ
の
ま
ゝ
太
い
石
楠
花
に
悩
ま
さ
れ
つ
ゝ
小
尾
根
を
三
つ

越
し
た
。

本
澤
へ
下
り
た
。
最
早
全
く
悪
場
は
な
い
。
足
が
水
に
入
る

の
を
享
業
し
な
が
ら
Ｅ
岩
の
間
を
攀
ぢ
て
行
く
。
谷
川
岳
の
頂

か
ら
白
く
輝
い
て
見
え
る
河
原
は
こ
の
邊
で
あ
る
。
水
量
が
急

に
減
じ
、十
一
時
愈
最
後
の
水
、此
虎
で
書
食
を
と
つ
た
。
自
分

の
位
置
が
俄
か
に
高
く
な
つ
て
ゐ
る
の
に
驚
い
た
。
芝
倉
、
茂

倉
が
並
ん
で
美
し
く
見
え
る
。
越
後
富
士
の
鋸
状
の
峯
の
向
ふ

難
　
　
録
　
　
○
谷
川
岳

に
高
太
郎
山
が
立
派
に
響
え
、
長
い
尾
根
を
右
下
に
派
し
て
ゐ

る
の
が
見
え
る
。

十

一
時
牛
出
嚢
、
暫
く
岩
の
ガ
ン
た
所
を
行
き
、
間
も
な
く

右
手
の
芝
原
の
斜
面
を
上
る
。
美
し
い
ビ
ロ
ー
ド
だ
。
こ
ん
な

虎
を
一
時
間
も
ぶ
ら
ぶ
ら
あ
た
り
を
眺
め
な
が
ら
上
つ
て
ゆ
く

と
、
例
の
谷
川
岳
頂
下
の
指
導
標
の
あ
る
虎
へ
出
て
し
ま
つ
た

（十
二
時
牛
）。

不
氣
な
族
だ
つ
た
。
薬
師
様
の
と
こ
ろ
で
散
々
書
度
し
て
ゝ

西
黒
澤
を
下
つ
て
行
つ
た
。

○
北
九
州

の
山
と

こ
ろ
ど

こ
ろ

そ
の

一

竹
　

内
　
　
亮

前
　
が
　
き

こ
ム
で
北
九
州
と
云
ふ
の
は
筆
者
の
便
宜
上
の
Ｅ
劃
で
、
山

國
川
、
筑
後
川
及
び
肥
前
の
駆
田
川
及
び
杵
島
川
を
連
絡
す
る

線
か
ら
北
の
Ｅ
域
と
云
ふ
こ
と
に
し
て
置
く
。

こ
の
Ｅ
域
は
主
に
筑
紫
山
系
に
属
す
る
諸
山
脈
の
連
亘
す
る

虎
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
属
す
る
山
々
は
い
づ
れ
も
丘
陵
性
で
最

高
峯
の
脊
振
山
で
も
僅
か
に
一
〇
五
五
米
に
過
ぎ
な
い
。
又
こ

〓
〓
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雑
　
　
鋒
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

の
Ｅ
域
の
南
東
隅
に
は
英
彦
山
人
山
が
あ
っ
て
幾
分
大
き
な
起

伏
を
見
せ
て
居
る
け
れ
ど
も
猜
そ
の
最
高
黙
は
一
一
九
九
・
五

米
に
達
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

・従
っ
て
こ
の
方
面
の
山
た
は
従
来
餘
り
登
山
者
の
注
意
を
ひ

か
す
、
纏
っ
た
文
献
と
し
て
は
先
づ
第

一
に
日
本
山
嶽
誌
を
あ

げ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
主
要
記
事
が
簡
潔
に
す
ぎ
叉
補
訂
を
要
す
る

部
分
も
あ
つ
て
現
今
で
は
可
成
遺
憾
な
黙
が
少
く
な
い
。
最
近

（昭
和
三
年
）加
藤
、
岩
崎
雨
氏
の
九
州
山
岳
案
内
が
出
版
せ
ら

れ
た
が
そ
の
中
に
は
多
少
こ
の
方
面
の
山
々
の
紹
介
が
あ
る
。

個
々
の
山
に
開
す
る
断
片
的
の
記
事
は
英
彦
山
に
開
す
る
も
の

最
も
多
く
、
本
誌
上
に
も
相
営
紹
介
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
他

の
山
々
に
就
い
て
は
員
に
基
た
た
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
一臓
岡
市
に
居
佳
す
る
関
係
か
ら
北
部
九
州
の
山
々
を

登
る
機
會
が
多
い
の
で
今
こ
の
標
題
の
下
に
差
営
り
別
に
系
統

を
立
て
す
ボ
ツ
ボ
ツ
諸
山
の
紹
介
を
試
み
る
事
に
す
る
。

一
、
九
千
部
山

汽
車
が
鹿
兄
島
本
線
の
鳥
栖
澤
附
近
を
過
ぎ
る
時
西
側
の
窓

近
く
根
張
り
の
大
き
な
極
く
緩
や
か
な
輪
廓
の
山
が
響
ゆ
る
の

に
氣
づ
く
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
九
千
部
山
か
ら
石
谷
山
へ
の
峯

二
二
〇

績
き
で
あ
る
。
九
千
部
山
は
脊
振
山
塊
の
東
端
附
近
に
あ
る
高

さ
八
四
七
・
五
米
の
山
で
筑
前
績
風
土
記
に
よ
る
と
昔
性
塞
上

人
法
華
経

一
萬
部
を
讀
誦
せ
ん
と
し
九
千
部
を
讀
み
了
っ
た
時

に
こ
の
山
上
に
記
念
の
石
塔
を
建
立
し
た
る
よ
り
こ
の
山
名
が

あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
山
は
南
方
石
谷
山

（
七
五
四
・
四

米
）
に
績
き
そ
の
西
に
七
曲
峠
（
五
〇
二
米
）
及
び
坂
本
峠
（四
三

五
米
）
の
鞍
部
を
換
ん
で
脊
振
山
と
封
し
て
居
る
。
九
千
部
山

は
五
萬
分
の
一
地
形
固
「脊
振
」
国
幅
で
も
明
か
で
あ
る
様
に
方

た
か
ら
登
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
筆
者
は
か
つ
て
晩
秋
の
一
日

田
代
騨
か
ら
下
車
、
河
内
な
ど
の
部
落
を
経
て
山
の
北
東
側
か

ら
尾
根
偉
ひ
に
頂
上
を
極
め
、
南
側
に
下
っ
て
大
谷
を
経
て
島

栖
に
出
た
事
が
あ
る
。

登
路
は
河
内
を
は
な
れ
て
約
六
五
〇
米
の
等
高
線
附
近
迄
は

岐
路
が
多
く
大
分
無
駄
骨
を
折
ら
さ
れ
た
が
そ
れ
か
ら
先
は
明

か
な
尾
根
偉
ひ
で
苦
も
な
く
頂
上
に
出
る
こ
と
が
出
来
た
。
頂

上
附
近
は
小
笹
の
密
生
し
た
云
は
ゞ
高
原
性
の
地
勢
で
洩
い
起

伏
が
あ
り
最
高
貼
が
何
虎
に
あ
る
か
一
寸
分
り
衆
ね
る
様
な
状

態
で
三
角
黙
の
石
標
を
見
出
し
て
こ
の
邊
が
最
高
黙
か
と
思
ふ

虎
に
行
き
あ
た
る
迄
に
は
大
分
歩
き
廻
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
三
角
黙
か
ら
少
し
南
よ
り
の
低
地
に
，
南
に
向
っ
て
小
さ

行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

(“7)



競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

い
石
祠
が
あ
り
そ
の
邊
か
ら
筑
後
干
野
が
筑
後
川
の
大
ネ
ア
ン

ダ
ー
を
見
せ
て
廣
た
と
展
開
し
、
鳥
栖
、
久
留
米
の
市
街
地
も

眼
下
に
見
下
ろ
さ
れ
る
。
北
西
に
は
脊
振
山
が
眼
近
く
街
え
、

北
方
に
は
遠
く
玄
海
の
碧
波
が
霞
ん
で
居
た
。

頂
上
か
ら
南
に
少
し
下
っ
た
虎
に
は
ア
カ
ガ
シ
を
主
と
し
た

樹
林
が
あ
り
木
蔭
に
は
斑
葉
の
美
し
い
カ
ン
ア
フ
ヒ
が
多
く
生

え
て
居
た
。
大
谷
に
は
小
瀑
布
が
あ
っ
て
傍
に
御
堂
が
あ
り
御

籠
り
の
男
女
も
二
三
見
え
て
居
た
。
山
中
虎
々
に
花
山岡
岩
の
靡

爛
に
よ
る
純
自
の
上
崩
地
が
多
く
異
様
の
景
趣
を
添
へ
て
居

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
山
中
虎
々
に
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
を
生

じ
晩
春
に
は
可
憐
な
碧
花
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
ふ
こ
と

で
あ
る
。

二
、
脊
　
振
　
山

脊
振
山
に
つ
い
て
は
本
誌
上
で
す
で
に
八
代
準
氏
が
紹
介
さ

れ
て
居
る
が
、
こ
の
山
は
筑
紫
山
系
中
の
最
高
峯
で
海
抜

一
〇

五
五
米
を
算
し
而
岡
方
面
か
ら
見
る
と
山
容
甚
だ
秀
麗

で
あ

る
。
往
古
は
費
満
「
英
彦
等
と
共
に
北
部
九
州
に
於
け
る
修
験

道
の
霙
場
で
脊
振
千
坊
と
櫓
せ
ら
れ
堂
坊
大
い
に
榮
え
た
も
の

で
あ
る
と
云
ふ
が
、
今
は
南
麓
久
保
山
か
ら
の
美
事
な
登
山
路

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

や
、
山
頂
の
般
麗
な
石
祠
、
玉
垣
等
に
僅
に
そ
の
お
も
か
げ
を

留
む
る
に
す
ぎ
な
い
。

石
祠
は
宗
像
三
女
紳
を
祀
り
俗
に
排
財
天
と
機
せ
ら
れ
遠
近

よ
り
の
賽
者
が
断
え
な
い
。
僧
榮
西
が
来
よ
り
婦
り
て
初
め
て

茶
を
植
ゑ
た
の
は
こ
の
山
中
で
あ
る
と
億
へ
ら
れ
る
け
れ
ど
も

今
そ
の
遺
蹟
を
た
づ
ぬ
べ
く
も
な
い
。

而
岡
方
面
か
ら
こ
の
山
に
登
る
に
は
略
二
つ
の
道
が
あ
る
。

一
は
一鵬
岡
の
西
端
今
川
橋
か
ら
乗
合
で
約
二
十
分
脇
山
村
に
到

り
椎
葉
、
荒
谷
等
を
経
て
爪
先
上
り
の
山
路
に
か
ム
リ
板
屋
ヘ

こ
す
脊
振
主
峯
の
北
部
の
鞍
部
に
辿
り
つ
き
ゝ
指
導
標
の
ま
ゝ

に
右
の
尾
根
路
を
登
れ
ば
約
四
十
分
で
容
易
に
主
峯
の
頂
上
に

達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
一
つ
は
謳
岡
の
住
吉
紳
祗
前
か
ら

バ
ス
に
投
じ
て
約
三
十
分
で
那
珂
川
上
流
山
田
に
到
り
南
面
里

を
経
て
板
屋
に
通
す
る
山
路
を
登
り
、
途
中
右
に
分
れ
て
前
記

荒
谷
か
ら
の
登
山
口
に
出
る
か
、
板
屋
迄
行
つ
て
登
る
こ
と
も

出
来
る
。
板
屋
か
ら
の
登
路
は
前
者
に
比
し
瞼
岨
で
あ
る
が
水

の
豊
か
な
谷
か
ら
密
林
の
尾
根
に
と
移
り
行
き
可
成
憂
化
が
あ

つ
て
面
白
い
。
そ
れ
で
藤
岡
方
面
か
ら
の
登
山
で
あ
れ
ば
脇
山
ゝ

荒
谷
か
ら
最
初
に
記
し
た
路
を
と
り
板
屋
に
下
る
の
が
最
も
理

想
的
な
コ
ー
ス
で
あ
る
。
板
屋
か
ら
は
那
珂
川
の
上
流
で
俗
に

三

(5出 )



行 嚢 月 ― 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

筑
紫
耶
馬
漢
の
構
が
あ
る
九
千
部
山
西
麓
の
峡
流
に
浩
へ
る
道

を
通
つ
て
山
田
に
出
る
こ
と
も
よ
く
、
又
七
曲
峠
を
経
て
長
崎

線
中
原
躍
に
出
る
も
の
も
い
ゝ
思
ひ
つ
き
で
あ
る
。

久
留
米
方
面
か
ら
は
中
原
酵
よ
り
板
屋
に
出
る
か
或
ひ
は
南

麓
の
久
保
山
に
出
て
登
る
こ
と
が
出
来
る
。
九
州
山
岳
案
内
に

よ
る
と
山
頂
か
ら
尾
根
博
ひ
に
西
方
の
鬼
ケ
鼻
の
東
部
に
あ
る

椎
葉
峠
に
出
る
林
道
が
あ
る
由
を
記
し
て
あ
る
が
筆
者
は
未
だ

踏
査
し
て
居
な
い
。

山
頂
は
樹
木
な
く
小
笹
が
美
し
く
密
生
し
眺
望
甚
だ
雄
大
で

あ
る
。
い
づ
れ
の
登
路
に
よ
る
も
謳
岡
よ
り
裕
た
日
婦
り
が
出

来
る
。

山
頂
よ
り
少
し
く
下
つ
た
虎
に
廣
く
分
布
す
る
プ
ナ
を
主
と

す
る
密
林
や
、
山
麓
よ
り
山
腹
に
か
け
て
多
い
秋
草
の
花
美
し

い
草
原
、
山
頂
附
近
の
ミ
ヤ
コ
ザ
ヽ
の
大
群
落
な
ど
そ
れ
ハ
ヽ

に
面
白
く
又
春
の
コ
バ
ノ
ミ
ツ
パ
ツ
ヽ
ジ
の
険
く
美
し
さ
は
捨

て
が
た
い
。

三
、
鬼
ケ
鼻
岩
と
猟
師
岩
山

謳
岡
か
ら
望
む
と
脊
振
山
の
西
に
山
頂
の
輪
廓
の
角
々
し
た

鬼
ケ
鼻
岩
と
独
師
岩
山
と
は
そ
の
西
に
績
く
金
山
の
雄
偉
な
山

一三

容
と
共
に
著
し
く
日
立
つ
て
居
る
。
鬼
ケ
鼻
岩
は
椎
葉
峠

（七

五
七
米
）
の
北
西
に
近
く
奇
岩
の
高
く
饗
立
す
る
一
角
を
云
ふ

の
で
高
さ
八
九
〇
米
に
近
い
。
岩
角
に
は
ツ
ク
シ
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ

（一臓
岡
附
近
で
は
シ
ヤ
ク
ナ
ン
ゾ
ウ
と
云
ふ
）
が
多
生
し
、
五
月

上
旬
の
開
花
時
に
は
甚
だ
美
観
を
塁
す
る
。
こ
れ
か
ら
西
、
小

爪
峠
（約
八
〇
〇
餘
米
）
に
至
る
間
は
猟
師
岩
山

（
八
九
三
・四

米
）
で
あ
る
が
前
記
鬼
ケ
鼻
岩
と
は
別
に
明
か
な
境
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。

筆
者
は
か
つ
て
會
員
池
田
君
外
一
人
の
同
志
と
共
に
五
月
上

旬
石
楠
の
花
美
し
い
頃
椎
葉
峠
か
ら
鬼
グ
鼻
岩
、
独
師
岩
山
を

経
て
小
爪
峠
へ
縦
走
し
た
こ
と
が
あ
る
。
椎
葉
峠
の
頂
上
か
ら

鬼
ケ
鼻
岩
の
直
下
迄
は
平
凡
な
山
稜
で
細
径
も
あ
る
が
、
鬼
ケ

鼻
岩
に
か
ゝ
る
と
細
径
も
断
え
て
狭
い
岩
稜
に
は
石
楠
の
密
叢

が
初
ま
り
そ
の
間
々
に
は
タ
ラ
ノ
キ
や
キ
イ
チ
ゴ
等
の
ト
ゲ
の

多
い
灌
木
が
多
く
通
過
に
は
可
成
骨
が
折
れ
る
。
こ
の
石
楠
の

密
叢
は
猟
師
岩
山
に
か
ゝ
る
と
一
居
厚
く
な
り
そ
の
狭
い
山
稜

の
足
場
は
悪
く
小
爪
峠
の
少
し
く
手
前
迄
は
大
分
苦
し
ま
ね
ば

な
ら
ぬ
。

維
葉
峠
も
小
爪
峠
も
面
岡
縣
脇
山
か
ら
佐
賀
縣
に
越
す
小
径

を
通
じ
て
居
る
が
清
麗
な
る
漢
流
滑
ひ
の
路
は
可
成
瞼
岨
で
あ
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る
。
漢
流
に
は
脇
山
村
名
産
の
ワ
サ
ビ
が
多
く
、
樹
蔭
に
は
ェ

ゾ
ス
ミ
ン
が
多
い
。
幅
岡
か
ら
は
今
川
橋
か
ら
脇
山
へ
の
パ
ス

が
あ
る
。

四
、
金
　
　
　
山

小
爪
峠
の
西
に
は
直
ち
に
金
山
が
績
い
て
九
〇
〇
米
以
上
の

尾
根
が
約
二
粁
に
亘
っ
て
居
り
、
最
高
黙
は
西
に
偏
し
て
九
六

七
・二
米
に
達
し
て
居
る
。最
高
黙
は

一
名
熊
ケ
城
と
繹
し
奮
藩

時
代
に
は
佐
賀
侯
の
城
塞
が
あ
っ
た
虎
で
あ
る
と
聞
い
た
。

金
山
の
北
側
は
地
形
複
雑
且
瞼
峻
で
頂
上
へ
の
登
路
な
く
筆

者
は
こ
の
側
か
ら
頂
を
極
め
ん
と
し
て
三
回
の
失
敗
を
し
て
漸

く
四
回
目
に
頂
上
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ
員
に
思
ひ
出

の
多
い
山
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
南
側
は
傾
斜
も
緩
か
で
山

麓
の
三
ツ
瀬
か
ら
立
派
な
登
路
が
つ
け
ら
れ
て
居
る
。
概
し
て

脊
振
山
塊
の
北
縁
は
北
側
に
急
斜
面
を
向
け
比
高
も
大
で
あ
る

が
南
側
は
高
原
性
で
緩
斜
で
あ
り
比
高
も
小
で
あ
る
。

昨
年
五
月
フ
ア
ザ
ミ
の
花
喰
く
頃
幅
岡
の
今
川
橋
か
ら
バ
ス

で
約
三
十
分
石
釜
絡
黙
で
下
車
し
て
縣
道
を
少
し
く
上
り
左
の

細
後
に
入
つ
て
し
ば
ら
く
登
つ
て
花
飢
瀧
に
達
し
た
。
瀧
は
直

下
約
三
〇
米
水
量
は
豊
富
で
中
々
美
事
で
あ
る
。
向
つ
て
右
上

難
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

の
小
径
に
出
て
漢
流
滑
ひ
の
山
路
を
登
つ
た
。
こ
の
路
は
曲
淵

又
は
石
釜
か
ら
佐
賀
縣
へ
通
す
る
間
道
で
安
後
坂
峠
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
。
暫
ら
く
行
く
と
左
か
ら

一
支
流
が
注
い
で
そ

の
支
流
の
奥

へ
通
す
る
岐
路
が
あ
つ
た
の
で
そ
れ
を
と
つ
て
行

く
事
に
し
た
。
路
は
高
さ
約
六
〇
〇
米
か
ら
甚
し
く
急
峻
と
な

り
露
岩
多
く
岩
角
を
渡
つ
て
登
る
。
二
三
軒
の
炭
燒
小
屋
を
後

に
し
て
細
径
は
尾
根
に
か
ゝ
り
又
浅
い
谷
に
入
つ
て
叉
炭
燒
小

屋
に
出
た
が
そ
の
邊
で
路
も
断
え
て
居
た
。
こ
の
邊

一
帯
は
虎

々
廣
い
面
積
に
森
林
が
伐
探
せ
ら
れ
盛
ん
に
製
炭
が
行
は
れ
て

居
た
Э
そ
の
日
は
こ
の
邊
か
ら
上
は
ひ
ど
い
霧
で
主
峯
の
見
営

も
つ
き
か
ね
た
が
麦
燒
夫
に
教
は
り
な
が
ら
小
枝

一
つ
残
さ
す

綺
麗
に
片
づ
け
ら
れ
た
伐
木
跡
の
斜
面
を
登
り
約
十
分
で
や
つ

と
尾
根
に
出
で
、
西
に
間
近
く
主
峯
を
雨
を
含
ん
だ
濃
霧
の
断

間
に
望
ん
だ
。
途
断
え
が
ち
の
測
量
の
切
り
わ
け
を
辿
つ
て
約

十
分
許
り
で
頂
上
に
出
た
。
頂
上
は
東
西
に
長
い
僅
か
許
り
の

平
地
で
可
成
人
工
が
加
へ
て
あ
り
何
か
建
物
で
も
あ
つ
た
様
な

痕
跡
地
も
見
ら
れ
た
。
霧
が
深
い
の
で
眺
望
は
全
く
駄
目
だ
つ

た
が
下
で
表
燒
夫
に
聞
い
た
の
で
は
非
常
に
遠
く
迄
見
え
て
批

快
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
下
り
は
三
瀬
か
ら
の
登
路
を

約
十
分
許
り
下
り
左
の
岐
路
に
入
つ
て
約
七
〇
〇
米
附
近
の
等

三
二
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行 残 月 一 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

高
線
を
横
に
切
つ
て
居
る
路
を
大
き
く
廻
つ
て
小
爪
峠
に
出
て

脇
山
方
面
へ
下
つ
た
。

金
山
の
北
側
は
前
に
も
記
し
た
様
に
地
形
甚
だ
複
雑
で
あ
る

が
前
回
の
踏
査
に
よ
つ
て
こ
の
山
の
北
側
は
地
形
が
略
二
段
に

な
つ
て
居
り
．
主
峯
の
山
稜
よ
り
北
東
に
約

一
粁
を
距
て
ヽ
約

八
〇
〇
米
の
前
山
が
あ
り
、
そ
の
間
は
平
均
高
度
七
〇
〇
餘
米

の
墓
地
で
比
較
的
洩
い
谷
が
東
及
び
西
よ
り
出
で
一
つ
に
な
つ

て
前
山
の
一
角
を
破
り
急
満
と
な
つ
て
北
流
し
大
小
無
数
の
瀑

布
を
か
け
て
居
る
が
最
後
に
坊
主
ケ
瀧
と
な
つ
て
山
麓
墓
地
に

開
い
て
居
る
。
坊
主
ケ
瀧
は
高
さ
前
記
の
花
飢
瀧
と
伯
仲
す
る

が
四
邊
の
景
観
は
一
居
豪
世
で
あ
る
。
坊
主
ケ
瀧
の
西
上
に
細

径
が
通
じ
て
前
記
の
高
原
の
谷
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
が
迷
路

が
多
い
。

五
ゴ

ニ
　
瀬
　
峠

金
山
の
西
に
は
八
四
九
米
の
一
峯
が
あ
つ
て
そ
の
北
西
の
鞍

部
に
三
瀬
峠
が
通
じ
て
居
る
。
三
瀬
峠
は
一臓
岡
か
ら
水
道
水
源

地
の
あ
る
室
見
川
上
流
を
経
て
佐
賀
縣
三
瀬
に
通
す
る
縣
道
の

あ
る
虎
で
立
派
な
車
道
が
開
け
て
居
る
。
頂
上
は
五
三
八
米
。

一
帯
に
高
原
性
の
地

‐形
を
な
し
見
す
ご
ら
し
い
茶
屋
が
向
ひ
あ

ニ
二四

つ
て
二
軒
あ
る
．
車
道
を
歩
く
の
は
可
成
退
屈
だ
が
漢
流
滑
ひ

の
歩
道
を
と
れ
ば
ズ
ツ
ト
距
離
と
時
間
の
節
約
が
出
来
る
。
鵬

岡
か
ら
の
バ
ス
は
石
釜
迄
で
留
つ
て
居
る
。

六
、
井
原
山
及
び
雷
山

三
瀬
峠
の
西
約
三
粁
に
丼
原
山
が
あ
る
、
九
八
三
米
。
そ
れ

よ
り
西
、
雷
山
（九
五
五
・四
米
）
に
至
る
直
径
約
二
・五
粁
の
間

は
約
九
〇
〇
米
以
上
の
高
度
を
保
ち
九
六
〇
米
内
外
の
峯
四
つ

五
つ
を
数
へ
る
こ
と
が
出
来
、
一臓
岡
方
面
か
ら
遠
望
す
る
と
金

山
の
西
に
あ
た
つ
て
山
勢
甚
だ
豪
批
な

一
Ｅ
と
な
し
て
居
る
。

雷
山
は
古
来
の
名
山
で
あ
り
又
中
世
以
後
は

一
時
修
験
道
の

雲
場
と
し
て
知
ら
れ
た
虎
で
あ
る
。
従
つ
て
山
中
虎
々
に
由
緒

あ
る
遺
蹟
が
多
い
。
筑
前
績
風
土
記
に
よ
れ
ば
雷
山
な
る
山
名

は
往
古
山
頂
に
水
人
雷
電
の
神
を
祀
つ
た
の
に
よ
る
と
云
ふ
が

吾
國
上
代
人
の
素
朴
な
自
然
崇
葬
、
山
岳
崇
拝
の
お
も
か
げ
が

う
か
ゞ
は
れ
る
。

井
原
山
へ
は
か
つ
て
初
各
の
頃
會
員
池
田
君
と
登
つ
て
更
に

雷
山
迄
縦
走
し
雷
山
村
に
下
つ
て
前
原
に
出
た
こ
と
が
あ
る
。

石
釜
で
バ
ス
を
す
て
ゝ
、
縣
道
を
約
三
粁
室
見
川
滑
ひ
に
上
り

右
の
間
道
に
入
つ
て
急
斜
面
を
登
る
と
峡
谷
の
左
岸
の
下
腹
を

( 591 )



競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

細
径
が
通
じ
ゝ
深
谷
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
約
二
粁
ば
か
り
で
地

勢

一
憂
し
て
路
は
廣
い
谷
間
の
高
原
地
に
導
か
れ
る
。
清
流
は

ゆ
る
や
か
に
流
れ
遠
く
井
原
山
の
一
角
が
望
ま
れ
る
。
更
に
約

二
粁
で
井
原
山
麓
の
水
無
に
達
す
る
。
井
原
山
の
一
角
か
ら
北

東
に
亘
り
帯
状
の
石
友
岩
地
が
あ
つ
て
水
無
附
近
に
は
小
さ
な

鏡
乳
洞
も
近
時
嚢
見
さ
れ
た
が
ド
リ
ー
ネ
の
如
き
地
形
の
嚢
達

は
な
い
。
水
無
な
る
地
名
の
由
末
に
つ
い
て
は
一
の
偉
諭
が
あ

る
。
そ
れ
は
昔
老
婆
が
漢
流
で
大
根
を
洗
つ
て
居
た
時
に
そ
こ

に
通
り
合
せ
た
弘
法
大
師
が
そ
の
大
根
を
一
本
所
望
し
た
の
を

す
げ
な
く
断
つ
た
た
め
そ
れ
以
来
そ
の
川
の
水
は
涸
れ
て
村
で

は
非
常
な
難
儀
を
し
水
無
と
稀
す
る
に
至
つ
た
が
や
が
て
一
部

落
こ
ぞ
つ
て
下
流
へ
移
韓
す
る
に
至
り
、
猜
水
無
と
櫓
し
て
居

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
月
並
の
偉
諭
の
形
を
と
つ
て

居
る
が
こ
ゝ
が
石
友
岩
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
営
然
流
水
が
涸
渇

し
た
と
い
ふ
様
な
現
象
は
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
大
憂
面
白
い
諭

話
だ
と
思
ふ
。
水
無
に
水
が
涸
れ
た
の
は
全
く
一
場
の
音
話
で

今
で
は
谷
の
上
流
迄
ど
こ
で
も
豊
か
な
水
が
流
れ
て
居
る
。
部

落
を
離
れ
て
漢
流
づ
た
ひ
に
約
四
粁
登
り
つ
め
れ
ば
井
原
山
の

頂
に
出
る
。
頂
に
は
樹
林
が
な
く
短
か
い
笹
許
り
で
あ
る
が
南

向
き
に
自
い
土
崩
地
が
あ
つ
て
こ
の
頂
は
花
間
岩
で
あ
る
こ
と

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ら
ど
こ
ろ

を
示
し
て
居
る
。
こ
の
頂
か
ら
東

へ
金
山
、
脊
振
山
を
望
む
景

色
は
大
憂
美
事
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
路
は
な
い
が
西
に
雷
山
迄

笹
や
す
ゝ
き
を
分
け
て
縦
走
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
元
末
雷
山

へ
は
普
通
北
麓
の
雷
山
村
か
ら
登
る
の
で
可
成
立
派
な
路
が
出

来
て
居
る
。
初
め
草
原
の
斜
面
を
登
り

や
が

て
密
林
に
入
り

岩
角
を
よ
ぢ
て
し
ば
ら
く
登
る
と
小
笹
原
の
干
凡
な
頂
上
に
出

る
。
し
か
し
頂
上
の
眺
望
は
甚
だ
闊
大
で
特
に
北
方
直
下
に
玄

海
の
碧
波
を
望
む
あ
た
り
は
費
に
美
し
い
。

雷
山
、
井
原
山

一
帯
も
金
山
附
近
と
同
様
北
側
は
急
峻
で
森

林
が
深
い
が
南
側
は
非
常
に
緩
か
で
笹
原
や
す
ゝ
き
原
が
廣
く

六
〇
〇
餘
米
の
高
原
地
に
及
ん
で
居
る
。

井
原
山
、
雷
山

一
帯
に
は
植
物
の
種
類
が
多
く
い
ろ
い
ろ
珍

ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
水
無
の
谷
に
は
オ
ホ
メ
シ
ダ
、
ヒ
ロ
ハ

ノ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
カ
ラ
ク
サ
シ
ダ
．ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
．
イ
チ
リ
ン

サ
ウ
、
ナ
ガ
ハ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
、
ツ
ク
シ
ト
リ
カ
プ
ト
等
が

多
く
雷
山
頂
上
附
近
に
は
マ
ツ
ム
シ
サ
ウ
が
多
い
が
こ
れ
は
北

九
州
で
は
比
較
的
稀
な
種
類
で
あ
つ
て
分
布
上
注
意
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

七
、
獅
子
舞
岳
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行 獲 月 一 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

雷
山
の
西
方
は
急
に
低
く
な
つ
て
山
頂
か
ら
一
気
に
約
二
〇

〇
米
急
下
し
て
小
蔓
地
を
な
し
、
更
に
西
す
る
に
従
つ
て
地
形

は
高
原
状
と
な
り
高
さ
も
漸
久
減
じ
て
六
〇
〇
米
以
下
と
な
り

そ
の
間
に
は
祠
岡
縣
原
島
郡
か
ら
佐
賀
縣
に
通
す
る
縣
道
が
五

六
八
米
の
峠
を
こ
え
て
通
じ
自
働
車
も
運
韓
さ
れ
て
居
る
。
峠

か
ら
南
西
約
三
粁
に
は
獅
子
舞
岳
（九
〇
〇
米
）
の
餞
頭
を
置
い

た
様
な
山
に
績
い
て
居
る
。
五
萬
分

一
の
地
形
国
濱
峠
固
幅
に

は
翡
金
山
と
記
し
少
し
北
に
よ
つ
た
虎
に
獅
子
舞
岳
と
し
て
あ

る
が
、
日
本
山
嶽
誌
に
も
引
用
し
て
あ
る
様
に
笏
金
山

（破
金

山
）
は
肥
前
方
面
で
の
名
で
同
じ
山
を
筑
前
側
で
は
獅
子
舞
岳

と
稀
す
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
一
度
雷
山
か
ら
尾
根
偉
ひ
に
獅
子
舞
岳
に
登
つ
た
が

愈
々
主
峯
に
か
よ
る
迄
は

一
帯
の
草
原
で
あ
る
が
、
主
峯
は
ア

カ
マ
ツ
と
ヒ
ノ
キ
の
造
林
地
と
な
り
、
尾
根
偉
ひ
の
防
人
線
を

通
つ
て
容
易
に
頂
上
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
雷
山
頂
か
ら

は
約
二
時
間
を
要
す
る
。

山
頂
は
干
坦
で
南
に
か
た
よ
つ
て
三
角
黙
の
石
標
が
あ
る
が

防
人
線
地
帯
の
草
原
を
除
い
て
は
全
部
ア
カ
マ
ツ
の
若
い
林
で

被
は
れ
眺
望
は
餘
り
よ
く
な
い
。
筆
者
は
下
り
に
は
別
な
路
を

と
り
尾
根
偉
ひ
の
防
人
線
を
北
西
約
二
粁
に
あ
る
七
四
八
米
の

二
二六

峠
に
出
で
ゝ
夜
道
を
前
原
に
出
た
。
こ
の
時
途
中
白
糸
瀧
を
見

た
。
瀧
は
獅
子
舞
岳
の
北
側
海
抜
約
五
五
〇
米
の
高
虎
に
あ
り

高
さ
三
五
米
ｂ
巾
九
米
の
大
瀑
布
で
四
邊
は
老
樹
欝
蒼
と
し
て

繁
茂
し
、
甚
だ
幽
迭
な
仙
境
を
な
し
て
ゐ
た
。

八
、
女
岳
、
浮
岳
山

獅
子
舞
岳
の
西
は
五
〇
〇
乃
至
七
〇
〇
米
未
満
の
墓
状
地
で

著
し
い
隆
起
が
な
い
が
、獅
子
舞
岳
の
頂
上
か
ら
約
五
・五
粁
に

女
岳
（七
四
九
米
）
の
尖
峯
が
あ
り
、
更
に
そ
れ
か
ら
西
に
約
二

粁
で
浮
岳
山
（
八
〇
五
・二
米
）
の
著
し
い
隆
起
が
あ
る
。

か
つ
て
秋
晴
の
一
日
幅
岡
か
ら
唐
津
に
通
す
る
北
九
州
線
の

雨
吉
澤
で
汽
車
を
下
り
て
す
ぐ
南
に
迫
る
丘
の
小
径
を
辿
り
、

約
二
時
間
で
縣
界
の
尾
根
で
浮
岳
山
の
東
部
の
女
岳
と
の
鞍
部

に
出
て
更
に
急
斜
の
細
径
を
ヒ
タ
登
り
に
登
っ
て
浮
岳
山
の
山

頂
に
達
し
た
。
山
頂
は
東
西
に
長
く

一
帯
に
樹
木
が
茂
っ
て
居

り
西
の
一
角
に
浮
岳
神
祗
の
祗
殿
が
あ
る
。
し
か
し
普
通
の
浮

岳
山
の
登
路
は
爾
吉
騨
か
ら
縣
道
を
少
し
く
西
に
行
き
左
に
分

れ
て
中
村
よ
り
久
安
寺
を
経
て
登
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
面
は

登
路
も
廣
く
傾
斜
も
比
較
的
緩
か
で
あ
る
さ
う
だ
が
未
だ
踏
査

し
て
居
な
い
。

( 593 )



浮
岳
山
に
登
っ
た
つ
い
で
に
そ
の
東
に
あ
る
女
岳
へ
も
登
っ

た
。浮
岳
山
の
頂
上
か
ら
更
に
登
路
を
戻
り
、東
に
縣
界
の
尾
根

を
通
す
る
防
人
線
づ
た
ひ
に
少
し
く
行
き
、
直
ち
に
女
岳
へ
か

ゝ
る
。急
峻
な
尾
根
を
約
二
十
分
も
登
る
と
頂
上
で
あ
っ
た
。
頂

上
は
僅
か
に
草
原
が
あ
る
が
一
帯
に
赤
松
の
造
林
地
で
あ
る
。

頂
上
か
ら
臨
む
と
北
東
に
方
り
深
江
山
（七

一
一
・四
米
）
の
双

頭
峯
が
間
近
く
簿
え
る
の
が
目
立
っ
て
居
た
。

女
岳
の
頂
か
ら
東
に
高
さ
六
〇
〇
米
内
外
の
墓
状
地
を
尾
根

の
防
人
線
偉
ひ
に
一
貴
山
越
（
五
八
六
米
）
に
出
る
の
は
極
め
て

容
易
な
路
で
あ
る
。

九
、
脊
振
山
塊
の
北
縁
部
の
縦
走

以
上
で
脊
振
山
塊
の
北
縁
を
な
す
著
し
い
山
々
は
二
三
の
未

踏
査
の
も
の
を
除
い
て
全
部
の
記
述
を
修
っ
た
。
筆
者
は
か
つ

て
耐
岡
附
近
か
ら
南
に
こ
れ
等
の
山
つ
ゞ
き
を
望
み
全
部
の
縦

走
と
云
ふ
こ
と
が
す
ぐ
頭
に
浮
ん
で
こ
の
数
年
間
に
互
っ
て
部

分
的
に，
そ
の
線
を
歩
き
最
後
に
そ
れ
等
を
連
ね
て
見
た
い
と
思

っ
た
。
前
項
迄
の
記
述
は
結
局
さ
う
云
ふ
豫
定
の
下
に
登
ら
れ

た
山
々
で
あ
る
。
八
代
氏
も
脊
振
山
の
項
で
こ
の
縦
走
の
出
来

る
こ
と
に
つ
い
て
人
か
ら
の
間
書
き
を
さ
れ
又
九
州
山
岳
案
内

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
は

「
縦
走
が
出
来
な
い
こ
と
も
な
い
」
と
一
言
書
き
そ
へ
て

あ
る
。
筆
者
の
賢
地
踏
査
を
綜
合
す
る
と
や
は
り
そ
の
結
論
は

「縦
走
が
出
来
な
い
こ
と
も
な
い
」
の
一
語
に
齢
す
る
。
今
こ
れ

を
具
般
的
に
云
ふ
と
九
千
部
山
よ
り
脊
振
山
を
経
て
椎
葉
峠
に

至
る
間
は
尾
根
億
ひ
に
路
が
あ
る
が
、
鬼
ケ
鼻
岩
か
ら
猟
師
岩

山
、小
爪
峠
及
び
金
山
、安
后
坂
峠
迄
は
尾
根
に
は
殆
ん
ど
路
が

な
く
虎
々
に
厚
い
叢
林
が
あ
っ
て
通
過
に
困
難
な
虎
が
あ
る
。

安
后
坂
峠
か
ら
三
瀬
峠
を
経
て
井
原
山
迄
は
小
径
が
ぁ
る
が
井

原
山
か
ら
雷
山
迄
は
叉
路
が
な
く
な
っ
て
笹
や
す
ゝ
き
に
ひ
ど

く
い
ぢ
め
ら
れ
る
。
雷
山
か
ら
西
は
浮
岳
山
迄
殆
ん
ど
連
絡
し

た
廣
い
幅
の
防
人
線
が
縣
界
の
尾
根
を
通
じ
て
ゐ
る
の
で
問
題

は
な
い
。
浮
岳
山
か
ら
西
の
方
は
未
踏
査
で
あ
る
が
高
度
も
低

く
地
勢
も
高
墓
状
な
の
で
大
き
な
困
難
は
な
い
。
筆
者
の
見
込

で
は
こ
の
線
の
縦
走
は
略
三
日
牛
を
要
す
る
も
の
と
思
は
れ

る
。
印
ち
九
千
部
山
よ
り
脊
振
山
頂
迄
が
一
日
、
脊
振
山
頂
か

ら
三
瀬
峠
迄
が
一
日
、
三
瀬
峠
か
ら
浮
岳
山
迄
が
一
日
、
浮
岳

山
か
ら
十
坊
山
を
経
て
海
岸
に
下
る
の
に
牛
日
の
見
込
で
あ
る

が
第
二
日
は
可
成
骨
の
折
れ
る
こ
と
を
覺
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ｔ

賓

浦

山

鵬 三 第 年 二 十 二 第 岳 山

二
二七
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行  残  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

費
満
山
は
一
に
寵
門
山
或
は
御
笠
山
と
得
せ
ら
れ
所
謂
三
郡

山
塊
の
南
端
を
な
し
而
岡
の
南
東
約

一
六
粁
に
あ
る
名
山
で
高

さ
八
〇
〇
餘
米
全
山
花
自岡
岩
よ
り
成
り
山
勢
甚
だ
雄
峻
で
あ

る
。
山
頂
の
Ｅ
岩
の
上
に
は
榊
武
天
皇
の
御
生
母
に
わ
た
ら
せ

ら
る
ゝ
玉
依
姫
を
祭
祀
し
奉
る
竃
門
脚
祗
上
宮
が
あ
る
。
而
岡

附
近
の
風
俗
と
し
て
婦
女
年
頃
と
な
れ
ば
必
ら
す

一
度
こ
の
山

に
登
つ
て
良
縁
を
所
願
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
頂
上
か
ら

尾
根
づ
た
ひ
に
北
東
へ
直
径
約
〇
・
五
粁
に
佛
頂
山

一
名
元
費

満
が
あ
る
。
高
さ
八
六
八
・
七
米
で
費
満
山
頂
よ
り
少
し
く
高

い
。
こ
れ
よ
り
更
に
北
方
三
郡
山
（九
三
六
・六
米
）、砥
石
山
（八

二
六
米
）
シ
ヨ
ー
ケ
越
（五
〇
五
米
）
を
・経
て
若
杉
山

（六
七
八

米
）
へ
縦
走
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

費
満
山
へ
の
登
路
は
太
宰
府
か
ら
す
る
の
を
表
日
と
す
る
。

太
宰
府
へ
は
一鵬
岡
か
ら
電
車
が
通
じ
交
通
甚
だ
便
利
で
あ
る
。

太
宰
府
か
ら
は
約
三
粁
で
南
西
麓
の
内
山
へ
到
り
寵
門
榊
祗
下

官
を
経
て
暫
ら
く
山
麓
の
墓
地
を
行
き
一
の
鳥
居
か
ら
急
峻
な

坂
路
と
な
る
。
体
堂
跡
を
経
て
し
ば
ら
く
す
る
と
中
宮
趾
に
出

る
。
体
堂
跡
に
は
徳
弘
の
井
と
櫓
す
る
清
水
が
湧
出
し
登
山
路

の
渇
を
癒
し
て
居
た
が
昨
年
登
つ
た
時
に
は
そ
こ
に
体
み
茶
屋

が
出
来
て
自
由
に
飲
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
て
居
た
。
筆
者

ニ
ニハ

は
寵
門
神
祗
関
係
の
人
た
が
こ
の
体
み
茶
屋
を
許
し
た
軽
拳
に

つ
い
て
悲
じ
む
も
の
で
あ
る
。
中
宮
趾
か
ら
岩
角
を
踏
ん
で
間

も
な
く
頂
上
上
宮
に
達
す
る
。
上
宮
に
は
上
宮
祗
務
所
が
あ
つ

て
一
人
の
老
人
が
番
を
し
て
居
て
登
山
者
の
便
を
は
か
つ
て
居

る
。
祗
務
所
の
背
後
に
は
物
見
岩
と
櫓
す
る
虎
が
あ
つ
て
絶
壁

の
上
か
ら
の
眺
望
が
い
ゝ
。
上
宮
か
ら
物
見
岩
の
下
に
出
で
山

頂
の
西
側
を
迂
廻
す
る
羅
漢
道
と
云
ふ
の
が
あ
る
が
絶
壁
の
下

青
苔
を
被
へ
る
岩
角
を
ふ
ん
で
中
官
趾
に
出
る
も
の
で
費
満
山

中
最
も
興
味
あ
る
虎
で
あ
る
。

費
満
山
の
登
路
は
こ
の
外
に
西
麓
の
北
谷
口
。
南
麓
の
大
石

日
、
東
麓
の
油
須
原
口
等
が
あ
り
、
又
内
山
か
ら
一
旦
愛
嶽
山

に
登
り
更
に
費
満
山
へ
登
る
こ
と
も
出
来
る
。
愛
嶽
山
は
費
満

山
の
南
に
績
く
高
さ
四
三
一
米
の
丘
陵
で
山
頂
に
颯
遇
大
神
を

祀
る
愛
嶽
神
祗
が
あ
り
農
事
の
神
と
し
て
遠
近
の
信
仰
を
集
め

て
居
る
。

佛
頂
山
へ
は
費
満
山
頂
か
ら
尾
根
づ
た
ひ
に
モ
ミ
の
原
生
林

を
通
過
し
て
行
く
こ
と
が
出
来
る
。
山
頂
は
廣
い
草
原
で
眺
望

が
い
ゝ
。

十

一
、
若

杉

山
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賓
満
山
の
北
約
七
粁
に
若
杉
山
が
あ
る
。
高
さ
六
七
八
米
全

山
老
杉
の
密
林
に
蔽
は
れ
山
容
甚
だ
森
厳
で
あ
る
。
若
杉
山
と

櫓
す
る
は
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
に
御
出
陣
の
前
山
上
に
御
所
願

あ
ら
せ
ら
れ
御
凱
旋
の
時
香
椎
神
官
の
綾
杉
の
板
を
分
ち
て
山

上
に
挿
し
給
へ
る
に
よ
り
分
杉
と
云
ひ
後
世
こ
れ
を
若
杉
と
な

ま
り
て
山
名
と
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
山
頂
に

は
伊
弊
諾
尊
を
祀
る
太
祗
耐
祗
が
あ
り
又
弘
法
大
瀞
の
遺
跡
と

偉
ふ
る
奥
の
院
が
危
岩
の
下
に
あ
る
な
ど
で
、
山
麓
篠
栗
を
中

心
と
し
て
散
在
す
る
新
四
國
八
十
八
ケ
所
を
巡
奔
す
る
人
々
の

参
詣
が
多
い
。
山
腹
西
側
の
若
杉
業
園
及
び
北
側
の
荒
田
は
海

抜
約
四
〇
〇
米
に
位
し
や
ム
完
備
せ
る
族
館
が
あ
つ
て
避
暑
地

と
し
て
近
時
注
目
さ
れ
て
来
た
。

若
杉
山
へ
登
る
に
は
普
通
一職
岡
の
吉
塚
辟
か
ら
篠
栗
線
に
乗

つ
て
維
貼
の
篠
栗
に
下
車
し
西
麓
の
横
岩
を
経
て
若
杉
業
園
に

至
り
更
に
老
杉
下
の
路
を
登
れ
ば
約
二
時
間
で
頂
上
に
達
す

る
。
降
り
は
北
側
の
荒
田
を
経
て
篠
栗
に
出
る
の
も
面
白
い
。

近
年
登
路
大
い
に
改
修
せ
ら
れ
若
杉
業
園
及
び
荒
田
に
は
自
働

車
を
通
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
つ
て
家
族
づ
れ
の
遊
山
地

と
し
て
も
甚
だ
好
適
で
あ
る
。

山
中
は
植
物
の
種
類
に
富
み
特
に
羊
歯
や
蘭
の
奇
品
が
多
く

難
・　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

特
に
晩
春
エ
ビ
ネ
の
花
唆
く
頃
は
そ
の
花
色
ぅ
花
形
の
憂
化
が

多
い
の
に
一
驚
を
喫
す
る
。

十
二
、
若
杉
山
よ
り
賓
浦
山

へ
の
縦
走

（
砥
石
山
及
び
三
郡
山
）

費
満
山
よ
り
若
杉
山
へ
の
尾
根
績
き
は
小
さ
い
な
が
ら
一
つ

の
ま
と
ま
つ
た
山
塊
を
形
成
し
而
岡
を
起
黙
と
し
て
一
日
で
往

復
し
得
る
縦
走
路
と
し
て
地
形
や
植
物
の
憂
化
も
多
く
最
も
興

味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
最
近
は
こ
の
縦
走
を
行
ふ
こ
と

が
流
行
す
る
が
そ
の
多
く
は
若
杉
山
よ
り
登
つ
て
費
満
山
に
至

り
、
太
宰
府
に
下
つ
て
電
車
で
爾
岡
に
婦
る
行
程
に
依
つ
て
居

る
。
筆
者
は
一
度
費
満
山
よ
り
若
杉
山
へ
縦
走
し
又
一
度
若
杉

山
よ
り
費
満
山
へ
縦
走
し
た
が
後
者
に
よ
る
方
が
疲
努
も
少
な

く
且
つ
交
通
機
関
利
用
の
黙
で
前
者
に
比
し
て
一
居
便
利
で
あ

る
の
を
知
つ
た
。

今
若
杉
山
を
起
顆
と
す
る
縦
走
路
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
記

し
て
見
や
う
。

若
杉
山
頂
よ
リ
シ
ヨ
ー
ケ
越
（
五
〇
五
米
）
に
至
る
間
は
杉
の

密
林
を
左
に
し
草
原
の
急
斜
面
を
右
に
し
て
ス
ヽ
キ
の
お
ほ
ひ

か
ぶ
さ
つ
た
細
径
を
概
し
て
下
る
一
方
で
あ
る
が
途
中
亘
岩
を

〓
ニカ
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行  嚢 月 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

下
る
虎
で
一
寸
路
が
迷
ひ
易
い
。
し
か
し
こ
ム
で
は
出
来
る
丈

左
に
よ
っ
て
行
け
ば
笹
の
間
に
細
径
が
あ
っ
て
Ｅ
岩
の
蔭
を

一

氣
に
下
る
こ
と
が
出
来
る
。
シ
ヨ
ー
ケ
越
か
ら
は
防
人
線
億
ひ

と
な
り
先
づ
砥
石
山
の
北
の
一
峯
（七
七
四
米
）
に
登
り
、
更
に

少
し
ぐ
下
っ
て
叉
急
斜
を
登
っ
て
砥
石
山
（八
三
六
米
）
の
頂
上

に
達
す
る
。
砥
石
山
は
三
郡
山
塊
中
の
雄
峯
で
山
容
甚
だ
雄
偉

で
あ
る
。
山
頂
に
は
狭
い
草
原
の
干
地
が
あ
り
眺
望
が
い
ム
。

砥
石
山
か
ら
は
又
急
に
下
り
二
三
の
小
隆
起
を
経
て
三
郡
山
頂

に
達
す
る
。
三
郡
山
へ
か
ヽ
る
あ
た
り
か
ら
草
原
の
干
な
尾
根

は
急
に
岩
角
の
露
出
し
た
狭
い
尾
根
と
な
り
樹
木
が
し
げ
っ

て
来
る
。
三
郡
山
頂
は
高
さ
五
三
六
・
六
米
に
達
し
て
縦
走
路

中
の
最
高
貼
で
あ
る
。
頂
は
狭
く
草
原
性
で
二
三
の
露
岩
が
あ

る
。
山
頂
の
眺
望
は
砥
石
山
と
大
差
が
な
い
が
特
に
英
彦
山
が

大
憂
近
く
望
ま
れ
る
。
こ
れ
か
ら
佛
頂
山
の
頂
迄
は
餘
り
著
し

い
隆
起
も
な
く
極
め
て
容
易
な
路
で
あ
る
。
三
郡
山
か
ら
佛
頂

山
の
間
の
西
側
の
山
側
は
主
と
し
て
ブ
ナ
の
林
で
樹
下
に
は
じ

ば
ん
ヽ
ツ
ク
シ
シ
ヤ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
が
見
ら
れ
る
。

猪
参
考
の
た
め
に
筆
者
の
昭
和
四
年
十
月
十
八
日
に
於
け
る

縦
走
の
時
間
記
録
を
記
し
て
置
か
う
。

謳
岡
（吉
塚
騨
前
）嚢
前
八
時
十
分
（
バ
ス
に
よ
る
）
、
登
山
口

〓三
〇

下
軍
九
時
。
若
杉
山
奥
の
院
十
時
四
十
分
ゝ
シ
ヨ
ー
ケ
越
着
十

二
時
五
分
（
三
十
分
間
休
憩
書
食
）
、
砥
石
山
頂
後

一
時
十
分
．

三
郡
山
頂
三
時
十
五
分
（十
五
分
休
憩
）、佛
頂
山
四
時
二
十
分
ｂ

費
満
山
中
宮
趾
五
時
、
竃
門
瀞
祗
下
宮
五
時
四
十
五
分
、
太
宰

府
よ
り
電
車
。十

三
、
鉾
立
山
及
龍
王
山

若
杉
山
の
北
方
金
出
川
の
谷
を
距
て
ゝ
鉾
立
山
（六
六
五
・八

米
）
が
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
高
原
性
の
蔓
地
で
あ
っ
て
鉾
立
山

の
北
東
の
菅
岳
（六
七
七
米
）
か
ら
鉾
立
山
、
畝
原
山
等
六
〇
〇

餘
米
の
尾
根
を
最
高
と
し
東
西
約
十
粁
南
北
約
十
粁
に
亘
っ
て

二
五
〇
米
内
外
を
最
低
と
し
て
平
均
三
〇
〇
―
―
五
〇
〇
米
の

高
地
で
あ
る
。
幅
岡
か
ら
篠
栗
を
経
て
嘉
穂
郡
の
飯
塚
に
通
す

る
縣
道
は
そ
の
東
西
の
雨
縁
に
於
て
所
謂
七
曲
り
を
な
し
て
八

木
山
盆
地
を
通
過
し
て
高
原
を
横
断
し
て
居
る
。
龍
王
山

（六

一
五
・六
米
）
は
鉾
立
山
の
南
東
約
六
粁
に
あ
り
、
八
木
山
盆
地

を
距
て
ゝ
響
え
東
麓
は
直
ち
に
飯
塚
の
不
野
に
臨
ん
で
居
る
。

鉾
立
山
へ
は
か
つ
て
秋
晴
の
日
の
牛
日
を
費
や
し
て
登
つ
た

こ
と
が
あ
る
。
篠
栗
酵
か
ら
縣
道
を
約
三
粁
東
し
、
右
に
鳴
淵

川
の
谷
に
入
り
そ
の
支
流
か
ら
畝
原
山
の
頂
上
よ
り
南
西
に
出
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た
尾
根
の
細
後
を
登
り
畝
原
山
頂
に
達
し
。
更
に
樹
林
下
の
細

後
を
鉾
立
山
頂
に
至
つ
た
。
畝
原
山
か
ら
鉾
立
山
へ
の
尾
根
は

殆
ん
ど
著
し
い
凸
凹
が
な
く
鉾
立
山
の
員
の
頂
上
も
ど
こ
に
あ

る
か
途
に
不
明
の
ま
ゝ
で
西
側
の
大
分
明
か
な
山
路
を
下
り
陣

田
ケ
尾
の
瀧
の
上
方
に
出
て
篠
栗
に
下
つ
た
。
陣
田
ケ
尾
は
鉾

立
山
の
西
側
に
あ
る
高
原
性
盆
地
で
そ
の
南
端
に
小
さ
な
瀧
が

あ
り
陣
田
ケ
尾
の
瀧
と
云
つ
て
居
る
。
鉾
立
山
は
下
か
ら
見
る

と
畝
原
山
と

一
つ
に
な
つ
て
可
成
美
事
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
す

が
登
つ
て
見
る
と
頂
上
は
平
坦
で
樹
林
が
深
く
殆
ん
ど
眺
望
が

な
く
て
面
白
味
の
少
な
い
山
で
あ
る
。
そ
れ
に
尾
根
の
細
後
に

は
ジ
ヤ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
が
は
び
こ
つ
て
居
て
そ
の
太
い
刺
に
は
す

ゐ
分
苦
ん
た
。

龍
王
岳
へ
登
つ
た
の
は
数
年
前
の
早
春
で
妻
も
一
諸
で
あ
つ

た
。
篠
栗
か
ら
飯
塚
へ
の
縣
道
を
篠
栗
側
の
七
曲
り
迄
バ
ス
で

と
ば
し
、
そ
れ
か
ら
徒
歩
で
八
木
山
に
登
り
本
村
部
落
か
ら
山

の
北
西
側
を
登
つ
た
。
細
後
は
あ
つ
た
が
と
だ
え
が
ち
で
お
ま

け
に
キ
イ
チ
ゴ
の
刺
が
う
る
さ
く
跡
を
ふ
さ
い
で
ゐ
た
の
で
頂

上
の
草
原
に
出
る
迄
は
大
分
手
間
ど
つ
た
。
頂
上
は
廣
い
草
地

で
眼
下
に
は
飯
塚
の
平
野
を
望
み
甚
だ
眺
望
が
い
ゝ
。
下
り
は

防
人
線
づ
た
ひ
に
南
の
急
斜
面
を
下
つ
た
が
こ
の
方
面
は
一
帯

難
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
草
原
つ
ゞ
き
で
山
の
南
西
麓
を
廻
つ
て
容
易
に
本
村
部
落
に

出
る
こ
と
が
出
来
た
。

十
四
、
四
王
寺
山

四
王
寺
山
（四
一
〇
米
）
は
一
名
大
城
山
或
ひ
は
大
野
山
と
も

呼
ば
れ
太
宰
府
の
西
に
近
く
東
に
費
満
の
峻
嶺
と
相
封
す
る
美

し
い
草
山
で
あ
る
。
古
歌
に

つ
ち
じ
る
く
時
雨
の
雨
は
ふ
ら
な
く
に

お
ほ
き
の
山
は
色
づ
き
に
け
け
り

と
は
太
宰
府
の
西
近
く
に
響
ゆ
る
こ
の
山
の
秋
色
を
歌
つ
た

も
の
で
あ
る
。
大
城
山
と
は
天
智
天
皇
の
四
年
大
野
山
に
太
宰

府
保
護
の
た
め
百
済
人
を
し
て
築
城
せ
し
め
た
に
よ
つ
て
出
た

山
名
で
あ
る
が
、
光
仁
天
皇
の
費
難
五
年
山
上
に
四
天
王
寺
を

創
建
し
た
る
よ
り
山
名
は
叉
四
王
寺
山
と
呼
ば
る
ゝ
様
に
な
り

現
今
に
及
ん
で
居
る
。
こ
の
山
は
後
ゝ
戦
國
時
代
に
も
大
友
氏

の
部
持
高
橋
昭
雲
が
岩
屋
城
を
築
い
て
居
り
天
正
十
四
年
島
津

氏
の
鶯
に
陥
れ
ら
れ
た
古
跡
で
あ
る
。
岩
屋
城
の
陥
落
に
方
つ

て
城
中

一
兵
を
残
さ
す
そ
の
守
線
に
斃
れ
昭
雲
も
三
十
九
歳
を

一
期
と
し
て
牙
城
に
自
双
し
た
と
い
ふ
批
烈
な
る
物
語
を
残
し

て
居
る
。
新
奮
の
築
城
の
遺
蹟
は
現
今
も
虎
々
に
そ
の
残
趾
を

重
一
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行 嚢 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
大
石
垣
小
石
垣
等
の
名
も
あ
る
。

山
上
は
小
高
原
を
な
し
四
王
寺
部
落
の
人
家
が
あ
つ
て
水
田

が
開
け
て
居
る
。
そ
の
干
地
を
東
南
西
の
三
方
か
ら
か
こ
む
、

草
原
の
尾
根
が
あ
つ
て
最
高
黙
は
西
側
に
あ
り
樹
林
中
に
毘
沙

門
の
堂
字
が
あ
る
。
山
へ
の
登
路
は
太
宰
府
か
ら
南
東
側
を
登

る
か
、
北
東
麓
の
字
美
町
か
ら
登
る
の
で
あ
る
が
い
づ
れ
も
極

め
て
容
易
に
四
王
寺
部
落
を
経
て
草
原
の
尾
根
に
出
る
こ
と
が

出
来
る
。
尾
根
の
東
部
は
特
に
草
原
が
美
し
く
眼
下
に
は
太
宰

府
紳
祗
の
境
内
を
整
み
春
秋
の
家
族
づ
れ
の
遊
山
地
と
し
て
推

櫓
し
た
い
虎
で
あ
る
。

十
五
、
天
　
拝
　
山

天
拝
山
は
太
宰
府
の
南
西
約
四
粁
に
あ
る
高
さ
二
五
八
米
の

小
丘
で
あ
る
が
直
接
干
野
に
臨
み
且
つ
山
頂
に
Ｅ
大
な
老
松
が

あ
る
の
で
約

一
六
粁
を
距
て
た
爾
岡
附
近
か
ら
で
も
著
し
く
目

立
つ
山
で
あ
る
。

鹿
兄
島
本
線
の
二
日
市
躍
で
汽
車
を
下
り
て
敷
町
で
湯
町
の

武
蔵
温
泉
に
達
す
る
。
こ
の
温
泉
は
温
度
が
低
く
各
は
沸
か
し

て
入
浴
す
る
程
で
あ
る
。
皮
膚
病
に
数
が
あ
る
と
云
ふ
が
湯
量

が
少
な
く
餘
り
気
持
の
い
ゝ
温
泉
で
は
な
い
。
殊
に
軒
を
並
ぶ

〓〓
ニ

る
族
館
は
い
づ
れ
も
遊
興
本
位
で
ゆ
つ
く
り
し
た
氣
持
で
滞
在

し
や
う
な
ど
思
ひ
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
湯
町
か
ら
武
蔵

寺
の
境
内
を
経
て
約

一
時
間
で
頂
上
に
達
す
る
。
頂
上
に
は
菅

公
を
祀
る
小
堂
が
あ
り
、
南
に
少
し
く
下
つ
た
虎
に
老
大
な
る

松
樹
が
あ
つ
て
樹
林
を
抜
い
て
高
く
響
え
て
居
る
。
山
頂
は
東

方
に
太
宰
府
附
近
を
望
む
外
殆
ん
ど
樹
林
の
篤
に
眺
望
が
な
い

が
東
が
開
い
て
居
る
の
で
近
頃
仲
秋
の
観
月
の
名
所
と
し
て
宣

博
さ
れ
て
ゐ
る
。
配
流
の
菅
公
が
山
頂
に
立
つ
て
天
に
わ
が
寃

罪
を
訴
へ
た
と
云
ふ
の
は
餘
り
に
知
れ
過
ぎ
た
偉
諭
で
あ
る
。

十
六
、
基
　
　
　
山

基
山
は

一
名
坊
佳
山
と
櫓
せ
ら
れ
脊
振
山
塊
の
東
端
を
な
す

高
さ
四
〇
五
米
の
山
丘
で
九
千
部
山
の
北
東
約
七
粁
に
位
置
し

て
居
る
。
此
山
は
前
記
四
王
寺
山
と
共
に
天
智
天
皇
の
四
年
に

百
済
人
の
築
城
し
た
虎
で
基
山
は
城
山
と
も
書
か
れ
て
居
る
。

現
今
で
も
所
々
に
往
古
築
城
の
遺
跡
を
残
留
し
山
頂
は
人
工
を

施
せ
る
跡
歴
然
と
し
て
居
り
、
山
腹
山
麓
に
も
遺
蹟
が
多
い
。

筆
者
は
か
つ
て
三
日
市
畔
か
ら
南
西
へ
約
四
粁
の
山
口
か
ら

山
の
北
面
を
上
下
し
た
こ
と
が
あ
る
。
山
腹
よ
り
山
頂
に
亘
り

廣
い
草
原
が
あ
つ
て
大
憂
感
じ
の
い
ゝ
山
で
あ
る
。
又
鹿
兄
島
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本
線
基
山
畔
か
ら
も
登
る
こ
と
が
出
来
る
．

十
七
、
油
　
　
　
山

油
山
は
爾
岡
市
の
中
心
を
南
に
距
る
約
十
粁
に
あ
る
高
さ
五

九
二
米
の
丘
陵
で
現
今
は
そ
の
山
頂
迄
一鵬
岡
市
の
Ｅ
域
に
編
入

さ
れ
て
居
る
。
山
麓
の
東
油
山
迄
定
期
の
バ
ス
が
あ
り
そ
れ
か

ら
油
山
観
音
を
経
て
急
峻
な
細
径
を
登
り
精
干
坦
な
尾
根
に
出

て
頂
上
に
達
す
る
が
山
頂
の
眺
望
は
餘
り
よ
く
な
い
。

十
八
、
立
　
花
　
山

立
花
山
は
鹿
兄
島
本
線
香
椎
騨
の
北
東
約
四
粁
に
あ
る
丘
陵

で
三
峯
に
分
れ
西
を
自
岳
と
し
高
さ
三
〇
〇
餘
米
、
中
央
を
松

尾
山
と
機
し
高
さ
約
三
五
〇
米
、
そ
の
南
東
を
立
花
山
と
稀
し

て
高
さ
三
六
七
上

米
に
達
す
る
。全
山
老
樟
繁
茂
し
一
部
は
天

然
記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
居
る
。
香
椎
澤
か
ら
徒
歩
約
四

粁
で
南
西
麓
の
秋
山
に
達
し
．
そ
れ
よ
り
約
四
十
分
で
立
花
山

頂
に
達
す
る
。
山
頂
は
戦
園
時
代
立
花
氏
の
城
塞
の
あ
つ
た
虎

で
山
頂
の
地
形
は
可
成
人
工
を
加
へ
ら
れ
て
居
る
形
跡
が
歴
然

と
し
て
居
る
。
樹
林
が
厚
い
の
で
眺
望
は
殆
ん
ど
な
い
。
そ
れ

よ
り
松
尾
山
、
自
岳
へ
の
縦
走
も
出
来
る
が
餘
り
興
味
の
あ
る

様
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ら

路
線
で
は
な
い
。
山
の
中
腹
に
樟
樹
林
を
め
ぐ
ら
し
た
草
地
が

あ
つ
て
そ
こ
か
ら
左
に
小
径
を
行
く
と
西
に
面
し
た
草
原
の
斜

面
が
あ
り
前
面
に
松
尾
山
の
樟
樹
林
を
望
み
春
の
新
緑
の
眺
め

が
美
し
い
。

十
九
、
肥
前
黒
髪
山

長
崎
本
線
で
有
田
瞬
附
近
に
さ
し
か
ゝ
る
と
北
に
岩
骨
稜
々

た
る
一
寸
妙
義
山
を
小
さ
く
し
た
様
な
山
を
近
く
望
む
で
あ
ら

う
。
そ
れ
が
黒
装
山
（五
一
六
米
）
、青
螺
山
（五
九
九
・三
米
）、牧

ノ
山
（五
五
五
米
）等
の
一
群
の
死
人
山
で
あ
る
。
こ
の
一
群
は

山
容
の
怪
奇
な
る
の
み
な
ら
す
植
物
の
珍
種
に
富
む
の
で
相
営

學
界
に
知
ら
れ
特
に
カ
ネ
コ
シ
ダ
の
如
き
最
も
有
名
で
あ
る
。

本
種
は
一
見
ウ
ラ
ジ
ロ
に
似
て
居
る
け
れ
ど
も
彼
の
如
く
裏
面

が
粉
自
で
な
く
淡
緑
で
あ
る
こ
と
を
主
な
る
特
徴
と
す
る
。

日
本
で
は
こ
の
他
に
屋
久
島
、
大
隅
高
隅
山
等
に
産
す
る
こ
と

が
最
近
に
於
て
知
ら
れ
た
が
そ
の
他
に
は
ま
だ
嚢
見
さ
れ
て
な

い
。
國
外
で
は
南
支
の
一
部
に
産
す
る
こ
と
が
知
ら
る
ゝ
の
み

で
あ
る
。

筆
者
は
昨
年
（昭
和
四
年
）
五
月
十
二
日
幅
岡
の
吉
塚
澤
を
午

前
七
時
三
十
分
の
汽
車
に
乗
り
書
頃
有
田
馨
に
下
車
し
て
黒
髪

〓ニニ

続 三 第 年 二 十 二 第 岳 山
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雑
　
　
録
　
　
○
北
九
州
の
山
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

山
を
上
下
し
ｂ
有
田
馨
を
午
後
六
時
五
十
分
嚢
の
汽
車
に
乗
つ

て
吉
塚
馨
へ
午
後
十
時
三
分
に
婦
着
し
た
。

そ
の
日
有
田
澤
で
下
車
し
て
上
有
田
澤
の
方
に
引
返
し

（黒

髪
山
の
登
山
口
と
し
て
は
上
有
田
騨
が
い
ム
こ
と
を
後
に
な
つ

て
知
つ
た
）
郵
便
局
前
か
ら
左
に
入
つ
て
山
に
向
つ
た
。
道
は

陶
器
原
料
運
搬
の
車
道
の
谷
間
を
饉
ふ
の
を
行
く
の
で
殆
ん
ど

平
坦
で
あ
る
。
道
に
滑
つ
て
赤
松
の
林
が
績
き
清
列
な
谷
川
が

流
れ
て
居
る
。
約
四
粁
で
少
し
く
登
り
と
な
り
常
緑
闊
葉
林
が

は
じ
ま
る
。
こ
の
邊
樹
下
に
は
エ
ビ
ネ
が
多
く
そ
の
花
色
の
愛

異
の
多
い
の
に
興
味
を
覺
え
た
。
少
し
く
登
る
と
路
が
三
又
し

て
左
は
奮
道
で
あ
る
が
右
の
新
道
を
と
つ
て
羊
腸
の
山
路
を
登

つ
た
。
限
界
が
次
第
に
開
け
る
と
頂
上
の
大
岩
柱
が
頭
上
を
駆

し
て
奪
え
初
め
た
。
こ
の
邊
は
叉
赤
松
林
に
な
り
樹
下
に
は
コ

シ
ダ
や
ウ
ラ
ジ
ロ
が
多
い
。
頂
上
の
東
の
鞍
部
で
左
に
灌
木
の

間
の
細
径
を
求
め
て
少
し
く
登
る
と
黒
髪
山
神
祗
の
祗
殿
の
前

に
出
た
。
榊
祗
は
頂
上
の
大
岩
性
を
負
つ
た
簡
素
な
白
木
造
り

で
千
本
い
か
め
し
く
批
厳
で
あ
る
。
祗
前
よ
り
少
し
く
北
の
石

段
を
登
る
と
一
岩
窟
が
あ
つ
て
中
に
自
山
神
祗
の
小
石
同
が
安

置
さ
れ
て
あ
つ
た
。
こ
こ
よ
り
更
に
細
径
を
山
頂
に
向
ふ
、路
は

大
岩
柱
の
北
側
の
樹
林
を
縫
ひ
岩
柱
の
北
西
側
か
ら
登
つ
て
居

〓ニ
ロ

る
、
岩
角
に
シヽ
ガ
ミ
つ
き
な
が
ら
頂
部
に
出
で
少
し
く
東
す
れ

ば
岩
柱
の
最
高
黙
に
出
る
。
突
死
た
る
大
岩
柱
の
頂
部
は
限
界

を
さ
へ
ぎ
る
も
の
な
く
眺
望
甚
だ
雄
大
で
あ
る
。
頂
上
を
辞
し

満
山
の
緑
美
し
い
青
螺
山
を
北
方
近
く
望
み
つ
ゝ
狭
い
岩
尾
根

を
少
し
く
北
西
行
し
て
北
側
の
急
斜
を

一
氣
に
下
り
黒
髪
山
と

青
螺
山
と
の
裾
合
の
露
岩
地
に
出
た
。
こ
こ
は
東
と
西
と
の
こ

つ
の
谷
の
分
水
界
を
な
し
東
側
は
洩
い
谷
で
あ
る
が
青
螺
山
の

南
東
側
か
ら
黒
髪
山
の
北
西
側
に
か
け
て
奇
岩
連
立
し
一
大
偉

観
を
塁
す
る
。
分
水
界
に
は
東
向
せ
る
露
岩
の
急
斜
面
が
あ
り

そ
の
下
方
は
懸
崖
を
な
し
て
谷
底
に
及
ん
で
居
る
。
急
斜
面
上

に
は
ツ
ク
シ
シ
モ
ツ
ケ
、
ツ
メ
レ
ン
グ
、
ウ
ン
ゼ
ン
マ
ン
ネ
ン

グ
サ
．
イ
ハ
ヒ
バ
等
が
多
く
周
園
の
樹
林
と
全
く
異
つ
た
群
落

を
形
成
し
て
居
る
。

西
の
谷
に
下
る
廣
い
路
が
あ
つ
た
の
で
そ
れ
に
し
た
が
つ
て

西
の
谷
に
下
る
。
路
は
清
流
に
滑
ひ
密
林
中
を
縫
つ
て
居
る
。

樹
間
を
洩
れ
る
な
ご
や
か
な
日
光
と
厚
く
敷
れ
た
落
葉
を
踏
む

音
と
を
楽
し
み
な
が
ら
雨
側
に
高
く
ソ
ヽ
り
立
つ
大
岩
壁
を
仰

ぎ
つ
ゝ
下
つ
た
。
分
水
界
よ
り
約

一
粁
で
龍
門
の
大
岩
壁
に
達

す
る
。
昔
鶯
朝
が
悪
龍
と
退
治
し
た
と
云
ふ
偉
諭
の
あ
る
虎
で

青
螺
山
の
南
側
に
あ
る
高
さ
約
二
〇
〇
米
の
懸
崖
で
崖
下
を
三

行  嚢  月 十 年 五 和 昭
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角
川
の
清
流
が
岩
間
を
縫
ひ
崖
下
に
は
Ｅ
大
な
洞
窟
あ
り
瀑
布

あ
り
一
帯
の
景
観
豪
批
且
清
麗
で
あ
る
。
龍
門
か
ら
下
流
は
谷

精
度
く
耕
地
も
開
け
て
居
る
が
廣
瀬
に
出
て
有
田
川
の
千
野
に

出
る
迄
は
雨
岸
の
高
い
岩
壁
に
は
虎
々
に
奇
岩
の
立
つ
の
が
望

ま
れ
景
趣
す
て
が
た
い
も
の
が
あ
つ
た
。
し
か
し
廣
瀬
か
ら
有

田
畔
へ
の
約
四
粁
は
干
々
坦
々
何
等
の
奇
も
な
い
退
屈
な
道
で

あ
つ
た
ｏ
　
（五
、五
、
一
九
稿
ツ

〇
大
石
川
西
股
よ
り
机
差
岳
へ

藤

　

島
　
　
玄

昭
和
五
年
七
月
十
二
日
よ
り
物
越
線
坂
町
騰
、
岩
船
郡
開
谷
村
字
金

俣
村
を
維
て
大
石
川
西
腹
を
湖
行
し
、
一机
差
岳
に
登
頂
し
、地
紳
山
、

北
股
岳
、
大
日
岳
、
飯
豊
山
、
費
珠
山
よ
り
小
玉
川
温
泉

へ
降
つ
て

八
日
間
の
山
族
を
経
へ
た
紀
行
で
あ
る
。
机
差
岳
よ
り
飯
豊
山
に
至

る
主
脈
縦
走
は
従
来
屋
ば
嚢
表
あ
れ
ば
、
省
略
し
た
。

一
行
　
會
員
　
小
林
文
平
　
藤
島
玄

新
潟
高
校
旅
行
部
員
　
佐
藤
磯
之
助
、
安
藤
公
平
、

新
田
見
文
雄
、
宮
村
三
男
。

参

考

地

固

　

五
萬
分

一　
飯
豊
山

小
國

難
　
　
録
　
　
○
大
石
川
西
腹
よ
り
机
差
岳
ヘ

金

俣

村

ヘ

七
月
十
二
日
、
越
後
の
干
野
は
陰
欝
な
雨
雲
が
低
く
垂
れ
、

南
の
塞
を
飾
る
残
雪
の
輝
き
も
叢
立
つ
入
道
雲
も
見
え
す
ｔ
族

立
つ
日
の
車
申
は
い
や
に
蒸
し
暑
い
。
胎
内
川
入
り
か
大
石
川

入
り
か
と
迷
つ
た
が
、
増
水
を
恐
れ
て
途
に
大
石
川
湖
行
と
定

つ
た
の
も
今
朝
の
事
だ
つ
た
。

午
後

一
時
．
坂
町
瞬
着
９
澤
前
よ
り
費
等

一
行
と
荷
物
を
満

載
し
た
バ
ス
は
荒
川
に
滑
つ
て
米
澤
街
道
を
走
る
。
大
島
村
を

過
ぎ
れ
ば
東
南
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
雲
の
居
は
机
差
岳
運
嶺
を

埋
め
養
し
て
僅
か
に
荒
川
へ
落
込
む
山
稜
の
一
角
を
桑
品
の
上

に
見
せ
る
。
雲
の
少
い
話
が
又
改
め
て
繰
返
へ
さ
れ
た
。

一
時
五
十
分
ｂ
高
瀬
温
泉
を
過
ぎ
て
瞬
よ
り
四
里
、
下
川
ロ

村
六
本
杉
に
着
く
。
机
差
岳
東
西
の
雨
面
よ
り
奔
流
す
る
大
石

川
の
漢
水
は
北
走
す
る
こ
と
五
里
、
北
の
大
朝
日
岳
っ
南
の
飯

豊
山
の
深
籍
と
を
Ｙ
字
型
に
集
め
て
西
へ
流
れ
る
荒
川
と
此
虎

で
合
流
す
る
。

二
時
二
十
分
、
荷
負
ひ
を
雇
つ
て
大
石
川
に
滑
つ
た
道
を
雨

雲
の
走
り
に
氣
を
配
り
な
が
ら
急
ぐ
中
に
安
角
の
村
を
離
れ
る

と
と
う
ノ
ヽ
降
つ
て
来
た
。

量
五

続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山
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行 嚢 一 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
録
　
　
○
大
石
川
西
腱
よ
り
机
差
岳
ヘ

三
時
三
十
分
ゝ
郵
便
箱
の
立
つ
た
大
石
村
河
内
源
吉

（通
櫓

源
十
郎
ゝ
熊
狩
の
頭
ぃ
附
近
の
山
澤
に
最
も
精
通
せ
り
）
方
に

荷
を
下
し
た
。
小
林
氏
と
金
俣
村
加
藤
新
六
の
家
へ
行
つ
て
話

込
ん
で
ゐ
る
中
に
と
う
／
ヽ
新
六
の
家
に
泊
る
事
と
な
り
，
再

び
雨
中
荷
を
移
し
た
。

七
月
十
三
日
、
早
朝
か
ら
の
大
雨
。「
父
も
母
も
批
健
で
ゐ
て

大
憂
心
配
し
ま
す
で
、
こ
の
出
水
で
は
」
と
四
十
七
歳
の
新
六

が
大
一県
面
目
の
孝
行
振
り
に
苦
笑
し
な
が
ら
今
日
の
出
嚢
は
見

合
せ
と
な
る
。金

俣
村
―
西
股
川
―
大
熊
澤
小
屋

七
月
十
四
日
。
四
時
に
起
き
て
途
切
れ
た
雲
間
に
星
の
瞬
き

も
が
な
と
見
上
ぐ
れ
ど
Ｄ
微
風
だ
に
無
い
塞
は
ど
ん
よ
り
曇
つ

て
小
雨
さ
へ
落
ち
て
居
る
。

一
日
の
停
滞
で
飽
き
ノ
ヽ
し
た
一

行
は
出
る
と
決
め
た
。
佐
太
郎
、
金
蔵
の
二
人
の
人
夫
も
遅
々

な
が
ら
顔
を
出
し
た
Ｄ
彼
等
は
後
嚢
し
て
追
付
く
事
に
な
る
。

七
時
三
十
分
嚢
。
金
俣
村
よ
り
大
石
村
へ
一
度
戻
つ
て
大
石

川
の
右
岸
を
行
く
。
四
寸
餘
り
の
減
水
で
清
澄
な
流
れ
を
見
せ

る
。
春
田
植
の
頃
、
林
（農
具
の
名
）を
肩
に
し
て
頬
か
む
り
し

た
人
の
姿
が
ゝ
輝
く
残
雲
の
中
に
黒
く
前
机
差
岳
の
干
に
現
れ

一嘉

て
前
村

一
帯
で
見
え
ま
す
と
語
り
な
が
ら
新
六
は
先
に
立
つ
１

日
を
抜
け
林
へ
入
る
と
頭
の
上
に
は
朗
か
な
小
鳥
の
聾
が
静
か

な
塞
氣
を
震
は
し
て
天
候
の
好
韓
を
知
ら
し
て
呉
れ
る
。

八
時
、
土
砂
拝
止
保
安
林
と
標
柱
が
あ
る
。
道
は
二
岐
に
分

れ
て
居
る
。
左
は
東
俣
川
行
き
。
右
を
取
つ
て
五
分
で
飛
石
橋

へ
出
た
。
橋
下
三
百
六
十
尺
、
長
さ
九
十
六
尺
の
釣
橋
だ
。
橋

上
か
ら
俯
敗
し
た
西
股
籍
谷
の
般
麗
は

一
行
を
し
て
思
は
す
橋

上
に
立
ち
止
ら
せ
て
歎
聾
を
嚢
せ
し
め
た
。

勿
論
局
部
的
で
は
あ
る
が
、
飯
豊
山
塊
を
源
泉
と
す
る
賃

川
Ｄ
飯
豊
川
、
玉
川
等
よ
り
は
優
れ
て
居
る
様
に
思
は
れ
た
。

橋
を
渡
つ
て
左
岸
に
移
り
、
暫
く
行
つ
た
曲
り
角
で
、
東
俣
川

が
棲
六
尾
根
の
北
端
を
廻
つ
て
西
股
川
と
落
合
ふ
の
が
腋
下
さ

れ
る
。
右
手
か
ら
落
ち
る
瀧
倉
澤
や
梯
子
澤
を
過
ぎ
て
黒
手
澤

を
渡
る
。
九
時
頃
ま
り
今
ま
で
立
派
だ
つ
た
道
も
林
道
と
な
つ

て
細
く
荒
れ
て
山
毛
枠
の
森
林
へ
入
つ
て
行
く
。
雨
岸
の
岩
壁

に
極
度
に
狭
め
ら
れ
た
西
股
川
の
全
流
が
奔
騰
し
石
脚
に
激
し

て
白
泡
を
吐
き
乍
ら
瀧
の
如
く
流
れ
る
「飛
込
み
」
を
足
下
に
見

る
。
此
虎
だ
け
は
雑
魚
釣
（嘉
魚
釣
）も
翔
み
も
出
来
す
、
飛
込

ん
で
泳
い
で
抜
け
る
と
い
ふ
。
暫
じ
岩
道
を
登
る
と
炭
焼
小
屋

の
幾
棟
も
在
る
小
さ
い
干
地
へ
出
る
。
黒
手
の
三
角
貼

（八
百

一Ｄ一一３一〇一６７
、

一



二
十
七
・八
米
）
よ
り
北
へ
延
び
た
尾
根
は
西
股
川
へ
近
づ
く
に

従
つ
て
赤
褐
色
の
赤
裸
々
の
岩
塊
を
露
出
し
て
如
何
に
も
物
凄

い
荒
た
し
い
姿
の
地
貌
を
示
し
て
薇
然
と
控
え
て
る
。
炭
燒
に

来
た
村
人
に
聞
く
と
「
カ
ヂ
ガ
ネ
」
と
い
ふ
の
だ
さ
う
だ
。

九
時
四
十
五
分
嚢
。
カ
ヂ
ガ
ネ
の
下
の
平
よ
り
直
に
現
場
橋

を
渡
つ
て
右
岸
に
移
る
Ｄ
橋
際
に
桂
の
亘
樹
が
欝
蒼
と
奪
え
て

ゐ
る
。
激
し
い
西
股
川
の
水
音
も
次
第
に
脚
下
に
沈
み
川
滑
ひ

の
小
道
を
爪
先
登
り
に
登
る
。
封
岸
の
伊
豆
口
澤
附
近
迄
入
つ

て
居
る
炭
燒
小
屋
を
右
に
見
て
、
道
は
叉
下
り
と
な
つ
て
草
地

の
干
へ
出
る
。

十
時
三
十
分
、
中
ノ
俣
川
の
右
岸
の
ヨ
シ
や
ヨ
モ
ギ
の
生
ひ

茂
つ
た
平
地
の
隅
に
唯

一
本
の
杉
が
高
く
天
を
抜
い
て
居
る
。

そ
の
下
に
は
中
俣
小
屋
が
あ
る
、
熊
や
猿
狩
の
時
又
紫
蕨
取
の

時
使
ふ
の
だ
さ
う
で
、
十
人
は
入
れ
や
う
。
中
ノ
俣
川
は
八
間

位
の
川
幅
の
浅
い
綺
麗
な
澤
で
棧
橋
が
懸
け
て
あ
る
。

一
町
ば

か
り
で
西
股
川
の
釣
橋
を
渡
つ
て
左
岸
に
移
り
橋
下
の
河
原
で

荷
を
下
し
た
。

十
時
四
十
分
「
執
念
深
い
雨
に
追
立
て
ら
れ
て
出
嚢
す
る
。

道
を
横
切
つ
て
倒
れ
て
居
る
山
毛
欅
の
大
木
か
ら
キ
ク
ラ
ゲ
を

帽
子
に
一
杯
探
つ
た
。
暗
い
森
林
の
中
を
辿
り
落
葉
や
下
苔
の

難
　
　
録
　
　
○
大
石
川
西
股
よ
り
机
差
岳
ヘ

上
を
重
い
足
ど
り
で
進
む
。

十

一
時
十
分
、
ウ
ヂ
澤
、
ト
ウ
ヘ
イ
澤
と
小
澤
を
過
ぎ
て
フ

キ
ノ
ク
ラ
澤
を
渡
る
。
棧
橋
は
腐
朽
し
て
居
て
下
は
十
二
三
間

も
あ
る
。
こ
の
地
方
で
は
ク
ラ
を
岩
の
意
味
で
云
は
す
熊
狩
の

時
熊
の
居
る
所
を
多
人
数
で
巷
き
た
る
中
の
事
を
云
ふ
。

十

一
時
二
十
五
分
．
ス
ウ
ノ
澤
。
橋
は
朽
ち
落
ち
て
流
さ
れ

て
居
た
が
五
間
位
の
混
い
澤
な
の
で
業
に
徒
渉
し
た
。

十

一
時
三
十
五
分
ゝ
林
道
の
絡
黙
タ
キ
フ
澤
に
至
る
。
こ
の

澤
は
左
の
八
百
六
十
米
の
峯
か
ら
西
股
川
へ
と
東
へ
延
び
た
尾

根
の
北
側
の
五
間
位
の
浅
い
澤
だ
が
雨
岸
の
樹
木
は
大
き
い
。

封
岸

へ
徒
渉
し
て
本
流
を
後
に
タ
キ
フ
澤
を
左
右
に
徒
渉
し
な

が
ら
五
六
町
湖
り
、
河
原
の
精
々
魔
く
な
つ
た
所
で
中
食
を
採

つ
た
。
中
ノ
俣
か
ら
降
り
績
い
た
雨
ζ
漸
く
あ
が
つ
て
蒻
々
し

い
薄
日
が
射
す
。
中
食
も
絡
つ
て
雨
具
を
荷
造
り
し
て
る
頃
佐

太
郎
．
金
蔵
の
雨
人
も
追
付
い
て
来
た
。

十
二
時
四
十
分
嚢
。
タ
キ
フ
澤
を
湖
り
十
五
分
に
し
て
澤
を

離
れ
、
左
の
小
澤
へ
入
る
。
十
分
に
し
て
又
左
の
涸
澤
に
入
り

五
分
に
し
て
右
手
の
小
さ
な
尾
根
へ
と
登
る
。
こ
の
邊
よ
り
道

は
断
然
悪
く
な
り
土
地
の
者
で
な
く
て
は
判
別
出
来
な
い
。

一
時
二
十
分
。
薮
の
中
の
小
道
を
登
り
切
つ
て
ジ
ガ
イ
澤
越

一≡
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行  残  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
錐
　
　
０
大
石
川
西
股
よ
り
机
差
岳
ヘ

ロ
（乗
越
の
意
）
に
出
る
。
机
差
岳
、
鉾
立
峰
の
山
々
は
ま
だ
雨

晴
れ
の
乱
雲
を
続
ら
し
て
頭
も
見
せ
ぬ
。
左
巻
き
に
下
り
小
澤

へ
入
る
と
一
間
牛
程
の
小
瀧
に
出
遭
ふ
。
人
夫
の
二
人
は
藪
ヘ

入
つ
て
高
廻
り
し
、
我
々
は
飛
下
り
る
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
爆

稜
に
左
の
手
首
を
千
切
り
取
ら
れ
た
佐
太
郎
は
流
石
に
村
で
雑

魚
釣
の
名
人
と
云
は
れ
て
る
だ
け
に
岩
場
に
慣
れ
て
居
て
、
何

の
苦
も
な
く
無
雑
作
に
下
り
た
。
微
か
な
が
ら
も
道
跡
も
見
出

さ
れ
て
き
た
。

一
時
五
十
五
分
ゝ
ジ
ガ
イ
澤
を
徒
渉
し
、
鳥
坂
峰
と
八
百
六

十
米
の
峰
の
中
間
よ
り
東

へ
出
て
、
北
に
向
ふ
尾
根
の
登
り
に

な
る
。
こ
れ
を
ジ
ガ
イ
ノ
ミ
ノ
マ
ワ
シ
と
櫓
し
て
居
る
。
二
抱

へ
に
餘
る
五
葉
松
や
山
毛
棒
の
大
木
の
中
を
、
東
方
に
西
股
川

を
隔
て
ヽ
相
封
す
る
座
頭
の
峰
（
七
百
四
十
八
米
）
よ
り
隆
起
す

る
前
楓
差
岳

（
一
千
二
百
九
十
五
ｏ五
米
）
の
豪
茫
な
姿
を
仰
ぎ

つ
ゝ
六
百
六
十
米
の
隆
起
迄
の
尾
根
登
り
は
一
時
間
餘
り
の
ジ

リ
ノ
ヽ
登
り
で
相
営
辛
い
。

三
時
三
十
分
嚢
。
四
時
再
び
西
股
川
本
流
に
出
含
ふ
。
黙
は

狭
く
深
く
、
流
れ
は
速
く
張
い
。
一
同
裸
般
に
な
つ
て
瀧
よ
り

淵
と
な
り
、
盗
れ
て
流
れ
る
瀬
を
］呉
一
文
字
に
五
間
餘
り
も
腰

を
越
え
る
急
満
を
押
切
つ
て
右
岸
に
達
し
も
そ
の
ま
ゝ
岩
壁
に

彗
ス

滑
つ
て
簡
五
六
間
上
流

へ
湖
り
Ｅ
巌
の
上
へ
攀
ぢ
登
る
。
増
水

濁
流
と
な
つ
た
ら
、
徒
渉
は
困
難
で
あ
る
が
、
上
流

へ
少
し
揚

ん
で
高
廻
夕
し
て
川
幅
の
廣
い
場
所
を
選
ん
だ
ら
可
能
性
は
あ

る
と
思
ふ
。

四
時
五
十
分
嚢
。
Ｅ
巖
の
上
へ
流
れ
出
る
三
尺
位
の
小
澤
の

右
に
つ
け
ら
れ
た
小
径
を
五
分
も
登
る
と
大
熊
澤
小
屋
の
横

ヘ

出
た
。
小
屋
は
絶
好
の
位
置
で
南
は
山
毛
欅
の
大
森
林
を
ひ
か

へ
、
北
は

一
面
の
藪
の
千
で
水
は
数
歩
の
虎
に
漏

々
と
流
れ
て

居
る
。
紫
蕨
を
乾
燥
す
る
竃
の
小
屋
根
の
下
へ
荷
を
下
し
た
佐

太
郎
は
早
速
嘉
魚
釣
に
出
た
。
暗
く
な
つ
て
佐
太
郎
は
大
き
い

嘉
魚
を
取
つ
て
節
つ
て
来
た
。
静
か
な
夜
だ
っ
遅
く
な
つ
て
月

も
出
た
。

叉
四
郎
尾
根
―
肌
差
岳
―
鉾
立
峰

七
月
十
五
日
。
七
月
の
夜
は
明
け
易
い
。
前
林
差
岳
Ｄ
机
差

岳
、
鉾
立
峰
の
連
嶺
に
取
園
れ
た
西
股
川
の
奥
ま
つ
た
谷
底
ヘ

旭
光
は
未
だ
射
し
て
来
な
い
。
あ
の
銀
鈴
を
振
る
駒
鳥
の
鳴
聾

が
響
か
ぬ
の
で
物
足
ら
ぬ
感
じ
が
す
る
。

七
時
十
分
嚢
。
幽
迭
極
り
な
き
山
毛
欅
の
純
林
へ
吸
ひ
込
ま

れ
る
如
く
入
つ
て
行
く
。
森
林
へ
入
る
ま
で
に
昨
夜
の
雨
に
か

一師
一ぐ
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今
朝
の
露
に
か
、
も
う
身
般
は
冷
く
濡
れ
て
了
つ
た
。
道
は
無

く
な
つ
て
一
昨
年
七
月
登
山
し
た
村
上
町
の
中
村
又
四
郎
の
切

開
け
の
鈍
目
を
拾
ひ
つ
ゝ
進
む
。
案
内
の
新
六
は
時
々
立
止
つ

て
自
間
自
答
で
銘
目
を
尋
ね
、
行
詰
る
と
後
か
ら
来
る
佐
太
郎

と
相
談
を
始
め
る
。
森
林
を
横
断
し
て
暫
く
下
り
に
な
つ
て
大

熊
澤
へ
出
る
。

七
時
二
十
五
分
Ｄ
本
流
の
落
合
よ
り
二
三
町
上
流
の
邊
で
あ

る
。
暗
碧
な
深
淵
も
、
激
烈
な
急
満
も
、
吃
立
し
た
岩
壁
も
無

い
。
早
春
の
頃
な
ら
絶
好
の
登
降
路
と
な
ら
う
。
岩
を
飛
ん
で

二
町
程
も
上
流
へ
進
み
、
小
さ
い
瀧
の
見
え
る
邊
に
腰
を
下
し

て
水
筒
に
水
を
つ
め
た
り
す
る
。

七
時
三
十
五
分
嚢
。
左
岸
の
藪
を
分
け
て
登
れ
ば
．
山
毛
棒

の
欝
蒼
た
る
静
ま
り
か
へ
つ
た
森
林
へ
と
入
る
。
進
路
を
右
に

取
つ
て
林
を
横
ぎ
り
机
差
岳
頂
上
よ
り
西
へ
と
降
走
す
る
長
大

な
る
地
形
国
に
等
高
数
字
の
あ
る
叉
四
郎
尾
根
の
稜
線
へ
と
藪

を
押
分
け
て
登
る
。

八
時
三
十
分
、
尾
根
上
へ
出
る
。
六
百
米
そ
こ
ノ
ヽ
で
あ
ら

う
。
荷
を
下
し
て
一
服
つ
け
る
。ヽ
朝
の
快
晴
は
何
虎
へ
や
ら
微

か
に
吹
出
し
た
西
風
に
自
雲
が
塞

一
面
に
密
着
し
て
動
か
う
と

も
し
な
い
。・山
毛
欅
の
Ｅ
幹
老
樹
の
間
を
縫
う
て
稜
線
を
偉
ふ
。

難
　
　
録
　
　
○
大
石
川
西
股
よ
り
机
差
岳
へ

地
形
国
の
示
す
が
如
き
廣
く
の
ん
び
り
し
た
尾
根
で
は
な
い
。

虎
々
に
根
こ
ぎ
に
倒
さ
れ
た
大
木
が
あ
る
、
昨
年
四
月
二
十
一

日
の
大
暴
風
に
吹
き
倒
さ
れ
た
の
だ
と
新
六
は
言
ふ
。
胎
内
川

と
西
股
川
の
分
水
嶺
を
な
す
鳥
坂
峰
、
高
倉
山
の
連
峰
は
手
の

届
く
程
近
い
。

九
時
．
食
事
を
採
る
。
南
の
鉾
立
澤
は
深
い
密
林
に
隠
さ
れ

て
水
色
の
断
片
す
ら
見
せ
ぬ
に
反
し
，
北
の
大
熊
澤
は
前
机
差

の
山
脚
よ
り
起
り
机
差
岳
の
胸
近
く
ま
で
銀
蛇
の
如
く
庭
々
と

全
容
を
展
開
し
て
、
張
く
吾
等
を
魅
惑
す
る
。

十
一
時
、
一
〇
〇
〇
米
を
越
し
て
尾
根
の
南
よ
り
北
に
向
ふ

邊
よ
り
俄
か
に
檸
猛
な
雑
木
林
へ
入
る
と
、
中
村
氏
が
登
山
の

時
切
開
け
た
銘
目
や
鋸
跡
が
未
だ
新
し
く
、
懐
し
く
も
そ
の
苦

心
の
跡
が
偲
ば
れ
る
。
赤
邸
間
の
喰
乱
れ
て
る
虎
に
腰
を
下
ｔ

新
六
に
手
近
か
の
本
の
名
を
尋
ね
る
と
、
赤
松
ぅ
五
葉
、　
一
ツ

葉
、
プ
ナ
、
ナ
ラ
、
ヤ
ド
メ
、
ツ
ツ
ヂ
、
マ
ン
シ
ヤ
ク
、
イ
フ

バ
、
サ
ナ
グ
リ
．
ツ
バ
キ
、
ネ
コ
ウ
サ
ギ
、
コ
シ
ア
グ
ラ
、
イ

タ
ヤ
、
ア
キ
コ
ロ
モ
、
サ
イ
カ
チ
ゝ
と
土
地
言
葉
で
言
ひ
績
け

る
。
サ
イ
カ
チ
か
ら
熊
の
話
に
な
り
、
熊
が
各
籠
り
の
前
に
五

葉
の
度
を
食
つ
て
尻
カ
チ

（便
秘
）
し
て
ゝ
春
穴
か
ら
出
て
サ

イ
カ
チ
の
紅
賃
と
地
櫻
（岩
鏡
）
の
花
を
食
つ
て
、
尻
ヌ
ケ
す
る

こ二
九
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雑
　
　
録
　
　
○
大
石
川
西
股
よ
り
机
差
岳
ヘ

ん
だ
と
面
自
く
語
り
出
し
、
熊
の
穴
も
こ
の
上
か
ら
見
ら
れ
ま

す
と
腰
を
上
げ
た
。

十
二
時
三
十
分
。

一
三
〇
〇
米
邊
の
鞍
部
へ
出
る
。
南
北
に

尾
根
を
横
断
し
た
細
長
い
草
場
で
小
さ
い
池
も
あ
つ
た
。
水
も

鉾
立
澤
へ
少
し
降
れ
ば
得
ら
れ
中
村
氏
は
此
虎
に
野
螢
し
て
机

差
岳
往
復
し
た
の
で
あ
る
。
塞
は
怪
し
く
騒
ぎ
出
し
陽
も
射
さ

な
く
な
つ
た
。

一
時
嚢
。
直
ち
に
千
四
百
六
十
米
の
峰
の
登
り
に
な
り
一
時

五
十
五
分
峰
上
へ
出
る
。
釜
々
小
藪
は
激
し
く
な
る
。
こ
の
縦

走
中
で
大
熊
澤
と
机
差
岳
の
尾
根
登
り
が
一
番
ひ
ど
か
つ
た
。

陰
欝
な
天
候
ｂ
軍
調
な
登
り
と
重
荷
に
惜
さ
れ
て
氣
分
も
浮
立

た
す
、
唯
峰
へ
出
た
ら
と
そ
れ
の
み
を
思
つ
た
。
日
睫
の
間
に

迫
る
机
差
本
岳
は
ｂ
ね
ち
／
ヽ
と
山
腹
を
這
ひ
上
り
、
偉
ひ
下

る
濃
霧
に
巷
か
れ
Ｄ
北
に
隆
々
た
る
暗
緑
色
の
肩
肉
を
饗
や
か

す
前
林
差
岳
の
頂
も
、
本
岳
を
離
れ
て
霧
に
隠
見
し
だ
し
た
。

二
時
二
十
分
、
一
五
〇
〇
米
を
越
え
る
頃
、
小
さ
い
突
起
を

降
る
と
初
め
て
檸
猛
な
藪
よ
り
解
放
さ
れ
て
机
差
岳
の
ふ
と
こ

ろ
鏡
の
新
六
の
池
の
ほ
と
り
へ
出
る
。
南
京
小
櫻
の
喰
乱
れ
る

廣
い
瀑
地
で
東
の
斜
面
に
僅
か
な
残
雲
を
懸
け
、
池
は
東
西
約

二
十
間
、
南
北
約
七
間
位
の
長
方
形
を
な
し
、
清
澄
な
水
面
に

二
四
〇

は
ど
つ
し
り
と
張
つ
た
岳
の
肩
を
浮
べ
る
。
絶
好
の
野
誉
地
で

あ
る
、
風
を
避
け
て
誹
営
を
開
い
た
。

三
時
二
十
分
嚢
。
草
地
を
左
へ
揚
ん
で
、
滝
い
涸
谷
を
偉
つ

て
間
近
い
頂
上
目
懸
け
て
も
ま
つ
し
ぐ
ら
に
熊
笹
を
押
し
分
け

ひ
た
登
り
に
急
い
だ
。
不
固
振
返
る
と
人
夫
等
は
ま
だ
池
を
離

れ
す
、
手
を
振
つ
て
進
路
を
示
し
た
り
し
て
居
る
。

三
時
四
十
分
、
机
差
岳
の
頂
上
に
至
る
。
南
風
が
強
く
寒
さ

も
加
る
。
霧
は
盛
ん
に
動
き
出
し
ゝ
頂
に
立
つ
た
ら
ば
の
多
大

の
期
待
も
南
の
鉾
立
峰
、
北
の
前
机
差
岳
の
間
の
尾
根
上
に
限

ら
れ
ｔ
他
は
満
天
自
霧
の
領
域
で
あ
つ
た
。
北
の
尾
根
上
に
冷

く
光
る
小
池
に
す
る
か
ら
下
つ
て
花
喰
く
新
六
の
池
に
す
る
か

と
野
螢
の
場
所
の
選
定
に
迷
つ
た
が
、
途
に
南
へ
と
尾
根
億
ひ

に
出
る
。

四
時
。
頂
上
を
離
れ
て
廣
い
大
尾
根
に
高
山
植
物
が
虎
狭
き

迄
に
密
生
し
て
居
る
花
園
を
Ｄ
寒
さ
に
先
を
急
い
だ

一
行
は
惜

し
氣
も
な
く
足
下
に
踏
み
に
じ
つ
て
走
り
に
走
つ
た
。

四
時
三
十
分
。
立
騒
ぐ
雲
を
背
景
に
し
て
大
尾
根
の
上
に
、

ど
つ
し
り
と
天
鉾
の
如
き
怪
奇
な
姿
を
屹
立
し
、
朴
ノ
木
澤
、

頼
母
木
川
の
谷
を
眸
脱
せ
る
鉾
立
峰

（約

一
六
〇
〇
米
に
し
て

島
坂
峰
よ
り
起
れ
る
尾
根
と
、
飯
豊
主
脈
と
の
接
合
黙
の
峰
）

行 装 月 十 年 五 和 昭
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盤 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

の
頂
に
立
つ
た
。
西
へ
と
入
込
ん
だ
鉾
立
澤
を
覗
く
。
霧
の
去

末
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
の
澤
は
大
熊
澤
に
似
て
安
易
ら
し
く

見
え
た
。
且
つ
て
直
江
津
農
學
校
々
長
丸
山
氏

一
行
は
こ
の
澤

を
湖
行
し
た
と
い
ふ
。
又
新
嚢
田
螢
林
署

一
行
は
鳥
坂
峰
よ
り

高
倉
山
（九
七
五
米
）
を
経
て
鉾
立
峰
へ
至
つ
て
ゐ
る
。
人
夫
の

金
蔵
は
盆
栽
物
に
と
員
柏
や
彊
松
を
熱
心
に
物
色
し
て
ゐ
た
。

四
時
五
十
分
、
鉾
立
峰
を
一
気
に
馳
け
降
つ
て
、
大
石
川
東

俣
澤
に
面
し
た
鞍
部
の
残
雲
に
近
い
干
地
に
天
幕
を
張
つ
た
。

背
面
は
ナ
ヽ
カ
マ
ド
、
熊
笹
に
目
れ
天
幕
の
附
近
は
残
雲
の
滑

え
た
跡
に
喰
出
で
た
可
憐
な
南
京
小
櫻
の
紫
紅
の
花
が
満
開
で

あ
る
。
夕
暮
と
共
に
風
も
霧
も
牧
ま
つ
て
静
か
に
な
つ
た
。
イ

タ
ヤ
の
焚
人
が
盛
ん
に
な
つ
て
ナ
ヽ
カ
マ
ド
も
燃
え
出
し
て
き

た
。
夕
飩
も
楽
し
く
絡
へ
て
紅
茶
が
焚
人
を
目
ん
だ
我
等
に
配

ら
れ
人
夫
等
は
酒
宴
を
開
く
。
陶
然
と
し
た
彼
等
は
難
魚
釣
の

話
、
熊
の
戸
藉
調
べ
、
盆
栽
の
事
と
同
じ
話
を
繰
返
し
て
は
旦

那
方
へ
と
杯
を
差
し
て
は
自
分
が
飲
ん
で
し
ま
ふ
。
室
は
物
凄

い
星
月
夜
だ
、
織
女
が
投
げ
た
銀
替
か
流
星
一
つ
ｂ
枯
松
山
の

谷
陰
へ
飛
ん
だ
。
山
草
を
褥
に
疲
れ
た
身
鎧
を
焚
人
の
近
く
に

横
た
へ
て
人
夫
と
共
に
野
天
に
痕
る
。
明
日
こ
そ
快
晴
だ
ぞ
と

目
を
開
け
ば
、
満
天
の
星
の
光
は
ゝ
冷
か
に
澄
ん
だ
山
上
の
室

難
　
　
録
　
　
○
大
石
川
西
股
よ
り
机
差
岳
ヘ

氣
を
透
し
て
青
自
く
輝
く
。

地
神
山
―
北
股
岳
―
大
日
岳

七
月
十
六
日
、
曇
。
難
澁
と
思
つ
た
山
稜
の
藪
が
意
外
に
容

易
の
鶯
め
、
人
夫
二
人
を
露
し
ゝ
新
六
の
み
連
れ
ｂ
荷
物
を
分

措
し
て
大
日
岳
へ
と
向
つ
た
。

（人
夫
賃
金
は
食
糧
人
夫
持
ち
に
て
、　
一日
五
十
錢
）

○

ト
ー
テ

ン
キ

ル
ヒ
ル
行高

　
橋
　
健
　
治

一
、
カ
イ
ザ
ー
ダ
ビ
／
グ

（【
，
一“①質
ｏ
σ】出
Φ）

に
就
て

ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
南
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
と
の
図
境
近
く
水
河
に

依
つ
て
作
ら
れ
た
る
小
さ
な
湖
水
は
そ
の
饗
立
す
る
周
園
の
山

々
と
雲
と
緑
と
に
依
つ
て
多
く
の
避
暑
客
を
呼
び
、
西
、
昴
ｏ魚
“

８
８
ｏ
東
、
〇
匡
Φ口
器
ｏ
と
の
間
の
み
に
て
も
六
十
数
個
の
小

湖
を
数
へ
る
。

こ
れ
等
の
湖
邊
に
日
曜
を
利
用
し
て
遊
び
ｂ
附
近
の
山
た
の

美
を
眺
め
て
居
て
も
如
何
に
し
て
も
満
足
出
来
な
い
私
は
っ
八

一壼
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行 発 月 一 十 年 五 和 昭

?chnet Kotser
t.
:
t
I

Wilder Kα iser
々:,

難

　

録

　

○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

二四
二

月
に
な
つ
て
「
ＨＳ
Ｎ
Ｚ
Ｈｏ♂
ΦＬ

氏
を

因
Ｌ
鼻
ΦＦ

に
訪
問
す

る
序
で
に
獨
換
に
於
け
る
岩
峰
の
一
中
心
地
た
る

因
，】器
混
ｏ‐

〓
置
ｏ
を
訪
れ
よ
う
と
決
心
し
た
。

ミ
ユ
ヘ
ン
よ
リ
イ
ン
ス
プ
ル
ツ
ク
ヘ
の
急
行
は
ロ
ー
ゼ
ン
ハ

イ
ム
、
ク
ツ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
経
て
水
量
豊
か
な
る
イ
ン
タ
ー

ル
を
湖
る
。
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
よ
り
二
時
間
餘
に
し
て
タ
ツ
フ
シ
ユ

タ
イ
ン
に
達
す
。

カ
イ
ザ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ
は
東
西
に
走
る
三
脈
よ
り
成
り
Ｄ
北
な

る
を
ヒ
ン
テ
ル
カ
イ
ザ
ー
（口
Ｆ
ざ
Ｈ
因
出
器
じ
或
ひ
は
ツ
ア
ー

メ
ル
カ
イ
ザ
ー
（Ｎ

，Ｆ
日
①Ｈ
因
ュ
器
じ

南
な
る
を
フ
オ
ル
デ
ル

カ
イ
ザ
ー

⌒く
ｏａ
Φ【
因
出
器
じ

或
ひ
は
ウ
イ
ル
デ
ル
カ
イ
ザ

ー

（ョ
〓
魚
①弓
因
出
器
じ

と
呼
び
前
者
は
標
高
二
〇
〇
〇
米
に

達
せ
す
っ
岩
も
少
く
只
共
の
主
峯
ピ
ラ
ミ
イ
ー
デ
ン
シ
ユ
ビ
イ

ツ
ェ
（『
Ч
３
日
〓
８

“
Ｌ
一Ｎｏ）
（
一
九
九
九
米
）附
近
に
少
し
の

雲
と
岩
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
後
者
は
西
、
シ
エ
フ
ア
ウ
エ
ル

（の
ｏＦ
Φ確
目
Φじ
（
二
一
一
三
米
）
東
．
プ
ツ
カ
ー
ル
シ
ユ
ピ
イ
ツ

エ
（レ
ｏＦ
ｏＬ
あ
や
）
（
二
三
三
一
米
）
に
至
る
間
二
千
米
級
の
岩
峰

二
十
数
座
を
数
へ
、
そ
の
悉
く
が
石
友
岩
の
堅
岩
で
あ
つ
て
ド

ロ
ミ
イ
ー
テ
ン
と
共
に
岩
登
り
の
中
心
地
と
な
つ
て
居
る
。

西
ク
ツ
フ
シ
ユ
タ
イ
ン
、
東
グ
リ
ー
ゼ
ナ
ウ
（Ω
Ｌ
ｏ器
リ
ロ
）

、
`´
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の
間…
二
十
粁
．
北
フ
ル
シ
ユ
ゼ
ー
（ョ
≧
ｏＦ
８
）
南
セ
ン
‐ト
ヨ

ハ
ン
（∽
け・
『
ＯＦ
じ

或
ひ
は
エ
ル
マ
ウ

（日
口
日
‥
）
の
間
十
二

粁
の
チ
ロ
ー
ル
の
静
か
な
山
村
と
緑
の
牧
場
に
取
園
ま
れ
た
此

等
岩
峯
の
中
、
ゾ
ン
ネ
ツ
ク

（破
ｏｒ
目
８
じ

（
三
二
六
一
米
）
■

ン
フ
ア
ウ
エ
ル
シ
ユ
ビ
イ
ツ
エ
（日
８
逮
震
Φ【
∽

，
一ド①）
（
二
三

〇
六
米
）
エ
ル
マ
ウ
エ
ル
ハ
ル
ト
シ
ユ
ピ
イ
ツ
エ
（日
目
日

，口
Φ【

ロ
ュ
一
の
Ｌ
簿
①Ｘ
二
三
四
四
米
）
ア
カ
ー
ル
シ
ユ
ビ
イ
ツ
エ
（＞
？

庁
ｏＬ
∽
Ｕ
詳
ＮΦ）
（
二
三
三
一
米
）等
は
最
も
峻
瞼
で
あ
る
。

そ
の
中
心
に
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
（日
ｏ一８
匡
８
〓
）（
二
一
九

三
米
）
が
あ
り
、
ヒ
ン
テ
ル
カ
イ
ザ
ー
と
フ
オ
ル
デ
ル
カ
イ
ザ

ー
と
の
二
脈
の
中
間
に
は
シ
ュ
ト
リ
プ
セ
ン
ヨ
ツ
ホ

（の
オ
ぼ
マ

Φ二
８
こ

を
堺
と
し
て
、
西
に
向
つ
て
流
る
る
谷
を
カ
イ
ザ
ー

タ
ー
ル

（因
出
器
ヽ
日
Ｌ
）
東
に
向
つ
て
流
る
よ
る
カ
イ
ザ
ー
バ

ツ
ハ
タ
ー
ル
曾
Ｆ
”ｏ①『ゴ
ｏＦ
ロ
ュ
）
と
呼
び
前
者
は
後
者
よ
り
水

量
も
河
幅
も
大
で
あ
る
。
カ
イ
ザ
ー
タ
ー
ル
は
精
た
急
な
峡
谷

を
鶯
し
．
ペ
ー
レ
ン
タ
ー
ル

（∪
踏
８
諄
出
）
タ
ル
ス
フ
エ
ン
バ

ツ
ハ
角
出
亀
Φ目
び

，
ｏこ

の
水
を
集
め
ヒ
ン
テ
ル
ペ
ー
ン
ン
バ
ー

ド
（■
諄
Φ〒
び
貯
８
♂
邑
）（タ
ツ
フ
シ
ユ
タ
イ
ン
支
部
所
有
）
の

ヒ
ユ
ツ
テ
を
中
心
に
多
く
の
牧
場
小
屋
が
あ
る
。

カ
イ
ザ
ー
バ
ツ
ハ
は
緩
や
か
な
廣
い
谷
で
一
三
〇
〇
米
位
ま

雑
　
録
　
○
卜
‥
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

で
も
牧
場
が
あ
る
。
カ
イ
ザ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
南
方
は
牧
場
小
屋

が
多
い
が
、
登
山
の
鴛
に
は
グ
リ
ユ
ツ
テ
ン
ヒ
ユ
ツ
テ
（Φ
Ｈ詐
‐

一Φ●

目
魔
ざ
）
（
三
ハ
一
九
米
）
と
ガ
ウ
デ
ア
ム
ス
ヒ
ュ
ツ
テ

（Φ
目

勲
Φ
ｐ
日
“
口
国
鰺
諄
Ｃ

（
一
二
七
〇
米
）
と
が
あ
る
．
ガ
イ
ザ

ー
ゲ
ビ
ル
ゲ
の
中
心
に
は

シ
ユ
ト
リ
ブ
セ
ン
ヨ
ツ
ホ
ヒ

ユ
ツ
テ

（の
オ
ぼ
破ｏ二
８
Ｆ

目
鰤
諄
Φ）
（
一
五
八
〇
米
）
が
あ
り
、
そ
の
東

南
に

フ
ラ
ウ
ム
ヒ
ュ
ツ
テ
　
命
）“
鷺
日

目
中
諄
Φ）
（
一
八
七
四

米
）
が
あ
る
。
地
質
上
、
下
牛
は

国
ｐｒ
ｕ
露
ｏＨｏ日
詳
上
牛
は

メ「
Φ詳
Φ覇
ざ
Ｆ
Ｆ
澤
に
属
し
堅
石
で
岩
登
り
に
好
適
し
て
居
る
。

八
〇
〇
米
に
し
て
既
に
恒
松
の
自
生
が
あ
り
ぅ
闊
葉
樹
の
限
界

は

一
三
〇
〇
米
で
あ
る
。

文
献

と
し

て
は

因
。
国
ｏ
』
Ｂ
胃

ド
Ｒ
・
∪
・
卜
・
く
・
ド
∞
ざ
）
日
Ｆ

日
Ｈ・”
だ
けヨ
①
”り

（Ｎ
・
∪
・
Ｏ
ｏ
卜
ｏ
く
・
ド
∞
く
Φ
）
『
ｏ
日
が
Ｎ
ｏ
ｒ
“り
Φ
【
¨
①
曙

Ｎ
・
Ｕ
ｏ
Ｏ
・
卜
・
く
・
ド∞鴫
）
等
が
そ
の
主
要
の
も
の
で
地
国
と

し

て
は

∪
ｏ
Ｏ
・
卜
・
く
・
嚢

行

の

因
円
”ｏ

９
①
φ
【
出
８
灘

３

７

Ｌ∞．ｏ“
（ｒ
Ｎ８
８
）
（８
民
）
を
推
奨
す
る
。

二
、
ウ
イ
″
デ
χ
カ
イ
ザ
ー

（ョ
【〓
ｏ諄
議
碗①こ，
に
就
て

ヒ
ン
テ
ル
カ
イ
ザ
ー
は
関
係
が
少
い
か
ら
ウ
イ
ル
デ
ル
カ
イ

一璽
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行 愛 月 ― 十 年 五 和 昭

雑

　

録

　

０

ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

ザ

ー
に

の
み
就

て
記

し
た

い
。

こ

の
中

で
も

ク
ラ

イ
ネ

ル

ハ
ル

ト

（ロ
ロ
①
【膠
①
Ｈ
目
¨，
ぎ
）．　
ト

ー
テ

ン
キ

ル

ヒ
ル
　
（日
●
訃
①
椰
Ｆ
げ
０
ぽ
じ
、

フ
ラ
イ

シ

ユ
バ

ン
ク

（コ

①
】８
ぽ
ぴ
澤

こ
．
プ

ン
デ

イ

ク

ト

シ

ユ

ト

ー

ル

η

晴
＆

置
け鷺

匡
）
等

は
岩

登

り

の
ゲ

レ

ン
デ

と

し

て
好

適

せ

る
堅

い
岩

で
あ

る
。

エ
ル

マ
ウ

エ
ル

ハ
ル
ト

（日
目
日
〓

①
晴

目
，こ

（
二
三
四
四
米
）
は
此
の
山
系
の
最
高
峯
で
あ
つ
て
各
期

は

ス
ノ

ー

ク

ラ

フ

ト

の
練

習

に

適

し

て
居

る
。

共

他

、

フ
オ

ル

デ

ル

カ

ー

ル

シ

ユ
ピ

イ

ツ

エ

⌒く
ｏ
Ｌ

①
】

【
，

３

Ｌ
選

諄
Ｎ
ｏ
）
フ

オ

ル
デ

ル

ゴ

ウ

イ

ン
グ

ハ
ル

ト
（く
Ｏ
巳

ｏ
Ｈ

Ｏ
Ｏ
Ｆ

∞

目

出
じ

ヒ
イ

ン
テ

ル

ゴ

ウ

イ

ン
グ

ハ
ル

ト
　

（国
〓

ざ
Ｈ

Ｏ
ｏ
Ｆ

∞

口

，
Ｆ
）

レ

ル

ヒ

エ
ツ

ク

（颯

〓
ｏ
ぎ

鮮

）

テ

ン
ツ

フ

ア

ウ

エ
ル

（日
８

眈
ｐ
ｒ
Ｏ
じ

ゾ

ン
ネ

ツ

ク

（“
ｏ
●
●
８

ギ
）

シ

エ
ツ

フ
ア

ウ

エ
ル

（ｒ

ｒ

臨
目

ｏ
じ

等

の
諸

峯

を

数

へ
る

。

一二
、　
卜
‥
一ノ
ン
キ
″
ヒ
″
　
（日
ｏ
”①ｂ
ｒ
■
ｏＦ
戸）

に
就
て

二
一
九
三
米
に
達
す
る
こ
の
岩
峯
は
カ
イ
ザ
ー
タ
ー
ル
と
カ

イ
ザ
ー
バ
ツ
ハ
タ
ー
ル
と
に
跨
が
り
、
東
．
南
、
西
っ
に
各
々

明
瞭
な
る
面
を
持
ち
北
に
は
最
も
峻
厳
な
る
断
崖
を
見
せ
只
、

南
東
に
ヒ
イ
ン
テ
ル
カ
ー
ル
シ
ユ
ビ
イ
ツ
エ
に
連
ら
な
る
山
稜

二
四
四

を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。

古
く
よ
り
ゝ
登
攀
の
困
難
を
以
て
聞
え
、
数
多
く
の
登
路
が

研
究
さ
れ
て
居
る
黙
で
も
他
に
類
が
少
い
。

文
献
と
し
て
は

＞
・
Ｎ
ｏ
許

目
ｏ
躇
露

・
ド
∞
∞
ｏ
・
よ
り

可
・

Ｚ
】３

ｏ
Ｌ
・
〓
沖〓
ニ

デ

魚
・
Ｕ
・
〇
・
卜
・
く
。
ド
８
凱

に
至

る
ま
で

甚
だ
多
く
ゝ
殊
に
此
の
地
方
に
就
い
て
最
も
詳
し
い

Ｚ
ざ
ぴ
①Ｌ

は

∪
”“
日
ｏ
け８
匡
〓
匡
と
云
ふ
単
行
本
ま
で
著
は
し
て
居
る
。

初
登
攀
は

一
八
八
一
年
六
月
十
六
日

Ｑ
・
〓
ｏ【ン
〓
Ｆ
ｏ曙
が

ヒ
ユ
ー
ラ
ー
の

〓
ｏ
の
ｏЧ
Φ呵

と
共
に
行
ひ
、
績
い
で
同
年
ｏ

卜
ｏ
Ｎ
ｏＦ

Ｑ
・
昴
ｐだ
８
φけＣ
ぴ
①曜
の
雨
名
が
巳
で
に
一
つ
の
プ
ァ

リ

エ
ー

シ

ヨ

ン
を
試

み
た
。

そ

の
後

。
日
い
Ｎ
８

選

胃
∞
①
Ｊ

因
Ｔ

，
日
日
Φ
Ｊ

Ｆ
ｏ
ｒ
ｏ
Ｆ
ｍ
・
∪
由
喘ｏ
♪

り
す
Ｎ
”
Ｚ
一Φ
ぴ
Φ
Ｌ

そ

の
他

に
依

り

多

く

の
ヴ

ア

リ

エ
ー

シ

ヨ

ン
ル
ー

ト
が
確

立

せ
ら
れ

た

。

一
例
を
北
壁
面
に
探
つ
て
之
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

卜
・
Ｈ３
ｏ
日
①躍
跳
のｏ
に
至
る
。

Ｆ

「
３

８
】
ヨ
①
”

『
密
電
ｏ
諄
〓
二
鰤

を
経
る
最
も
安
易
な

る
も

の
。

Ю
。
Ｎ
ｏ
諄
ヨ
①
¨
・

∞
・
目̈
ｏヽ
Ｎゴ
ｏげ
ｏ，
３
∞
・
西
北
面
よ
り

Ｈ
３
ｏ
日
①躍
跳
ｏ
に

至
る
。

仁 ('11 )



け
・
Ｈ諄
ｏ
Ｆ
目
．跳
①
よ
り

ＨＦ
①
日
Φ電
器
ｏ

に
至
る
。́

ド
ｏ
Ｎ
ｏ
詳
ヨ
Φ
∞
・

Ｎ
・
り
自
①
【
Ｎ
び

，
Ｏ
Ｆ
Ｏ
【
ヨ
，①
∞
・

”
・　
の
ｏ
Ｆ
ロ
ニ
勲
け
Ｌ
●
●
Φ
・

Ｑ
・
Ｈ
Ｈ
↑
①
嗜
Φ
躍
鵬
Φ

よ
り

上
部

ド
・
日円
①
【
〇
【魚
ヨ
，Φ
∞
・

Ｕ
・
〇
諄
ヨ
ｐ
い
魚
ｏ

口̈
・
の
仕
衡
Ｏ
の
一
”
電
”
↑・

ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
は
僅
か
に
二
千
米
級
の
比
較
的
低
い
峯

で
あ
る
が
３
如
何
に
多
く
の
登
山
家
を
過
去
に
於
て
産
み
出
し

た
か
っ
此
等
の
先
駆
者
達
は
ト
ー
テ
）
キ
ル
ヒ
ル
を
道
場
と
し

て
自
巳
の
力
を
練
磨
し
こ
れ
に
依
つ
て
得
た
る
賛
力
を
上
蔓
と

し
て
遠
く
海
外
に
ま
で
雄
飛
し
た
事
を
知
る
時
、
吾
々
は
自
分

達
の
国
の
持
つ
岩
を
如
何
に
研
究
し
。
こ
れ
を
道
場
と
し
て
そ

の
力
を
変
揮
す
べ
き
か
に
就
て
教
へ
ら
れ
る
虎
が
抄
く
な
い
。

四

、

ト
ー

テ

ン

キ

／

ヒ

″
組

行

八
月
十
日
　
晴
、
後
曇

日
本
か
ら
途
つ
て
貰
つ
た
「山
日
記
」
の
八
月
四
日
の
虎
を
見

る
と
私
は

「
あ
の
ヨ
ド
ラ
ー
の
澄
み
き
つ
た
馨
の
す
る
彼
方
チ

難

　

録
　

○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

ロ
ー
ル
の
谷
と
そ
の
峯
た
に
私
の
心
は
も
う
行
つ
て
了
つ
て
居

る
」
と
最
後
に
書
留
め
て
居
た
。

一
週
間
以
来
私
の
山
へ
の
ゼ
ー
ン
ヅ
フ
ト
は
も
う
抑
へ
て
も

抑
へ
切
れ
な
く
な
つ
て
了
つ
て
居
た
。
連
日
の
荒
天
に
も
拘
ら

す
今
日
は
精
た
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
が
上
昇
が
し
た
の
で
喜
ん
で
下

宿
の
二
重
窓
を
あ
け
離
し
て
南
の
塞
を
眺
め
や
る
と
、
晴
れ
て

は
居
る
が
風
張
く
雲
の
去
木
が
甚
だ
し
い
。
で
も
も
う
抑
へ
切

れ
な
い
。
雨
で
も
山
は
あ
る
と
獨
語
を
言
つ
て
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク

に
族
具

一
切
を
つ
め
込
ん
で
靭
の
カ
フ
エ
ー
も
そ
こ
そ
こ
に
済

ま
し
ガ
タ
ゴ
ト
と
階
段
を
下
り
始
め
た
。
宿
の
主
人

〓
密
ＨｏＨ

氏

は
門

日
に
出
迎

へ
て

Φ
弓
仕
協
∞
ｏ
笙

＞
亀

ュ

＆

①
覇
Φ
ぎ

Ｌ

と

叫
ぶ
。
町
の
練
瓦
道
に
は
東
の
塞
か
ら
太
陽
が
晴
れ
た
た
し
く

照
り
輝
い
て
全
く
気
持
が
よ
い
。

〓
曽
籠
けゴ
げ
ュ
ＰＯ
』
の
人
波
を
避
け
つ
ヽ
汽
車
に
乗
込
む
と
ゝ

∽
ｏ
り
夢
∞
【ハｐ二
①
の
連
中
で
列
車
は
満
員
だ
。

只

一
人
煙
草
を
ス
パ
ス
パ
と
吹
か
す
の
み
で
話
相
手
も
無
し

に
塞
を
仰
い
で
居
る
氣
持
、
族
立
ち
の
初
め
に
は
中
々
い
ヽ
も

の
だ
。

電
気
機
開
車
が
緩
り
と
動
き
出
し
た
の
は
十
時
二
十

一
分
。

も
う
汽
車
は

ヨ
一①の①

の
間
を
縫
つ
て
走
り
出
し
て
居
る
。
そ

二
四
五
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雑

　
録
　
○
ト
ー
テ
ノ
キ
ル
ヒ
ル
行

の
間
に
紺
在
す
る
落
葉
松
や
樺
の
森
は
長
雨
の
後
を
受
け
て
又

と
な
く
美
し
い
。
そ
れ
も
南
下
す
る
に
従
つ
て
再
び
雨
模
様
に

な
つ
て
瀑
氣
の
多
い
霧
と
冷
か
さ
か
ら
木
る
香
ひ
が
濃
く
な
つ

て
来
る
と
景
色
は
一
居
シ
ン
ミ
リ
と
す
る
。

ロ
ー
ゼ
ン
ハ
イ
ム
（”
ｏ器
膠
Ｆ
】日
）
で
乗
換
へ
て
プ
ラ
ン
ネ

ン
ブ
ル
グ

つ

ロヽ
リ
８
ぴ
目
し

か
ら
汽
車
は
山
道
を
辿
る
。
田

舎
者
が
多
く
な
る
に
連
れ
て
汽
車
の
中
も
陽
氣
に
そ
し
て
氣
業

に
な
つ
て
来
る
。

山
へ
来
た
１
・　
山
へ
末
た
１
　
子
供
の
様
に
急
に
心
が
浮
き

立
つ
て
心
の
高
鳴
り
を
覺
え
る
。
殊
に
只
一
人
だ
と
森
の
木
陰

も
、
雲
間
を
洩
れ
る
一
條
の
光
も
ぅ
さ
て
は
人
の
動
き
や
鳥
の

囀
り
も
私
の
山
族
を
就
雨
し
て
呉
れ
る
様
に
感
す
る
獨
り
よ
が

り
の
私
で
あ
る
。

ク
ツ
フ
シ
ユ
タ
イ
ン
（因
亀
諄
ΦＦ
）
に
着
い
た
の
は
十
二
時

牛
だ
つ
た
。
Ｎ
ｏ目
ぴ
８
日
一Φ
の
部
屋
に

電
３
目
Ｎ
Ｚ
“Φぎ
ュ
氏
を

訪
れ
た
が

「
彼
は
休
暇
を
と
つ
て
居
る
」
と
肥
つ
た
検
査
官
が

答
へ
た
。
止
む
な
く
彼
の
私
宅
を
訪
れ
た
が
廊
下
に
掲
げ
ら
れ

た
ド
ラ
イ
チ
ン
ネ
ン
や
ド
ロ
ミ
イ
テ
ン
や
カ
イ
ザ
ー
ゲ
ビ
ル
ゲ

等
の
鳥
員
が
迎
へ
て
呉
れ
た
の
み
で
、威
【ｏ日
ｐ●
針
こ
と
む
げ

に
叫
ん
で
、
又
元
の
道
を
師
つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

ニ
ロ
六

私
は
階
段
を
下
り
始
め
た
、
や
が
て
階
下
に
音
が
し
て
誰
か
登

つ
て
来
る
様
だ
。
そ
れ
は
ニ
ー
ベ
ル
氏
で
は
な
く
て
彼
の
愛
大

ら
し
い
セ
ツ
タ
ー
で
あ
つ
た
。
彼
は
先
づ
私
の
ビ
ツ
ケ
ル
を
嗅

ぎ
初
め
た
。
そ
し
て
次
に
ニ
ー
ベ
ル
氏
の
部
屋
の
扉
を
彼
は
頻

り
と
引
掻
い
た
。
彼
は
私
の
用
向
き
を

一
本
の
ビ
ツ
ケ
ル
の
香

ひ
に
依
つ
て
知
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
扉
を
無
細
工
な
前
趾
で
叩

い
て
は
私
の
顔
を
見
る
様
子
は
全
く
機
敏
な
も
の
で
あ
つ
た
。

然
し
彼
も
や
が
て
Ｚ
】Φ日
ｐ●
衡
ｐ
を
知
つ
た
も
の
か
ス
ゴ
ノ
ヽ

と
階
段
を
降
り
初
め
た
。
彼
に
導
か
れ
て
私
も
ア
ン
ト
ン
カ
ル

グ
通
り
の
本
立
に
降
り
立
つ
た
。

私
は
ベ
デ
イ
カ
ー
を
引
き
め
く
つ
て

∪
】Φ【
因
Ｏ
Ｌ
∞
①
と
い

ふ
宿
に
決
定
し
て
一
先
づ
其
虎
に
荷
物
を
置
い
て
午
後
は
お
城

見
物
に
過
ご
す
。
チ
ロ
ー
ル
の
田
舎
町
に
も

日
８
〓
日

の
旗

が
翻
つ
て
昔
の
人
が
教
會
に
吸
ひ
込
ま
れ
て
行
つ
た
様
に
日
曜

は
皆
こ
の
キ
ネ
マ
に
時
を
過
ご
す
ら
し
い
。
夫

ン
チ
に
腰
か
け

て
日
曜
の
午
後
の
風
物
を
眺
め
て
居
た
が
天
氣
は
釜
々
面
白
く

な
く
な
る
、
や
が
て
ボ
ツ
リ
ノ
ヽ
と
や
つ
て
来
た
の
で
仕
方
な

く
再
び
宿
に
引
返
へ
し
た
。
五
時
の
カ
フ
エ
ー
の
後
長
い
ウ
イ

ー
ゼ
の
道
を
横
切
つ
て
カ
イ
ザ
ー
タ
ー
ル
の
落
口
を
見
に
行

く
。
谷
は
落
口
附
近
ま
で
や
ゝ
峡
谷
と
篤
し
て
居
る
が
此
虎
で

行  獲  月 十 年 五 和 昭
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盤 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

急
に
開
い
て
ウ
イ
ー
ゼ
の
中
を
敬
町
流
れ
て
イ
ン
河
に
注
ぐ
。

八
月
十
一
日
　
雨

雨
の
出
道
ｂ
一
人
で
色
々
の
事
を
考
へ
な
が
ら
歩
く
の
は
私

の
最
も
好
む
所
だ
。
カ
イ
ザ
ー
タ
ー
ル
の
落
口
で
水
温
を
計
つ

て
見
る
と
撮
氏
九
度

（氣
温
十
三
度
）
で
さ
う
冷
い
水
で
は
な

い
。
此
虎
か
ら
道
は
急
に
登
り
出
す
。
ク
ツ
フ
シ
タ
イ
ン
の
彼

方
に
は
シ
ュ
ト
ウ
バ
イ

（∽
言
ぎ
”）

の
山
々
が
自
く
見
え
る
。

虎
た
の
岩
頭
に
は
鈴
羊
の
模
型
を
立
て
ヽ
人
々
を
喜
ば
せ

る
。
ウ
ア
イ
テ
ン
ホ
ー
フ

（く
Φ詳
８
Ｆ
Ｏじ
ま
で
登
る
と
も
う
ウ

イ
ー
ゼ
に
な
つ
て
牧
柵
が
あ
る
。
牛
の
鈴
の
音
が
し
め
つ
ば
い

塞
氣
を
通
し
て
カ
ラ
コ
ロ
と
聞
え
て
来
る
。
人
た
が
陸
績
と
し

て
登
つ
て
来
る
の
は
夏
の
上
高
地
の
様
だ
が
雨
岸
の
牧
場
と
緑

と
そ
の
緩
か
な
傾
斜
と
は
全
く
氣
持
が
い
ゝ
。

フ
ア
ン
ト
ホ
ー
フ
　
つ
ｈｐｒ
ｒ
Ｏ』）
を
過
ぎ
る
と
急
に
ど
し
や

降
り
に
な
つ
て
来
た
。
新
調
の
ツ
グ
ル
ス
キ
ー
ツ
エ
ル
ト
を
引

か
ぶ
つ
て
歩
い
て
行
く
。

シ
ユ
フ
ル
ツ
エ
ス
パ
ツ
ハ
ル

（の
ＯＦ
ヨ
弩
Ｎ８
♂

，０匡
））
で
一
一体

み
し
て
森
林
帯
を
下
つ
て
行
く
と
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
に
樅
と
い
ふ
妙

な
取
合
せ
の
河
原
に
出
る
。
流
れ
は
費
に
美
し
く
そ
の
岩
壁
を

見
せ
シ
エ
フ
ア
ウ
エ
ル
シ
ユ
ビ
イ
ツ
エ
か
ら
ガ
ム
ス
カ
ｌ
ヶ
ツ

雑

　

録

　

○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

フ
ル
（Ｏ
ｐ日
″Ｆ
障
０〓り
３
へ
の
山
稜
が
霧
の
中
に
突
立
つ
。
私
は

首
を
上
げ
て
そ
れ
ら
の
岩
崖
を
仰
ぎ
見
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

丁
度
ゝ
内
蔵
ノ
助
澤
と
黒
部
本
流
と
の
合
流
黙
附
近
の
岩
壁
か

ら
樹
木
を
取
去
つ
た
様
な
感
じ
だ
つ
た
。
景
色
に
氣
を
取
ら
れ

て
河
原
を
歩
い
て
居
る
中
に
ベ
エ
‥
レ
ン
タ
ー
ル
の
上
手
で
道

は
左
岸
に
移
る
。
そ
し
て
ヒ
ン
テ
ル
ペ
エ
ー
ン
ン
パ
ー
ド
（口
Ｔ

ュ
ｏ【ぴ
諄
器
ド
で
ュ
）
（八
三
一
米
）
の
赤
屋
根
が
緑
の
中
に
青
い

煙
を
拳
げ
て
居
る
。
煙
を
見
て
急
に
腹
の
笙
つ
た
の
を
覺
え
た

（
一
四
・〇
〇
、
気
温

一
三
度
ゝ
水
温
七
・五
度
）。

此
虎
で
食
事
を
済
ま
し
て
、
さ
て
雨
も
小
止
み
に
な
つ
た
か

ら
出
掛
け
や
う
と
思
つ
て
居
る
と
、
一
人
の
小
柄
の
男
が
左
胸

に
テ
ン
ボ
ウ
セ
ン
の
様
な
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
の
マ
ー
ク
を
つ
け

て
私
の
傍
に
遣
つ
て
来
た
。

一
日
で
ヒ
ユ
ー
ラ
ー
と
い
ふ
事
が

分
る
。

Ｏ
ｏＦ
Φ”
破
【Φ
ド
３
Ｆ
の
ォ
ぼ
破Φ二
８
ぽ
”

旨
・

ｄ
「●
２
∞
Φ
Ｆ
ｏ
ｒ
碗
】Φ
ヨ
「Φ【一●
Ｈ
”　
　
　
　
　
　
′　
‐

Ｚ
Φ”Ｆ

Ｈ
ｏＦ
日
ｏ８
ｏＦ
ｏ゙
日
ｏ゙
Φり
匡
ＬｏＦ
】
尋
弓Ｏ
♂
”Φ【ＯＦ

ヨ
Φド
椰

２
，“
Ｊく
Φ一”ΦＬ
【ｐ
ＯＨ∞
Φ”
ｍＯ
●ＯＦ
Ｏ
目
い”Ｆ

等
の
會
話
の
後
、
山
手
帳
を
取
出
し
て
彼
の
名
を
求
め
て
見
る

二
四
亀
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雑

　

録

　

○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

と
偶
然
に
も
私
が
こ
の
地
方
で
最
も
有
望
だ
と
思
つ
て
マ
ー
ク

し
て
置
い
た
エ
ル
ン
ス
ト
エ
ツ
ガ
ア

（日
露
“一
日
∞
Ｑ
①【）
で
あ

る
事
を
知
つ
た
。
彼
は
営
年
二
十
七
歳
、非
常
に
小
柄
な
、馬
力

も
さ
う
あ
り
さ
う
も
な
い
男
だ
。
彼
の
力
が
彼
の
催
が
登
攀
に

際
し
て
ど
れ
だ
け
い
ふ
事
を
き
く
か
？
　
こ
の
地
方
随

一
の
ヒ

ユ
ー
ラ
ー
と
私
と
が
太
刀

打
ち
し
て
見
る
事
は
私
に

ど
れ
だ
け
鶯
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
つ
た
。
然

か
も
彼
と
私
は
同
年
で
あ

つ
て
、
彼
は

一
九
二
六
年

以
来
ヒ
ユ
ー
ラ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
来
た
若
者
だ
。

明
日
天
氣
な
ら
必
す
私
は

君
を
シ
ユ
ト
リ
プ
セ
ン
ヨ

ツ
ホ
で
待
つ
て
居
る
と
約

し
て
此
虎
を
出
で
立
つ
た
（
一
五
ｏＯ
Ｏ
）。

ヒ
ン
テ
ル
ペ
ー
レ
ン
バ
ー
ド
ヒ
ユ
ツ
テ
の
直
ぐ
上
手
に
員
四

角
な
丸
木
小
屋
が
あ
る
、
こ
れ
が
彼
の
住
居
で
ニ
ー
ベ
ル
氏
が

建
て
た
の
だ
と
言
つ
て
私
を
こ
の
小
屋
に
案
内
し
た
。

一
つ
の

二
四
八

ベ
ツ
ト
と
彼
の
山
道
具
以
外
に
は
何
も
な
い
。

Ｕ
），
い
椰
ヽ
ｐ
ｒ
』
ゴ
凸
Φ
魚
Φ
【
崚
ｏ
Ｆ
Φ
”

♂
【゙

ロド
Ｏ
【
∞
Φ
椰
一

と
別
れ
を
告
げ
て
次
第
に
細
い
道
を
森
林
の
中
に
辿
つ
て
行
ぐ

と
シ
ュ
ト
リ
プ
セ
ン
ヨ
ツ
ホ

（の
オ
ぼ
８
二
８
ご
（
一
五
八
〇
米
）

に
達
し
た
（
一
七
・〇
〇
）。

ヒ
ュ
ツ
テ
の
直
ぐ

眼
前
に
ト
ー
テ
ン
キ

ル
ヒ
ル
の
北
面
の
岩

壁
は
黒
雲
を
そ
の
頭

に
西
よ
り
東

へ
と
走

ら
せ
つ
ゝ
堂
々
と
突

立
つ
て
居
る
。
吾
々

が
曾
て
ト
ー
テ
ン
キ

ル
ヒ
ル
と
呼
ん
で
喜

ん
だ
、
あ
の
三
ノ
窓

の
チ
ン
ネ
に
そ
つ
く

り
で
ｂ
た
ゞ
そ
の
高
さ
が
六
〇
〇
米
に
も
達
し
て
居
る
黙
が
異

る
の
み
だ
。
ヒ
ユ
ツ
テ
は
現
在
改
造
中
で
あ
る
が
．
多
く
の
人

々
は
中
に
入
つ
て

聟
ｏュ
ョ
Φ〓
】
と
騒
い
で
居
る
。
力
が
あ

り
さ
う
な
大
男
ば
か
夕
だ
が
彼
等
は
そ
の
有
餘
る
力
を
困
難
な

行 嚢 月 ―
I。  年  五  和  口召

ト ー テ ン キ ル ヒ ル
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競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

登
攀
に
使
は
う
と
は
せ
す
に
維
日
ビ
ー
ル
で
上
機
嫌
ら
し
い
ｏ

一
杯
の
紅
茶
を
飲
ん
で
か
ら
早
速
霧
の
間
に
見
え
る
ト
ー
テ

ン
キ
ル
ヒ
ル
の
北
壁
を
ス
ケ
ツ
チ
す
る
。
も
う
二
つ
の
ル
ー
テ

を
私
は
見
出
し
た
、
そ
し
て
こ
れ
を
明
日
天
氣
が
よ
け
れ
ば
可

能
で
あ
る
と
見
込
み
を
つ
け
た
。
私
は
自
分
に
取
つ
て
未
知
の

虎
に
行
く
時
。
そ
の
主
要
な
る
部
分
は
文
献
に
依
ら
す
に
私
自

身
の
愕
験
に
依
つ
て
こ
れ
に
虎
し
て
行
か
う
と
す
る
。
こ
れ
は

パ
イ
オ
ニ
ア
ー
の
精
脚
で
あ
る
と
私
は
思
つ
て
居
る
。
そ
し
て

私
は
同
時
に
其
等
の
文
献
を
携
へ
て
行
き
こ
れ
と
私
の
思
考
と

が
一
致
す
る
か
ど
う
か
確
か
め
ｂ　
一
致
す
れ
ば
彼
も
亦
さ
う
で

あ
つ
た
か
と
肯
き
。　
一
致
せ
ぎ
れ
ば
私
と
彼
と
の
相
違
を
共
虎

で
始
め
て
論
議
し
。
私
が
劣
れ
ば
彼
に
頭
を
下
げ
る
。
い
づ
れ

に
し
て
も
私
は
オ
リ
ギ
ナ
リ
テ
エ
イ
ト
を
失
は
す
に
山
に
道
と

求
め
て
居
る
の
で
あ
る
。

夜
が
訪
れ
る
。
竪
琴
に
合
は
し
て
山
靴
で
若
考
達
は
赤
い
顔

を
し
て
タ
ン
ツ
を
や
り
出
す
。
備
邊
の
煙
の
中
で
暗
い
ラ
ン
プ

の
下
に
ガ
タ
ガ
タ
と
元
氣
の
い
ヽ
足
音
が
響
き
渡
る
。

私
は
先
刻
、
霧
の
中
で
得
た
ル
ー
テ
と
ま
だ
に
ら
み
つ
こ
を

し
て
居
た
。

Ｏ
ｃ
ォ
ＨＰ
＞
ぴ
のた
〓

と
叫
ん
で
私
の
前
に
突
立
つ
た
者
が
居

難
　
録
　
○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

る
。
こ
ん
な
ヒ
ユ
ツ
テ
で
卜知
人
も
無
い
私
は
不
審
に
思
つ
て
顔

を
上
げ

る
と
、
若
者
三

ツ
ガ

ー
だ
。
卜
ｏ
〓

の
Ｆ
魚

の
一ｏ
の
ｏ
ぎ

椰

∞
ｏＦ
ｏ日
日
８

呻　
そ
れ
か
ら
種
々
と
山
の
話
が
始
ま
る
。
彼
は

未
だ
年
が
若
い
だ
け
に
さ
う
は
つ
き
り
と
し
た
定
見
は
述
べ
る

事
が
出
来
な
い
が
ゝ
賢
力
の
あ
る
事
は
少
し
話
を
し
て
居
る
中

に
確
か
に
分
つ
て
来
た
。
私
の
ス
ケ
ツ
チ
し
た
、
二
つ
の
ル
ー

テ
が

目
８
ｏ〓
ヨ
①∞
と

り
鰤
ギ
ｏＨ
■
ｏ∞

と
で
あ
つ
た
事
を
見

出
し
て
私
は
非
常
に
愉
快
だ
つ
た
。
明
日
の
天
氣
は
ど
う
も
悪

さ
う
だ
が
彼
の
技
量
、
賢
力
を
知
り
度
く
て
耐
ら
な
い
私
は
夜

も
オ
チ
オ
チ
眠
れ
な
か
つ
た
。

八
月
十
二
日
　
晴
後
暴
風
雨

天
気
は
ど
う
か
と
夜
明
け
に
、
漁
つ
た
ベ
ツ
ト
の
上
か
ら
窓

を
通
し
て
室
を
見
遣
る
と
十
六
夜
の
月
が
中
容
に
物
凄
く
。
員

黒
ろ
な
死
塔
は
私
の
前
に
の
し
か
ム
つ
て
居
た
。
天
氣
だ
！

よ

し

！
軽
い
パ
ン
と
カ
フ
エ
ー
の
朝
食
を
済
ま
し
て
、
憂
り
易
い
西

風
を
氣
遣
ひ
な
が
ら
も
朝
の
冷
氣
に
元
氣
づ
け
ら
れ
て
出
掛
け

る
（八
三
・〇
）。
シ
ユ
ト
リ
プ
セ
ン
ヨ
ツ
ホ
か
ら
百
米
程
の
登
高

に
は
ナ
ー
グ
ル
シ
ユ
ウ
エ
で
充
分
だ
。
昨
日
の
ス
ケ
ツ
チ
に
依

つ
て
私
の
登
ら
ん
と
し
た
ル
ー
テ
は
ヘ
ロ
ル
ド
ウ
エ
ク
で
あ
つ

二
四
九
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行  獲 月 十 年 五 和 昭

難
　
録
　
○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

た
の
で
エ
ツ
ガ
ー
は
共
の
通
り
行
か
う
と
行
つ
た
。
私
は
勿
論

日
り
】“一
８
Ｆ
ｏ椰
Ｈ８
Ｆ
〓

『
ｐ
ヨ
ｏ〓
】
と
言
ひ
つ
ゝ
ア
ン
ザ
イ

レ
ン
す
る
。
彼
は
毎
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
私
が
若
く
て
少

し
は
軽
い
足
の
持
主
で
あ
る
事
を
見
分
け
て
ド
ン
ド
ン
登
つ
て

行
く
。
見
事
な
足
ど
り
で
然
か
も
速
く
確
費
に
バ
ラ
ン
ス
を
と

つ
て
登
つ
て
行
く
の
で
私
は
屋
々
ョ
「翼
ざ
ド
破
【Φ
ΦＦ
日
出
¨
を

叫
ば
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

や
が
て
東
北
山
稜
の
垂
直
面
に
出
遭
ふ
ゝ
三
十
米
程
の
垂
直

登
高
だ
。
此
虎
で
手
掛
り
を
求
め
る
時

手ゝ
も
亦
リ
ズ
ム
で
こ
れ

を
行
ひ
傾
斜
が
急
に
な
れ
ば
な
る
程
そ
の
リ
ズ
ム
を
早
く
し
て

す
ば
や
く
や
つ
て
了
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
痛
感
し
た
。
次
に
来

る
も
の
は
ト
ラ
バ
ー
ス
で
こ
れ
は
三
十
分
ば
か
り
、
こ
れ
が
済

む
と
四
十
度
の
傾
斜
の
ス
ラ
プ
を
登
る
。
こ
れ
が
維
る
と
吾
カ

は
再
び
非
常
に
困
難
な
岩
壁
に
直
面
す
る
。
此
虎
で
も
彼
は
敏

捷
に
登
り
切
つ
た
が
ゝ
ま
だ
ク
レ
ツ
テ
ル
シ
ュ
ー
エ
に
自
信
の

な
い
私
は
足
場
の
無
い
こ
の
一
枚
岩
を
七
十
度
の
傾
斜
に
於
て

登
り
絡
せ
る
事
に
相
営
の
困
難
を
感
し
た
。
私
は
此
虎
で
一
度

ス
リ
ツ
プ
し
た
が
彼
は
軽
く
喰
ひ
止
め
た
。
最
初
の
垂
直
面
と

次
ぎ
の
ト
ラ
ヴ
ア
ー
ス
と
二
回
カ
ラ
ブ
イ
ネ
ー
ル
を
用
い
た
。

そ
の
次
ぎ
に
は
傾
斜
六
十
度
高
さ
約
十
米
の
リ
プ
ラ
イ
デ
イ

〓一
〇

ン
グ
を
行
ふ
。
手
足
の
長
い
。
そ
し
て
比
較
的
般
の
軽
い
私
は

こ
れ
は
可
成
得
意
の
方
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
も
矢
張
リ
リ
ズ
ム

を
早
く
す
る
程
有
数
で
あ
る
事
を
知
つ
た
。
要
す
る
に
バ
ラ
ン

ス
ば
か
り
を
覺
え
て
居
た
私
は
リ
ズ
ム
を
早
く
す
る
練
管
を
怠

つ
て
居
た
の
で
あ
つ
た
。
三
十
米
の
ザ
イ
ル
が
何
回
も
交
互
に

伸
縮
さ
れ
て
や
が
て
草
地

（目
澤
Φ
日
ｏ胃
”議
①）
に
出
て
ホ
ツ
ト

一
体
み
す
る
。

そ
れ
か
ら
頂
上
へ
と
最
後
の
登
攀
を
三
十
分
程
試
み
て
十
字

架
の
傍
に
立
つ
事
が
出
来
た
１
■
〓
Ｆ
♂
８

Ｆ
①二
Φ
Φ
Ｈ庁
〓

と
彼
は
云
つ
た
（
一
一
、Ｏ
Ｏ
）。

軽
い
書
食
と
し
て
バ
ン
と
腸
詰
め
の
二
切
を
採
つ
た
。
天
氣

は
ま
だ
よ
い
が
．
然
し
も
う
下
か
ら
時
々
霧
が
巷
い
て
来
る
。

南
の
方
ペ
ネ
デ
イ
ー
カ
ン
グ
ル
ツ
ペ
の
自
い
雲
が
エ
ル
マ
ウ
エ

ル
ハ
ル
ト
の
黒
い
岩
肌
の
彼
方
に
望
ま
れ
る
の
を
懐
し
く
も
眺

め
遣
つ
た
。

西
に
は
エ
ル
マ
ウ
エ
ル
ハ
ル
ト
に
績
い
て
ク
ラ
イ
ネ
ル
ハ
ル

ト
が
黒
い
見
事
な
岩
壁
を
眼
前
に
展
開
し
、
東
南
に
は
カ
ー
ル

シ
ユ
ピ
イ
ツ
ツ
エ
、
ア
ツ
カ
ー
ル
シ
ユ
ピ
イ
ツ
ツ
エ
．
東
に
は

近
く
ン
ル
ヒ
エ
ツ
ク
遠
く
は
ロ
ツ
フ
エ
ラ
ー

（Ｆ
ｏ』Φ８
こ
の
山

た
ま
で
雲
の
上
に
饗
え
立
つ
て
居
る
。
雨
後
の
澄
み
切
つ
た
塞

一一ヽ
ノ

一７一６．一ぐ



競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

氣
を
透
し
て
青
黒
い
此
等
遠
方
の
山
々
を
故
國
よ
り
遠
く
離
れ

た
身
が
ポ
カ
ボ
カ
と
暖
か
い
太
陽
の
光
に
恵
ま
れ
つ
ゝ
．
眺
め

遣
る
共
の
心
中
の
感
興
は
え
も
い
は
れ
ぬ
も
の
で
あ
つ
た
。

三
十
分
の
憩
ひ
は
短
か
ゝ
つ
た
、
然
し
吾
た
は
再
び
ヒ
ユ
ー

ラ
ー
ウ
エ
ク
に
よ
つ
て
下
降
し
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た

（
一

丁
三
〇
）。
ヒ
ユ
ー
ラ
ー
ウ
エ
ク
は
北
壁
の
向
つ
て
右
手
の
リ

プ
を
下
る
の
で
シ
ュ
ト
リ
プ
セ
ン
ヨ
ツ
ホ
か
ら
見
る
と
殆
ど
垂

直
に
見
え
る
が
費
際
は
六
十
度
乃
至
七
十
度
位
の
傾
斜
で
最
も

安
易
な
ル
ー
テ
で
あ
る
。
然
し
此
を
登
る
と
す
る
と
カ
ミ
ン
ば

か
り
で
壁
が
好
き
な
私
に
は
餘
り
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。

三
十
米
の
ザ
イ
ル
を
使
用
し
て
一
人
づ
ム
交
る
ノ
ヽ
に
動
い
て

無
事
シ
ユ
ト
リ
プ
セ
ン
ヨ
ツ
ホ
に
辿
り
着
い
た
（
〓
千
三
〇
）。

大
憂
暑
い
日
だ
つ
た
が
好
天
氣
に
恵
ま
れ
た
事
は
何
よ
り

だ
、
ミ
ネ
ラ
ル
ワ
ツ
サ
ー
で
乾
杯
す
る
。

ョ
■
ド

，ぴ
Φ口
障Ｂ
Ｂ
Φ曙
の
”Φ
∞
①器
ぽ
①り
¨
と
人
た
は
寄
り
集

つ
て
来
る
。
多
く
の
ト
ウ
リ
ス
ト
は
蟻
の
様
に
シ
ュ
ト
リ
プ
セ

ン
コ
ツ
ホ
附
近
を
う
ろ
つ
い
て
居
る
が
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
を

試
み
る
様
な
連
中
は

一
週
間
に
一
除
あ
る
か
な
き
か
で
ｂ
遭
難

は
今
年
に
な
つ
て
三
回
あ
つ
た
さ
う
だ
。
ビ
ー
ル
腹
の
獨
人
達

は

，
ｏＦ
一　
Φ
”り
Ｎ
碗ｏＦ
Ｅ
”Ｈ　
と
云
つ
て
身
般
の
・細
い
我
々
の

雑

　

録

　

○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

成
功
を
就
し
て
呉
れ
る
。
や
が
て
天
候
は
激
憂
し
暴
風
雨
が
襲

つ
て
来
た
。
急
に
ヒ
ュ
ツ
テ
に
は
多
く
の
人
々
が
避
難
し
て
来

る
。
私
は
ヒ
ユ
ー
ラ
ー
の
食
卓
に
座
を
占
め
て
、
四
方
の
山
話

を
聞
き
ｔ
叉
テ
ク
ニ
ク
に
就
い
て
も
問
ひ
訊
し
た
り
し
て
。
あ

ら
し
の
徒
然
を
慰
め
て
居
た
。
下
で
は
叉
山
靴
の
タ
ン
ツ
が
一

頻
り
盛
ん
で
あ
つ
た
が
、
私
は
　
∪
・
〇
・
卜
・
く
。
マ
ー
ク
入
り

の
毛
布
に
く
る
ま
つ
て
慶
こ
ろ
ん
だ
。
暴
風
雨
の
中
に
暮
れ
て

行
く
死
塔
の
色
を
眺
め
つ
ヽ
。
今
日
の
登
攀
を
回
想
し
つ
ゝ
軽

い
疲
勢
か
ら
末
る
心
地
よ
さ
を
沈
獣
の
中
に
獨
り
業
み
つ
ゝ
次

第
に
眠
り
へ
と
落
ち
て
行
つ
た
。

登
高
時
間
八
・三
〇
―
―

一
一
・〇
〇
　
　
二
時
間
三
十
分

下
降
時
間
一
一
・三
〇
―
―
上

〓
Ｔ
三
〇
　
二
時
間

合
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
時
間
三
十
分

八
月
十
三
日
　
雨

昨
日
の
荒
天
か
ら
再
び
崩
れ
て
今
日
も
亦
雨
だ
。
昨
日
の
ル

ー
テ
を
研
究
し
た
り
、
晴
間
を
見
て
鳥
員
を
撮
つ
た
り
し
て
午

前
申
を
過
ご
し
，
日
Ｈ
「
８
障
ｐ臨
８
と
い
ふ
の
を

一
杯
飲
ん
で
ゝ

ヒ
ュ
ツ
テ
の
人
口
で
エ
ツ
ガ
ー
に
別
れ
を
告
げ
雨
の
中
を
下
り

始
め
た
（
一
一
・０
０
）。彼
も
亦
、
母
親
の
居
る
エ
ル
マ
ウ
エ
ル

ハ
ル
ト
の
麓
の
小
屋
に
と
婦
つ
て
行
く
の
だ
。
私
は
ヒ
ン
テ
ル

〓五
一

一“
一６．

一
＜



行  装  月 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
行

ベ
ー
レ
ン
バ
ー
ド
に
と
霧
雨
と
風
を
つ
い
て
急
ぐ
。
ト
ー
テ
ン

キ
ル
ヒ
ル
を
見
返
り
、
Φ
ュ
譲
∞
ｏ
諄
【
を
連
嚢
し
な
が
ら
ヒ
ン

テ
ル
ベ
ー
ン
ン
パ
ー
ド
に
着
い
た
の
は
十
二
時
牛
だ
つ
た
。
中

食
を
探
つ
て
又
雨
の
中
を
進
む
ｂ
流
石
に
こ
の
雨
に
は
誰
も
往

末
し
な
い
。

一
人
と
ぼ
っ√
ヽ
降
つ
て
行
く
と
も
う
ウ
イ
ー
ゼ
が
近
づ
い
て

牛
の
鈴
の
音
が
霧
の
中
に
カ
ラ
コ
ロ
と
聞
え
る
。
や
が
て
ク
ツ

フ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
町
が
ぼ
う
１
つ
と
見
え
出
す
。
只
一
人
雨
の

中
に
突
つ
立
つ
て
頼
を
性
ふ
雨
の
滴
を
拭
ひ
つ
ゝ
私
は
山
と
牧

場
と
霧
と
木
と
さ
て
は
下
界
の
町
々
を
眺
め
て
、
私
は
何
虎
が

一
番
好
き
な
の
か
な
あ
と
今
更
私
の
佳
む
べ
き
虎
を
探
し
求
め

た
。ア

ク
ロ
バ
テ
イ
ツ
ク
な
岩
登
り
を
笑
ふ
人
が
よ
く
あ
る
。
さ

う
だ
。
只
岩
登
り
に
ば
か
り
憂
身
を
や
つ
し
て
居
る
人
間
が
あ

り
と
す
れ
ば
勿
論
彼
は
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
で
な
い
か
ら
、
吾
々

の
論
外
の
男
で
問
題
に
し
な
く
と
も
い
ゝ
の
だ
。
所
が
そ
の
逆

に
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
を
以
て
自
任
し
な
が
ら
，
岩
登
り
の
出
来

な
い
人
た
が
多
く
居
る
。
こ
れ
は
私
か
ら
見
る
と
甚
だ
妙
な
感

じ
の
す
る
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
で
あ
る
。
氷
や
雲
の
上
で
は
随
分

老
年
に
な
つ
て
も
充
分
に
之
れ
に
虎
し
て
行
く
事
が
出
来
る
が

一≡

岩
登
り
の
妙
味
は
殊
に
困
難
な
る
登
攀
に
於
て
は
、
若
者
に
の

み
限
ら
れ
た
批
快
味
と
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
の
精
神
の
練
磨
に
資

す
る
何
物
か
を
興
へ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
バ
ー
テ
イ
ー
と
し
て

の
岩
登
り
、
そ
し
て
そ
の
登
攀
が
氷
河
の
逢
か
彼
方
の
上
で
行

は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
時
こ
そ
、
吾
た
の
最
も
好
む
所
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
僅
か
二
千
米
級
の
ト
ー
テ
ン
キ
ル
ヒ
ル
で
は
満

足
出
来
な
い
私
は
や
が
て
氷
河
を
求
め
来
る
べ
き
秋
も
ｂ
末
る

べ
き
多
も
、
若
し
友
が
な
け
れ
ば
只
一
人
で
も
、
私
の
シ
エ
ン

ク
と
山
話
を
物
語
り
な
が
ら
さ
ま
よ
ひ
歩
く
事
で
あ
ら
う
。

（
一
九
二
〇
年
八
月
、
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
に
て
）

〇
長
蔵
分
の
思
ひ
出

武

田

久

吉

上
越
南
線
の
沼
田
酵
に
降
り
た
二
人
は
大
き
な
ル
ツ
ク
ザ
ツ

ク
に
浴
れ
る
程
の
荷
を
脊
に
し
て
、
炎
熱
を
嘲
ち
年
ら
急
な
坂

路
を
町
に
上
つ
て
行
つ
た
。
額
に
は
汗
が
も
う
滲
み
出
す
。

「
ヤ
ア
、
先
生
ど
け
え
行
き
な
さ
る
だ
？
」

馨
を
掛
け
ら
れ
て
振
り
向
く
と
、
自
髯
の
長
蔵
（物
が
例
の
通

リ
ニ
コ
ノ
ヽ
笑
ひ
乍
ら
単
衣
の
尻
を
引
き
か
ら
げ
靴
履
き
と
い

一一ヽ
ノ
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競 三 第 年 二 十 二 第 岳 山

ふ
い
で
立
ち
で
、
風
呂
敷
包
み
を
手
に
同
じ
く
坂
を
上
つ
て
来

る
。
時
は
大
正
十
三
年
の
七
月
初
旬
、
山
日
、
館
脇
の
晒
君
と

尾
瀬
に
赴
く
時
の
事
で
あ
る
。

尾
瀬
に
長
蔵
小
屋
と
い
ふ
の
が
出
来
、
そ
こ
に
泊
つ
て
あ
の

地
方
を
探
勝
し
た
人
達
の
話
を
耳
に
し
た
の
は
Ｄ
何
で
も
大
正

六
七
年
頃
の
事
で
あ
つ
た
や
う
に
思
ふ
。
そ
の
後
に
も
長
蔵
小

屋
の
風
評
が
折
々
耳
に
入
り
尾
瀬
行
の
容
易
と
な
つ
た
事
を
億

へ
聞
い
て
遊
意
は
屋
々
動
い
た
が
、
さ
て
賢
行
の
機
會
は
中
た

廻
つ
て
来
な
い
で
幾
年
か
ゞ
経
過
し
た
。
従
つ
て
長
蔵
（笏
に
出

含
ふ
望
は
急
に
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
の
一
月
Ｄ
未
見
の
（″
か
ら
突
然
書
面
が
末
て
、

不
日
訪
問
す
る
か
ら
と
の
事
で
あ
つ
た
が
、
十
五
日
の
午
前
、

あ
の
第
二
回
日
の
服
震
に
脅
さ
れ
て
間
も
な
く
の
事
長
蔵
老
人

と
會
見
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。

「
少
し
御
願

へ
し
て
え
こ
と
が
あ
る
で
‥
‥
」

と
い
ふ
（％
の
用
向
は
雨
三
年
前
沼
と
原
と
を
貯
水
池
と
し
て

嚢
電
に
使
用
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
の
で
Ｄ
そ
れ
を
防
止
す

る
に
は
尾
瀬
を
図
立
公
園
と
し
た
な
ら
ば
あ
れ
丈
の
風
致
や
植

難
　
　
録
　
　
○
長
蔵
分
の
思
ひ
出

物
を
完
全
に
保
護
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
ら
と
い
ふ
の
で
あ

つ
た
。

一
膿
日
本
の
國
立
公
園
と
い
ふ
も
の
が
如
何
な
る
動
機
に
出

嚢
し
何
を
目
的
と
し
て
立
案
さ
れ
何
う
い
ふ
施
設
を
し
よ
う
と

い
ふ
の
か
皆
目
不
明
で
あ
つ
た
そ
の
頃
に
尾
瀬
ヒ
回
立
公
園
と

す
る
運
動
を
起
し
ゝ
そ
し
て
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
暁
に
果
し
て

最
初
の
希
望
に
叶
ふ
や
う
に
な
る
か
ど
う
か
は
大
き
な
疑
間
で

あ
つ
た
故
に
私
は
長
蔵
（蒻
の
考
へ
に
は
俄
に
賛
意
を
表
し
難
か

つ
た
。
現
今
で
さ
へ
、
國
立
公
園
と
は
開
嚢
を
看
板
に
風
景
を

破
壊
し
國
民

一
般
の
利
釜
よ
り
も

一
部
の
事
業
家
の
懐
を
肥
す

の
が
せ
め
て
も
の
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
と
さ
へ
危
ぶ
ま
れ
る

程
で
あ
る
の
に
、
大
正
十
二
三
年
頃
の
回
立
公
園
案
と
い
ふ
も

の
が
如
何
に
無
鐵
砲
な
も
の
で
あ
つ
た
か
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

何
は
と
も
あ
れ
、
尾
瀬
の
自
然
を
可
及
的
損
傷
し
な
い
や
う

に
す
る
こ
と
が
差
営
つ
て
の
重
要
な
仕
事
で
は
あ
る
ま
い
か
と

い
ふ
私
案
に
封
し
て
（物
は
直
に
共
鳴
し
、
そ
れ
以
来
そ
の
方
針

を
以
て
驀
進
し
た
と
も
言
へ
や
う
。
そ
し
て
一
徹
な
（物
の
事
で

あ
る
か
ら
時
に
は
極
端
に
尾
瀬
保
護
の
旗
職
を
押
し
進
め
た
か

と
さ
へ
思
は
れ
る
程
で
あ
つ
た
。
然
し
そ
の
御
蔭
で
、
尾
瀬
が

霊
三

( 620 )



行 残 月 一 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
長
蔵
翁
の
思
ひ
出

今
日
迄
そ
の
原
始
的
な
風
光
を
損
傷
せ
ら
れ
す
に
来
た
事
は
確

費
で
あ
る
。

牛
年
程
経
つ
て
か
ら
長
蔵
（物
は
再
び
私
を
訪
れ
た
。
そ
し
て

是
非
共
こ
の
夏
は
尾
瀬
に
来
て
十
分
に
そ
の
員
慣
を
研
究
し
て

呉
れ
ろ
と
い
ふ
の
で
あ
つ

た
。
そ
こ
で
友
人
間
に
同

行
者
を
覚
め
た
が
七
月
七

日
の
出
嚢
迄
に
幸
に
し
て

山
口
ｂ
館
脇
の
雨
君
が
同

行
を
約
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な

り
、
前
後
二
週
間
に
亘
る

楽
し
い
族
を
賓
現
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

そ
の
出
嚢
の
通
知
を
東
京

に
居
た
篤
に
受
取
ら
な
か

つ
た
（務
は
過
然
に
も
沼
田
畔
で
一
行
に
遜
返
し
た
の
で
、
喜
色

は
文
字
通
り
面
に
盗
れ
た
課
で
あ
る
。

「
わ
し
は

一
日
遅
れ
て
あ
と
か
ら
行
き
ま
す
で
‥
‥
」

二五
四

と
言
つ
た
長
蔵
老
人
は
沼
田
で
用
を
足
し
て
か
ら
三
日
日
の
朝

吾
た
が
三
千
峠
の
下
で
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
の
花
を
愛
し
ん
で
居
る

時

一
人
の
人
大
を
連
れ
て
婦
つ
て
来
た
。
然
し
家
に
在
つ
て
も

片
時
も
休
み
な
く
何
か
仕
事
を
し
て
居
る
（夕
の
事
で
あ
る
か
ら

ゆ
る
ノ
ヽ
落
付
て
談
話
す
る
機
會
な
ど
殆
ど
な
い
。
唯
晩
餐
後

燎
邊
に
坐
し
て
氣
焔

を
摯
げ
る
の
を
時
折

爾
次
り
乍
ら
聞
く
位

手
　

に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

野

長
蔵
小
屋
に
泊
つ

長．。
　

た
人
の
中
で
、
（羽
と

蔵
　
　
一
緒
に
遂
嶽
に
登
つ

た
人
も
少
く
な
い
様

に
聞
く
が
。
私
は
つ

い
一
度
も
共
に
登
山

し
た
経
験
が
な
い
。
然
し
三
條
瀑
と
至
佛
と
そ
れ
か
ら
大
清
水

干
や
治
右
衛
門
池
へ
は
一
度
案
内
し
て
貰
つ
た
こ
と
が
あ
る
。

山
を
歩
く
時
雲
に
ひ
し
が
れ
た
樹
木
を
見
る
と
、「
こ
ん
な
に
苦

心
し
て
育
つ
た
木
を
む
だ
に
使
つ
て
は
済
ま
な
い
。
幹
の
基
の

( 621 )
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槻 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

良
い
所
許
り
で
な
く
枝
穂
迄
利
用
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
ゝ
言

ひ
ノ
ヽ
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、美
し
い
花
で
も
見
営
る
と
「
こ

れ
が
可
愛
い
で
‥
‥
」
と
眼
を
細
く
し
て
頼
擦
せ
ん
許
り
に
い

つ
く
し
む
虎
は
濃
厚
な
自
然
の
香
に
浸
つ
て
生
長
し
た
者
の
心

の
奥
か
ら
湧
き
出
る
言
動
と
し
か
思
は
れ
な
い
。

長
蔵
（物
は
そ
の
後
再
三
上
京
の
序
に
訪
問
し
て
呉
れ
た
。
話

は
何
時
も
尾
瀬
の
開
拓
と
保
護
と
そ
れ
か
ら
利
根
奥
へ
の
聯
絡

近
年
に
至
つ
て
は
尾
瀬
十
温
泉
の
計
書
等
の
様
に
記
憶
す
る
が

思
ひ
立
つ
た
事
は
何
で
も
鶯
し
途
げ
す
に
は
置
か
ぬ
と
云
つ
た

性
格
か
ら
何
事
に
封
し
て
も
熱
心
に
奔
走
し
た
様
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
ま
た
、
尾
瀬
大
納
言
の
古
事
は
別
と
し
て
ゝ
人
の
住
ま

な
い
―
―
或
は
住
み
得
ぬ
？
―
―
尾
瀬
沼
の
滑
岸
に
住
居
を
定

め
た
以
上
ゝ
何
か
の
生
業
を
得
ん
と
百
方
苦
心
し
た
ら
し
い
。

大
正
の
初
年
頃
計
書
ｔ
た
鱒
の
養
殖
が
失
敗
に
露
し
て
以
来
ｂ

養
狐
だ
と
か
或
は
割
箸
の
製
造
だ
と
か
湖
畔
相
営
な
事
業
を
計

蓋
し
た
が
そ
れ
が
成
果
を
齋
し
た
か
ど
う
か
私
は
知
ら
な
い
。

然
し
そ
う
い
ふ
方
面
の
目
論
見
に
封
し
て
も
常
に
勇
往
邁
進
す

る
（笏
は
往
々
他
人
の
誤
解
．
嫉
妬
、
怨
謗
を
買
ふ
事
が
あ
つ
た

ら
し
い
。
そ
れ
で
あ
る
方
面
に
は
相
営
宣
偉
が
行
は
れ
て
居
る

雑
　
　
鉄
　
　
○
長
蔵
分
の
思
ひ
出

ら
し
い
が
内
的
事
情
を
知
ら
な
い
私
は
今
正
邪
を
批
判
す
る
課

に
は
行
か
な
い
。

今
年
八
月
、
文
部
省
の
登
山
講
省
含
に
委
嘱
を
受
け
、
松
本

で
の
講
義
を
済
ま
せ
て
か
ら
講
習
員
と
共
に
山
に
入
り
、
最
後

に
上
河
内
に
下
つ
て
か
ら
更
に
あ
の
附
近
に
雨
三
日
を
途
り
、

二
十
六
日
亡
父
の
一
岡
忌
に
営
る
の
で
婦
京
し
て
見
る
と
ゝ
留

守
中
到
着
し
た
数
十
通
の
郵
書
の
中
に
長
蔵
（笏
が
月
の
二
十
日

に
突
如
死
去
し
た
と
い
ふ
通
知
を
嚢
見
し
て
驚
愕
す
る
と
共
に

私
の
悲
し
み
を
倍
加
し
た
。

長
蔵
・翁
と
は
僅
々
六
七
年
の
交
友
に
過
ぎ
な
い
上
、
い
つ
も

ゆ
つ
く
り
談
話
す
る
機
會
が
な
か
つ
た
の
で
（物
の
経
歴
に
つ
い

て
は
詳
し
く
知
る
虎
が
少
な
い
。
昨
春
の
五
月
、
群
馬
縣
鷹
か

ら
同
縣
下
山
岳
行
者
の
事
蹟
調
査
に
つ
い
て
照
含
の
あ
つ
た
の

に
封
す
る
回
答
書
に
よ
る
と
。
（蒻
の
原
籍
は
南
會
津
の
檜
枝
岐

村
に
あ
り
出
生
は
明
治
四
年
八
月
十
日
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

十
歳
の
時
父
に
死
別
し
た
の
で
學
校
を
退
き
家
業
（農
）
に
従
事

し
た
が
、
二
十
歳
の
時
尾
瀬
に
来
て
隧
ケ
嶽
を
開
山
し
よ
う
と

志
し
二
十
一
年
に
現
今
の
登
路
を
伐
り
拓
い
た
と
い
ふ
。
そ
の

〓二〓
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行  愛  月 十 年 五 和 昭

難
　
　
録
　
　
○
長
蔵
分
の
思
ひ
出

頃
戸
倉
め
た
り
に
御
嶽
行
者
が
来
て
隧
ヶ
嶽
を
開
か
う
と
い
ふ

計
書
の
あ
つ
た
の
に
封
抗
し
た
も
の
ら
し
い
。
魃
の
最
高
峯
柴

安
島
に
安
置
し
て
あ
る
小
石
祠
は
何
で
も
そ
の
頃
戸
倉
方
面
の

者
が
建
立
し
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
魃
開
山
後
山
頂
（俎
晶
）

に
魃
嶽
紳
祗
を
建
立
し
明
治
二
十
五
年
祗
格
編
入
を
出
願
し
て

許
可
さ
れ
た
が
、
後
皇
典
講
究
所
に
學
び
、
學
階
六
等
を
受
け

魃
嶽
榊
祗
祗
掌
と
な
り
、
敬
紳
．
修
養
の
鶯
め
尾
瀬
沼
や
隧
ヶ

嶽
に
登
山
し
た
と
い
ふ
。
斯
く
毎
夏
尾
瀬
に
登
つ
て
湖
時
に
暮

す
鶯
滑
尻
の
南
岸
帥
ち
五
萬
分
ノ
一
地
形
国
に
示
さ
れ
た
位
置

に
長
蔵
小
屋
を
建
て
米
朧
を
用
意
し
て
は
幾
旬
日
か
滞
在
し
た

が
。
大
正
四
年
に
釜
堀
澤
の
北
岸
に
現
在
の
長
蔵
小
屋
を
建
築

し
養
魚
を
始
め
た
も
の
で
、
姫
鱒
の
養
殖
に
失
敗
し
て
も
今
日

迄
猪
勝
の
孵
化
を
行
つ
た
リ
フ
カ
サ
ギ
の
放
流
を
試
み
た
り
な

ど
し
て
ゐ
た
。

長
蔵
小
屋
が
現
在
の
地
に
出
来
て
か
ら
尾
瀬
の
探
賞
は
大
居

容
易
と
な
つ
た
。
明
治
四
十
一
年
の
夏
大
下
藤
次
郎
君
が
篤
生

旅
行
を
企
て
た
時
の
や
う
に
糧
食
慶
具
迄
も
運
び
上
け
る
面
倒

が
な
く
手
ぶ
ら
で
辿
り
つ
け
ば
風
呂
も
沸
い
て
居
よ
う
と
い
ふ

番
氣
さ
で
あ
る
。
と
は
い
へ
族
舎
と
違
つ
て
無
暗
と

…植
物
を

…濫

二五
六

探
し
た
り
自
然
美
を
傷
け
る
様
な
人
に
は
断
手
と
し
て
宿
泊
を

断
る
の
だ
か
ら
、
時
折
は
泣
か
さ
れ
た
り
嚇
さ
れ
た
り
し
た
者

も
あ
つ
た
ら
し
い
。
頑
固

一
徹
な
長
蔵
（笏
は
誉
林
局
員
に
向
つ

て
さ
へ
許
可
證
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
探
集
を
禁
止
す
る
位
の
事

は
や
つ
た
も
の
で
、
そ
れ
も

一
に
尾
瀬
の
自
然
美
を
保
護
し
よ

う
と
い
ふ
熱
誠
に
出
で
た
も
の
で
は
あ
る
が
．
所
謂
林
匠
サ
ン

達
の
受
け
は
餘
り
好
く
な
か
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
左
も
無

く
て
も
ち
つ
と
巧
み
な
政
策
に
出
で
た
な
ら
、
排
下
げ
な
り
借

地
な
り
の
出
願
に
際
し
て
も
多
大
な
便
宜
を
計
つ
て
貰
へ
て
入

ら
ぎ
る
邪
魔
や
悪
宣
偉
の
跡
を
絶
ち
得
た
に
相
違
な
か
ら
う
に

そ
し
て
「
歴
迫
」
等
の
不
安
が
一
掃
さ
れ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
と

思
は
れ
る
。

長
蔵
（物
は
雷
に
尾
瀬
に
興
味
を
有
し
た
の
み
で
な
く
現
代
の

世
相
や
殊
に
政
治
に
は
多
大
の
開
心
を
持
つ
て
居
た
ら
し
い
。

世
の
悪
風
潮
と
同
ふ
こ
と
も
往
た
日
に
し
た
様
で
あ
る
。
殊
に

政
治
の
批
判
に
は
相
営
自
信
が
あ
つ
た
も
の
と
見
え
る
。
時
折

の
感
想
を
印
刷
に
附
し
て
四
方
に
配
布
し
た
こ
と
は

一
再
に
止

ま
ら
な
い
。
「床
次
竹
二
郎
に
興
ふ
」
な
ど
い
ふ
刷
り
物
が
封
筒

の
中
か
ら
出
て
驚
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
然
じ
現
代
の
我
が
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帝
国
の
政
治
に
は
興
味
を
持
ち
得
な
い
私
は
そ
の
方
面
の
問
題

で
意
見
を
闘
は
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
（ク
の
見
解
に
つ
い
て
は

何
物
も
記
す
可
き
材
料
を
持
た
な
い
。

作
文
に
興
味
を
持
つ
た
（笏
は
、
ま
だ
作
歌
に
も
深
い
趣
味
が

あ
つ
た
ら
し
い
。
何
か
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
様
な
も
の
ゝ
末
尾
に
は

大
抵
二
三
首
の
歌
が
添

へ
て
あ
つ
た
。
會
心
の
作
だ
ら
う
と
思

は
れ
る
も
の
を
聯
に
書
き
つ
け
た
の
が
柱
に
懸
け
て
あ
つ
た
の

を
見
た
こ
と
も
あ
る
。

ひ
ら
か
む
と
心
つ
く
し
て
尾
瀬
の
沼
に

鳴
く
水
禽
の
馨
を
き
ヽ
つ
ゝ

の
一
首
は
（物
の
尾
瀬
に
対
す
る
心
境
を
謳
ふ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
（物
は
ま
た
書
物
を
愛
し
蔵
書
を
骨
子
と
し
て
そ
れ
に
寄
贈

の
固
書
を
加

へ
「
尾
瀬
沼
文
庫
」
と
名
付
け
て
宿
泊
者
の
間
讀

に
供
し
た
が
、
そ
の
方
法
が
全
く
自
由
に
放
任
さ
れ
て
あ
つ
た

篤
に
目
ぼ
し
い
も
の
は
追
々
と
姿
を
隠
し
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
こ

と
で
あ
つ
た
。

（笏
に
つ
い
て
書
く
べ
き
事
柄
は
な
ほ
多
い
が
〈″
と
接
鯛
の
機

會
の
少
な
か
つ
た
私
に
は
唯
そ
の
片
鱗
を
描
き
得
る
に
過
ぎ
な

難
　
　
爆
　
　
○
長
蔵
分
の
思
ひ
出

い
か
ら
こ
の
位
で
筆
を
摘
く
こ
と
ヽ
す
る
。
絡
り
に
臨
ん
で
、

（物
の
浅
後
も
、
せ
め
て
尾
瀬
だ
け
は
そ
の
自
然
美
を
害
は
す
に

永
遠
に
保
存
じ
度
い
も
の
と
心
か
ら
翼
．つ
て
止
ま
な
い
。
種
々

な
意
味
に
於
て
尾
瀬
の
名
物
で
あ
つ
た
長
蔵
（物
を
失
つ
た
の
は

返
す
ノ
ヽ
も
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
。

（昭
和
五
年
九
月
）

競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

一三
菱

て頂

「

戸



行 嚢 月 十 年 五 和 昭

白
馬
山
と
最
初
の
登
山
者

（八
木
貞
助
）

日
本
ア
ル
プ
ス
の
中
で
近
年
登
山
者
の
最
多
数
を
占
め
て
居
る
自
馬
岳

は
、
其
昔
南
の
槍
ケ
岳
、
乗
鞍
岳
等
が
明
治
の
中
頃
か
ら
外
國
の
登
山
家

に
も
知
れ
て
居
つ
た
に
も
拘
は
ら
ず
、
交
通
の
便
を
使
い
た
虎
に
あ
つ
た

か
ら
、
麓
の
樵
夫
猫
師
等
の
外
に
は
餘
り
知
る
も
の
も
な
か
つ
た
。
此
岳

の
最
初
の
登
山
者
と
し
て
は
渡
邊
敏
氏
を
推
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
同
氏
は

営
時
大
町
小
學
校
長
で
、
明
治
十
六
年
の
夏
、
時
の
部
長
窪
田
畔
夫
氏
及

他
の
小
學
校
長
一
名
と
登
山
せ
ら
れ
た
。
大
雲
漢
の
上
部
で
蛾
石
を
拾
は

れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
目
的
は
博
物
學
上
の
研
究
で
な
く
、
主
と
し
て
自

然
の
偉
親
に
接
し
、
身
心
を
鍛
錬
さ
れ
る
に
あ
つ
た
ら
し
い
。
同
氏
は
其

後
更
に
針
の
木
越
か
ら
、
立
山
連
峯
を
踏
破
さ
れ
、
後
明
治
三
十
四
年
頃

長
野
高
等
女
學
校
長
と
し
て
、戸
隠
の
瞼
山
に
女
生
徒
の
登
山
を
行
は
れ
、

今
日
の
女
性
登
山
家
の
ト
ツ
プ
を
切
ら
れ
た
こ
と
は
、
我
國
の
登
山
曳
上

に
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。

〓
一二〈

明
治
三
十
一
年
夏
に
は
、
河
野
齢
蔵
、
岡
田
邦
松
等
の
話
氏
が
、
自
馬

岳
に
登
山
し
動
植
物
を
探
集
さ
れ
て
、
其
記
事
を
植
物
學
雑
誌
や
信
濃
教

育
會
雑
誌
等
に
残
表
さ
れ
て
、
始
め
て
此
岳
が
學
術
上
の
費
庫
で
あ
る
こ

と
が
明
に
な
つ
た
。

次
で
ぼ
つ
′
ヽ
研
究
家
の
登
山
を
見
る
に
至
つ
た
が
、
何
分
に
も
地
元

の
人
々
は
山
岳
に
封
す
る
理
解
が
乏
し
く
、
明
治
三
十
八
九
年
頃
本
會
創

立
営
時
は
、
夏
期
天
候
不
良
で
あ
つ
た
の
を
、
全
く
登
山
者
が
山
を
荒
ら

す
崇
り
で
あ
る
と
て
、
登
山
を
阻
止
し
て
、
案
内
に
應
じ
な
い
様
な
こ
と

も
度
々
で
、
吾
々
も
随
分
困
難
し
た
こ
と
も
あ
る
。
十
五
軍
後
の
今
日
萬

を
以
て
敷
ふ
る
登
山
者
の
押
寄
せ
る
有
様
を
見
て
は
、
誠
に
今
昔
の
感
に

堪
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。

日
本
ア
ル
プ
ス
の
名
稗
と
信
飛
山
脈

日
本
ア
ル
プ
ス
の
名
総
の
命
名
者
が
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
や
チ
エ
ン
パ
レ
ン

氏
で
は
な
く
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ｏ
ガ
ー
ラ
ン
ド
氏
で
あ
ら
う
と
の
考
證
も
さ

れ
た
が
、
日
本
の
山
に
外
國
の
名
前
を
借
り
ず
と
も
、
何
と
か
よ
い
総
呼

は
な
い
か
と
、
よ
く
聞
か
さ
れ
る
。
此
山
脈
は
明
治
十
九
年
に
散
原
田
豊

吉
博
士
に
よ
つ
て
飛
騨
山
脈
と
命
名
せ
ら
れ
、
今
日
ま
で
一
部
の
學
者
に

は
探
用
さ
れ
て
居
る
が
、
原
田
博
士
は
飛
騨
高
原
の
東
邊
の
山
脈
と
い
ふ

意
味
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
思
は
れ
る
が
、今
日
信
濃
を
表
回
の
様
に
し
て
、

飛
騨
、
越
中
、
越
後
に
連
亘
し
て
居
る
も
の
に
、
飛
騨
の
み
を
冠
す
る
の

も
如
何
か
と
思
は
れ
て
、
私
は
大
二
十
年
末
東
筑
摩
郡
誌
や
南
安
曇
郡
誌

共
他
に
、
信
飛
山
脈
或
は
信
飛
山
塊
等
の
総
呼
を
用
い
来
っ
て
居
る
。
其

´

´

難

報

○
白
馬
岳
と
最
初

登
山
者報 雑
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後
學
者
間
に
は
此
名
前
が
相
應
に
採
用
さ
れ
る
様
に
見
え
る
。
日
本
ア
ル

プ
ス
の
稀
呼
が
極
め
て
一
般
化
し
た
今
日
何
も
敢
て
改
め
る
必
要
も
あ
る

ま
い
が
、
之
に
檬
ら
ぬ
方
に
は
信
飛
山
脈
の
名
稿
を
提
言
し
た
い
。

山
岳
に
開
す
る
私
の
立
場
　
（
佐
藤
順

一
）

私
は
専
門
の
気
象
事
業
界

で
は
山
に
最
も
縁
故
の
深
い
者
の
様
に
考
へ
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
、
山
岳

倉
員
請
粛
に
は
寧
ろ
素
人
と
し
か
思
は
れ
ま
い
。
私
共
が
二
十
年
間
も
毎

日
登
攀

い
た
し
ま
し
た
爽
城
縣
の
筑
波
山
と
云
ふ
の
は
僅
々
八
七
〇
米
の

丘
陵
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
山
岳
會
員
に
は
山
と
云
ふ
さ
へ
港
越
の
識

り
を
逃
れ
ぬ
位
で
あ
る
．
ま
た
只
今
私
共
の
事
業
を
始
め
て
居
り
ま
す
富

士
山
は
高
さ
に
於
て
は
本
土
の
最
高
峰
で
あ
る
が
山
岳
會
員
に
は
餘
り
賞

讃
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
私
は
仕
事
の
貼
か
ら
離
れ
て
も
こ
の
霞
峯
を
左
様
に

侮
辱
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
多
数
の
裁
國
民
に
一
度
は
登
つ
て
貨
ひ
た

い
。
近
年
の
調
査
に
擦
る
と
登
山
者
年
々
十
萬
を
超
過
し
て
居
て
、
其
中

に
は
女
性
の
方
も
随
分
多
い
が
、
全
國
民
の
幾
百
分
の
一
が
、　
一
生
涯
に

一
度
登
山
す
る
の
か
は
は
つ
き
り
分
ら
な
い
。
私
と
し
て
は
男
性
で
も
女

性
で
も
外
國
人
で
も
富
士
の
委
を
眺
め
る
の
み
で
な
く
是
非
一
度
は
登
山

し
て
山
岳
の
員
味
に
接
し
て
貰
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
登
山
の
便

も
こ
の
山
程
に
開
け
た
虎
は
あ
る
ま
い
。

私
が
普
通
の
山
岳
會
員
諸
君
と
見
解
を
異
に
し
て
居
る
の
は
素
よ
り
我

田
引
水
の
知
見
に
相
違
な
い
が
、
私
の
眼
で
見
る
と
山
は
皆
観
測
蔓
に
出

来
て
居
る
様
に
考
へ
ら
れ
ま
す
の
で
、
若
し
事
情
が
許
す
な
ら
ば
其
絶
頂

に
こ
の
銀
峯
に
相
應
は
し
い
観
測
所
を
創
設
し
て
、
気
象
界
の
研
究
資
料

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
に
開
す
る
私
の
立
場

を
提
供
し
自
然
界
を
通
じ
て
国
民
の
面
利
を
増
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

私
の
見
方
は
一
般
の
方
々
の
見
解
と
一
致
し
な
い
こ
と
は
私
も
迅
く
に
承

知
し
て
居
る
、
併
し
私
が
固
執
し
て
私
の
見
解
の
道
に
進
ん
で
行
く
所
に

私
の
生
命
が
あ
る
．
私
の
こ
の
使
命
が
常
に
私
を
指
導
し
て
行
く
、
其
所

に
私
の
祗
含
的
奉
仕
が
出
来
て
行
く
、
而
し
て
新
く
事
業
に
進
ん
で
居
る

裡
に
山
に
封
す
る
愛
着
の
念
は
自
然
と
洒
養
さ
れ
る
、
共
所
に
山
岳
に
封

す
る
敬
産
の
念
も
生
ず
る
。

私
は
現
今
に
於
て
は
年
齢
か
ら
言
つ
て
も
山
岳
に
張

い
人
間
と
は
言
は

れ
ま
い
、
寧
ろ
山
に
蒻
い
臆
病
者
で
冒
険
な
ど
企
て
や
う
と
も
せ
ぬ
が
、

こ
の
蒻
武
者
だ
け
に
厄
難
に
際
し
て
は
引
縮
ん
で
避
け
る
、
辛
抱
力

一
つ

で
厄
難
の
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
。
幾
回
か
の
遭
難
の
経
験
も
新
の
如
く
に

し
て
虎
理
さ
れ
た
。
さ
う
し
て
其
所
謂
遭
難
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
度
々

重
な
る
と
其
山
を
愛
す
る
念
慮
は
釜
々
昂
ま
る
の
で
あ
る
。
幾
度
か
銀
難

を
組
て
志
始
め
て
堅
し
と
云
ふ
が
、
裏
か
ら
云
へ
ば
私
は
山
に
相
営
苦
労

し
た
男
で
あ
る
だ
け
に
山
を
愛
す
る
難
に
於
て
人
後
に
落
ち
な
い
感
が
あ

る
。
多
く
の
山
岳
會
員
諸
君
の
中
に
も
私
に
似
通
つ
た
維
路
で
山
岳
趣
味

に
進
ま
れ
た
方
も
あ
る
に
違
ひ
な
い
、
拙
な
き
感
想
を
綴
り
て
餘
自
の
損

草
と
す
る
。
（
昭
和
五
年
七
月
十
五
日
富
士
山
頂
に
て
）

高
き
に
登
る
心
　
（山
本
徳
二
郎
）
唯
だ
何
と
な
く
高
さ
に
登
り
た
い
０

秀
麗
な
紫
の
遠
山
を
望
ん
で
は
唯
だ
眺
め
る
だ
け
で
は
物
足
ら
ぬ
。
其
の
′

懐
に
入
り
、
共
の
頂
に
達
し
て
こ
そ
、
員
の
親
し
み
が
湧
く
様
な
気
が
し

て
な
ら
な
か
つ
た
。
地
位
と
か
、境
過
に
は
覇
気
も
野
心
も
な
い
ま
で
も
、

二五九
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行 甕 月 十 年 五 和 昭

難
　
　
報
　
　
○
高
き
に
登
る
心

山
の
高
き
に
適

へ
ば
、
其
の
最
高
を
極
め
ね
ば
ど
う
し
て
も
胸
が
牧
ま
ら

ぬ
。
ま
し
て
や
酷
暑
盛
夏
の
候
、
残
雪
の
、
自
瞳
々
た
る
を
望
ん
で
は
、

其
の
胸
も
と
き
め
く
誘
惑
に
ど
う
し
て
堪
え
ら
れ
よ
う
。
盛
夏
雪
の
有
る

無
し
の
境
目
は
、
此
の
世
と
彼
の
世
と
の
境
日
な
の
だ
。
更
に
雲
上
雲
田

の
間
際
々
々
に
美
し
く
も
喫
出
で
た
お
花
畠
を
見
る
に
及
ん
で
は
清
香

何
ぞ
、
塵
界
の
も
の
と
日
を
同
ふ
し
て
語
る
べ
け
ん
や
で
あ
る
。

お
花
畠
を
慕
ひ
、残
雲
を
眺
め
、
限
界
展
望
の
廣
き
を
思
ふ
時
、先
づ
其

の
紫
の
衣
に
取
り
つ
き
、高
き
に
登
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。文
字
通
り
の

向
上
心
で
あ
る
。
そ
れ
に
又
雲
と
も
遊
べ
る
。
雲
と
言
つ
て
も
、
雨
や
雨

あ
が
り
に
、
立
ち
込
め
、
飛
び
去
り
飛
び
末
る
一
面
モ
ヤ
″
ヽ
し
た
自
霧

や
居
雲
（高
霧
）
な
ど
は
元
よ
り
雲
の
扱
ひ
を
し
た
く
な
い
。
こ
れ
は
、

一

面
の
ガ
ス
の
帷
で
、
ボ
ン
ヤ
リ
と
締
り
が
な
い
ｃ
夏
季
晴
天
の
日
、
中
空

高
く
浮
ぶ
ク
ツ
キ
リ
と
輪
廓
の
正
し
い
積
雲
こ
そ
望
ま
し
い
。　
一
面
の
霧

で
は
、
雲
中
雲
外
の
け
ぢ
め
が
つ
か
ぬ
、
曖
昧
糊
朦
、
朧
月
夜
の
濃
い
や

う
な
も
の
で
は
雲
へ
の
憧
れ
は
生
ぜ
ぬ
。

一
塊
の
国
雲
の
堂
々
と
寄
せ
末
っ
て
、
共
の
輪
廓
誠
に
鮮
明
な
る
が
自

分
と
封
等
の
地
位
（高
度
）
に
あ
る
時
員
に
雲
と
遊
び
雲
を
担
み
、
雲
に
乗

ら
う
か
乗
せ
ら
れ
や
う
か
と
云
ふ
気
に
な
る
。
そ
し
て
其
の
雲
塊
が
過
ぎ

れ
ば
、
眺
望
が
直
ち
に
開
け
る
ｃ
又
そ
れ
が

一
片
の
孤
雲
で
あ
れ
ば
、
片

方
に
雲
の
峯
を
引
き
受
け
て
も
限
界
全
部
は
閉
ぢ
込
め
ら
れ
な
い
。
こ
の

孤
雲
も
や
が
て
は
、
彼
方
の
空
に
族
立
つ
て
行
く
ｃ
族
は
道
連
れ
世
は
情

け
、　
一
時
雲
の
道
連
れ
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。

二六〇

斯
様
な
積
雲
の
頭
に
鯛
れ
る
事
が
出
来
た
な
ら
ば
と
い
ふ
憧
れ
で
幼
い

時
か
ら
高
き
に
登
り
た
か
つ
た
。
下
界
で
遠
い
空
の
雲
の
峰
を
眺
め
て
は

『
天
上
御
遊
の
御
車
』
も
、斯
く
や
と
ば
か
り
に
思
は
れ
て
な
ら
な
か
つ
た
。

幼
時
、
雲
に
乗
つ
た
紳
仙
の
結
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
斯
く
あ
り
た
い
と

望
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
其
の
望
み
の
一
部
を
達
せ
ん
に
も
そ
の
頃
は
飛
行

機
は
な
し
、
山
に
登
る
よ
り
他
に
方
法
は
な
い
と
思
つ
た
。盛
夏
の
残
雪
、

天
上
の
お
花
畠
、
雲
の
道
連
れ
、
眺
望
の
展
開
、
延
い
て
は
、
山
岳
の
成

因
、
地
質
構
造
、
気
象
の
憂
化
、
植
物
の
群
落
、
雲
霧
の
成
生
等
に
開
す

る
科
學
的
の
興
趣
も
加
つ
て
、
兎
角
山
に
登
り
た
か
つ
た
の
だ
つ
た
。
そ

し
て
又
今
で
も
さ
う
で
あ
る
。

文
部
省
量
催
登
山
講
習
會
　
本
講
習
會
は
昨
年
初
め
て
試
み
ら
れ
本
年

は
そ
の
第
二
回
目
で
あ
る
。
本
年
は
初
め
長
野
縣
主
催
に
て
立
案
さ
れ
、

そ
れ
が
本
省
に
廻
付
せ
ら
れ
改
め
て
文
部
省
主
催
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

昨
年
は
理
論
は
東
京
に
て
行
ひ
賓
地
演
脅
希
望
者
の
み
を
燕
岳
、
槍
ケ

岳
方
面
に
登
山
せ
し
め
た
が
、
本
年
は
理
論
は
松
本
市
に
於
て
行
ひ
、
且

つ
講
管
員
は
賓
地
演
習
を
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
な
つ
た
。

理
論
の
方
は
八
月
十
六
日
よ
り
十
八
日
の
三
日
間
、
松
本
市
、
松
本
高

等
學
校
に
て
行
ひ
、
本
倉
よ
り
は
武
田
評
議
員
、
木
暮
、
冠
、
岩
永
、
松

方
の
各
幹
事
及
び
自
分
が
講
師
と
し
て
依
託
せ
ら
れ
た
。
他
に
地
理
的
開

係
に
て
會
員
八
木
貞
助
、
含
員
矢
澤
米
二
郎
、
會
員
河
野
齢
蔵
、
及
び
松

本
測
候
所
々
長
宮
野
寛
良
の
諸
氏
が
こ
れ
に
加
は
つ
た
ｃ

講
習
科
日
、
講
習
時
間
、
及
び
講
師
の
分
携
は
左
の
通
り
で
あ
つ
た
。
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

高
山
植
物
（
三
時
間
）

山

岳

論
（
一
時
間
）

日
本
の
山
岳
に
就
て
（
二
時
間
）

南
ア
ル
プ
ス
と
北
ア
ル
プ
ス
（
二
時
間
）

山
岳
篤
員
に
就
て
（
一
時
間
）

登
山
の
準
備
と
注
意
（
二
時
間
）

高
山
の
構
成
（
一
時
間
）
　
　
　
　
會
員

高
山
の
動
物
（
一
時
間
）
　
　
　
　
會
員

武
田
評
議
員

同木
暮
　
幹
事

冠
　
幹

事

高
山
の
鍍
物
（
一
時
間
）
　
　
　
　
會
員
　
河
野
　
齢
蔵

高
山
の
気
象
（
一
時
間
）
　
　
　
　
　
　
　
宮
野
　
寛
良

登
山
の
技
術
（
二
時
間
）
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
　
　
邊

地
国
の
見
方
、
山
岳
に
開
す
る
固
書
（
一
時
間
）

同

合
計
十
九
時
間
を
三
日
間
に
割
営
て
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
午
前
は

八
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
年
後
は
二
時
か
ら
四
時
乃
至
五
時
ま
で
毎
日
六

七
時
間
の
長
き
に
亘
つ
た
。

講
習
員
の
範
国
は
學
校
、
青
年
国
畿
、
盤
育
運
動
回
強
、
工
場
、
會
祗

府
縣
町
村
等
の
強
育
開
係
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
十
中
八
九
ま
で
は
教
職
に

携
は
る
人
々
で
あ
つ
た
。
人
数
は
最
初

一
五
〇
名
の
豫
定
で
あ
つ
た
が
募

集
の
時
期
が
遅
き
に
失
し
た
の
と
。
理
論
講
管
が
中
央
に
て
行
は
れ
な
い

鶯
と
で
應
募
総
数
は
五
十
五
名
で
、
ュ
っ
亦
貸
際
に
講
省
を
受
け
た
の
は

四
十
名
足
ら
ず
で
あ
つ
た
。

賞
地
演
管
は
三
班
に
分
つ
て
こ
れ
を
行
ひ
、
第

一
班
は
燕
岳
、
槍
ケ
岳

難
　
　
報
　
　
○
文
部
省
主
催
登
山
講
習
會

方
面
、第
二
班
は
島
鴨
子
岳
、槍
ケ
岳
方
面
、第
二
班
は
上
高
地
方
面
と
し
、

第

一
、
第
二
雨
班
は
八
月
十
九
日
よ
り
二
十
二
日
迄
の
五
日
間
、
第
二
班

は
十
九
日
よ
り
三
日
間
に
亘
つ
た
。
第

一
班
は
主
と
し
て
未
経
験
者
に
て

総
数
二
十
一
名
、
指
導
者
と
し
て
武
田
評
議
員
及
び
渡
邊
、
こ
れ
を
引
卒

し
、
第

一
日
中
房
温
泉
泊
、
第
二
日
燕
山
荘
泊
、
第
二
日
槍
肩
小
屋
泊
、

第
四
日
上
高
地
清
水
屋
泊
、
第
五
日
前
穂
高
岳
或
ひ
は
焼
ケ
岳
往
復
と
い

ふ
工
合
で
第
二
日
に
一
時
間
ば
か
り
雨
に
降
ら
れ
た
以
外
は
快
晴
績
き
で

萬
事
都
合
が
よ
か
つ
た
。
人
夫
は
有
明
、
中
房
等
の
者
六
名
を
用
い
た
。

第
二
班
は
約
八
名
で
最
初
會
員
八
木
貞
助
氏
に
指
導
を
煩
は
す
筈
で
あ

つ
た
が
同
氏
の
都
合
悪
く
、
長
野
縣
盤
育
含
幹
事
山
口
勝
氏
が
こ
れ
に
代

は
つ
た
。
第
二
班
は
餘
り
山
に
張
か
ら
ぎ
る
人
々
よ
り
な
り
、
松
本
第
二

中
學
校
教
論
井
口
良

一
氏
外

一
名
が
指
導
し
小
梨
手
に
天
幕
を
張
り
附
近

に
登
攀
を
行
つ
た
。

街
文
部
省
よ
り
は
第

一
班
に
川
田
義
英
、
第
二
班
に
吉
岡
清
の
雨
氏
が

随
件
さ
れ
た
。

自
分
は
該
講
習
含
に
際
し
て
本
會
と
の
間
の
一
切
の
交
渉
に
賞
り
且
つ

理
論
及
び
賓
地
の
指
導
に
も
携
は
つ
た
闘
係
上
、
今
後
に
封
す
る
希
望
及

び
感
想
を
次
に
述
べ
て
置
き
鹿
い
。

一
、
講
脅
含
開
催
の
具
盤
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
の
が
昨
年
も
今
年
も
相

営
時
期
が
遅
れ
て
居
た
。
従
っ
て
こ
れ
が
公
表
ぎ
れ
る
の
は
七
月
下
旬
に

な
る
鶯
、
教
職
に
携
は
る
者
は
休
暇
中
に
て
募
集
が
充
分
に
徹
底
し
な
い

し
、
或
ひ
は
亦
、
通
知
を
受
け
た
時
に
は
己
で
に
登
山
旋
行
を
経

へ
た
後

二杢

矢 八 松 岩
澤 本 方 永
米
三 貞 幹 幹
郎 助 事 事
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行  獲  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
報
○
文
部
省
主
催
登
山
講
習
會

だ
つ
た
り
し
て
、
講
習
員
と
し
て
適
賞
と
思
は
る
ゝ
者
が
少
な
い
の
は
遺

憾
で
あ
つ
た
。
兎
に
角
講
管
員
の
範
目
が
魔
い
の
で
・教
養
の
程
度
、地
位
、

年
齢
等
が
千
差
萬
別
で
理
論
の
方
は
兎
も
角
、
賓
地
に
於
て
は
相
営
に
困

難
を
感
じ
た
。各
學
校
に
於
け
る
盤
育
指
導
者
と
い
ふ
も
の
を
目
標
に
、そ

れ
か
ら
餘
り
遠
く
離
れ
な
い
範
囲
に
於
て
講
管
員
を
募
集
す
る
必
要
が
あ

ら
う
と
思
は
れ
る
。
自
分

一
人
で
は
山
に
行
け
な
い
、
そ
れ
て
こ
う
い
ふ
機

會
を
利
用
し
て
一
つ
山
に
行
つ
て
や
ら
う
と
い
ふ
様
な
考
へ
で
来
ら
れ
る

の
は
大
い
に
迷
惑
だ
。指
導
者
は
講
習
員
の
か
な
ら
ず
、更
に
各
講
脅
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
務
め
に
戻
つ
て
更
に
指
導
す
る
で
あ
ら
う
所
の
多
く
の
人
々

の
事
を
も
否
、
其
等
の
人
々
の
事
を
よ
り
多
く
考
慮
に
入
れ
て
居
る
の
で

あ
る
か
ら
軍
な
る
自
分

一
人
を
中
心
と
し
て
で
な
く
考

へ
て
貰
ひ
魔
い
。

一
、
講
管
員
が
国
彊
的
訓
練
に
慣
れ
て
居
な
い
の
を
痛
感
し
た
。
パ
ー

テ
イ
ー
の
概
念
を
張
調
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
、
講
習
員
中
極
端
に
張
い
者
と
蒻
い
者
と
あ
つ
て
、
然
か
も
最
蒻
者

を
標
準
と
し
て
行
程
を
定
め
る
鷲
、
張
い
者
は
ど
ん
′
ヽ
先
に
行
く
、
始

末
に
困
る
の
は
蒻
い
者
で
な
く
し
て
反
封
に
張

い
者
だ
つ
た
。
指
導
者
は

先
頭
に
一
人
、
最
後
に
一
人
の
必
要
が
あ
る
。
止
む
を
得
ず
ぱ
寧
ろ
指
導

者
は
最
後
で
な
く
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
る
国
盤
的
訓
練

に
慣
れ
て
居
な
い
パ
ー
テ
イ
ー
に
は
必
要
な
事
を
痛
感
し
た
。

一
、
行
程
は
今
度
は
三
つ
に
分
つ
た
が
、
矢
張

一
つ
の
方
が
い
ゝ
。
第

一
班
は
我
々
で
責
任
が
持
て
た
が
第
二
班
、
第
二
班
に
対
し
て
は
會
員
が

指
導
し
な
い
開
係
上
、
本
會
と
し
て
充
分
な
る
責
任
も
負
へ
な
か
つ
た
し

〓六
二

叉
そ
の
指
導
に
封
し
て
も
裁
々
の
希
望
と
合
致
せ
ぎ
る
も
の
が
あ
る
虞
れ

が
あ
つ
た
。
兎
に
角

一
つ
の
方
針
を
立
て
ヽ
そ
の
指
導
に
臨
む
場
合
他
の

班
に
勤
し
て
は
、
殊
に
そ
の
指
導
者
が
繊
々
と
同
じ
く
本
會
の
會
務
に
携

は
る
人
で
な
い
場
合
は
、何
れ
の
貼
か
ら
見
て
も
不
便
な
貼
が
多
か
つ
た
。。

一
人
の
人
が
全
責
任
を
持
ち
、
ユ
つ
行
程
を

一
つ
に
限
る
と
い
ふ
事
は
確

か
に
必
要
な
事
だ
。

一
、
地
理
的
の
関
係
及
び
他
の
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
事
情
か
ら

本
會
と
は
直
接
闘
係
な
き
か
、
或
ひ
は
甚
だ
関
係
薄
き
未
知
の
人
々
を
講

師
と
し
た
が
、
こ
れ
は
失
張
我
々
だ
け
の
方
が
い
ヽ
と
思
つ
た
一
そ
し
て

そ
の
鮎
か
ら
言
つ
て
も
理
論
は
東
京
で
行
ふ
様
に
し
、
賓
地
も
一
行
程
の

み
に
止
め
て
置
く
方
が
い
ゝ
。

来
年
に
封
す
る
希
望
は
、
時
期
を
七
月
中
旬
に
す
る
事
、
理
論
は
東
京

で
行
ふ
事
、
賓
地
は
一
行
程
に
止
め
る
事
、
講
習
員
の
費
格
を
考
慮
す
る

事
、
賓
地
は
希
望
者
の
み
に
止
む
る
事
、
本
會
役
員
及
び
含
員
中
よ
り
の

み
講
師
を
選
定
す
る
事
、
理
論
講
管
日
数
を
四
日
乃
至
五
日
と
す
る
事
等

で
あ
る
。
（渡
邊
〕

蔽
岡
縣
主
催
第
【
回
登
山
講
習
會
　
こ
の
講
習
會
は
縣
祗
會
教
育
課
の

主
催
で
精
末
縣
下
祀
會
盤
育
手
段
と
し
て
各
種
祀
會
教
育
国
盤
又
は
學
校

闘
係
に
登
山
の
氣
風
を
盛
ん
な
ら
し
め
従
来
の
選
手
本
位
に
な
り
が
ち
な

一
般
盤
育
競
技
の
弊
を
き
よ
う
正
し
た
い
と
云
つ
た
様
な
主
旨
で
最
初
の

豫
定
で
は
扁
岡
市
に
於
て
開
催
す
る
筈
で
ぁ
っ
た
が
私
の
提
議
で
市
の
近

郊
に
鈴
ゆ
る
若
杉
山
（
六
七
八
米
）
の
山
腹
荒
田
林
間
學
校
で
八
月
九
十
雨

π
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目
講
演
を
行
ひ
十
一
日
は
荒
田
よ
り
砥
石
山
、
三
郡
山
（九
二
七
米
）、
佛
頂

山
、
責
満
山
の
縦
走
を
行
ひ
太
宰
府
に
下
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に
計
割
を

定
め
て
七
月
中
旬
よ
り
縣
公
報
並
び
に
諸
新
聞
を
通
じ
て
公
示
並
び
に
宣

博
を
行
つ
た
が
最
初
の
豫
定
人
員
一
五
〇
人
に
封
し
前
日
迄
の
申
込
者
僅

が
に
三
十
餘
人
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。

主
催
者
側
及
び
講
師
等
は
八
月
八
日
午
後
荒
岡
に
到
り
諸
種
の
準
備
を

行
ひ
笠
日
は
早
朝
よ
り
講
習
員
の
到
着
を
待
つ
た
が
営
日
の
申
込
者
を
加

へ
て
も
来
會
者
は
総
計
二
十
二
名
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
十
一
時
の
豫
定
で

あ
つ
た
が
後
れ
て
十
二
時
頃
會
員
宿
合
に
あ
て
ら
れ
て
あ
る
族
館
の
廣
間

で
開
會
式
を
行
ひ
小
意
の
後
午
後
一
時
よ
り
二
時
間
山
上
杉
林
内
の
林
間

教
室
で
凍
風
に
ふ
か
れ
な
が
ら
私
は

「登
山
及
び
登
山
の
注
意
』
な
る
題

で
講
演
を
行
ひ
経
つ
て
講
師
宿
合
に
於
て
山
岳
富
員
、同
豊
、登
山
用
具
等

の
展
覧
及
び
説
明
を
行
ひ
夕
刻
に
及
ん
だ
。
夜
は
七
時
す
ぎ
ょ
り
會
員
宿

合
に
於
て
座
談
會
な
る
名
の
下
に
約
一
時
間
私
は
補
講
の
意
味
で
「
日
本

に
於
け
る
登
山
界
の
清
息
」
及
び

「
エ
ヴ
エ
ン
ス
上
登
山
の
話
」
′並
び
に

山
岳
関
係
の
回
書
及
び
雑
誌
等
の
供
覧
を
行
つ
た
が
會
員

一
同
大
な
る
興

味
を
ひ
ｔ
十
時
す
ぎ
迄
話
に
花
が
喫
い
た
。
笠
日
は
會
員

一
同
の
希
望
に

■
Ｊ
午
前
五
時
起
床
直
ち
に
「
同
山
上
の
廣
場
に
集
合
し
て
旭
光
を
舞
し

縣
鷹
の
吉
村
好
兵
衛
氏
の
指
導
で
国
民
鐙
操
を
行
ひ
英
氣
を
養
つ
た
。
朝

食
後
午
前
八
時
よ
り
私
は
「
登
山
者
に
必
要
な
地
形
學
的
常
識
、
及
び
高

山
植
物
の
話
」
な
る
題
で
約
二
時
間
話
し
小
意
の
後
又
「
日
本
ア
ル
プ
ス

及
九
州
の
山
々
」
な
る
題
で
約
一
時
間
牛
講
演
を
行
ひ
、
専
ら
山
岳
の
形

雑
，
　

報
　
　
○
耐
岡
縣
主
催
第
一
回
登
山
講
習
會

態
、
山
岳
地
理
、
高
山
植
物
の
概
念
と
い
つ
た
方
面
の
こ
と
を
出
来
る
丈

け
廣
く
溌
く
話
し
て
置
い
た
。
書
食
後
又
山
上
の
廣
場
で
天
幕
の
張
り
方

及
び
飯
金
す
ゐ
さ
ん
等
の
賓
管
を
行
ひ
後
午
後
三
時
前
荒
円
を
装
し
て
一

同
若
杉
山
頂
に
登
り
山
の
西
側
を
牛
周
し
て
夕
方
荒
田
に
婦
つ
た
。
夜
は

八
時
頃
よ
り
又
座
談
會
を
行
ひ
私
は
初
め
に
約

一
時
間
Ｌ
北
海
道
樽
前
山

の
話
」
並
び
に
高
山
植
物
謄
葉
供
覧
を
行
ひ
経
つ
て
會
員
の
自
己
紹
介
や

ら
吉
村
氏
の
保
健
法
の
貴
演
等
で
時
の
至
る
を
忘
れ
た
が
明
日
の
こ
と
も

あ
る
の
で
十
時
過
ぎ
閉
會
し
た
。

十
一
日
は
前
二
日
の
好
晴
に
似
ず
早
廃
よ
り
雲
足
早
く
時
々
票
雨
あ
り

天
候
険
悪
の
気
味
が
あ
つ
た
が

一
同
は
元
氣
旺
盛
そ
豫
定
よ
り
約
二
十
分

遅
れ
て
七
時
牛
荒
田
を
残
し
村
人
の
東
導
で
若
杉
山
頂
を、
右
に
見
て
シ
ヨ

ウ
ケ
越
の
鞍
部
の
附
近
の
尾
根
に
出
で
こ
ム
で
案
内
者
と
別
れ
て
私
が
リ

ー
ド
し
暴
風
雨
の
中
を
砥
石
山
（
八
二
六
米
）
を
趣
て
三
郡
山
（九
二
七
米
）

に
達
し
た
頃
は
風
雨
も
多
少
枚
ま
ｔ
り
佛
頂
山
（
八
六
九
米
）
頂
で
は
山
霧

去
来
の
間
よ
り
四
方
を
展
望
す
る
こ
と
が
出
来
て
喩
快
で
あ
っ
た
。
間
も

な
く
費
満
山
頂
に
至
つ
た
の
は
午
後
十
二
時
四
十
三
分
で
あ
つ
た
。
こ
ゝ

で
は
一
同
約
二
十
分
の
休
憩
を
と
り
下
山
の
途
に
つ
い
て
太
宰
府
耐
祗
の

境
内
に
つ
い
た
の
が
午
後
二
時
四
十
五
分
で
あ
つ
た
。

，そ
こ
で
扁
岡
よ
り

先
着
の
縣
の
本
間
祀
會
教
育
課
長
と
一
緒
に
な
り
経
了
證
書
優
典
式
及
解

散
式
を
行
ひ
経
つ
て
一
同
記
念
撮
影
を
な
し
こ
ゝ
に
意
義
あ
る
第

一
回
の

登
山
講
管
會
を
経
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
回
の
講
脅
會
は
縣
と
し
て
は
全
く
最
初
の
試
み
で
あ
つ
て
種
々
期
待

二奪
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難
・　
　
報
　
　
　
０
扁
岡
縣
主
催
第
一
回
登
山
講
管
會
○
ス
キ
‥
小
屋
新
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一六
四

す
る
虚
が
あ
つ
た
が
あ
ひ
に
く
八
月
十
日
に
縣
下
中
等
學
校
競
技
會
が
秩
　
　
　
　
一
、
設
立
年
月
日
　
昭
和
五
年
十
月

父
宮
殿
下
御
台
臨
の
下
に
行
は
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
居
た
た
め
自
然
一
般
　
　
　
　
一
、
管
理
者
　
東
京
高
等
師
範
學
校
山
岳
部

の
興
味
が
そ
の
方
面
に
向
ひ
叉
中
等
學
校
生
徒
は
殆
ん
ど
全
く
‐競

技
會
に
　
　
　
　
一
、
事
務
所
　
湯
檜
曾
温
泉
本
家
族
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

出
席
す
る
わ
け
に
な
り
人
員
は
甚
だ
少
敷
で
あ
つ
た
が
私
の
見
た
虎
で
は
　
　
　
　
一
、
使
用
法
　
賓
費
公
開
す
。
宿
料

一
泊
参
拾
銭

（内
詳
使
用
料
十
錢

一
般
に
會
員
の
素
質
が
よ
く
か
つ
非
常
に
熱
心
に
経
始
さ
れ
た
の
は
講
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
代
二
十
錢
）食
糧
の
貯
蔵
な
し
（使
用
希
望
者
は
本
家

ど
し
て
の
立
場
か
ら
見
て
甚
だ
楡
快
で
あ
つ
た
。
又
縣
臨
側
の
吉
村
氏
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
館
に
立
寄
り
打
合
せ
を
な
す
こ
と
）

同
様
に
感
じ
ら
れ
む
し
ろ
素
質
の
い
ゝ
少
数
の
會
員
で
こ
の
第

一
回
講
習
　
　
　
　
一
、
構
　
造
　
亜
鉛
毒
、
季
屋
、
建
坪
七
坪
一
枚
容
人
員
約
二
十
名
。

會
の
行
は
れ
た
こ
と
に
大
な
る
意
義
が
あ
つ
た
と
云
ふ
様
な
意
味
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
＞
‐

‥
‐

‥
，
‐
”

を
云
つ
て
居
ら
れ
た
。
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

Ｃ
山
岳

日
書

紹
介

士

す

升

力

ｔ

Ｄ

會
員
は
縣
下
各
地
よ
り
泰
ら
れ
學
校
教
員
最
も
多
く
青
年
會
員
、
學
生
　
　
　
　
．、メ
ガ
ィ
‐
‐
‘

店
ュ
等
各
方
面
の
人
々
を
組
羅
し
て
居
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
凸
ソ
ィ

ス
日
記
一
（
昭
和
五
年
九
月
一
日
東
京
市

又
荒
田
部
落
の
属
す
る
篠
栗
町
で
は
こ
の
含
に
多
大
の
好
意
を
示
さ
れ
　
　
　
　
　
　
紳
田
Ｅ
北
甲
賀
町
梓
書
房
嚢
行
定
債
四
園
五
十
錢
）

藤
町
長
は
會
期
を
通
じ
て
荒
田
に
滞
在
せ
ら
れ
種
々
あ
つ
せ
ん
さ
れ
多
大
　
　
　
先
年
出
版
さ
れ
た
ス
ウ
イ
ス
日
記
は
殆
ん
ど
純
白
に
近
い
装
訂
で
あ
つ

の
便
宜
を
計
ら
れ
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。　
　
　
　
　
　
た
０
そ
の
時
出
版
者
の
横
山
氏
の
話
に
著
者
は
ど
う
し
て
も
全
部
員
白
に

猶
縣
と
し
て
は
新
様
な
催
を
機
會
あ
る
毎
に
行
ひ
度
い
意
向
で
あ
り
又
　
　
装
訂
し
た
い
と
の
切
望
で
あ
つ
た
と
云
ふ
。
私
は
そ
の
一
風
憂
つ
た
清
楚

更
に
進
ん
で
縣
の
強
育
協
會
内
に
登
山
部
を
つ
く
つ
て
登
山
の
賓
行
を
助
　
　
な
書
を
ど
ん
な
に
喜
ば
し
い
気
持
で
繕
い
た
こ
と
で
あ
つ
た
か
。
好
い
本

成
す
る
計
割
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
に
よ
つ
て
縣
下
に
　
　
　
を
有
つ
こ
と
は
唯
手
に
し
て
歩
く
だ
け
で
も
堪
ら
な
く
嬉
し
い
と
は
嘗
で

登
山
の
氣
風
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
な
れ
ば
私
と
し
て
は
こ
の
上
な
い
喜
　
　
　
ロ
ス
ア
ン
ゼ
コ
ル
ス
で
島
水
さ
ん
か
ら
何
つ
た
話
だ
。
そ
の
「好
い
本
」と

び
で
あ
る
。
　
（
五
、
八
、
三
〇
）

（竹
内
亮
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
ふ
語
が
あ
り
の
儘
に
示
し
て
ゐ
る
や
う
な
ス
ウ
イ
ス
日
記
が
再
び
新
〓

ス
キ
ー
小
屋
新
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
装
を
凝
ら
し
て
生
れ
た
。
し
か
も
「
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
と
恰
も
美
し
い
姉

一
一
場
　
所
　
群
馬
縣
利
根
郡
水
上
村
大
字
湯
檜
曾
字
白
樺
地
内
　
　
　
　
妹
の
や
う
な
姿
で
、
そ
し
て
親
し
い
友
の
武
田
さ
ん
の
「迫
憶
」
と
高
野
さ

一
、
名
　
一群
一　
白
樺
ヒ
ユ
ツ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
「純
情
の
人
伊
助
」と
烏
水
さ
ん
の
「跛
文
」と
に
温
く
抱
か
れ
な
が
ら

行 嚢 月 十 年 五 和 昭
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ア
ル
プ
ス
の
風
光
を
泉
の
湧
く
や
う
に
語
ら
う
と
し
て
あ
る
、
先
づ
巻
頭

の
略
国
に
記
入
さ
れ
た
著
者
の
通
路
を
見
て
も
よ
く
も
短
い
間
に
こ
う
迄

歩
か
れ
た
も
の
だ
と
思
ふ
。

ス
ウ
イ
ス
か
ら
オ
‥
ス
ト
リ
ア
に
は
た
イ
タ
リ
ア
の
湖
邊
に
或
る
時
は

西
に
あ
る
時
は
南
に
ま
た
北
に
東
に
と
思
ふ
が
儘
に
山
に
登
り
谷
に
唱
ふ

て
漂
浪
の
族
を
績
け
て
を
ら
れ
る
。
ま
こ
と
に
そ
の
風
の
如
く
末
つ
て
亦

風
の
如
く
去
る
様
は
リ
ヨ
ン
よ
リ
ジ
エ
ネ
ー
ヴ
に
入
つ
て
一
ロ
モ
ン
プ
ラ

ン
を
眺
め
た
い
ば
か
り
に
四
日
間
を
待
ち
あ
ぐ
ん
で
途
に
は

「
義
理
に
も

婦

へ
れ
な
く
な
つ
て
」
シ
ヤ
モ
ニ
ー
に
走
り
或
は
又
ロ
ザ
ン
ヌ
よ
り
の
汽

車
の
申
で
急
に
思
ひ
を
憂

へ
て
カ
ン
デ
ル
シ
ユ
テ
ー
ク
に
行
つ
て
絡
ふ
と

い
ふ
様
で
自
ら
も

「
と
か
く
迷
ひ
が
ち
な
族
烏
」
と
云
つ
て
を
ら
れ
る
そ

の
通
り
で
あ
る
。併
し
「
ボ
ー
ル
の
ガ
イ
ド
ブ
ツ
タ
は
日
本
か
ら
逸
る
た
ヽ

持
ち
廻
つ
て
パ
ル
カ
ン
牛
島
を
の
ぞ
い
た
全
欧
洲
は
云
ふ
に
及
ぼ
ず
北
ア

フ
リ
カ
の
旅
行
で
も
泊
リ
タ
ヽ
の
ホ
テ
ル
の
農
蔓
で
暇
さ
へ
あ
れ
ば
繰
り

返
へ
し
て
も
う
日
本

へ
途
り
返
へ
し
て
し
ま
つ
た
」
と
云
ふ
程
に
ア
ル
プ

ス
は
見
ぬ
前
か
ら
の
故
郷
で
あ
つ
た
、
そ
の
心
の
故
郷
の
山
族
を
何
時
も

晴
々
し
た
淀
み
の
な
い
心
持
で
績
け
て
行
か
れ
た
。
そ
し
て
氣
ま
ぐ
れ
に

飛
び
込
ん
だ
カ
ン
デ
ル
シ
ユ
テ
ー
タ
と
エ
ツ
シ
ネ
ン
ゼ
ー
と
そ
れ
か
ら
ブ

リ
ユ
ー
ム
リ
ス
ア
ル
プ
と
は
辻
村
さ
ん
に
と
つ
て
殊
に
思
慕
の
土
地
と
な

つ
た
ら
し
い
。
其
虎
に
眺
め
た
ア
ル
ベ
ン
グ
リ
ユ
ー
ン
は
最
初
の
と
き
に

も
又
数
ケ
月
後
山
に
傷
手
を
負
う
て
癒
後
の
都
養
の
折
に
も
ま
た
後
年
再

び
其
邊
を
訪
ね
ら
れ
た
と
き
に
も
憂
り
な
く
輝
き
映
え
て
ゐ
た
。
そ
し
て

難
　
　
報
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

ま
た
彼
の
悲
し
む
べ
き
震
災
の
二
日
程
前
私
に
下
さ
れ
た
端
書
も
エ
ツ
シ

ネ
ン
ゼ
ー
の
ア
ル
ペ
ン
グ
リ
ユ
ー
ン
の
篤
員
で
あ
つ
た
。

日
記
は
各
の
族
た
始
ま
る
、
リ
ヨ
ン
よ
リ
ジ
エ
ネ
ー
ヴ
に
入
る
頃
よ
り

山
の
気
配
に
胸
を
躍
ら
し
な
が
ら
途
に
シ
ヤ
モ
ニ
ー
に
寄
り
道
を
し
レ
マ

ン
の
湖
邊
を
紹
て
ロ
ー
ン
の
谷
を
遡
リ
イ
タ
リ
ア
行
き
の
豫
定
を
憂

へ
て

ン
ヨ
ツ
チ
ベ
ル
タ
に
廻
リ
ン
ユ
ピ
ー
ツ
よ
リ
イ
ン
タ
，
ラ
ー
ケ
ン
ヽ
そ
し

て
遂
に
ベ
ル
ナ
ー
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
核
心
に
胴
れ
て
ン
ユ
ツ
レ
ン
邊
リ

の
山
麓
を
彿
復
つ
て
ゐ
る
中
に
堪
え
か
ね
て
ユ
ン
ク
フ
ラ
ウ
と
メ
ン
ヒ
と

に
登
つ
て
を
ら
れ
る
、
徴
睡
む
や
う
な
ン
マ
ツ
湖
畔
の
瞑
想
に
耽
つ
て
を

る
か
と
思
へ
ぼ
員
各
の
ユ
ン
ク
フ
ラ
ウ
の
頂
に
立
つ
て
ボ
コ
′
ヽ
に
凍
つ

た
バ
ン
や
チ
ー
ス
を
書
り
な
が
ら
嬉
し
さ
に
躍
つ
て
を
ら
れ
る
。「
ア
ル
ペ

ン
行
」
の
著
者
が
「
シ
ヤ
ン
ペ
ン
の
如
く
淡
き
ア
ル
ベ
ン
の
空
気
」
と
云
つ

て
を
ら
れ
る
や
う
に
そ
の
透
明
清
澄
な
空
氣
は
私
等
を
夢
幻
の
佳
境
に
酪

は
し
め
な
い
で
は
己
ま
な
い
。
彼
の
氷
雲
に
輝
く
鮮
か
な
山
の
委
や
美
し

い
牧
場
を
眺
め
て
は
心
も
軽
く
浮
き
立
つ
て
瓢
々
乎
と
し
て
空
行
く
白

雲
と
化
す
る
思
ひ
が
す
る
。　
ユ
ン
ク
フ
ラ
ウ
と
メ
ン
ヒ
と
の
登
山
を
経

つ
た
こ
の
族
烏
は
早
や
何
時
の
間
に
か
ル
ツ
ア
ー
ン
に
飛
ん
で
リ
ギ
邊
リ

の
霧
の
中
を
遊
ん
で
ゐ
る
、
と
思
へ
ぼ
次
ぎ
に
は
ツ
ュ
ー
リ
ツ
ヒ
の
橋
の

上
に
立
つ
て
加
賀
氏
の
落
し
た
と
い
ふ
ア
ル
ペ
ン
シ
ユ
ト
リ
ク
は
な
い
か

と
河
底
を
覗
い
て
ゐ
る
。
そ
の
落
し
た
杖
は
見
付
け
得
た
か
何
う
か
流
れ

の
行
末
か
ら
遠
い
海
を
想
ふ
た
詳
で
も
あ
る
ま
い
が
ツ
ュ
ー
リ
ツ
ヒ
か
ら

大
き
く
飛
ん
で
サ
ン
ゴ
タ
ー
ル
の
峠
を
イ
タ
リ
ア
ヽ
と
越
し
て
ゐ
る
。
此

二
奎
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雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

の
敗
洲
の
屋
根
と
云
は
れ
る
峠
を
越
し
た
勢
で
ア
フ
リ
カ
迄
も
行
つ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
日
記
は
北
イ
タ
リ
ア
の
春
湊
き
頃
の
美
し
い
湖
畔
廻
リ

に
績
い
て
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
を
北
よ
り
南
へ
或
は
ま
た
南
よ
り
北

へ
と
越

し
た
人
達
は
何
れ
も
そ
の
風
光
風
俗
の
大
き
な
相
違
に
驚
ｔ
ユ
つ
喜
ぶ
。

ル
ガ
ー
に
し
て
も
マ
ジ
ヨ
ー
ン
に
し
て
も
或
は
ま
た
コ
モ
に
し
て
も
何
れ

も
北
に
ア
ル
プ
ス
を
負
ヶ
て
夢
見
る
湖
水
で
あ
る
。
其
虚
に
喫
く
花
も
人

も
豊
か
な
日
の
光
に
愛
し
み
育
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
湖
邊
に
花
摘
む
時
ｔ
暫

し
氏
は
再
び
雲
の
ベ
ル
ニ
ナ
を
越
え
て
エ
ン
ガ
デ
イ
ン
の
高
原
に
行
く
。

ア
ル
プ
ス
の
中
で
も
比
の
オ
ー
バ
ー
エ
ン
ガ
デ
イ
ン
は
最
も
高
原
の
特
性

を
具
へ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
セ
ガ
ン
テ
イ
ニ
が
生
涯
歌
ひ
つ
ゝ
豊
い
た
そ
の

跡
を
訪
う
て
は
そ
の
結
蓋
の
中
に
何
れ
程
温
い
知
已
を
見
出
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ら
う
。
サ
ン
モ
リ
ツ
ツ
を
去
つ
て
北
行
し
て
ウ
エ
ー
ゼ
ン
邊
り
の
ｔ

す
ち
ひ
こ
そ
は
私
等
に
憧
憬
の
沼
を
鮎
じ
た
ア
ル
プ
の
篤
員
の
収
穫
地
で

あ
っ
た
。
再
び
ツ
ユ
ー
リ
ツ
ヒ
の
人
と
は
な
つ
た
も
の
ヽ
大
學
あ
記
念
祭

の
騒
ぎ
に
し
た
、
か
氣
を
悪
る
く
し
て
テ
イ
ロ
ー
ル
の
山
へ
と
逃
げ
る
や

う
に
走
る
。
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

共
後
ミ
ユ
ン
ら
ン
の
山
岳
博
物
館
を
訪
ね
ら
れ
た
り
遠
く
ロ
ン
ド
ン
だ

武
田
さ
ん
を
訪
ね
た
り
或
は
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
、
ス
カ
ン
デ
イ
ナ
ブ
イ
ア

と
族
の
疲
れ
も
見
せ
ず
渡
●
歩
い
て
初
夏
の
風
が
野
の
國
に
吹
き
初
め
る

頃
吸
付
け
ら
れ
た
や
う
に
亦
瑞
西
に
婦

へ
つ
て
登
山
の
計
書
に
心
を
躍
ら

し
て
ゐ
る
。
営
初
の
計
蓋
で
は
先
づ
ベ
ル
ナ
ー
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
山
岳

を
登
つ
た
後
に
ヴ
ア
リ
ス
の
山
に
向
は
う
と
い
ふ
豫
定
で
あ
つ
た
の
が
共

一憂

最
初
の
山
の
グ
ロ
ス
ン
ユ
レ
ツ
ク
ホ
ル
ン
の
登
山
に
不
幸
に
も
傷
つ
い
て

絡
は
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
近
藤
氏
と
イ
ン
タ
ー
ラ
ー
ケ
ン
に
待
ち
合

せ
て
宿
望
の
グ
ロ
ス
シ
ユ
ン
ツ
ク
ホ
ル
ン
ヘ
と
ヘ
ツ
ス
ラ
ー
、
フ
オ
イ
ツ

の
二
人
の
ガ
イ
ド
と
荷
負
の
ぺ
ｌ
タ
ー
、
カ
ウ
フ
マ
ン
と
都
合
四
人
連
立

つ
て
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル
ト
の
村^
を
嚢
つ
た
の
は
七
月
二
十
九
日
雨
の
中
で

あ
つ
た
．
ベ
ー
ン
ツ
グ
の
小
屋
に
一
泊
し
て
ウ
ン
タ
ー
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル

ト
氷
河
に
浩
う
て
登
つ
て
行
く
の
で
あ
る
が
途
々
の
一
木

〓
早
が
雨
風
に

戦
ぐ
さ
ま
ま
で
が
見
え
る
や
ぅ
だ
。
懸
崖
に
身
鎧
を
の
り
出
し
て
エ
ー
デ

ル
フ
イ
ス
を
摘
む
だ
虚
は
後
年
計
ら
ず
ｔ
私
も
魔
々
登
つ
た
。
雨
降
れ
ば

霧
は
足
許
の
氷
河
の
上
を
走
り
晴
れ
ヽ
ば
日
の
光
に
メ
ン
ヒ
や
ア
イ
ガ
ー

が
氷
を
纏
う
て
年
え
立
つ
一
日
を
、
シ
ユ
ト
ラ
ー
ル
エ
ツ
ク
の
小
屋
に
天

氣
を
待
つ
て
八
月

一
日
四
人
の
一
行
は
朝
ま
だ
き
に
起
き
て
ラ
ン
プ
の
光

を
頼
り
に
シ
ユ
レ
ツ
ク
ホ
ル
ン
ヘ
と
向
つ
た
。
登
攀
は
新
雲
に
餘
程
悩
ま

さ
れ
た
や
う
で
正
午
も
近
い
頃
に
そ
の
山
頂
に
着
い
た
。「
私
は
仰
の
い
て

冷
た
い
空
気
を
思
ふ
が
儘
に
吸
ひ
込
ん
だ
、
海
抜
四
千
八
十
米
突
の
尖
峯

を
更
に
高
く
覆
ふ
た
空
に
は
塵
ば
か
り
の
曇
り
も
な
い
」
と
い
ふ
群
青
の

空
の
下
に
胸
を
渡
げ
て
そ
の
痛
い
や
う
な
空
気
を
深
く
吸
つ
て
静
寂
に
酔

ふ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
併
し
此
の
喜
悦
の
直
ぐ
後
に
は
怖
ろ
し
い
危
難
が

待
ち
構

へ
て
ゐ
た
。
婦
途
の
タ
ー
ロ
ア
ー
ル
に
差
し
か
ヽ
つ
た
時
―
―
そ

の
ク
ー
ロ
ア
呵
ル
を
も
の
ヽ
一
時
間
ｔ
降
つ
た
と
き
不
幸
に
し
て
雲
崩
に

襲
は
れ
た
。
そ
し
て
フ
オ
イ
ツ
を
除
い
て
は
誰
も
深
い
傷
手
を
負
う
て
経

つ
た
。
此
の
九
死
に
一
生
を
得
た
四
人
は
困
難
を
極
め
て
漸
く
小
屋
に
迄
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迪
り
つ
き
幸
に
も
茶
合
せ
た
登
山
者
達
の
救
護
を
得
て
山
を
下
っ
た
の
で

あ
つ
た
。
ヘ
ツ
ス
ラ
ー
と
近
藤
氏
と
は
据
架
に
乗
せ
ら
れ
て
氷
河
の
上
を

運
ば
れ
て
行
く
。
息
苦
し
い
程
に
傷
付
い
た
著
者
は
漸
く
歩
け
る
と
い
ふ

の
で
ガ
イ
ド
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
下
り
て
行
く
。
山
に
は
何
も
雲
崩
が
木

魂
し
て
を
つ
た
ら
う
。
ま
こ
と
に
傷
ま
し
い
光
景
で
あ
る
、
フ
オ
イ
ツ
に

封
す
る
非
難
も
見
受
け
ら
れ
る
が
同
人
は
今
も
キ
ヤ
ナ
デ
イ
ア
ン
ロ
ツ
キ

ー
で
ガ
イ
ド
を
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
此
の
道
過
に
は
確
か
に
ガ
イ
ド
達
の

手
落
が
大
分
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。

山
よ
り
山
へ
と
の
憧
憬
の
計
蓋
を
性
し
く
短
い
夏
に
盛
つ
て
最
初
に
取

り
つ
い
た
山
で
思
ひ
が
け
ぬ
危
難
に
遭
つ
て
病
院
に
養
ふ
身
と
な
つ
た
心

惜
し
さ
は
全
く
氣
毒
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
併
も
親
し
い
友
が
二
人
病
室
の

中
を
煙
草
で
煙
く
し
な
が
ら
命
を
取
ら
れ
や
う
と
し
た
そ
の
山
へ
の
係
懸

を
語
り
合
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
な
ど
は
全
く
病
も
膏
盲
に
入
つ
た
も
の
と
思

は
せ
る
。
比
の
静
か
な
山
の
見
え
る
林
の
中
の
病
院
は
ま
た
辻
村
さ
ん
に

と
つ
て
は
令
室
を
得
ら
れ
る
奇
線
と
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。

編
ス
ウ
イ
ス
日
記

巻
末
に
枚
め
ら
れ
た
此
の
短
篇
は
前
篇
を
も
の
せ
ら
れ
て
よ
り
数
年
後

瑞
西
再
遊
の
時
の
記
録
で
あ
つ
て
箱
根
湯
本
の
辻
村
邸
跡
よ
り
残
掘
せ
ら

れ
て
新
ら
し
く
世
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
。「婦
郷
」
と

「ブ
ン
デ
ス
タ
ー

グ
」
と
の
雨
篇
に
過
ぎ
な
い
が
巷
中
最
も
精
彩
に
充
ち
て
を
る
と
こ
ろ
と

思
は
れ
る
。
父
と
し
て
大
と
し
て
再
び
ア
ル
プ
ス
の
山
懐
に
婦
ヘ
リ
木
て

静
か
に
山
と
人
と
を
想
ふ
邊
り
は
何
ん
と
い
ふ
豊
か
な
そ
し
て
寂
し
い
委

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

で
あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「
自
然
に
封
す
る
と
き
人
は
微
細
な
畿
層
に
過
ぎ
ぬ
、
腕
は
父
ら
し
く

無
心
の
兄
を
抱
い
て
ゐ
る
が
天
外
の
雲
に
吸
ひ
よ
せ
ら
れ
る
こ
の
心
を
ど

う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
だ
、
私
は
手
帳
の
片
は
し
に
人
も
惜
し
さ
れ

ど
い
つ
し
か
妻
を
た
ふ
眸
は
雲
の
山
に
む
か
へ
る
と
書
き
つ
け
て
寂
し
く

妻
を
か
ヘ
リ
み
た
」
と
い
ひ
ま
た

「
子
を
膝
に
の
せ
て
山
を
見
て
ゐ
る
妻

を
い
ぢ
ら
し
く
又
撃
く
私
は
感
じ
た
、
そ
し
て
同
時
に
裏
切
る
や
う
な
不

純
な
自
分
を
山
も
亦
人
も
思
ふ
ま
ゝ
に
愛
し
得
な
い
自
分
を
つ
く
た
ヽ
情

な
く
感
じ
た
の
で
あ
る
」
と
逃
懐
し

「
家
族
と
共
に
居
れ
ば
獨
り
離
れ
て

山
を
思
ひ
山
に
入
れ
ば
却
つ
て
麓
に
残
し
た
家
族
を
想
ふ
」
と
い
ふ
、
こ

れ
こ
そ
員
に
紳
の
如
き
心
と
で
も
云
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。

遠
い
漂
浪
の
族
か
ら
故
郷
に
辿
り
着
い
た
氏
は
再
び
プ
リ
ユ
‥
ム
リ
ス

ア
ル
プ
の
夕
榮
え
に
眺
め
入
つ
て
ゐ
る
。「
ア
ツ
ツ
、
リ
エ
ト
の
寒
村
が
山

側
の
高
原
に
貼
在
す
る
う
し
ろ
に
は
、
プ
リ
ユ
ー
ム
リ
ス
ア
ル
プ
の
山
塊

が
屹
え
て
を
る
。
氷
山
の
や
う
な
こ
の
群
峯
は
今
自
熱
の
中
心
と
な
つ
て

天
の
一
角
か
ら
張
い
冴
え
か
ヽ
つ
た
眩
し
い
光
線
を
輻
射
し
て
あ
る
―
―

あ
れ
が
氷
雲
に
包
ま
れ
た
山
岳
だ
ら
う
か
―
ロー
馬
鹿
な
？
　
火
の
塊
だ
、

自
熱
の
霊
火
だ
、
字
宙
の
光
源
だ
、
裁
等
が
情
想
の
熱
源
だ
と
い
ふ
の
を

ど
う
し
て
人
が
知
ら
な
か
つ
た
ん
だ
ら
う
」
と
一諷
む
者
の
胸
の
中
に
も

一

脈
の
光
の
黙
ぜ
ら
れ
る
の
を
覺
え
る
。

プ
ン
デ
ス
タ
ー
グ
に
は
山
の
友
を
思
ひ
な
が
ら
途
に

「山
を
思
ふ
人
だ

け
が
永
遠
の
氷
に
鎖
さ
れ
た
山
岳
の
間
に
一
口
を
つ
く
ら
う
と
す
る
の
は

二奄
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行  獲  月 十  年  五  和  昭

一報
　
　
雑
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

果
た
し
て
不
合
理
で
あ
ら
う
か
と
呼
び
そ
の
理
想
に
近
い
國
を
ヘ
ル
ヴ
エ

ツ
イ
ア
に
見
出
し
た
の
で
あ
つ
た
、
プ
ン
デ
ス
タ
ー
グ
の
八
月
一
日
は
瑞

西
の
紀
元
節
に
営
る
。
そ
の
夜
ニ
ー
セ
ン
の
山
上
に
燃
え
る
火
を
眺
め
な

が
ら
粛
然
と
し
て
唱
ふ
國
歌
に
人
と
共
に
妻
子
と
共
に
躍
高
く
唱
ふ
、
稿

は
未
完
の
ま
、
こ
れ
に
て
経
つ
て
ゐ
る
。

此
の
稿
の
族
の
頃
も
同
じ
ス
ウ
イ
ス
の
そ
れ
も
辻
村
さ
ん
の
居
場
所
と

は
目
睫
の
間
の
虎
に
居
り
な
が
ら
、
そ
し
て
互
に
便
り
毎
に
是
非
と
も
含

は
う
と
望
み
な
が
ら
途
に
そ
の
機
會
を
得
ず
に
過
ぎ
た
。
そ
れ
だ
け
に
此

の
稿
は
私
に
と
つ
て
は
感
慨
が
深
い
。

辻
村
さ
ん
は
生
涯
を
温
い
家
庭
と
友
と
の
中
に
山
を
思
ひ
山
に
登
り
そ

し
て
ま
た
山
の
美
し
い
植
物
を
友
と
し
て
途
ら
れ
た
。
此
の
「
ス
ウ
イ
ス

日
記
」
に
は
氏
の
語
と
篤
員
と
を
洒
じ
て
ア
ル
プ
ス
と
大
れ
を
園
む
谷
々

と
、
そ
し
て
山
と
人
と
の
不
可
思
議
な
開
聯
と
が
織
り
出
さ
れ
て
名
工
の

腕
に
な
っ
た
不
朽
の
綾
錦
の
や
う
に
燦
然
と
し
て
輝
い
て
ゐ
る
。

（横
有
恒
）

辻
村
伊
助
氏
著

ハ

イ

ラ

ン

ド
梓
書
房
昭
和
五
年
九
月
嚢
行
（定
債
三
園
）

本
書
は
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
飛
騨
山
脈
の
縦
走
、
高
瀬
入
り
、
紳
河
内
と
常

念
山
脈
、
嘉
門
次
を
憶
ふ
、
登
山
の
流
行
、
ベ
ル
ネ
ル
、
オ
ー
ベ
ル
ラ
ン

ド
及
び
短
歌
の
数
篇
よ
り
成
る
。

二交

ハ
イ
ラ
ン
ド
の
一
篇
は
一
九

一
四
年
六
月
夏
未
だ
漉
き
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン

ド
山
岳
地
方
の
登
山
記
で
あ
る
。
著
者
は
比
の
山
族
を
先
づ
エ
デ
イ
ン
パ

ラ
等
を
維
て
東
方
よ
リ
ケ
ー
ル
ン
ゴ
ル
ム
山
脈
に
達
し
後
イ
ン
ヴ
ア
ネ
ツ

ス
よ
リ
カ
ン
ド
ニ
ア
ン
カ
ナ
ー
ル
を
経
て
ベ
ン
、
ネ
ヴ
イ
ス
に
登
り
更
に

南
下
し
て
ベ
ン
、
ン
デ
イ
及
ベ
ン
、
ロ
ー
モ
ン
ト
方
面
に
至
る
。
ス
コ
ツ

ト
ラ
ン
ド
の
山
岳
は
標
高
よ
り
云
へ
ば
三
千
吹
よ
り
四
千
吹
前
後
の
も
の

に
過
ぎ
な
い
が
地
域
が
北
に
寄
つ
て
を
る
の
と

一
方
氷
河
の
作
用
を
受
け

た
地
方
だ
さ
う
で
自
然
風
物
に
全
く
他
に
見
ら
れ
な
い
特
色
が
臓
ら
か
に

現
は
れ
て
ゐ
る
。
堅
い
骨
張
つ
た
山
は
重
墨
し
そ
の
山
波
の
間
を
主
と
し

て
草
原
の
穏
や
か
な
併
し
如
何
に
も
寂
蓼
な
漢
谷
が
曲
折
し
て
ゐ
る
。
そ

し
て
山
の
裾
あ
至
る
所
で
出
遇
ふ
湖
水
は
又
清
く
そ
し
て
静
安
で
あ
る
。

大
機
何
虎
に
行
つ
て
も
人
気
の
無
い
ヘ
ザ
ー
に
蔽
は
れ
た
高
原
で
放
牧
の

羊
が
長
閑
な
姿
で
遊
ん
で
を
つ
た
り
村
か
ら
村

へ
繋
ぐ
大
道
に
野
兎
が
飛

び
出
し
た
り
或
は
又
鹿
の
群
に
出
遇
っ
た
り
す
る
。
著
者
は
恰
魔
初
夏
の

ハ
イ
ラ
ン
ド
に
浮
く
自
雲
の
や
う
な
安
易
な
平
和
な
心
地
で
思
ふ
儘
に
歩

か
れ
て
ゐ
る
。
「
ク
ル
ー
ニ
ー
の
流
は
淀
を
な
し
て
脚
下
に
た
、
へ
て
ゐ

る
、
そ
の
水
面
に
は
無
数
の
物
虫
が
せ
せ
こ
ま
し
く
輪
を
蓋
い
て
を
る
が

雲
も
浮
か
ぬ
夕
空
の
あ
か
あ
か
と
山
を
覆
ひ
な
が
ら
流
を
包
む
白
棒
の
葉

末
も
寂
と
し
て
寝
静
ま
つ
た
や
う
に
ひ
つ
そ
り
と
し
て
ゐ
る
、
八
時
牛
か

ら
九
時
、
十
時
、
十

一
時
と
そ
の
長
い
黄
昏
の
寂
し
さ
は
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
無

く
て
は
決
し
て
味
へ
な
い
」
と
い
ふ
風
に
族
か
ら
族

へ
と
紡
復
ひ
な
が
ら

パ
イ
ロ
ン
を
忍
び
ス
コ
ツ
ト
を
思
ふ
て
行
く
。
ス
コ
ツ
ト
は
云
ふ
ま
で
も
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渉 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

な
き
こ
と
な
が
ら
若
し
も
亦
ロ
バ
ー
ト
パ
‥
ン
ス
の
歌
つ
た
彼
の
郷
上
の

空
気
に
鯛
れ
ん
と
す
る
人
あ
ら
ば
本
篤
は
そ
の
範
国
で
も
見
逃
す
こ
と
の

出
来
ぬ
文
献
と
思
ふ
。

飛
騨
山
脈
の
縦
走
は
烏
水
氏
が
著
者
の
此
の
種
の
虎
女
作
で
あ
ら
う
と

云
つ
て
を
ら
れ
る
如
く
同
氏
に
と
つ
て
然
る
べ
し
と
同
時
に
ま
た
我
が
國

近
代
登
山
の
初
期
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ウ
イ
ス
日
記
及
ハ
イ
ラ
ン

ド
に
豊
麗
な
天
稟
を
以
て
私
等
に
風
光
を
語
る
著
者
は
既
に
そ
の
前
に
一

家
を
成
し
て
を
ら
れ
た
。
殊
に
高
瀬
入
り
の
一
篇
の
如
き
は
讀
む
者
を
し

て
陶
然
と
し
て
信
州
路
を
通
か
に
思
は
せ
る
。
今
よ
り
二
十
年
も
前
の
所

謂
探
険
時
代
の
登
山
者
の
未
知
の
山
や
谷

へ
の
係
懸
を
さ
こ
そ
と
領
か
せ

ら
れ
る
。
そ
の
思
慕
の
念
は

一
方
に
又
年
と
共
に
荒
び
行
く
紳
河
内

（著

者
は
わ
ざ
′
ヽ
断
つ
て
此
の
文
字
を
用
い
ら
れ
て
ゐ
る
）
に
封
し
て
義
憤

の
導
と
な
つ
て
現
は
れ
る
。
登
山
の
流
行
の
一
篇
も
又
滅
び
行
か
ん
と
す

る
山
岳
美
へ
の
挽
歌
と
も
云
へ
や
う
。
今
や
漸
く
山
岳
美
の
保
護
の
犀
も

次
第
に
大
き
く
な
つ
て
来
て
ゐ
る
が
、
こ
の
時
勢
は
此
等
諸
先
輩
の
撓
み

な
き
努
力
に
生
れ
ユ
っ
育
て
ら
れ
た
こ
と
に
負
ふ
虎
が
大
き
い
。
そ
し
て

國
立
公
園
の
問
題
も
員
面
目
に
扱
は
れ
て
ゐ
る
折
柄
単
に
一
部
の
人
士
の

如
く
公
園
設
立
に
よ
つ
て
莫
大
な
金
錢
上
の
利
盆
が
齋
ら
さ
れ
る
と
思
ふ

の
み
で
は
な
く
、
自
然
美
の
保
護
保
存
と
、
開
嚢
す
る
こ
と
ヽ
の
間
に
横

は
る
相
容
れ
難
い
問
題
を
ど
の
や
う
に
虎
理
し
や
う
と
す
る
か
残
さ
れ
た

一
つ
の
問
題
だ
と
思
ふ
。

嘉
門
火
は
大
正
の
初
期
頃
ま
で
に
山
に
入
つ
た
人
達
の
多
く
は
皆
厄
介

弊
　
　
録
　
　
Ｏ
山
岳
同
書
紹
介

に
な
つ
た
名
案
内
人
で
あ
つ
た
。
恰
度
ア
ル
プ
ス
の
初
期
の
案
内
人
が
独

師
で
あ
つ
た
や
う
に
彼
も
亦
猥
人
で
あ
つ
た
。
今
日
で
は
山
案
内
人
の
敷

ｔ
内
容
も
年
と
共
に
憂
化
し
つ
ヽ
あ
る
、
嘉
門
次
を
憶
ふ
の
一
章
は
彼
に

開
す
る
記
録
の
少
な
い
場
合
ま
こ
と
に
貴
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

巻
末
に
枚
む
る
短
歌
百
首
と
長
歌
三
首
と
は
嚢
掘
さ
れ
た
遺
品
の
一
つ

で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
著
者
の
詩
想
は
一
部
分
を
載
せ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
の

歌
集
の
中
に
も
充
ち
輝
い
て
ゐ
る
。

若
き
日
の
未
だ
木
ぬ
や
と
偶
松
の
煙
に
染
み
し
夏
衣
着
る
。

さ
び
し
く
も
人
と
云
ふ
名
を
脊
に
負
ひ
て
こ
の
天
地
の
片
は
し
に
生

世
を
人
を
十
里
の
雲
に
駆
て
来
て
獨
り
梓
の
瀬
の
音
に
残
る

と
歌
ふ
。
ま
た

春
逝
き
て
裁
は
御
墓
の
石
あ
ば
き
冷
え
し
運
命
の
糸
破
り
末
ん

と
．誰
か
君
を
知
る
者
ま
た
此
感
な
き
を
得
や
う
か
。念
ふ
に
著
者
の
生
涯

は
辻
村
太
郎
氏
の
言
の
如
く
高
山
植
物
の
や
う
に
清
楚
で
あ
つ
た
。
本
書

及
び
ス
ウ
イ
ス
日
記
は
そ
の
牧
む
る
傑
れ
た
る
篤
員
と
共
に
氏
の
山
と
の

生
活
の
全
般
に
亘
つ
て
記
さ
れ
て
あ
る
だ
け
に
故
人
の
風
格
を
忍
ぶ
に
幸

で
あ
る
。
雨
書
共
に
早
春
雲
の
清
え
間
よ
り
喫
き
出
で
し
タ
ロ
カ
ス
の
如

く
に
待
ち
設
け
た
る
人
々
に
限
り
な
き
喜
び
を
興
ふ
る
こ
と
と
思
ふ
。

（根
有
恒
）

尾

湖
と

鬼

怒

沼

　

武
田
久
吉
氏
著

昭
和
五
年
八
月

東
京

梓
書
房
獲
行
　
四
六
版
　
本
文
三
二
三
頁
　
固
版

一
〇
〇
枚
　
定
債
三
日

二充
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雑
　
　
銀
　
　
０
山
岳
同
書
紹
介

ひ
と
た
び
そ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
、
き
っ
と
ま
た
二
度
三

度
と
行
つ
て
み
た
く
な
る
尾
瀬
、
い
く
た
び
で
も
ゆ
く
ご
と
に
愛
着
を
ば

書
す
尾
瀬
。
そ
の
尾
瀬
沼
、
尾
瀬
ケ
原
が
山
を
族
す
る
も
の
ヽ
日
に
上
る

や
う
に
な
つ
て
か
ら
随
分
久
し
い
年
月
が
流
れ
た
。「
山
岳
」
誌
上
に
も
既

に
第

一
年
第

一
琥
に
本
書
の
著
者
の
「尾
瀬
紀
行
」が
あ
る
し
、
第
十
一
年

第
二
琥
に
沼
井
君
の
「尾
瀬
の
事
ど
も
」
が
あ
り
、
第
十
九
年
第

一
銃
は
尾

瀬
に
闘
す
る
記
事
の
み
を
以
て
し
「尾
瀬
競
」
と
題
さ
れ
た
。

ま
こ
と
に
尾
瀬
は
美
く
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
國
立
公
園
計
蓋
と
か
い

ふ
風
景
保
存
を
目
的
と
す
る
の
か
、
景
勝
破
壊
を
目
的
と
す
る
の
か
、
員

意
を
把
握
し
彙
ね
る
や
う
な
計
董
に
於
て
、
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
た

の
も
又
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
だ
が
そ
ん
な
計
豊
な
ど
は
ど
う
で
も
い
ヽ

と
に
か
く
尾
瀬
は
愛
す
べ
き
地
で
あ
る
。

そ
の
美
し
き
愛
す
べ
き
尾
瀬
の
全
委
！
　
が
本
書
の
刊
行
に
よ
つ
て
、

私
達
の
前
に
展
開
さ
れ
た
の
は
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
殊
に

登
山
者
と
し
て
最
初
に
尾
瀬
に
開
す
る
紀
文
を
褒
表
さ
れ
た
武
田
博
士
に

よ
つ
て
集
大
成
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
山
と
人
と
の
和
を
得
た
る
も
の

と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
高
山
植
物
の
費
庫
と
言
は
れ
る
尾
瀬
を
描
く
に

武
田
博
士
の
筆
を
以
て
し
た
こ
と
は
、
配
合
の
妙
こ
ゝ
に
至
つ
て
極
ま
れ

り
と
い
ふ
も
敢
て
過
言
で
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
¨

本
書
は
胃
頭
に
「尾
瀬
と
鬼
怒
沼
」と
題
し
て
と
の
地
方
に
開
す
る
漑
諭

を
載
す
。
新
ら
し
く
稿
を
起
さ
れ
た
も
の
で
、
高
山
と
深
山
の
比
較
諭
か

ら
尾
瀬
と
鬼
怒
沼
の
地
理
的
考
察
、
地
名
の
考
證
及
び
博
読
、
こ
の
地
方

ニセ
０

へ
の
交
通
に
至
る
ま
で
該
博
な
る
菫
蓄
を
傾
け
て
の
叙
逃
は
讀
者
を
釜
す

る
こ
と
砂
か
ら
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
之
に
績
く
紀
行
と
し
て
は
「
山
岳
」創

刊
琥
記
載
の
も
の
を
全
く
書
直
さ
れ
た

「
初
め
て
尾
瀬
を
訪
ふ
」、嘗
て
山

岳
誌
上
掲
げ
ら
れ
た

「尾
瀬
再
探
記
」、
そ
れ
に
加
ふ
る
に
「春
の
梶
瀬
」及

び
「秋
の
尾
瀬
」な
る
二
項
を
枚
む
。
簡
こ
の
外
、
植
物
學
者
に
し
て
且
つ

豊
か
な
る
詩
想
を
も
つ
館
脇
操
君
の
「尾
瀬
を
め
ぐ
り
て
」
を
併
録
し
て

あ
る
。

植
物
學
に
造
詣
深
き
著
者
の
詳
細
を
極
め
た
記
述
は
賞
に
貴
重
な
る
も

の
で
あ
り
、　
ま
た

こ
の
地
方
に
族
す
る
登
山
者
を
し
て
、

山
谷
の
衣
と

も
い
ふ
べ
き
植
物
に
封
し
興
味
を
湧
か
し
む
る
に
足
る
。
世
の
多
く
の
登

山
者
は
、
林
相
を
叙
す
る
に

「針
葉
樹
林
、
闊
葉
樹
林
、
針
闊
混
清
林
」

と
簡
単
に
片
付
け
去
り
、
植
物
の
美
期
を
記
す
る
に

「
色
と
り
た
ヽ
の
高

山
植
物
」
と
い
ふ
よ
り
外
に
術
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
書
を

讀
む
と
、
山
中
の
専
木
ひ
と
つ
と
し
て
名
を
持
つ
て
ゐ
な
い
も
の
は
な
い

と
い
ふ
こ
と
が
は
つ
き
り
分
る
。
文
中
に
ほ
と
ん
ど
ひ
つ
さ
り
な
し
に
片

偶
名
が
出
て
く
る
こ
と
貴
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
黒
々
と
茂
り
あ
ふ

深
林
、
百
花
瞭
乱
た
る
高
山
植
物
に
接
し
た
と
き
、
あ
ヽ
美
は
し
！
　
と

期
ず
る
こ
と
に
於
て
敢
て
人
後
に
落
ち
な
い
だ
け
の
積
は
あ
つ
て
も
途
に

植
物
學
に
縁
な
き
衆
生
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
絡
に
一
個
の
跛
渉
者
を
以

て
満
足
し
て
ゐ
る
私
で
は
あ
る
が
、
今
こ
ゝ
に
枚
め
ら
れ
た
紀
行
を

一
讃

す
る
に
及
ん
で
、
せ
め
て
こ
ゝ
に
列
拳
せ
ら
れ
た
数
多
い
植
物
の
百
分
の

一
を
で
も
知
ち
た
な
ら
ば
、
私
の
山
族
が
、
い
か
に
業
し
く
、
趣
妹
あ
る

行  嚢  月 十 年 五 和 昭
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も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
と
感
じ
た
の
で
あ
る
．

本
書
の
講
篇
は
植
物
を
愛
し
之
に
興
味
を
持
つ
者
に
と
つ
て
得
難
き
文

献
で
あ
る
こ
と
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
紀
行
と
し
て
も
蓋
き
ぎ
る
興
趣
を

そ
こ
こ
ゝ
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
直
裁
明
快
な
著
者
の
筆
は
尾
瀬
沼
を
中

心
と
す
る
風
物
を
描
い
て
餘
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
に
加
ふ
る
に
著
者

一
流
の
直
言
が
所
々
に
出
没
し
て
、
或
は
心
な
き
似
非
登
山
家
を
い
ま
し

め
、
或
は
郡
人
士
地
方
人
の
自
然
に
封
す
る
蒙
を
啓
ら
い
て
、
思
は
ず
微

笑
を
禁
じ
え
な
い
や
う
な
個
所
も
少
く
な
い
。
中
に
は
著
者
を
措

い
て
他

に
筆
に
し
得
る
人
な
し
と
の
感
を
深
く
す
る
章
句
ｔ
見
ら
れ
る
。

併
録
さ
れ
た
舘
脇
君
の
紀
行
は
本
文
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、
質
か
ら

言
つ
て
も
量
か
ら
い
つ
て
も
共
著
者
の
名
を
冠
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ

る
。
嘗
て
尾
瀬
続
に
こ
の
文
を
讀
ん
で
、
科
學
者
に
し
て
詩
人
た
る
君
の

自
由
な
筆
致
の
冴
を
感
嘆
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
鼓
に
ま
た
再
び
そ
の
感

を
新
た
に
し
て
、
至
佛
登
山
の
項
な
ど
繰
返
し
讀
ん
だ
。
本
書
、
君
の
文

に
よ
つ
て
錦
上
更
に
花
を
加
へ
た
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

著
者
の
「
初
め
て
尾
瀬
を
訪
ふ
」
は
今
よ
り
二
十
五
年
前
に
執
筆
さ
れ

た
も
の
を
全
部
書
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
寧
ろ
原
文
の
ま
ゝ

こ
ゝ
に
次
録
さ
れ
た
方
が
よ
か
つ
た
や
う
に
思
ふ
。
「岩
州
の
西
南
隅
上
州

と
接
す
る
の
邊
に
一
山
あ
り
、
燃
ケ
岳
と
云
ふ
、
海
を
抜
く
こ
と
七
千
八

百
餘
尺
、
峰
頭
二
つ
に
分
る
。
之
を
日
光
の
諸
山
よ
り
望
む
に
形
現
頗
る

秀
麗
な
り
」
と
い
ふ
書
出
し
で
始
ま
る

「
尾
瀬
紀
行
」
は
、
漢
字
制
限
の

世
の
中
と
な
つ
て
は
見
た
こ
と
も
な
い
や
う
な
難
字
が
出
て
く
る
に
し
て

雑
　
　
録
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

も
ニ
ダ
昔
牛
も
前
の
あ
の
地
方
の
模
様
を
窺
ふ
に
ふ
さ
は
し
い
文
章
で
あ

る
。
そ
こ
に
私
逹
は
ふ
る
く
書
か
れ
た
も
の
の
な
つ
か
し
さ
を
く
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
は
な
く
、著
者
を
親
し
く
識
る
者
に
と
つ
て
は
ヽ

往
時
の
著
者
の
姿
を
想
見
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
言
つ
て
も
こ
の

「尾

瀬
紀
行
」
は
書
直
さ
ず
に
お
い
て
欲
し
か
つ
た
と
思
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「尾
瀬
紀
行
」が
書
か
れ
た
頃
か
ら
今
日
ま
で
二
十
五
年
の
間
に
吾
國
登

山
界
の
憂
遷
は
賓
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

文
字
の
世
界
の
推
移
も
亦
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
文
學
方
面
の
こ
と
は

門
外
漢
で
あ
る
か
ら
暫
ら
く
措
い
て
、「
山
岳
」
誌
上
に
現
は
れ
た
憂
化
だ

け
を
見
て
も
時
代
の
移
り
と
い
ふ
こ
と
が
泌
々
と
感
じ
ら
れ
る
。
今
の
私

達
に
は
ど
う
し
て
も
書
け
な
い
や
う
な
登
山
紀
行
が
、
営
時
の
登
山
者
の

山
に
封
す
る
態
度
や
、
今
日
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
困
難
で
あ
つ

た
登
山
の
記
録
を
雄
辮
に
物
語
つ
て
ゐ
る
の
を
讀
む
と
き
は
、
心
に
迫
る

何
物
か
を
そ
こ
に
見
出
す
で
あ
ら
う
。
ふ
る
き
も
の
ゝ
歴
史
的
債
値
が
そ

こ
に
あ
る
の
だ
。
奮
文
を
書
直
さ
れ
た
著
者
は
、
そ
の
胃
頭
に
於
て

「
話

は
大
分
古
臭
い
。
徹
も
生
え
て
ゐ
や
う
、
或
は
ま
た
幾
分
腐
敗
の
氣
味
な

き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
か
ら
、
出
来
る
だ
け
簡
単
に
し
て
置
く
。
」
と
述
べ
ら

れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
は
著
者
の
謙
遜
で
あ
つ
て
、
蕉
稿
は
断
じ
て
カ
ビ
が

生
え
た
り
腐
う
た
り
す
る
態
の
も
の
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
否
、
む
し

ろ
時
の
流
れ
る
と
共
に
盤
芳
醇
さ
を
加
へ
て
ゆ
く
萄
葡
酒
の
や
う
な
味
を

も
つ
た
文
章
で
あ
る
。
繰
返
し
て
い
ふ
、「尾
瀬
紀
行
」
は
そ
の
ま
ゝ
に
し

て
お
い
て
欲
し
か
つ
た
と
。

二
七
一
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雑
　
　
録
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

尾
瀬
沼
を
中
心
と
す
る
山
谷
高
原
池
沼
の
記
述
は
ま
こ
と
に
表
し
て
餘

す
所
な
し
で
あ
る
が
、
隣
接
地
方
に
つ
い
て
見
る
と
、
日
光
方
面
或
は
藤

原
方
面
が
比
較
的
詳
細
に
叙
逃
さ
れ
て
あ
る
の
に
、
距
離
か
ら
い
へ
ば
日

光
よ
り
も
近
い
と
思
は
れ
る
銀
山
季
方
面
が
閑
却
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
総
物

足
り
な
い
や
う
な
氣
も
す
る
。
春
、
夏
、
秋
の
尾
瀬
は
充
分
に
描
か
れ
て

あ
る
が
、
私
は
さ
ら
に
各
の
尾
瀬
を
知
り
た
い
と
思
ふ
。
花
は
な
く
と
も

雲
に
埋
も
れ
た
尾
瀬
に
私
は
張
く
心
を
惹
か
れ
る
。　
一
雨
年
前
か
ら
ス
キ

ー
の
練
密
を
は
じ
め
ら
れ
た
と
か
偉

へ
き
く
著
者
が
、
厳
各
或
は
早
春
の

尾
瀬
を
訪
う
て
、
美
し
き
篤
員
の
牧
獲
を
世
に
示
さ
る
、
の
も
さ
う
遠
い

こ
と
で
は
あ
る
ま
い
と
、
私
は
そ
の
日
を
楽
し
み
に
待
つ
て
ゐ
る
。

本
書
に
挿
入

（巻
末
に
纏
つ
て
ゐ
る
か
ら
こ
の
文
字
は
営
ら
な
い
か
と

も
思
は
れ
る
）
さ
れ
た
篤
員
無
慮

一
百
枚
、
先
づ
そ
の
分
量
に
驚
が
さ
れ

つ
い
で
そ
の
素
晴
ら
し
い
見
事
な
出
来
榮
に
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。「
と
に
角

フ
イ
ル
ム
や
乾
板
も
二
三
種
を
用
意
し
、
種
々
の
濾
光
器
其
他
の
附
局
品

や
、
レ
ン
ズ
も
焦
鮎
距
離
を
異
に
す
る
も
の
三
種
も
携
帯
す
る
と
な
る
と

中
々
か
さ
も
日
方
も
多
く
な
る
」
と
言
は
れ
る
だ
け
あ
つ
て
、
全
く
他
の

及
ぶ
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
科
學
者
の
銑
い
観
察
眼
と
永
い
あ
ひ
だ

山
を
族
さ
れ
た
維
験
深
い
登
山
者
の
高
い
観
賞
眼
と
が
レ
ン
ズ
を
通
し
て

技
に
現
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
枚
々
々
繰
つ
て
ゆ
く
と
、
尾
瀬
に
遊
ん
だ
こ

と
の
あ
る
も
の
は
勿
論
、
ま
だ
見
ぬ
夢
を
描
い
て
ゐ
る
も
の
も
自
ら
仙
境

に
あ
る
や
う
な
気
が
す
る
。
ど
れ
と
言
つ
て
優
劣
は
な
い
で
あ
ら
う
が
私

の
特
に
好
む
回
を
學
げ
て
み
る
な
ら
ば
久
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

二七
二

笠
科
川
、
沼
の
ジ
ユ
ン
サ
イ
、
額
雲
窪
の
沼
野
か
ら
仰
い
だ
魅
ケ
嶽
、

水
芭
蕉
、
駒
ケ
岳
の
御
花
圃
、
季
滑
ノ
瀧
、
鳩
待
峠
よ
り
の
至
佛
山
、
根

室
河
骨
、
春
の
上
田
代
、
川
上
川
中
流
、
高
薙
山
な
ど
。

か
う
抜
き
だ
し
た
か
ら
と
言
つ
て
、
外
の
鴬
員
が
よ
く
な
い
と
い
ふ
澤

で
は
な
い
。
た

，
日
本
の
中
位
山
岳
の
風
景
は
特
殊
の
味
を
持
つ
て
あ
る

も
の
で
、
そ
の
味
は
賓
際
そ
れ
等
の
山
や
谷
を
親
し
く
歩
い
て
ゐ
る
と
き

に
の
み
感
受
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
こ
れ

等
の
山
谷
の
委
は
窮
】輿
に
撮
つ
て
み
る
と
撮
影
者
以
外
の
第
二
者
に
は
案

外
興
味
の
薄
い
の
を
免
れ
な
い
と
い
っ
た
や
う
な
場
合
が
砂
く
な
い
と
い

ふ
こ
と
を
数
に
一
言
附
加
し
て
お
き
た
い
。

本
書
の
篤
員

一
百
枚
は
や
ヽ
多
き
に
過
ぎ
る
の
感
が
あ
る
、
魅
ケ
岳
の

金
委
を
収
め
た
も
の
ヽ
み
で
も
十

一
枚
を
数
ふ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
美
事
な
窮

員
で
は
あ
る
が
こ
ん
な
に
は
い
ら
な
い
や
う
に
思
ふ
。
第
六
同
と
第
二
十

日
と
、
ど
ち
ら
か

一
枚
で
事
足
り
は
し
ま
い
か
。
こ
の
数
多
き
篇
員
は
製

本
技
術
上
本
文
中
に
挿
入
す
る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
ら
し
く
、
巻

末
に
一
括
さ
れ
て
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
製
本
困
難
と
見
え
て
、
返
讀

す
る
う
ち
に
字
と
縮
は
離
れ
離
オし
に
な
り
さ
う
で
あ
る
。
篤
員
を
三
十
枚

ぐ
ら
い
に
留
め
る
か
、
そ
れ
と
も
同
版
と
そ
の
説
明
と
を
本
文
か
ら
離
し

て
別
舟
に
で
も
し
た
方
が
よ
か
つ
た
と
思
は
れ
る
。
装
訂
は
脊
が
絹
ボ
プ

リ
ン
で
配
す
る
に
縁
の
ラ
シ
ヤ
紙
を
以
て
し
て
あ
る
。
私
は
こ
の
人
絹
交

り
の
妙
に
光
る
布
は
餘
り
好
ま
な
い
。
春
文
字
の
字
盤
は
中
々
上
出
来
な

の
に
絹
ポ
プ
リ
ン
の
た
め
ま
る
で
引
立
た
な
い
の
は
甚
だ
惜
し
い
。
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言
ひ
落
し
た
が
、
本
書
に
は
巻
尾
に
地
同

一
葉
を
添
付
し
て
あ
る
。
藤

原
固
幅
の
東
牛
と
隧
岳
同
幅
の
西
牛
と
を
接
合
し
た
も
の
で
、
五
萬
分

一

岡
幅
に
な
い
地
名
、
通
路
な
ど
賞
査
に
基

い
て
詳
細
に
記
入
さ
れ
て
あ
る

非
常
に
便
利
な
地
岡
で
あ
る
。
接
合
の
手
際
も
中
々
い
ゝ
。
こ
の
同
を
見

て
す
ぐ
気
が
つ
い
た
の
は
、
至
佛
山
下
の
山
鼻
の
小
屋
ヽ
景
鶴
山
下
の
水

電
の
小
屋
、
い
づ
れ
も
記
入
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
檜
枝
岐
の
小
屋
が
正

し
く
記
入
さ
れ
て
あ
る
の
に
ど
う
い
ふ
課
か
、
や
ゝ
諒
解
に
苦
し
む
次
第

で
あ
る
。
根
勿
澤
に
温
泉
宿
の
新
設
さ
れ
た
の
も
省
か
れ
て
あ
る
。
再
版

の
際
に
は
補
正
し
て
載
建
た
い
と
思
ふ
。

こ
の
妄
語
を
書
い
て
ゐ
る
最
中
に
、
尾
瀬
の
主
、
季
野
長
蔵
老
人
の
計

に
接
し
た
。
四
十
年
末
あ
の
静
け
さ
そ
の
も
の
ゝ
や
う
に
湖
眸
に
居
を
ト

し
て
、
怪
氣
燿
を
あ
げ
て
ゐ
た
老
人
が
逝
つ
て
尾
瀬
の
秋
は
一
入
寂
し
い

で
あ
ら
う
。
老
人
が
武
田
博
士
の
著
を
手
に
し
て
か
ら
逝
つ
た
の
な
ら
ば

彼
は
地
下
で
定
め
し
喜
ん
で
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
。
（藤
島
敏
男
）

銀

嶺

に
輝

く

報
告
と
迫
悼
。
東
京
帝
國
大
學
運
動
會
ス
キ
ー
山

岳
部
。
昭
和
三
年
七
月
嚢
行
。
菊
版
。　
一
六
四
頁
。

本
年

一
月
、
ひ
と
り
吾
國
の
登
山
界
の
み
な
ら
ず

一
般
祀
會
の
耳
目
を

筆
動
せ
し
め
た
立
山
餌
澤
に
於
け
る
登
山
者
四
名
山
案
内
二
名
の
一
行
の

遭
難
に
開
す
る
報
告
と
其
迫
悼
と
を
枚
め
た
も
の
で
あ
る
。

嘗
て
一
九
二
二
年
―
―
二
三
年
の
各
、
横
氏

一
行
の
適
難
か
ら
八
ケ
年

の
後
、
か
の
立
山
は
再
び
絶
大
な
犠
牲
を
吾
関
登
山
界
に
排
は
じ
め
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
一
行
六
名
全
滅
の
悲
運
に
遭
過
し
た
こ
と
は
過
去
に
も

難
　
　
録
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

未
だ
惹
起
し
た
る
こ
と
な
き
惨
事
で
あ
つ
た
。
吾
関
の
各
季
登
山
は
筒
残

達
の
途
上
に
あ
り
と
は
言
へ
今
回
の
犠
牲
の
餘
り
に
も
大
な
り
し
に
誰
し

も
慄
然
と
し
て
言
ふ
べ
き
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
今
こ
ゝ

に
故
人
の
遺
友
相
集
り
て
編
め
る
本
書
を
手
に
し
て
悲
愁
を
新
ら
た
に
し

若
く
し
て
逝
け
る
四
人
の
有
篤
な
る
登
山
家
と
、
精
停
に
し
て
愛
す
べ
き

二
人
の
山
案
内
と
の
た
め
に
、
何
人
も
浜
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ら
う
。

本
書
は
前
牛
報
告
の
部
分
を
、
準
備
出
資
か
ら
遭
難
ま
で
、
捜
索
か
ら

残
掘
ま
で
、
遺
書
の
嚢
見
、
遭
難
の
原
因
、
結
論
、
感
想
―

飢
澤
の
捜

索
除
に
加
は
つ
て
の
六
項
に
分
ち
、
後
牛
逍
悼
の
部
分
に
は
、　
一
行
中
の

窪
田
ｏ田
部
雨
氏
の
遺
稿
及
び
遺
友
の
逍
憶
文
を
牧
む
。

こ
れ
か
ら
本
書
を
讀
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
少
し
書

い
て
み
や
う
と
思

ふ
。
致
て
本
書
に
記
述
さ
れ
た
順
序
を
追
は
ず
、
感
じ
た
ま
ゝ
に
筆
を
執

る
こ
と
ヽ
す
る
。

一
行
の
計
豊
、
準
備
等
に
就
て
は
別
に
何
も
い
ふ
こ
と
は
な
い
。　
一
行

中
の
窪
田
、
田
部
の
雨
君
は
各
末
の
登
山
起
歴
か
ら
見
て
も
過
去
に
於
て

夏
山
、
各
山
の
数
多
い
経
験
を
持
つ
て
ゐ
た
こ
と
は
祭
せ
ら
れ
る
し
、
松

季
、
土
屋
雨
粛
も
亦
行
を
共
に
す
る
に
足
り
る
登
山
家
で
あ
つ
た
こ
と
ヽ

思
は
れ
る
か
ら
、
巌
各
の
飢
岳
を
攀
づ
る
に
充
分
な
成
算
が
あ
つ
た
に
違

ひ
な
い
。
し
か
も
芦
勝
の
名
案
内
二
名
を
件
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

力
張
い
登
山
家
の
一
除
を
全
滅
の
悲
運
に
適
遇
せ
し
め
た
暴
虐
な
雲
崩
の

成
因
に
就
て
本
書
の
語
る
所
は
可
な
り
詳
細
に
亘
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
除

二七三
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員
中
残
存
者
の
皆
無
な
り
し
こ
と
は
、
ま
た
捜
索
隊
の
現
場
に
到
達
す
る

ま
で
相
営
の
時
間
が
経
過
し
た
こ
と
は
、
そ
の
記
述
を
組
て
憶
測
に
よ
る

の
他
な
か
ら
し
め
て
ゐ
る
。
従
つ
て
そ
の
結
論
も
偶
定
的
で
あ
り
、
異
諭

を
扶
む
餘
地
も
先
づ
な
い
と
い
つ
て
よ
か
ら
う
。
偶
令
異
説
を
立
て
ヽ
み

た
所
で
こ
れ
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
か
ら
根
援
は
極
め
て
薄
蒻
で
あ
る
。
こ

れ
は
矢
張
り
本
書
に
あ
る
や
う
に
、
一
九
二
九
年
末
の
不
順
な
天
候
、
一
月

四
日
以
後
八
日
ま
で
の
多
量
な
積
雲
、
九
日
朝
の
張
風
な
ど
が
雲
崩
の
直

接
或
は
間
接
の
原
因
と
な
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
例
年
な
ら
ば
殆

ん
ど
埋
没
し
て
ゐ
る
筈
の
飢
澤
小
屋
が
雲
の
少
な
か
つ
た
ヽ
め
に
露
出
し

て
ゐ
た
こ
と
も

一
行
の
不
運
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。　
一
月
二
日
か
ら
八

日
ま
で
の
滞
在
中
、
小
屋
の
附
近
に
於
て
雲
崩
の
惹
起
皆
無
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
さ
れ
ぬ
か
ら
、
危
険
の
豫
感
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
や
う

な
議
論
も
き
い
た
が
、
偶
令
二
三
の
小
雲
崩
を
目
撃
し
て
も
、
建
設
以
来

数
年
を
超
た
小
屋
に
ゐ
た
一
行
が
そ
れ
に
よ
つ
て
危
険
を
感
じ
な
い
の
は

営
然
で
あ
り
、
ま
た
も
し
危
い
と
感
じ
た
な
ら
ば
何
と
か
し
て
室
堂
ま
で

Ｖ
も
移
つ
た
に
違
ひ
な
い
と
思
は
れ
る
。
小
屋
を
信
頼
し
て
、
根
氣
よ
く

蝕
岳
に
攀
ぢ
る
日
を
待
つ
て
ゐ
た
一
行
は
ほ
ん
と
う
に
め
ぐ
り
あ
は
せ
が

悪
る
か
つ
た
と
い
ふ
よ
り
仕
方
が
な
い
。

第

一
回
捜
索
除
の
派
遣
、
飢
澤
小
屋
全
潰
の
嚢
見
、
大
規
模
な
第
二
回

捜
索
除
の
派
遣
、
遺
骸
の
残
掘
と
詳
細
な
記
述
は
讀
む
者
の
涙
を
誘
つ
て

や
ま
ぬ
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
遭
難
後
数
ケ
月
を
紹
て
残
見
さ
れ
た
遺
書

の
内
容
は
殆
ん
ど
正
説
す
る
に
忍
び
な
い
も
の
が
あ
る
。
さ
う
し
た
一
行

二七日

中
の
窪
田
君
の
遺
書
の
文
字
か
ら
見
て
も
、
嚢
掘
営
時
の
状
態
か
ら
見
て

も
遭
難
後
十
二
日
間
雲
の
下
に
埋
没
さ
れ
て
ゐ
な
が
ら
生
存
し
て
ゐ
た
と

い
ふ
奇
蹟
的
な
事
賞
が
證
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
窪
田
、
田
部
雨
君

が
恐
ら
く
臨
絡
ま
で
筆
を
と
つ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
二
冊
の
手
帳
が
遺
骸

と
共
に
残
見
さ
れ
ず
し
て
、
敷
ケ
月
を
組
た
後
、
極
は
め
て
不
思
議
な
箇

所
か
ら
残
見
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

か
う
し
て
本
書
の
報
告
を
讀
ん
で
ゆ
く
う
ち
に
、
私
達
は

「疑
間
で
あ

る
」
と
か
「疑
間
の
節
が
生
じ
て
来
た
」
と
か
い
ふ
文
句
の
屋
出
て
く
る
の

を
見
る
。
し
か
し
そ
の
疑
惑
が
何
物
に
縁
由
し
て
ゐ
る
の
か
甚
だ
漢
然
と

し
か
記
述
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
頗
る
遺
憾
で
あ
る
。
そ
の
曲
つ
て
来
る
所

を
も
う
少
し
理
論
的
に
書
い
て
欲
し
い
と
思
ふ
。例
へ
ば
六
十
三
頁
の
「
又

若
し
も
窪
田
君
の
生
存
を
知
り
乍
ら
自
分

一
個
の
ガ
イ
ド
と
し
て
の
誇
リ

を
ま
も
る
た
め
に
虚
俗
の
報
告
を
し
、
そ
の
た
め
に
救
ひ
得
べ
き
窪
田
君

を
救
ひ
得
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
許
す
べ
か
ら
ぎ
る
行
鶯
で
あ
る
が

そ
の
様
な
疑
ひ
が

一
部
に
残
と
し
て
あ
る
こ
と
は
遺
憾
こ
の
上
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。
」と
い
ふ
如
き
、
二
十
日
残
掘
の
際
ま
で
生
を
保
つ
て
ゐ
た
窪

田
君
が
十
三
日
に
は
無
論
意
識
明
瞭
で
あ

つ
た

に
違
ひ
な
い
と
い
ふ
こ

と
、
第

一
回
捜
索
隊
の
二
人
が
潰
滅
せ
る
小
屋
跡
に
一
時
間
牛
も
ゐ
て
偶

令
ス
キ
ー
を
腕
が
な
か
つ
た
に
し
て
も
小
屋
跡
に
全
然
手
を
鯛
れ
な
か
つ

た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、
共
時
の
案
内
達
が
一
月
と
六
月
と
二
枚
舌

を
使
つ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
か
ら
本
書
の
編
者
に
疑
ひ
が
獲
生
し
た
の
で
あ

る
が
、
も
し
然
り
と
せ
ば
疑
ひ
を
抱
い
た
人
達
は
自
己
の
疑
問
と
す
る
所
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を
更
に
穿
襲
し
て
之
を
解
く
方
法
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

編
者
は
も
と
よ
り
か
ゝ
る
意
味
に
於
て
「
一
部
に
嚢
生
…
…
云
々
」と
書

か
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
が
、
讀
者
は
俗
に
い
ふ

「
奥
蘭
に
物
の
は
さ
ま

つ
て
ゐ
る
」
や
う
な
感
じ
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
忌
は
し
き
疑
惑
、

員
な
り
と
せ
ば
登
山
界
に
於
け
る
不
詳
事
に
封
し
て
、
私
達
は
何
と
か
し

て
解
決
の
方
法
を
講
じ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
記
述
す
る
と

こ
ろ
の
み
を
以
て
し
て
は
徒
ら
に
隔
靴
掻
痒
の
感
あ
る
の
み
で
あ
る
。

捜
索
除
の
組
織
編
成
は
非
常
な
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
編
成

に
就
て
一
二
遺
憾
に
思
は
れ
る
舶
が
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
斯
る
際
に
於
け

る
参
考
に
な
る
舶
が
多
い
と
思
は
れ
る
か
ら
次
に
述
べ
る
事
と
す
る
。
第

一
に
隊
員
中
に
書
師
を
加

へ
な
か
つ
た
の
は
、
遭
難
せ
る
一
行
中
止
存
者

な
か
る
べ
し
と
の
見
込
か
ら
か
、
或
は
適
営
の
番
師
な
か
り
し
た
め
か
、

結
果
か
ら
見
て
も
か
ゝ
る
場
合
に
は
警
術
の
心
得
あ
る
者
を
除
員
に
加
ヘ

た
い
と
思
ふ
。
第
二
に
隊
員
の
殆
ん
ど
全
部
が
山
案
内
或
は
人
夫
で
あ
っ

て
、
他
は
一
人
の
警
察
官
と
二
人
の
帝
大
山
岳
部
関
係
者
に
過
ぎ
な
か
つ

た
の
は
、
富
山
縣
営
局
及
び
芦
勝
寺
で
死
般
磯
掘
作
業
に
直
接
間
に
合
は

な
い
者
の
登
山
は
一
居
食
料
の
歓
乏
を
木
す
恐
れ
が
あ
り
又
手
足
ま
と
ひ

に
な
る
た
め
拒
絶
す
る
方
針
（
二
十
六
頁
）
で
あ
つ
た
と
い
ふ
か
ら
、
己
む

を
得
な
い
と
も
言
は
れ
る
が
、
我
々
は
新
る
場
合
に
は
山
岳
部
闘
係
者
が

更
に
敷
名
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
黙
を
警
察
営
局
に
張
調
し

た
い
と
思
ふ
。
も
と
よ
り
稽
積
中
島
の
二
氏
は
現
場
に
於
け
る
稜
掘
作
業

及
遺
品
整
理
に
際
し
て
最
大
の
努
力
と
注
意
と
を
排
は
れ
た
に
違
ひ
な
い

難
　
　
録
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山
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団
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が
、
遺
品
の
整
理
な
ど
二
人
ぎ
り
で
は
手
不
足
で
思
ふ
に
任
か
せ
ぬ
も
の

が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
山
岳
部
員
が
更
に
二
二
人
も
加
は
つ
て
ゐ
た
な

ら
ば
遺
品
の
吟
味
な
ど
は
、
よ
り
徹
底
的
に
行
は
れ
、
故
人
が
臨
絡
ま
で

書
き
付
け
て
ゐ
た
、
最
も
遺
骸
の
近
く
に
あ
る
べ
き
手
帳
が
嚢
掘
賞
日
脆

落
し
て
後
日
残
見
さ
れ
た
り
、
三
冊
の
内

一
冊
が
途
に
紛
失
す
る
と
い
ふ

や
う
な
結
果
を
木
た
さ
な
か
つ
た
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
捜
索
に
開
す
る

一
切
の
方
針
が
警
察
営
局
に
依
て
の
み
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
遣
方
は
確
か

に
安
営
を
快
く
と
思
ふ
。

次
に
適
難
の
善
後
策
が
一
月
十
日
の
変
掘
で
全
く
打
切
ら
れ
て
了
つ
た

の
も
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
遺
憾
と
思
は
れ
る
。
故
人
の
遺
骸
を
納
棺
す
る

前
に
何
か
記
録
に
な
る
べ
き
も
の
は
な
い
か
と
ポ
ケ
ツ
ト
を
探
ら
れ
た
が

何
物
も
見
出
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
、
窪
田
君
が
手
帳
を
二
冊
携
行
し
た
こ

と
が
剣
明
し
て
る
た
の
で
あ
る
か
ら
、
二
月
或
は
四
月
に
も
う

一
度
現
場

の
捜
索
を
行
ふ
べ
き
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。
結
果
か
ら
の
議
論
で
は
あ

る
が
こ
の
黙
も
精
物
足
り
な
い
。

以
上
で
本
書
を
讃
ん
で
の
私
の
感
想
は
経
は
る
。
た
ゞ
本
稿
は
山
岳
書

批
評
紹
介
の
意
味
を
も
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
蛇
足
な
が
ら
編
輯
其

他
に
就
て
一
言
附
加
し
た
い
。

飢
澤
に
於
て
遭
難
さ
れ
た
の
は
窪
田
、
田
部
、
松
平
、
土
屋
の
四
氏
と

一臓
松
兵
次
二
人
の
案
内
と
で
あ
る
が
、
本
書
の
表
紙
に
は
窪
田
、
田
部
雨

君
追
悼
記
念
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
他
の
四
人
の
人
達
の
名
を
省
略
し
た
の

は
、
編
者
の
知
己
で
な
か
つ
た
か
ら
と
巻
末
に
断
つ
て
あ
る
が
、
追
悼
文

二七
二
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遺
稿
等
は
或
は
己
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
せ
め
て
表
紙
に
は
全
部
の
名

を
掲
げ
る
か
、
然
ら
ず
ん
げ
氏
名
を
全
く
省
略
さ
れ
た
方
が
よ
か
つ
た
と

思
ふ
．
タ
イ
ト
ル
の
「
銀
嶺
に
輝
く
」
は
こ
の
種
の
書
の
表
題
と
し
て
は

や
ゝ
華
麗
に
過
ぐ
る
の
感
が
あ
り
、
内
容
と
釣
合
は
ず
、
ま
た
選
定
者
の

意
固
を
解
す
る
に
苦
し
む
。
最
後
に
限
定
版
に
さ
れ
た
の
は
結
構
で
あ
る

が
一
番
琥
は
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
の
裏
か
、奥
付
の
上
に
記
入
す
べ
き
も
の

と
思
ふ
。

筆
を
欄
く
に
営
つ
て
、
私
は
、
祗
會
の
た
め
に
も
登
山
界
の
た
め
に
も

辮
末
大
い
に
貢
献
す
る
所
あ
る
べ
き
有
鶯
の
オ
を
抱
い
て
不
慮
の
災
厄
に

適
は
れ
た
六
人
の
方
々
の
霞
に
心
か
ら
な
る
哀
悼
の
意
を
表
し
、
清
ゆ
る

こ
と
な
き
悲
愁
を
胸
に
抱
か
れ
る
遺
族
の
方
々
に
満
膝
の
同
情
を
捧
げ
、

敬
愛
す
る
山
友
達
を
失
へ
る
淋
し
さ
に
泣
き
つ
ヽ
本
書
を
編
ん
だ
編
韓
者

の
勢
を
多
と
す
る
。
（藤
島
敏
男
）

霧

の
旅

　

三
十
四
琥

昭
和
五
年
六
月

「霧
の
族
會
」
と
い
ヽ
ぼ
す
ぐ
大
菩
薩
連
嶺
を
聯
想
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
ん
ど
の
統
に
は
本
欄
、
難
録
を
通
じ
て
、
大
菩
薩
連
嶺
に
開
す
る
記
事

が
ま
つ
た
く
見
営
ら
な
い
。
何
だ
か
物
足
り
な
い
や
う
な
気
が
す
る
。

霧
の
族

の
同
人
の
言
は
れ
る
大
菩
薩
連
嶺
な
る
も
の
ゝ
範
回
は
ず
い
ぶ

ん
廣
い
も
の
で
あ
つ
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
。
し
て
み
れ
ば
ま
だ
′
、
探
リ

つ
く
さ
れ
な
い
箇
所
が
す
く
な
か
ら
ず
残
つ
て
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
と
思

ふ
。
ま
さ
か
「霧
の
族
含
」
の
大
菩
薩
連
嶺
に
封
す
る
熱
、愛
、親
み
と
い
ふ

も
の
が
、
さ
き
に
嚢
行
さ
れ
た
松
井
氏
の
著
書

「
大
菩
薩
連
嶺
」
の
公
刑

二七六

に
よ
つ
て
先
づ

一
段
落
を
告
げ
た
と
い
ふ
課
で
も
あ
る
ま
い
．
澤
，の
名
、

尾
根
の
名
、山
の
名
、
そ
れ
等
に
つ
い
て
も
ま
だ
′
ヽ
穿
鰹
の
餘
地
は
あ
る

だ
ら
う
と
思
ふ
。
私
個
人
と
し
て
は
近
頃
は
所
謂
土
民
測
量
と
い
ふ
も
の

を
極
端
に
や
る
事
を
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
と
考
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

と
い
ふ
の
は
、
上
民
測
量
と
い
ふ
も
の
は
或
る
ひ
と
つ
の
地
方
あ
独
師
や

山
案
内
を
多
勢
つ
れ
て
歩
く
か
、
そ
う
い
ふ
連
中
の
寄
合
ひ
で
も
開
か
な

い
限
り
、　
一
人
や
二
人
の
上
民
を
っ
か
ま
へ
て
聞
き
訊
し
た
と
こ
ろ
で
大

し
た
正
確
さ
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
み
な
ら
ず
、
地
国
に
や
つ

と
存
在
を
認
め
得
る
や
う
な
小
さ
い
澤
の
名
な
ど
を
突
き
と
め
て
み
た
と

こ
ろ
で
山
歩
き
の
上
に
何
物
か
を
齋
ち
す
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

極
喘
に
い
ふ
な
ら
ば
、
少
々
苦
し
い
の
を
我
慢
さ
へ
す
れ
ば
、
ど
こ
か

ら
で
も
登
り
得
る
し
、
ど
こ
か
ら
で
も
下
り
得
る
と
い
ふ
や
う
な
山
々
の

登
路
の
探
求
に
浮
身
を
や
っ
し
た
と
こ
ろ
で
始
ま
ら
な
い
と
い
ふ
氣
も
し

な
い
で
は
な
い
。

霧
の
族
含
と
大
菩
薩
連
嶺
と
雨
者
は
不
可
離
も
の
と
ま
で
考

へ
て
ゐ
た

の
に
、
今
度
の
難
誌
に
そ
の
山
に
開
す
る
記
事
の
見
え
な
い
の
は
た
し
か

に
寂
し
い
。
更
ら
に
′
ヽ
大
菩
薩
連
嶺
に
つ
い
て
同
人
諸
氏
の
踏
査
、
探

求
、
穿
鰹
、
考
證
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。
さ
う
し
て
ま
た
従

来
嚢
表
さ
れ
た
案
内
記
的
な
紀
行
よ
り
も
、
季
節
々
々
に
依
つ
て
憂
化
し

て
や
ま
ざ
る
そ
の
山
の
風
趣
を
窺
ひ
得
る
や
う
な
文
章
に
接
し
た
い
と
思

ふ
。
（藤
島
敏
男
）

岳

聯

報

告
　

１
　

闘
東
學
生
登
山
聯
盟
獲
行

行  嚢  月 十  年   五   和  日召
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昨
秩
十
一
月
華
々
し
く
誕
生
し
た
開
東
學
生
登
山
聯
盟
の
第

一
回
報
告

で
あ
る
。
内
容
は

一
九
二
〇
年
四
月

一
日
か
ら
五
月
末
日
ま
で
の
間
に
加

盟
校
山
岳
部
員
の
途
行
し
た
登
山
の
記
録
と
、
こ
．の
夏
の
各
校
山
岳
部
の

登
山
計
蓋
と
が
主
要
部
分
を
な
し
、
胃
頭
に
岳
聯
報
告
の
意
義
な
る

一
文

あ
り
、
末
尾
に
會
報
を
集
録
し
て
あ
る
。

表
題
の
「
岳
聯
」
な
る
文
字
は
一
盤
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
と
い

ふ
疑
間
が
先
づ
起
つ
た
。
ス
ピ
ー
ド
時
代
と
や
ら
い
ふ
識
の
分
ら
な
い
時

代
に
な
つ
て
も
道
を
歩
く
の
も
の
ろ
′
、
し
て
ゐ
れ
ば
、
電
車
の
乗
り
お

り
も
愚
国
々
々
し
て
ゐ
る
人
間
の
多
い
く
せ
に
、
言
葉
だ
け
は
失
鱈
に
端

折
る
の
が
流
行
す
る
御
回
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
も
何
か
の
ア
プ
レ
ビ
ア

シ
ヨ
ン
に
違
ひ
な
い
が
、
ど
う
も
よ
く
分
ら
な
い
。
開
東
學
生
登
山
聯
盟

と
い
ふ
八
字
の
中
か
ら
ガ
タ
と
レ
ン
と
を
探
し
出
し
て
み
る
と
「學
聯
」と

な
る
や
う
だ
。
し
て
み
れ
ば
「岳
聯
」は
「學
聯
」を
も
じ
つ
た
も
の
だ
ら
う
。

も
つ
と
も
岳
に
登
る
の
は
一
種
の
學
問
か
も
知
れ
な
い
か
ら

「
岳
は
學
に

通
ず
」
と
で
も
言
ふ
の
だ
ら
う
。

主
要
部
分
を
な
す
各
校
の
登
山
記
録
、
登
山
計
蓋
は
従
来
難
誌
「山
岳
」

の
各
學
校
清
息
欄
と
各
校
山
岳
部
報
の
年
報
欄
と
の
あ
ひ
だ
を
ゆ
く
や
う

な
も
の
で
柳
か
物
足
り
な
い
感
が
あ
る
。
こ
ゝ
に
報
告
を
提
出
し
て
ゐ
る

各
校
山
岳
部
は
ど
う
も
材
料
を
出
し
惜
し
ん
で
ゐ
る
や
う
に
も
見
え
る
。

あ
ん
ま
り
詳
細
に
書
い
て
し
ま
つ
て
は
各
自
の
部
報
を
出
す
と
書
に
困
る

之
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
あ
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
之
は
筆
者
の

僻
日
か
も
し
れ
な
い
が
、
部
報
を
持
た
な
い
學
校
は
と
に
か
く
、
ま
だ
自

難
　
　
録
　
　
○
山
岳
岡
書
紹
介

分
達
の
部
報
を
後
生
大
事
に
守
つ
て
ゐ
た
い
氣
分
が
あ
る
や
う
だ
。
い
つ

た
い
學
校
を
背
景
と
し
た
山
岳
部
の
機
闘
難
誌
が
そ
ん
な
に
大
切
な
も
の

か
し
ら
。
學
校
の
部
報
に
な
ら
ば
書
く
が
、
外
の
も
の
に
は
書
き
た
く
な

い
。
部
報
を
堂
々
た
る
も
の
に
し
て
内
外
に
校
威
だ
か
部
威
だ
か
を
磯
揚

し
よ
う
と
い
ふ
気
持
―

そ
ん
な
積
り
は
断
然
と
な
い
と
言
は
れ
、
ば
そ

れ
ま
で

，
ぁ
る
が
―
‐―
が
方
々
に
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
學
校
々
セ
に

よ
つ
て
、
ち
い
さ
い
仲
間
を
担
ね
上
げ
て
、
何
を
す
る
の
も
、
ど
こ
へ
ゆ

く
の
も
仲
間
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
人
達
が
砂
く
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

大
盤
こ
の
日
本
帝
関
と
い
ふ
図
で
は
學
校
色
と
い
ふ
か
學
校
意
識
と
い

ふ
か
、
と
に
か
く
そ
ん
な
も
の
が
い
や
に
濃
厚
過
ぎ
る
。
學
校
に
ゐ
る
あ

ひ
だ
は
も
と
よ
り
、
祀
會
に
出
て
か
ら
も
同
じ
學
校
の
出
身
者
が
、
寄
リ

ア
ヽ
集
合
し
て
は
く
だ
ら
な
い
話
ば
か
り
し
て
ゐ
る
。
何
の
意
味
か
分
ら
‘

な
い
。
學
校
時
代
に
浸
み
こ
ま
さ
れ
た
校
風
の
維
持
で

，
も
あ
る
の
か
。

馬
鹿
々
々
し
き
限
り
で
あ
る
。
し
つ
か
り
し
た
校
風
な
ん
ぞ
の
吹
い
て
ゐ

る
學
校
が
ど
こ
に
あ
る
？
　
ほ
ん
と
う
に
人
間
を
作
る
や
う
な
學
校
が
ど

こ
に
あ
る
？
　
筆
者
が
殊
に
不
景
気
な
學
校
を
出
た
か
ら
、
か
く
感
ず
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
あ
學
校
と
名
の
つ
く
も
の
は
た
い
て
い
似
た
や

う
な
も
の
だ
ら
う
。
そ
ん
な
學
校
の
背
景
を
虎
ノ
子
の
や
う
に
大
切
に
し

て
、
吾
等
は
何
と
か
學
校
の
學
生
な
り
、
何
と
か
學
校
山
岳
部
々
員
な
り

何
と
か
學
校
卒
業
生
な
り
と
か
た
ま
つ
て
ゐ
る
人
間
の
気
が
知
れ
な
い
。

學
校
な
ん
て
も
の
は
、
あ
ん
ま
り
早
く
祗
含
に
出
る
と
山
登
り
も
様
に

二七七
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雑
　
　
録
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

出
来
な
い
か
ら
ま
あ
入
學
し
て
お
か
う
と
い
ふ
位
の
も
の
だ
。
甲
町
か
ら

乙
村
へ
ゆ
く
の
に
便
利
な
乗
合
自
動
車
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
乗
る
と
い
ふ
の

と
大
し
た
違
ひ
は
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
書

い
た
か
ら
と
い
つ
て
、
筆
者

は
断
じ
て
、
學
校
を
無
説
し
て
い
ヽ
と
も
、
近
頃
流
行
の
ア
ヂ
ピ
ラ
と
や

ら
い
ふ
小
魚
の
名
み
た
い
な
も
の
を
ま
い
て
學
校
騒
動
を
や
る
の
を
い
ヽ

と
も
言
ふ
の
で
は
な
い
。
そ
ん
な
暇
が
あ
る
な
ら
、
近
頃
の
人
達
は
あ
ん

ま
り
趣
味
と
し
て
と
ら
な
い
ら
し
い
が
、
ヤ
ブ
山
―

ど
こ
の
山
か
筆
者

は
知
ら
ず
―
―

へ
で
も
出
掛
け
た
ら
よ
さ
さ
う
な
も
の
だ
と
思
ふ
ば
か
り

だ
。學

校
の
背
景
を
棄
て
ら
れ
な
い
人
間
は
、
ひ
と
り
で
道
中
の
で
き
な
い

奴
か
、　
一
人
道
中
が
お
そ
ろ
し
い
奴
に
限
ぎ
ら
れ
る
。
と
い
つ
て
も
何
も

「
単
獨
行
」
を
隆
盛
な
ら
し
め
よ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
矢
鱈
と
単
獨
登
山

が
流
行
し
て
遭
難
が
績
出
し
た
り
、
日
本
山
岳
會
問
責
国
が
輩
出
し
た
り

す
る
と
た
ゞ
さ
へ
あ
ん
ま
り
静
か
で
な
い
世
の
中
が
更
に
騒
然
と
し
て
き

て
や
り
き
れ
な
く
な
る
か
ら
岳

へ
登
る
の
は
、
心
か
ら
な
る
友
逹
と
ゆ
か

う
と
、
隊
を
組
ん
で
足
並
揃
へ
て
押
し
だ
さ
う
と
御
自
由
で
あ
る
が
、
要

す
る
に
こ
ん
な
駄
文
を
書
い
た
の
は
、
各
學
校
の
山
岳
部
が
各
々
學
校
意

識
を
も
う
少
し
緩
和
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
岳
聯
報
告
の
内
容
は
中
々
よ
く

な
る
ま
い
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

記
録
の
内
容
を
見
る
に
、積
彗
期
の
高
崚
山
脈
の
多
く
を
合
み
、
ま
た
東

京
か
ら
近
い
低
山
ｔ
抄
か
ら
ず
記
載
さ
れ
、
そ
の
範
回
は
頗
る
廣
い
。
こ

れ
に
よ
る
と
遊
技
的
登
山
を
高
唱
し
、
一具
正
な
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
を
以
て

一天

自
任
し
て
ゐ
る
連
中
も
、
時
に
は
ザ
イ
ル
や
シ
ユ
タ
イ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
必

要
と
し
な
い
山
々
に
登
る
も

の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ヤ
プ
の
茂
っ
て
ゐ
さ
う
な
山
に
も
登
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
か
う
な
る

と
、
口県
正
な
る
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
と
然
ら
ぎ
る
も
の
と
の
Ｅ
別
は
極
は
め
て

漠
然
と
し
て
木
る
。
員
正
な
る
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
と
泡
沐
登
山
家
―
―
こ
の

語
の
責
義
を
は
つ
き
り
と
把
握
し
得
な
い
が
、
こ
れ
も
或
は
筆
者
が
そ
の

部
類
に
用
し
て
ゐ
る
た
め
か
も
し
れ
ぬ
―
―
と
を
何
も
事
々
し
く
峻
別
す

る
必
要
は
な
い
や
う
に
思
ふ
。「
報
告
」
の
記
録
欄
を
見
た
と
き
に
ふ
と
こ

ん
な
事
が
頭
に
浮
ん
だ
。

夏
季
計
書
欄
は
賓
に
販
か
で
あ
る
。
加
盟
校
全
部
を
網
羅
し
て
ゐ
な
く

て
も
中
々
盛
澤
山
で
あ
る
ｃ　
一
人

一
隊
と
い
ふ
や
う
な
の
は
あ
る
に
し
て

も
少
い
だ
ら
う
か
ら
大
憂
な
人
敷
に
上
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
彩
し
い
登
山

隊
が
殆
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
繰
出
す
の
で
は
夏
山
の
に
ぎ
は
ひ
さ
ぞ
や

と
想
像
さ
れ
る
。

各
校
の
計
蓋
に
出
残
期
日
の
記
入
し
て
な
い
の
は
ど
う
い
ふ
も
の
だ
ら

う
。
山
小
合
で
鮨
詰
め
に
な
る
不
楡
快
を
避
け
る
た
め
に
も
、
天
幕
を
張

る
場
所
に
困
る
や
う
な
目
に
含
は
な
い
た
め
に
も
、
各
校
山
岳
部
は
計
蓋

嚢
表
と
同
時
に
出
発
期
日
、
滞
在
日
数
の
大
盤
を
協
定
し
嚢
表
す
べ
き
で

は
あ
る
ま
い
か
。
天
候
・隊
員
の
都
合
等
で
憂
更
さ
れ
る
に
し
て
も
、
こ
の

協
定
は
確
か
に
必
要
だ
と
思
は
れ
る
。
ま
さ
か

「今
夏
最
初
の
何
々
山
脈

縦
走
」
と
い
ふ
や
う
な
記
録
を
作
ら
ん
が
た
め
に
出
資
日
の
公
表
を
避
け

た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
各
季
登
山
計
書
獲
表
の
際
に
は
殊
に
こ
の
協
定
の

π可百
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必
要
が
痛
感
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

岳
聯
報
告
は
第

一
続
を
世
の
中
に
途
り
出
し
た
。
今
後
そ
の
形
態
ｏ
内

容
が
ど
ん
な
に
憂
化
し
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
大
な
る
興
味
を
持
ち
つ
、
ま

た
そ
の
順
調
な
る
嚢
展
を
希
望
し
つ
ゝ
、
筆
者
は
こ
の
す
く
な
か
ら
ず
脱

線
氣
味
な
批
評
を
経
は
る
こ
と
、
す
る
ｃ
　

（藤
島
敏
男
）

山
を

行

く

　
高
畑
棟
材
氏
著

昭
和
五
年
六
月

東
京

朋
文
堂

発
行
四
六
版
　
五
〇
六
頁
　
定
債
式
園
五
拾
錢
。

會
員
高
畑
氏
の
近
著
で
あ
る
。
折
り
′
ヽ
雑
誌

「
山
岳
」
に
残
表
せ
ら

れ
る
紀
行
或
は
考
證
を
通
じ
て
、
非
常
に
員
面
目
に
そ
し
て
ま
た
静
か
に

山
歩
き
を
さ
れ
る
こ
と
に
砂
か
ら
ず
敬
服
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ま

こ
の
書
を
手
に
し
て
著
者
の
足
跡
が
、
た
と
ヽ
東
京
を
中
心
と
し
て
二
三

日
行
程
の
範
国
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
い
へ
、
非
常
に
廣
く
及
ん
で
ゐ
る

の
に
一
驚
を
喫
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
著
者
は
本
書
に
枚
め
ら
れ
た
る
以

外
に
、
よ
り
高
さ
山
々
に
登
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
は
思
ふ
が
、
こ
の
書
の

合
む
と
こ
ろ
と
い
ヽ
ど
も
之
を
探
ら
ん
と
す
れ
ば
少
か
ら
ぬ
歳
月
を
要
す

る
で
あ
ら
う
。

考
古
癖
、
讃
書
癖
を
多
分
に
持
つ
て
ゐ
ら
れ
る
ら
し
い
著
者
は
古
今
の

文
献
を
丹
念
に
渉
猟
し
て
、
文
中
到
る
所
に
該
博
な
る
引
照
を
行
つ
て
あ

る
。
ま
た
丹
念
な
所
謂
土
民
測
量
を
や
つ
て
山
の
名
谷
の
名
澤
の
名
を
詳

細
に
調
べ
上
げ
て
あ
る
。

日
本
の
低
い
山
を
歩
く
者
の
行
き
方
と
し
て
確
か
に
或
る
ひ
と
つ
の
方

向
を
示
し
て
ゐ
る
と
も
い
へ
や
う
。
低
い
山
々
は
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
や

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

う
な
峻
歳
さ
を
も
つ
て
ゐ
な
い
代
り
に
、
ふ
る
く
か
ら
そ
れ
ら
の
山
は
ヘ

間
と
溌
か
ら
ぬ
交
渉
を
も
つ
て
み
た
に
違
ひ
な
い
の
だ
。
そ
こ
に
低
い
山

を
歩
く
こ
と
の
面
白
味
が
あ
る
と
思
ふ
。
本
書
を
讀
む
と
ひ
と
き
は
そ
れ

が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
ゞ
私
の
本
書
に
封
す
る
希
望
と
し
て
は
、
紀
行
、
記
録
、
考
證
と
こ

の
三
者
を
打
つ
て
一
九
と
せ
ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｅ
分
し
て
叙
述
さ
れ
て
は

ど
う
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
赤
城
大
沼
の
畔
に
放
牧
さ
れ
る
牛
の

群
を
叙
し
て
あ
る
文
の
す
ぐ
次
ぎ
に
「
上
野
名
跡
志
」
か
ら
赤
城
外
輪
山

の
主
峯
黒
檜
山
に
開
す
る
項
を
引
い
て
あ
る
や
う
な
の
は
讀
者
の
興
味
を

中
断
し
て
し
ま
ふ
傾
が
あ
る
。
ま
た
本
書
に
拳
げ
ら
れ
た
山
に
さ
ゝ
や
か

な
山
族
を
試
み
ん
と
す
る
者
が
、
出
嚢
前
に
大
畿
の
行
程
所
要
時
間
等
を

知
ら
ん
と
す
る
も
、
そ
の
目
的
の
山
に
開
す
る
項
を
丹
念
に
讀
ま
な
け
れ

ば
要
領
を
得
な
い
と
い
ふ
の
は
、
た
と
へ
本
書
が
案
内
記
と
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
や
、
不
便
を
感
ず
る
や
う
に
も
、思
は
れ
る
。

最
後
に
、
こ
の
や
う
に
廣
い
範
国
に
亘
つ
て
山
族
を
さ
れ
る
著
者
、
そ

う
し
て
ま
た
國
木
口
獨
歩
の
「
自
然
概
」
を
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
推

し
て
文
學
方
面
に
も
深
い
造
詣
を
有
せ
ら
れ
る
と
想
は
れ
る
著
者
、
そ
の

著
者
か
ら
、
の
ん
び
り
と
ゆ
つ
た
り
し
た
気
持
で
さ
ま
よ
ひ
歩
く
こ
と
の

で
き
る
日
本
の
低
い
山
々
の
獨
特
な
持
ち
味
に
封
し
て
深
味
の
あ
る
感
想

を
き
ヽ
た
い
と
思
ふ
こ
と
を
こ
ゝ
に
附
け
加
へ
て
お
く
。

書
中
吹
む
る
と
こ
ろ
の
篇
一具
の
大
部
分
は
吾
國
に
於
け
る
山
岳
篇
員
の

理
論
並
び
に
賓
際
に
開
し
て
定
評
あ
る
大
家
の
作
品
で
あ
る
か
ら
素
晴
し

二七カ
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行  嚢  月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

い
出
来
榮
の
も
の
ば
か
り
、
批
評
の
餘
地
も
あ
る
ま
い
。

装
訂
の
ク
ロ
ー
ス
、
春
の
金
文
字
は
雨
者
と
も
無
難
で
あ
る
が
、
表
紙

に
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ト
ウ
ー
ル
で
押
し
て
あ
る
固
柄
は
な
い
方
が
い
ヽ
と
思

ム

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
争
ふ
　
カ
ア
ル
・
ヘ
ン
ゼ
ル
作
、書
上
喜

太
郎
講
。

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
初
登
攀
を
題
材
と
せ
る
事
賓
小
説
。
飢
識
は
會
員

書
上
氏
の
手
に
な
る
。
由
来
マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
初
登
攀
は
イ
エ
ー
ガ
ー

レ
ー
ナ
ー
の
小
説
や
フ
ア
ン
ク
の
フ
イ

ル
ム
で
思
ふ
存
分
無
遠
慮
に
且

つ
げ
す
に
弄
ば
れ
て
来
た
。
ア
メ
リ
カ
ま
が
ひ
の
懸
愛
物
語
や
、
リ
フ
エ

ル
ホ
ル
ン
の
田
舎
者
お
ど
か
し
の
ク
レ
ツ
テ
ラ
イ
に
こ
り
た
ヽ
し
て
来
た

人
で
、
此
の
本
の
標
越
を
見
て
又
か
と
琴
愛
し
な
い
人
は
少
か
つ
た
に
相

異
な
い
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
つ
た
．
併
し
烏
水
氏
の
序
文
の
中
で
逃
ベ

ら
れ
て
居
る
如
く
、
此
の
書
は
之
等
の
興
太
物
と
趣
き
を
異
に
す
る
。
誠

に
之
丈
け
の
事
貧
を
積
み
上
げ
た
ヘ
ン
ゼ
ル
は
可
な
り
詳
し
く
此
の
方
面

の
歴
史
を
調
べ
た
人
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
は
、

一
讀
し
た
後
に
第

一
に
自

分
の
拾
ひ
上
げ
得
た
印
象
で
あ
る
。
か
、
る
叙
述
に
有
り
勝
ち
な
誇
張
や

無
知
か
ら
の
破
綻
の
な
い
事
が
何
よ
り
も
気
持
が
い
ゝ
。
由
木
、
三
日
月

が
逆
に
山
の
端
に
入
る
が
如
き
珍
景
を
物
し
た
り
す
る
の
は
縮
か
き
に
限

つ
た
事
で
は
な
い
。
山
登
り
を
し
て
居
る
人
が
山
の
事
を
書
き
乍
ら
．
思

は
ぬ
感
違
ひ
を
す
る
事
も
な
い
で
は
な
い
。
ヘ
ン
ゼ
ル
の
本
に
は
か
ヽ
る

快
陥
が
な
い
。
併
し
率
直
に
い
へ
ば
何
虚
と
な
く
ダ
ル
な
感
じ
が
す
る
。

二ん
０

尤
も
之
は
原
文
を
讀
ま
な
い
人
間
の
恣
に
日
に
す
る
を
許
さ
れ
ぎ
る
貼
で

あ
ら
う
が
。
大
償
事
責
小
説
と
い
ふ
様
な
言
葉
そ
の
物
が
相
矛
盾
す
る
二

つ
の
概
念
を
無
理
に
結
び
つ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
併
し
之
亦
門

外
漢
が
勝
手
に
は
い
た
熱
散
、
謂
は
ゞ
盲
蛇
に
お
ぢ
ぎ
る
の
甚
し
き
も
の

か
も
知
れ
な
い
。
要
す
る
に
一
人
の
山
岳
人
と
し
て
、
私
は
依
然
と
Ｌ
て

特
別
の
感
興
を
も
つ
て
ウ
イ
ム
パ
ー
や
ギ
ド
レ
イ
や
テ
イ
ン
グ
ル
を
繰
返

Ｌ
緒
く
事
を
や
め
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
資
料
と
し
て
な
ら
ば
矢
張
リ

モ
ン
タ
ン
ド
ン
、デ
ユ
ピ
ー
雨
氏
が
Ｓ
ｏ
Ａ
ｏＯ
の
デ
イ
・
ア
ル
ペ
ン
に
載
せ

た
や
う
な
純
棒
の
研
究
を
よ
り
多
く
の
開
心
を
も
つ
て
讀
む
こ
と
で
あ
ら

う
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
此
の
書
に
於
て
ウ
イ
ム
パ
ー
の
時
代
の
山
登
り
の

世
界
や
空
気
が
此
の
物
語
の
背
景
と
し
て
、
又
あ
れ
程
特
殊
な
魔
力
を
も

つ
ツ
エ
ル
マ
ツ
ト
や
ブ
ル
イ
ル
の
谷
が
、
そ
し
て
そ
れ
の
間
に
横
は
る
山

々
が
そ
れ
の
舞
蔓
と
し
て
、
本
営
に
浮
彫
り
さ
れ
て
ゐ
な
い
事
を
惜
し
い

と
思
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
柵
澤
に
は
少
か
ら
ぬ
苦
心
の
跡
が
窺
は
れ
る
一

地
名
人
名
等
に
も
随
分
注
意
が
さ
れ
た
様
に
思
は
れ
る
。
た
ゞ
リ
ツ
ヘ
ル

ア
ル
プ
、
コ
ン
ピ
ン
、
リ
ユ
ス
カ
ム
な
ど
は
再
版
の
時
に
訂
正
さ
れ
る
事

と
切
望
し
て
己
ま
な
い
。「
あ
な
た
是
非
い
ら
つ
し
や
い
よ
．
ウ
イ
ン
パ
ー

さ
ん
！
」

（
七
〇
頁
）
等
と
い
ふ
所
も
何
と
か
改
良
の
餘
地
が
あ
り
さ
う

に
思
は
れ
る
が
、
勿
諭
自
分
に
は
改
善
案
は
な
い
。
有
名
な
カ
ア
ン
ル
の

最
期
の
一
節
で
、
マ
ク
ニ
ア
ツ
の
息
子
が
、
い
っ
た
と
偉

へ
ら
れ
て
ゐ
る

Ｑ
・″ｌ

ｏ
Ｈ

口
０
“
中

で
認

”
ｏ
日

ぴ
０
一
日

ｏ
諄

日

ｏ
諄

　̈

と

い

ふ

言

葉

が

若

し

日

本

語
の
様
に
原
文
に
書
か
れ
て
居
る
の
な
ら
ば
、
ヘ
ン
ゼ
ル
の
考
ひ
違
ひ
で
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続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
一
人
買
）
。
挿
結
は
多
く
ウ
イ
ム
パ
ー
の
ス
ク
ラ

ム
ブ
ル
ス
か
ら
韓
載
せ
ら
れ
て
あ
る
。
た
ゞ
ホ
テ
ル
・
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
の

前
の
窟
員
の
中
の
人
物
に
つ
い
て
の
説
明
が
全
く
快
け
て
ゐ
る
こ
と
が
、

そ
の
結
の
挿
入
を
殆
ん
ど
無
意
味
に
し
て
ゐ
る
こ
と
も
惜
し
玉
れ
る
。

（松
方
三
郎
）

針

葉

樹

　

第

二
琥

　

東
京
商
科
大
學
上

橋
山
岳
部

記
録
七
一
頁
記
文

一
六
八
頁
難
記
三
八
頁
。
記
録
は
二
部
に
分
ち

一
九

二
八
年
十
一
月
よ
り
の
一
ケ
年
、
及
び

一
九
二
九
年
十

一
月
よ
り
本
年
五

月
に
至
る
部
員
登
攀
の
記
録
を
載
録
す
。
紀
文
、「
山
の
個
性
」
浦
松
、「
一

月
の
槍
平
と
槍
ケ
岳
」
手
塚
↓
大
武
川
よ
り
大
井
川
東
俣

へ
」
高
瀬
、「赤

石
岳
、
聖
岳
」
園
山
、「
東
北
朝
日
連
峰
難
記
」
小
川
、「
武
筆
山
と
共
の
附

近
」
吹
原
、「
守
門
山
ス
キ
ー
行
」
開
。

記
録
を
開
巻
第

一
に
持
つ
て
行
つ
た
事
は
記
録
の
重
要
性
を
認
め
て
の

事
で
あ
ら
う
。
此
の
種
の
刑
行
物
に
は
誠
に
相
應
し
い
試
み
で
あ
る
．
思

ひ
切
っ
て
二
段
組
位
に
し
て
詰
め
て
組
ん
だ
ら
も
つ
と
緊
っ
た
感
じ
を
興

へ
て
よ
く
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。
記
録
の
目
次
は
一
層
詳
細
に
し
て
一
ケ

所
に
纏
め
て
掲
げ
ら
れ
て
居
る
と
我
々
に
は
有
難
い
。

・
ど
う
せ
部
分
の
一
般
讃
者
の
多
く
は
山
に
入
る
前
に
泥
組
を
や
る
の
で

あ
る
か
ら
、
記
録
全
般
に
亘
つ
た
山
の
名
前
の
番
付
が
記
録
の
目
次
の
中

に
で
も
漏
れ
な
く
載
つ
て
居
る
と
非
常
に
助
か
る
と
思
ふ
。
記
録
の
あ
と

で
紀
文
に
来
る
と
何
と
な
く
中
途
牛
端
な
感
じ
を
う
け
る
。
記
録
の
中
に

吸
収
出
来
る
部
分
を
も
う
少
し
記
録
中
の
説
明
の
方
に
廻
す
事
は
出
来
な

難
　
　
報
　
　
○
山
岳
回
書
紹
介

い
だ
ら
う
か
。
記
録
に
あ
れ
丈
け
の
重
心
が
置
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
特
に

さ
う
で
あ
る
。
難
記
と
記
録
に
換
み
打
ち
を
食
つ
て
、
紀
文
は
何
と
な
く

蔭
が
う
す
い
。
全
性
を
通
じ
て
の
印
象
か
ら
云
へ
ば
、
新
し
い
方
向
へ
向

は
ん
と
試
み
つ
ヽ
も
何
虎
か
過
去
の
仕
亦
り
に
執
着
し
た
跡
が
見
え
る
。

之
は
、
併
し
、
将
来
自
ら
整
理
せ
ら
れ
て
行
く
事
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し

て
も
記
録
は
記
録
と
し
て
紀
文
は
紀
文
と
し
て
一
居
そ
の
色
彩
を
明
瞭
に

し
て
行
く
事
が
出
来
た
ら
資
料
と
し
て
も
讀
物
と
し
て
も
大
々
に
一
層
値

打
が
増
す
こ
と
で
あ
ら
う
。
紀
文
そ
の
物
の
内
容
に
つ
い
て
は
自
分
は
多

く
語
る
資
格
を
も
た
な
い
。
又
そ
れ
丈
け
に
特
殊
の
興
趣
を
以
て
讀
ん
だ

の
で
も
あ
る
が
、
今
は
、
只
管
ら
に
辮
本
の
嚢
展
を
話
り
乍
ら
盲
評
の
筆

を
濶
く
。
（松
方
二
郎
）

エ
ヴ

エ

レ

ス
ト
登

山
記

　

（
田
邊
主
計
氏
課
）

サ
ア
ｏフ
ラ
ン
シ
ス
・
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
の
ぃ日
Ｆ
Φ
国
〓
いｏ
Ｏい
〓
０
●
口
゛

曰
く
ΦＨ８
電
が
初
め
て
出
版
さ
れ
た
の
は
千
九
百
二
十
六
年
で
あ
つ
た
。
こ

の
書
は
序
文
に
も
あ
る
通
り
千
九
百
二
十

一
年
、
二
十
二
年
、
二
十
四
年

の
前
後
三
回
に
亘
る
ェ
ヴ
エ
レ
ス
ト
遠
征
の
記
録
書
三
巻
を

一
冊
に
纏
め

た
も
の
で
あ
る
。
私
は
宙
時
既
に
三
巻
の
大
冊
を
ぎ
つ
と
限
を
週
し
て
、

貴
際
の
登
攀
の
衝
に
賞
つ
た
人
々
の
手
記
に
親
し
ん
で
ゐ
た
。
だ
か
ら
賓

の
と
こ
ろ
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
の
新
著
に
大
し
た
期
待
を
か
け
て
ゐ
な
か

つ
た
。
し
か
し
出
版
さ
れ
る
と
同
時
に
こ
の
書
を
手
に
し
て
賞
に
感
激
し

た
。
殊
に
第

一
章
の
「
ニ
ヴ
エ
レ
ス
ト
登
攀
の
理
想
」
な
る
章
句
を
讃
ん

元
一
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行  嚢  月
‐卜  年  五  和  日召

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

で
、
人
は
何
故
に
山
に
登
る
か
と
云
ふ
問
題
に
開
し
、
こ
れ
ぐ
ら
ゐ
私
自

身
に
は
つ
き
り
と
教
へ
て
奥
れ
た
人
は
他
に
な
か
っ
た
。
世
間
に
は
山
岳

征
服
と
か
、
攻
撃
と
い
つ
た
言
葉
を
極
端
に
毛
嬢
ひ
す
る
人
が
あ
る
。
し

か
し
さ
う
し
た
人
で
も
、
こ
の
一
章
を
讀
め
ば
如
何
に
そ
の
字
句
の
晏
営

で
あ
る
か
を
首
肯
す
る
で
あ
ら
う
。「山
は
如
何
に
高
く
と
も
、人
は
、
よ
リ

高
く
自
ら
の
精
神
を
高
揚
せ
し
め
、
そ
し
て
途
に
山
頂
を
足
下
に
踏
み
従

へ
ね
ば
お
か
な
い
」と
い
ふ
思
想
は
、
エ
ヴ
エ
ン
ス
ト
登
攀
に
の
み
特
に
感

ぜ
ら
れ
る
事
で
は
な
く
、
世
界
登
山
史
を
維
貫
す
る
偉
統
で
あ
る
。
原
著

者
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
の
事
は
管
々
Ｌ
く
説
く
ま
で
も
な
い
が
、
氏
は
徹

頭
徹
尾
熱
情
の
人
で
あ
り
、
意
志
の
人
で
あ
り
、
そ
の
癖
記
述
は
飽
く
ま

で
冷
静
に
、
透
徹
し
て
あ
る
。
し
か
も
素
朴
簡
潔
、
秩
序
整
然
た
る
筆
致

は
、
単
純
な
る
も
の
こ
そ
最
も
難
厳
で
あ
る
こ
と
を
如
賓
に
示
し
て
ゐ

る
。
し
か
も
時
々
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
の
山
頂
に
捲
上
げ
る
吹
雲
の
雲
煙
の
や

う
に
冷
た
い
火
花
を
爆
嚢
せ
し
め
る
。著
者
は
人
も
知
る
如
く
、
エ
ヴ
エ
レ

ス
ト
登
山
計
書
の
中
心
人
物
と
し
て
第
一
回
に
は
委
員
長
の
重
任
を
負
ふ

て
ゐ
た
。
そ
し
て
有
名
な
酸
素
補
給
使
用
の
反
封
論
者
で
あ
つ
た
。
氏
の

意
見
は

「酸
素
補
給
器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
絶
封
に
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
の
登

頂
が
不
可
能
と
い
ふ
の
な
ら
ば
使
用
し
て
も
好
い
、
ま
た
ブ
ラ
ン
デ
イ
の

如
く
気
付
ま
た
は
昂
奮
剤
と
し
て
警
薬
代
用
品
と
し
て
携
行
す
る
の
な
ら

ば
解
さ
れ
る
。
併
し
酸
素
を
補
給
し
な
く
て
も
、
ア
ク
リ
マ
チ
ゼ
ェ
ー
シ

ヨ
ン
に
よ
り
瞭
か
に
登
高
可
能
が
證
明
さ
れ
て
ゐ
る
に
拘
ら
ず
、
政
て
使

用
を
主
張
す
る
人
々
の
気
が
知
れ
ぬ
」
と
い
ふ
の
で
、
決
し
て
頭
ご
な
し

ニハ
ニ

に
反
封
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
氏
の
登
山
思
想
の
根
本
は

「
人

は
自
ら
の
足
を
、　
一
歩

一
歩
大
地
に
踏
み
付
け
て
攀
る
と
こ
ろ
に
絶
封
的

の
債
値
が
あ
る
…
…
…
謂
は
ゆ
る
科
學
的
の
補
助
な
ど

一
切
使
用
し
な
い

で
」
と
い
ふ
に
あ
る
。
然
る
に
第
二
回
の
遠
征
に
際
し
て
も
再
び
酸
素
補

給
器
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
も
そ
れ
を
承
認
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
破
目
に
な
つ
た
。
Ｌ
か
も
最
も
運
命
的
な
こ
と
は
、従
来
酸
素

補
給
に
大
反
封
で
あ
つ
た
マ
ロ
リ
‥
が
、
ア
ー
ヴ
イ
ン
と
共
に
酸
素
補
給

器
を
携
行
し
て
最
後
の
登
攀
を
政
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
置
か
れ
た
。

そ
し
て
マ
ロ
リ
ー
自
身
は
、
そ
の
絶
筆
と
な
つ
た
第
六
キ
ヤ
ム
プ
か
ら
の

通
信
中
に
も
酸
素
補
給
器
の
こ
と
を

「
忌
々
し
い
厄
介
物
」
だ
と
零
し
て

ゐ
た
の
だ
つ
た
。
そ
し
て
二
人
は
、
地
上
最
高
所
の
氷
と
岩
の
荒
原
に
突

入
し
た
の
だ
つ
た
。

私
は
餘
り
に
原
書
に
つ
い
て
多
く
を
語
り
過
ぎ
た
。
田
邊
氏
の
澤
は
賞

に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
翻
課
な
ど
に
つ
い
て
何
も
語
る
費
格

の
な
い
私
で
は
あ
る
が
、
あ
の
簡
潔
、
平
易
し
か
も
熱
と
力
の
温
れ
た
難

重
な
原
文
の
勢
ひ
が
極
め
て
し
つ
く
り
と
出
て
ゐ
る
。
い
つ
た
い
獅
課
は

原
文
の
ス
タ
イ
ル
を
出
す
と
い
ふ
こ
と
が
最
も
難
か
し
い
。
田
邊
氏
の
課

は
直
課
の
型
を
と
つ
て
ゐ
な
が
ら
、
し
か
も
ス
タ
イ
ル
が
好
く
現
は
れ
て

ゐ
る
。
最
初
の
一
二
章
を
讀
ん
だ
時
に
は
、
少
し
く
力
が
快
け
て
ゐ
る
や

う
に
思
は
れ
た
が
、
頁
を
繰
る
に
従
っ
て
油
が
乗
つ
て
来
て
、
勢
ひ
好
く

課
さ
れ
て
ゐ
る
氣
が
し
た
。
只
虎
々
、
餘
り
に
原
文
に
忠
賞
な
ら
ん
と
し

た
た
め
に
、
讀
者
を
些
つ
と
惑
は
す
や
う
に
思
は
れ
る
箇
虚
が
な
い
で
も
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な
い
。
例

へ
ぱ
三
八
二
頁
の
「
彼
が
第
六
キ
ヤ
ム
プ
に
着

い
た
時
に
は
烈

風
も
瓜
ぎ
去
つ
て
、
間
も
な
く
ノ
ー
ス
・
フ
エ
イ
ス
は
全
面
陽
光
を
浴
び

る
や
う
に
な
つ
た
」
と
あ
る
箇
虎
は
、「第
六
キ
ヤ
ム
プ
に
蹄
り
着
い
た
時

に
は
」
と
し
た
方
が
解
り
易
い
と
思
ふ
。
も
ち
ろ
ん
私
自
身
も
原
文
を
讀

ん
だ
時
に
大
い
に
惑
は
さ
れ
た
の
だ
つ
た
。
そ
し
て
直
ぐ
前
の
三
八
一
頁

に
は

「
第
六
キ
ヤ
ム
プ
ヘ
進
ん
で
行
つ
た
。
二
時
頃
そ
こ
に
着
い
た
時
に

は
雲
が
降
り
初
め
て
風
も
増
し
た
」
と
あ
る
の
と
こ
ん
が
ら
が
る
庭
れ
が

あ
り
は
し
な
い
か
。
何
故
私
が
こ
ん
な
事
を
云
ふ
か
と
い
ふ
と
、
費
は
第

二
回
目
の
遠
征
記
を
讀
ん
だ
時
に
、
登
攀
者
の
配
置
に
つ
い
て
一
々
キ
ヤ

ム
プ
の
番
脱
と
登
攀
者
の
名
を
紙
片
に
書
い
て
、
日
附
と
時
間
で
研
究
し

た
事
が
あ
る
。
そ
の
際
大
い
に
苦
ん
だ
紹
験
が
あ
る
の
で
、
く
だ
ら
な
い
事

で
は
あ
る
が
気
付
い
た
儘
を
告
自
す
る
課
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
私
は
こ

の
名
著
に
封
し
こ
の
名
課
が
出
版
さ
れ
た
と
い
ふ
事
は
単
に
山
岳
人
の
喜

び
許
ｔｌ
で
な
く
、
探
険
登
山
と
は
何
う
い
ふ
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
困
難

と
こ
れ
を
挑
撃
し
て
進
む
不
撓
不
屈
の
精
神
力
の
必
要
な
事
を
知
る
上
に

お
い
て
も
、　
一
般
祀
含
人
の
是
非

一
讀
す
べ
き
書
で
あ
り
、
ま
た
賞
際
に

讀
ん
で
誰
で
も
感
激
さ
せ
ら
れ
る
名
著
で
あ
る
。
（第

一
書
房
定
債
二
日
五

十
錢
）

（藤
本
九
二
）

「
山
の
博
読
　
日
本
ア
ル
プ
ス
編
」

青
木
純
二
氏
著
、
昭
和
五
年
七
月
、
東
京
、Ｔ
未
出
版
祀
、

登
回
五
拾
錢
。

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

日
本
ア
ル
プ
ス
地
方
に
於
け
る
偉
説
を
集
め
た
と
い
ふ
の
に
興
味
を
そ

ゝ
ら
れ
て
、
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
に
か
く
八
月
の
あ
る
凍
脅
、

卒
讀
し
た
と
こ
ろ
、
讀
ん
だ
以
上
何
か
書
け
と
の
藤
島
君
の
命
に
従
つ
て

生
れ
た
の
が
、
こ
の
讀
後
感
め
い
た
も
の
で
あ
る
．
最
初
に
あ
た
つ
て
、

著
者
へ
の
非
祀
は
豫
め
お
詫
び
し
て
置
く
。

こ
ゝ
数
年
末
、
民
俗
俸
説
等
に
封
す
る
開
心
が
高
ま
つ
た
せ
い
か
、
之

が
書
物
の
刊
行
が
多
く
な
つ
た
の
は
争
は
れ
ぬ
。
自
分
達
の
住
む
島
帝
國

を
め
ぐ
つ
て
膨
済
た
る
世
相
憂
化
の
波
浪
に
浚
は
れ
て
、
永
い
年
月
田
舎

の
人
達
に
よ
り
保
た
れ
て
き
た
習
俗
、
藝
術
、
偉
説
の
類
が
清
滅
し
て
し

ま
ふ
惧
が
あ
る
故
に
、
今
の
う
ち
に
方
途
を
講
じ
て
何
等
か
の
形
に
於
て

始
し
て
置
き
た
い
と
い
ふ
望
み
か
ら
、
自
ら
生
れ
た
結
果
で
あ
ら
う
か
。

我
々
の
細
長
い
國
土
に
育
て
ら
れ
た
民
俗
惇
説
は
地
の
南
北
に
よ
り
ヽ

或
は
山
村
と
水
郭
と
の
相
違
に
よ
つ
て
、
各
々
異
色
を
墨
す
る
で
あ
ら
う

氣
が
す
る
が
、
必
ず
し
も
さ
う
で
は
な
く
、
多
く
の
共
通
の
も
の
を
持
つ

と
い
ふ
意
外
に
骸
く
の
で
あ
る
。
更
に
地
域
を
限
つ
た
此
書
を
通
讀
し
て

み
て
も
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
不
思
議
と
感
ず
る
の
は
、
か
の
峻
嶺
幽
谷

を
背
景
に
し
た
信
飛
地
方
に
俸
へ
ら
る
、
日
碑
憚
説
が
、
我
回

一
般
と
歩

調
を
同
じ
く
し
て
、
別
段
面
目
を
殊
に
せ
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
山
そ
れ
自
盤

に
開
す
る
も
の
が
貧
蒻
な
事
で
あ
る
。
登
山
者
の
身
に
と
つ
て
は
、
砂
か

ら
ず
落
莫
の
情
を
覺
え
る
が
こ
の
山
國
で
こ
の
淋
し
さ
を
味
は
ね
ば
な
ら

ぬ
と
は
、
ど
う
い
ふ
繰
由
か
ら
で
あ
ら
う
か
●
そ
の
道
の
人
々
は
夫
々
に

考
を
め
ぐ
ら
し
解
説
を
興
へ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
が
、
失
張

「俸
説
が
主
と

元
三
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行 妻 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
岡
書
紹
介

し
て
不
野
の
産
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
山
が
自
ら
語
つ
た
も
の
で
な

い
か
ら
」
で
あ
ら
う
か
パ
柳
田
氏
序
文
の
一
節
）

従
来
文
字
と
な
つ
た
偉
説
集
其
他
に
、
山
の
偉
説
が
散
見
さ
れ
る
が
、

多
ぐ
は
書
物
か
ら
抜
か
れ
た
も
の
で
、
山
に
生
活
す
る
人
達
か
ら
親
し
く

語
ら
れ
た
も
の
は
、
数
多
く
な
い
や
う
で
あ
る
。
あ
の
尾
根
を
攀
ぢ
、
こ

の
谷
を
湖
つ
て
登
ら
ぬ
山
と
て
は
な
い
此
頃
に
、
殆
ど
山
の
偉
説
は

「
探

集
」
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
探
集
者
の
出
現
を
斯
界
は
鶴
首
し

て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
ま
だ
機
會
が
到
来
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

か
う
い
ふ
時
、
青
木
氏
の
書
物
が
世
に
出
た
の
で
あ
る
。
早
天
の
雲
寛

で
あ
る
か
否
か
。
先
づ
畿
裁
は
四
六
版
、
非
水
氏
の
手
に
な
る
自
布
の
装

慎
、
本
文
三
一
〇
頁
、
窮
員
版
四
葉
挿
入

（内
二
葉
の
説
明
は
首
肯
出
来

ぬ
が
、
新
種
の
も

の
に
焼
や
槍
の
篤
員
は
蛇
足
で
あ
る
）
。
巻
頭
に
柳
田

関
男
氏
が
序
文
を
寄
せ
て
、
山
の
偉
説
に
就
て
一
通
り
の
考
説
を
述
べ
て

あ
る
が
、
饉
々
十
頁
程
に
過
ぎ
な
い
が
面
白
い
と
思
ふ
。
感
傷
的
な
自
序

二
頁
の
後
に
、
本
文
を
南
北
及
中
央
ア
ル
プ
ス
の
三
編
に
大
別
し
て
、
個

々
の
題
名
の
下
に
多
く
は
山
名
を
副
へ
、
立
山
に
開
す
る
十
四
話
を
最
多

と
し
て
其
敷
百
餘
に
及
ん
で
ゐ
る
。
其
の
一
つ
一
つ
の
内
容
を
讀
ん
で
み

る
と
、
話
と
山
名
と
に
不
離
の
関
係
が
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
又

自
分
の
諒
解
し
て
ゐ
る
所
謂
日
本
ア
ル
プ
ス
の
日
外
の
山
々
も
交
つ
て
ゐ

る
パ
例
へ
ば
十
回
峠
―

十
石
峠
の
誤
か
）
か
と
思
へ
ば
、
他
方
双
六
谷

の
如
き
は
見
営
ら
ぬ
し
、
叉

「
高
速
の
結
島
」
其
他
偉
説
の
範
疇
に
通
入

ち
ぬ
も
の
が
あ
る
の
は
、
内
容
撰
澤
上
猥
難
不
統

一
の
誹
を
免
れ
ぬ
。
第

ニハ一

一
話
の
佐
伯
氏
の
藤
光
が
鷹
に
導
か
れ
て
立
山
を
開
い
た
話
、
之
に
績
い

て
の
立
山
み
く
り
が
池
と
延
命
場
の
話
等
は
、
自
分
が
嘗
つ
て
讀
ん
だ
こ

と
の
あ
る
も
の
と
比
べ
て
、
若
千
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

夫
は
話
り
手
の
異
る
故
か
、
或
は
擦
っ
た
と
こ
ろ
の
文
献
の
違
ふ
結
果
か

出
所
の
明
示
が
な
い
の
で
何
と
も
剣
然
せ
ぬ
。
其
他
こ
の
類
の
不
満
の
箇

所
が
あ
つ
た
が
、
飢
岳
の
頂
で
錆
び
た
槍
の
穂
を
装
見
し
た
話
や
、
赤
石

の
峰
頭
に
立
つ
て
宗
良
親
王
が
足
利
調
伏
の
所
蒔
を
捧
げ
ら
れ
た
話
の
如

き
は
、
若
し
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
日
本
登
山
真
を
書
か
ん
と
す
る
人
に
と

つ
て
は
見
逃
せ
ぬ
貴
重
な
資
料
と
な
る
で
あ
ら
う
。

本
書
を
讀
み
つ
ゝ
残
念
に
思
つ
た
第

一
は
地
名
の
誤
植
誤
訓
（
？
）
が
到

る
虎
に
嚢
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
山
に
登
る
者
に
は
気
に
な
つ
て
仕
方

が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
偉
説
集
の
性
質
上
微
小
な
ら
ぬ
瑕
瑾
で
あ
る
。
第

二
は
話
の
出
所
が
明
記
し
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
偉
説
の
内
容
が
巧
奇
的

で
あ
る
の
は
學
問
的
に
は
一
向
に
重
大
で
は
な
い
が
、
如
何
な
る
人
が
何

虎
で
何
時
話
し
た
か
、
若
し
文
献
に
よ
つ
た
な
ら
ば
そ
の
書
名
を
掲
ぐ
る

事
は
忘
れ
て
な
ら
ぬ
絶
封
的
の
も
の
で
あ
る
。
之
が
な
く
て
は
學
問
的
に

本
書
の
存
在
理
由
が
薄
蒻
と
な
ら
う
。
駅
つ
て
鈴
夏
的
興
趣
本
位
の
讀
物

と
し
て
は
ど
う
で
あ
る
か
。
元
木
博
説
な
る
も
の
が
、
話
の
筋
道
が
素
朴

単
純
で
あ
つ
て
、
現
代
人
士
に
は
一
般
的
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
著
者
の
責
任
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
さ
り
な
が
ら
そ
の
文
章
に

は
格
別
の
香
氣
も
滋
味
も
な
く
、
常
几

一
様
の
域
を
決
し
て
出
る
も
の
で

は
な
い
。
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著
者
が
ど
う
い
ふ
人
で
あ
る
か
、
又
如
何
な
る
目
的
動
機
で
出
版
さ
れ

た
か
知
ら
ぬ
が
、
再
版
の
折
に
は
大
改
造
を
断
行
し
て
本
書
の
存
在
を
無

意
義
で
な
い
や
う
に
し
て
ほ
し
い
。
の
み
な
ら
ず
之
を
櫛
縁
と
し
て
第
二

第
二
の
偉
説
集
の
出
現
を
見
た
い
も
の
で
あ
る
。
（戸
澤
英

一
）

登

山

カ

ー

ド

會
員
　
鈴
木
勇
氏
著

（
昭
和
五
年
六
月
褒
行
、
東
京
目
黒
書
店
定
債
五
十
錢
）

目
黒
書
店
は
先
年
、
黒
田
正
夫
氏
著
ス
キ
ー
カ
ー
ド
を
残
行
し
て
、
携

帯
の
簡
易
と
定
債
五
十
銀
と
の
好
條
件
を
併
せ
て
一
般
の
好
評
を
博
し
た

が
同
書
店
で
は
昭
和
五
年
六
月
更
に
同

一
形
式
の
携
帯
用
固
解
登
山
カ
ー

ド
を
稜
行
し
た
。

右
カ
ー
ド
の
内
容
は
北
、
中
央
、
南
ア
ル
プ
ス
と
八
ケ
岳
、
蓼
科
山
に

就
て
、
概
念
固
を
加
へ
た
簡
便
な
案
内
書
で
あ
る
。
簡
別
舟
と
な
つ
た
二

十
頁
よ
り
成
る
登
山
要
項
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

カ
ー
ド
に
は
案
内
所
、
照
含
所
、
登
山
日
、
案
内
人
夫
、
山
小
屋
、
露

替
地
、
日
程
費
用
概
算
の
各
項
目
が
あ
り
、
夏
ス
キ
ー
の
練
習
地
や
高
山

植
物
の
名
構
迄
書
加

へ
た
個
所
も
あ
る
。

登
山
要
項
は
登
山
の
一
般
的
注
意
、
準
備
品
、
登
山
用
語
の
三
項
目
よ

り
な
り
、
著
者
の
言
の
如
く
、
初
心
者
の
良
き
準
備
相
手
と
な
る
で
あ
ら

う
事
を
私
は
疑
は
な
い
。

登
山
カ
ー
ド
を
未
だ
手
に
し
な
か
つ
た
営
時
、
廣
告
の
み
見
て
ゐ
た
時

難
　
　
報
　
　
○
山
岳
同
書
紹
介

の
私
は
、
カ
ー
ド
の
内
容
は
技
術
的
方
面
の
記
述
で
あ
ら
う
と
思
つ
て
ゐ

た
。
恐
ら
く
之
は
ス
キ
ー
カ
ー
ド
の
先
入
意
識
に
支
配
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
登
山
カ
ー
ド
を
手
に
し
た
時
そ
れ
が
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
で
あ
つ
た
事

と
私
達
が
同
じ
頃
に
苦
し
ん
で
ゐ
た

「
山
目
記
」
と
精
々
等
し
い
方
向
に

進
ん
で
ゐ
た
事
を
知
っ
て

一
驚
し
た
。
そ
し
て
著
者
の
大
き
な
努
力
に
は

敬
服
の
外
は
な
か
つ
た
。

登
山
カ
ー
ド
の
中
で
最
も
特
長
の
あ

る

の
は
概
念
同
で
あ
ら
う
。
従

来
登
山
者
を
悩
ま
し
た
登
山
小
屋
及
び
登
山
道
が
明
瞭
に
記
載
さ
れ
て
ゐ

る
。
そ
し
て
誉
業
小
屋
と
無
料
小
屋
の
識
別
も
見
ら
れ
ｏ
。
此
虎
で
一
寸

氣
付
い
た
鮎
は
カ
ー
ド
に
参
照
地
固
の
説
明
の
な
い
事
で
あ
る
。
各
地
方

別
の
頭
初
に
で
も
携
帯
す
べ
き
陸
地
測
量
部
嚢
行
の
五
萬
分
ノ
一
固
幅
の

名
構
を
列
記
し
た
な
ら
ば
非
常
な
便
利
だ
と
思
っ
た
。
（角
田
吉
夫
）

山石
彗
二
　
船
田
二
郎
氏
著
　
昭
和
五
年
六
月
　
東
京
目
黒
書
店
嚢
行

一
三
二
頁
　
定
債
壼
曰
八
拾
錢

暴
き
に

「
ス
キ
ー
登
山
」
を
も
の
に
し
た
著
者
の
新
著
で
あ
り
、
今
夏

洪
水
の
や
う
に
氾
濫
し
た
山
岳
固
書
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
従
来
測
行

さ
れ
た
多
く
の
山
岳
書
は
紀
行
文
集
或
は
案
内
記
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ

は
全
く
岩
登
り
の
技
術
の
み
―
―
や
ヽ
外
の
も
の
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
が
―

―
‥―
を
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。
遊
技
的
登
山
が
高
唱
さ
れ
、
登
山
技
術
尊

重
の
躍
が
喧
し
く
な
り
、
ザ
イ
ル
、
シ
タ
イ
グ
ア
イ
ゼ
ン
、
ビ
ツ
ケ
ル
を

携
行
せ
ぎ
る
は
山
登
り
に
あ
ら
ぎ
る
が
如
く
考
へ
ら
れ
る
今
の
世
の
中
に

技
術
の
み
を
取
扱
ふ
書
物
の
出
版
は
常
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

〓ハ
ニ
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行 嚢 月 十 年 五 和 昭

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
固
書
総
分

内
容
は
「
岩
登
の
装
展
と
概
念
」
「岩
登
者
・用
具
・岩
場
」
「
岩
登
の
技

術
」
の
三
大
綱
に
分
つ
て
記
述
さ
れ
て
あ
る
。
本
書
の
目
的
が
奈
邊
に
あ

る
か
は
恐
ら
く
著
者
の
み
の
知
る
所
で
あ
ら
う
が
、
著
者
の
意
日
は
多
分

登
山
大
衆
の
た
め
に
岩
登
り
の
技
術
の
如
何
な
る
も
の
か
を
教

へ
ん
と
す

る
に
あ
る
の
だ
ら
う
と
付
度
し
て
、
先
づ
岩
登
の
技
術
の
項
を
讀
む
。
大

盤
こ
の
岩
登
り
の
技
術
な
る
も
の
は
西
欧
に
於
て
極
度
に
研
究
さ
れ
獲
達

し
た
も
の
が
、吾
國
に
輸
入
さ
れ
た
の
で
、吾
関
本
来
の
岩
登
技
術
と
い
ふ

も
の
は
な
く
、
み
ん
な
柵
課
技
術
で
あ
る
。
籠
詳
技
術
は
何
も
岩
登
に
限

つ
た
こ
と
は
な
い
、
国
産
奨
働
の
な
ん
の
と
わ
め
い
て
み
た
と
こ
ろ
で
大

低
の
も
の
は
続
詳
か
模
倣
な
ん
だ
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
ゐ
れ
ば
い
ゝ
。

た
ゞ
横
文
字
と
い
ふ
も
の
が
中
々
七
面
倒
で
ど
う
も
ス
ラ
′
ヽ
と
讀
め
な

い
場
合
が
少
く
な
い
か
ら
柵
課
書
が
重
費
が
ら
れ
る
。
本
書
の
説
く

「岩

登
の
技
術
」
亦
外
国
書
の
縦
識
乃
至
は
雛
案
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

然
ら
ば
観
課
或
は
柵
案
た
し
て
誤
り
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
説
明
は
正
し
い

も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
ｃ
著
者
が
か
ゝ
る
書
を
上
梓
す
る
以
上
、
そ

の
需
學
力
拉
に
咀
疇
力
に
は
充
分
の
自
信
が
あ
つ
て
の
こ
と
ゝ
思
ふ
が
故

に
敢
て
原
書
と
封
比
し
て
穿
鰹
す
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。
さ
て
こ
の
部
分
に

挿
入
し
て
あ
る
国
版
は
、
い
づ
れ
も
藩
者
の
自
筆
に
な
る
も

の
で
あ

る

が
、
こ
れ
も
つ
い
で
に
原
書
か
ら
探
録
さ
れ
た
方
が
よ
か
つ
た
と
思
ふ
。

か
ヽ
る
書
物
の
讀
者
に
と
つ
て
は
明
確
な
固
版
が
望
ま
し
い
の
で
あ
つ
て

そ
れ
が
著
者
の
筆
に
な
れ
る
か
否
か
は
さ
ま
で
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
岩
登
り
の
技
術
の
如
く
文
字
又
は
言
語
を
以
て
説
述
す
る
に
困

二灸

難
な
も
の
は
、
挿
同
が
理
解
を
大
い
に
助
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
戴
き
た
か
っ
た
。

次
に

「
岩
登
者
ｏ用
具
・岩
場
」
の
項
を
見
る
。
豫
備
的
練
脅
と
題
し
て

述
べ
ら
れ
て
あ
る
こ
と
は
何
も
岩
稜
岩
壁
を
攀
ぢ
る
者
の
み
に
必
要
な
も

の
で
な
く
魔
く
山
岳
に
登
ら
ん
と
す
る
も
の
は
誰
で
も
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
従
つ
て
こ
ゝ
に
書
か
れ
た
こ
と
は
従
来
讀
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
た
こ

と
が
多
い
。
た
い
し
て
議
論
に
な
る
や
う
な
所
も
な
い
。
た
ゞ
三
十
四
頁

に

「敷
人
の
登
攀
者
の
協
力
は
、
た
ゞ
登
攀
者
各
自
を
確
保
し
合
ふ
の
み

に
て
、
国
畿
の
積
極
的
な
岩
壁
と
の
問
争
力
を
餘
り
増
加
し
得
る
も
の
と

は
思
は
な

い
。
」
と
あ
る
の
は
少
々
承
服
し
彙
ね
る
。
確
保
と
い
ふ
こ
と

も
、
同
争
カ
ー
ー
；
こ
の
言
葉
は
餘
り
適
切
と
思
は
れ
な
い
―
―
の
一
部
を

な
す
も
の
ゝ
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
。
用
具
の
條
も
中
々
詳
細
に
書
い
て
あ

る
。
穿
物
の
所
で
「
岩
登
り
靴
」
の
こ
と
を
書
く
な
ら
ば
「
わ
ら
じ
」
の
こ
と

も
ち
よ
つ
と
言
及
し
て
お
い
て
は
ど
う
か
と
思
ふ
ｃ
著
者
は
日
本
の
高
峻

山
岳
は
岩
質
か
ら
見
て
鋲
靴
の
方
が
適
し
て
ゐ
る
と
言
は
れ
る
が
鋲
が
磨

り
減
つ
て
ゐ
た
り
脱
落
し
た
ま
ゝ
に
な
つ
て
ゐ
る
靴
を
穿
い
て
ゐ
る
人
を

見
掛
け
る
と
隼
ろ
草
桂
を
は
い
た
方
が
い
ヽ
と
思
ふ
こ
と
が
あ
る
。
今
の

世
の
中
に
草
韓
を
云
々
す
る
の
は
奮
弊
だ
と
笑
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
一

寸
申
添
へ
る
。
そ
れ
か
ら
登
山
綱
に
ベ
ン
ジ
ン
で
溶
い
た
ワ
セ
リ
ン
を
塗

り
込
む
の
は
寡
聞
な
る
筆
者
の
始
め
て
知
つ
た
所
で
あ
る
。
或
は
著
者
の

賞
験
に
基
か
れ
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
結
び
目
な
ど
が
緊
り
は
し
な

い
や
う
な
こ
と
が
あ
り
は
し
ま
い
か
。
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岩
場
に
就
て
の
記
述
は
山
岳
語
彙
の
説
明
の
や
う
な
も
の
で
、
英
獨
佛

の
各
図
語
が
錯
難
し
て
ゐ
る
。
暫
定
的
で
あ
る
と
言
つ
て
あ
る
が
、
こ
の

部
分
は
な
ほ
推
敲
の
餘
地
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
し
、
ま
た
本
書
に
は

寧
ろ
省
略
さ
れ
た
方
が
い
ヽ
と
思
ふ
。
そ
れ
に
は
こ
の
種
の
語
は
無
理
に

邦
講
す
る
と
シ
ユ
ミ
ネ
が
煙
突
（
六
十
八
頁
）
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
な
り

勝
ち
で
あ
る
か
ら
、
邦
譲
す
べ
き
も
の
と
原
語
の
ま
ゝ
用
ふ
る
も
の
と
は

餘
程
慎
重
に
考

へ
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
巻
頭
の
「
岩
登
の
嚢
展
と
概
念
」を
讃
む
。「
岩
登
の
嚢
生
と
展
開
」

及
び

「
岩
登
者
の
一
般
的
概
念
と
基
本
的
要
領
」
の
二
項
に
分
か
れ
て
ゐ

る
。
前
項
を

一
讀
す
る
に
ど
う
も
難
解
で
あ
る
。
商
業
資
本
主
義
、
封
建

的
僧
侶
的
登
山
、
漂
泊
者
的
探
険
登
山
、
残
端
的
常
初
等
見
憤
れ
ぬ
字
句

が
陸
績
と
出
て
く
る
の
で
、
著
者
の
言
は
ん
と
す
る
趣
意
が
は
つ
き
り
と

汲
み
と
れ
な
い
。
こ
れ
は
此
虎
ば
か
り
Ｃ
は
な
い
が
も
の
ご
と
を
ｔ
う
少

し
あ
つ
さ
り
季
易
に
書
く
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
し
ら
．
殊
に
大
衆
登

山
を
高
唱
す
る
著
者
に
し
て
、
本
書
の
如
く
生
硬
苦
澁
な
文
章
を
級
ら
れ

る
の
は
精
々
了
解
に
苦
し
む
次
第
で
あ
る
。
こ
の
項
は
率
ろ
な
く
も
が
な

と
思
ふ
。
次
に
岩
登
者
の
一
般
的
概
念
と
基
本
的
要
領
の
項
は
極
は
め
て

簡
単
で
あ
る
か
ら
之
は
技
術
の
項
に
併
録
し
て
も
い
、
と
思
ふ
。

最
後
に
用
紙
拉
に
装
釘
に
付
て
一
言
し
た
い
。
用
紙
は
何
故
に
か
ヽ
る

も
の
を
使
用
さ
れ
た
か
、
詩
集
か
何
か
な
ら
ば
と
に
か
く
教
程
本
の
如
き

も
の
に
は
不
適
賞
な
紙
質
で
あ
る
。
装
釘
は
獨
逸
好
み
で
あ
り
、
表
紙
の

文
字
は
佛
蘭
西
語
で
あ
る
。
や
、
均
衡
を
得
て
ゐ
な
い
や
う
な
感
が
あ
る
。

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
国
書
紹
介

人
目
を
惹
け
ば
足
り
る
宣
偉
本
で
は
な
い
の
だ
か
ら
も
つ
と
地
味
な
落
付

い
た
調
子
に
し
て
欲
し
か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
こ
の
本
は
「
用
具
及
技
術
」
だ

け
と
し
て
カ
ー
ド
の
や
う
な
形
式
に
し
た
な
ら
ば
手
軽
で
い
ヽ
ば
か
り
で

な
く
、
著
者
の
意
岡
す
る
登
山
大
業
の
た
め
の
指
導
的
役
割
を
演
ず
る
に

も
都
合
が
よ
か
ら
う
と
思
ふ
こ
と
を
附
言
し
て
こ
の
妄
語
を
経
は
る
。

（藤
島
敏
男
）

立
教

大
撃

山
岳

部

々
報

　

第
二
統

一
九
二
〇
年

重
要
記
事

春
の
御
山
谷
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逸
見
　
員
雄

（黒
部
川
側
よ
り
針
ノ
木
・鳴
澤
岳
登
攀
）

二
月
の
鹿
島
槍
ケ
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
人

各
の
五
龍
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
　
爾

一

二
月
の
唐
松
・白
馬
尾
根
博
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
人

二
月
の
早
川
尾
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
吉
回

昨
夏
誕
生
し
て
か
ら

一
年
の
間
に
す
つ
か
り
見
違
へ
る
や
う
に
立
派
に

な
つ
た
。

黒
部
の
谷
か
ら
後
立
山
の
連
峯

へ
の
登
山
が
、
そ
の
と
き
の
状
態
に
も

よ
る
で
あ
ら
う
が
、
案
外
容
易
ら
し
い
の
は

一
寸
意
外
で
あ
る
。
積
雲
期

に
於
け
る
こ
の
方
面
か
ら
の
登
路
が
だ
ん
′
ヽ
開
か
れ
て
ゆ
く
こ
と
、
思

は
れ
る
。

鹿
島
槍
、
五
龍
の
記
事
は
、
い
つ
か
四
月
中
旬
鹿
島
か
ら
祀
父
ヽ
登
つ

た
こ
と
の
あ
る
私
に
は
殊
に
面
白
く
讀
ま
れ
た
。
鹿
島
の
部
落
を
根
擦
と

す
る
登
山
は
短
時
日
で
、
し
か
も
素
晴
ら
し
い
批
視
に
接
し
得
る
難
で
推

二〈七
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難
　
　
報
　
　
〇
山
岳
同
書
紹
介

賞
に
値
ひ
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

窮
員
は
ど
れ
も
皆
非
常
に
よ
い
。
中
に
も
、黒
部
別
山
よ
り
立
山
群
峯
、

赤
澤
岳
よ
り
の
立
山
、
ハ
ン
ゴ
谷
乗
越
よ
り
飢
岳
、
五
龍
岳
、
不
帰
附
近

の
雲
稜
な
ど
を
殊
に
い
ヽ
と
思
ふ
。

こ
の
部
報
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
理
屈
抜
き
で
ど
ん
′
ヽ
山
に
登
つ

て
ゐ
る
部
員
が
多
い
と
い
ふ
こ
と
だ
。
比
較
的
若
い
人
が
多
い
せ
い
だ
ら

う
と
想
像
さ
れ
る
が
、
さ
つ
ば
り
し
て
ゐ
て
甚
だ
い
ゝ
。
（藤
島
敏
男
）

札
幌
第
二
中
學
校
山
岳
旅
行
部
々
報

ス
タ
ツ
タ
　
２
渉

昭
和
五
年
六
月
三
日
残
行

費
債
壷
日
六
拾

錢
重
要
記
事

春
の
札
幌
近
郊
の
山
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

川
　
修

宮
城
澤
よ
り
瀧
ノ
澤
を
下
つ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
武
　
武
道

自
松
澤
と
紳
威
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
直
行

恵
庭
岳
ス
キ
ー
登
行
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
成
三

漁
川
を
瀕
り
て
漁
岳
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燈
臨
「

昌
動

春
の
暑
寒
別
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
直
行

五
月
の
十
勝
・オ
プ
タ
テ
ン
ケ
連
峯
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
直
行

コ
イ
ボ
ク
ン
ニ
ン
ピ
チ
ヤ
リ
川
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
　
正
雄

東
北
海
道
の
山
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
長
　
高
山
豊
太
郎

次

高

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
　
芳
雄

ヌ
タ
ツ
ク
２
競
は
一
九
二
八
上

ニ
ー

一
九
二
九
二

二
迄
の
記
録
を
録

ニハ八

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文

一
五
八
頁
に
て
、
ヌ
タ
ツ
ク
■
競
に
む
優
ろ

大
冊
で
あ
る
。
紀
行
は
右
に
列
撃
し
た
外
、
筒
十
指
を
敷
へ
る
優
秀
な
記

録
が
あ
る
。

富
員
は
十
三
葉
、
ス
ケ
ッ
チ
及
び
ウ
ツ
ド
カ
ツ
ト
九
枚
、
そ
れ
に
メ
ナ

シ
ベ
ツ
川
上
流
附
近
と
次
高
山
附
近
の
概
略
固
が
入
つ
て
ゐ
る
．
ス
ケ
ツ

チ
と
ウ
ツ
ド
カ
ツ
ト
は
皆
坂
本
直
行
君
の
手
に
な
る
も
の
で
、
既
に
ヌ
タ

ツ
ク
ー
波
及
び
北
大
山
岳
部
々
報
に
依
つ
て
、
坂
本
君
の
非
凡
の
腕
前
は

熟
知
の
事
と
思
ふ
。
賓
に
富
員
に
て
は
到
底
得
ら
れ
な
い
、
親
し
み
と
興

味
と
を
感
ず
る
。

ヌ
タ
ツ
ク
を
讀
ん
で
最
も
張
く
感
ず
る
鮎
は
、
札
幌
を
中
心
と
し
た
山

々
に
開
す
る
詳
細
な
る
研
究
で
あ
る
。
本
競
本
文
の
牛
敷
以
上
は
此
等
の

山
々
に
就

い
て
記
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
年
報
を
見
て
も
、
札
幌
近
郊
の
山
岳

へ
繁
く
歩
み
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
の
に
は
敬
服
の
外
は
な
い
。
ヌ
タ
ツ
ク
■

続
は
札
幌
近
郊
の
山
々
の
概
念
同
を
付
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
又
２
続
に
は

巻
頭
に
札
幌
市
よ
り
望
め
る
南
方
及
び
西
方
の
山
々
の
ス
ケ
ツ
チ
を
載
せ

て
あ
る
。
こ
の
ス
ケ
ツ
チ
の
製
作
に
は
多
大
の
努
力
を
必
要
と
し
た
事
で

あ
ら
う
け
れ
ど
も
又
之
よ
り
受
け
る
讀
者
の
利
益
も
多
大
で
あ
る
。

（角
田
）

山
懐
・

第
二
競
、

一
九
二
〇
年
六
月
十
日
装
行

東
京
警
學
専
門
學
校
山
岳
部
年
報
で
一
九
二
七
年
二
月
発
行
第
二
続
の

後
を
次
い
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
年
報
類
と
し
て
は
や
ヽ
組
方
に

髪
化
あ
る
の
み
で
他
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
員
摯
な
研
究
、
事
業
報
告
等

行  獲  月 十 年 五 和 昭
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槻 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

を
中
心
に
編
韓
さ
れ
た
こ
の
年
報
は
、
今
年
度
出
版
さ
れ
た
年
報
中
で
も

出
色
の
も
の
で
あ
る
。

日
次
を
記
す
れ
ば
左
の
如
し

一
、
登
山
の
新
傾
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
部
長

一
、
登
行
記

一
、
明
紳
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
末
松

一
、
小
槍
の
岩
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
井
　
嘉
雄

一
、
元
旦
の
燕
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
西
　
貞
二

一
、
六
百
澤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴

海
　
顧

一
、
難
　
報

一
、
北
海
道
旭
岳
登
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
山
　
榮
三

一
、
山
あ
る
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
方
　
力
時

一
、
薬
師
、
黒
部
五
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
岡
　
公
雄

一
、
危
難
と
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
槻
　
吉
次

一
、
春
の
西
穂
高
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
勢
　
論
吉

一
、
山
岳
災
害
の
研
究

一
、
山
岳
災
害
と
外
傷
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
井
　
金
吾

一
、
凍
傷
と
共
の
虚
置
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
田
美
能
理

一
、
山
岳
災
害
上
よ
り
見
た
る
オ
ー
ネ
フ
ユ
ー
ラ
ー

ミ
ツ
ト
フ
ユ
ー
ラ
ー
及
革
獨
登
山
　
　
　
　
　
　
篠
井
　
金
書

一
、
事
業
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
警
専
山
岳
會

一
、
年
　
報

難
　
　
報
　
　
０
山
岳
同
書
紹
介

登
行
記
中
見
る
べ
き
は
明
紳
岳
の
記
録
で
あ
る
。
明
神
岳
の
持
つ
大
部

分
の
澤
を
、
三
ケ
年
に
渡
つ
て
丹
念
に
探
ら
れ
た
報
告
で
あ
る
。
長
詩
を

合
ん
だ
面
白
い
も
の
で
あ
る
が
、
明
紳
岳
を
見
た
事
は
あ
つ
て
も
賓
際
に

登
つ
た
人
で
な
け
れ
ば
、　
一
盤
ど
こ
の
澤
を
登
つ
た
の
か
、
ど
の
ビ
ー
ク

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
こ
の
文
章
を
讀
ん
だ
だ
け
で
は
解
ら
な
い
で
あ
ら
う

叉
興
味
を
惹
か
な
い
で
あ
ら
う
．
そ
れ
程
に
迄
、
登
路
と
か
澤
の
位
置
と

か
の
説
明
が
漠
然
と
し
て
居
る
。
数
年
に
亘
つ
て
の
研
究
報
告
な
れ
ば
こ

そ
、
も
つ
と
具
腱
的
に
書
か
ヽ
れ
て
こ
そ
債
値
あ
る
も
の
だ
．

難
報
。
こ
の
種
の
年
報
と
し
て
む
し
ろ
有
ら
ず
も
が
な
で
あ
る
。

山
岳
災
害
の
研
究
。
本
文
中

一
番
讃
み
應

へ
が
あ
り
叉
こ
の
年
報
の
特

色
で
あ
る
．
日
本
の
登
山
界
で
未
だ
開
ら
か
れ
て
居
な
い
登
山
警
學
の
分

野
に
手
を
つ
け
ら
れ
て
居
る
東
署
山
岳
會
と
し
て
は
こ
の
年
報
を
出
版
す

る
大
き
な
要
素
と
も
な
つ
て
居
る
の
で
あ
ら
う
。

こ
の
部
門
は
私
達
の
批
評
の
限
り
で
は
な
い
が
中
で
も
、
山
岳
災
書
と

外
傷
に
就
て

（槍
、
穂
高
を
中
心
と
す
る
災
害
の
統
計
）
は
安
々
門
外
漢

に
も
理
解
で
き
又
興
味
あ
る
論
文
で
あ
る
。
明
細
な
る
分
類
及
び
統
計
、

上
高
地
附
近
で
の
四
年
間
の
研
究
は
、
所
謂
勝
専
の
小
屋
か
ら
生
れ
出
た

の
で
も
あ
ら
う
。
災
害
外
傷
の
一
般
的
虎
置
方
法
等
は
、
同
誌
第
二
続
所

載
の
「登
山
と
誉
學
」
の
項
と
相
侯
つ
て
寅
に
優
秀
で
あ
る
。
文
中
著
者
の

言
へ
る
山
小
屋
に
於
け
る
衛
生
設
備
の
不
完
全
等
は
山
小
屋
の
改
善
の
具

盤
的
行
動
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
山
岳
會
あ
た
り
で
薬
品
等
具

へ
て
は
如

何
と
思
ふ
。
結
論
に
百
分
率
で
示
し
て
あ
る
分
類
は
讀
ん
で
味
ふ
べ
き
だ

〓ハ九
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行 畿 月 十  年  五  和  日召

雑
　
　
報
　
　
○
山
岳
岡
書
紹
介

と
思
ふ
。

山
岳
災
害
よ
り
見
た
る
オ
ー
ネ
フ
ユ
ー
ラ
ー
、
ミ
ツ
ト
フ
ュ
ー
ラ
ー
及

び
撃
獨
登
山
に
就
て
の
諭
も
仲
々
面
白
い
問
題
を
提

へ
て
居
る
。
パ
ー
テ

イ
ー
の
人
数
の
事
等
を
も
つ
と
優
秀
に
取
扱
つ
た
ら
よ
か
つ
た
ら
う
と
思

は
れ
る
。

マ
ン
メ
リ
ー
の
主
張
す
る
二
人
に
よ
る
組
除
、
或
は
ア
プ
ラ
ハ
ム
其
の

他
の
人
達
の
主
張
等
を
警
學
的
な
立
場
か
ら
紹
介
さ
れ
た
な
ら
ば
猶
ほ
面

白
い
と
思
ふ
。
軍
獨
登
山
の
考
察
せ
る
、
大
島
氏
の
共
れ
と
封
照
し
て
見

る
と
大
島
氏
の
主
期
的
な
考
察
、
比
の
筆
者
の
客
期
的
な
立
場
が
は
つ
き

り
し
て
興
味
を
覺
ゆ
る
。

編
韓
後
記
に
「偶
令
不
備
な
も
の
で
あ
つ
て
も
、
其
れ
が
動
い
て
木
た

以
上
は
共
の
動
き
方
を
見
て
や
ら
れ
ば
な
ら
な
い
―
―
何
物
で
も
よ
く
見

る
時
に
は
共
虎
に
個
性
の
存
在
が
あ
る
筈
だ
―
―
ど
う
か
最
初
か
ら
こ
ん

な
心
持
で
此
の
「山
懐
」を
讀
ん
で
戴
き
魔
い
。」
と
非
常
に
謙
遜
し
て
書
か

れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
年
報
類
と
し
て
も
ま
だ
立
派
に
存
在
債
値
が
あ
る

し
、
又
警
學
的
な
立
場
を
ど
し
′
ヽ
開
拓
し
て
行
つ
た
な
ら
ば
此
の
年
報

の
帰
末
も
期
待
で
き
る
で
あ
ら
う
。
（藤
田
信
道
）

雷
　
　
鳥

（第
二
続
）

純
正
登
山
が
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ル
ピ
ユ
ズ
ム
を
意
味
し
よ
う
が
、
し
ま
い

が
、
そ
ん
な
事
は
何
う
で
も
好

い
。
山
は
登
山
家
の
た
め
に
存
在
す
る
の

で
は
な
い
筈
で
も
あ
る
。
山
の
研
究
は
自
由
に
、
度
く
、
深
く
あ
っ
て
欲

し
い
。
…
…
…
岐
卑
高
農
山
岳
部
の
「雷
鳥
」第
二
続
は
、
さ
う
い
つ
た
意

二九〇

味
で
山
を
考

へ
る
人
達
に
と
つ
て
大
い
に
喜
ば
れ
親
ま
れ
る
。
殊
に
重
粘

を
美
濃
飛
騨
の
山
々
に
お
き
、
そ
の
自
然
的
、
文
化
的
に
わ
た
つ
て
各
種

の
特
殊
研
究
を
集
録
し
た
こ
と
は
感
謝
の
意
を
さ
へ
催
さ
し
め
る
。
例
ヘ

ば
研
究
中
の
「
美
濃
國
各
地
に
お
け
る
山
の
諄
祭
及
び
そ
の
風
留
に
つ
き

＝
林
魁

一
氏
」
と
か

「
峠
の
識
會
的
重
要
性
と
美
濃
飛
騨
の
峠
＝
鈴
木
榮

太
郎
氏
」
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
な
研
究
が
嚢
表
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
美
ま
し

い
感
さ
へ
起
る
。

紀
行
に
は
武
田
博
士
の
「
御
嶽
か
ら
乗
鞍
ま
で
」
が
、
十
葉
近
い
名
篇

員
と
共
に
本
競
の
異
彩
と
し
て
光
つ
て
あ
る
外
、
池
田
、
種
井
、
季
吉
其

他
の
諸
氏
の
紀
行
報
告
も
美
濃
飛
騨
の
山
々
に
開
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て

あ
る
こ
と
が
、
本
競
を
よ
り
意
義
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
曾
て
北
大

の
部
報
が
北
海
道
の
山
岳
紀
行
ば
か
り
で
埋
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
て
ガ

ツ
カ
リ
し
た
事
が
あ
る
。
し
か
し
本
渉
を
手
に
し
た
人
は
、
必
ら
ず
満
足

以
上
に
更
に
あ
る
も
の
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
パ
岐
阜
高
等
農
林
學
校
山
岳

部
貧
費
二
同
五
十
錢
）
―
―
（藤
木
九
二
）

や
　
　
ま

（第
十
五
統
）

學
校
山
岳
部
が
報
告
ま
た
は
記
録
の
意
味
で
一
種
の
部
報
を
刑
行
す
る

こ
と
は
営
然
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
學
生
聯
盟
な
ど
が
出
来
て

き
う
し
た
記
録
を
統

一
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
、　
一
面
時
宜
に
適
し
た
万
策

で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
か
ヽ
る
時
運
と
は
切
り
放
し
て
紳
戸
商
大
の

「
や
ま
」
は
、
そ
の
惇
統
と
絶
え
ぎ
る
部
員
の
精
勘
と
に
よ
り
、
常
に
激
測

た
る
部
報
を
刑
行
し
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
こ
と
は
嬉
し
い
。
第
十
五
統
を
繕
い

∈ 657 )



競 三 第 年 二 十 二 第 岳 山

て
先
づ
目
に
つ
く
ア
ク
テ
イ
ヴ
な
活
動
と
し
て
は
、
日
申
君
を
中
心
と
し

た
パ
ー
テ
イ
が
後
立
山
脈
方
面
に
お
け
る
積
雲
期
の
活
動
で
あ
る
。
同
君

の
研
究
は

「積
雲
期
に
お
け
る
後
立
山
連
峰
」
と
な
つ
て
現
は
れ
て
ゐ
る

が
、
今
後
は
別
と
し
て
、
お
そ
ら
く
現
在
同
方
面
に
お
け
る
研
究
資
料
と

し
て
最
も
中
心
的
な
も
の
で
あ
ら
う
。
ち
や
う
ど
立
教
の
部
報
第
二
琥
に

も
逸
見
、
堀
田
氏
な
ど
が
同
方
面
の
研
究
を
嚢
表
し
て
あ
る
の
で
併
讀
封

照
す
れ
ば
更
に
得
る
虎
が
多
い
。
先
輩
三
好
君
の
「
山
岳
思
想
史
」
は
、
大

き
な
問
題
を
提
へ
て
果
し
て
今
後
何
う
い
ふ
風
に
筆
を
進
め
て
ゆ
く
か
知

ら
な
い
が
、
そ
の
研
究
的
態
度
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
本
続
に
残
表
の
分

は
そ
の
序
説
と
あ
る
か
ら
批
評
が
ま
し
い
事
は
暫
く
措
く
と
し
て
、
こ
の

機
會
に
お
い
て
未
だ
先
人
の
篤
し
得
な
い
繊
國
の
登
山
史
の
完
成
を
熱
望

す
る
も
の
で
あ
る
。
岡
田
君
の

「
ス
キ
ス
に
お
け
る
ア
ル
ビ
ニ
ズ
ム
史
」

は
三
好
君
の
論
と
封
照
し
て
興
味
あ
る
観
課
で
あ
る
パ
筒
豪
山
岳
含
、
神

戸
商
大
山
岳
部
嚢
刑
頒
債

一
回
）―
―
（藤
木
九
二
）

目
一ロ
ニ
”
Ч
”
ド

『
Ｏ目
が
出

（く
ｏ】・
ド
ト
「
】Ｆ
ド田
ｏ）

巻
頭
に
は

国
・
メく
‘嗜
ｏ〓
口
氏
が
シ
ツ
キ
ム
に
於
け
る
登
摯
奥
の
概
親

に
就
い
て
述
べ
て
居
る
が
カ
ン
チ
エ
ン
デ
ユ
ン
ガ
の
登
攀
が
昨
年
と
今
年

績
け
様
に
二
回
も
試
み
ら
れ
て
居
る
際
な
の
で
此
の
一
文
は
殊
に
興
味
を

以
て
讀
ま
れ
た
。
そ
し
て
著
者
は
シ
ツ
キ
ム
に
於
け
る
登
攀
史
に
於
て
忘

る
ヽ
べ
か
ら
ぎ
る
三
つ
の
名
前
を
掲
げ
て
居
る
。　
一
は

ま口
言
５
Ｆ
リ
ロ

「
ｏ
脅
Ｆ
電
り
を
著
は
せ
る
　
ひ
ぼ
『
ｏむ選
プ
ロ
８
】８
ヽ
　
二
は
　
い由
８
づ
鰤

民
ド
〓

Ｆ

二

“
口
撃

こ

の

同
３
“
匡

】Φ
〓

三

は
じ
Ｈ
ｌ

Ｆ

Ｆ̈

目
Φ
〓
轟

で

あ

る
。

難
　
　
報
　
　
○
山
岳
固
書
紹
介

そ
し
て
此
の
三
者
は
萬
入
共
に
第

一
人
者
と
し
て
承
認
す
る
で
あ
ら
う
が

自
分
は
中
で
も
ケ
ラ
ス
を
第
一
に
推
し
た
い
。　
一
人
で
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
ヽ
の

エ
キ
ス
ペ
デ
イ
ン
コ
ン
を
何
回
も
繰
返
へ
し
て
居
る
人
は
責
際
に
少
い
。

フ
レ
ツ
シ
ユ
フ
イ
ル
ド
で
さ
ヽ
カ
ン
チ
エ
ン
デ
ユ
ン
ガ
は
一
人
九
九
年
に

一
回
試
み
た
だ
け
だ
。
ウ
オ
ー
タ
マ
ン
夫
妻
は
異
例
で
一
八
九
八
、
九
九

年
、
一
九
〇
二
―
―
三
年
、
六
年
、
一
〇
―
―

一
二
年
と
五
回
カ
ラ
コ
ラ
ム

に
入
つ
て
居
る
が
他
に
は
こ
う
い
ふ
例
は
無
い
。
然
る
に
ケ
ラ
ス
は
一
九

〇
七
年
、
九
年
、　
一
〇
年
、

一
一
年
、　
一
二
年
、　
一
四
年
、
二
〇
年
、
二
一

年
と
相
績

い
で
、
然
か
も
敷
回
の
エ
キ
ス
ペ
デ
イ
ン
ヨ
ン
を
行
つ
て
居
る

年
が
少
く
な
い
。
殊
に
一
九
一
〇
年
、　
一
九
二
〇
年
等
は
素
晴
し
い
も
の

だ
。
そ
の
金
力
を
シ
ツ
キ
ム
の
山
々
に
致
し
て
、
然
か
も
獣
々
と
し
て
己

が
事
績
を
語
ら
ん
と
し
な
か
つ
た
彼
に
封
し
て
は
自
分
は
心
か
ら

「
偉
い

奴
だ
」
と
言
ふ
。
ヒ
マ
ー
ラ
ヤ
全
登
攀
史
を
通
じ
て
も
彼
の
如
き
存
在
は

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
決
し
て
他
に
類
を
見
る
事
が
出
来
な
い
。

一
つ
の
エ

キ
ス
ペ
デ
イ
ン
ヨ
ン
毎
に
一
冊
の
本
を
出
し
た
ウ
オ
ー
タ
マ
ン
夫
妻
に
封

し
て
は
別
の
意
味
で
敬
意
を
表
し
叉
大
い
に
感
服
し
て
居
る
が
、
自
分
の

登
攀
に
就
て
は
一
切
語
ら
ず
、
単
に
日
程
と
所
要
時
間
と
の
み
を
洩
ら
せ

る
に
過
ぎ
な
い
彼
に
封
し
て
は
更
に
深
い
同
感
を
催
ほ
す
の
で
あ
る
。
撰

ば
れ
て
一
九
二
一
年
の
第

一
回
ニ
ヴ
エ
ン
ス
ト
探
険
除
に
加
は
り
、
行
牛

ぱ
に
し
て
チ
ペ
ツ
ト
の
土
と
化
し
た
る
彼
は
賓
際
い
ゝ
死
場
所
を
得
た
事

で
は
マ
ン
メ
リ
ー
と
共
に
寧
ろ
美
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

次
に
、　
一
九
二
九
年
ド
イ
ツ
の
カ
ン
チ
エ
ン
デ
ユ
ン
ガ
探
険
除
の
除
長

元
一

て覇

「

戸



難
　
　
報
　
　
○
山
岳
国
書
紹
介

え
り
し
パ
ウ
ル
、
バ
ウ
ア
ー
に
乞
ひ
て
急
ぎ
も
の
せ
る
登
攀
あ
概
要
を
英

課
せ
る
一
文
が
あ
る
。
此
の
大
要
に
就
て
は
前
続
の
難
報
中
に
述
べ
て
置

い
た
。
又
屋
々
問
題
と
な
れ
る
シ
オ
ツ
ク
川
の
チ
ヨ
ン
グ
ク
ム
ダ
ン
の
氷

河
堰
堤
の
崩
壊
に
依
る
洪
水
に
就
き
て
一
九
二
九
年
の
そ
の
糧
察
を

『
・

「
・
Ｑ
Ｂ

Ｆ

目
・
『
・
嗜
ｏ
魚
魚

及

び

編

者

因
Φ
〓
認

害

〓
”
８

●

が

綜

合

せ

る

記
事
が
あ
る
。
麦
々
に
取
つ
て
は
こ
ん
な
季
地
に
縁
の
深
い
も
の
で
な
し

に
、
も
つ
と
′
ヽ
外
に
知
ら
し
て
貰
ひ
、
或
ひ
は
是
非
共
掲
げ
て
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
様
に
思
へ
て
な
ら
な
い
。
他
に
カ
ー
ガ
ン
地
方
、

ソ
ナ
マ
ル
グ
地
方
、
イ
ス
ト
ロ
ナ
ル
地
方
等
の
紀
行
が
あ
る
が
、
こ
れ
と

て
も
も
ち
つ
と
大
き
い
所
で
自
分
達
が
知
り
度
い
難
が
あ
る
の
で
こ
ん
な

小
さ
い
も
の
を
澤
山
並
べ
ら
れ
て
も
餘
り
興
味
が
な
い
。
昨
年
度
に
於
け

る
ェ
キ
ス
ペ
デ
イ
ン
ヨ
ン
ズ
に
就
て
大
盤
を
饉
め
て
書
い
て
あ
る
が
、
こ

れ
に
就
て
更
に
詳
細
な
る
記
述
を
希
望
し
て
止
ま
ぬ
者
は
ス
に
自
分

一
人

で
は
あ
る
ま
い
．
街
ブ
ツ
タ
ン
タ
イ
ユ
‥
ス
に
は
相
賞
力
こ
ぶ
が
入
つ
て

居
て
ア
ウ
ン
ル
、
シ
ユ
タ
イ
ン
卿
の
ニ
ロ
ロ
ΦＨ日
８
”
＞
”す
〓
外
十
二
書
に

就
て
三
十
頁
に
亘
り
詳
細
な
る
批
鋼
が
し
て
あ
る
。
然
か
し
批
剣
と
い
は

ん
よ
り
は
説
明
で
裁
々
は
こ
の
中
か
ら
教
へ
ら
れ
る
虎
が
決
し
て
抄
く
な

い
。
（渡
邊
漸
）

行 残 月 十 年 五 和 昭

二
九
二

( 659 )



続 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

含

務

報

告

常
倒
幹
事
會
　
（
七
月
二
日
）於
本
會
集
會
室

出
席
者
　
高
頭
、
鳥
山
、
小
島
、
木
暮
、
松
方
、
渡
邊
、
岩
永
、
武
田

根
、
藤
島
。

決
定
事
項

一
、
八
月
中
旬
松
本
市
に
開
催
せ
ら
る
べ
き
文
部
省
主
催
盤
育
講
習
會

（登
山
及
び
キ
ヤ
ン
ピ
ン
グ
）
に
本
會
よ
り
出
向
く
べ
き
講
師
競
に
講
述

課
日
、
時
間
割
等
の
大
織
（別
項
参
照
）
。

一
、
本
會
所
有
の
山
小
屋
建
設
資
金
募
集
の
方
針
。

評
議
員
會
　
（
七
月
二
十
一
日
）
於
高
輪
ｏ鳥
山
氏
邸
。

出
席
者
　
小
島
、
高
野
、
高
頭
、
武
田
、
三
枝
、
鳥
山
、
冠
、
藤
島
、

渡
邊
、
松
方
。

委
任
　
大
暮
、．
近
藤
、
根
、
岩
永
、
別
宮
．

一
、
増
員
選
攀
の
投
票
を
開
票
し
、
新
幹
事
七
名
決
定
（別
項
参
照
）。

常
例
幹
事
會
　
（
九
月
四
日
）於
本
會
集
會
室
。

出
席
者
　
松
本
、
横
、
鳥
山
、
松
方
、
藤
田
、
岩
永
、
冠
、
波
邊
、
浦

會
　
　
報
　
　
０
會
務
報
告

松
、
藤
島
．

決
定
事
項

一
、
各
幹
事
の
事
務
分
据
。

鷹
務
　
藤
島
（
主
任
）
ミ
根
、
別
宮

編
韓
　
イ
　
雑
誌
　
渡
邊
（
主
任
）
、
冠
。

口
　
篤
員
　
岩
永
（主
任
）、
角
田
。

ハ
　
會
報
　
浦
松
。

會
計
　
鳥
山
（
主
任
）、
松
本
。

同
書
　
松
方
、

研
究
　
藤
田
．

調
査
　
角
田
。

一
、
雑
誌
「
山
岳
」
に
英
文
欄
を
復
活
せ
し
む
る
こ
と
．

一
、
本
會
所
有
山
小
屋
建
設
資
金
募
集
の
た
め
十
一
月
中
旬
、
映
費
と
講

演
の
會
を
開
催
す
る
こ
と
。
講
演
者
及
び
映
蓋
に
就
き
て
は
具
盤
的
の

決
定
を
見
る
に
至
ら
ず
。

一
、
日
本
山
岳
會
「會
報
」を
十
月
中
旬
よ
り
毎
月
資
行
し
會
員
並
に
開
係

方
面
に
配
布
す
る
こ
と
。

一
、
集
會
室
、
日
書
室
の
二
室
に
接
張
し
た
る
を
以
て
新
刑
書
紹
介
以
外

は
携
出
を
許
さ

，
る
こ
と
。

一
、
本
會
二
十
五
週
年
に
際
し
、
英
國
山
岳
會
並
に
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
に
何

等
か
の
方
法
を
以
て
謝
意
を
表
す
る
こ
と
ｎ

評
議
員
會
　
（九
月
二
十

一
日
）於
赤
坂
三
會
堂
。

元
ニ

荏
「
~|1匡

:ヨ
|

報

( 660 )



行 獲 月 十 年 五 和 昭

會
　
　
報
　
　
○
會
務
報
告

出
席
者
　
小
島
、
高
頭
、
高
野
、
三
校
、
近
藤
、
山
時
、
木
暮
、
冠
、

別
宮
、
松
本
、
横
、
鳥
山
、
岩
永
、
松
方
、
渡
邊
、
角
田
、
藤
田
、
浦
松

藤
島
。

一
、
本
會
を
財
国
法
人
と
す
る
に
つ
き
そ
の
寄
附
行
鴛
案
を
群
議
し
、
二

三
の
鮎
留
保
せ
ら
れ
た
る
も
、
大
性
に
於
て
原
案
承
認
せ
ら
れ
た
り
。

幹
事
選
曇

本
含
を
財
回
法
人
た
ら
し
む
べ
く
認
可
申
請
を
な
す
に
つ
き
、
そ
の
前

提
と
し
て
幹
事
の
増
員
選
撃
を
行
ひ
た
り
。
六
月
中
旬
選
撃
通
知
を
嚢
途

し
、
七
月
二
十
日
投
票
を
締
切
り
、
開
票
の
結
果
左
の
七
氏
常
選
さ
れ
た

投
票
方
法
　
連
記
、
記
名

投
票
線
敷
　
二
九
〇
通

常

選

者
東
京

　

松

本

善

二
氏

　

二
〇
八
票

角
　
田
　
士口　
夫
氏
　
　
二
二
九
票

浦
松
　
佐
美
太
郎
氏
　
　
二
三
七
票

藤
　
回
　
信
　
道
氏
　
　
二
三
二
票

閥
西
　
　
榎
　
谷
　
徹
　
蔵
氏
　
　
二
四
七
票

田

中

喜
左
衛
門
氏
　
　
一〓

六
票

山
　
時
　
彦
　
鷹
氏
　
　
一
九
八
票以

　
上

街
常
選
決
定
通
知
と
同
時
に
左
の
文
書
を
倉
員
に
途
付
し
た
り
．

二九日

本
會
は
基
礎
確
立
の
た
め
、
年
末
財
国
法
人
組
織
の
議
あ
り
し
所
、

昨
秋
来
そ
の
機
熟
し
て
評
議
員
、
幹
事
會
は
寄
附
行
鷲
の
審
議
を
重
ね

本
年
四
月
下
旬
に
至
り
、
略
ぼ
そ
の
成
案
を
得
た
る
を
以
て
、
数
に
財

国
法
人
認
可
申
請
手
績
を
進
歩
せ
し
む
る
こ
と
、
な
れ
り
。

寄
附
行
震
案
に
於
て
は
、
幹
事

（法
人
組
織
後
の
理
事
）
の
数
十
五

名
、
任
期
三
年
、
毎
年
三
分
の
一
印
ち
五
名
宛
改
選
、
引
績
き
て
は
重

任
し
得
ざ
る
こ
と
、
し
、幹
事
を
年
々
新
陳
代
謝
せ
し
め
ん
意
冊
な
り
。

随
て
認
可
申
請
前
に
、
十
五
名
の
定
数
を
充
た
し
置
く
必
要
あ
り
し
が

故
に
幹
事
槍
員
選
撃
を
行
ひ
た
り
。

従
来
の
幹
事
中
、
高
頭
仁
兵
衛
氏
は
評
議
員
専
任
の
た
め
、
日
中
菅

雄
氏
は
一
身
上
の
都
合
に
依
り
辞
任
せ
ら
る
ヽ
こ
と
、
な
れ
る
た
め
、

又
現
幹
事
中
よ
り
財
同
法
人
の
監
事

一
名
を
選
任
す
る
必
要
上
、
こ
ゝ

に
先
づ
七
名
の
新
幹
事
を
選
畢
し
た
る
も
の
な
り
。

今
回
の
選
率
の
結
果
、
東
京
在
住
幹
事
が
新
任
を
加
へ
て
十
二
名
と

な
れ
る
は
、
本
會
事
務
所
を
東
京
に
置
き
、
會
務
一
般
を
東
京
に
於
て

途
行
す
る
の
必
要
に
基
く
も
の
に
し
て
、
開
西
よ
り
三
名
の
新
幹
事
を

選
任
せ
る
は
、
闘
西
支
部
設
置
の
前
提
を
な
す
も
の
な
り
。

今
次
の
選
攀
に
際
し
、
本
會
役
員
會
に
於
て
候
補
者
を
推
薦
し
た
る

は
、
従
来
の
方
法
に
一
歩
を
進
め
、
逍
て
残
表
と
共
に
行
は
る
べ
き
新

方
法
に
近
付
け
し
め
ん
と
し
た
る
も
の
に
し
て
、
會
員
側
よ
り
の
推
薦

を
求
め
ざ
り
し
は
、
法
人
認
可
中
請
を
急
ぐ
必
要
上
己
を
得
ざ
り
し
一

時
的‐
便
法
に
分
な
ら
ず
。
卸
ち
今
回
は
前
記
の
如
く
役
員
含
推
薦
候
補

( 661 )
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者
を
通
知
し
、
投
票
は
推
薦
候
補
者
又
は
そ
の
以
外
の
含
員
何
れ
を
推

き
る
、
も
随
意
と
な
し
た
り
。

投
票
の
結
果
は
別
記
の
如
し
。

な
ほ
今
回
の
選
暴
に
際
し
、
會
員
に
Ｌ
て
特
に
本
會
に
封
し
、
直
接

に
或
は
間
接
に
、
種
々
注
意
を
寄
せ
ら
れ
、
又
希
望
を
述
べ
ら
れ
た
る

も
の
少
な
か
ら
ぎ
り
し
は
、
事
務
の
衝
に
営
り
し
も
の
ゝ
深
く
感
謝
す

る
所
な
り
。
新
役
員
會
は
必
ず
や
、
之
等
會
員
諸
氏
の
熱
烈
な
る
支
持

と
、
會
の
た
め
に
排
は
れ
た
る
深
を
開
心
に
報
ゆ
べ
く
努
力
す
る
所
あ

る
べ
し
。
又
會
員
の
中
に
は
、
選
事
の
通
知
残
途
前
後
に
於
て
、
無
記

名
を
以
て
せ
る
、
或
は
単
に
日
本
山
岳
會
有
志
の
名
を
以
て
せ
る
、
文

書
を
落
手
せ
ら
れ
た
る
向
あ
る
べ
し
。
本
會
は
か
ヽ
る
匿
名
の
文
書
に

封
し
て
答
ふ
る
を
潔
し
と
せ
ず
又
會
員
中
に
は
断
じ
て
か
ヽ
る
行
動
に

出
づ
る
者
な
き
を
確
信
し
、

一
切
之
を
歎
殺
せ
り
。
更
に
ま
た
、
指
木

年
々
繰
返
き
る
べ
き
本
會
の
役
員
選
事
を
、
徒
ち
に
か
の
政
黛
者
流
の

盲
動
の
封
象
に
瞳
せ
し
め
ん
こ
と
を
恐
れ
、
か
ヽ
る
宣
偉
に
封
し
何
等

糧
明
す
る
所
な
か
り
き
。

會
員
相
互
の
隔
意
な
き
意
見
の
嚢
表
と
交
換
の
内
に
こ
そ
、
本
會
の

生
長
向
上
は
期
待
さ
れ
得
る
な
れ
ど
も
、
山
岳
人
の
風
上
に
置
く
を
憚

る
如
き
晴
打
者
流
と
、
中
傷
、
悪
宣
倖
を
事
と
す
る
蛙
鳴
蝉
騒
の
徒
の

盲
動
に
よ
つ
て
、
日
本
山
岳
會
が
嚢
展
す
べ
き
も
の
に
非
ぎ
る
は
言
ふ

を
ま
た
ず
。

抑
も
新
の
如
き
積
々
者
流
を
相
手
に
す
る
に
は
、
山
岳
人
の
務
持
を

會
　
　
報
　
　
○
含
務
報
告

奈
何
せ
む
。

今
や
登
山
は
年
を
逐
う
て
隆
盛
に
赴
き
、
登
山
者
の
激
槍
と
共
に
山

岳
の
荒
康
、
登
山
道
徳
の
須
康
等
憂
ふ
べ
き
も
の
あ
り
。
か
く
し
て
登

山
界
に
於
て
、
解
決
を
要
す
べ
き
問
題
籍
多
き
を
加
へ
つ
ヽ
あ
る
秋
に

際
し
、
本
會
責
務
の
重
き
は
叉
自
ら
奮
日
の
そ
れ
に
倍
す
る
も
の
あ
り

こ
の
時
機
に
新
銑
の
幹
事
七
氏
を
迎
へ
得
た
る
は
本
會
の
欣
幸
に
堪
え

ぎ
る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
幹
事
は
所
詮
、
會
員
の
意
思
を
盤
し
て
行
動

し
、
そ
の
支
持
を
ま
つ
て
事
を
す
ゝ
む
る
一
機
関
に
過
ぎ
ず
。
曲
折
あ

り
又
波
瀾
あ
り
し
二
十
五
年
の
歳
月
を
通
じ
て
、
同
好
講
氏
の
理
解
と

支
持
と
の
上
に
本
會
の
経
過
し
泰
り
し
光
榮
あ
る
歴
史
を
想
ひ
、
且
つ

比
の
古
き
器
に
釜
々
新
し
き
血
を
盛
り
て
活
動
を
新
た
に
す
る
辮
木
を

展
望
す
る
時
、
會
員
各
位
の
熱
意
あ
る
理
解
と
支
持
と
こ
そ
は
、
本
會

を
し
て
健
全
な
る
嚢
逹
と
向
上
に
導
か
し
む
る
所
以
の
も
の
た
る
を
信

ず
。希

く
ば
會
員
諸
氏

一
臀
の
努
を
吝
し
む
な
か
ら
む
こ
と
を
。

昭
和
五
年
八
月

日

本

山

岳

含

第
四
十
七
回
小
集
會

六
月
二
十
九
日
　
於
清
水
谷
皆
香
園
。
冠
氏
司
倉
。

講
　
演

一
、
積
雲
期
の
上
越
図
境
　
　
　
　
　
會
員
　
　
角
田
　
吉
夫
氏

一
、
春
の
後
立
山
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
冠
　
松
次
郎
氏

二圭

( 662 )



行發 一十年五和月 昭

含
報
○
會
務
報
告

角
田
氏
は
上
越
國
境
の
一
部
、
三
國
峠
と
清
水
峠
と
の
間
の
諾
山
、
仙

〃
倉
山
、
萬
太
郎
山
、
谷
川
岳
等
の
積
雲
期
登
山
に
就
き
詳
細
に
祀
述
さ

れ
た
。
標
高
さ
ま
で
高
か
ら
ざ
る
も
、
積
雪
の
大
な
る
と
、
山
勢
の
急
峻

た
る
と
に
よ
り
こ
れ
等
の
『
山
々
は
近
時
上
越
南
線
の
工
事
進
捗
と
共
に
、

漸
次
登
山
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
ゐ
る
が
故
に
氏
の
講
演
は
そ

の
見
事
な
る
篤
嘆
と
共
に
來
會
者
を
益
す
る
こ
と
多
大
で
あ
っ
た
。

冠
氏
は
本
春
六
月
信
州
大
町
よ
り
爺
岳
、
鹿
島
槍
ケ
岳
に
登
ら
れ
た
る

登
山
談
を
語
ら
れ
た
。
新
緑
と
春
雲
と
の
交
錯
せ
る
春
の
山
の
い
か
に
美

は
し
き
か
は
、
氏
の
講
演
と
い
つ
も
な
が
ら
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
嶌
眞
と
に

依
っ
て
來
會
者
を
喜
ば
せ
た
。

附
記
出
席
者
の
名
簿
を
差
し
加
へ
る
．
へ
き
の
虚
私
の
不
注
意
で
紛
失

を
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
回
丈
は
そ
れ
を
發
表
致
し
ま
せ
ん
。
自

分
の
不
注
意
を
重
ね
て
御
詫
び
致
し
ま
す
。
そ
し
て
將
來
注
意
を
す

る
や
う
に
致
し
ま
す
。
何
卒
御
諒
承
を
乞
多
。
（
冠
）

第
四
十
八
回
小
集
倉

九
月
二
十
一
日
於
赤
坂
・
三
會
堂
。
木
暮
氏
司
會
。

講
演

一
、
利
根
川
水
源
地
方
に
就
て
會
員
角
田
吉
夫
氏

一
、
臺
湾
の
山
に
就
て
同
沼
井
鐵
太
郎
氏

角
田
氏
は
今
夏
越
後
、
魚
沼
、
駒
ケ
岳
方
面
よ
り
中
ノ
岳
、
兎
岳
に
山

稜
を
縦
走
し
、
大
水
上
山
よ
り
利
根
川
水
源
に
下
り
、
本
流
に
浴
う
て
藤

原
に
田
ら
れ
た
る
前
後
十
日
間
の
山
族
に
就
き
語
ら
れ
た
。
上
越
國
境
山

二
麺
六

脈
の
深
き
谷
を
ゆ
く
族
、
秘
境
を
以
て
目
せ
ら
る
上
大
利
根
本
流
を
下
る

族
は
、
興
味
多
い
も
の
が
あ
っ
た
。

沼
井
氏
は
四
ヶ
年
に
亘
る
臺
淘
在
留
中
臺
湾
の
山
岳
に
就
き
研
究
せ
ら

れ
た
る
所
を
概
論
的
に
語
ら
れ
た
。
蒐
集
さ
れ
た
る
多
数
の
篤
眞
を
示
し

て
、
こ
の
南
島
高
山
脈
の
幽
趣
を
餘
す
と
こ
ろ
な
く
吾
人
の
前
に
展
開
さ

れ
た
。
本
州
の
山
と
は
主
た
異
れ
る
景
観
を
呈
す
る
山
為
の
姿
に
來
會
者

の
多
く
は
魅
了
せ
ら
れ
た
か
の
感
が
あ
っ
た
。
渡
賦
前
の
多
忙
な
る
時
間

を
割
い
て
特
に
講
演
せ
ら
れ
た
同
氏
に
謝
す
。
常
日
の
來
會
者
は

角
田
吉
夫
星
野
光
之
助
高
頭
仁
兵
衞

岡
田
喜
一
別
宮
貞
俊
山
崎
彦
暦

成
瀬
岩
雄
小
倉
志
郎
渡
邊
潮

岩
崎
京
二
郎
岩
永
信
雄
飛
川
維
之

小
林
義
夫
長
野
清
一
冠
松
次
郎

山
田
喜
一
松
本
善
二
瀬
木
三
雄

熊
澤
正
夫
野
口
末
延
桑
田
英
夫

木
村
鑛
吉
鳥
山
悌
成
椙
山
正
雄

飯
塚
篤
之
助
木
暮
理
太
郎
大
村
郡
次
郎

藤
島
敏
男
金
子
眞
左
夫
東
條
四
郎

荻
島
雄
三
宮
地
貞
頴
中
村
太
郎

柳
津
悟
松
方
三
郎
逸
見
眞
雄

鹿
野
忠
雄
山
口
健
兒
伊
藤
秀
五
郎

原
全
教
藤
田
信
道
宮
本
璋
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一

ん
ヤ

ウ

ォ

ル

ト

ン

圏
書
室
の
攘
張

＜
筈
で
あ
る
。

所
蔵
岡
書
も
追
々
噌
加
し

つ
4
あ
リ
、

末
室
合
員
の
数
も

に
開
室
日
に
は
豫
め
定
め
た
賞
香
幹
事
が
差
支
た
き
限
り

集
會
室
に
出
向

金
の
一―-
El
と
し
、

午
後
五
時
牛
頃
よ
リ

事
務
員
在
室
の
こ
と
4
し
た

。

別

昨
年
末
開
設
し
た
る
本
會
岡
書
室
は
所
蔵
図
書
の
培
加
に
伴
ひ
漸
く

狭

の
五
十
三
名
他
に
合
員
外
の
末
含
者
六
名
あ
り
き
，

帥

谷

恭

茨
木
猪
之
吉

名
古
屋
常
治

隣
を
感
ず
る
に
至
っ
た
の
で

、

本
年
七
月
よ
リ
更
ら
に
隣
室
借
入
の
契
約

を
結
び

、

之
を
集
合
室
と
し
て
令
員
の
利
用
に
充
て
る
こ
と
A
し
た

。

然

し
て
開
室
日
も
従
来
水
曜、

土
曜
の
二
日
で
あ
っ
た
の
を

九
月
よ
り
月
水

漸
次
多
き
を
加
（
つ
4
あ
る
が 、

尚
一

層
會
員
諸
氏
が
集
會
室
及
岡
書
室

を
利
用
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

本
多

友
司

吉
田

竹
志

黒
田

正
夫

澤
本

辰
雄

小
島

久
太

グ
ロ

ス

沼
井
鍛
太
郎

(664)
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行 衰 月 -r 年 五 和 昭

地
霞

自
第
一

倦
第
一

禁、

至
第
二
巻
第
九
蒙

地

岱

學

合

旅

七
巻
七
撃

日

本

旅
行
協
合

日
本
地
迎
大
系（
山
岳
篇）

改

造

社

山
と
浚
谷
9

月
111)
一
、
こ
‘-―一
撃

會
員
は
五
十
九
名、

七
十
口
で
あ
る
。

武
夫
氏
こ
口
）

曾
原
喜
久
蔵
氏
(
-
口])

保
二
氏
(-
口
）

前
回
登
表
し
た
る
四
十
九
名、

五
十
九
口
を
加
雰
す
れ
ば
現
在
の
維
持

0
交
換
闘
書
及
寄
贈
書

山

と

渓

谷

社

京
都

桑
原

東
京

加
藤

東
京

目
黒

四
郎
氏
(
-
口
）

東
京

東
京

早
川

糧―――
氏
(
-
口
）

東
京

東
京

中
村
惰
太
郎
氏
2
口
）

東
京

高
野

東
京

三
枝

東
京

辻
本・

云
砥
に
掲
げ
た
。

猶
其
後
の
申
込
氏
名
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

守
博
氏
こ
口
）

岡
書
室
維
持
令
員
と
し
て
快
諾
せ
ら
れ
た
る
合
員
氏
名
は
第
二
十
五
年・

滴
丸
氏
(-
口
）

鷹
蔽
氏
(-
口
）

飯
塚
篤
之
助
氏
（
ニ
ロ
）

0
本
會
圏
書
室
維
持
會
員 三

0
0

(667) 
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震
災
豫
防
調
査
會
紀
要
　
第
十
一
巻
第
四
競
　
　
　
陸

地

測

量

部

震
災
豫
防
評
議
含
報
告
　
二
十
五
競
　
　
　
　
　
　
震
災
豫
防
評
議
會

登
山
カ
ー
ド
　
鈴
木
勇
著
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
黒
　
書
　
店

ト
ウ
ー
リ
ス
ト
、
十
八
巻
七
続
、
八
統
　
一〕
”
び
レ

ス
ト
ピ
ユ
‐
口
‐

三
角
貼
　
第
二
韓
　
一
九
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
東

京

蝸

牛

會

族
　
　
行
　
昭
、
五
、
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
旅
行
ク
ラ
ブ
會

盗
溝
山
岳
彙
報
　
昭
、
五
、
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼

溝

山

岳

會

管
見
録
　
昭
、
五
、
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

阪

管

見

蔵

山
水
巡
澄
　
昭
、
五
二
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ユ
ツ
ク
サ
ツ
ク
倶
業
部

バ
ン
フ
レ
ツ
ト

第

一
韓

　
　

　

　

　

　

　

同

族
　
　
昭
五
、
五
―
―

一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
ア
ル
コ
ウ
含

山
行
案
内
　
昭
五
、
七
―
―
九
　
　
　
　
　
　
昭
和
マ
ウ
ン
ト
倶
業
部

ア
ル
カ
ウ
趣
味
　
一
九
二
〇
、
四
―
―
九
月
　
　
　
日
本
ア
ル
カ
ウ
會

山
嶺
　
昭
五
、
五
―
―
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

京

野
歩
路
會

東
京
登
山
會
々
報
　
昭
五
、
七
　
　
　
　
　
　
　
　
東

京

登

山

含

愛
山
週
間
競
　
一
九
二
〇
年
七
月
　
　
　
　
　
　
山

梨
縣
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二
、ニ
ニ　
博
　
文

明
治
夭
、
〓
、二
　
同

明
治
夭
兵
、ニハ
　
同

大
正
三ぼ
二
一　
　
同

明
治
二
、女
二ｏ
　
北

大
正
ｔ
七
、
一二
　
　
大し

、

明
治
里
バ
、二九

　

柳

明
治
里
、女
二五
　

育

明
治
元
二
ｏ
、
ニニ　
教

大
正
元
、
三
、ニハ
　
博

埃
及
聖
地
旅
行
談
　
　
山

中
亜
探
瞼
　
臨露瑞 田
香超 寅
編述 之

助

文 文

館 舘

成
砲
鐙陸

會 祗書 閣 館

( 669 )

館



日

本

山

水

論

瀬

戸

内

海

論

蔓
湾
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翻
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光
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Ｎ
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Ｎ
Ｏ
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Ｈ
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ｌ

ロ
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Ｑ
Ｆ
”
】
“

ｏ
喘
ピ
【Ｏ
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Ｆ
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０

０
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Ｈ
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ｐ
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Ｆ
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ｏ
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Ｈ
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・
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Ｈ
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Ｏ
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Ｈ
”
ｐ
可
ｒ
Ｏ
】
口

”

ト

ロ

】響
Ψ
日
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０
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い
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‘

日
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】
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０
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壼
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鶴
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日

Ｊ
Ｏ
こ
日
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Ｏ
ｈ
日
？
』Ｆ
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”
Ｈ
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諄
ｏ
■
ゴ
Ч
・
【
り
Ｎ
０

０
ｏ
】Ｆ
”Φ
・
の
ぼ

卜
Ｈ
ｏ
Ｆ
】げ
”
【口
‘
目
【口
諄
Ｈ
ｐ
〓
０
日
●
針
∪
】ｐ
ｍ
”
”
口
洒
・
【
０
〔３
ｏ

日
一●
魚
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日
”
国
ざ
く
・
０
こ
ト
ロ
ト
●
ｏｏ
口
絆
Ｏ
ｎ
ピ
【〇
口
絆
Ｕ
】”
口
Ｏ
・
】
∞
い

，

Ｈ
口
静
Ｏ
Ｈ
口
”
”
】
０
口

，
】

０
お
Ｏ
ｍ
】
”
り
げ
】
Ｑ
Ｌ
一
Ｏ
σ
口

”
】
Φ
●
●
■
Ｃ

，
日
●
げ
呵
】
働
”
〇
・
『
Ｃ
】
「

い
Ｏ
Ｎ
∞

・
Ｈ
り
∞
０
。

Ｈ
ロ
ロ
“絆Ｈ
」
躍
Ｆ
Ｈ
Φ
Ｈ
”
口
ｈ
勲
【ｏ
Ｏ
】ｕ
喘Φ
Ｈ
勲
Φ
Ｈ
ひ
く
ｏ
Ｆ
ｏ
Ｔ
卜
】環
）Ｆ

Ｈ
・
Ｈ
Ｈ・
Ｈ
目
・

Ｆ
ロ
ロ
ロ
・
卜
‘
日
ぽ
ｏ
≧
ぼ
Ｆ
Ｈ
一
Ｈ
Ｐ

Ｆ
●
８
Ｐ

日
・
く
‘
日
Ｆ
Ｏ
Ｏ
り
８

”
ｏ
＆

Ｌ
置
ｏ
・

い
う
Ｈ

，
ｏ
日
・
．く

こ

”
じ
史
）声
【
父
〕〓
０
”
崚

Ｏ
ｎ
”
口

Ｏ
】勲

】≦
一０
●
口
絆
ｐ
】
口
Φ
Φ
】
・
い
０
い
〇
・

Ｈ
」“
げ
Ｊ
０
〇
一Ｆ

・
Ｏ
Ｈ
Ｈ

『
Ｏ
Ｆ
口
。
一日
．Ｆ
Ｏ

日
♂
｝”
口
”
】
Φ
一
Ｏ
ｈ

Ｚ
Ｆ
絆
口
Ｈ
ｏ

一
ｏ

”
ぽ
ｏ

ｄ
く
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口
魚
Φ
『
破

Ｏ
ｈ
絆
げ
〇

ヨ
■
一〇
暉
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魚

ヨ
、Φ

Ｈ
山
く
〇

【
●
・

Ｕ
●
ロ
ロ
・
卜

Ｌ
口

・
一日

‘

Ｏ
Ｈ
喘
ｏ
Ｈ
勲

ヒ
【０
●
口
絆
”
】
口
Φ
Ｏ
Ｈ
】
づ
”

同
ψ
碑
ン
Ч
●
・
【
り
い
い
・

Ｆ
‘
ｏ
①
”
り
Ｒ

ご

日
Φ
ロ
ロ
Ч
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）口
・

日
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口
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】
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卜

ｏ
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‘

日
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口
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Ｆ
ｏ
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曖

麟
い
Ｏ
ｐ
●
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”
崚
‘
曖
・
【
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り
い
ｏ

り
ｎ
Ｃ
Ｈ
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υ
Ч
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】
Щ
”
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げ
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】
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Ｏ
ｈ

ひ
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】
ｐ
●
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・
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・
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可
『
ｐ
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】田
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げ
ｏ
Ｏ
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出
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く
Ｏ
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目
Ｆ
Ｏ
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一
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一
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Ｆ
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０

０
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Ｈ
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∞

・
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０
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Ｈ
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０
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Ｏ
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Ｏ
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０
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０
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ｒＦ
いｏ
曖
Ｏ
ｈ

ぽ゙
Φ
Ｕ
ご
曖ｒ
ド
∞
ｏ
Ｏ
・

、
　
　
＞
因
Ｌ
”
ｇ
ざ
り

，
諄
Ｆ

（”
蓼
〓
ｏ

，
８
”
鳴
つ
件
ｏ
Ｈ
日
・
く
２
ｏ
Ｈ
メ
）

【
∞
∞
い

・

ヽ
　
　
＞
『
ｏ
Ч
♂
Ｈ
曰
く
８
●
８

，

・

『
　
　
　
哺
甘
ド
①

麟
い
日
】．口
〇
・
ド
０
０
Ｐ

目
・①
ｏ
Ｈ
Ｃ
崚
■
Ｈ

‘

日
げ
Φ

日
口
●
絆
Ｏ
Ｈ
Ч

Ｏ
出
”

】≦
ｏ̈
口
鰤
絆
”
】
●
・
Ｈ
∞
∞
ド
・

砂
員
二
絆
ド

・
＞

・Ｌ

冒
ｏ
口
゛
Ｕ

】
，

●
ｏ
ｏ
Ｈ
∞
〔３

・

『
　
　
　
・レ

一ロ
ゴ
鰤
ロ
ニ
Ｘ
δ
Ｆ

Ｏ
ｎ

ピ
【け

・
卜
澪
Ｘ
肖
”
∽
口
Ｌ
絆
ぽ

．●

卜
ね
０
０
り
ｒ

Ｏ
ｎ

】百
〇
鰤
゛

Ｕ
】
”
●
ｏ
①
・
ド
∞
い
Ｎ
・

゛
”
Ч
Φ
〓

Ｌ

引
・
Ｑ

‘

〇
く
Φ
Ｈ

ｇ

日

ｏ

＞
Ｆ
Ｌ

”
Φ

”
”
霧

ｏ
Ｆ

〓

ｏ
日

ｏ
Ｌ

８

ｏ
”

【
０
●
∞

・

碗
・
＞
・
Ｑ

・
∪

し
自
”
”
Φ
口

Ｎ
ロ
ロ
Ｆ
『
ｐ
ｒ
Ｈ
げ
口
ｏ
ぽ

魚
Φ
口

ひ
ｏ
Ｆ
■

ｏ
】Ｎ
Φ
Ｈ

＞
Ｊ
お
・”

Ｑ
】
●
げ
・

嗜
Ч
口
魚
つ
【
Ｆ

『
・■
口

ｏ
・
Ｈ
●
ｏ
ｈ
日
ｒ
ｏ
Ｈ
ｏ
Ｈ
●
ｏ

”
口

゛
ぽ
①

＞
ｒ
悩
・
ド
∞
∞
ｕ
・

日
ｏ
】
ρ
●
つ
「
ヽ

国
［ｏ
】ド
Φ
【
”
口
勲

鮨
Ｌ
口
”
口
勲
び
Ｑ
）ぽ
ｒ
．

メ
「
Ｃ
口
魚
Ｆ

嗜
‘

Ｕ̈
】Φ

『
ロ
ロ
ｍ
喘
Ｈ
ｐ
●

口
”
魚

勲
”
●

日
ご
Ｈ
ド
ｏ
Ｈ

Ｏ
げ
ｏ
Ｈ
【
ｐ
ｒ
鮨
・

ヽ
　
　
　
　
　
一じ
Ｊ
破
〕
日
〓
一
一
Φ
Ｈ
げ
Ｏ
Ｈ
口
・
ロ
ロ
勲

●
Ｏ
Ｈ
口
０

〇
一〇
破
Ｏ
Ｆ
Ｈ
ｏ
ｒ
”
Φ
・

メ
♂
諄
ｏ
目
”
刊́
‘
日
ｒ
ｏ
『
ｐ
”
”
目
Φ
懃０
＞
】い洒
・
ド
∞
一
９

　ヽ
　
　
　
日
Ｆ
ｏ
”
Ｈ”
「
”
【
Ｏ
ロ
ロ
籠
〇
出
”Ｆ
Ｏ
Ｈ
わ
】
日
５̈
一・
い
０
】
∞
・

會
　
　
報
　
　
○
同
書
及
寄
贈
書

ヽ
　
　
　
　
　
´
一■
〓
Ч
「
ｐ
【
Φ
【
【”

一ｑ
づ
め
ト
ロ
Ｐ】】臓Φ
】
『
”
り

，
●
一
ド
リ
Ｎ
い
。

、
　
　
　
　
日
、く
ｏ
Ｑ
】貯
ド
ぴ
破
』口

”
ぽ
Φ
『
”
Ｈ
５
・●
①
“
●
＞
ｒ
怪
・
μ
Ｏ
卜
ｏ
・

メく
Ｆ
Ч
Ｈい
Ｕ
Φ
】
■
口
こ
日
Ｆ
ｏ
Ｊ「一出
】ｏ
Ч
ｃ
ｈ
Ｎ
Φ
Ｈ
】じ
”
絆絆
舒
絆ぽ
Φ
目
由
”
絆”Φ
Ｈ
Ｆ
ｏ
”
”
・

Ｈ
∞
Ｏ
Ｎ
・

ダ

ヽ
い
が

崚
ｏ
Ｈ

Ｏ

ヽ
あ

〓

Φ
い
日

ｒ

Ｏ
ｐ
”
Φ
ご

団

Ｆ

”

ｐ
ぴ
ｏ
Ｏ
〕
Ａ

舒

０

‘

】
２

Φ

絆
Ｏ

Ｉ

Ｊ

購
入
回
書

卜
げ
Ｈ”Ｆ
”目
ど
（９
ｏ
一Ｕ
・
．日
ぽ
Φ
Ｏ
ｏ】日
Ｕ
】Φ”〇
】百
〇
“
口
絆ン
】口
〇〇Ｈ
・

＞
Ｆ
Ｌ
「
ｐ
ロ
ニ
Ｈ
日
Ｈ
一鷺
）勲
】〓
０
日
・
Ｈ
Ｏ
Ｎ
∞
・

い
●
ロ
ロ
い
卜
‥
ン
ロＨ
ご
”Ｏ
Ｈ
Ч
ｏ
ｎ
び
Ｆ
ｒ
Ｈ口
”
・

劇
．０
●
口
”
一
∩
半・
ゴ
「・
ピ
【Ｏ
●
口
””
】り
０
”
”
喘ｒ

×
　
　
　
　
　
Ｘ
　

　

　

　

Ｘ

澤
山
の
新
着
書
を
此
の
欄
に
書
上
げ
る
事
の
出
来
る
の
は
固
書
係
の
何

よ
り
も
喜
び
と
す
る
所
で
あ
る
。
斯
う
や
つ
て
行
く
中
に
本
會
の
固
書
室

は
一
つ
の
重
要
な
山
に
開
す
る
ン
フ
エ
ン
ン
ス
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
に
な
る

で
あ
ら
う
。
見
ら
る
ヽ
通
り
新
刑
書
は
書
肇
の
親
切
に
よ
つ
て
大
概
は
寄

贈
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。た
ゞ
洋
書
と
古
い
本
と
は
さ
う
行
か
な
い
。

か
と
い
つ
て
山
岳
會
と
し
て
は
本
営
に
必
要
な
資
料
以
外
に
は
手
が
出
せ

な
い
。
其
の
意
味
に
於
て
會
員
諸
氏
か
ら
の
書
籍
の
寄
贈
の
あ
る
度
に
係

の
喜
び
は
一
通
り
で
な
い
。
特
別
の
本
な
ら
ば
寄
托
し
て
下
さ
つ
て
も
い

ゝ
．
現
在
は
新
刑
紹
介
の
如
き
會
の
必
要
以
外
に
は
原
則
と
し
て
借
出
を

し
て
居
な
い
し
、
特
に
寄
托
書
、
珍
奇
書
の
類
は
巌
重
に
蔵
つ
て
あ
る
か

ら
、共
の
方
の
事
に
つ
い
て
は
係
は
責
任
を
も
つ
事
が
出
来
る
。今
日
ま
で

二〇二
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行 残  月 十 年 五 和 昭

會
　
　
報
　
　
○
日
書
及
寄
贈
薔

寄
托
と
な
つ
て
わ
る
本
も
現
に
少
か
ら
ず
會
の
本
箱
を
う
づ
め
て
ゐ
る
。

會
員
高
橋
健
治
氏
か
ら
の
獨
換
山
岳
會
々
報
の
大
揃
ひ
四
十
餘
舟
等
は
そ

の
中
の
大
物
で
あ
る
。

磯
貝
氏
か
ら
寄
賠
せ
ら
れ
た
も
の
も
何
れ
も
今
と
な
つ
て
は
珍
し
い
も

の
ば
か
り
で
あ
り
、
特
に
山
の
本
と
し
て
は
色
々
な
意
味
で
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
多
年
座
右
に
置
か
れ
た
書
籍
を
割
愛
せ
ら
れ
た
事
を
数
に
厚
く

感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
か
ら
の
物
は
同
書
室
設
置
の
報

に
封
し
て
の
喜
び
の
手
紙
と
共
に
嚢
途
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
の
箱

に
一
杯
印
魔
洋
を
通
々
と
渡
つ
て
来
た
事
を
思
ふ
と
、
小
さ
な
片
々
た
る

も
の
で
も
云
ひ
知
れ
ぬ
愛
着
を
感
じ
な
い
課
に
行
か
な
い
。
今
年
七
十
の

ウ
エ
ス
ト
ン
老
人
が
、
そ
の
頃
の
日
本
の
事
な
ど
を
想
ひ
出
し
乍
ら
、
書

齋
の
棚
か
ら
一
つ
′
ヽ
と
販
り
出
し
て
は
本
の
箱
に
を
さ
め
て
ゐ
る
有
様

を
想
像
し
て
、
私
は
何
と
も
云
ヽ
な
い
気
持
に
な
つ
た
。
埋
め
草
に
ジ
オ

グ
ラ
フ
イ
カ
ル
・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
が
つ
ま
つ
て
来
た
事
な
ど
も
、
若
し
や
何

か
の
役
に
立
つ
ま
い
か
と
の
心
難
し
か
ら
で
あ
つ
た
。賞
際
そ
の
中
か
ら
、

會
の
分
で
快
け
て
ゐ
る
琥
を
補
ふ
事
が
出
来
た
の
だ
か
ら
、
ウ
エ
ス
ト
ン

氏
の
心
遣
り
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
か
つ
た
の
だ
。
リ
ス
ト
に
見
ら
る
ヽ

通
り
可
な
り
大
事
な
、
山
岳
固
書
館
と
し
て
は
是
非
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
も
少
く
な
い
し
、
又
珍
し
い
そ
の
片
々
た
る
バ
ン
フ
ン
ツ
ト
一
つ
に

そ
の
時
代
の
山
登
り
が
浮
ん
で
木
る
様
な
曰
く
つ
き
の
も
の
も
あ
る
。
古

本
屋
の
カ
タ
ロ
グ
な
ん
か
に
は
決
し
て
出
て
末
な
い
様
な
も

の
が
チ
ラ

′
ヽ
入
つ
て
ゐ
る
の
が
、
何
よ
り
も
有
難
か
つ
た
。

三〇六

固
書
室
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
棚
ｔ
出
来
た
し
、
地
固
を
入
れ
る
棚
も
出

来
て
ゐ
る
。
そ
の
中
本
棚
の
渡
張
ｔ
出
来
る
筈
で
あ
る
し
、
額
を
つ
る
金

棒
も
渡
さ
れ
、
不
充
分
で
は
あ
る
が
机
も
椅
子
も
備
つ
た
。
賞
際
を
云
ふ

と
同
書
室
は
完
備
た
近
づ
い
た
と
思
ふ
頃
も
う
狭
院
を
つ
げ
つ
ヽ
あ
る
と

い
ふ
始
末
で
あ
る
。
併
し
今
ま
で
の
事
を
考
へ
れ
ば
そ
ん
な
不
平
は
出
な

い
。
営
分
今
の
場
所
で
色
々
と
内
容
を
充
賓
さ
し
て
行
く
で
あ
ら
う
。
九

月
以
来
一
ケ
月
牛
ば
か
り
の
間
の
泰
室
者
は
三
百
名
を
超
え
て
居
る
。
併

し
係
と
し
て
は
も
つ
と
此
の
室
を
會
員
諸
氏
が
利
用
し
て
下
さ
る
事
を
希

望
し
て
巳
ま
な
い
。
こ
う
い
ふ
室
の
存
在
が
、
事
賞
上
の
問
題
と
し
て
會

の
嚢
達
の
上
に
は
大
き
な
役
割
を
し
て
ゐ
る
事
を
痛
切
に
感
じ
つ
ヽ
あ
る

一
人
と
し
て
私
は
切
に
比
の
事
を
所
つ
て
止
ま
な
い
。
（松
方
二
郎
）

慈
恵
大
學
山
岳
部
員
岡
一
男
氏
遭
難
の
員
相

（難
報
追
加
）

故
岡
氏
一
隊
の
登
山
計
壼
並
に
其
概
念

（戸
田
仁
一
郎
）

今
回
の
プ
ラ
ン
は
大
饉
左
の
如
き
も
の
で
あ
つ
て
来
る
べ
き
各
期
登
山

に
封
す
る
最
後
の
下
踏
み
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
だ
．

昭
和
五
年
十
月
十
二
日
、
戸
蔓
―
赤
河
原
―
駒
嶽
六
合
小
屋
。
十
三
日

鋸
嶽
往
復
。
十
四
日
、
六
合
小
屋
―
駒
ケ
岳
頂
上
―
六
方
石
―
仙
水
峠

―
北
澤
小
屋
―
仙
丈
石
室
。
十
五
日
、
石
室
―
仙
丈
岳
―
大
仙
丈
澤
―

雨
俣
小
屋
泊
り
。
十
六
日
、
小
屋
―
左
供
―
間
岳
―
北
岳
新
設
小
屋
．

十
七
日
、
小
屋
―
北
岳
―
廣
河
原
小
屋
泊
り
。
十
八
日
、
小
屋
―
廣
河

原
峠
―
高
嶺
―
業
師
岳
―
期
音
岳
―
南
御
室
小
屋
泊
り
。
十
九
日
、
小
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屋
―
辻
山
，―
声
安
―
韮
時
―
婦
京
。
備
考
、
第
二
日
は
共
日
の
状
態
及

除
員
の
状
態
に
依
り
て
北
澤
小
屋
泊
り
或
は
仙
丈
石
室
泊
り
に
す
る
と

の
事
。

遭
難
の
原
因
に
就
て

（戸
田
仁

一
郎
）

第

一
遠
因
。
Ａ
、
第
二
日
の
プ
ラ
ン
に
鋸
岳
往
復
と
い
ふ
日
程
が
あ
つ

て
、
こ
れ
は
通
例
は
角
兵
衛
澤
よ
り
登
り
縦
走
す
る
の
で
あ
る
が
、
六
合

小
屋
よ
り
往
復
す
る
プ
ラ
ン
を
作
つ
た
事
は
何
等
か
の
理
由
の
存
す
る
事

を
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
岡
君
が
今
春
肋
膜
炎
を
患
つ
て
ゐ
た
事
と
同

時
に
、
パ
ー
テ
イ
ー
中
に
新
人
の
合
ま
れ
て
ゐ
た
事
を
も
考

へ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
Ｂ
、
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
の
負
紐
を
環
と
結
ぶ
虎
の
度
に
訣
損
の
あ
り
し

事
。
０
、
鋲
を
打
ち
た
る
登
山
靴
の
彼
に
封
し
て
重
過
ぎ
た
虞
れ
の
あ
る

事
。
Ｄ
、
前
日
の
鋸
岳
往
復
に
成
功
せ
し
結
果
そ
の
喜
び
に
疲
勢
を
忘
れ

又
リ
ー
ダ
ー
の
立
場
よ
り
其
虎
に
無
理
は
な
か
つ
た
か
？
　
彼
は
適
難
以

前
に
屏
風
岩
通
過
に
際
し
足
を
踏
み
外
づ
し
藤
太
郎
に
止
め
て
貰
つ
た
事

並
に
除
員
飯
野
と
相
談
し
て
北
澤
よ
り
案
内
人
を
掃
す
事
を
中
止
し
全
コ

ー
ス
を
連
れ
て
行
く
事
に
し
た
事
は
彼
の
疲
分
の
程
度
を
想
像
し
得
る
も

の
で
あ
る
。

街
道
難
常
時
の
順
位
を
見
る
に
、
三
千
雄
（案
内
人
弟
）
、
藤
太
郎

（案

内
人
）
、東
條
養
雄
、
渡
邊
三
千
男
、
永
瀬

一
雄
、
岡

一
男
、
飯
野
富
雄
で

あ
つ
て
少
な
く
と
も
第
二
番
に
行
く
べ
き
、
彼
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
疲
分

を
抑

へ
自
身
の
位
置
に
止
っ
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。

第
二
近
因
。
Ａ
、
本
の
根
に
頃
き
し
（
？
）事
。
適
難
現
場
考
察
の
編
に

難
　
　
報
　
　
〇
慈
恵
大
學
山
岳
部
員
岡

一
男
氏
遭
難
の
員
相

記
述
せ
る
如
く
現
場
は
大
方
石
よ
り
小
松
峯

へ
か
け
て
の
最
低
鞍
部
を
過

ぎ
て
登
り
に
か
ヽ
り
、
そ
の
登
り
を
越
え
て
極
く
緩
傾
斜
の
下
り
路
約
十

米
以
内
の
出
来
事
と
思
は
れ
る
。
こ
の
所
に
於
て
甲
州
側
路
傍
の
難
草
の

間
に
見
出
さ
れ
た
る
木
の
根
に
、
直
接
原
因
は
胚
胎
し
て
ゐ
る
事
と
考

ヘ

ら
れ
る
．
此
の
小
さ
な
起
伏
を
登
り
末
つ
て
、
平
坦
な
道
を
足
軽
く
運
び

行
く
中
、
こ
の
本
の
根
に
足
を
取
ら
れ
贋
く
と
同
時
に
、
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク

が
信
州
側
に
傾
い
た
の
で
こ
の
惨
事
を
惹
起
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

以
上
の
講
因
を
綜
合
す
る
に
故
岡
氏
の
責
任
期
念
の
緊
張
後
の
放
心
状

態
及
び
疲
勢
に
結
び
つ
く
に
靴
、
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
の
不
備
と
木
の
根
に
顕

い
た
事
が
直
接
原
因
と
な
つ
た
も
の
と
推
断
せ
ら
る
。

遭
難
営
時
の
思
ひ
出

（同
行
者
　
飯
野
富
雄
）

…
…
…
下
り
は
摩
利
支
天
の
方
を
捲
い
て
ガ
ラ
′
ヽ
路
を
下
る
。
振
り

か
へ
つ
て
仰
い
だ
駒
は
幾
度
木
て
も
い
よ
山
だ
と
思
つ
た
。
六
方
石
に
出

る
前
に
一
寸
体
ん
だ
。
岡
粛
は
も
う

一
時
間
も
す
れ
ば
小
松
峯

ヽ
着
く
な

ど
前
の
人
に
話
し
て
ゐ
た
。
岡
君
は
幾
分
蒼
白
い
顔
色
だ
つ
た
。
少
戴
の

後
、
例
の
順
で
三
千
雄
、
藤
太
郎
、
東
條
、
渡
邊
、
永
瀬
、
岡
、
僕
と
進

ん
で
行
つ
た
。
六
方
石
も
直
ぐ
過
ぎ
て
ち
よ
つ
と
し
た
上
り
が
あ
る
。
永

瀬
と
岡
君
の
間
が
約
二
十
米
、
僕
と
岡
君
と
の
間
が
約
廿
米
あ
つ
て
、
皆

氣
を
許
し
た
路
だ
っ
た
。
小
松
峯
の
手
前
の
峯
に
先
頭
は
休
み
、
後
の
者

は
見
え
隠
れ
つ
ヽ
ゆ
く
行
く
う
ち
に
最
後
の
僕
は
全
員
の
見
え
切
る
と
こ

ろ
に
達
し
た
、
こ
の
時

一
寸
憂
に
思
つ
た
。
オ
ヤ
ツ
，
ｏ

岡
君
は
い
や
に

早
く
登
つ
た
な
あ
と
思
ひ
つ
ゝ
皆
の
体
ん
で
あ
る
と
こ
ろ
に
着
く
。
と
い

三〇
七

貌 三 第 年 五 十 二 第 岳 山
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行 獲 月 十 年 五 和 昭

難
　
　
報
　
　
○
慈
恵
大
學
山
岳
部
員
岡

一
男
氏
適
難
の
員
相

き
な
り
永
瀬
が

「
岡
さ
ん
は
？
」
と
尋
ね
た
ｃ「
も
う
来
た
わ
け
だ
ぜ
、
靴

の
紐
で
も
直
し
て
ゐ
る
ん
じ
や
な
い
？
　
だ
が
一
本
道
だ
。
俺
が
越
す
わ

け
は
な
い
」
そ
の
時
藤
太
郎
始
め
、
皆
は
は
つ
と
驚
き
、
空
身
で
六
方
石

ま
で
呼
び
つ
ゝ
戻
つ
た
。
三
千
雄
が
谷
を
覗
き
込
み
乍
ら

「落
ち
て
ゐ
る

！
」
と
叫
ん
だ
、
そ
の
時
の
一
同
の
気
持
！
　
韓
び
つ
ゝ
ま
ろ
び
つ
ゝ
君

の
と
こ
ろ
に
辿
り
つ
た
時
は
一
同
は
帽
子
を
取
つ
て
雲
の
上
に
只
所
る
の

み
で
あ
つ
た
。
現
場
に
第

一
に
着
い
た
藤
太
郎
の
言
に
依
る
と
頭
を
下
に

し
て
ゐ
て
、
抱
き
上
げ
た
時

「
ウ
ー
ン
」
と
言
つ
た
切
り
だ
つ
た
。
第
二

に
永
瀬
が
着
い
た
、
第
二
に
僕
が
つ
い
た
時
は
心
臓
が
微
か
に
膊
動
し
て

は
居
た
が
や
が
て
聞
え
な
く
な
つ
て
し
ま
っ
た
。
萬
事
窮
す
―
―
岡
君
は

仲
の
よ
い
藤
太
郎
の
腕
に
抱
か
れ
、
山
の
友
に
国
ま
れ
つ
ヽ
永
遠
の
眠
り

に
つ
か
れ
た
の
で
あ
る
（午
前
九
時
二
十
分
）
。
九
時
四
十
分
、
藤
太
郎
と

弟
は
飛
ん
で
婦
つ
て
急
報
、
取
残
さ
れ
た
僕
等
四
人
は
尾
根
で
露
誉
と
定

め
て

一
同
款
々
と
働
い
た
。
静
か
な
山
の
夜
が
襲
つ
て
来
た
、
永
瀬
が
今

確
か
に
人
率
が
し
た
と
云
ふ
、
十
時
だ
、
藤
太
郎
が
掃
つ
て
来
た
。
月
が

遅
い
歩
み
を
西

へ
′
ヽ
と
運
び
待
ち
に
待
つ
た
夜
が
明
け
初
め
る
。

遭
難
現
場
考
察
　
（第

一
救
援
隊
　
大
川
清
）

十
月
十
六
日
正
午
現
場
に
到
着
し
た
第

一
救
援
除
Ａ
除
は
只
冷
汗
を
拭

ひ
乍
ら
一
時
は
呆
然
と
秋
空
に
律
え
立
つ
巌
を
仰
ぐ
の
で
あ
つ
た
。
全
く

運
命
と
云
つ
て
し
ま
ひ
た
い
、
そ
れ
と
も
ほ
ん
の
エ
ラ
ー
と
言
ふ
べ
き
か

君
の
墜
落
の
起
っ
た
路
は
平
々
坦
々
と
し
て
居
る
。
丁
度
汗
を
拭
き
／
ヽ

軽
や
か
な
気
持
で
足
許
を
見
乍
ら
通
る
位
の
路
な
の
だ
．

ヨ
〇八

墜
洛
地
粘
の
位
置
は
五
萬
分
の
一
「
市
瀬
」
同
幅
に
於
て
駒
ケ
岳
か
ら

西
南
に
走
つ
て
北
澤
峠
に
至
る
、
國
境
尾
根
が
ア
サ
ヨ
峯
三
角
貼
か
ら
駒

と
鋸
の
間
に
あ
る
二
五
九
二
米
の
地
鮎
に
引
い
た
線
と
交
る
所
で
あ
つ

て
、
共
交
鮎
尾
根
上
附
近
に
小
さ
な
突
起
を
等
高
圏
に
依
り
知
る
。
其
の

突
起
の
直
下
の
駒
寄
り
の
棚
状
に
な
つ
て
る
尾
根
で
適
難
さ
れ
た
の
で
あ

る
。其

棚
状
の
尾
根
は
長
さ
約
十
米
で
殆
ど
季
坦
、
幅
約

一
尺
五
寸
の
路
で

あ
つ
て
信
州
側
は
脚
下
か
ら
切
り
お
と
し
た
崖
で
覗
き
込
む
の
も
厭
な
氣

が
す
る
が
、
反
封
に
甲
州
側
は
足
下
に
は
偶
松
が
茂
つ
て
居
り
灌
木
も
密

生
し
て
ブ
ツ
シ
ユ
の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
あ
る
。
岡
潜
は
こ
の
尾
根
道
か

ら
信
州
側
に
韓
落
し
た
の
で
あ
る
が
賞
見
者
は
乍
残
念
な
い
。然
し
永
瀬
、

領
野
の
位
置
並
に
種
々
の
遺
留
品
及
血
痕
の
位
置
か
ら
考
へ
合
せ
て
見
る

と
此
虎
よ
り
他
に
落
ち
た
虎
は
な
い
。
脚
下
の
岩
は
風
化
さ
れ
て
幾
分
脆

く
な
つ
て
、
韓
落
の
跡
か
と
思
は
れ
る
ガ
ン
も
あ
つ
た
が
確
責
な
證
擦
と

は
な
ら
な
い
。
そ
の
十
米
の
尾
根
道
は
赤
土
と
砂
利
混
り
で
ツ
ル
リ
と
滑

べ
る
様
な
事
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
程
に
二
三
岩
根
が
突
出
し
又
甲

州
側
の
僅
松
の
枝
の
切
れ
端
が
突
き
出
て
ゐ
て
質
く
様
に
な
つ
て
居
る
．

こ
の
便
松
の
枝
を
つ
か
ん
で
み
る
と
Ｔ
魔

一
と
握
り
位
で
案
外
ガ
ツ
チ
リ

と
鈎
状
に
足
の
甲
に
か
ら
む
位
の
高
さ
で
あ
る
。
ち
よ
つ
と
し
た
歩
み
の

運
び
工
合
で
う
ま
く
こ
ゝ
に
足
が
引
懸
る
事
を
賞
験
し
た
。
噴
い
た
位
で

は
そ
の
枝
は
ビ
ク
と
も
し
な
い
。

墜
落
斜
面
は
其
の
尾
根
の
上
か
ら
死
機
の
発
見
さ
れ
た
地
難
ま
で
全
部
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で
約
二
百
米
の
距
離
が
あ
り
、
全
長
を
三
種
に
分
類
す
る
事
が
出
来
る
。

第

一　
井
壁
面
、
高
さ
約
五
十
米

第
ニ
　
ガ
ラ
′
ヽ
の
斜
面
、
長
さ
約
百
米

第
二
　
岩
斜
面
、
長
さ
約
五
十
米

（附
固
あ
り
た
れ
ど
原
稿
を
入
手
せ
る
事
遅
か
り
し
か
ば
遺
憾
な

が
ら
省
略
せ
り
―

編
者
）

第

一
の
岩
壁
面
は
殆
ど
妥
直
で
二
つ
の
凹
み
が
横
走
せ
る
鶯
三
つ
の
オ

ー
パ
ー
ハ
ン
グ
を
な
す
凸
部
あ
り
、
壁
の
様
に
不
滑
で
は
な
く
凸
凹
が
あ

つ
て
所
々
に
は
草
や
小
さ
な
灌
木
が
倒
さ
に
生
え
て
ゐ
る
。
全
畿
は
花
満

岩
の
一
塊
で
表
面
は
も
ろ
い
も
の
で
あ
つ
た
。
絶
壁
は
下
ま
で
五
十
米
の

高
さ
が
あ
り
直
下
に
大
き
な
景
が
坐
つ
て
ゐ
た
。
此
虎
に
最
初
の
血
痕
が

残
見
さ
れ
た
。
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
が

ら
は
づ
れ
た
上
衣
も
此
虎
に
懸
つ
て
ゐ

た
。
見
上
げ
る
と
こ
の
高
い
懸
崖
の
中
程
の
小
木
に
紺
の
幅
子
が
チ
ヨ
コ

ン
と
懸
り
そ
の
下
で
左
方
約
五
米
の
虎
に
ビ
ツ
ケ
ル
が
石
突
き
を
下
に
引

懸
つ
て
ゐ
た

（
以
上
左
右
は
尾
根
を
見
上
げ
て
の
左
右
で
あ
る
）。

第
二
の
斜
面
は
四
十
五
度
前
後
の
可
成
り
急
な
傾
斜
で
ガ
ラ
′
ヽ
な
石

か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
石
の
間
に
は
草
が
生
え
灌
木
も
あ
つ
て
粗
林
を
な
し

て
ゐ
て
傾
斜
は
段
々
下
に
下
る
程
ほ
ん
の
少
し
ゆ
る
や
か
に
な
つ
て
ゐ
て

全
鎧
で
約
百
米
績
い
て
居
て
二
本
の
小
さ
な
谷
に
岐
れ
て
い
づ
れ
も
絶
壁

と
な
つ
て
黒
澤
の
水
源
に
逆
か
お
と
し
に
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
斜
面
の
中

程
の
木
に
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
が
懸
り
、
そ
の
側
に
は
痛
員
機
が
あ
つ
た
。
斜

面
の
経
り
近
く
二
岐
に
分
れ
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
岩
が
あ
つ
て
血
痕
が
新

難
　
　
報
　
　
○
慈
恵
大
學
山
岳
部
員
岡

一
男
氏
適
難
の
員
相

雲
を
紅
に
染
め
て
ゐ
た
。
こ
の
岩
に
営
つ
て
方
向
が
幾
分
か
右
に
韓
換
さ

れ
て
第
二
の
岩
斜
面
に
落
下
し
た
の
で
あ
つ
た
、
此
の
斜
面
に
は
灌
本
が

粗
林
の
程
度
に
生
え
速
力
は
相
常
制
止
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
。

第
二
の
岩
斜
面
は
前
の
傾
斜
よ
り
は
精
々
ゆ
る
や
か
で
四
十
度
に
は
足

ら
な
い
位
だ
が
岩
が
左
右
か
ら
突
出
し
て
決
め
ら
れ
た
谷
の
始
ま
り
の
形

を
具
へ
て
ゐ
る
。
屍
盤
は
こ
の
谷
の
中
程
で
止
つ
た
の
で
も
の
、
二
十
米

も
下
に
降
れ
ば
瀧
の
懸
崖
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。
屍
鎧
の
喰
止
つ
た
虎
は
ガ

ラ
″
ヽ
岩
の
上
で
あ
る
が
止
る
ま
で
に
ず
つ
た
事
が
石
の
工
合
で
わ
か

る
。
岩
の
上
は
凍
り
つ
い
て
ゐ
て
滑
り
さ
う
で
よ
く
こ
ゝ
で
止
つ
た
と
不

思
議
に
思
は
れ
る
位
で
あ
つ
た
。
線
括
し
て
見
る
と
尾
根
道
の
中
央
邊
で

重
心
が
失
は
れ

（原
因
に
就
て
は
前
記
参
照
）
最
初
の
第

一
の
絶
壁
面
を

直
下
に
韓
落
し
、
大
き
な
岩
に
営
り
、
帽
子
、
ビ
ツ
ケ
ル
は
韓
落
の
間
に

飛
ば
し
た
も
の
で
、
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
に
つ
け
た
上
衣
は
そ
の
岩
の
あ
る
地

鮎
に
あ
つ
た
。
更
に
第
二
の
ガ
ラ
′
ヽ
の
斜
面
の
上
を
粗
林
の
上
を
雲
崩

れ
打
つ
て
韓
落
し
て
分
岐
鮎
の
岩
に
常
つ
た
。
此
虎
ま
で
は
大
螢
直
線
で

こ
の
岩
に
営
つ
て
右
に
幾
分
方
向
が
換
へ
ら
れ
狭
い
井
谷
に
入
り
、
鶯
に

速
力
が
な
く
な
つ
て
此
虎
に
止
つ
た
も
の
と
判
断
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

岡
氏
遭
難
営
時
に
於
け
る
部
員
の
行
動

慈
大
山
岳
部
の
秋
季
登
山
計
豊
に
参
加
し
、
そ
の
中
途
駒
ケ
岳
に
逝
け

る
同

一
男
君
の
悲
報

一
度
偉
は
る
や
、
其
捜
索
に
就
て
遺
族
よ
り
慈
大
山

岳
部
に
一
任
さ
れ
て
出
獲
い
戸
蔓
案
内
人
組
合
、
高
速
警
察
署
の
援
助
に
，

依
り
其
結
果
に
於
て
豫
期
以
上
の
効
を
枚
め
「
遺
骸
を
速
か
に
遺
族
の
手

三
〇九

競 三 第 年 五 十 二 第 岳 山

( 676 )



行  獲  月 十 年 五 和 昭

難
　
　
報
　
　
○
慈
恵
大
學
山
岳
部
員
岡
一
男
氏
道
難
の
員
相

に
渡
す
事
が
出
来
た
。

十
月
十
四
日
、
戸
蔓
の
案
内
人
竹
澤
藤
太
郎
氏
よ
り
岡
氏
の
悲
報
が
山

岳
部
に
到
着
し
た
の
は
、
同
日
午
後
六
時
頃
だ
つ
た
。
電
報
に
依
り
小
松

峯
、
大
方
石
間
に
於
て
墜
死
せ
る
事
を
知
つ
た
。
営
夜
関
係
方
面
に
打
電

す
る
と
同
時
に
宙
夜
現
場
に
戸
田
仁
一
郎
、
大
川
清
、
岡
越
男
（令
弟
）、

松
井
（叔
父
）、
通
信
員
と
し
て
松
尾
張
を
戸
蔓
に
、
お
く
れ
て
尾
園
大
學

代
表
者
を
戸
蔓
に
、
以
上
六
名
よ
り
な
る
第

一
救
援
除
は
営
夜
飯
田
町
瞬

を
直
ち
に
出
残
し
た
。

十
月
十
五
日
、
早
朝
神
宮
部
長
、
先
輩
岡
田
春
樹
、
部
員
全
部
は
本
部

に
集
合
し
、
死
畿
奎
見
の
通
知
に
接
せ
ざ
り
し
を
以
て
遺
族
と
の
交
渉
は

部
長
に
一
任
し
、
午
前
十
時
死
盤
未
嚢
見
の
下
に
左
の
事
項
を
決
議
す
。

一
、
第
二
救
援
隊
の
編
成
の
件
．　
一
、
留
守
隊
の
事
務
主
任
者
決
定
。

一
、
遺
族
連
行
の
件
。　
一
、
含
計
の
件
。

第
二
救
援
除
メ
ン
パ
ー
、
紳
宮
部
長
、
岡
田
春
樹
、
部
員
加
藤
、青
木
、

木
原
、
安
並
、
安
島
、
林
、
廣
瀬
、
倉
日
、
遺
族
と
し
て
岡
君
両
親
、

妹
恵
子
。
留
守
除
、
荒
井
。
誉
原
、
原
。
會
計
、
木
原
。

午
前
十
一
時
戸
裏
よ
り
電
報
卒
る
、「
今
朝
人
大
八
名
、
警
官
二
名
現
場

に
急
行
す
、
道
は
駒
六
方
石
な
り
、
通
信
は
高
速
警
察
宛
」。
我
々
は
未

だ
死
鎧
の
獲
見
の
位
置
を
確
賞
に
知
る
事
は
困
難
だ
つ
た
。
断
崖
の
途
中

に
懸
り
居
る
も
の
な
る
や
、
黒
澤
水
源
に
墜
落
し
居
る
も
の
な
り
や
、
又

は
比
較
的
運
搬
容
易
な
る
地
貼
に
あ
り
や
、
此
の
疑
間
に
封
し
て
繊
々
は

相
営
の
日
数
を
要
す
る
も
の
と
し
て
諸
種
の
準
備
を
し
た
、
印
ち
テ
ン
ト

三
ｏ

二
張
、
救
急
箱
、
防
腐
剤
等
各
自
露
螢
の
準
備
を
な
し
食
糧
は
伊
那
町
、

戸
蔓
に
て
求
む
る
事
と
し
た
。
第
二
救
援
除
は
遺
族

一
同
と
共
に
同
夜
出

残
す
。
第

一
救
援
除
は
十
五
日
午
前
八
時
高
速
着
、
高
速
警
察
暑
に
て
道

難
の
概
略
を
聴
取
し
、
午
前
十

一
時
戸
蔓
着
小
松
偉
爾
氏
宅
を
本
部
と
定

め
、
松
尾
張
通
信
に
従
事
す
。
街
尾
園
學
校
代
表
は
十
二
時
黒
河
内
案
内

人
と
戸
墓
に
爽
着
、
學
校
営
局
の
事
務
に
就
か
る
。

同
日
午
後
高
速
警
察
署
長
古
畑
堅
重
氏
溝
口
巡
査

一
名
随
行
、
人
夫

一

名
及
び
第

一
救
援
除
員
並
に
遺
族
二
名
北
澤
小
屋
に
急
行
す
。

十
月
十
六
日
第
二
救
援
除
伊
那
北
着
、
食
糧
其
他
の
物
資
を
調
達
し
自

動
車
に
て
出
残
、
黒
河
内
よ
り
徒
歩
に
て
戸
凄
に
向
ふ
。
十

一
時
戸
蔓
入

日
に
て
通
信
員
松
尾
に
會
ひ
本
日
午
後

一
時
死
壼
戸
豪
到
着
の
豫
定
な
る

事
を
確
聞
す
．
十
一
時
牛
戸
蔓
着
、
本
部
を
竹
澤
藤
太
郎
宅
に
移
す
。
加

藤
青
木
、
木
原
、
先
願
し
て
遺
骸
の
出
迎
ひ
に
行
く
。
午
後

一
時
三
石
手

前
に
て
入
大
に
背
負
は
れ
た
る
山
友
達
の
悲
し
き
惨
し
き
遺
骸
に
含
ふ
。

警
官
人
夫
の
外
同
行
者
渡
邊
、
東
條
、
叔
父
松
井
氏
も
下
山
さ
れ
た
。
駄

々
と
し
て
語
ら
ず
只
泣
く
ば
か
り
の
同
行
の
二
君
に
は
慰
む
る
言
葉
も
出

ず
共
々
に
岡
君
の
遺
骸
を
守
り
て
戸
蔓
河
原
を
下
り

一
時
牛
藤
太
郎
宅
に

到
着
す
。
二
時
高
速
警
察
署
長
古
畑
氏
、
唇
師
開
氏
、
岡
田
先
輩
立
會
の

下
に
死
盤
検
案
を
な
す
。
検
案
後
遺
族
及
部
員
の
手
に
依
り
納
棺
せ
ら
る
。

午
後
四
時
藤
太
郎
宅
に
於
て
恨
葬
式
を
行
ふ
、
興
前
に
供

ヽ
ら
れ
た
る
石

楠
花
、
各
自
の
ル
ツ
ク
ザ
ツ
ク
よ
り
出
た
る
供
物
、
簡
単
乍
ら
山
男
と
し

て
の
岡
君
は
満
足
せ
ら
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
五
時
出
棺
、
ザ
イ
ル
で
結
ば
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れ
た
棺
は
部
員
の
肩
に
推
は
れ
て
戸
凄
河
原
に
運
ば
れ
、
六
時
牛
豫
め
用

意
さ
れ
た
る
薪
の
上
に
安
置
し
茶
毘
に
付
さ
る
。
加
藤
、
木
原
、
藤
太
郎

は
第

一
救
援
除
Ａ
除
の
出
迎
ひ
に
行
き
八
時
牛
共
に
野
る
。
同
夜
本
部
に

て
遭
難
現
場
詳
細
報
告
墜
落
原
因
等
に
就
て
考
察
す
。
経
り
て
部
員
は
営

夜
河
原
に
到
リ
テ
ン
ト
を
張
り
、
火
を
守
り
て
通
夜
す
。
松
尾
通
信
員
よ

り
本
日
死
饉
到
着
、
火
葬
し
明
日
蹄
京
の
電
報
を
残
途
す
。

十
月
十
七
日
午
前
七
時
遺
骨
を
納
め
村
人
に
遭
難
に
封
す
る
数
々
の
援

助
を
謝
し
戸
裏
に
別
れ
を
告
げ
伊
那
町
に
木
り
同
地
信
濃
山
岳
會
員
に
迎

へ
ら
れ
、
辰
野
三
時
残
に
て
午
後
十

一
時
牛
領
田
町
に
多
数
の
人
に
迎
ヘ

ら
れ
掃
京
す
。

附
　
　
記

扉
及
び

一
六

一
頁
の
「
そ
の
頃
の
人
々
」
は
含
員
爽
木
猪
之
吉
氏
を

煩
は
し
た
。
又
カ
ツ
ト
は
坂
本
直
行
氏
に
お
願
ひ
し
た
。

〓
ハ
一
頁
の
似
顔
は

頁八九
二
五

三

八

四

四

四

七

六

一

七

三

一
二

三

前

競

補

正

行
　
　
　
　
訊
　
　
　
　
正

一
〇
　
　
　
飢
が
　
　
　
叙
に

七
　
　
　
中
ノ
　
　
　
　
中
の

一
五
　
　
　
　
幅
が
る
あ
　
　
幅
が
あ
る

〓
一　
　
　
　
一
九
〇
八
年
　
一
九
〇
八
米

五
　
　
　
　
食
車
　
　
　
食
事

二
　
　
　
　
日
足
　
　
　
　
日
脚

一
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ン
】
”
】
い
ｏ
Ｏ
絆
”

】
①

　

”
】
ｏ
一Ｆ
”
（
の
ｏ
中
●
Ｈ
Ｏ

上
段

一
〇

　

名
詞
　
　
　
名
刺

七
　
　
　
随
落
　
　
　
堕
落

難
　
　
報
　
　
○
慈
恵
大
學
山
岳
部
員
岡

一
男
氏
道
難
の
〕異
相

一
二
人

同一
五

八

一
六

一

異
常
ざ
ろ

ク
‥
ル
ア
ー
ル

ゐ
事

騨
肉

異
常
な
る

タ
ー
ロ
ア
ー
ル

ゐ
る
事

牌
肉

山
川

三
枝中

村

梅
澤高

野

武
田辻

村

の
諸
氏
で
あ
る
。

九 七
一
七

経
行鳥

山

田
部

小
島

高
頭

木
暮

近
藤

辻
本

冠
　
松
次
郎
へ本
　
文
）

岩
永
　
信
雄
（窮
　
員
）

渡

邊
　

漸
（
責
任
者
）

二
〓

編
輯
者

′
~~へ ~~ヽ
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嚢
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東
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市
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輸
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町
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番
地
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日
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Ｅ
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氷

と

雪

加
納

一
郎
著

　

銀
ニ
ミ
∞

山
と
雲
の
日
記
　
師
倉
勝
離

　

額
二
∞ヽ
Ю

山
　
日
　
記
　
日
本
山
岳
會
編
　
観

．、∝
Ю

醜
鐸

武

田
久
吉
著

敬
虔
な
る
山
岳
宗
徒
の
清
杖
は
既
に
上
高
地
に

は
印
さ
れ
な
い
。
往
昔
の
神
河
内
を
懐
し
む
吾

岳
友
講
兄
は
安
息
所
と
し
て
唯

一
の
神
境
尾
瀬

を
有
つ
。

本
書
は
高
山
植
物
學
界
の
至
費
武
田
博
士
が
過

去
敷
次
に
亘
る
尾
瀬
調
査
族
行
の
所
産
に
し
て

紀
行
文
集
な
る
と
共
に
貴
重
な
る
學
術
的
記
録

植
物
景
親
で
あ
る
。
巻
末
に
附
級
せ
る
百
葉
の

篤
員
は
、
其
鮮
麗
さ
に
於
て
、
其
學
的
償
値
に

於
て
、
正
に
世
の
驚
異
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

尾
瀬
と
鬼
怒
沼

要
　
初
め
て
尾
瀬
を
訪
ふ

尾
瀬
再
訪
記

尾
瀬
を
め
ぐ
り
て

日
　
春
の
尾
瀬

秋
の
尾
瀬

尾

瀬

と
鬼

怒

沼

定

途 鷹「

料
鳳

三

園

十
七
錢

四
六
剣
三
七
〇
頁

舞
員
百
枚
、
地
固
（
一
）

ス

ウ
ィ
ス

日

記

辻
村
伊
助
遺
著

追

　

憶

純
情
の
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,ascent of the final peak, and at 11. a. nr. the highest point of the inner

e,rater-wall w&s rcached. This final peak is believed to have been un-

climbed. before.

The party spent a, few days on the mountain for the investigation of

animal and vegetable life, and the return was made via Chinominochi,

Oclaibake and Seseki. A selected list of materinl collectecl will be founcl

in the Japanese part.

2. Chuosenzan by T. KANO.

ChuOsenzan is one of the few peaks 、vhich attract the l■ ountaineer

、vith their challenging feature.   Senzan lnealls pinnacle― Hlountain and

there are tW・ O peakS Called by thiS nalne,ic e・ TaihaSenzan and Chu5(Central)

senzano  Taihasenzan was ascended in 1927 for the first tinle but theis

Clentral Peak remaine(l unclinlbed until the following year, 、vhen the

party Of the author Succeeded in reaching tlle topo Starting from Karenko

the party went up along the ■:laroko gorge and put up their base at

Shiratsuku pOlice statiOn. The party Ofュ nOre than sixty person,including

40 native pOrters and 5 police constables,left Shiratsuku On.August 7th

and camped at iBurenonfuo  Next day`w・ as spent fOr reconnaissance. (〕n
_August 9th the party left the can■ p at midnighto By traversing a ridge

、アhich descends sOuthward from the・ west shOulder they gained the=nain

ridge at 8 a.In.  The.last part Of the ascent was dangerous becallse Of

falling stones,but at 9.45a.Ine they finally reached the top. The altitude

of the lnOuntain was estilnated from the atlnospheric pressure indicated

by a barolmteter at 3840 m. On tho ordinary ln:λ ps the height of this peak

iS given as 3715 nlo which, too,is not derived frOimL any triangulatiOn.

(12)



streAfir which hatl beaten us. The Pyanan Ambu Post w&s oYer the riflge

only a few hours away.

Thougtr we haal not perhaps realized all our hopes, yet we h'atl learat

some valuable lessons, we hatl hatl a weeli in mountains antl scenery

which excel even that of the Japanese Alps, we had hail tho satisfaction

of opening up a new ritlge aud of making a 'fir:bt ascent', an6 above all

we hatl drunk tleeply of that spiritual tlraught which tho mountains ever

give to those who love them.

SUMMARIES OF THE PRINCIPAL
ARTICLES IN THE JAPANESE

PART

1. Chachanupuri by K. OKr\DA.

'Iho author gives au acoount of his climb of chachauupuri, a ilouble-

coue-l volcano of 1828 meters }eight, which rises near the northern encl

of Kunashiri, Chishima archipelago.

The name of Chachnupuri has its origin in Aiuu folkslore. Chacha

me&ns an elcler ancl nupuri a mountain in Ainu language. Late in July, 1929,

the author', vith two companions, sailetl by motor boat from Nemuro to

Furrrkamappu, whence they travelled northward along the coastline for
four days oa horseback, until they reacheil the foot of the mountain.

On the first day the party succeeclecl to climb the main palt of the

mountain antl pitchetl their tent inside the first or outer crater-wall.

An Ainu legend says that there is a lake inside this crater-wall but the

party founcl nothing but a vast field. of volcanic ashes with patches of

snow ancl lava strearns. As it was misty on the following day the party

coulcl not continue on that clay, but on August 1st they startetl for the

(11 )



hatl one of the stiffest bouts with rock ancl creeping pine'that r ever
reuember. This in turn was followecl by an interesting piece of rock
work, antl noon fouad us oa the summit of Mt. Ilapanarau, 1:2,Z5O tt.
approx.-a 'first ascont', at all events so far os is Lnorvn. More we w-i1l

not sa5 for F. S. Smythe saitliu his Clinbs auil ski runs, .,To place
foot where no foot has been placetl before, to crush unknown snows beneath
the feet anil grasp *nhandletl rocks are Joys beyoncl the diction of the
lvritten page" ?

We hacl now reached the crucial point of nhe rvhole trip. The ridge
hacl beeu grailually beniling rounil to the east till at a point about half
a mile ahead it forkecl, eastwards to Momoyama, to the north to Daiha-
senzan- The rocks were getting more ancl precipitous. Numai went aheacl

to exaaine things ancl came back v-ith the report that furthor progress
was impossible, certainly with our savage cariers. The only alternative
was to drop down tho steep southern faco of the ritlge, (to the north tho
mouatain actually overhung), antl try antl reach the col from the flanli.
There ras only a sporting chance that this coultl be rlone, as where the
slopes were not too steep there was an i,rpenetrable undergrowth of
creeping pine. We strugglecl clowu as best we could but every step
seemeil to say with mocking voice, "you can't get back ; you can,t get
bacl<." Finally after an anxious time rve reachetl the banks of a srnall
stream ancl, as it was alreatly dark, oampeil.

That night we realized that on this trip at all eveuts we wero aot going
to reach Daihasenzan; there was event cloubt about Momoyama, for the
valley aow between us ancl the rittge was little uore thau a crack iu the
earth's surface antl the question was whether we coulcl get either clown
or up. 'Ihe map suggestetl that at one point it rnight be crossecl, but
after oue or two bouts with similar valleys on the N. E. slopes of rsugi-
taka, we decidetl that the best thing rvas tc swallow our pricro and start
back. Thero was uot tine to fight our way through and it lvas quite
evitlent that ure sayages at all events were a*xious to get rrome. That
nignt after a glorious scramble along the flanks and srroulders east of
Tsugitaka we finally campecl by the broail aucl Iower reaches of that

(10)



rvith rvhich it has arrnecl itself. The slopes on the *'hole u'ere not difficulL.

lVe hatl been asked to ascertain whether it is Tsugitaka or another poak

further along the ritlge which can be seen from Taihoku. Unfortuuately
it was cloutly in that clirection, but from later observotions wc are inclinocl

to think that Tsugitaka itself is not visible.

The way along the ritlge calls for no special comments except for a

nromentary excitement causecl by a distant deer. As tho hours passeil,

however, the mists got gratlually thioker till at last about half past three

we reaphed a point where lve vere uncertaiu what to do. The ridge
clearly went north, but frorn what we had seen earlier we ehoulal be

gratlually veering to a N. E. direction. A hait was calleal ancl Numai went

ilown a small spur iu the right directiou to reconnoitre, but it seemed to
vanish into space. Finally .rve clecitletl that the best thing to tlo was to go

back a short way to a possible site we hatl passetl earlier iu the afternoon

autl there camp for the aight. The height was about 12,400 feet. It was

cluite cold, but fortunately we were shelteretl from any wintl. Tho savages

lit their fires ancl wrapped themselyes up as best they could for their
long vigil. "\il'e go into our sleeping bags and lay uncler otu Murnmery

rviUr the stars above.

Camp in a high mountaiu at night seems to exercise a strange urystio

appeal-the hush of Ure tlarkness, broken ouly by the flicker of the fires
antl the quietening voices, the jaggetl outlines of pine anil rock against

the inky blacLness of the sliy, tho brilliance of the stars and, when the

moon rises, the ilistant rauges antl the vasty deeps-somehow one has en-

teretl another worlil more akin to the spirit of man; or is it that the sense

of solituile on the bortlers of the world quickens one's sense to near the

voice of the Eternal ?

Next morning the suu arcl the summit of Chuoseazan rose above an

ocea,n of cloutl. lVe were alroacly considerably behintl with our programulo,

so we quikl-v follorvecl suit aual soon after stood once again at the parting

of the rvays. Numai hacl beeu right. The main riilge cauie to an,abrupt

end. a few yarcls further on, rvhile the lower spur to the right wa,s the

correct route. 1Te matle our way down it with necessary care ancl theu

(e)



nlal【ing as it 、7ere a gruff protest.  Behincl is the fOrest、vhi10 beyOnd

and abovё  rise the rOcky raln.parts Of Tsugitalζ a itself, ruggecl crags

Struggling to free thelnselves from the pine and finally succeeding on the

SnOヽ V― Croヽvned sulnn■it.  The tilnber line in Folnosa is solne 3000 feet

lligher than in Japan,■vhile the broad expanse Of pasture lands suggest

that the title .Alp、 yOuld be nlore appropriate than in Japan、 vhere tlley

are nOt sO colnll■ oll。

The iPolice authorities had the previous year put■ lp a large llut for

clilnbers at the base Of this first buttress,but l″ hen it・ w'as reachecl it、 vas

Only to find it IЭ rostrate and in ruinso  The l■ ountain snoⅥ アs had sho・wn
that tlley・ woula not t。 lerate any ll)erI..anent invasion of their territory。

lヽre lnanaged, ho、 ver, to get sufficient sheltcr fcr the night、 vit1lout

putting up ollr tents in What lraS a partiCularly ilnpressive spot。  .Around

us was the forest, giant trees engaged in a ceaseless but futile、 varfare

rヽith the SaruOgaSe, that paraSite plant SO COnlmon in the Japanese Alpse

ln front st。。d tlle final areto leading t。  。ur goal, while to the north

〕Fhere the fOreSt fell訂 Way rapidly COuld be Seen the grm featureS'Of itS

precipitous face.

高ヽTe w・ ere a、アay soon after da・ wn for the・ final scran■ ble up tO the tOIЭ・

The route lay up the rocky becl of a streanち fr01n、ァhich every vestige of

sun was shut out by the cliffs and forest around.  .At last we elnerged

on to the more open spaces above, where bush and snOw and screo offered

a last and final resistance,and two hours after striking camp・ we were On

the sulnmit.  .Actually there are twin sun■n■its abOut a nlile apart but the

nlap is silent about thenll  lndeed from this point on we ca〕 mte to the

COnCluSiOn thatユ nany detailS Were put in mOre by COnieCture than Obsel・ ―

VatiOn. IBaron■ etric readings made the nOrthern peak higher by forty feet.

To the soutll the riclge caine to an abrul)t end in a series of precipices

vヽhich encled on a col hundreds Of feet be10、 ア; to the north lay the

unknown ridge.

There ・was a´ g00d deal of sno、v on the sulnlnit;for the rest thero is

rock, stones in‐ plenty,and that redOuble fOe of the Japanese clilnber,the

Creeping pine,only ten times lnore vicious in FormOsa because of a thofL
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territory of another tribe, 、ve l)ressed on as tl■ o 、veather・■,as steadily

getting 、vorse.   As night fell 、・e reached our goal,tlle police pOst Of

Shikayau, 儡pprox. 5500 ft。 )where we bidden a warln welcOme.A very
good vie、v of Tsugitaka,、 アe・w.ere told, can bo obtained fr01n the previOus

l)OSt of Shirasetsu,but the elell■ents、vere agaist us。

I:rnfortunately the bad ・weather continued and、 ve、vere obliged to wait

tWO dayS fOr it tO Clear,WhiCh thOugh it gaVe uS anlple OppO■ unity fOr

studying the savages¬ was destined to llave a decisive effect on our sub‐

sequent ll■ ove]田tents。   (:〕 n the secol■ d day,it is true,tlle weather cleared,

but the savages had already dispersecl to their plantations,and beside the

river、 vas in spato.

It lnay be a good Plan 、vhile、 vaiting to say a・ word about ollr planse

Olur intention 、vas to clill■ b Tsugitaka, an■atter of a day ancl a quarter

froll■  Shikayau,and then lnake our、vay along the unllno・ wn ridge to the

N.N. Eo as far as Daihasenzan,a renlarl【 able rocky I)eak first anc1 0nly

clin■bed by IIre lkoma, ■fre Nulnai and a friend in 1928。  Then after

retracing our steps by a mile or so we planned to strike east along t1lo

ridge tO ■101■ OyaII■a, and thence dOwn a shOulder tO iPyanan Ambu.

Elxcept for Tsugitaka to the south and ]Dlaihasenzan to the north the

territory、 vas quite ullkno、 vn。  Vヽe hoped to accolnplish this in a・ w・eek.

Leaving Shikayau early On the l■ ■Orning Of■Iay 14th. 、Ve descended to

a relnarkable gorge to the west of the village,、 アhere a rough bow‐ shaped

bridge enabled us to get acrOss the turbulent strealno   A sharp steep

aSCent and then dOヽ Vn OnCe mOre tO the bed Of a tributary,ヽ 7hiCh・ W・0

followed for the best part t、 vo hOurs till finally we halted at the base of

the lo・wer spurs of Tsugitaka itself,(approx.5500 feeり 。   III■ IIlediately

behind Shikayau tO the nOrth rises a peak'which marks the end of the

great eastern shoulder of Tsugitaka.  iヽVe struck up the face a little to

the ・west of this and after six hours of harcl though not difficlllt wOrk

reachecl the ridge and sun■ Ⅱlit Of shikayautaisan,(11,160 ft).[rhe view of

TSugitaka frOnl thiS IDOiILt iS partiCularly fine.TO the right the ridge fallS

a、vay in a gentle slopo of」 生IPine pastureland;On the left it is brOken by

giant preCipieS, アヽith here anCl there SOl田 [e rOCl【 y pine‐Clad prO]m,OntOry,
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The mountain itself iu recent years has beeu ascentletl by various

Japanese parties, but so far as we coultl ascertain we were the first
foreigners to succeetl. Dr. Maokay, the great Canatlia,:r missionary all but
reached the summit but rvas forceil to yieltl to savage superstitions, rvhile

recently Dr. Gubler, of Eokkaitlo University was driven back by storm

after getting within 1t00 feet of the summit. Soth savages and t'eather

were kincler to us.

Untii the openfug up of the territory by the authorities, the mountaiu

vas fairly inaccessilole; eyen now the journey from the capital, Taihoku,

to the base, which as the crow flies is only fifty miles awaR takes three

c1ays.

'We left Taihoku on the moruing of trfay 9th. by the train which skirts
the north aoast, autl some four hours lator reaahetl Rato, where we met

aud entertaiaetl by the chief of police. A lig'ht railway runs inlcntl frotn

Rato some forty miles up to 'Dobr,, which lies at the base of the timber
forests on Mt. faiheisan. In the course of the journey lre enterod sayage

territory and, soon after got our first glimpse of these strange folk whose

forbears probably came from the heatl-hunters of Borneo.
Our first uight was spent at the Club lfouse at Doba, a hotel which not

only enjoys the aclvantage of natural hot natet, but also allows uo women

on its premises!

A1I the clay following we were tranpiug up the valley of the Datusui
as far as the police post of Pyanan, rvhich staucls oa the brow of a Jrigh

bank overlooking the river, hard. by a savage village of the same name.

We saw many evitlence of the sa,vages all the way a,long, a,mong them the

grave of a Japanese officer and three men \vho hatl fallen victirns to

their short curved. swords in 1914. The Keito savages who live in this

valley are now relatively 'tame'; indeetl we founcl them so frientlly that

at Pyanan ye quikly realizetl that privacy oI aay kincl was quite of th.e

quetion !

Our next tlay's joutney was still up the valley as fat as its head, the

Pyanan Ambu, at a height of 6181 feet. A solitary poiice post antl shop

mark the spot. After a change of carriers, since we were entering the
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THE ASCENT OF TSUGITAKA

W. H. ]｀IURRAY
Fo R.G.

Warr'roN.
S.

In May of this year iu the company of Mr. T. Numai of the Government
I\fonopoly Bureau antl Mr. K. A. C. Gross of the Cambritlgo University
llfountaineering Club, I hatl the gooil fortune to climb Mt. Tsugitaka in
Formosa.

This mountain is the seconcl highest peak in the Japauese Empire as

its qame suggests (seconcl high peak) ; but it is better knswn to the

lYestern worlcl uncler its oltl name oI Mt. Sylvia, a British warship which

surveyecl the peah from tho eas[ ooast in 1867. It was given its present

name by the late Emperor Moiji after Japan hatl acquiretl Fomosa in 1895-

It is one of the most northern peaks of that rauge which runs the whole

length of the islanil. According to a semi official surv-ey matle about

1910 the height is 12,907 feet, but this figure must be accepted with
reselye, as a recent ancl more accurate survey of another mountaia in the

sa,me range (Niitaka or Mount Morrison) has resultetl iu a aorrction of

over 50 feet.

Tsugitaka is situatecl iu savage territory aucl so is aot accessible with-
out a special permit from the authorities, which in view of the preqent

clisturbances a few milsg le the south ma,y now be tlifficult to obtain.

Much might be written about these 6&y&ge tribeg but such is not the

purpose of this paper. Suffice to say that in making any climbs it is

uecessary to employ sa,yage porters and as a result to take in atltlition an

armecl boilyguartl of Japanese police. These latter are responsible for

u:aking tho arrangements, aucl while from our experienoe they are always

most obliging, yet they are not necessarily climbers.
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in Sritzerlantl, the Rocky }fountains. During her strry in Japan she

rnade three ascents of Fuji, on one occasion descencling into the crater,

as well as a number of wallis up Asamq Myoko-sau I(engarnine, Yats-ga-

take antl similar well known though quite easy ascents.

More intcresting ones, matle twenty five or fifteen ye&rs &go, wore the
first d,scont of Oku Eotlaka by a woman elimbor wheu Kamonji was our
leacler antl that of Yari-ga-take by a new way froru the heatl of tho Ta-

Iiase-gawc. Another very interesting expeclitioa {irst accomplishetl by a
rr-oman was the traverse of Oterjo from Nakabus{r-onsen to the Yarisawa

and on to Kamiliochi and also that of Shirouma. These expeilitions iu-
terosting as they were perhaps iavolveil a little harder couclitions than at
the present time, owing to the abseuce of huts ancl of the nrany tracks
that have since been macle to facilitate approach to the peaks ancl to
lendct the expeditions unclertaken ea,sier and moro comfortcr,ble.

hr spite, therefore, of the olcl prejuclices agaiust allowing women to
ascerd the more famous of the sacred. peaks, it seeurs not unreasonable

that if some mountains are provitletl rvith feminiue guartliau spirits, womeD

nrouutaineers shoulal be permittetl to sharo in the interest ancl pleasuro

enjoyetl by those who visit their valleys and asceucl to their highest

surnmits.

Ivlay f close this littlo paper with two quotations which occurrecl to mo

as f was lately, when in Switzerlantl, thiukiug over what I shoulcl try to
send a message to all who will do me the favour of reatling it in the
pages of the 'Sangaku'.

On Ure Stockhorn, high above the Lake of fhun which with llts. Weston,

I climbetl some years ago, there w,ls once found, carvecl upou its highest
point ia Greek letters the sentenco which enshlinetl the tleepest thoughte
of a famous Swiss professor of Zurich several centuries ago-"Tho love of
the mountains is the best thing".

Antl Ure other worils are thoso which I always like to th!,1 o1 as the
mstto of all mountainoers of the truest kintl in the openiag verse of the

beautiful 121st Psalm-
"I will lift up my eyes to tho llills, ftom whenco comos my lfelp"

(4)



press every sunlner.

On tbo Other hand, these splendid lnountain ranges are beconling a

trainillg grouna for Japanese clilnbers who have distinguished themselves

by acconplishing somo of the finest new'expeditions recorded in the

annals of alpine clilnbing in n■ odern times.  I could not vア ish for better

practice for the difficlllt snow expeditions in Switzerland than such as are

tO be llad in Janan linder favourable conditions there in、 vinter or in

early spring。

I can not take leavo of this deeply interesting subject,of a few reflec‐

tiOns upon the nlemories、 vllich are recalled as 1 look bacl【 upon my o、 は■

first acquaintallce 、vith the Japanese AIPS, Without a、 vord upon those

eXperienCeS Of lny younger JapaneSe lnOuntaineeFing fl・ iendS WhOn■  it haS

been n■y haI)py priサ ilege to kno、 v intilnately both in my o、vn co■ lntry

and in Switzerland alsO.   The pleasure l had first in the friendship of

Messrs.Kqima,Ts可 imura and others in the earliest days of the Japanese

■、lpine(:Jlub,I have been able t0 1ive over again in intercourse wFith their

successors Yuko■ Iaki, Saburo ■Iatsukata, Samitaro Uralnatsu and otllers.

The achievelnents of these clin■ bers have been as heartily recoglnizecl by

their colleagues in the(English)」 LIPine CIub as by their own fe1low‐

countrymene Their combination of sl【11l ancl ability as mountaineers with

true lnOdesty hacl dOne a great deal tO enhance the reputatiOn Of Japanese

clin■bers in general aimtongst those English sI〕 Ortslnen who are alw'ays

ready tO reCOgniZe and tO hOnOur SuCh qualitieS whereVer th6y are fOund。

Any reIIlarks upon lnodern developlnents in lmLOuntaineering in Japan

would be incomplete lⅣ ithOut sOme referencO tO the grO・ wing interest ttaken

in it by fen■inine f0110WerS Of the FeCreatiOn.  OCCaSiOnally in the」 1lPS

one meets a JaI)anese lady clilnbing,for instance,IIont:Blanc or sonle

lesser I〕eak.  ■Iany now travell勤n the greater Clentral Japan where years

agO there WaS a geat prdlldiCe againSt their preSent On S01n0 0f the n・ Ore

SaCred peakS・  :But thiS prttuCliCe iS gradually dying Out・

Of]European lady climbers, the first tO undertake the higheF `」 Llpine'

peaks in Japa11,was IIrso WeSton,ヽ Vife of the present・ writer, who before

coming to live in Japan had already done a number of first class peaks

(  13  )



seclutletl meres in which he usetl to fish for trout at the foot of the
beautiful granite peak which he lovetl greatly. 'What a contrast one sees

to-tlan as one remembers the peace antl solitude of that splentlitl valley
of Kcurikochi then scarecely ever trotlden by the foot of human beings
except for the hunter aatl the fisherman, or the woodcutter', anil thea
loolis upon the busy scene presenteil by the tents antl the camp fires of
the rnany scores of young antl enthusiastic mountaineers to whom the
placo is now becoming what Grindelwaltl or Zermatt were to tho earliest
travellers of a century or more ago. I wish that all my reaclers could
themselves road the lvise word written some three years a,go by I[. I. I[,
Pr:iucc Chichibu, when he paitl his last visit to Kaniikochi three years
ago, anil which appeareal in the AJpine Journal in the folloving year.
Those .words giye us a noble iileal of the way in which the tr-ue-hearted
mountaineer shorrlil thinli of tho great mouutains ancl shoulcl treat all tho
places visitetl among thern as sacred andl not to be desecratctl either by
careless contluct or by leaving about iu them (as r have too often seen

cloue) such traces of his visit as rvill make one wish he ha,l aever been
there. Rather one shoulil strivo to cultivate the spirit of those words
rrhich f first reatl, rvhen very young, writteu in Gennan on the topmost
rocli of tho Biffelhoru nea,r zetmatt, rvith its marvellous view of the
lratterhorn antl its srrrrouncling peaks 'rlero let a1l men praise Gocl, the
architect of the Nature'. Perhaps such seutiments as theso neecl impres,
sing all fhe rvrore seriously aucl carefull.y upon the young clirnbors of to-
clay. The present conclitions of travel to aatl from tho mountains are
witlely different from those which r encountered some thirty five years
ago, {rs will readiiy be untlerstooil by anyone rvho does rne tho honour of
glancing at the book to 'which r have refred. rt is now allmost possibre
to reach the outskirts of tho great ranges in as many horrrs as one for-
rner:ly neetletl tlays. consequently far Iarger numbers visit them, ancl
there rvill be ruore who are perhaps not completely qualified to unilertaLe
such hartlships of batl weather, rough olimbiag etc. one r.esurt of this
is that accidents ol a fatal or serious character a,re mor6 rikery to occur,
as we see from the account of the trageclies that are reportecl in the

(2)



:NOW AND THEN

Ilgv. T\r. SrnsroN.

It is now nearly tweuty-five yea,rs ago when I had the happy privillege
of conveying to the members of the uewly formecl Japanese Alpiae CIub
the gootl wishes aucl the friendly congratulations of the then Presitlent
and Cornmittee of the Alpine Club upon the st"art in life of the latest

member of the family which looked upon the Eaglish Alpine Club as, in
a, certain sense, its parent. Anil now to-tloy, I have the pleasure of

sentling similar greetings to that younger member as it attains, so.to

speak antl by its own example is bringing into being or teaching to walk

in the right way other kintlretl associations in tlifferent part of the moun-

toin regions of a beautiJul Iantl where so many of its people seem to be
tborn mountaineers'.

Since I first began to have to wancler anong those central ranges which
I ventured, soou after I first knew them, to entitle the 'Jopanese Alps'

-it is now almost forty years ago siuce I ditl so-many changes have

taken place. It was interesting to me before had I first saw the AIps
of Japan, to have some experience in serious mountaineering ia those of

Switzerlantl. f coultl all the better appreoiate the experieuces of the

first pioneers of the Alpine CIub when I fountl uyself-in Japan-penet-
rating into romautic valleys antl oscenaling great peaks quite unfamiligr
to the outsitle rvorlcl. Yery little was known to Europeau travellers, aud

I often hacl curious experiences in these plunges into the uaknown. Some

of these remain very vividly ia my memory, such as the weiril spectacle,

on the summit or the sitles of Ontake San, of Kami-oroshi; or the strange

curative treotment I receivecl, in the form of majinai, in the little hut by
the side of the Azusagawa, after my first climb on lfodaka, with Kononji,
the famous oltl hunter whose little cottage still stands, I think, aeer the
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